
 

平成２７年度経済産業省委託 

 

 

 

 

 

 

高 圧 ガ ス 関 係 事 故 年 報                               

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年３月 

 

 

 

 

 

高 圧 ガ ス 保 安 協 会                   



 
目    次 

 

 

 
1.  まえがき                                1 

 

2. 高圧ガス保安法関係事故                         1 

 2.1  事故発生件数の推移と分析・評価                    1 

  (1) 年別事故発生件数の推移                        1 

  (2) 事故区分別発生件数                          1

 (3) 事故原因等による分析・評価                      2 

 

 2.2  事故区分による分析・評価                       3 

  (1) 製造事業所の事故分析                         3 

  (2) 移動中の事故分析                           4 

  (3) 消費先の事故分析                           4 

  (4) その他事故（製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の事故） 

   の取扱状態による分析                         5 

 

 2.3  現象別区分、人的被害、事故等級による分析               5 

  (1) 現象別区分による分析                         5 

 (2) 人的被害による分析                          6 

 (3) 事故等級による分析                          6 

2.4  【参考】過去 10 年の高圧ガス事故件数（災害）増加の分析について      10 

2.5  平成２７年に発生した高圧ガス保安法事故一覧表             

(1)災害事故：製造事業所の事故                                                                                                      50 

(2)災害事故：移動中の事故                                                                                                             111 

(3)災害事故：消費中の事故                                                                                                             117 

(4)災害事故：その他の事故                                                                                                             133 

(5)喪失・盗難事故：製造事業所                                                                                                    137 

(6)喪失・盗難事故：移動中                                                                                                      138 

(7)喪失・盗難事故：消費中                                                                                                             139 

(8)喪失・盗難事故：その他                                                                                                             193 



1. まえがき 

高圧ガス関係事故年報は、平成 27 年(1～12 月)に発生した高圧ガス保安法関係事

故について、その事故内容について分析・評価を行ったものであり、今後の高圧ガス

保安対策に資するものである。 

なお、高圧ガス事故のうち、「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関す

る法律」に係る一般消費者の事故については、高圧ガス関係事故年報より除外してい

る。 

  

2.  高圧ガス保安法関係事故 

高圧ガス保安法関係事故の発生件数は、平成 11 年まで 100 件前後で推移していた

が、平成 12 年から増加に転じ、以後増加し続けており近年も高い水準で推移してい

る。しかし、平成 27 年の事故発生件数は、平成 26 年よりも減少した。 

近年における事故件数増加の一因は、容器の盗難、喪失等の事故(以下、「喪失・

盗難事故」という。）の増加である。しかし、喪失・盗難は、爆発事故、漏えい事故等

の通常の災害(以下、「災害事故」という。）とは性質が異なっているため、喪失・盗難

事故を災害事故とともに統計処理して論じることは難しい。そこで、高圧ガス関係事

故年報では、高圧ガス事故を災害事故と喪失・盗難事故に分けて整理し、解析を行っ

た。また、平成 23 年より事故措置マニュアルが改正され、事故の定義、事故

の原因の項目が大きく変わった。そこで、以下に記述する事故原因等による分

析、評価は、平成 22 年以前と平成 23 年以後とに分けて評価を行った。 

 

 2.1 事故発生件数の推移と分析・評価 

  (1) 年別事故発生件数の推移 

表１に、最近 10 年間(平成 18 年～平成 27 年)における月別の事故発生件数を示す。

最近 5 年間では、平成 23 年 1,084 件、平成 24 年 957 件、平成 25 年 836 件、平成 26

年は 787 件、平成 27 年は 729 件と最近 5 年間の事故件数の中では最も低い水準とな

った。なお、平成 23 年の件数が増加した最大要因は、東日本大震災の影響で 94 件

の事故の報告があったためである。これらの内訳をみると、表１－１(災害)及び表

１－２(喪失・盗難)にあるように、平成 27 年の災害事故は 429 件となり、平成 26

年の 381 件と比較して増加となった。喪失・盗難事故については、平成 27 年は 300

件となり、平成 26 年の 406 件を下回った。表１から、月別における目立った傾向は

見受けられないが、これを表１－１と表１－２に分けてみると、表１－１から、災

害事故は夏季に多い傾向がある。これは、容器の温度上昇による安全装置からの漏

えい事故、台風による災害事故等、この時期特有の災害が発生することが一因と考

えられる。 

 

(2) 事故区分別発生件数 

表２に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)における高圧ガス事故の事故区分別

による統計結果を示す。表２から、平成 11 年までは毎年 100 件前後で推移していた

ものが、平成 12 年以降増加していることがわかる。また、災害事故の件数を表２－
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１に、喪失・盗難事故の件数を表２－２にそれぞれ示す。災害事故の件数は、平成 1

2 年から増加に転じていることが特徴である。また、喪失・盗難事故については、平

成 4 年以前は殆ど届け出が無かったのに対し、届出の指導を行った平成 12 年以降急

激に増加を続けている。 

表２から、最近 5 年間における事故の総件数は 4,393 件であり、消費の事故 2,600

件(59％)、製造事業所の事故 1,569 件(36％)、移動の事故 162 件(4％)、その他の事

故 62 件(1％)の順となった。また、平成 27 年に発生した高圧ガス事故件数 729 件の

事故区分別内訳は、消費の事故 376 件(52％)、製造事業所の事故 305 件(42％)、移

動の事故 24 件(3％)、その他の事故 24 件(3％)の順となった。平成 27 年の事故の割

合は、最近 5 年間の割合と比較して、製造事業所の事故、消費の事故ともにほぼ同

じである。 

表２－１から、災害事故について同様に比較して見ると、最近 5 年間における事

故の総件数は 2,120 件であり、製造事業所の事故 1,563 件(74％)、消費の事故 350

件(17％)、移動の事故 152 件(7％)、その他の事故 55 件(3％)の順となった。平成 27

年に発生した高圧ガス災害事故件数 429 件の内訳は、製造事業所の災害事故 305 件

(71％)、消費の事故 80 件(19％)、移動の事故 24 件(6％)、その他の事故 20 件(5％)

の順となった。このように、災害事故は製造事業所が大半を占めており、平成 27 年

の事故の割合は、最近 5 年間の割合と比較して、ほぼ同じであることから、依然、

高い水準で製造事業所における事故が発生していることが特徴である。 

 

  (3) 事故原因等による分析・評価 

表３に、平成 8 年～平成 22 年までの 15 年間における高圧ガス事故の事故原因に

よる統計結果を示す。総件数 6,316 件のうち、設備上(ハード)、すなわち設備の設

計・構造不良及び設備の維持・管理不良によるもの(以下、総じて「設備上事故」と

いう。）が 1,313 件(21％)、運転・操作上(ソフト)、すなわち管理・操作基準の不備

及び運転・工事に係るミスによるもの(以下、総じて「運転・操作上事故」という。）

が 954 件(15％)、その他の事故によるものが 4,049 件(64％)である。 

別表３に、平成 23 年～平成 27 年における高圧ガス事故の事故原因による統計結

果を示す。平成 27 年の事故の総件数は 729 件であり、その内訳は、自然災害、交通

事故、盗難などのその他によるものが 384 件(53％)、設備の維持管理によるものが 2

03 件(28％)、設備の設計、製作不良によるものが 87 件(12％)、ヒューマンファクタ

ーによるものが 46 件(6％)、組織体制の不良によるものが 9 件(1％)である。 

平成 27 年の災害事故の特徴について考察すると、別表３－１に示すように、災害

事故件数 429 件に対して、設備の維持管理不良によるものが 203 件(47％)、設備の

設計、製作不良 87 件(20％)、ヒューマンファクターによるものが 46 件(11％)と、

災害事故全体の 78％を占めており、設備の設計、製作時の不良、維持管理及び教育、

訓練等によるヒューマンエラー対策が重要と考えられる。 
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 2.2 事故区分による分析・評価 

高圧ガスの事故区分、すなわち製造事業所の事故、移動の事故、消費の事故及び

その他の事故について分析・評価した結果を以下に示す。 

 

 (1) 製造事業所の事故分析 

(ｲ) 製造事業所における事故の特徴 

表２に示した通り、最近 20 年間の高圧ガス製造事業所における事故件数の推移

は、平成 13 年までは 30 件/年程度で推移していた。しかし、平成 14 年から増加

し、特に平成 18 年以降、事故件数は急激に増加している。 

製造事業所に適用される省令は、一般高圧ガス保安規則(以下、「一般則」とい

う。）、液化石油ガス保安規則(同「液石則」）、コンビナート等保安規則(同「コン

ビ則」）及び冷凍保安規則(同「冷凍則」）である。表２では、これら省令の分類によ

る事故件数の推移も示しており、近年は、特に一般則適用事業所及び冷凍則適用

事業所における事故が増加している。 

表２－１から、平成 27 年における製造事業所の災害事故の内訳を見ると、冷凍

則適用事業所が 171 件(56％)と一番多く、以下一般則適用事業所の災害事故が 75

件(25％)、コンビ則適用事業所が 43 件(14％)、液石則適用事業所が 16 件(5％)で

ある。 

 

(ﾛ) 業種別事故件数 

表４に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)における製造事業所の事故におけ

る統計結果を示す。また、最近 5 年間に製造事業所で発生した事故 1,569 件につ

いて、業種別に分類すると、冷凍事業所が 744 件(47％)、石油精製が 120 件(8％)、

一般化学が 102 件(7％)、充填所が 53 件(3％)、石油化学が 50 件(3％)の順となっ

ており、その他の事業所(機械、電気、研究所等)が 498 件(32％)である。 

近年、冷凍事業所の事故が増加しているが、多くの事故が疲労、及び腐食した

ことによる漏洩である。なお、製造事業所では、表４－２に示すように、喪失・

盗難事故は殆ど発生していない。 

 

(ﾊ) 事故原因による分析 

表５に、平成 8 年～平成 22 年までの 15 年間における製造事業所の事故原因に

おける統計結果を示す。製造事業所の事故 1,439 件について、原因分析を行うと、

設備上事故が 975 件(68％)、運転・操作上事故が 323 件(23％)、その他によるも

のが 141 件(10％)となっている。更にその内容について精査すると、劣化・腐食

等による事故が 653 件(46％)と大部分を占め、以下点検不良によるものが 173 件

（12％）、認知確認ミスによるものが 120 件(8％)、誤操作によるものが 100 件(7

％)の順となっている。 

別表５に、平成 23 年～平成 27 年における製造事業所の事故原因による統計結

果を示す。平成 27 年の事故の総件数は 305 件であり、その内訳は、設備の維持管

理によるものが 168 件(55％)、設備の設計、製作の不良によるものが 78 件(26％)、
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その他によるものが 38 件(12％)、ヒューマンファクターによるものが 17 件(6％)、

組織体制の不良によるものが 4 件(1％)であった。更にその内容について精査する

と、腐食管理不良による事故が 81 件(27％)と多くを占め、以下設計不良 50 件(16

％)、検査管理不良 29 件(10％) 、締結管理不良 26 件(6％)、シール管理不良 25

件(8％)の順となっている。また、平成 26 年と比較すると比較すると傾向は類似

している。特に、設計不良は平成 23 年から毎年増加している。設計不良に起因す

るほとんどの事故は疲労である。このため製造事業所では、設備の新規設計およ

び改造時に、振動、温度および圧力変動を想定し、設計段階における疲労対策が

重要であることが示唆される。また、設備の運転中には、振動、温度および圧力

変動が設計時に想定した範囲内にあるかを定期的に確認することも重要である。 

 

 (2) 移動中の事故分析 

(ｲ) 物質名による分析 

表６に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)の移動中の事故について、ガスの

物質名別による統計結果を示す。平成 27 年は、ＬＰガスが 16 件(67％)、その他

のガスが 8 件(33％)となっている。その他の内訳は、酸素 2 件、炭酸ガス 2 件な

どである。喪失・盗難事故は表６－２に示すが、製造事業所の事故と同様に殆ど

発生していない。 

 

(ﾛ) 事故原因による分析 

表７に、平成 8 年～平成 22 年までの 15 年間における移動中事故の事故原因に

おける統計結果を示す。移動中事故 352 件について、原因分析を行うと、交通事

故によるものが 148 件(42％)で全体の約 2/5 を占めた。また、移動中における、

容器固定の措置が不十分であるといった認知確認ミスによる事例は 77 件(22％)発

生している。誤操作、誤判断もそれぞれ 27 件(7％)及び 19 件(5％)発生している。 

別表７に、平成 23 年～平成 27 年における移動中事故の原因による統計結果を

示す。平成 27 年の事故の総件数は、24 件であり、その内訳は、交通事故によるも

のが 10 件(42％)で全体の約 2/5 を占める。平成 26 年と比較すると傾向は類似し

ており、交通事故対策が重要と考えられる。 

 

 (3) 消費先の事故分析 

(ｲ) 物質名による分析 

表８に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)における高圧ガス事故の消費先で

発生した事故について、ガスの物質名別による統計結果を示す。消費先の事故に

ついては、ＬＰガスが圧倒的に多く、平成 27 年には 304 件(81％)発生しており、

大半がＬＰガス容器の盗難である。また、表８－１に、ガスの物質名別による消

費先の災害事故の統計結果を示す。最近 5 年間に発生した 350 件について、ガス

の物質名別による分析を行うと、ＬＰガスによる事例が 173 件(49％)、アセチレ

ンによる事例が 97 件(28％)とこれらで大多数を占めている。なお、消費先の事故

については、表８－２に示すように容器の喪失・盗難件数が増加傾向にあったが、
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平成 24 年から減少している。平成 27 年には、合計 296 件の喪失・盗難事故が発

生しているが、大部分はＬＰガス容器の喪失・盗難事故である。 

 

(ﾛ) 事故原因による分析 

表９に、平成 8 年～平成 22 年までの 15 年間における消費先の高圧ガス事故の

事故原因による統計結果を示す。消費先事故 4,333 件について、原因分析を行う

と、盗難によるものが 3,298 件(76％)で大半をしめている。 

表９－１に、平成 8 年～平成 22 年までの 15 年間における消費先の災害事故原

因による統計結果を示す。消費先事故 822 件について、原因分析を行うと、その

主原因は、認知確認ミスによるものが 131 件(16％)、誤操作によるものが 121

件(15％) 、劣化・腐食等によるものが 113 件(14％)、誤判断によるものが 71

件(9％)であった。特に、誤操作、誤判断及び認知確認ミスの合計は 323 件

(37％)であり、運転・工事に係るミス(ヒューマンエラー)に関する事故が

多いのが特徴である。 

別表９に、平成 23 年～平成 27 年における消費先事故の原因による統計結果を

示す。平成 27 年の事故の総件数は 376 件であり、その内訳は、盗難によるものが

272 件(73％)で全体の約 3/4 を占めた。 

別表９－１に、平成 23 年～平成 27 年における、消費先の災害事故原因による

統計結果を示す。平成 27 年の消費先の災害事故 80 件について、原因分析を行う

と、誤操作・誤判断によるものが 18 件(23％)、容器管理不良によるものが 10 件

(13％)、点検不良によるものが 7 件(9％)であった。また、平成 26 年と比較する

と、設備の維持管理の不良およびヒューマンファクターによるものが共通して多

い。高圧ガスの消費では、容器を含む消費器具類の点検及び作業手順の確認及び

作業の確実な実施が、事故防止に対して重要であることが示唆される。 

 

 (4) その他事故（製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の事故）の取扱状態 

   による分析 

表１０に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)における、その他の高圧ガス事故

の統計結果を示す。母数が少ないため、最近 20 年間のその他事故 254 件について事

故時の取扱状態による分析を行うと、表１０に示すように容器のくず化によるもの

が 39 件(15％)、放置容器によるものが 21 件(8％)、ごみ処理中によるものが 16 件

(6％)の順であった。また、上記容器のくず化、放置容器、ごみ処理中以外について

は、大部分が保管中の事故であった。 

 

 2.3 現象別区分、人的被害、事故等級による分析 

表１１に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)における高圧ガス事故について、

現象別区分、人的被害及び事故等級による統計結果を示す。 

 (1) 現象別区分による分析 

表１１に示すように、平成 27 年に発生した高圧ガスの事故件数は 729 件で、事故

現象別にみると、噴出・漏えい 390 件(42％)と多く、以下喪失・盗難を含むその他
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が 308 件(53％)、破裂・破壊 17 件(2％)、爆発 7 件(1％)、火災 7 件(1％)の順とな

っている。 

表１１－１には、高圧ガスの災害事故について、現象別区分、人的被害及び事故

等級による統計結果を示す。平成 27 年の事故の総件数は 429 件で、事故現象別にみ

ると、噴出・漏えい 390 件(91％)、破裂・破壊 17 件(4％)、爆発 7 件(2％)、火災 7

件(2％)の順となり、大部分が噴出・漏えい事故であった。最近 5 年間でみると、噴

出・漏えい 1,860 件(88％)、破裂・破壊 128 件(6％)、火災 78 件(4％)、爆発 27 件

(1％)の順となっている。 

平成 27 年に発生した事故現象について、死傷者数／災害事故件数でみると、爆発

0.71 人／件、火災 0.14 人／件、噴出・漏えい 0.11 人／件、破裂・破壊 0.47 人／件、

その他(中毒等)1.25 人／件となり、死傷者数／災害事故件数の平均値は 0.16 人／件

であった。最近 5 年間の事故については、爆発 1.56 人／件、火災 0.15 人／件、噴

出・漏えい 0.11 人／件、破裂・破壊 0.21 人／件、その他(中毒等)2.48 人／件とな

り、死傷者数／災害事故件数の平均値は 0.16 人／件となった。平成 27 年における

爆発による被災者の数値が多い理由としては、7 件の爆発事故のうち 5 件で被災者が

出ており、爆発が発生すると周辺へ大きな影響をあたえるためと推定される。 

 

 (2) 人的被害による分析 

表１２に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)の人的被害の統計結果を示す。こ

のうち平成 27 年の人身事故の件数は 48 件であり、高圧ガス保安法事故 729 件に対

する人身事故の割合は 7％となる。また、死傷者数／人身事故件数は 1.42 人／件と

なる。また、高圧ガスの災害事故 429 件に対して同様に計算すると、人身事故の割

合は 10％となる。なお、最近 5 年間における、高圧ガスの災害事故 2,120 件、人身

事故件数 190 件、死傷者数 348 人に対して同様に計算すると、人身事故の割合が 9％、

死傷者数／人身事故件数が 1.83 人／件となった。 

 人身事故件数は、平成 26 年の 30 件から平成 27 年は 48 件に増加した。一方、死

傷者数は、平成 26 年の 74 名から平成 27 年は 68 名に減少した。平成 27 年において、

1 件の事故で多くの被災者が出た事故としては、食品工場におけるＬＰガス消費中に

一酸化炭素が発生し 7 名が被災した事故が挙げられる。 

 

  (3) 事故等級による分析 

表１３に、最近 20 年間(平成 8 年～平成 27 年)の等級別の統計結果を示す。平成 2

7 年は、Ａ級事故は発生していない。Ｂ級事故は平成 17 年までは、毎年 10 件前後発

生していたが、平成 18 年に 25 件と大幅に増加した。平成 20 年以降は 50 件を超え

ていたが、平成 27 年は 38 件に減少した。 

別表１３に示すように、平成 27 年のＢ級事故 38 件の内、同一事業所で 1 年以内

に 2 回以上のＢ２級事故が 33 件であった。Ｂ級事故からＢ２級事故を除いた 5 件の

内訳は、死者 1 名以上 4 名以下が 2 件、重傷者数 2 名以上 9 名以下が 1 件、負傷者 6

名以上 29 名以下が 1 件、社会的影響が大きいと認められる事故 1 件であった。Ｂ級

事故からＢ２級事故を除いた 5 件の概要は以下の①～⑤である。 

 
 
6



① アセチレン爆発 

老人ホーム建設現場で圧接作業を行う作業員 4 名が作業に使用するアセチレンガス

7.2kg 容器および酸素ガス 7m3 容器を積載した幌付きトラックおよびワゴン車に分か

れて車内で休憩を取った後、トラックに乗っていた 1 名が荷台に乗り何らかの作業を

行っていたところ、荷台の幌内部に充満したアセチレンが発火・爆発した。事故当日

は、トラックの荷台に固定したアセチレンガスおよび酸素の容器に調整器を取りつけ、

溶接用ホースを 2 階天井部分まで延長し、鉄筋の加工を行っていたもので、事故発生

は、30 分間の休憩終了間際とみられている。この事故により荷台の作業員 1 名が身体

の表面 72％を火傷し重体、トラックにいたもう 1 名が眼球(白目)を負傷し重傷、ワゴ

ン車にいた 1 名が火を消そうとした際に手に全治 1 週間の火傷を負い、もう 1 名が爆

発の際に車両の窓ガラスを浴びて 1 針の軽傷を負った。また、現場から 100m の小学

校校舎の窓ガラス 2 枚が破損した。原因は、調査中である。（重傷 2 名、軽傷 2 名） 

② LP ガス漏えい爆発 

市内の県営住宅の一室にて爆発火災が発生した。同室内には LP ガス 30kg 容器が 2

本あり、うち 1 本は調整器を通してガスファンヒーターに接続されていた。事故当時、

消防隊員がガス漏れを発見し、容器のバルブを締める行為を行っている。原因は、室

内にあった LP ガス容器からの漏えいの可能性が高いと推定される。（死者 1 名、軽傷

1 名） 

③ 食品工場における CO 中毒 

   製菓工場内において、LP ガスの消費設備(平成 13 年設置)であるパイ焼き用のトン

ネルオーブンから発生した一酸化炭素が、オーブン室内の排気ファンにて屋外排気さ

れず、隣接する成形室に長時間流入したことにより、成形室で作業していた従業員 7

名が不快感を訴えた。事故後にトンネルオーブンのバーナーを分解点検した。原因は、

１）ガス量と空気量のバランスがガス量過多の状態となっていたこと、２）ガスミキ

サー内部のテーパー管内壁に不純物が付着していたこと、３）二次空気管内に不純物

が付着し、閉塞状態になってこと、４)オーブン室の排気ファンが停止していたこと

により、オーブン室(炉内)からの燃焼気体が成形室へ逆流したことと推定される（軽

傷 7 名） 

④ 交通事故による積載していた LP ガス容器からの漏えい火災 

販売店の従業員が、6 月 25 日(木)午前 9 時頃、LP ガス販売店へ LP ガスの配送を行

った後、残ガス容器等を積載し、当該販売店を出発した。積載容器は、LP ガス 50kg

容器 42 本、20kg 容器 1 本、15kg 容器 8 本、計 51 本(残ガス容器等)であった。午前 9

時 15 分頃、オートガススタンドへ立ち寄り、書類を受領してから、販売店へ向けて

出発した。午前 9 時 45 分、当該配送車が国道の第 1 車線を走行中に、交差点におい

て、左から交差点に進入してきた普通乗用車が当該配送車側面に衝突した。配送車は

衝突により交差点から約 20 メートル付近で横転し、積載していた LP ガス容器が散乱

した。横転した配送車は元の状態に戻り、蛇行(第 1 車線から第 2 車線へ入り、その

後、再び第 1 車線へ戻る)しながら、交差点から約 60 メートル先の国道左側フェンス

に衝突して停車した(配送車右側面に道路と接触した痕跡が残されていることから、

第 2 車線に移行しながら、一度右側に横転し、再び元の体制に戻って走行を続けたも
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のと思われる。)。配送車が横転した際(具体的には不明)に、積載していた LP ガス容

器(残ガス容器)が道路面に落下し、落下した衝撃によりバルブ付近を損傷またはバル

ブの緩みが生じ、LP ガスが漏えいした。LP ガス容器または車両から発生した金属火

花が、漏えいしたガスに着火し、3～4 本の LP ガス容器から発火した。LP ガス容器か

らの発火により、周辺に散乱していた LP ガス容器が炙られ、6 本の LP ガス容器が破

裂し、炎上した。なお、破裂した容器 6 本は炎上した配送車の近くに散乱していた。

上記の事象が火元になり、配送車に延焼、炎上し、運転手が焼死するとともに、周辺

施設に物的被害が発生した。原因は、落下の衝撃により、LP ガス容器のバルブ付近の

損傷またはバルブの緩みが生じ、LP ガスが漏えいし、配送車車体と道路に接触した際

に生じた火花、またはトラックの電気系統から生じた火花のいずれかが着火源となり、

漏えいした LP ガスに着火したと推定される。今後は、高圧ガスの運搬時(移動)に係

る技術上の基準等を遵守するための保安講習の継続実施を徹底する。また、交通事故

防止のための安全運転講習の継続実施を徹底する。（死者 1 名） 

⑤ アセチレン製造事業所の爆発火災 

8月5日、アセチレンガスの充てんを行うため、運転を開始していたところ、

午前9時頃に爆発が発生し、充てん所の容器等に延焼し、火災となった。原因

は、調査中である。（軽傷1名） 
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 事 故 分 類 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

級 

 次の各号の一に該当するものをいう。 

①  者（事故発災より5日以内に死亡したものをいう。以下同じ。）5名以上のもの 

②死者及び重傷者（負傷の治療に要する期間が30日以上の負傷者をいう。以下同じ） 

10名以上のものであって①以外のもの 

③死者及び負傷者（重傷者及び軽傷者（負傷の治療に要する期間が30日未満の負傷者）

をいう。以下同じ。）が合計して30名以上のものであって、①及び②以外のもの 

④甚大な物的被害（直接に生ずる物的被害の総額が5億円以上）が生じたもの 

⑤大規模な火災、ガスの大量漏えいが現に進行中であって、大災害に発展するおそれ

があるもの 

⑥その発生形態、災害の影響程度、被害の態様（第三者が多数含まれている場合等)、

テレビ・新聞等の取扱い等により著しく社会的影響が大きいと認められるもの 

 

Ｂ 

 

１ 

 

級 

 Ａ級事故以外の事故で次の各号の一に該当するものをいう。 

①死者1名以上4名以下のもの 

②重傷者2名以上9名以下のもので①以外のもの 

③負傷者6名以上29名以下のものであって、②以外のもの 

④多大な物的被害（直接に生ずる物的被害の総額が1億円以上、5億円未満）を生じた

もの 

⑤その発生形態、災害の影響程度、被害の態様（第三者が含まれている場合等)、テレ

ビ・新聞等の取扱い等により社会的影響が大きいと認められるもの 

Ｂ 

２ 

級 

 Ａ級又はＢ１級事故以外の事故で、同一事業所において事故が発生した日から1

年を経過しない間に発生したもの 

Ｃ 

級 

 上記以外の事故 
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参考 

 

過去 10 年の高圧ガス事故件数（災害）増加の分析について 

 

 

１．まえがき 

  平成 27 年に発生した高圧ガス事故（災害）（以下、「事故」）件数は 429 件で、過

去 10 年で事故件数は 2 倍以上（平成 18 年の事故件数 195 件）の 234 件増加している。

そこで、平成 18 年と事故内容について比較することにより、どのような事故が増加し

ているのかを分析する。 

 

 

２．事故件数の比較・分析結果 

 ① 事故区分別による比較 

      事故区分別で比較すると製造事業所が 205 件増加しており、そのうち冷凍が 150 件

増と全増加分の約 6 割をしめている。次いで、一般が 41 件増となっている。 

 

表１ 事故区分別事故件数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

(*) 表１の縦軸の製造事業所、移動、消費、その他は、高圧ガス事故事例データー

ベースの事故区分の分類である。 

製造事業所はさらに、冷凍保安規則適用（以下、「冷凍」という）、コンビナー

ト等保安規則適用（以下、「コンビ」という）、液化石油ガス保安規則適用（以下、

「LP」という）および一般高圧ガス保安規則適用（以下、「一般」という）に細分

化している。 

 

 

 

 

事故区分(*) 平成 18 年 平成 27 年 増減 

製造事業所 100 305 +205 

 冷凍  21  171  +150 

 コンビ  37  43   +6 

 ＬＰ  8  16   +8 

 一般  34  75   +41 

移 動 29 24 －5 

消 費 54 80 +26 

その他 12 20 +8 

合  計 195 429 +234 
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② 事象別による比較 

  漏えいが 231 件増加しており、事故件数増加の大半を占めている。 

  なお、平成 23 年に事故措置マニュアルが改正され、事故現象の漏えい事象の細分化

がされ、１次事象と２次事象の分類とされていることから平成 27 年事故は２次事象

までに爆発又は火災となった事故を含めて「爆発／火災」の事故件数として比較した。

（以下、漏えい(２次事象なし)を「漏えい」という。） 

 

表２ 事象別事故件数 

平成 18 年 平成 27 年 増減 

漏えい 
115 漏えい 

(２次事象なし) 

346 +231 

爆発／火災 58 

漏えい→爆発(*) 
1

1 

58 ±0 漏えい→火災(*) 
3

3 

爆発／火災 
1

4 

破裂破損 9 破裂破損 17 +8 

その他 13 その他 8 －5 

   (*) １次事象→２次事象 

 

③ 漏えい事故に係る事故区分別による比較 

     漏えい事故を事故区分別で比較すると製造事業所が 207 件増加しており、そのうち

冷凍が 150 件増と増加分の約 7 割をしめている。次いで、一般が 34 件増、消費が 21

件増となっている。 

   

表３ 漏えい事故に係る規制区分別事故件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 18 年 平成 27 年 増減 

製造事業所(*) 78 285 +207 

 冷凍  21  171  +150 

 コンビ  23  36  +13 

 ＬＰ  5  15  +10 

 一般  29  63   +34 

移 動 17 17 ±0 

消 費 12 33 +21 

その他 8 11 +3 

合  計 115 346 +231 
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  「冷凍」、「一般」及び「消費」の漏えい事故の増加件数が多く合わせて 205 件

増で増加件数の大半を占めることとから、それぞれについて内容の分析を行った。 

 

④ 製造事業所（冷凍）における漏えいについて 

  腐食による漏えいが 62 件と 58 件増加し、次いで疲労による漏えいが 29 件と 26

件増加しており、腐食と疲労の増加件数を合わせると増加件数の 57％を占めている。

また、締結部からの漏えいが 13 件増加している。 

  腐食による漏えいは、熱交換器伝熱管の外面（水側）からの腐食、配管の保温材

下の外面腐食がほとんどである。また、疲労の大半は振動が原因となっている。 

 

表４ 製造事業所（冷凍）における漏えいの原因別事故件数 

 平成 18 年 平成 27 年 増減 

腐食 4 62 +58 

疲労 3 29 +26 

締結部からの漏えい 8 21 +13 

摩耗 0 8 +8 

可動シール部からの漏えい 3 11 +8 

開閉部からの漏えい 0 7 +7 

安全弁作動 0 4 +4 

誤操作等 0 4 +4 

その他・不明 3 25 +22 

合   計 21 171 +150 

 

⑤ 製造事業所（一般）における漏えいについて 

  締結部からの漏えいが 17 件増加、次いで疲労に起因する漏えいが 9 件、開閉部か

らの漏えいが 6 件増加している。 

  締結部と開閉部からの漏えいの原因は締結管理不良とシール管理不良である。疲

労はＣＥ（コールドエバポレーター）設備で多く発生している。 
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表５ 製造事業所（一般）における漏えいの原因別事故件数 

 平成 18 年 平成 27 年 増減 

締結部からの漏えい 0 17 +17 

疲労 12 21 +9 

開閉部からの漏えい 0 6 +6 

安全弁作動 0 4 +4 

摩耗 0 2 +2 

可動シール部からの漏えい 0 1 +1 

腐食 6 3 －3 

誤開閉、開閉忘れ等 4 1 －3 

その他・不明 7 8 +1 

合   計 29 63 +34 

 

⑥ 消費における漏えいについて 

  外部衝撃による漏えいが 10 件増加、次いで安全弁作動が 4 件増加している。 

  外部衝撃の原因は交通事故、落雪であり、安全弁作動の原因は直射日光などによ

る温度上昇によるものが多い。 

 

表５ 消費における漏えいの原因別事故件数 

 平成 18 年 平成 27 年 増減 

外部衝撃（交通事故、落雪等） 2 12 +10 

安全弁作動 5 9 +4 

腐食 0 2 +2 

締結部からの漏えい 0 2 +2 

開閉部からの漏えい 0 1 +1 

疲労 0 1 +1 

誤開閉、開閉忘れ 2 0 －2 

その他・不明 3 6 +3 

合   計 12 33 +21 

 

 

⑦ まとめ 

  過去 10 年間で事故件数は、195 件から 429 件と 234 件増加している。 

事故現象別で見ると、漏えいが 231 件増加して増加件数の大半を占めている。これを

事故区分別でみると、製造事業所（冷凍）が 21 件から 171 件と 150 件増加している。 

次いで、製造事業所（一般）における漏えい、消費における漏えいが増加している。 
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年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 合計
月

１月 39 67 87 65 92 101 122 76 76 53 778

２月 43 48 88 63 71 77 93 62 56 62 663
82 115 175 128 163 178 215 138 132 115

３月 39 62 64 67 84 167 65 79 62 78 767
121 177 239 195 247 345 280 217 194 193

４月 41 56 63 59 79 69 59 65 68 79 638
162 233 302 254 326 414 339 282 262 272

５月 48 37 56 78 69 68 75 63 66 59 619
210 270 358 332 395 482 414 345 328 331

６月 36 78 66 83 73 81 76 66 67 61 687
246 348 424 415 468 563 490 411 395 392

７月 64 62 71 75 73 79 112 66 57 68 727
310 410 495 490 541 642 602 477 452 460

８月 61 56 61 71 87 77 64 73 80 54 684
371 466 556 561 628 719 666 550 532 514

９月 39 68 63 57 103 150 70 61 53 49 713
410 534 619 618 731 869 736 611 585 563

１０月 44 58 75 67 88 85 77 83 59 64 700
454 592 694 685 819 954 813 694 644 627

１１月 49 65 75 89 66 75 76 76 69 47 687
503 657 769 774 885 1029 889 770 713 674

１２月 53 79 79 81 80 55 68 66 74 55 690
556 736 848 855 965 1084 957 836 787 729

合計 556 736 848 855 965 1084 957 836 787 729 8353
対前年比 32.4 15.2 0.8 12.9 12.3 ▲ 11.7 ▲ 12.6 ▲ 5.9 ▲ 7.4

表 １　高圧ガス事故統計集計表
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年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 合計
月

１月 16 18 23 28 31 42 32 32 21 24 267

２月 13 18 31 21 24 27 42 31 31 27 265
29 36 54 49 55 69 74 63 52 51

３月 8 24 25 21 25 105 26 31 32 46 343
37 60 79 70 80 174 100 94 84 97

４月 13 15 20 20 32 33 32 26 36 46 273
50 75 99 90 112 207 132 120 120 143

５月 20 14 29 29 25 33 41 31 31 39 292
70 89 128 119 137 240 173 151 151 182

６月 15 36 34 41 40 44 42 35 34 42 363
85 125 162 160 177 284 215 186 185 224

７月 22 34 40 33 33 41 41 37 30 47 358
107 159 202 193 210 325 256 223 215 271

８月 26 29 33 32 45 44 39 43 43 42 376
133 188 235 225 255 369 295 266 258 313

９月 18 28 33 23 57 33 34 22 34 19 301
151 216 268 248 312 402 329 288 292 332

１０月 15 24 24 28 44 29 37 43 26 36 306
166 240 292 276 356 431 366 331 318 368

１１月 15 26 23 26 25 38 35 37 29 35 289
181 266 315 302 381 469 401 368 347 403

１２月 14 22 35 25 25 21 27 24 34 26 253
195 288 350 327 406 490 428 392 381 429

合計 195 288 350 327 406 490 428 392 381 429 3686
対前年比 47.7 21.5 ▲ 6.6 24.2 20.7 ▲ 12.7 ▲ 8.4 ▲ 2.8 12.6

表 １－１　高圧ガス事故統計集計表（災害）
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年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 合計
月

１月 23 49 64 37 61 59 90 44 55 29 511
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２月 30 30 57 42 47 50 51 31 25 35 398
53 79 121 79 108 109 141 75 80 64

３月 31 38 39 46 59 62 39 48 30 32 424
84 117 160 125 167 171 180 123 110 96

４月 28 41 43 39 47 36 27 39 32 33 365
112 158 203 164 214 207 207 162 142 129

５月 28 23 27 49 44 35 34 32 35 20 327
140 181 230 213 258 242 241 194 177 149

６月 21 42 32 42 33 37 34 31 33 19 324
161 223 262 255 291 279 275 225 210 168

７月 42 28 31 42 40 38 71 29 27 21 369
203 251 293 297 331 317 346 254 237 189

８月 35 27 28 39 42 33 25 30 37 12 308
238 278 321 336 373 350 371 284 274 201

９月 21 40 30 34 46 117 36 39 19 30 412
259 318 351 370 419 467 407 323 293 231

１０月 29 34 51 39 44 56 40 40 33 28 394
288 352 402 409 463 523 447 363 326 259

１１月 34 39 52 63 41 37 41 39 40 12 398
322 391 454 472 504 560 488 402 366 271

１２月 39 57 44 56 55 34 41 42 40 29 437
361 448 498 528 559 594 529 444 406 300

合計 361 448 498 528 559 594 529 444 406 300 4667
対前年比 24.1 11.2 6.0 5.9 6.3 ▲ 10.9 ▲ 16.1 ▲ 8.6 ▲ 26.1

表 １－２　高圧ガス事故統計集計表（喪失・盗難）
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理
不

良
小   計

小   計

自 然 災 害

別
表

に
記

載
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

体 制 の 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
7
年

平
成

2
6
年

平
成

2
5
年

平
成

2
4
年

平
成

2
3
年

平
成

2
2
年

1
6

0
2
8

4
4

1
7
3

3
7

0
2
1
0

0
2
5
4

2
4

2
0

8
2
5

1
8

4
0

8
3

0
9
1

1
0

0
3

7
4
1

6
1

4
0
6

平
成

2
1
年

7
1

1
7

2
5

1
3
6

4
2

0
1
7
8

0
2
0
3

8
2

1
0

1
1

1
6

2
0

3
0

6
6

0
7
7

8
0

3
4

3
2

4
7

3
2
7

平
成

2
0
年

7
2

1
5

2
4

1
2
2

5
8

2
1
8
2

0
2
0
6

3
1

6
2

1
2

3
4

3
0

1
8

8
2

0
9
4

7
4

4
7

2
8

5
0

3
5
0

平
成

1
9
年

1
1

0
1
7

2
8

9
3

1
9

0
1
1
2

0
1
4
0

1
0

6
9

0
2
5

1
9

3
0

2
8

7
7

0
1
0
2

9
1

1
4

8
1
4

4
6

2
8
8

平
成

1
8
年

7
1

9
1
7

6
4

1
4

2
8
0

0
9
7

9
3

6
0

1
8

1
8

8
2
4

5
0

0
6
8

1
4

2
0

5
9

3
0

1
9
5

平
成

1
7
年

3
2

4
9

4
0

9
0

4
9

0
5
8

5
2

8
0

1
5

1
8

9
2
5

5
2

0
6
7

1
1

3
1
0

3
1
4

4
1

1
6
6

平
成

1
6
年

3
1

0
4

5
0

1
1

1
6
2

0
6
6

3
0

2
0

5
9

8
2
0

3
7

0
4
2

1
9

6
8

4
1
3

5
0

1
5
8

平
成

1
5
年

2
2

0
4

3
3

1
2

0
4
5

0
4
9

0
2

9
0

1
1

1
3

6
3
2

5
1

0
6
2

1
2

0
7

2
1
6

3
7

1
4
8

平
成

1
4
年

5
1

3
9

2
5

1
1

0
3
6

0
4
5

0
2

1
7

0
1
9

2
0

3
2
0

4
3

0
6
2

2
0

4
0

2
6

3
2

1
3
9

平
成

1
3
年

5
1

4
1
0

1
0

1
4

0
2
4

0
3
4

0
1

1
1

0
1
2

1
7

6
2
6

4
9

0
6
1

1
3

6
2

0
6

2
7

1
2
2

平
成

1
2
年

2
1

1
4

1
6

7
1

2
4

0
2
8

1
3

7
0

1
1

2
0

5
1
8

4
3

0
5
4

1
1

1
0

2
3

1
7

9
9

平
成

1
1
年

0
0

2
2

9
1
6

1
2
6

0
2
8

0
1

5
0

6
1
4

2
1
7

3
3

0
3
9

7
0

1
0

4
1
2

7
9

平
成

1
0
年

2
0

0
2

1
6

1
4

2
3
2

0
3
4

3
1

6
0

1
0

1
7

3
1
5

3
5

0
4
5

5
4

0
1

1
1
1

9
0

平
成

9
年

2
0

0
2

1
6

1
9

0
3
5

0
3
7

7
3

4
0

1
4

9
0

1
6

2
5

0
3
9

4
5

0
0

4
1
3

8
9

平
成

8
年

4
0

0
4

9
2
1

0
3
0

0
3
4

1
2

7
0

1
0

1
6

5
2
0

4
1

0
5
1

4
2

0
0

0
6

9
1

合
計

7
6

1
2

1
0
0

1
8
8

8
1
2

3
0
4

9
1
1
2
5

0
1
3
1
3

5
2

3
3

1
0
0

2
1
8
7

2
6
5

1
5
3

3
4
9

7
6
7

0
9
5
4

1
5
4

3
8

0
5
2

4
5

1
9
1

4
8
0

2
7
4
7

交 通 事 故

計

そ
の

他

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

合 　 　 計

そ 　 の 　 他

表
 ３

－
１

　
高

圧
ガ

ス
事

故
の

原
因

別
に

よ
る

分
析

（
災

害
）

計

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）

計
小 　 　 計

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

そ 　 の 　 他

設
備

の
設

計
・
構

造
不

良
小 　 　 計

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小 　 　 計

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

ご み 処 理

　 　 ・ く ず 化

盗 　 　 難

自 然 災 害

原 因 不 明

別
表

に
記

載

 
 
19



区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

体 制 の 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
7
年

平
成

2
6
年

平
成

2
5
年

平
成

2
4
年

平
成

2
3
年

平
成

2
2
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5
2
8

0
0

3
1

5
5
9

5
5
9

平
成

2
1
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
8
1

8
0

3
9

5
2
8

5
2
8

平
成

2
0
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
6
9

5
0

2
4

4
9
8

4
9
8

平
成

1
9
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4
2
1

1
0

0
1
7

4
4
8

4
4
8

平
成

1
8
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
3
0

1
9

0
1
2

3
6
1

3
6
1

平
成

1
7
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
1
8

1
5

2
4

3
3
9

3
3
9

平
成

1
6
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
0
9

1
6

2
7

3
3
4

3
3
4

平
成

1
5
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
2
7

6
1

4
2
3
8

2
3
8

平
成

1
4
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1
3
9

4
1

0
1
4
4

1
4
4

平
成

1
3
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
7

1
0

0
6
8

6
8

平
成

1
2
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2
1

0
0

1
2
2

2
2

平
成

1
1
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8

6
1

0
1
5

1
5

平
成

1
0
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

2
0

0
6

6

平
成

9
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
2

2

平
成

8
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

0
0

0
7

7

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
3
3
1

9
2

7
1
3
9

3
5
6
9

3
5
6
9

表
 ３

－
２

　
高

圧
ガ

ス
事

故
の

原
因

別
に

よ
る

分
析

（
喪

失
・
盗

難
）

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）

計

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

設
備

の
設

計
・
構

造
不

良
小 　 　 計

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小 　 　 計

そ 　 の 　 他

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

計

そ
の

他

小 　 　 計

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

計

合 　 　 計

交 通 事 故

ご み 処 理

　 　 ・ く ず 化

盗 　 　 難

自 然 災 害

原 因 不 明

そ 　 の 　 他

別
表

に
記
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設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 54 9 24 87 85 30 13 28 26 21 203 2 6 1 9 40 6 46 8 17 84 275 384 729

平成26年 53 14 19 86 72 19 11 29 26 17 174 0 15 6 21 33 6 39 24 16 83 344 467 787

平成25年 38 14 23 75 77 28 18 23 33 19 198 0 15 1 16 50 4 54 7 18 57 411 493 836

平成24年 35 11 10 56 65 65 8 28 31 11 208 0 13 1 14 69 13 82 53 14 70 460 597 957

平成23年 22 17 11 50 67 66 8 38 28 20 227 0 8 1 9 45 4 49 184 7 86 472 749 1084

合計 202 65 87 354 366 208 58 146 144 88 1010 2 57 10 69 237 33 270 276 72 380 1962 2690 4393

最近5年間合計 202 65 87 354 366 208 58 146 144 88 1010 2 57 10 69 237 33 270 276 72 380 1962 2690 4393

設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 54 9 24 87 85 30 13 28 26 21 203 2 6 1 9 40 6 46 4 17 63 0 84 429

平成26年 53 14 19 86 72 19 11 29 26 17 174 0 15 6 21 33 6 39 6 16 39 0 61 381

平成25年 38 14 23 75 77 28 18 23 33 19 198 0 15 1 16 50 4 54 3 18 28 0 49 392

平成24年 35 11 10 56 65 65 8 28 31 11 208 0 13 1 14 69 13 82 11 14 43 0 68 428

平成23年 22 17 11 50 67 66 8 38 28 19 226 0 8 1 9 45 4 49 86 7 63 0 156 490

合計 202 65 87 354 366 208 58 146 144 87 1009 2 57 10 69 237 33 270 110 72 236 0 418 2120

最近5年間合計 202 65 87 354 366 208 58 146 144 87 1009 2 57 10 69 237 33 270 110 72 236 0 418 2120

設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 21 275 300 300

平成26年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 44 344 406 406

平成25年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 29 411 444 444

平成24年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 0 27 460 529 529

平成23年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 98 0 23 472 593 594

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 166 0 144 1962 2272 2273

最近5年間合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 166 0 144 1962 2272 2273

別表3　高圧ガス事故の原因別による分析
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表3-1　高圧ガス事故の原因別による分析【災害】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表3-2　高圧ガス事故の原因別による分析【喪失・盗難】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計
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業種 石 油 石 油 一 般 冷 凍 充填所 容 器 その他 合 計
　年 精 製 化 学 化 学 事業所 検査所

平成27年 16 9 21 164 15 0 80 305
平成26年 17 10 20 133 6 1 83 270
平成25年 16 8 15 145 9 0 97 290
平成24年 29 14 20 122 11 0 109 305
平成23年 42 9 26 180 12 1 129 399
平成22年 31 4 38 94 13 1 110 291
平成21年 36 8 17 85 16 1 88 251
平成20年 47 17 21 53 19 0 57 214
平成19年 6 9 13 40 17 1 65 151
平成18年 14 12 15 22 6 0 33 102
平成17年 1 6 6 16 10 0 28 67
平成16年 4 9 9 5 11 0 32 70
平成15年 6 3 12 13 9 0 18 61
平成14年 4 2 12 6 6 2 17 49
平成13年 0 1 6 7 4 2 12 32
平成12年 3 0 7 6 3 1 13 33
平成11年 4 2 3 7 6 1 6 29
平成10年 4 4 9 7 3 0 9 36
平成9年 0 3 9 7 2 2 3 26
平成8年 3 1 5 5 4 1 8 27

合計 283 131 284 1117 182 14 997 3008
最近5年間合計 120 50 102 744 53 2 498 1569

表 ４　製造事業所の業種別事故件数
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業種 石 油 石 油 一 般 冷 凍 充填所 容 器 その他 合 計
　年 精 製 化 学 化 学 事業所 検査所

平成27年 16 9 21 164 15 0 80 305
平成26年 17 10 20 133 6 1 83 270
平成25年 16 8 15 145 8 0 96 288
平成24年 29 14 20 122 10 0 108 303
平成23年 42 9 26 180 11 1 128 397
平成22年 30 4 38 94 12 1 108 287
平成21年 36 8 17 85 16 1 88 251
平成20年 47 17 21 53 19 0 57 214
平成19年 6 9 13 40 16 1 65 150
平成18年 14 12 15 21 5 0 33 100
平成17年 1 6 6 16 10 0 28 67
平成16年 4 9 9 5 7 0 32 66
平成15年 6 3 12 13 8 0 18 60
平成14年 4 2 12 6 5 2 17 48
平成13年 0 1 6 7 4 2 12 32
平成12年 3 0 7 6 3 1 13 33
平成11年 4 2 3 7 6 1 6 29
平成10年 4 4 9 7 2 0 9 35
平成9年 0 3 8 7 2 2 3 25
平成8年 3 1 5 5 4 1 8 27

合計 282 131 283 1116 169 14 992 2987
最近5年間合計 120 50 102 744 50 2 495 1563

業種 石 油 石 油 一 般 冷 凍 充填所 容 器 その他 合 計
　年 精 製 化 学 化 学 事業所 検査所

平成27年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成26年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成25年 0 0 0 0 1 0 1 2
平成24年 0 0 0 0 1 0 1 2
平成23年 0 0 0 0 1 0 1 2
平成22年 1 0 0 0 1 0 2 4
平成21年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成20年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成19年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成18年 0 0 0 1 1 0 0 2
平成17年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成16年 0 0 0 0 4 0 0 4
平成15年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成14年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成13年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成12年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成11年 0 0 0 0 0 0 0 0
平成10年 0 0 0 0 1 0 0 1
平成9年 0 0 1 0 0 0 0 1
平成8年 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 0 1 1 13 0 5 21
最近5年間合計 0 0 0 0 3 0 3 6

表 ４－１　製造事業所の業種別事故件数（災害）

表 ４－２　製造事業所の業種別事故件数（喪失・盗難）
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

　 体 制 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
7
年

平
成

2
6
年

平
成

2
5
年

平
成

2
4
年

平
成

2
3
年

平
成

2
2
年

1
2

0
2
7

3
9

1
5
5

3
0

0
1
8
5

0
2
2
4

1
2

0
0

3
8

7
1
9

3
4

0
3
7

3
0

2
7

3
0

2
9
1

平
成

2
1
年

6
0

1
6

2
2

1
2
3

3
9

0
1
6
2

0
1
8
4

4
1

0
0

5
1
0

9
1
8

3
7

0
4
2

0
3

2
2

2
5

2
5
1

平
成

2
0
年

5
2

1
2

1
9

1
0
0

4
0

1
1
4
1

0
1
6
0

1
0

1
2

4
1
7

6
1
0

3
3

0
3
7

0
1

1
6

1
7

2
1
4

平
成

1
9
年

6
0

1
3

1
9

8
1

9
0

9
0

0
1
0
9

2
2

0
0

4
8

1
1

8
2
7

0
3
1

1
1

9
1
1

1
5
1

平
成

1
8
年

4
1

6
1
1

5
3

9
2

6
4

0
7
5

4
1

0
0

5
6

3
9

1
8

0
2
3

1
1

2
4

1
0
2

平
成

1
7
年

1
2

1
4

2
7

3
0

3
0

0
3
4

3
1

0
0

4
8

3
7

1
8

0
2
2

0
7

4
1
1

6
7

平
成

1
6
年

2
1

0
3

3
3

7
1

4
1

0
4
4

3
0

0
0

3
1

2
2

5
0

8
2

8
8

1
8

7
0

平
成

1
5
年

0
2

0
2

2
1

5
0

2
6

0
2
8

0
1

1
0

2
4

2
1
2

1
8

0
2
0

1
7

5
1
3

6
1

平
成

1
4
年

4
0

3
7

1
8

4
0

2
2

0
2
9

0
2

0
0

2
8

2
5

1
5

0
1
7

0
1

2
3

4
9

平
成

1
3
年

2
1

1
4

6
6

0
1
2

0
1
6

0
0

0
0

0
4

2
8

1
4

0
1
4

0
1

1
2

3
2

平
成

1
2
年

2
1

1
4

1
0

1
1

1
2

0
1
6

1
2

1
0

4
4

2
6

1
2

0
1
6

0
0

1
1

3
3

平
成

1
1
年

0
0

2
2

7
4

1
1
2

0
1
4

0
1

0
0

1
4

2
6

1
2

0
1
3

0
1

1
2

2
9

平
成

1
0
年

2
0

0
2

7
7

2
1
6

0
1
8

1
0

0
0

1
1
0

1
4

1
5

0
1
6

0
1

1
2

3
6

平
成

9
年

1
0

0
1

8
3

0
1
1

0
1
2

5
2

0
0

7
2

0
3

5
0

1
2

1
0

1
2

2
6

平
成

8
年

2
0

0
2

4
6

0
1
0

0
1
2

1
2

0
0

3
6

3
3

1
2

0
1
5

0
0

0
0

2
7

合
計

4
9

1
0

8
2

1
4
1

6
5
3

1
7
3

8
8
3
4

0
9
7
5

2
6

1
7

3
2

4
8

1
0
0

5
5

1
2
0

2
7
5

0
3
2
3

9
3
2

1
0
0

1
4
1

1
4
3
9

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

自 然 災 害

計
小 　 　 計

計
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転
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作
上

（
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ト
）

計
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設
備

の
設

計
・
構

造
不

良
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設
備

上
（
ハ

ー
ド

）
設

備
の

維
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・
管

理
不

良
小 　 　 計

そ 　 の 　 他

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

別
表

に
記

載

 
 
24



区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

　 体 制 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
7
年

平
成

2
6
年

平
成

2
5
年

平
成

2
4
年

平
成

2
3
年

平
成

2
2
年

1
2

0
2
7

3
9

1
5
5

3
0

0
1
8
5

0
2
2
4

1
2

0
0

3
8

7
1
9

3
4

0
3
7

0
2
6

2
6

2
8
7

平
成

2
1
年

6
0

1
6

2
2

1
2
3

3
9

0
1
6
2

0
1
8
4

4
1

0
0

5
1
0

9
1
8

3
7

0
4
2

3
2
2

2
5

2
5
1

平
成

2
0
年

5
2

1
2

1
9

1
0
0

4
0

1
1
4
1

0
1
6
0

1
0

1
2

4
1
7

6
1
0

3
3

0
3
7

1
1
6

1
7

2
1
4

平
成

1
9
年

6
0

1
3

1
9

8
1

9
0

9
0

0
1
0
9

2
2

0
0

4
8

1
1

8
2
7

0
3
1

1
9

1
0

1
5
0

平
成

1
8
年

4
1

6
1
1

5
3

9
2

6
4

0
7
5

4
1

0
0

5
6

3
9

1
8

0
2
3

0
2

2
1
0
0

平
成

1
7
年

1
2

1
4

2
7

3
0

3
0

0
3
4

3
1

0
0

4
8

3
7

1
8

0
2
2

7
4

1
1

6
7

平
成

1
6
年

2
1

0
3

3
3

7
1

4
1

0
4
4

3
0

0
0

3
1

2
2

5
0

8
7

7
1
4

6
6

平
成

1
5
年

0
2

0
2

2
1

5
0

2
6

0
2
8

0
1

1
0

2
4

2
1
2

1
8

0
2
0

7
5

1
2

6
0

平
成

1
4
年

4
0

3
7

1
8

4
0

2
2

0
2
9

0
2

0
0

2
8

2
5

1
5

0
1
7

0
2

2
4
8

平
成

1
3
年

2
1

1
4

6
6

0
1
2

0
1
6

0
0

0
0

0
4

2
8

1
4

0
1
4

1
1

2
3
2

平
成

1
2
年

2
1

1
4

1
0

1
1

1
2

0
1
6

1
2

1
0

4
4

2
6

1
2

0
1
6

0
1

1
3
3

平
成

1
1
年

0
0

2
2

7
4

1
1
2

0
1
4

0
1

0
0

1
4

2
6

1
2

0
1
3

1
1

2
2
9

平
成

1
0
年

2
0

0
2

7
7

2
1
6

0
1
8

1
0

0
0

1
1
0

1
4

1
5

0
1
6

0
1

1
3
5

平
成

9
年

1
0

0
1

8
3

0
1
1

0
1
2

5
2

0
0

7
2

0
3

5
0

1
2

0
1

1
2
5

平
成

8
年

2
0

0
2

4
6

0
1
0

0
1
2

1
2

0
0

3
6

3
3

1
2

0
1
5

0
0

0
2
7

合
計

4
9

1
0

8
2

1
4
1

6
5
3

1
7
3

8
8
3
4

0
9
7
5

2
6

1
7

3
2

4
8

1
0
0

5
5

1
2
0

2
7
5

0
3
2
3

0
2
8

9
8

1
2
6

1
4
2
4

計

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

合 　 　 計

盗 　 　 難

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

計

そ
の

他

計

そ 　 の 　 他

そ 　 の 　 他

小 　 　 計

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）
管

理
・
操

作
基

準
の

不
備

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小 　 　 計

設
備

の
設

計
・
構

造
不

良
小 　 　 計

自 然 災 害
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

　 体 制 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
7
年

平
成

2
6
年

平
成

2
5
年

平
成

2
4
年

平
成

2
3
年

平
成

2
2
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

0
1

4
4

平
成

2
1
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

平
成

2
0
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

平
成

1
9
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
1

平
成

1
8
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
0

2
2

平
成

1
7
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

平
成

1
6
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

1
1

4
4

平
成

1
5
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
1

平
成

1
4
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
1

平
成

1
3
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

平
成

1
2
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

平
成

1
1
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

平
成

1
0
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
1

平
成

9
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
1

平
成

8
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
9

4
2

1
5

1
5

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）

計

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

設
備

の
設

計
・
構

造
不

良
小 　 　 計

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小 　 　 計

そ 　 の 　 他
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理

・
操

作
基

準
の

不
備

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

合 　 　 計
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計

そ
の

他
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計
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設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 50 7 21 78 81 29 1 26 25 6 168 2 2 0 4 14 3 17 2 1 35 0 38 305

平成26年 47 14 18 79 71 18 0 22 26 1 138 0 12 3 15 20 0 20 1 1 16 0 18 270

平成25年 36 13 22 71 72 27 0 21 30 3 153 0 8 1 9 31 0 31 2 0 22 2 26 290

平成24年 34 9 9 52 63 52 0 24 30 2 171 0 10 0 10 41 0 41 4 0 26 1 31 305

平成23年 21 15 10 46 63 60 1 30 27 6 187 0 4 1 5 29 1 30 82 1 46 2 131 399

合計 188 58 80 326 350 186 2 123 138 18 817 2 36 5 43 135 4 139 91 3 145 5 244 1569

最近5年間合計 188 58 80 326 350 186 2 123 138 18 817 2 36 5 43 135 4 139 91 3 145 5 244 1569

設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 50 7 21 78 81 29 1 26 25 6 168 2 2 0 4 14 3 17 2 1 35 0 38 305

平成26年 47 14 18 79 71 18 0 22 26 1 138 0 12 3 15 20 0 20 1 1 16 0 18 270

平成25年 36 13 22 71 72 27 0 21 30 3 153 0 8 1 9 31 0 31 2 0 22 0 24 288

平成24年 34 9 9 52 63 52 0 24 30 2 171 0 10 0 10 41 0 41 4 0 25 0 29 303

平成23年 21 15 10 46 63 60 1 30 27 6 187 0 4 1 5 29 1 30 82 1 46 0 129 397

合計 188 58 80 326 350 186 2 123 138 18 817 2 36 5 43 135 4 139 91 3 144 0 238 1563

最近5年間合計 188 58 80 326 350 186 2 123 138 18 817 2 36 5 43 135 4 139 91 3 144 0 238 1563

設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成26年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成25年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2

平成24年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2

平成23年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 6 6

最近5年間合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 6 6

別表5　製造事業所事故の原因別による分析
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表5-1　製造事業所事故の原因別による分析【災害】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表5-2　製造事業所事故の原因別による分析【喪失・盗難】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計
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種類 Ｌ Ｐ ガ ス アセチレン その他の 合計
　年 ガ　ス

平成27年 16 0 8 24
平成26年 11 1 19 31
平成25年 27 0 19 46
平成24年 15 2 13 30
平成23年 16 2 13 31
平成22年 20 0 14 34
平成21年 11 1 9 21
平成20年 16 3 11 30
平成19年 16 2 13 31
平成18年 21 0 9 30
平成17年 13 3 5 21
平成16年 15 4 14 33
平成15年 18 3 6 27
平成14年 23 0 5 28
平成13年 17 0 9 26
平成12年 13 1 6 20
平成11年 12 1 2 15
平成10年 9 0 2 11
平成9年 9 0 4 13
平成8年 9 0 3 12

合計 307 23 184 514
最近5年間合計 85 5 72 162

表 ６　移動中事故の物質名による分析
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種類 Ｌ Ｐ ガ ス アセチレン その他の 合計
　年 ガ　ス

平成27年 16 0 8 24
平成26年 11 1 19 31
平成25年 24 0 18 42
平成24年 15 2 12 29
平成23年 12 2 12 26
平成22年 20 0 13 33
平成21年 11 0 8 19
平成20年 14 2 11 27
平成19年 15 1 13 29
平成18年 21 0 8 29
平成17年 13 3 5 21
平成16年 14 4 13 31
平成15年 17 3 5 25
平成14年 23 0 5 28
平成13年 16 0 9 25
平成12年 12 1 6 19
平成11年 11 1 2 14
平成10年 9 0 2 11
平成9年 9 0 4 13
平成8年 9 0 3 12

合計 292 20 176 488
最近5年間合計 78 5 69 152

種類 Ｌ Ｐ ガ ス アセチレン その他の 合計
　年 ガ　ス

平成27年 0 0 0 0
平成26年 0 0 0 0
平成25年 3 0 1 4
平成24年 0 0 1 1
平成23年 4 0 1 5
平成22年 0 0 1 1
平成21年 0 1 1 2
平成20年 2 1 0 3
平成19年 1 1 0 2
平成18年 0 0 1 1
平成17年 0 0 0 0
平成16年 1 0 1 2
平成15年 1 0 1 2
平成14年 0 0 0 0
平成13年 1 0 0 1
平成12年 1 0 0 1
平成11年 1 0 0 1
平成10年 0 0 0 0
平成9年 0 0 0 0
平成8年 0 0 0 0

合計 15 3 8 26
最近5年間合計 7 0 3 10

表 ６－１　移動中事故の物質名による分析（災害）

表 ６－２　移動中事故の物質名による分析（喪失・盗難）

 
 
29



区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

　 体 制 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断

認 知 確 認

　 　 　 ミ ス

平
成

2
7
年

平
成

2
6
年

平
成

2
5
年

平
成

2
4
年

平
成

2
3
年

平
成

2
2
年

0
0

0
0

3
1

0
4

0
4

1
0

0
0

1
5

4
8

1
7

0
1
8

9
0

0
3

1
2

3
4

平
成

2
1
年

0
0

0
0

4
0

0
4

0
4

0
0

0
0

0
0

3
3

6
0

6
8

2
0

1
1
1

2
1

平
成

2
0
年

0
0

0
0

5
2

0
7

0
7

0
0

1
0

1
3

4
2

9
0

1
0

7
0

0
6

1
3

3
0

平
成

1
9
年

0
0

0
0

0
1

0
1

0
1

4
0

0
0

4
4

5
5

1
4

0
1
8

9
0

0
3

1
2

3
1

平
成

1
8
年

1
0

1
2

4
0

0
4

0
6

0
0

0
0

0
2

0
5

7
0

7
1
3

0
0

4
1
7

3
0

平
成

1
7
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
3

1
4

8
0

9
1
1

0
0

1
1
2

2
1

平
成

1
6
年

0
0

0
0

3
2

0
5

0
5

0
0

0
0

0
0

1
8

9
0

9
1
6

0
0

3
1
9

3
3

平
成

1
5
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
8

1
0

0
1
0

1
2

1
0

4
1
7

2
7

平
成

1
4
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

1
4

7
0

7
2
0

0
0

1
2
1

2
8

平
成

1
3
年

1
0

1
2

0
1

0
1

0
3

0
0

2
0

2
1

0
7

8
0

1
0

1
2

1
0

0
1
3

2
6

平
成

1
2
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
3

0
3

6
0

7
1
1

0
0

2
1
3

2
0

平
成

1
1
年

0
0

0
0

0
1

0
1

0
1

0
0

1
0

1
1

0
4

5
0

6
7

0
0

1
8

1
5

平
成

1
0
年

0
0

0
0

1
1

0
2

0
2

0
0

2
0

2
1

0
1

2
0

4
5

0
0

0
5

1
1

平
成

9
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
8

8
0

8
4

0
0

1
5

1
3

平
成

8
年

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
0

0
7

7
0

8
4

0
0

0
4

1
2

合
計

2
0

2
4

2
0

9
0

2
9

0
3
3

5
0

9
0

1
4

2
7

1
9

7
7

1
2
3

0
1
3
7

1
4
8

4
0

3
0

1
8
2

3
5
2

運
転

・
工

事
に

係
る

ミ
ス

そ 　 の 　 他

自 然 災 害

盗 　 　 難

交 通 事 故

表
７

　
移

動
中

事
故

の
原

因
別

に
よ

る
分

析

合 　 　 計

そ
の

他

小 　 　 計

そ 　 の 　 他

設
備

上
（
ハ

ー
ド

）

計
計

運
転

・
操

作
上

（
ソ

フ
ト
）

設
備

の
維

持
・
管

理
不

良
小 　 　 計

そ 　 の 　 他

小 　 　 計

計
小 　 　 計

管
理

・
操

作
基

準
の

不
備

設
備

の
設

計
・
構

造
不

良

別
表

に
記

載

 
 
30



区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境
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平成23年 0 2 1 3 0 2 1 1 0 5 9 0 1 0 1 3 1 4 3 5 5 1 14 31
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平成24年 1 0 1 2 2 4 0 1 1 0 8 0 0 0 0 4 2 6 0 11 2 0 13 29

平成23年 0 2 1 3 0 2 1 1 0 4 8 0 1 0 1 3 1 4 2 5 3 0 10 26

合計 9 3 3 15 8 9 11 3 3 13 47 0 3 1 4 17 4 21 2 50 13 0 65 152

最近5年間合計 9 3 3 15 8 9 11 3 3 13 47 0 3 1 4 17 4 21 2 50 13 0 65 152

設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成26年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成25年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 4 4

平成24年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1

平成23年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 4 5

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4 4 9 10

最近5年間合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4 4 9 10

別表7　移動中事故の原因別による分析
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表7-1　移動中事故の原因別による分析【災害】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表7-2　移動中事故の原因別による分析【喪失・盗難】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計
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物質名 アセチレン ＬＰガス 塩　素 酸　素 特殊高圧 その他 合　計
年 ガス

平成27年 39 304 0 11 1 21 376
平成26年 46 404 1 15 1 12 479
平成25年 54 386 2 22 0 23 487
平成24年 63 521 0 7 0 18 609
平成23年 52 552 0 26 0 19 649
平成22年 54 532 0 26 0 23 635
平成21年 48 491 1 14 1 18 573
平成20年 55 485 0 23 2 21 586
平成19年 58 434 2 17 0 24 535
平成18年 35 347 2 13 1 10 408
平成17年 46 331 1 14 0 8 400
平成16年 49 301 0 8 0 9 367
平成15年 36 228 1 13 0 11 289
平成14年 32 125 1 7 0 20 185
平成13年 27 76 1 7 0 5 116
平成12年 17 33 1 2 0 10 63
平成11年 25 15 0 1 0 1 42
平成10年 15 18 1 2 1 3 40
平成9年 17 15 2 1 0 6 41
平成8年 20 27 2 2 1 1 53
合計 788 5625 18 231 8 263 6933

最近5年間合計 254 2167 3 81 2 93 2600

表 ８　消費先事故の物質名による分析
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物質名 アセチレン ＬＰガス 塩　素 酸　素 特殊高圧 その他 合　計
年 ガス

平成27年 20 39 0 4 1 16 80
平成26年 19 40 1 2 1 10 73
平成25年 10 26 2 3 0 11 52
平成24年 34 37 0 2 0 10 83
平成23年 14 31 0 7 0 10 62
平成22年 16 39 0 13 0 13 81
平成21年 10 25 1 1 1 11 49
平成20年 24 38 0 13 2 16 93
平成19年 26 41 2 5 0 21 95
平成18年 15 25 2 3 1 8 54
平成17年 21 26 1 7 0 7 62
平成16年 12 17 0 5 0 7 41
平成15年 14 26 1 6 0 9 56
平成14年 16 16 1 3 0 14 50
平成13年 20 18 1 6 0 4 49
平成12年 17 13 1 2 0 9 42
平成11年 20 7 0 1 0 1 29
平成10年 13 16 1 1 1 3 35
平成9年 17 14 2 1 0 6 40
平成8年 20 20 2 2 1 1 46
合計 358 514 18 87 8 187 1172

最近5年間合計 97 173 3 18 2 57 350

物質名 アセチレン ＬＰガス 塩　素 酸　素 特殊高圧 その他 合　計
年 ガス

平成27年 19 265 0 7 0 5 296
平成26年 27 364 0 13 0 2 406
平成25年 44 360 0 19 0 12 435
平成24年 29 484 0 5 0 8 526
平成23年 38 521 0 19 0 9 587
平成22年 38 493 0 13 0 10 554
平成21年 38 466 0 13 0 7 524
平成20年 31 447 0 10 0 5 493
平成19年 32 393 0 12 0 3 440
平成18年 20 322 0 10 0 2 354
平成17年 25 305 0 7 0 1 338
平成16年 37 284 0 3 0 2 326
平成15年 22 202 0 7 0 2 233
平成14年 16 109 0 4 0 6 135
平成13年 7 58 0 1 0 1 67
平成12年 0 20 0 0 0 1 21
平成11年 5 8 0 0 0 0 13
平成10年 2 2 0 1 0 0 5
平成9年 0 1 0 0 0 0 1
平成8年 0 7 0 0 0 0 7
合計 430 5111 0 144 0 76 5761

最近5年間合計 157 1994 0 63 0 36 2250

表 ８－１　消費先事故の物質名による分析（災害）

表 ８－２　消費先事故の物質名による分析（喪失・盗難）
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区
分

年

構 造 不 良

材 質 不 良

製 作 不 良

劣 化
　 ・ 腐 食 等

点 検 不 良

誤 　 作 　 動

操 作 基 準

　 　 の 不 備

情 報 提 供

　 　 の 不 備

作 業 環 境

　 　 の 不 適

責 任 管 理

　 体 制 不 備

誤 　 操 　 作

誤 　 判 　 断
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平成27年 4 1 2 7 3 0 7 2 0 10 22 0 3 1 4 18 1 19 6 6 40 272 324 376

平成26年 0 0 0 0 1 0 7 6 0 8 22 0 3 1 4 13 5 18 23 7 61 344 435 479

平成25年 0 0 0 0 0 0 14 2 1 8 25 0 5 0 5 12 3 15 5 2 30 405 442 487

平成24年 0 2 1 3 0 9 7 3 0 8 27 0 3 1 4 21 7 28 48 2 38 459 547 609

平成23年 1 0 0 1 4 3 6 7 1 8 29 0 3 0 3 11 2 13 99 0 35 469 603 649

合計 5 3 3 11 8 12 41 20 2 42 125 0 17 3 20 75 18 93 181 17 204 1949 2351 2600

最近5年間合計 5 3 3 11 8 12 41 20 2 42 125 0 17 3 20 75 18 93 181 17 204 1949 2351 2600

設
計
不
良

製
作
不
良

施
工
管
理
不
良

計

腐
食
管
理
不
良

検
査
管
理
不
良

点
検
不
良

締
結
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

容
器
管
理
不
良

計

組
織
運
営
不
良

操
作
基
準
等
の
不
備

情
報
伝
達
の
不
備

計

誤
操
作
・
誤
判
断

不
良
行
為

計

自
然
災
害

交
通
事
故

そ
の
他

盗
難

計

平成27年 4 1 2 7 3 0 7 2 0 10 22 0 3 1 4 18 1 19 2 6 20 0 28 80

平成26年 0 0 0 0 1 0 7 6 0 8 22 0 3 1 4 13 5 18 5 7 17 0 29 73

平成25年 0 0 0 0 0 0 14 2 1 8 25 0 5 0 5 12 3 15 1 2 4 0 7 52

平成24年 0 2 1 3 0 9 7 3 0 8 27 0 3 1 4 21 7 28 6 2 13 0 21 83

平成23年 1 0 0 1 4 3 6 7 1 8 29 0 3 0 3 11 2 13 2 0 14 0 16 62

合計 5 3 3 11 8 12 41 20 2 42 125 0 17 3 20 75 18 93 16 17 68 0 101 350

最近5年間合計 5 3 3 11 8 12 41 20 2 42 125 0 17 3 20 75 18 93 16 17 68 0 101 350
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平成27年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 20 272 296 296

平成26年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 44 344 406 406

平成25年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 26 405 435 435

平成24年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 0 25 459 526 526

平成23年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 97 0 21 469 587 587

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 165 0 136 1949 2250 2250

最近5年間合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 165 0 136 1949 2250 2250

別表9　消費先事故の原因別による分析
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表9-1　消費先事故の原因別による分析【災害】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計

別表9-2　消費先事故の原因別による分析【喪失・盗難】
　
　

　区分

年

設備の設計、
製作の不良

設備の維持管理の不良
組織体制の

不良
ヒューマン
ファクター

その他

合
計
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取扱状態 ご　み 容器の 放 置 その他 合　計
　年 処理中 くず化 容 器

平成27年 0 0 0 24 24
平成26年 0 3 0 4 7
平成25年 0 0 3 10 13
平成24年 0 2 2 9 13
平成23年 0 3 0 2 5
平成22年 0 1 3 1 5
平成21年 0 1 0 9 10
平成20年 0 6 2 10 18
平成19年 1 1 2 15 19
平成18年 0 2 3 11 16
平成17年 0 2 0 15 17
平成16年 1 6 0 15 22
平成15年 0 0 0 9 9
平成14年 1 2 1 17 21
平成13年 3 3 1 9 16
平成12年 0 2 0 3 5
平成11年 0 1 0 7 8
平成10年 3 1 1 4 9
平成9年 5 3 1 2 11
平成8年 2 0 2 2 6

合計 16 39 21 178 254

最近5年間合計 0 8 5 49 62

表 １０　製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の
事故の取扱状態による分析
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取扱状態 ご　み 容器の 放 置 その他 合　計
　年 処理中 くず化 容 器

平成27年 0 0 0 20 20
平成26年 0 3 0 4 7
平成25年 0 0 3 7 10
平成24年 0 2 2 9 13
平成23年 0 3 0 2 5
平成22年 0 1 3 1 5
平成21年 0 1 0 7 8
平成20年 0 6 2 8 16
平成19年 1 1 2 10 14
平成18年 0 2 3 7 12
平成17年 0 2 0 14 16
平成16年 1 6 0 13 20
平成15年 0 0 0 7 7
平成14年 1 2 1 9 13
平成13年 3 3 1 9 16
平成12年 0 2 0 3 5
平成11年 0 1 0 6 7
平成10年 3 1 1 4 9
平成9年 5 3 1 2 11
平成8年 2 0 2 2 6

合計 16 39 21 144 220
最近5年間合計 0 8 5 42 55

取扱状態 ご　み 容器の 放 置 その他 合　計
　年 処理中 くず化 容 器

平成27年 0 0 0 4 4
平成26年 0 0 0 0 0
平成25年 0 0 0 3 3
平成24年 0 0 0 0 0
平成23年 0 0 0 0 0
平成22年 0 0 0 0 0
平成21年 0 0 0 2 2
平成20年 0 0 0 2 2
平成19年 0 0 0 5 5
平成18年 0 0 0 4 4
平成17年 0 0 0 1 1
平成16年 0 0 0 2 2
平成15年 0 0 0 2 2
平成14年 0 0 0 8 8
平成13年 0 0 0 0 0
平成12年 0 0 0 0 0
平成11年 0 0 0 1 1
平成10年 0 0 0 0 0
平成9年 0 0 0 0 0
平成8年 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 34 34
最近5年間合計 0 0 0 7 7

表 １０－１　製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の
事故の取扱状態による分析（災害）

表 １０－２　製造事業所、移動中、消費先に係る事故以外の
事故の取扱状態による分析（喪失・盗難）
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0
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0
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0
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0
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0
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現
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出
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裂
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0
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0

0
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0
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0
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近
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近

5
年

間
合

計
平

成
2
4
年

平
成

2
5
年

合
　

計
平

成
2
6
年

表
 １

１
　

現
象

別
区

分
に

よ
る

分
析

　
3
/
3

表
 １

１
－
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近
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－

２
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年
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成
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①
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0
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3
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0

9
5
7

3
8
6

8
3
6

2
4
4

7
8
7

3
7
1

7
2
9

2
6
6

〔
注
〕
漏
え
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と
は
、
機
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接
部
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含
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の
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を
い
う
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注
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え
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③
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①
又
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②
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区分 人身事故 死　亡 重　傷 軽　傷 死傷者合計
年 件数(件) （名） （名） （名） （名）

平成27年 48 2 11 55 68
平成26年 30 3 9 62 74
平成25年 36 2 10 34 46
平成24年 43 3 14 72 89
平成23年 33 1 11 59 71
平成22年 41 3 18 59 80
平成21年 36 5 14 90 109
平成20年 56 4 13 79 96
平成19年 53 5 15 65 85
平成18年 51 4 8 83 95
平成17年 42 3 6 51 60
平成16年 29 0 11 43 54
平成15年 50 3 24 126 153
平成14年 47 6 10 50 66
平成13年 45 4 13 58 75
平成12年 47 3 17 51 71
平成11年 23 2 9 31 42
平成10年 29 2 14 41 57
平成9年 30 4 7 49 60
平成8年 38 7 9 48 64

合計 807 66 243 1206 1515
最近5年間合計 190 11 55 282 348

表 １２　人的被害の推移
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年　　　　
級 Ａ　級 Ｂ　級 Ｃ　級 合　計

平成27年 0 38 691 729
平成26年 0 44 743 787
平成25年 0 43 793 836
平成24年 1 56 900 957
平成23年 3 68 1013 1084
平成22年 0 64 901 965
平成21年 2 56 797 855
平成20年 0 56 791 847
平成19年 0 15 722 737
平成18年 0 25 531 556
平成17年 0 11 494 505
平成16年 0 12 480 492
平成15年 1 10 375 386
平成14年 0 8 275 283
平成13年 0 6 184 190
平成12年 0 5 116 121
平成11年 0 3 91 94
平成10年 0 8 88 96
平成9年 0 5 86 91
平成8年 0 8 90 98

合計 7 541 10161 10709
最近5年間合計 4 249 4140 4393

表 １３　事故等級別事故発生件数
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年　　　　
級 Ａ　級 Ｂ　級 Ｃ　級 合　計

平成27年 0 38 391 429
平成26年 0 44 337 381
平成25年 0 43 349 392
平成24年 1 56 371 428
平成23年 3 68 419 490
平成22年 0 59 347 406
平成21年 2 55 270 327
平成20年 0 54 296 350
平成19年 0 13 275 288
平成18年 0 18 177 195
平成17年 0 4 162 166
平成16年 0 7 151 158
平成15年 1 8 139 148
平成14年 0 8 131 139
平成13年 0 6 116 122
平成12年 0 5 94 99
平成11年 0 3 76 79
平成10年 0 8 82 90
平成9年 0 5 84 89
平成8年 0 8 83 91

合計 7 510 4350 4867
最近5年間合計 4 249 1867 2120

年　　　　
級 Ａ　級 Ｂ　級 Ｃ　級 合　計

平成27年 0 0 300 300
平成26年 0 0 406 406
平成25年 0 0 444 444
平成24年 0 0 529 529
平成23年 0 0 594 594
平成22年 0 5 554 559
平成21年 0 1 527 528
平成20年 0 2 495 497
平成19年 0 2 447 449
平成18年 0 7 354 361
平成17年 0 7 332 339
平成16年 0 5 329 334
平成15年 0 2 236 238
平成14年 0 0 144 144
平成13年 0 0 68 68
平成12年 0 0 22 22
平成11年 0 0 15 15
平成10年 0 0 6 6
平成9年 0 0 2 2
平成8年 0 0 7 7

合計 0 31 5811 5842
最近5年間合計 0 0 2273 2273

表 １３－１　事故等級別事故発生件数（災害）

表 １３－２　事故等級別事故発生件数（喪失・盗難）
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平成27年 0 5 33 691 729

平成26年 0 7 37 743 787

平成25年 0 4 39 793 836

平成27年 0 5 33 391 429

平成26年 0 7 37 337 381

平成25年 0 4 39 349 392

別表13　事故等級別事故発生件数

 年　　 級 Ａ級
Ｂ級

Ｃ級 合　計
Ｂ１級 Ｂ２級

※B１級事故は、B級事故から同一事業所内において1年以内に2度発生した
事故を除いたもの。B２級事故は、同一事業所内において1年以内に2度発生
した事故。

※B１級事故は、B級事故から同一事業所内において1年以内に2度発生した
事故を除いたもの。B２級事故は、同一事業所内において1年以内に2度発生
した事故。

別表13-1　事故等級別事故発生件数【災害】

 年　　 級 Ａ級
Ｂ級

Ｃ級 合　計
Ｂ１級 Ｂ２級
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平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(1

)災
害

事
故

：
製

造
事

業
所

の
事

故
  

番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
2
0
1
5
-

0
0
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
/
5

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

1
月

5
日

6
時

0
0
分

に
、

熱
源

機
に

エ
ラ

ー
表

示
(低

圧
遮

断
)を

確
認

し
た

。
直

ち
に

冷
凍

機
を

停
止

し
た

。
1
月

6
日

に
機

器
メ

ー
カ

ー
が

点
検

し
た

結
果

、
ガ

ス
漏

れ
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
が

経
年

劣
化

に
よ

り
摩

耗
し

た
た

め
、

チ
ュ

ー
ブ

に
穴

が
開

き
、

漏
え

い
が

起
こ

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

各
事

業
所

設
備

運
転

員
に

よ
る

、
熱

源
機

圧
力

計
日

常
点

検
を

再
徹

底
す

る
。

②
高

圧
ガ

ス
保

安
法

に
関

す
る

勉
強

会
の

開
催

に
よ

る
、

日
常

点
検

の
重

要
性

と
事

故
時

の
対

応
を

確
認

す
る

。
③

経
年

熱
源

機
は

、
計

画
的

な
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

を
実

施
す

る
。

2
2
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1
5
-
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0
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製
造

事
業
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充
て

ん
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計
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シ

リ
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ダ
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の
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媒
漏

え
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1
5
/
1
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0
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0

0

フ
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オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
機

械

計
量

シ
リ

ン
ダ

ー
、

U
パ

ッ
キ

ン

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

車
両

へ
の

冷
媒

充
て

ん
作

業
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

計
量

シ
リ

ン
ダ

ー
に

霜
付

き
を

発
見

し
た

。
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
チ

ャ
ー

ジ
ス

タ
ン

ド
内

計
量

シ
リ

ン
ダ

ー
が

空
に

な
っ

て
い

た
。

計
量

シ
リ

ン
ダ

ー
を

分
解

点
検

し
た

結
果

、
シ

リ
ン

ダ
ー

内
部

の
U

パ
ッ

キ
ン

の
摩

耗
を

発
見

し
、

当
該

U
パ

ッ
キ

ン
を

取
り

替
え

た
と

こ
ろ

、
漏

え
い

が
止

ま
っ

た
。

な
お

、
当

該
パ

ッ
キ

ン
は

6
ヶ

月
ご

と
に

交
換

し
て

い
る

。
原

因
は

、
直

近
の

生
産

台
数

が
多

く
、

使
用

頻
度

が
高

か
っ

た
た

め
、

U
パ

ッ
キ

ン
の

摩
耗

が
早

ま
り

、
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

当
面

の
間

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
頻

度
を

6
ヶ

月
か

ら
2
ヶ

月
に

変
更

し
、

作
動

回
数

と
劣

化
の

状
態

を
確

認
し

、
そ

の
後

は
作

動
回

数
に

よ
る

交
換

と
す

る
。

3
2
0
1
5
-

0
0
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

N
O

x製
造

設
備

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
8

青 森 県
0

0
0

0
N

O
x

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
金

属
精

錬
）

弁

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

事
故

当
時

、
新

N
O

x製
造

設
備

(高
圧

ガ
ス

設
備

)は
、

設
備

の
耐

震
補

強
工

事
を

行
う

た
め

の
準

備
と

し
て

貯
槽

内
に

保
有

し
て

い
る

N
O

xを
硝

酸
と

し
て

回
収

す
る

た
め

に
、

運
転

中
で

あ
っ

た
(運

転
温

度
約

7
0
℃

、
圧

力
約

0
.5

8
M

P
a)

。
1
月

8
日

2
時

2
9
分

に
、

N
O

x供
給

ユ
ニ

ッ
ト

雰
囲

気
N

O
x濃

度
高

警
報

が
発

報
し

た
こ

と
を

職
員

が
中

央
制

御
室

で
確

認
し

た
。

警
報

が
発

報
し

た
こ

と
に

よ
り

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
が

作
動

し
、

局
所

排
風

機
が

自
動

起
動

し
排

気
を

開
始

し
た

こ
と

か
ら

、
2
時

4
2
分

に
職

員
の

手
動

操
作

に
よ

り
、

N
O

x供
給

源
を

遮
断

し
、

新
N

O
x製

造
設

備
の

運
転

を
停

止
し

た
。

そ
の

後
、

3
時

1
5
分

に
職

員
2
名

が
現

場
確

認
を

行
い

、
新

N
O

x製
造

設
備

が
停

止
し

て
い

る
こ

と
お

よ
び

N
O

xガ
ス

の
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
系

統
内

を
0
.6

M
P

a程
度

ま
で

昇
圧

し
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
9
個

(高
圧

ガ
ス

設
備

と
し

て
は

6
個

)の
弁

に
つ

い
て

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
の

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

グ
ラ

ン
ド

部
の

増
し

締
め

を
実

施
し

た
結

果
、

漏
え

い
は

な
く
な

っ
た

。
原

因
は

、
N

O
x供

給
設

備
の

点
検

の
た

め
、

頻
繁

に
ヒ

ー
タ

の
起

動
・
停

止
を

繰
り

返
す

こ
と

で
温

度
変

化
に

よ
り

熱
膨

張
が

生
じ

、
グ

ラ
ン

ド
部

の
面

圧
が

低
下

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
運

転
開

始
前

に
弁

グ
ラ

ン
ド

部
の

緩
み

確
認

を
実

施
す

る
。

4
2
0
1
5
-

0
0
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
8

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

チ
ラ

ー
が

停
止

し
、

そ
の

後
装

置
の

再
稼

動
・
停

止
を

2
回

繰
り

返
し

た
た

め
、

異
常

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
低

圧
カ

ッ
ト

が
作

動
し

て
い

た
。

メ
ー

カ
ー

代
理

店
へ

点
検

調
査

を
依

頼
し

た
結

果
、

凝
縮

器
か

ら
の

冷
媒

回
収

中
に

水
が

大
量

に
回

収
さ

れ
た

。
原

因
は

、
冷

媒
ラ

イ
ン

に
水

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

凝
縮

器
シ

ェ
ル

ア
ン

ド
チ

ュ
ー

ブ
に

穴
開

き
が

発
生

し
、

冷
媒

ガ
ス

系
統

に
水

が
浸

入
し

冷
却

水
と

と
も

に
ク

ー
リ

ン
グ

タ
ワ

ー
内

に
行

き
、

大
気

に
放

出
(冷

媒
漏

え
い

)し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

5
2
0
1
5
-

0
0
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
の

吐
出

配
管

か
ら

の
炭

酸
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
9

福 島 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

食
品

配
管

、
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

A
系

炭
酸

ガ
ス

捕
集

設
備

運
転

中
に

、
ガ

ス
圧

縮
機

吐
出

配
管

に
お

け
る

ノ
ズ

ル
の

フ
ラ

ン
ジ

取
付

溶
接

部
に

生
じ

た
き

裂
か

ら
圧

縮
炭

酸
ガ

ス
(約

1
.8

M
P

a)
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

圧
縮

機
の

振
動

に
よ

る
経

年
的

な
繰

り
返

し
応

力
の

た
め

疲
労

破
壊

が
生

じ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
漏

え
い

箇
所

の
溶

接
修

理
お

よ
び

振
動

防
止

対
策

と
し

て
、

配
管

サ
ポ

ー
ト

の
設

置
を

実
施

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

6
2
0
1
5
-

0
0
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

反
応

器
下

流
の

バ
ル

ブ
か

ら
の

プ
ロ

セ
ス

流
体

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
/
1
2

新 潟 県
0

0
0

0

ジ
メ

チ
ル

ア
セ

ト
ア

ミ
ド

、
ジ

メ
チ

ル
ア

ミ
ン

Ｂ ２
漏

洩
一

般
化

学
バ

ル
ブ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

1
9
時

5
3
分

、
ジ

メ
チ

ル
ア

ミ
ノ

エ
チ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

・
ジ

メ
チ

ル
ア

セ
ト

ア
ミ

ド
製

造
施

設
を

管
理

す
る

第
一

化
成

課
ジ

メ
チ

ル
ア

セ
ト

ア
ミ

ド
(以

下
、

D
M

A
C

)装
置

管
制

室
に

て
、

D
M

A
C

架
構

3
階

に
設

置
し

て
い

る
ガ

ス
検

知
器

の
ア

ラ
ー

ム
が

鳴
動

し
た

。
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
2
0
時

頃
に

D
M

A
C

装
置

3
階

の
反

応
器

(R
-
1
)下

流
の

手
動

バ
ル

ブ
よ

り
プ

ロ
セ

ス
流

体
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
噴

出
量

に
つ

い
て

は
、

約
0
.0

2
4
8
m

3
と

推
定

さ
れ

る
。

漏
え

い
確

認
後

、
D

M
A

C
装

置
を

緊
急

停
止

し
、

漏
え

い
す

る
刺

激
臭

の
あ

る
ガ

ス
に

対
し

て
散

水
措

置
を

実
施

し
た

。
あ

わ
せ

て
配

管
内

の
残

圧
処

理
を

行
い

、
残

液
お

よ
び

残
ガ

ス
を

他
タ

ン
ク

へ
の

移
送

処
理

を
行

っ
た

。
原

因
は

、
当

該
バ

ル
ブ

は
酢

酸
に

よ
り

長
期

に
わ

た
り

徐
々

に
全

面
腐

食
が

進
行

し
て

い
た

が
、

そ
の

設
備

管
理

が
不

十
分

で
あ

っ
た

た
め

、
内

部
か

ら
の

腐
食

の
進

行
を

把
握

で
き

ず
、

漏
え

い
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
漏

え
い

拡
大

防
止

措
置

を
行

う
。

②
事

故
原

因
の

究
明

お
よ

び
同

環
境

下
に

お
け

る
個

所
の

健
全

性
を

確
認

す
る

。
③

同
材

質
の

弁
等

の
腐

食
を

継
続

的
に

確
認

し
、

計
画

的
に

更
新

を
図

る
。

④
ソ

フ
ト

面
で

管
理

表
等

の
見

直
し

を
図

り
、

確
実

な
管

理
体

制
を

構
築

し
、

再
発

防
止

に
努

め
る

。

7
2
0
1
5
-

0
0
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

附
属

製
造

設
備

に
お

け
る

圧
縮

機
の

配
管

フ
レ

ア
加

工
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
1
5

三 重 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
ａ

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学
配

管

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

冷
凍

機
の

運
転

を
開

始
し

、
機

器
の

状
態

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
油

の
漏

え
い

を
発

見
し

、
冷

凍
機

を
停

止
し

た
。

漏
え

い
箇

所
は

配
管

が
圧

縮
機

に
接

続
す

る
箇

所
で

あ
る

。
な

お
、

配
管

が
若

干
短

く
、

配
管

が
ほ

ん
の

少
し

変
形

し
て

接
続

さ
れ

て
い

た
。

原
因

は
、

フ
レ

ア
加

工
部

根
元

に
応

力
が

発
生

し
、

そ
の

応
力

と
圧

縮
機

か
ら

の
振

動
に

よ
り

、
フ

レ
ア

加
工

部
根

元
に

ひ
び

割
れ

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

8
2
0
1
5
-

0
1
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

冷
凍

設
備

の
加

圧
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
1
8

福 島 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
点

検
不

良
＞

＜
設

計
不

良
＞

無

予
備

ボ
イ

ラ
ー

不
調

警
報

で
ボ

イ
ラ

ー
リ

セ
ッ

ト
後

に
L
N

G
設

備
点

検
時

、
N

o
.1

蒸
発

器
の

加
圧

コ
イ

ル
液

入
口

周
辺

に
着

氷
が

認
め

ら
れ

た
。

保
冷

材
を

取
り

除
き

点
検

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

溶
接

部
よ

り
ガ

ス
漏

れ
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
L
N

G
の

特
性

に
伴

う
圧

力
振

幅
や

消
費

変
動

に
よ

っ
て

L
N

G
の

気
化

位
置

が
破

損
部

位
周

辺
で

激
し

く
推

移
し

、
繰

り
返

し
熱

応
力

に
よ

る
疲

労
割

れ
が

生
じ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

熱
応

力
の

緩
和

の
た

め
、

固
定

板
の

ス
ミ

肉
溶

接
を

外
気

側
と

し
、

温
水

側
に

断
熱

保
冷

を
実

施
す

る
。

熱
応

力
対

応
コ

イ
ル

を
設

置
す

る
(割

れ
の

な
い

気
化

器
も

対
応

品
に

交
換

)。

9
2
0
1
5
-

0
4
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
/
2
1

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
学

校
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

定
常

運
転

中
、

中
央

監
視

盤
の

軽
度

故
障

警
報

が
発

報
し

、
覚

知
し

た
。

現
場

制
御

盤
に

て
油

温
度

異
常

を
確

認
し

、
設

備
業

者
が

原
因

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
オ

イ
ル

ク
ー

ラ
ー

用
冷

媒
配

管
の

ロ
ウ

付
け

部
よ

り
冷

媒
ガ

ス
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
)

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

当
該

設
備

は
設

置
か

ら
約

2
0
年

が
経

過
し

て
お

り
、

老
朽

化
の

た
め

疲
労

が
進

ん
だ

も
の

と
推

測
さ

れ
る

。

1
0

2
0
1
5
-

1
5
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

圧
縮

機
イ

ン
タ

ー
ク

ー
ラ

ー
接

合
部

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
2
1

東 京 都
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

圧
縮

機

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
そ

の
他

＞
（
機

器
誤

作
動

）
無

1
3
時

よ
り

計
量

容
器

へ
の

水
素

充
て

ん
試

験
中

に
、

高
圧

圧
縮

機
停

止
で

、
低

圧
圧

縮
機

の
吐

出
圧

力
異

常
高

が
発

報
し

、
緊

急
停

止
し

た
。

1
4
時

2
2
分

に
水

素
圧

縮
機

室
の

定
置

ガ
ス

検
知

器
が

発
報

し
、

装
置

の
自

動
停

止
機

能
が

働
き

、
機

器
類

は
停

止
し

遮
断

弁
が

閉
止

し
た

。
水

素
圧

縮
機

室
低

圧
段

の
ガ

ス
検

知
器

と
特

定
で

き
た

の
で

、
携

帯
ガ

ス
検

知
器

で
検

査
を

行
っ

た
結

果
、

水
素

圧
縮

機
の

3
段

・
4
段

シ
リ

ン
ダ

と
マ

イ
ク

ロ
チ

ャ
ン

ネ
ル

熱
交

換
器

の
接

続
部

で
最

大
4
0
0
0
pp

m
の

水
素

ガ
ス

濃
度

を
検

知
し

、
ガ

ス
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
水

素
圧

縮
機

ユ
ニ

ッ
ト

系
内

を
窒

素
ガ

ス
に

置
換

し
、

微
圧

の
状

態
で

ブ
ロ

ッ
ク

し
、

安
全

を
確

保
し

た
。

原
因

は
、

水
素

圧
縮

機
の

低
圧

段
が

運
転

中
に

中
間

蓄
圧

器
の

遮
断

弁
が

閉
止

さ
れ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

4
段

吐
出

の
圧

力
が

、
異

常
高

ト
リ

ッ
プ

値
で

あ
る

4
7
.5

M
P

aを
超

え
て

緊
急

停
止

し
た

。
そ

の
結

果
、

3
段

お
よ

び
4
段

接
合

部
が

4
8
M

P
aか

ら
0
.6

M
P

aま
で

、
急

速
に

減
圧

さ
れ

接
合

部
の

O
リ

ン
グ

の
外

側
に

微
量

に
溜

ま
っ

て
い

た
高

圧
水

素
ガ

ス
が

膨
張

し
、

O
リ

ン
グ

を
内

側
に

押
し

込
ん

だ
こ

と
に

よ
り

水
素

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
1

2
0
1
5
-

0
1
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
2
6

佐 賀 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品

継
手

、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

＜
荷

役
中

＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

1
月

2
6
日

(月
)9

時
4
0
分

頃
、

ガ
ス

検
知

器
の

作
動

(ア
ン

モ
ニ

ア
濃

度
2
5
～

2
7
pp

m
)に

よ
り

散
水

装
置

が
作

動
し

た
。

当
日

(1
月

2
6
日

)は
、

8
時

5
5
分

か
ら

受
入

作
業

を
開

始
し

、
9
時

1
5
分

に
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

2
号

の
作

動
安

定
を

確
認

し
て

立
会

を
解

除
し

た
。

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
が

検
知

さ
れ

た
た

め
、

事
業

所
担

当
者

が
空

気
呼

吸
器

を
着

用
し

て
漏

え
い

箇
所

の
調

査
を

実
施

し
、

点
検

中
の

た
め

停
止

し
て

い
た

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
1
号

の
ボ

ッ
ク

ス
E
X
ラ

イ
ン

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

1
0
時

1
0
分

に
受

入
作

業
が

終
了

し
、

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
2
号

を
停

止
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
漏

え
い

の
停

止
が

確
認

さ
れ

た
。

1
0
時

3
0
分

に
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
1
号

ボ
ッ

ク
ス

E
X

ラ
イ

ン
に

手
動

バ
ル

ブ
を

設
置

し
、

漏
え

い
が

完
全

に
停

止
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
受

入
時

に
作

動
し

て
い

た
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

2
号

の
ボ

ッ
ク

ス
内

で
ア

ン
モ

ニ
ア

が
漏

え
い

し
た

原
因

を
調

査
し

た
。

通
常

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
が

通
る

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
の

ピ
ス

ト
ン

室
か

ら
ク

ラ
ン

ク
室

へ
ガ

ス
が

入
ら

な
い

構
造

と
な

っ
て

い
る

が
、

パ
ッ

キ
ン

シ
ー

ル
の

摩
耗

劣
化

に
よ

り
ガ

ス
が

入
る

こ
と

も
あ

る
た

め
、

ガ
ス

回
収

用
の

ガ
ス

抜
き

ラ
イ

ン
を

設
置

し
て

い
る

。
通

常
は

、
ク

ラ
ン

ク
室

へ
流

れ
た

ガ
ス

は
ガ

ス
回

収
ラ

イ
ン

を
通

っ
て

ガ
ス

吸
収

ポ
ッ

ト
へ

吸
収

さ
れ

る
。

原
因

は
、

ガ
ス

吸
収

ポ
ッ

ト
側

ラ
イ

ン
が

結
晶

物
で

閉
塞

し
て

い
た

た
め

、
ガ

ス
回

収
ラ

イ
ン

が
昇

圧
し

、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

1
号

側
の

ガ
ス

回
収

ラ
イ

ン
へ

と
流

れ
て

し
ま

い
、

布
と

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
で

テ
ー

プ
養

生
し

た
だ

け
の

ガ
ス

回
収

ラ
イ

ン
か

ら
漏

え
い

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

1
2

2
0
1
5
-

0
1
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
過

冷
却

機
下

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
/
2
6

山 形 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

1
0
時

頃
、

冷
媒

漏
れ

警
報

が
鳴

っ
た

た
め

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

過
冷

却
器

下
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

の
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
が

緩
み

、
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
)が

漏
え

い
し

て
い

た
。

社
員

が
ナ

ッ
ト

の
締

め
付

け
を

行
い

、
1
0
時

2
0
分

頃
に

漏
え

い
は

収
ま

っ
た

。
そ

の
後

、
設

備
点

検
業

者
に

よ
る

安
全

確
認

を
受

け
、

冷
媒

7
0
kg

を
補

充
し

、
運

転
を

再
開

し
た

。
原

因
は

、
長

期
間

の
使

用
と

設
備

の
振

動
で

過
冷

却
器

下
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

の
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
が

緩
ん

だ
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
3

2
0
1
5
-

0
1
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
/
2
7

広 島 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｂ ２
漏

洩

そ
の

他 （
病

院
）

配
管

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
管

理
不

良
）

無

0
時

5
3
分

頃
、

パ
ソ

コ
ン

画
面

上
に

R
-
1
-
3
機

器
の

異
常

が
表

示
さ

れ
た

(チ
ラ

ー
は

運
転

継
続

)。
9
時

3
0
分

、
日

常
点

検
の

巡
視

時
に

R
-
1
-
3
(N

o
.3

系
統

)の
圧

力
低

下
を

発
見

(吸
込

圧
力

・
吐

出
圧

力
と

も
に

0
M

P
a)

し
た

。
協

力
会

社
が

詳
細

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
四

方
弁

低
圧

逃
が

し
配

管
の

断
裂

が
発

見
さ

れ
、

そ
こ

か
ら

の
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
)漏

れ
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

断
裂

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
補

修
補

強
を

行
う

。

1
4

2
0
1
5
-

0
1
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
/
2
7

岐 阜 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
ａ

Ｂ ２
漏

洩
一

般
化

学
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

暖
房

運
転

中
に

「
冷

媒
不

足
異

常
」
の

表
示

に
よ

り
停

止
し

、
本

体
圧

力
計

(高
圧

側
お

よ
び

低
圧

側
)が

0
M

P
aを

確
認

し
た

。
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
イ

ン
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
配

管
の

破
断

箇
所

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

異
常

振
動

に
よ

り
、

イ
ン

ジ
ェ

ク
シ

ョ
ン

配
管

が
疲

労
破

壊
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

圧
縮

機
の

異
常

振
動

の
原

因
に

つ
い

て
は

、
液

戻
り

が
発

生
し

圧
縮

機
内

部
の

D
U

ベ
ア

リ
ン

グ
お

よ
び

ス
ク

ロ
ー

ル
吸

入
側

に
損

傷
・
摩

耗
が

発
生

し
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

。
液

戻
り

運
転

の
原

因
に

つ
い

て
は

、
吐

出
ガ

ス
温

度
セ

ン
サ

の
検

知
温

度
ズ

レ
が

生
じ

、
イ

ン
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
が

不
要

な
時

に
作

動
し

た
た

め
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

点
検

方
法

や
施

設
運

転
状

況
等

を
再

点
検

す
る

。
原

因
調

査
中

に
お

い
て

、
N

o
.4

お
よ

び
N

o
.6

号
機

の
圧

縮
機

の
異

常
振

動
を

検
出

し
た

こ
と

か
ら

、
圧

縮
機

・
四

方
弁

・
膨

張
弁

の
交

換
を

実
施

し
た

。
事

故
防

止
対

策
と

し
て

、
圧

縮
機

N
o
.1

～
3
、

5
、

7
、

9
、

1
0
号

機
を

、
四

方
弁

N
o
.1

、
2
、

5
、

7
～

1
0
号

機
を

、
膨

張
弁

N
o
.1

～
3
、

5
、

7
～

1
0
号

機
の

交
換

を
実

施
し

た
。

1
5

2
0
1
5
-

0
1
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

溶
接

作
業

の
ア

ル
ゴ

ン
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
2
7

岐 阜 県
0

0
1

1
ア

ル
ゴ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
容

器
製

造
）

バ
ル

ブ

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

ス
テ

ン
レ

ス
タ

ン
ク

内
の

溶
接

作
業

に
溶

接
箇

所
保

護
用

の
た

め
、

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

た
。

休
憩

後
に

タ
ン

ク
内

に
入

っ
た

と
こ

ろ
、

意
識

朦
朧

状
態

と
な

っ
た

。
タ

ン
ク

内
に

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

が
充

満
し

、
酸

欠
状

態
に

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

バ
ル

ブ
の

閉
め

忘
れ

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
6

2
0
1
5
-

0
1
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

内
で

車
の

誤
発

進
に

よ
る

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
の

作
動

2
0
1
5
/
1
/
2
8

埼 玉 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

破
裂

破
損

等

ス
タ

ン
ド

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
不

良
行

為
＞

無

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
繋

い
だ

状
態

で
、

車
両

の
運

転
者

の
勘

違
い

に
よ

り
発

進
し

て
し

ま
っ

た
た

め
、

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
が

作
動

し
た

。
緊

急
処

置
と

し
て

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
元

弁
閉

、
脱

圧
後

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

電
源

を
O

F
F
に

し
た

。
誤

発
進

防
止

策
と

し
て

車
止

め
を

し
て

い
た

。
原

因
は

、
車

両
の

運
転

者
の

勘
違

い
に

よ
り

発
進

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
キ

ー
預

か
り

を
徹

底
す

る
。

1
7

2
0
1
5
-

0
2
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

酸
素

バ
ー

ナ
の

燃
焼

試
験

に
お

け
る

流
量

計
爆

発

2
0
1
5
/
1
/
2
8

大 阪 府
0

1
0

1

液
化

石
油

ガ
ス

、
空

気
、

酸
素

Ｃ
爆

発
機

械
配

管
、

流
量

計

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

火 花 （
錆

と
配

管 の 衝 突
に

よ る
）

燃
焼

実
験

の
た

め
、

圧
縮

酸
素

(7
m

3
×

2
0
本

の
カ

ー
ド

ル
)を

減
圧

弁
に

よ
り

1
M

P
aま

で
減

圧
し

、
酸

素
バ

ー
ナ

(L
P

ガ
ス

お
よ

び
空

気
が

別
ラ

イ
ン

で
供

給
さ

れ
て

お
り

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

バ
ー

ナ
が

点
火

済
)に

供
給

し
よ

う
と

調
整

弁
(こ

の
調

整
弁

に
よ

り
さ

ら
に

減
圧

し
て

0
.8

M
P

a以
下

で
供

給
)を

開
け

た
瞬

間
に

、
調

整
弁

か
ら

流
量

計
ま

で
の

1
M

P
aラ

イ
ン

(ゴ
ム

管
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
お

よ
び

、
金

属
製

の
流

量
計

お
よ

び
フ

ラ
ン

ジ
)が

爆
発

し
、

作
業

員
1
名

が
負

傷
し

た
。

ま
た

、
爆

発
に

よ
り

負
傷

し
た

作
業

員
が

履
い

て
い

た
作

業
靴

が
燃

え
た

。
爆

発
箇

所
の

一
部

で
あ

る
流

量
計

は
、

以
前

に
他

の
テ

ス
ト

で
可

燃
性

ガ
ス

の
流

量
測

定
に

使
用

し
た

後
、

流
量

計
前

後
の

バ
ル

ブ
を

閉
鎖

し
た

ま
ま

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
酸

素
配

管
を

流
量

計
と

接
続

し
た

こ
と

に
よ

り
酸

素
と

可
燃

性
ガ

ス
の

混
合

気
に

な
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
事

故
後

、
流

量
計

一
次

側
の

配
管

の
内

部
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

微
量

の
錆

が
付

着
し

て
お

り
、

酸
素

通
し

の
た

め
に

バ
ー

ナ
前

の
酸

素
調

整
バ

ル
ブ

を
操

作
し

て
酸

素
と

可
燃

性
ガ

ス
の

混
合

気
が

流
動

し
た

際
に

、
配

管
中

の
錆

が
飛

散
し

て
配

管
内

壁
に

衝
突

し
、

衝
突

の
際

に
発

生
し

た
火

花
が

火
種

と
な

り
、

異
常

燃
焼

が
生

じ
て

破
裂

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
事

故
原

因
報

告
書

お
よ

び
再

発
防

止
対

策
書

に
よ

る
安

全
管

理
を

徹
底

す
る

。

1
8

2
0
1
5
-

0
2
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

配
管

か
ら

の
液

化
ブ

タ
ン

漏
え

い
2
0
1
5
/
1
/
3
0

沖 縄 県
0

0
0

0
炭

化
水

素
Ｂ ２

漏
洩

石
油

精
製

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

配
管

外
面

目
視

検
査

を
実

施
し

て
い

た
協

力
会

社
検

査
員

が
、

L
P

ガ
ス

回
収

装
置

E
-
2
2
2
入

口
ド

レ
ン

配
管

に
滲

み
を

発
見

し
た

。
ワ

イ
ヤ

ー
ブ

ラ
シ

で
磨

い
た

と
こ

ろ
、

米
粒

ほ
ど

の
カ

ニ
泡

(液
化

ブ
タ

ン
)が

出
た

。
検

査
担

当
社

員
を

通
し

て
運

転
部

門
へ

連
絡

し
、

運
転

部
門

が
現

場
確

認
し

、
周

辺
火

気
排

除
、

漏
れ

止
め

対
策

を
実

施
し

た
。

当
該

配
管

の
取

替
を

実
施

し
、

撤
去

配
管

の
内

面
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

内
面

腐
食

で
は

な
く
、

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
内

部
流

体
に

割
れ

を
引

き
起

こ
す

要
因

が
な

い
た

め
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
か

ら
の

部
品

の
欠

陥
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
詳

細
調

査
の

た
め

、
材

料
試

験
会

社
へ

調
査

の
依

頼
を

行
う

。

1
9

2
0
1
5
-

0
2
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

却
器

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
2

広 島 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
病

院
）

配
管

、
冷

凍
設

備
、

冷
却

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無
9
時

2
0
分

頃
、

日
常

点
検

の
巡

回
時

に
R

-
2
機

器
の

圧
力

計
(高

圧
・
低

圧
)の

低
下

が
認

め
ら

れ
た

。
翌

日
1
3
時

に
、

保
守

会
社

に
よ

り
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

冷
却

器
下

部
配

管
接

続
部

よ
り

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
0
7
C

)の
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

不
明

で
あ

る
。

2
0

2
0
1
5
-

0
4
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

配
管

か
ら

水
素

漏
え

い
2
0
1
5
/
2
/
5

愛 知 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

自
動

車
配

管

＜
そ

の
他

＞
（
実

ガ
ス

で
の

試
運

転
中

）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

2
月

4
日

、
試

運
転

の
た

め
元

バ
ル

ブ
H

V
-
2
を

開
に

し
た

。
2
月

5
日

1
0
時

0
0
分

、
二

重
配

管
内

設
置

の
ガ

ス
検

知
器

に
よ

り
、

3
6
0
pp

m
の

水
素

反
応

が
あ

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
2
月

1
5
日

1
2
時

0
0
分

に
、

ヘ
リ

ウ
ム

に
て

加
圧

し
、

ヘ
リ

ウ
ム

L
/
D

を
使

用
し

て
漏

え
い

箇
所

の
特

定
を

行
っ

た
。

原
因

は
、

溶
接

不
良

に
よ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

配
管

は
自

動
溶

接
に

よ
り

接
合

し
て

い
る

(溶
接

棒
･溶

接
ワ

イ
ヤ

等
の

溶
材

は
使

用
せ

ず
)。

接
合

後
は

P
T
検

査
を

行
っ

た
後

に
、

窒
素

に
よ

る
気

密
試

験
で

は
水

素
の

漏
え

い
が

検
知

で
き

な
か

っ
た

。

2
1

2
0
1
5
-

0
3
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
電

磁
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
8

北 海 道
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
電

磁
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

1
9
時

0
0
分

頃
、

冷
凍

機
設

備
の

点
検

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
高

圧
部

の
圧

力
の

低
下

を
確

認
し

た
。

1
9
時

2
0
分

頃
、

ガ
ス

漏
れ

検
知

器
に

よ
り

、
電

磁
弁

か
ら

の
漏

え
い

を
発

見
し

、
直

ち
に

設
備

を
停

止
し

、
係

る
バ

ル
ブ

を
閉

め
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
(老

朽
化

)に
よ

り
、

電
磁

弁
の

シ
ー

ル
部

分
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

こ
れ

ま
で

行
っ

て
い

た
「
月

例
点

検
」
を

毎
日

実
施

す
る

こ
と

と
す

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
2

2
0
1
5
-

0
3
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

工
事

中
の

圧
縮

機
吸

込
配

管
の

塞
ぎ

蓋
吹

き
飛

び

2
0
1
5
/
2
/
1
0

福 岡 県
0

1
0

1
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

機
械

配
管

、
冷

凍
設

備
、

ヴ
ィ

ク
ト

リ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

当
該

事
業

所
は

、
2
0
1
4
年

1
2
月

8
日

か
ら

2
0
1
5
年

2
月

9
日

の
期

間
で

R
-
1
タ

ー
ボ

冷
凍

機
用

圧
縮

機
の

定
期

分
解

整
備

を
実

施
し

て
い

た
。

2
月

1
0
日

は
、

圧
縮

機
を

搬
入

し
冷

凍
機

へ
取

り
付

け
戻

す
工

程
と

な
っ

て
お

り
、

9
時

3
0
分

頃
か

ら
、

工
事

業
者

が
圧

縮
機

の
搬

入
準

備
を

行
っ

て
い

た
。

作
業

員
の

一
人

が
、

蒸
発

器
吸

い
込

み
ガ

ス
配

管
側

に
取

り
付

け
て

い
た

塞
ぎ

蓋
(ヴ

ィ
ク

ト
リ

ッ
ク

ジ
ョ

イ
ン

ト
タ

イ
プ

)を
取

り
外

そ
う

と
ボ

ル
ト

を
少

し
緩

め
、

そ
の

ま
ま

の
状

態
で

吸
い

込
み

ガ
ス

配
管

付
近

で
別

作
業

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

吸
い

込
み

ガ
ス

配
管

内
の

圧
力

で
塞

ぎ
蓋

が
吹

き
飛

び
、

足
に

直
撃

し
負

傷
し

た
。

直
ち

に
消

防
署

(救
急

車
手

配
)と

警
察

署
へ

通
報

し
、

被
災

者
を

救
急

車
に

て
搬

送
し

た
。

原
因

は
、

装
置

内
に

残
圧

が
あ

る
(推

定
)状

態
で

、
被

災
者

が
塞

ぎ
蓋

を
取

り
付

け
た

ヴ
ィ

ク
ト

リ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
ボ

ル
ト

を
緩

め
た

こ
と

で
、

ジ
ョ

イ
ン

ト
部

の
結

合
力

が
弱

ま
り

、
塞

ぎ
蓋

が
吸

い
込

み
ガ

ス
配

管
内

の
圧

力
で

吹
き

飛
ん

だ
と

推
定

さ
れ

る
。

吸
い

込
み

配
管

内
に

残
圧

が
あ

る
状

態
と

な
っ

た
要

因
は

、
2
0
1
4
年

1
2
月

に
行

っ
た

塞
ぎ

蓋
の

取
付

時
に

吸
い

込
み

ガ
ス

配
管

内
へ

の
加

圧
を

行
っ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
吸

い
込

み
側

配
管

内
に

残
留

し
て

い
る

冷
凍

機
油

に
含

ま
れ

た
ガ

ス
に

よ
る

昇
圧

が
あ

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
作

業
者

全
員

へ
今

回
発

生
し

た
災

害
を

周
知

す
る

と
と

も
に

社
内

教
育

を
実

施
す

る
。

再
発

防
止

策
と

し
て

、
冷

凍
機

修
理

の
委

託
業

者
に

対
し

て
、

冷
媒

回
路

開
放

作
業

時
に

は
、

以
下

の
事

項
の

徹
底

を
図

る
。

①
冷

媒
回

路
を

開
放

す
る

際
は

、
必

ず
内

部
圧

力
が

無
い

こ
と

の
確

認
を

実
施

す
る

。
②

整
備

等
に

よ
り

冷
媒

回
路

を
開

放
後

、
塞

ぎ
蓋

等
で

一
時

的
に

密
閉

状
態

に
な

っ
た

場
合

は
、

密
閉

回
路

と
な

っ
た

箇
所

に
必

ず
圧

力
計

を
取

り
付

け
る

。
③

冷
媒

回
収

作
業

後
の

残
圧

パ
ー

ジ
は

、
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

の
口

径
3
/
8
以

下
の

配
管

を
取

り
付

け
、

そ
の

配
管

よ
り

残
圧

パ
ー

ジ
を

行
う

。
④

冷
媒

回
路

の
開

放
作

業
は

、
残

圧
が

無
い

こ
と

お
よ

び
、

パ
ー

ジ
用

の
配

管
か

ら
の

ガ
ス

放
出

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

後
、

開
放

作
業

を
行

う
。

2
3

2
0
1
5
-

0
3
4

製
造

事
業

所
（
コ

）

熱
交

換
器

の
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ヘ
ッ

ド
カ

バ
ー

か
ら

の
ブ

タ
ン

漏
え

い

2
0
1
5
/
2
/
1
2

山 口 県
0

0
0

0
ブ

タ
ン

Ｂ ２
漏

洩
石

油
精

製
熱

交
換

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

冷
却

水
で

あ
る

海
水

の
排

出
ピ

ッ
ト

に
設

置
し

て
あ

る
ガ

ス
検

知
器

が
発

報
し

た
。

直
ち

に
装

置
を

停
止

し
、

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
接

続
さ

れ
て

い
る

熱
交

換
器

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ヘ
ッ

ド
カ

バ
ー

締
結

部
か

ら
漏

え
い

が
認

め
ら

れ
た

。
開

放
検

査
後

の
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ヘ
ッ

ド
カ

バ
ー

の
ボ

ル
ト

は
基

準
ト

ル
ク

で
締

め
付

け
ら

れ
て

い
た

。
今

回
緩

み
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

わ
ず

か
な

緩
み

が
認

め
ら

れ
た

。
ま

た
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

潰
れ

が
不

均
一

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
ボ

ル
ト

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
片

側
の

ナ
ッ

ト
が

固
着

し
て

い
る

も
の

が
あ

り
、

固
着

し
た

ナ
ッ

ト
側

を
締

め
付

け
た

こ
と

に
よ

る
締

め
付

け
不

足
と

考
え

ら
れ

る
。

さ
ら

に
2
0
1
2
年

以
降

の
触

媒
再

生
後

の
切

替
作

業
で

温
度

変
動

が
あ

り
、

熱
影

響
に

よ
り

締
め

付
け

力
の

低
下

を
助

長
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
4

2
0
1
5
-

0
3
5

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
ホ

ー
ス

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
2
/
1
3

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

ホ
ー

ス

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

L
P

ガ
ス

車
両

に
充

て
ん

し
た

後
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
ホ

ー
ス

か
ら

の
漏

え
い

が
疑

わ
れ

た
た

め
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
カ

プ
ラ

ー
と

ホ
ー

ス
側

接
合

部
か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

そ
の

後
、

増
し

締
め

を
行

い
、

石
け

ん
水

に
よ

り
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

が
、

ホ
ー

ス
カ

シ
メ

部
よ

り
さ

ら
な

る
漏

え
い

が
発

生
し

た
。

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

使
用

を
停

止
し

た
後

、
県

に
対

応
状

況
の

報
告

と
今

後
の

対
応

の
是

非
を

確
認

す
る

た
め

に
連

絡
し

た
。

原
因

は
、

カ
プ

ラ
ー

と
高

圧
ホ

ー
ス

の
ネ

ジ
接

続
部

の
緩

み
、

さ
ら

に
高

圧
ホ

ー
ス

の
経

年
劣

化
と

増
し

締
め

作
業

時
に

高
圧

ホ
ー

ス
カ

シ
メ

部
に

力
が

加
わ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
高

圧
ホ

ー
ス

交
換

基
準

を
検

討
す

る
。

2
5

2
0
1
5
-

2
7
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
1
7

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
自

動
車

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

平
成

2
6
年

1
2
月

1
9
日

、
冷

媒
不

足
を

確
認

し
た

。
平

成
2
7
年

1
月

1
3
日

、
膨

張
弁

の
交

換
お

よ
び

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
)を

4
0
kg

充
て

ん
し

た
。

2
月

1
7
日

に
圧

力
低

下
を

確
認

し
た

。
2
月

2
8
日

に
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
)4

0
kg

全
量

が
漏

え
い

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

シ
ェ

ル
＆

チ
ュ

ー
ブ

式
熱

交
換

器
の

凍
結

防
止

サ
ー

モ
が

経
年

劣
化

に
よ

り
作

動
不

良
を

起
こ

し
、

シ
ェ

ル
内

を
流

れ
る

温
水

が
凍

結
し

た
。

原
因

は
、

シ
ェ

ル
内

で
生

成
し

た
氷

に
よ

り
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
が

通
る

チ
ュ

ー
ブ

部
が

圧
潰

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
冷

凍
設

備
責

任
者

お
よ

び
成

形
部

技
術

員
室

工
程

担
当

者
へ

の
再

教
育

を
行

う
。

冷
却

水
お

よ
び

冷
水

系
の

水
質

管
理

を
行

う
。

2
6

2
0
1
5
-

0
3
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
ド

レ
ン

配
管

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
2
/
2
0

静 岡 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
そ

の
他

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
ド

レ
イ

ン
配

管
の

腐
食

に
よ

り
ア

ン
モ

ニ
ア

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
配

管
の

腐
食

管
理

不
足

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
7

2
0
1
5
-

0
3
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

車
両

充
て

ん
中

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
2
5

静 岡 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

自
動

車
、

ス
タ

ン
ド

充
填

ノ
ズ

ル
、

車
両

レ
セ

プ
タ

ク
ル

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
組

織
運

営
不

良
＞

＜
設

計
不

良
＞

無

7
0
M

P
a水

素
充

て
ん

設
備

に
お

い
て

、
充

て
ん

ノ
ズ

ル
を

車
両

の
レ

セ
プ

タ
ク

ル
に

接
続

し
、

充
て

ん
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
、

通
常

で
は

起
こ

ら
な

い
プ

シ
ュ

ッ
と

い
う

異
音

を
感

じ
た

た
め

、
瞬

時
に

充
て

ん
停

止
ボ

タ
ン

を
押

し
、

充
て

ん
を

停
止

し
た

。
そ

の
後

、
水

素
漏

え
い

警
報

器
が

発
報

し
た

。
2
0
1
1
年

に
当

該
設

備
を

導
入

後
、

2
0
1
2
年

に
設

備
側

の
7
0
M

P
a充

て
ん

ノ
ズ

ル
の

規
格

が
改

定
さ

れ
、

シ
ー

ル
機

構
が

変
更

さ
れ

て
い

た
が

、
こ

の
規

格
改

定
時

点
に

お
い

て
は

使
用

す
る

機
会

が
な

か
っ

た
た

め
、

充
て

ん
ノ

ズ
ル

の
改

修
は

行
わ

な
か

っ
た

。
一

方
、

事
故

発
生

時
の

車
両

の
レ

セ
プ

タ
ク

ル
は

、
改

定
後

の
規

格
で

設
計

さ
れ

た
も

の
で

あ
っ

た
。

充
て

ん
ノ

ズ
ル

が
旧

規
格

の
ま

ま
で

あ
る

事
実

に
つ

い
て

は
、

一
部

の
従

業
員

の
み

に
し

か
周

知
さ

れ
て

お
ら

ず
、

事
故

発
生

時
に

作
業

に
従

事
し

て
い

た
者

は
知

ら
な

か
っ

た
。

ま
た

、
作

業
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

も
充

て
ん

ノ
ズ

ル
の

規
格

改
定

時
に

見
直

し
が

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

以
上

の
こ

と
よ

り
充

て
ん

ノ
ズ

ル
と

車
両

レ
セ

プ
タ

ク
ル

の
接

続
部

の
形

状
が

適
合

し
な

い
ま

ま
充

て
ん

が
行

わ
れ

た
た

め
、

気
密

性
が

確
保

で
き

な
か

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
変

更
管

理
体

制
と

し
て

手
順

書
の

改
訂

お
よ

び
教

育
訓

練
が

適
切

に
実

施
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
と

す
る

。

2
8

2
0
1
5
-

0
4
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

内
に

お
け

る
遮

断
弁

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
2
6

千 葉 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

遮
断

弁
、

O
リ

ン
グ

＜
そ

の
他

＞
（
試

運
転

中
）

＜
設

計
不

良
＞

無

圧
縮

水
素

ス
タ

ン
ド

の
使

用
開

始
に

向
け

た
試

運
転

時
に

、
圧

縮
機

を
起

動
し

蓄
圧

器
へ

水
素

の
蓄

圧
作

業
(8

2
M

P
aま

で
昇

圧
)を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
圧

縮
機

へ
水

素
を

供
給

す
る

バ
ッ

フ
ァ

ー
タ

ン
ク

の
圧

力
低

下
に

よ
る

異
常

警
報

が
発

報
し

、
警

報
に

連
動

し
て

圧
縮

機
が

停
止

し
た

。
装

置
復

旧
の

た
め

、
蓄

圧
器

ユ
ニ

ッ
ト

(常
用

圧
力

8
2
M

P
aの

蓄
圧

器
と

常
用

圧
力

4
5
M

P
aの

荷
卸

し
蓄

圧
器

の
併

設
型

)周
辺

の
弁

類
の

操
作

を
行

っ
て

い
る

と
、

異
音

と
と

も
に

、
蓄

圧
器

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

設
置

し
て

い
る

ガ
ス

漏
え

い
検

知
警

報
設

備
が

1
6
％

L
E
L
の

圧
縮

水
素

を
検

知
し

、
警

報
を

発
報

し
た

。
(安

全
確

保
の

た
め

、
1
2
.5

％
L
E
L
で

警
報

が
発

報
し

、
2
5
％

L
E
L
で

警
報

と
同

時
に

装
置

が
停

止
す

る
よ

う
な

2
段

階
設

定
と

し
て

い
た

)。
荷

卸
し

蓄
圧

器
(常

用
4
5
M

P
a)

の
元

弁
を

閉
止

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

漏
え

い
検

知
警

報
設

備
の

警
報

は
停

止
し

た
。

荷
卸

し
蓄

圧
器

の
元

弁
1
個

を
開

き
、

携
帯

型
ガ

ス
検

知
器

で
漏

え
い

個
所

の
特

定
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
自

動
遮

断
弁

(認
定

弁
)の

弁
と

計
装

空
気

配
管

の
接

続
部

か
ら

圧
縮

水
素

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

弁
体

の
O

-
リ

ン
グ

溝
に

設
計

上
の

誤
り

が
あ

り
、

本
来

の
J
IS

の
規

定
よ

り
6
.0

m
m

の
溝

幅
が

必
要

な
と

こ
ろ

を
、

4
.4

m
m

と
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

遮
断

弁
2
次

側
に

圧
力

が
か

か
っ

た
状

態
で

、
O

-
リ

ン
グ

が
ス

ム
ー

ズ
に

シ
ー

ル
位

置
に

移
動

で
き

ず
、

遮
断

弁
2
次

側
の

水
素

が
O

-
リ

ン
グ

シ
ー

ル
部

を
通

し
て

リ
ー

ク
ポ

ー
ト

に
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
9

2
0
1
5
-

0
4
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
2
6

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
機

械

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

平
成

2
4
年

1
2
月

6
日

に
実

施
さ

れ
た

定
期

点
検

時
に

、
圧

力
計

に
よ

り
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
が

、
電

気
系

統
が

故
障

( 絶
縁

不
具

合
)し

て
い

た
た

め
、

当
該

設
備

の
製

造
を

停
止

し
た

。
費

用
面

で
修

理
が

困
難

な
の

で
、

設
備

更
新

計
画

の
予

算
を

平
成

2
7
年

度
に

計
上

し
、

そ
れ

ま
で

の
間

、
休

止
状

態
と

し
た

。
2
月

2
6
日

に
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

回
収

･破
壊

法
対

応
の

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

た
め

に
整

備
点

検
を

し
た

と
こ

ろ
、

高
低

圧
の

圧
力

が
ゼ

ロ
を

示
し

て
い

た
の

で
、

休
止

期
間

中
に

冷
媒

ガ
ス

で
あ

る
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
が

全
量

(5
2
kg

)漏
え

い
し

た
と

思
わ

れ
る

。
原

因
は

、
チ

ー
リ

ン
グ

ユ
ニ

ッ
ト

の
ク

ー
ラ

ー
本

体
内

部
の

熱
交

換
用

銅
管

が
、

設
置

後
約

2
5
年

経
過

し
た

こ
と

に
よ

る
老

朽
化

で
パ

ン
ク

し
た

こ
と

に
よ

り
、

内
部

冷
媒

の
漏

れ
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

3
0

2
0
1
5
-

0
4
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
N

G
ス

タ
ン

ド
の

充
て

ん
ホ

ー
ス

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
2
6

京 都 府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

ゴ
ム

ホ
ー

ス

＜
消

費
中

＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

営
業

中
に

ガ
ス

臭
を

感
じ

た
た

め
、

検
知

液
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

充
て

ん
高

圧
ホ

ー
ス

の
ゴ

ム
部

分
か

ら
カ

ニ
泡

程
度

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
た

め
、

す
ぐ

に
設

備
を

停
止

す
る

措
置

を
と

っ
た

。
キ

ャ
ノ

ピ
ー

下
に

あ
る

2
台

の
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
内

、
キ

ャ
ノ

ピ
ー

の
か

か
り

が
薄

い
方

の
ホ

ー
ス

か
ら

漏
え

い
し

て
い

た
。

原
因

は
、

風
雨

に
さ

ら
さ

れ
や

す
い

環
境

で
あ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

(両
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
ホ

ー
ス

は
当

年
4
月

に
交

換
予

定
で

あ
っ

た
)。

今
後

は
、

残
り

の
高

圧
ホ

ー
ス

に
つ

い
て

交
換

を
予

定
し

て
い

る
。

3
1

2
0
1
5
-

0
4
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
2
/
2
7

佐 賀 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

工
場

で
社

員
に

よ
る

外
周

巡
回

時
に

、
冷

凍
機

の
下

部
に

オ
イ

ル
が

漏
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
当

該
設

備
の

運
転

を
停

止
し

、
修

理
業

者
に

連
絡

を
行

っ
た

。
修

理
業

者
到

着
後

に
点

検
を

実
施

し
、

冷
凍

機
の

冷
媒

配
管

か
ら

の
漏

れ
を

確
認

後
、

直
ち

に
応

急
処

置
を

行
っ

た
。

修
理

業
者

が
再

度
来

場
し

、
修

理
後

に
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

量
は

1
3
kg

程
度

で
被

害
者

等
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
冷

凍
機

の
冷

媒
配

管
と

バ
イ

パ
ス

配
管

の
振

動
に

よ
る

接
触

か
ら

、
配

管
に

穴
が

開
い

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

配
管

同
士

が
接

触
し

な
い

よ
う

に
、

防
振

材
で

対
策

を
行

う
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

3
2

2
0
1
5
-

0
4
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

圧
縮

機
か

ら
の

炭
酸

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
2
/
2
7

北 海 道
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

食
品

圧
縮

機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

無

2
月

2
7
日

(金
)1

8
時

頃
、

巡
回

点
検

時
に

ガ
ス

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
ア

フ
タ

ー
ク

ー
ラ

ー
冷

却
水

配
管

の
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
に

て
気

泡
が

確
認

さ
れ

た
。

漏
え

い
の

恐
れ

が
考

え
ら

れ
た

の
で

設
備

を
停

止
し

、
3
月

2
日

に
確

認
す

る
こ

と
と

し
た

。
3
月

2
日

(月
)、

イ
ン

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

お
よ

び
ア

フ
タ

ー
ク

ー
ラ

ー
の

冷
却

水
の

pH
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

冷
却

水
の

p
H

が
下

が
っ

て
お

り
、

通
常

時
と

差
異

が
確

認
さ

れ
た

。
そ

の
他

の
配

管
に

つ
い

て
も

目
視

確
認

等
を

実
施

し
た

結
果

、
ア

フ
タ

ー
ク

ー
ラ

ー
内

に
漏

え
い

し
て

い
る

可
能

性
が

高
い

と
判

断
し

、
製

造
設

備
の

運
転

を
停

止
し

た
。

3
月

1
0
日

(火
)圧

縮
機

製
造

元
と

気
密

試
験

等
を

行
っ

た
結

果
、

漏
え

い
元

が
ア

フ
タ

ー
ク

ー
ラ

ー
で

あ
る

こ
と

は
分

か
っ

た
が

、
具

体
的

な
漏

え
い

箇
所

は
特

定
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

内
部

の
伝

熱
管

(大
臣

認
定

品
)を

全
て

同
一

の
も

の
へ

交
換

す
る

こ
と

と
し

た
。

圧
縮

機
製

造
メ

ー
カ

ー
が

行
っ

た
調

査
に

お
い

て
も

、
漏

え
い

箇
所

の
特

定
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

不
明

で
あ

る
。

今
後

は
、

再
発

防
止

の
観

点
か

ら
、

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

内
部

の
伝

熱
管

を
漏

え
い

し
て

い
な

い
タ

イ
プ

の
も

の
に

交
換

す
る

。

3
3

2
0
1
5
-

0
5
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

レ
ア

継
手

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
2

茨 城 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
商

店
）

冷
凍

設
備

、
継

手

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

平
成

2
7
年

1
月

2
3
日

か
ら

2
月

1
6
日

に
か

け
て

メ
ー

カ
ー

で
圧

縮
機

の
整

備
を

行
い

、
現

地
に

据
え

付
け

た
後

、
2
7
日

ま
で

に
気

密
試

験
お

よ
び

真
空

引
き

を
実

施
し

、
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a)

を
充

て
ん

し
た

。
3
月

2
日

9
時

3
0
分

頃
、

作
業

員
が

保
冷

材
の

復
旧

作
業

を
行

う
た

め
に

現
場

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

モ
ー

タ
ー

冷
却

配
管

の
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
部

か
ら

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
る

音
を

確
認

し
た

た
め

、
す

ぐ
に

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
冷

媒
を

回
収

し
た

と
こ

ろ
、

充
て

ん
量

8
4
0
kg

の
う

ち
回

収
量

が
8
1
5
kg

で
あ

っ
た

た
め

、
漏

え
い

量
は

2
5
kg

と
推

定
さ

れ
る

。
フ

レ
ア

継
手

部
を

開
放

し
て

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

フ
レ

ア
部

が
変

形
し

て
い

た
。

原
因

は
、

ナ
ッ

ト
の

締
め

す
ぎ

と
推

定
さ

れ
る

。

3
4

2
0
1
5
-

0
5
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

の
継

手
か

ら
の

水
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
3

東 京 都
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

継
手

＜
停

止
中

＞
（
試

験
中

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

充
て

ん
試

験
を

行
う

た
め

に
試

験
用

の
容

器
に

充
て

ん
ノ

ズ
ル

を
接

続
し

、
充

て
ん

を
開

始
し

た
。

直
後

に
、

7
0
M

P
a水

素
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

内
の

水
素

ガ
ス

検
知

器
が

発
報

し
、

水
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

が
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

し
た

。
ハ

ン
デ

ィ
ガ

ス
検

知
器

に
よ

り
、

漏
え

い
個

所
の

特
定

作
業

を
実

施
し

た
結

果
、

7
0
M

P
a水

素
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

内
の

ハ
ン

ド
ル

バ
ル

ブ
の

上
流

側
の

直
近

に
あ

る
継

手
よ

り
、

漏
え

い
が

発
生

し
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

定
期

保
安

検
査

中
に

、
A

社
が

直
充

て
ん

圧
縮

機
の

下
流

側
の

配
管

の
気

密
試

験
を

実
施

し
た

。
そ

の
後

、
B

社
が

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

整
備

を
実

施
し

た
。

そ
の

際
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

に
あ

る
配

管
の

継
手

の
一

部
(5

箇
所

)を
増

し
締

め
し

た
。

し
か

し
、

漏
え

い
が

発
生

し
た

継
手

に
つ

い
て

は
、

増
し

締
め

を
実

施
し

て
い

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
増

し
締

め
し

た
際

に
、

継
手

に
ズ

レ
が

生
じ

た
こ

と
に

よ
り

漏
え

い
し

た
と

推
測

さ
れ

る
。

今
後

は
、

気
密

試
験

の
作

業
手

順
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

す
る

。

3
5

2
0
1
5
-

0
5
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

蒸
発

器
か

ら
の

L
N

G
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
4

千 葉 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

食
品

蒸
発

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

液
化

天
然

ガ
ス

製
造

施
設

の
N

o
.2

温
水

加
温

式
送

ガ
ス

蒸
発

器
の

付
近

に
設

置
し

て
い

る
ガ

ス
漏

え
い

検
知

警
報

設
備

が
発

報
し

た
(6

3
％

L
E
L
を

表
示

)。
社

員
が

現
場

に
急

行
し

、
N

o
.2

温
水

加
温

式
送

ガ
ス

蒸
発

器
の

水
槽

内
上

部
の

気
相

部
に

つ
い

て
、

携
帯

型
ガ

ス
検

知
器

を
用

い
て

測
定

し
た

と
こ

ろ
、

液
化

天
然

ガ
ス

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

温
水

加
温

式
送

ガ
ス

蒸
発

器
の

気
化

コ
イ

ル
の

溶
接

部
に

、
周

方
向

外
面

約
1
0
m

m
、

内
面

約
3
0
m

m
の

割
れ

が
生

じ
て

い
た

。
原

因
は

、
蒸

発
ポ

イ
ン

ト
(気

液
混

合
状

態
)に

繰
り

返
し

熱
応

力
が

か
か

り
、

疲
労

に
よ

り
割

れ
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
当

該
漏

え
い

部
を

再
溶

接
後

、
断

熱
材

に
よ

る
保

温
処

理
を

施
す

。
ま

た
、

水
平

展
開

と
し

て
同

型
式

蒸
発

器
に

つ
い

て
開

放
検

査
を

実
施

し
、

必
要

が
あ

れ
ば

、
気

化
コ

イ
ル

に
断

熱
処

理
を

施
す

。

3
6

2
0
1
5
-

0
8
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
ろ

う
付

け
部

と
圧

力
計

ね
じ

込
み

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
5

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
Ａ

Ｃ
漏

洩
自

動
車

冷
凍

設
備

、
配

管
、

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

3
月

3
日

1
0
時

3
0
分

に
運

転
開

始
し

、
1
9
時

0
0
分

に
運

転
を

停
止

し
た

。
恒

温
槽

を
2
0
℃

一
定

で
温

度
制

御
で

き
て

い
た

。
こ

の
時

日
射

装
置

は
停

止
し

て
い

た
。

3
月

4
日

1
0
時

3
0
分

に
恒

温
槽

を
立

ち
上

げ
た

。
2
0
℃

一
定

→
3
5
℃

一
定

、
と

順
調

に
稼

動
し

た
。

日
射

装
置

を
入

れ
た

と
こ

ろ
、

恒
温

槽
内

温
度

設
定

を
3
5
℃

に
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
恒

温
槽

内
温

度
が

上
昇

し
6
0
℃

を
超

え
た

。
一

旦
設

備
を

停
止

し
、

槽
内

温
度

を
2
0
℃

に
下

げ
よ

う
と

し
た

が
、

冷
凍

機
は

動
く
も

の
の

温
度

は
下

が
ら

な
か

っ
た

。
設

備
停

止
後

、
再

稼
動

し
て

も
温

度
は

下
が

ら
な

か
っ

た
。

1
6
時

3
0
分

に
設

備
運

転
を

停
止

し
た

。
3
月

5
日

、
メ

ー
カ

ー
が

検
査

に
来

て
、

液
側

ス
ト

レ
ー

ナ
ー

ロ
ウ

付
け

部
と

圧
力

計
ね

じ
込

み
部

に
漏

え
い

が
あ

っ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

3
液

側
ス

ト
レ

ー
ナ

ー
ロ

ウ
付

け
部

の
原

因
は

、
設

置
時

の
溶

接
時

融
け

込
み

不
足

が
時

間
を

お
い

て
露

顕
し

た
も

の
に

よ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
圧

力
計

ね
じ

込
み

部
の

漏
え

い
の

原
因

は
、

平
行

ね
じ

の
ね

じ
込

み
式

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
シ

ー
ル

テ
ー

プ
を

巻
い

て
い

た
こ

と
に

よ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
の

中
で

、
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
よ

り
液

面
の

確
認

を
す

る
よ

う
に

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

3
7

2
0
1
5
-

0
5
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
6

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

事
故

当
時

、
機

器
は

停
止

状
態

で
点

検
作

業
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
冷

凍
機

か
ら

油
漏

れ
お

よ
び

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
冷

媒
液

出
口

配
管

よ
り

冷
媒

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
即

時
、

機
器

停
止

、
バ

ル
ブ

の
閉

鎖
処

置
を

行
い

、
冷

媒
の

回
収

作
業

を
実

施
し

た
。

ガ
ス

種
は

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a。

充
て

ん
量

は
3
6
0
kg

、
回

収
量

は
2
0
7
kg

、
漏

え
い

量
は

1
5
3
kg

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

の
鉄

部
が

減
肉

し
た

こ
と

に
よ

り
、

冷
媒

配
管

接
続

箇
所

の
ろ

う
付

け
部

よ
り

冷
媒

の
漏

え
い

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

3
8

2
0
1
5
-

0
5
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ー
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
6

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

事
故

当
時

、
機

器
は

停
止

状
態

で
点

検
作

業
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
冷

凍
機

か
ら

油
漏

れ
お

よ
び

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
冷

媒
液

出
口

配
管

よ
り

冷
媒

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
即

時
、

機
器

停
止

、
バ

ル
ブ

の
閉

鎖
処

置
を

行
い

、
冷

媒
の

回
収

作
業

を
実

施
し

た
。

ガ
ス

種
は

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a。

充
て

ん
量

は
3
6
0
kg

、
回

収
量

は
3
2
3
kg

、
漏

え
い

量
は

3
7
kg

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

の
鉄

部
が

減
肉

し
た

こ
と

に
よ

り
、

冷
媒

配
管

接
続

箇
所

の
ろ

う
付

け
部

よ
り

冷
媒

の
漏

え
い

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

3
9

2
0
1
5
-

0
5
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

圧
力

計
取

出
配

管
か

ら
の

C
4
留

分
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
6

茨 城 県
0

0
0

0
C

4
留

分
Ｃ

漏
洩

石
油

化
学

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

3
月

7
日

(土
)1

8
時

4
0
分

頃
、

運
転

員
が

設
備

の
定

期
清

掃
の

た
め

計
器

室
か

ら
施

設
に

向
か

っ
た

際
に

異
音

に
気

付
き

、
現

場
調

査
を

開
始

し
た

。
原

料
中

間
槽

上
部

の
圧

力
計

取
出

配
管

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

た
め

、
計

器
室

か
ら

情
報

セ
ン

タ
ー

に
通

報
し

、
情

報
セ

ン
タ

ー
か

ら
1
8
時

5
1
分

に
消

防
に

通
報

し
た

。
1
9
時

0
1
分

に
当

該
施

設
を

緊
急

停
止

後
、

原
料

中
間

槽
の

脱
圧

、
移

液
等

を
開

始
し

た
。

脱
圧

完
了

後
の

2
0
時

3
0
分

か
ら

設
備

の
窒

素
ガ

ス
置

換
を

開
始

し
た

。
2
2
時

0
8
分

に
消

防
に

よ
り

漏
え

い
停

止
が

確
認

さ
れ

た
。

そ
の

後
、

フ
レ

ア
放

出
中

の
ガ

ス
濃

度
を

3
月

8
日

(日
)7

時
3
0
分

ま
で

に
4
回

測
定

し
た

と
こ

ろ
、

い
ず

れ
の

時
点

で
も

ガ
ス

は
検

出
さ

れ
な

か
っ

た
。

当
該

原
料

中
間

槽
の

圧
力

ト
レ

ン
ド

等
か

ら
、

漏
え

い
発

生
時

刻
を

1
7
時

3
0
分

頃
、

漏
え

い
量

を
約

4
2
kg

と
推

定
し

た
。

原
因

は
、

垂
直

配
管

部
の

フ
ラ

ン
ジ

上
部

に
溜

ま
っ

た
雨

水
の

影
響

等
に

よ
り

外
面

腐
食

し
、

穿
孔

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
配

管
に

つ
い

て
リ

ス
ト

化
を

行
い

、
定

期
的

に
外

面
腐

食
対

策
を

行
っ

て
き

た
が

、
当

該
配

管
が

機
器

付
属

配
管

で
あ

っ
た

た
め

、
リ

ス
ト

か
ら

漏
れ

て
い

た
。

当
該

配
管

は
、

槽
上

部
ノ

ズ
ル

(高
さ

約
1
0
m

)か
ら

通
路

に
設

置
さ

れ
て

い
る

圧
力

計
(高

さ
約

1
m

)に
接

続
さ

れ
て

い
た

。
今

後
は

、
同

様
の

取
出

配
管

等
の

点
検

お
よ

び
配

管
外

面
腐

食
検

査
リ

ス
ト

を
見

直
す

。

4
0

2
0
1
5
-

0
5
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
9

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｅ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
病

院
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

圧
縮

機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

異
常

発
報

で
チ

ラ
ー

が
停

止
し

た
。

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

圧
力

計
指

示
値

が
ゼ

ロ
と

な
っ

て
お

り
、

冷
媒

が
ほ

ぼ
全

量
(約

9
7
kg

)と
冷

凍
機

油
が

抜
け

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

れ
箇

所
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、
圧

縮
機

に
付

け
た

銅
配

管
フ

レ
ア

加
工

部
よ

り
漏

れ
反

応
が

あ
っ

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

振
動

お
よ

び
銅

配
管

の
経

年
劣

化
に

よ
り

銅
配

管
圧

縮
機

側
フ

レ
ア

部
分

が
破

断
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

4
1

2
0
1
5
-

0
6
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
か

ら
の

水
素

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
3
/
1
1

埼 玉 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

火
災

そ
の

他 （
研

究 所
）

反
応

器

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

高 温 物 体

気
密

試
験

実
施

後
、

1
0
時

1
8
分

か
ら

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
(反

応
器

)(
内

容
物

:水
素

、
溶

剤
(デ

カ
ヒ

ド
ロ

ナ
フ

タ
レ

ン
))

の
運

転
を

開
始

し
た

。
1
3
時

頃
、

温
度

4
0
℃

、
圧

力
2
.3

M
P

aに
な

り
、

1
3
時

4
0
分

頃
、

温
度

お
よ

び
圧

力
に

変
動

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
1
3
時

5
5
分

頃
に

断
熱

保
護

カ
バ

ー
上

部
よ

り
炎

(高
さ

2
0
c
m

)を
発

見
し

た
。

た
だ

ち
に

ヒ
ー

タ
ー

を
消

し
た

と
こ

ろ
、

鎮
火

し
た

。
反

応
器

と
蓋

の
シ

ー
ル

に
用

い
て

い
る

ア
ル

ミ
製

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

内
側

に
シ

ー
ル

幅
を

超
え

る
傷

が
あ

り
、

そ
こ

か
ら

水
素

等
の

内
容

物
が

漏
え

い
し

た
。

さ
ら

に
、

ヒ
ー

タ
ー

お
よ

び
反

応
器

が
高

温
で

あ
っ

た
た

め
、

火
災

に
至

っ
た

。
原

因
は

、
反

応
器

側
シ

ー
ル

部
に

傷
が

あ
っ

た
こ

と
お

よ
び

4
0
0
℃

で
使

用
し

た
こ

と
に

よ
り

変
形

が
生

じ
た

た
め

、
ア

ル
ミ

製
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
内

側
の

傷
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

使
用

温
度

に
応

じ
て

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

材
質

を
選

択
す

る
(2

5
0
℃

以
上

の
場

合
は

S
U

S
3
1
6
L
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
)。

②
維

持
管

理
･運

用
ル

ー
ル

を
再

周
知

す
る

。
③

作
業

手
順

書
を

見
直

す
。

4
2

2
0
1
5
-

0
6
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

空
気

製
造

施
設

の
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
1
2

三 重 県
0

0
0

0
空

気
Ｃ

漏
洩

電
気

配
管

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

圧
縮

空
気

製
造

施
設

の
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

に
て

、
3
月

9
日

に
モ

ー
タ

で
過

負
荷

異
常

が
発

生
し

、
設

備
が

停
止

し
た

。
電

気
部

品
、

弁
等

を
交

換
し

、
復

帰
、

異
常

停
止

を
計

3
回

繰
り

返
し

、
3
回

目
の

立
ち

上
げ

を
行

っ
た

際
(3

月
1
2
日

8
時

1
0
分

頃
)、

始
動

3
秒

後
に

異
常

音
が

し
た

た
め

、
設

備
を

停
止

し
た

。
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
高

圧
シ

リ
ン

ダ
ー

が
破

損
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

4
3

2
0
1
5
-

0
6
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

エ
ア

フ
ィ

ン
ク

ー
ラ

ー
か

ら
の

水
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
3

大 阪 府
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

石
油

精
製

熱
交

換
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

運
転

員
が

パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
、

エ
ア

フ
ィ

ン
ク

ー
ラ

ー
入

口
部

付
近

よ
り

油
水

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

不
具

合
の

前
に

装
置

に
て

処
理

し
て

い
た

原
油

中
に

、
有

機
塩

素
を

含
ん

だ
化

合
物

が
混

在
し

て
お

り
、

こ
れ

が
常

圧
蒸

留
装

置
に

て
重

質
ナ

フ
サ

と
と

も
に

留
出

さ
れ

、
水

添
脱

硫
接

触
改

質
装

置
に

供
給

さ
れ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

そ
の

後
、

有
機

塩
素

化
合

物
は

、
反

応
塔

に
て

塩
化

水
素

と
な

り
、

注
入

水
の

存
在

下
で

凝
縮

水
と

と
も

に
塩

酸
を

生
成

し
、

流
速

の
早

く
な

る
入

口
部

で
、

エ
ロ

ー
ジ

ョ
ン

/
コ

ロ
ー

ジ
ョ

ン
に

よ
る

減
肉

を
発

生
さ

せ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

当
該

有
機

塩
素

は
、

原
油

を
採

掘
す

る
油

井
で

配
管

等
の

汚
れ

除
去

の
た

め
の

添
加

剤
に

含
ま

れ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

り
、

原
油

受
入

に
際

し
て

原
油

中
の

有
機

塩
素

を
測

定
し

た
と

こ
ろ

1
pp

m
未

満
で

あ
っ

た
が

、
精

製
の

過
程

で
濃

縮
さ

れ
、

通
常

で
あ

れ
ば

ナ
フ

サ
中

の
含

有
量

は
1
pp

m
未

満
で

あ
る

と
こ

ろ
、

今
回

は
2
6
pp

m
含

ま
れ

て
い

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
同

チ
ュ

ー
ブ

は
2
0
1
4
年

2
月

に
取

り
替

え
た

も
の

の
、

1
年

程
度

で
肉

厚
3
.0

5
m

m
の

チ
ュ

ー
ブ

が
開

孔
に

至
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

従
来

と
比

較
し

て
腐

食
性

の
高

い
塩

酸
が

減
肉

を
加

速
さ

せ
、

短
期

間
で

の
開

孔
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
チ

ュ
ー

ブ
部

分
取

替
お

よ
び

当
該

入
口

管
端

部
へ

の
フ

ェ
ル

ー
ル

を
設

置
す

る
。

②
次

回
機

器
更

新
ま

で
定

期
肉

厚
測

定
等

を
行

う
。

③
原

料
お

よ
び

排
水

の
性

状
管

理
を

強
化

す
る

。
④

原
料

pH
調

整
設

備
の

設
置

お
よ

び
pH

管
理

を
強

化
す

る
。

4
4

2
0
1
5
-

0
6
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

蒸
発

器
フ

ィ
ン

管
か

ら
の

酸
素

漏
え

い
2
0
1
5
/
3
/
1
3

岐 阜 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

窯
業

蒸
発

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
不

良
行

為
＞

無

日
常

点
検

時
に

空
温

式
蒸

発
器

の
切

替
作

業
を

実
施

し
た

際
、

切
り

替
え

た
空

温
式

蒸
発

器
か

ら
エ

ア
ー

漏
れ

様
の

異
音

が
発

生
し

た
た

め
、

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

下
部

の
フ

ィ
ン

管
に

き
裂

が
あ

り
、

そ
の

部
分

か
ら

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
設

置
後

2
0
年

経
過

の
空

温
式

蒸
発

器
の

配
管

等
に

付
着

し
た

霜
を

除
去

す
る

た
め

、
定

期
に

木
槌

等
で

衝
撃

を
与

え
て

い
た

長
期

の
霜

除
去

作
業

に
よ

る
、

空
温

式
蒸

発
器

フ
ィ

ン
管

部
の

金
属

疲
労

お
よ

び
経

年
劣

化
に

よ
り

、
フ

ィ
ン

管
部

に
亀

裂
(4

7
m

m
)が

生
じ

、
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

4
5

2
0
1
5
-

0
6
4

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

安
全

弁
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
3
/
1
3

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

充
填

所
安

全
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

製
造

所
内

の
2
号

貯
槽

に
L
P

ガ
ス

を
充

て
ん

す
る

際
、

本
来

で
あ

れ
ば

ロ
ー

デ
ィ

ン
グ

ア
ー

ム
直

近
に

あ
る

2
号

貯
槽

の
液

入
口

弁
を

開
に

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

こ
ろ

、
1
号

貯
槽

の
液

入
口

弁
を

開
栓

し
て

い
た

。
ま

た
1
号

貯
槽

下
の

受
け

入
れ

弁
は

閉
に

な
っ

て
い

た
た

め
、

圧
力

上
昇

に
よ

り
安

全
弁

が
作

動
し

、
約

1
0
秒

間
ほ

ど
放

出
管

か
ら

L
P

ガ
ス

が
噴

出
し

た
。

噴
出

後
、

た
だ

ち
に

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

に
よ

る
充

て
ん

を
止

め
、

充
て

ん
員

、
配

送
員

計
4
名

に
て

、
滞

留
ガ

ス
の

確
認

、
施

設
、

設
備

の
異

常
箇

所
の

有
無

と
周

囲
の

安
全

確
認

を
行

っ
た

。
今

後
は

、
再

発
防

止
策

と
し

て
、

作
業

時
の

指
さ

し
呼

称
の

徹
底

、
ま

た
ロ

ー
リ

配
送

員
と

の
確

認
連

携
を

徹
底

す
る

。

4
6

2
0
1
5
-

0
6
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

付
属

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
1
4

兵 庫 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
設

計
不

良
＞

無

3
月

1
4
日

(土
)1

0
時

2
0
分

、
冷

水
チ

ラ
ー

3
号

機
に

、
「
吐

出
温

度
　

高
」
の

異
常

が
発

生
し

た
。

外
観

検
査

の
結

果
、

凝
縮

器
側

面
の

冷
媒

受
液

窓
に

て
、

冷
媒

量
が

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
冷

媒
不

足
と

判
断

し
、

メ
ー

カ
ー

へ
点

検
を

依
頼

し
た

。
当

該
機

の
「
停

止
」
「
切

」
を

同
時

に
実

施
し

た
。

3
月

1
5
日

(日
)9

時
0
0
分

、
メ

ー
カ

ー
が

点
検

し
た

結
果

、
凝

縮
器

付
属

安
全

弁
入

口
接

続
配

管
よ

り
、

冷
媒

漏
れ

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

(石
け

ん
水

に
よ

る
気

泡
発

生
程

度
)。

冷
凍

機
内

に
残

留
し

た
冷

媒
を

回
収

し
、

「
電

源
　

O
F
F
」
に

て
完

全
停

止
と

し
た

。
そ

の
他

漏
れ

箇
所

の
有

無
を

点
検

し
、

該
当

部
以

外
の

漏
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
外

力
お

よ
び

振
動

に
よ

る
経

年
劣

化
に

よ
り

、
溶

接
金

属
に

き
裂

が
生

じ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
当

該
設

備
の

更
新

、
も

し
く
は

当
該

設
備

の
凝

縮
器

、
凝

縮
器

本
体

に
溶

接
さ

れ
て

い
る

付
帯

配
管

の
更

新
を

実
施

す
る

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
更

新
ま

で
の

措
置

と
し

て
、

シ
ー

ル
溶

接
部

に
応

力
が

か
か

ら
な

い
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト

を
設

置
す

る
。

4
7

2
0
1
5
-

0
6
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
1
4

埼 玉 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品
蒸

発
器

＜
停

止
中

＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

冷
却

水
の

入
替

作
業

の
際

、
冷

水
か

ら
わ

ず
か

な
ア

ン
モ

ニ
ア

臭
が

し
た

の
で

、
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
冷

凍
機

を
系

統
器

か
ら

切
り

離
し

、
停

止
処

置
を

行
っ

た
。

蒸
発

器
の

水
を

試
験

紙
で

検
査

し
た

が
、

漏
え

い
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
漏

え
い

の
有

無
を

調
べ

る
た

め
、

蒸
発

器
の

水
の

入
れ

替
え

後
、

5
日

間
放

置
し

、
水

側
の

圧
力

が
0
.0

0
5
M

P
a上

昇
し

て
い

る
の

を
確

認
し

、
試

験
紙

検
査

し
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
蒸

発
器

の
外

側
(水

側
)か

ら
の

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
当

該
蒸

発
器

の
水

側
に

は
電

気
伝

導
率

を
計

測
す

る
装

置
を

設
け

る
予

定
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

4
8

2
0
1
5
-

0
6
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

充
て

ん
口

操
作

弁
か

ら
の

液
化

炭
酸

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
4

新 潟 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

＜
そ

の
他

＞
（
異

物
混

入
）

無

事
故

当
日

の
6
時

頃
、

炭
酸

ガ
ス

C
E
貯

槽
へ

ロ
ー

リ
ー

充
て

ん
を

実
施

し
た

。
充

て
ん

後
お

よ
び

製
造

事
業

終
了

後
の

点
検

で
も

ガ
ス

漏
れ

は
な

か
っ

た
。

1
8
時

4
7
分

頃
に

近
隣

事
業

所
の

従
業

員
よ

り
何

か
が

漏
れ

て
い

る
よ

う
な

音
が

す
る

と
の

通
報

に
よ

り
、

消
防

隊
が

出
動

し
た

。
消

防
隊

の
到

着
後

、
炭

酸
ガ

ス
C

E
貯

槽
の

充
て

ん
バ

ル
ブ

よ
り

炭
酸

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
た

め
、

充
て

ん
操

作
バ

ル
ブ

を
増

し
締

め
し

て
漏

え
い

を
止

め
た

。
そ

の
後

に
現

場
に

到
着

し
た

事
業

所
責

任
者

が
バ

ル
ブ

に
再

度
水

･温
湯

を
か

け
て

解
凍

し
、

バ
ル

ブ
増

し
締

め
を

実
施

し
、

漏
え

い
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

充
て

ん
後

に
バ

ル
ブ

を
閉

鎖
し

た
際

に
バ

ル
ブ

本
体

と
シ

ー
ト

パ
ッ

キ
ン

の
あ

た
り

面
に

異
物

が
噛

み
込

み
、

そ
の

後
に

本
体

と
シ

ー
ト

パ
ッ

キ
ン

の
膨

張
率

の
差

で
わ

ず
か

の
ズ

レ
が

生
じ

て
異

物
が

外
れ

、
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
漏

え
い

防
止

措
置

を
行

う
。

ま
た

、
保

安
教

育
内

容
を

改
善

し
、

教
育

を
実

施
す

る
。

4
9

2
0
1
5
-

0
7
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
電

磁
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
1
6

佐 賀 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

作
業

員
が

、
工

場
内

の
冷

凍
機

の
温

度
管

理
が

不
調

の
た

め
、

冷
媒

配
管

内
の

状
態

を
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

配
管

内
で

気
泡

が
入

っ
て

い
た

た
め

、
メ

ー
カ

ー
に

連
絡

し
た

。
メ

ー
カ

ー
到

着
後

、
配

管
内

に
気

泡
が

あ
る

こ
と

や
冷

蔵
庫

の
温

度
が

冷
え

な
い

状
態

で
あ

っ
た

た
め

、
漏

え
い

箇
所

を
特

定
す

る
た

め
に

調
査

を
始

め
た

。
調

査
の

結
果

、
電

磁
弁

オ
ー

リ
ン

グ
か

ら
の

漏
え

い
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

電
磁

弁
の

オ
ー

リ
ン

グ
の

経
年

劣
化

に
よ

る
破

損
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

工
場

に
あ

る
5
ト

ン
以

上
の

冷
凍

機
(3

4
台

中
2
1
台

)を
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
に

よ
る

定
期

点
検

を
実

施
す

る
。

5
0

2
0
1
5
-

0
7
1

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

の
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
圧

力
計

取
付

け
部

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
7

東 京 都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

圧
力

計
、

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
に

設
置

し
て

あ
る

圧
力

計
取

付
部

の
圧

力
検

知
用

の
銅

管
取

付
部

が
破

損
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

た
だ

ち
に

ガ
ス

漏
れ

検
知

器
が

感
知

し
、

緊
急

遮
断

弁
が

作
動

し
た

。
従

業
員

が
漏

え
い

箇
所

を
確

認
し

、
破

損
箇

所
の

銅
管

元
弁

を
閉

止
し

た
。

そ
の

後
、

ガ
ス

漏
れ

検
知

器
の

ガ
ス

濃
度

レ
ベ

ル
が

0
％

L
E
L
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
検

知
器

で
周

囲
の

ガ
ス

濃
度

を
再

度
計

測
し

、
ガ

ス
濃

度
0
％

L
E
L
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
以

前
か

ら
の

検
査

に
よ

る
取

付
時

の
締

め
込

み
で

摩
耗

し
て

い
た

た
め

、
フ

レ
ア

ー
リ

ン
グ

加
工

部
が

破
断

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

検
査

前
の

点
検

時
に

、
圧

力
計

取
付

部
の

銅
管

継
手

部
フ

レ
ア

ー
リ

ン
グ

加
工

部
分

の
肉

厚
の

確
認

を
せ

ず
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
。

今
後

は
、

各
種

検
査

前
に

、
検

査
会

社
等

と
協

議
を

し
て

検
査

を
行

う
。

ま
た

、
銅

管
を

取
り

付
け

る
際

に
フ

レ
ア

ー
リ

ン
グ

加
工

部
を

確
認

し
、

取
り

付
け

る
。

5
1

2
0
1
5
-

0
7
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
8

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

平
成

2
6
年

1
1
月

2
8
日

(金
)、

保
守

管
理

委
託

業
者

に
よ

る
定

期
点

検
を

行
っ

て
い

た
際

、
2
系

統
の

う
ち

1
系

統
の

冷
媒

量
が

な
く
な

っ
て

い
た

た
め

、
調

査
を

開
始

し
た

。
1
2
月

1
日

(月
)に

水
熱

交
換

器
の

伝
熱

管
が

腐
食

し
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

生
じ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

平
成

2
7
年

2
月

1
9
日

(木
)に

修
繕

工
事

の
手

続
き

を
開

始
し

た
後

、
3
月

1
8
日

(水
)に

冷
媒

漏
え

い
に

つ
い

て
、

県
担

当
課

に
相

談
し

、
漏

え
い

事
故

が
発

覚
し

た
。

な
お

、
平

成
2
6
年

9
月

3
0
日

に
冷

房
運

転
を

終
了

し
た

後
か

ら
停

止
中

で
あ

っ
た

。
設

置
後

2
8
年

水
熱

交
換

器
の

伝
熱

管
の

点
検

・
交

換
等

は
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

腐
食

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

5
2

2
0
1
5
-

0
8
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
バ

ル
ブ

シ
ャ

フ
ト

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
8

群 馬 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
バ

ル
ブ

シ
ャ

フ
ト

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

停
止

中
の

冷
凍

機
の

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
が

作
動

し
た

。
圧

縮
機

の
冷

媒
出

入
口

弁
を

全
閉

と
し

、
電

源
を

落
と

し
た

。
翌

日
、

冷
媒

配
管

の
バ

ル
ブ

シ
ャ

フ
ト

部
分

か
ら

の
漏

え
い

と
判

明
し

た
。

バ
ル

ブ
シ

ャ
フ

ト
パ

ッ
キ

ン
締

め
付

け
ナ

ッ
ト

の
増

し
締

め
を

実
施

し
、

漏
え

い
は

完
全

に
停

止
し

た
。

原
因

は
、

消
耗

品
の

定
期

的
な

交
換

を
怠

っ
て

い
た

た
め

、
冷

媒
配

管
バ

ル
ブ

シ
ャ

フ
ト

パ
ッ

キ
ン

の
経

年
劣

化
が

進
み

、
漏

え
い

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
消

耗
部

品
の

交
換

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

見
直

す
。

5
3

2
0
1
5
-

1
1
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
8

新 潟 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
Ａ

Ｃ
漏

洩
機

械
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

故
障

の
ア

ラ
ー

ム
が

発
報

し
た

た
め

、
運

転
を

停
止

し
た

。
点

検
を

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
と

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
の

間
の

配
管

に
き

裂
が

あ
り

、
そ

こ
か

ら
冷

媒
ガ

ス
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
1
0
A

)が
漏

え
い

し
た

こ
と

が
分

か
っ

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
と

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
を

固
定

す
る

金
属

製
の

バ
ン

ド
が

疲
労

破
壊

に
よ

り
脱

落
し

、
そ

の
影

響
で

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
に

振
動

が
加

わ
り

、
圧

縮
機

と
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

の
間

の
配

管
に

き
裂

が
生

じ
、

冷
媒

ガ
ス

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
1
0
A

)が
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
2
0
1
3
年

に
同

様
の

事
例

が
あ

っ
た

た
め

、
圧

縮
機

の
運

転
周

波
数

の
調

整
を

行
っ

て
対

策
を

し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

調
整

が
不

十
分

で
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
再

度
共

振
周

波
数

を
測

定
し

、
該

当
す

る
周

波
数

が
発

生
し

な
い

よ
う

に
圧

縮
機

の
調

整
を

行
う

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

5
4

2
0
1
5
-

1
2
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
力

計
継

手
部

か
ら

硫
化

水
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
8

兵 庫 県
0

0
0

0

炭
酸

ガ
ス

、
硫

化
水

素

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

継
手

、
反

応
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
無

2
月

1
8
日

、
試

験
前

に
7
M

P
aで

窒
素

ガ
ス

に
て

気
密

試
験

を
行

い
、

高
圧

硫
化

水
素

雰
囲

気
5
.8

M
P

aで
腐

食
試

験
を

開
始

し
た

(運
転

温
度

2
3
2
℃

、
圧

力
5
.8

M
P

a、
容

器
容

量
1
0
リ

ッ
ト

ル
)。

3
月

1
8
日

1
7
時

に
日

常
点

検
(運

転
期

間
中

は
1
日

3
回

実
施

)に
て

通
常

稼
動

を
確

認
し

た
。

2
0
時

4
5
分

に
、

連
続

運
転

(6
7
0
時

間
経

過
)の

硫
化

水
素

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
か

ら
硫

化
水

素
が

漏
え

い
し

、
警

報
器

(設
定

5
pp

m
)が

発
報

し
、

設
備

は
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

で
自

動
停

止
し

た
。

2
0
時

5
0
分

に
、

警
備

室
か

ら
担

当
者

に
連

絡
し

、
2
2
時

に
担

当
者

は
制

御
室

内
の

ガ
ス

漏
え

い
検

知
計

装
装

置
警

報
盤

に
て

室
内

濃
度

が
7
pp

m
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

2
2
時

3
0
分

に
は

濃
度

が
3
pp

m
に

低
下

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

翌
日

7
時

3
0
分

に
携

帯
検

知
器

で
濃

度
が

0
pp

m
に

な
っ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
設

備
を

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

圧
力

計
継

手
部

よ
り

ガ
ス

漏
え

い
の

形
跡

の
あ

る
箇

所
を

発
見

し
た

。
な

お
、

漏
え

い
ガ

ス
は

試
験

室
の

排
気

装
置

(試
験

中
は

常
時

稼
動

)に
よ

り
、

希
釈

放
出

し
て

い
た

。
今

後
は

、
①

試
験

毎
に

パ
ッ

キ
ン

を
新

し
い

も
の

に
取

り
替

え
る

。
②

継
手

部
の

締
め

付
け

を
ト

ル
ク

レ
ン

チ
に

よ
り

締
め

付
け

管
理

を
実

施
す

る
。

③
他

設
備

へ
水

平
展

開
す

る
。

5
5

2
0
1
5
-

0
8
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
1
8

広 島 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
石

油
化

学

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

3
月

6
日

(発
生

時
分

不
明

)か
ら

チ
ラ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
R

-
2
8
0
1
A

の
低

圧
側

圧
力

が
一

時
的

に
低

下
し

た
が

通
常

圧
力

範
囲

内
に

回
復

し
た

。
そ

の
後

も
同

様
の

現
象

を
繰

り
返

し
た

た
め

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
漏

れ
検

出
器

に
よ

る
点

検
を

行
っ

た
が

、
異

常
は

な
か

っ
た

。
(3

月
1
3
日

に
状

況
報

告
。

)。
3
月

1
6
日

に
当

該
機

器
を

停
止

し
、

3
月

1
8
日

1
7
時

に
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
残

量
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

本
来

2
7
kg

あ
る

べ
き

と
こ

ろ
残

量
が

1
0
.4

kg
で

あ
り

、
1
6
.6

kg
の

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

漏
れ

が
判

明
し

た
。

当
該

機
器

(R
-
2
8
0
1
A

)は
平

成
3
年

に
設

置
さ

れ
、

2
0
年

以
上

経
過

し
て

い
る

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
り

蒸
発

器
内

部
水

冷
却

管
(一

体
型

)か
ら

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
が

冷
水

側
に

内
漏

れ
を

起
こ

し
、

少
量

ず
つ

(推
定

漏
え

い
量

:1
.0

g/
分

)
大

気
放

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

圧
力

管
理

方
法

を
強

化
す

る
(下

限
値

変
更

、
圧

力
降

下
時

の
漏

れ
検

知
)。

5
6

2
0
1
5
-

0
8
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

レ
ギ

ュ
レ

ー
タ

ー
か

ら
の

エ
チ

レ
ン

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
9

東 京 都
0

0
0

0
エ

チ
レ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

調
整

器

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞
無

重
合

試
験

に
先

立
ち

、
作

業
者

A
が

5
0
L
重

合
缶

内
に

エ
チ

レ
ン

ガ
ス

を
置

換
充

て
ん

す
る

作
業

を
実

施
し

て
い

た
際

、
原

料
容

器
の

容
器

置
場

に
設

置
さ

れ
て

い
る

エ
チ

レ
ン

セ
ン

サ
ー

の
警

報
が

発
報

し
た

。
ア

ラ
ー

ム
が

鳴
動

す
る

と
同

時
に

監
視

室
等

に
い

た
別

の
作

業
員

2
名

も
気

づ
き

、
3
名

で
事

故
措

置
お

よ
び

本
館

事
務

室
へ

連
絡

し
た

。
作

業
者

A
が

容
器

置
場

で
状

況
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
液

化
エ

チ
レ

ン
容

器
に

直
結

し
て

い
る

レ
ギ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

2
次

側
か

ら
ガ

ス
が

噴
出

(噴
出

部
が

冷
却

さ
れ

白
く
降

霜
)し

て
い

た
の

を
確

認
し

、
直

ち
に

元
バ

ル
ブ

を
閉

め
措

置
し

た
。

重
合

実
験

の
準

備
段

階
で

、
重

合
装

置
を

エ
チ

レ
ン

に
置

換
す

る
た

め
、

エ
チ

レ
ン

を
ほ

ぼ
最

大
流

速
で

流
し

て
い

る
最

中
に

レ
ギ

ュ
レ

ー
タ

ー
か

ら
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
エ

チ
レ

ン
の

最
大

流
量

下
で

の
ガ

ス
の

断
熱

膨
張

で
レ

ギ
ュ

レ
ー

タ
ー

が
冷

却
さ

れ
、

内
部

の
パ

ッ
キ

ン
の

柔
軟

性
が

失
わ

れ
、

す
き

間
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
担

当
者

が
変

更
し

た
こ

と
に

よ
り

、
以

前
よ

り
流

量
が

増
加

し
た

こ
と

も
要

因
と

考
え

ら
れ

る
。

事
故

後
の

調
査

で
、

以
前

の
担

当
者

が
同

作
業

を
約

1
2
分

4
0
秒

で
行

っ
て

い
た

も
の

を
、

今
回

は
約

6
分

3
0
秒

と
短

く
し

た
こ

と
が

分
か

っ
た

。
今

後
は

、
当

面
の

対
策

と
し

て
、

①
重

合
試

験
準

備
の

エ
チ

レ
ン

の
ガ

ス
流

量
を

8
0
L
/
分

か
ら

3
0
L
/
分

に
設

定
す

る
。

②
レ

ギ
ュ

レ
－

タ
ー

部
の

適
切

な
保

温
対

策
を

検
討

す
る

。
③

低
温

仕
様

の
レ

ギ
ュ

レ
ー

タ
ー

ま
た

は
パ

ッ
キ

ン
を

調
査

す
る

。
④

容
器

と
レ

ギ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
直

結
せ

ず
、

間
に

配
管

を
入

れ
て

ガ
ス

温
度

を
下

げ
な

い
工

夫
が

可
能

か
を

検
討

す
る

。

5
7

2
0
1
5
-

0
7
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
力

計
の

接
続

部
か

ら
の

L
N

G
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
0

沖 縄 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

配
管

、
継

手
、

弁

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
設

計
不

良
＞

無

3
月

1
2
日

(木
)、

ガ
ス

供
給

設
備

の
配

管
を

保
冷

す
る

た
め

、
L
N

G
の

循
環

を
開

始
し

た
。

3
月

2
0
日

(金
)2

3
時

0
2
分

に
ガ

ス
検

知
器

が
発

報
し

、
現

場
調

査
に

よ
り

、
現

場
圧

力
計

の
接

続
部

か
ら

L
N

G
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
2
3
時

4
9

分
に

、
漏

え
い

箇
所

上
流

の
L
N

G
供

給
元

弁
を

閉
止

し
、

L
N

G
漏

え
い

が
停

止
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
接

続
部

に
使

用
さ

れ
て

い
た

テ
フ

ロ
ン

パ
ッ

キ
ン

が
ク

リ
ー

プ
現

象
に

よ
り

変
形

し
、

シ
ー

ル
部

の
応

力
が

緩
和

さ
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
接

続
部

に
緩

み
が

生
じ

た
た

め
漏

え
い

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

接
続

部
の

締
め

付
け

不
足

も
緩

み
の

原
因

の
1
つ

と
考

え
ら

れ
る

。

5
8

2
0
1
5
-

0
8
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
電

磁
弁

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
2
0

東 京 都
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

通
常

運
転

中
に

ア
ン

モ
ニ

ア
の

漏
え

い
検

知
器

が
発

報
し

、
除

害
装

置
が

作
動

し
た

。
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

オ
イ

ル
戻

し
電

磁
弁

本
体

か
ら

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

。
取

り
外

し
た

電
磁

弁
の

メ
ー

カ
ー

調
査

に
よ

り
、

電
磁

弁
溶

接
部

に
破

断
が

生
じ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
電

磁
弁

可
動

部
に

高
頻

度
で

作
動

し
て

い
た

痕
跡

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

作
動

時
の

チ
ャ

タ
リ

ン
グ

や
横

揺
れ

等
の

振
動

も
加

わ
り

、
溶

接
部

が
金

属
疲

労
を

起
こ

し
て

い
た

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

5
9

2
0
1
5
-

0
8
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
3

長 崎 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

漁
業

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

製
氷

用
冷

凍
機

の
不

良
に

よ
り

、
状

況
確

認
後

、
冷

媒
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
の

不
足

異
常

と
判

断
し

た
。

調
査

お
よ

び
復

旧
を

業
者

に
依

頼
し

た
が

、
そ

の
時

点
で

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

全
量

の
放

出
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
製

氷
用

ブ
ラ

イ
ン

塩
化

カ
ル

シ
ウ

ム
溶

液
の

冷
却

器
結

露
水

が
、

水
冷

凝
縮

器
の

外
部

に
滴

下
し

外
部

腐
食

が
進

行
し

、
水

冷
凝

縮
器

の
液

出
口

配
管

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

、
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
腐

食
箇

所
の

調
査

の
実

施
お

よ
び

日
常

点
検

を
徹

底
す

る
。

6
0

2
0
1
5
-

0
8
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
2
3

広 島 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

継
手

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

無

当
該

ブ
ラ

イ
ン

冷
凍

機
は

、
酢

酸
綿

製
造

工
程

に
お

け
る

除
熱

に
使

用
す

る
塩

化
カ

ル
シ

ウ
ム

ブ
ラ

イ
ン

を
冷

却
す

る
装

置
で

、
安

定
に

運
転

を
継

続
し

て
い

た
。

事
故

発
生

時
、

集
中

操
作

室
に

お
い

て
「
軽

故
障

ア
ラ

ー
ム

」
が

発
報

し
た

た
め

、
現

場
に

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
圧

縮
機

が
停

止
し

て
お

り
、

膨
張

弁
出

口
か

ら
圧

縮
機

を
繋

ぐ
銅

管
ラ

イ
ン

周
辺

よ
り

冷
媒

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
当

該
ブ

ラ
イ

ン
冷

凍
機

を
停

止
し

、
安

全
環

境
部

に
連

絡
し

、
そ

の
後

、
消

防
機

関
へ

通
報

し
た

。
漏

え
い

し
た

冷
媒

量
は

2
7
9
kg

と
推

定
さ

れ
る

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

6
1

2
0
1
5
-

0
7
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

容
器

交
換

作
業

中
の

三
フ

ッ
化

ホ
ウ

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
4

福 岡 県
0

0
0

0
三

フ
ッ

化
ホ

ウ
素

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

継
手

、
プ

ラ
グ

ユ
ニ

オ
ン

＜
そ

の
他

＞
（
容

器
交

換
準

備
中

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

職
員

が
4
年

間
使

用
し

た
B

F
3
容

器
の

交
換

を
行

う
際

、
窒

素
パ

ー
ジ

用
ラ

イ
ン

(B
F
3
配

管
か

ら
バ

ル
ブ

を
経

て
分

岐
し

、
プ

ラ
グ

ユ
ニ

オ
ン

で
閉

止
し

て
い

る
構

造
)を

閉
止

し
て

い
る

プ
ラ

グ
ユ

ニ
オ

ン
を

緩
め

た
際

に
、

漏
え

い
し

た
。

容
器

交
換

の
際

の
真

空
引

き
に

つ
い

て
、

窒
素

パ
ー

ジ
用

ラ
イ

ン
は

バ
ル

ブ
が

常
時

閉
鎖

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

4
年

前
に

窒
素

パ
ー

ジ
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

真
空

引
き

は
必

要
な

い
と

判
断

し
、

メ
イ

ン
配

管
の

み
に

し
か

行
わ

な
か

っ
た

。
そ

の
状

態
で

容
器

の
交

換
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
白

煙
が

生
じ

、
漏

え
い

し
た

こ
と

が
分

か
っ

た
。

た
だ

ち
に

シ
リ

ン
ダ

ー
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
を

閉
め

退
避

し
た

。
3
0
分

後
に

作
業

所
内

に
残

留
し

て
い

な
い

の
を

確
認

し
、

器
材

の
除

染
作

業
を

行
っ

た
。

ま
た

、
作

業
者

に
特

に
中

毒
症

状
は

な
か

っ
た

。
窒

素
パ

ー
ジ

用
配

管
内

に
加

圧
状

態
で

B
F
3
が

存
在

し
て

い
た

た
め

、
容

器
交

換
準

備
作

業
中

に
B

F
3

が
噴

出
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

B
F
3
配

管
と

窒
素

パ
ー

ジ
用

の
配

管
を

分
け

る
バ

ル
ブ

を
開

操
作

を
行

っ
た

可
能

性
、

ま
た

は
同

バ
ル

ブ
か

ら
の

ご
く
少

量
の

リ
ー

ク
が

4
年

間
蓄

積
し

た
可

能
性

が
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

容
器

交
換

手
順

書
お

よ
び

業
者

と
大

学
側

の
ダ

ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

を
義

務
づ

け
た

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

。
②

高
圧

ガ
ス

が
関

連
す

る
事

象
に

つ
い

て
は

、
被

害
が

軽
微

で
あ

っ
て

も
連

絡
を

す
る

こ
と

と
す

る
。

6
2

2
0
1
5
-

1
5
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

耐
圧

試
験

中
の

ア
ル

ゴ
ン

C
E
の

配
管

と
継

手
溶

接
部

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
4

愛 知 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

変
更

許
可

を
受

け
、

ア
ル

ゴ
ン

C
E
(2

基
)に

お
け

る
圧

力
計

お
よ

び
弁

の
増

設
並

び
に

液
面

計
の

取
り

替
え

工
事

を
行

っ
た

。
施

工
後

、
圧

力
試

験
と

し
て

耐
圧

試
験

を
不

活
性

ガ
ス

に
て

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

施
工

部
分

に
接

続
す

る
既

設
配

管
と

継
手

と
の

溶
接

部
よ

り
、

微
量

の
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

今
回

漏
え

い
が

発
生

し
た

継
手

箇
所

は
、

設
備

の
設

置
、

配
管

等
の

施
工

か
ら

4
0
年

以
上

経
過

し
て

い
る

。
原

因
は

、
長

期
に

わ
た

り
超

低
温

か
ら

常
温

ま
で

の
激

し
い

温
度

変
化

を
繰

り
返

し
た

た
め

、
徐

々
に

溶
接

箇
所

が
温

度
変

化
に

伴
う

疲
労

を
起

こ
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

6
3

2
0
1
5
-

1
6
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
銅

管
修

正
中

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
5

東 京 都
0

0
1

1

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

配
管

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
試

運
転

中
）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

ス
ク

リ
ュ

ー
式

冷
凍

機
制

水
弁

不
良

の
た

め
、

配
管

の
改

修
工

事
を

行
い

、
工

事
完

了
後

、
制

水
弁

用
の

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

チ
ュ

ー
ブ

を
修

正
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
ク

ラ
ッ

ク
が

入
り

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
瞬

間
的

に
ガ

ス
の

漏
え

い
を

止
め

よ
う

と
し

て
、

手
袋

を
し

な
い

ま
ま

漏
え

い
部

を
閉

止
し

よ
う

と
し

て
負

傷
し

て
し

ま
っ

た
。

キ
ャ

ピ
ラ

リ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
虫

バ
ル

ブ
が

未
挿

入
だ

っ
た

た
め

、
ク

ラ
ッ

ク
に

よ
る

ガ
ス

漏
え

い
が

防
げ

な
か

っ
た

。
ガ

ス
漏

え
い

量
は

約
5
kg

で
あ

る
。

今
後

は
、

配
管

の
途

中
に

主
導

バ
ル

ブ
を

設
け

、
制

水
弁

故
障

時
に

確
実

に
閉

止
確

認
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
制

水
弁

上
部

に
「
高

圧
ガ

ス
配

管
」
と

テ
プ

ラ
等

の
表

示
を

行
う

。

6
4

2
0
1
5
-

0
8
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
7

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
そ

の
他

＞
無

3
月

2
7
日

1
4
時

3
0
分

よ
り

、
空

調
機

P
A

C
-
7
(8

号
機

)を
暖

房
運

転
か

ら
冷

房
運

転
に

切
り

替
え

る
作

業
を

開
始

し
、

1
5
時

0
5

分
に

圧
縮

機
N

o
.1

に
よ

り
冷

房
運

転
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
起

動
と

同
時

に
同

圧
縮

機
が

低
圧

カ
ッ

ト
に

よ
り

異
常

停
止

し
た

。
3

月
3
0
日

に
、

保
守

会
社

が
蒸

発
器

二
次

側
冷

媒
管

よ
り

冷
媒

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

設
備

の
設

置
場

所
は

地
下

1
階

で
あ

る
が

、
空

調
の

対
象

と
し

て
い

る
フ

ロ
ア

が
1
階

で
あ

る
た

め
、

外
気

温
の

影
響

で
圧

縮
機

の
発

停
頻

度
が

高
か

っ
た

。
原

因
は

、
蒸

発
器

出
口

配
管

の
ヘ

ッ
ダ

ー
溶

接
部

の
繰

り
返

し
応

力
が

設
計

よ
り

多
く
な

り
、

溶
接

部
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

開
口

し
て

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

6
5

2
0
1
5
-

0
8
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

配
管

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
7

愛 知 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

自
動

車

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無
C

E
下

部
に

異
常

な
霜

付
き

を
発

見
し

た
。

霜
を

除
去

し
た

後
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
液

体
窒

素
漏

れ
が

発
覚

し
た

。
直

ち
に

送
液

弁
M

4
、

M
9
を

閉
止

し
た

。
原

因
は

、
送

液
弁

の
送

気
、

停
気

の
繰

り
返

し
に

よ
り

、
熱

収
縮

に
伴

う
応

力
が

加
わ

り
、

溶
接

部
に

疲
労

に
よ

る
き

裂
が

生
じ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

6
6

2
0
1
5
-

1
2
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
3
/
2
7

新 潟 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
電

気

継
手

、
冷

凍
設

備
、

圧
縮

機

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

巡
視

点
検

で
停

止
中

の
N

o
.1

1
ユ

ニ
ッ

ト
の

冷
媒

圧
力

が
他

の
同

一
型

式
ユ

ニ
ッ

ト
の

圧
力

と
比

較
し

て
や

や
低

い
状

態
で

あ
っ

た
た

め
、

メ
ー

カ
ー

に
確

認
を

依
頼

し
た

。
メ

ー
カ

ー
が

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
の

端
子

タ
ー

ミ
ナ

ル
接

合
部

、
モ

ー
タ

ー
カ

バ
ー

接
合

部
、

本
体

カ
バ

ー
接

合
部

か
ら

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
本

体
カ

バ
ー

と
モ

ー
タ

ー
カ

バ
ー

の
接

合
部

は
増

し
締

め
で

漏
え

い
は

停
止

し
、

端
子

タ
ー

ミ
ナ

ル
接

合
部

は
パ

ッ
キ

ン
の

交
換

に
よ

り
対

応
し

た
。

原
因

は
、

パ
ッ

キ
ン

の
劣

化
と

締
結

管
理

不
良

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

同
一

型
式

の
他

の
設

備
に

つ
い

て
、

同
様

部
分

の
点

検
・
交

換
を

実
施

す
る

。

6
7

2
0
1
5
-

0
7
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
3
0

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

3
月

3
0
日

(月
)に

行
っ

た
自

主
点

検
時

に
1
系

統
の

圧
力

指
示

値
が

低
下

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

同
日

午
後

に
詳

細
点

検
を

実
施

し
た

結
果

、
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

あ
る

の
を

確
認

し
た

。
な

お
、

3
月

2
0
日

(金
)に

運
転

停
止

す
る

ま
で

の
日

常
点

検
お

よ
び

停
止

後
3
月

2
7
日

(金
)ま

で
の

自
主

点
検

時
に

異
常

は
な

か
っ

た
。

配
管

の
曲

が
り

部
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

生
じ

て
お

り
、

外
面

に
腐

食
等

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

内
面

か
ら

経
年

的
に

腐
食

し
開

口
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

6
8

2
0
1
5
-

0
9
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
3

福 岡 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

3
月

1
0
日

付
で

完
成

検
査

証
を

受
領

し
、

3
月

2
1
日

よ
り

運
転

を
開

始
し

た
。

4
月

3
日

1
2
時

2
0
分

頃
、

運
転

中
の

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
機

の
ケ

ー
シ

ン
グ

内
ガ

ス
漏

え
い

検
知

器
が

1
5
0
pp

m
を

検
出

し
、

冷
凍

機
異

常
停

止
お

よ
び

除
害

散
水

を
開

始
し

た
。

過
去

の
経

緯
よ

り
、

シ
ャ

フ
ト

シ
ー

ル
漏

え
い

と
判

断
し

、
圧

縮
機

吸
入

吐
出

弁
お

よ
び

油
フ

ィ
ル

タ
ー

入
口

弁
を

閉
じ

て
縁

切
り

を
行

っ
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

6
9

2
0
1
5
-

1
2
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
3

山 口 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

フ
レ

キ
シ

ブ
ル チ

ュ
ー

ブ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

容
器

検
査

期
限

切
れ

ア
ン

モ
ニ

ア
充

て
ん

容
器

の
残

ガ
ス

を
抜

き
出

す
た

め
に

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
後

、
気

密
確

認
を

行
う

た
め

に
容

器
付

属
弁

を
徐

開
し

た
と

こ
ろ

、
ア

ン
モ

ニ
ア

臭
を

感
知

し
た

。
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
微

量
の

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
の

漏
え

い
が

認
め

ら
れ

た
た

め
、

当
該

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

を
使

用
禁

止
と

し
、

別
系

統
を

使
用

す
る

こ
と

と
し

た
。

気
密

試
験

の
結

果
、

ブ
レ

ー
ド

押
さ

え
と

ブ
レ

ー
ド

の
間

隙
か

ら
の

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

、
外

圧
に

よ
る

気
密

試
験

お
よ

び
内

部
目

視
検

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
チ

ュ
ー

ブ
に

極
め

て
小

さ
い

穿
孔

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
着

脱
の

繰
り

返
し

と
未

使
用

時
の

保
管

に
お

い
て

、
ブ

レ
ー

ド
押

さ
え

近
傍

が
曲

が
っ

た
状

態
で

あ
っ

た
た

め
に

、
曲

げ
応

力
の

集
中

が
破

損
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
使

用
年

数
は

5
年

9
ヶ

月
で

あ
る

(平
成

2
1
年

7
月

交
換

)。
定

期
自

主
検

査
で

目
視

検
査

お
よ

び
1
年

に
1
回

の
耐

圧
試

験
を

実
施

し
て

い
る

。
今

後
は

、
高

圧
ガ

ス
充

て
ん

施
設

内
の

容
器

接
続

に
係

る
、

ア
ン

モ
ニ

ア
・
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
の

交
換

周
期

を
3
年

と
定

め
、

定
期

的
な

取
り

替
え

を
行

う
。

7
0

2
0
1
5
-

2
7
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
3

三 重 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
Ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
商

社
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無
日

常
点

検
を

行
っ

た
際

、
冷

凍
機

か
ら

油
漏

れ
が

生
じ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

即
、

冷
凍

機
を

停
止

さ
せ

、
修

理
業

者
に

見
に

来
て

も
ら

い
、

補
修

に
至

っ
た

。
原

因
は

、
冷

媒
管

の
溶

接
部

分
の

疲
労

に
よ

る
漏

え
い

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

7
1

2
0
1
5
-

0
9
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

圧
縮

機
の

圧
力

計
行

き
配

管
か

ら
の

窒
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
5

千 葉 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

石
油

精
製

配
管

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

他
装

置
へ

の
窒

素
供

給
(装

置
停

止
後

の
パ

ー
ジ

用
)を

行
う

た
め

に
圧

縮
機

を
稼

動
し

て
い

た
。

そ
の

パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
圧

縮
機

3
段

吐
出

の
圧

力
計

行
き

配
管

よ
り

漏
え

い
を

確
認

し
た

た
め

、
圧

縮
機

を
停

止
し

た
。

8
φ

と
1
/
2
B

の
管

を
接

続
し

て
い

る
接

合
部

近
傍

で
、

8
φ

の
配

管
に

割
れ

が
認

め
ら

れ
た

。
当

該
配

管
は

、
圧

縮
機

の
振

動
を

受
け

る
環

境
で

あ
り

、
応

力
の

集
中

す
る

部
位

(溶
接

端
部

)の
近

傍
で

割
れ

が
認

め
ら

れ
た

。
ま

た
、

破
面

の
観

察
に

よ
り

、
疲

労
に

よ
る

割
れ

の
特

徴
で

あ
る

ス
ト

ラ
イ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
長

期
に

わ
た

り
振

動
を

受
け

、
疲

労
に

よ
り

割
れ

が
発

生
・
進

展
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

所
内

の
圧

縮
機

に
つ

い
て

水
平

展
開

調
査

(振
動

測
定

)を
実

施
す

る
。

7
2

2
0
1
5
-

0
9
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
5

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

4
月

4
日

(土
)運

転
管

理
担

当
者

が
、

4
0
4
A

室
冷

蔵
庫

の
温

度
が

設
定

値
(2

℃
)に

到
達

す
る

ま
で

通
常

よ
り

時
間

が
か

か
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

温
度

制
御

を
注

視
し

て
い

た
が

状
況

が
改

善
し

な
い

た
め

、
4
月

5
日

(日
)朝

よ
り

通
常

時
運

転
管

理
に

加
え

て
漏

え
い

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
2
0
時

3
0
分

頃
、

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

れ
を

確
認

し
た

。
当

該
機

の
弁

を
閉

止
し

、
2
0
時

4
0
分

頃
、

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
4
基

設
置

さ
れ

て
い

る
ク

ー
ラ

ー
を

2
台

ず
つ

交
互

運
転

し
て

い
た

が
、

漏
え

い
部

を
含

む
2
台

を
運

転
停

止
と

し
た

(2
1
時

頃
)。

漏
え

い
し

た
配

管
は

、
塗

装
が

剥
げ

、
さ

び
付

き
が

著
し

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

水
分

等
の

影
響

に
よ

り
外

面
か

ら
腐

食
穿

孔
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
設

置
時

よ
り

当
該

部
に

つ
い

て
は

検
査

を
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

漏
れ

点
検

を
週

に
一

度
実

施
す

る
。

7
3

2
0
1
5
-

0
9
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
バ

ル
ブ

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
6

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

冷
凍

設
備

、
バ

ル
ブ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

3
月

上
旬

頃
よ

り
、

凝
縮

受
液

器
の

液
面

計
指

示
値

の
低

下
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

3
月

下
旬

に
急

低
下

し
た

。
4
月

5
日

(日
)

の
定

時
パ

ト
ロ

ー
ル

時
に

冷
媒

凝
縮

受
液

器
の

液
面

計
の

指
示

値
が

0
c
m

と
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
4
月

6
日

(月
)9

時
頃

、
工

務
担

当
者

が
状

況
を

確
認

し
、

1
5
時

頃
に

検
知

器
で

漏
れ

箇
所

を
特

定
し

た
。

1
6
時

5
5
分

か
ら

当
該

冷
凍

機
の

停
止

作
業

を
開

始
し

、
1
9
時

1
0
分

に
停

止
し

た
。

ま
た

、
漏

え
い

し
て

い
る

弁
の

縁
切

り
を

し
、

漏
え

い
が

停
止

し
た

。
バ

ル
ブ

の
分

解
点

検
の

結
果

、
原

因
は

、
開

閉
操

作
に

よ
る

グ
ラ

ン
ド

部
O

リ
ン

グ
の

摩
耗

、
シ

ー
ル

部
す

き
間

の
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
ス

ピ
ン

ド
ル

に
摩

耗
、

き
ず

、
減

肉
が

確
認

さ
れ

た
。

な
お

、
バ

ル
ブ

の
分

解
整

備
は

行
っ

て
い

な
か

っ
た

。

7
4

2
0
1
5
-

1
2
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
8

北 海 道
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

4
月

7
日

、
保

守
契

約
業

者
に

よ
る

定
期

保
守

点
検

に
て

運
転

デ
ー

タ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

ガ
ス

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
)不

足
を

確
認

し
、

ガ
ス

漏
れ

検
査

を
行

っ
た

が
、

漏
れ

箇
所

の
特

定
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

4
月

8
日

に
再

度
ガ

ス
漏

れ
検

査
を

実
施

し
、

室
外

コ
ン

デ
ン

サ
下

部
配

管
よ

り
ガ

ス
漏

れ
を

確
認

し
、

操
作

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

。
4
月

9
日

に
ガ

ス
漏

れ
箇

所
を

ろ
う

付
け

溶
接

に
て

ピ
ン

チ
を

実
施

し
た

。
気

密
検

査
後

、
冷

媒
ガ

ス
1
5
2
kg

を
充

て
ん

し
、

翌
日

2
0
0
kg

を
充

て
ん

し
、

正
常

運
転

と
な

っ
た

。
な

お
、

当
該

冷
凍

機
は

2
0
1
4
年

1
1
月

2
1
日

よ
り

検
査

当
日

ま
で

冬
期

間
休

止
と

し
て

い
た

。
原

因
は

、
室

外
コ

ン
デ

ン
サ

配
管

の
仕

切
板

貫
通

部
分

が
経

年
的

に
広

が
り

、
冷

媒
配

管
と

の
擦

れ
が

生
じ

て
、

冷
媒

配
管

か
ら

ガ
ス

漏
れ

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
休

止
中

も
定

期
的

に
点

検
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

7
5

2
0
1
5
-

0
9
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

反
応

器
か

ら
の

水
素

漏
え

い
爆

発
2
0
1
5
/
4
/
9

愛 媛 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

爆
発

一
般

化
学

継
手

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
設

計
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

静 電 気

連
続

水
添

樹
脂

製
造

設
備

の
反

応
器

[R
-
1
6
1
B

特
定

設
備

](
樹

脂
の

色
を

黄
色

か
ら

白
色

に
変

え
る

反
応

)で
製

品
を

切
り

替
え

る
た

め
準

備
作

業
と

し
て

、
水

素
を

保
圧

し
た

反
応

器
へ

危
険

物
第

4
類

第
2
石

油
類

パ
ラ

メ
ン

タ
ン

を
張

り
込

む
作

業
の

終
了

間
際

に
、

反
応

器
の

マ
ン

ホ
ー

ル
付

近
か

ら
小

爆
発

が
発

生
し

、
断

熱
材

が
破

損
･焼

損
し

た
。

準
備

作
業

と
し

て
、

反
応

器
[R

-
1
6
1
B

]は
次

製
品

の
製

造
工

程
で

使
用

し
な

い
た

め
、

器
内

の
触

媒
劣

化
防

止
の

た
め

に
触

媒
を

水
素

と
パ

ラ
メ

ン
タ

ン
に

付
け

る
作

業
を

行
っ

て
い

た
。

マ
ン

ホ
ー

ル
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
漏

え
い

し
た

、
水

素
ガ

ス
お

よ
び

パ
ラ

メ
ン

タ
ン

蒸
気

が
断

熱
材

の
上

部
に

滞
留

し
、

水
素

ガ
ス

の
流

動
に

よ
り

静
電

気
が

発
生

し
、

静
電

気
が

着
火

源
と

な
り

、
水

素
ガ

ス
に

ス
パ

ー
ク

し
、

発
災

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
原

因
は

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
締

結
不

足
が

直
接

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。
間

接
要

因
と

し
て

は
、

①
張

り
込

み
時

の
水

素
圧

力
の

設
定

ミ
ス

(通
常

の
1
M

P
aの

1
.5

倍
の

圧
力

で
開

始
し

た
。

)。
②

異
常

圧
力

時
に

お
け

る
警

報
･イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

値
の

設
定

ミ
ス

(常
用

圧
力

を
超

え
る

値
で

設
定

し
て

い
た

。
)。

③
異

常
圧

力
時

に
お

け
る

計
装

室
の

監
視

ミ
ス

(降
圧

操
作

ま
で

8
分

を
要

し
た

。
)が

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

再
発

防
止

対
策

と
し

て
①

マ
ン

ホ
ー

ル
の

締
め

付
け

手
順

、
締

め
付

け
基

準
の

見
直

し
お

よ
び

日
常

点
検

を
実

施
す

る
(作

業
手

順
・
点

検
表

の
見

直
し

)。
②

張
り

込
み

作
業

に
係

る
作

業
基

準
を

見
直

す
(水

素
ガ

ス
は

管
理

値
以

下
の

圧
力

で
、

張
り

込
み

を
開

始
す

る
。

)。
③

警
報

お
よ

び
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

の
作

動
値

を
修

正
す

る
(常

用
圧

力
の

範
囲

内
で

設
定

す
る

。
)。

④
計

装
室

へ
常

時
監

視
者

を
配

置
す

る
基

準
を

作
成

す
る

(異
常

警
報

値
の

重
要

度
を

社
員

に
周

知
す

る
。

)。
⑤

事
故

設
備

の
同

型
反

応
器

に
つ

い
て

、
開

放
点

検
を

実
施

し
、

作
業

基
準

・
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

値
を

見
直

す
。

⑥
通

報
手

順
の

見
直

し
、

連
絡

体
制

の
再

確
認

を
行

う
。

⑦
再

発
防

止
対

策
に

つ
い

て
社

員
教

育
を

実
施

す
る

。
安

全
管

理
の

取
り

組
み

と
し

て
、

①
物

質
、

設
備

、
作

業
の

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

す
る

(リ
ス

ク
情

報
の

収
集

・
調

査
、

社
内

教
育

・
作

業
基

準
類

の
総

点
検

)。
②

安
全

衛
生

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

、
作

業
基

準
を

改
善

す
る

(作
業

基
準

類
の

定
期

見
直

し
、

作
業

の
危

険
性

や
対

策
を

抽
出

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
報

告
活

動
の

推
進

・
周

知
)。

③
教

育
育

成
を

実
施

す
る

(事
故

事
例

等
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

社
員

・
協

力
会

社
へ

教
育

・
訓

練
を

実
施

す
る

。
)。

そ
の

他
の

対
策

と
し

て
、

事
故

等
に

関
す

る
報

道
対

応
に

つ
い

て
、

本
社

で
事

故
発

生
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

(報
道

対
応

)を
策

定
す

る
。

7
6

2
0
1
5
-

0
9
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

気
化

器
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
0

千 葉 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
金

属
加

工
）

気
化

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

4
月

1
0
日

(金
)、

日
常

点
検

時
に

ア
ン

モ
ニ

ア
N

o
.1

気
化

器
の

温
水

補
充

の
た

め
キ

ャ
ッ

プ
を

開
放

し
た

と
こ

ろ
、

ア
ン

モ
ニ

ア
臭

が
し

た
。

N
o
.1

気
化

器
の

使
用

を
中

止
し

、
気

化
器

の
前

後
弁

を
閉

じ
た

。
平

行
し

て
整

備
業

者
に

分
解

点
検

を
実

施
す

る
よ

う
に

依
頼

を
し

た
。

4
月

1
1
日

(土
)に

分
解

点
検

を
実

施
し

た
。

単
体

気
密

に
て

微
量

の
漏

れ
を

確
認

し
、

気
化

器
コ

イ
ル

溶
接

継
手

部
に

欠
陥

(割
れ

)を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

N
H

3
ベ

ー
パ

ー
ラ

イ
ザ

気
化

コ
イ

ル
の

経
年

劣
化

に
よ

る
疲

労
も

し
く

は
応

力
腐

食
(粒

界
腐

食
)ま

た
は

そ
の

複
合

に
よ

る
割

れ
と

推
定

さ
れ

る
が

、
現

在
調

査
中

で
あ

る
。

今
後

は
、

保
安

管
理

体
制

の
見

直
し

を
行

う
。

7
7

2
0
1
5
-

1
0
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

機
の

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
ー

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
ア

ル
ゴ

ン
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
1

岐 阜 県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
Ｂ ２

漏
洩

機
械

圧
縮

機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

4
月

1
0
日

、
規

定
圧

力
に

達
す

る
ま

で
の

運
転

時
間

が
徐

々
に

長
く
な

っ
て

き
た

た
め

、
メ

ー
カ

ー
に

連
絡

を
し

た
。

4
月

1
1

日
、

規
定

圧
力

ま
で

昇
圧

出
来

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

4
月

1
3
日

、
メ

ー
カ

ー
が

圧
縮

機
の

点
検

調
査

を
行

っ
た

。
ア

フ
タ

ー
ク

ー
ラ

ー
チ

ュ
ー

ブ
の

き
裂

か
ら

圧
縮

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
原

因
は

、
パ

イ
プ

が
固

定
さ

れ
て

い
な

い
期

間
は

振
動

が
増

幅
し

、
接

合
部

へ
の

振
動

負
荷

が
増

加
し

た
た

め
、

最
も

脆
弱

な
溶

接
境

界
面

に
き

裂
が

入
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

要
因

と
し

て
、

振
動

制
御

用
管

押
さ

え
の

消
失

し
て

い
た

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。
2
0
1
3
年

7
月

開
放

点
検

時
、

ク
ー

ラ
ー

パ
イ

プ
の

管
押

さ
え

(材
質

:木
材

)が
一

部
消

失
し

て
お

り
、

2
0
1
0
年

度
の

開
放

検
査

以
降

の
腐

食
の

進
行

に
よ

り
消

失
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

こ
の

対
策

と
し

て
結

束
バ

ン
ド

に
て

締
め

付
け

を
実

施
し

た
が

、
2
0
1
5
年

4
月

1
3
日

の
分

解
時

に
は

破
断

し
て

い
た

。
2
0
1
3
年

7
月

開
放

点
検

時
、

結
束

バ
ン

ド
以

外
の

方
法

と
し

て
、

金
属

製
ワ

イ
ヤ

ー
等

で
の

締
め

付
け

も
検

討
し

た
が

、
接

触
に

よ
り

パ
イ

プ
に

摩
耗

、
傷

等
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

っ
た

た
め

、
結

束
バ

ン
ド

を
採

用
し

て
い

た
。

な
お

、
ク

ー
ラ

ー
パ

イ
プ

を
肉

厚
測

定
し

た
と

こ
ろ

、
問

題
は

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
①

パ
イ

プ
押

さ
え

用
木

材
を

1
年

ご
と

の
点

検
時

に
交

換
す

る
。

②
定

期
点

検
時

に
パ

イ
プ

押
さ

え
付

近
の

状
況

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
ク

ー
ラ

ー
パ

イ
プ

の
凹

み
、

変
形

等
の

異
常

の
有

無
を

確
認

す
る

。
③

パ
イ

プ
押

さ
え

取
付

ボ
ル

ト
に

テ
フ

ロ
ン

チ
ュ

ー
ブ

を
か

ぶ
せ

、
パ

イ
プ

と
の

接
触

を
防

ぐ
。

④
上

記
取

付
ボ

ル
ト

に
緩

み
止

め
ナ

ッ
ト

を
使

用
す

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

7
8

2
0
1
5
-

1
0
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

熱
交

換
器

の
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
混

合
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
1

岡 山 県
0

0
0

0

プ
ロ

ピ
レ

ン
、

ア
リ

ル
ク

ロ
ラ

イ
ド

、
塩

酸

Ｃ
漏

洩
火

災
石

油
化

学

フ
ラ

ン
ジ

、
熱

交
換

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

高 温 物 体

事
故

当
時

、
エ

ピ
ク

ロ
ル

ヒ
ド

リ
ン

製
造

施
設

ア
リ

ル
ク

ロ
ラ

イ
ド

反
応

ガ
ス

熱
交

換
器

(反
応

ガ
ス

1
段

ク
ー

ラ
ー

)は
、

定
期

修
理

後
に

運
転

を
開

始
し

、
昇

温
が

完
了

し
て

安
定

運
転

で
あ

っ
た

(運
転

温
度

:4
5
0
(S

)/
2
6
0
(T

)℃
、

圧
力

:0
.0

6
(S

)/
０

.1
7
(T

)M
P

a、
通

油
量

:1
0
,7

0
0
kl

/
時

)。
1
7
時

1
0
分

、
巡

回
中

に
当

該
熱

交
換

器
の

上
部

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
火

炎
と

煙
の

発
生

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
運

転
管

理
室

に
連

絡
し

て
プ

ラ
ン

ト
停

止
操

作
を

指
示

す
る

と
と

も
に

、
1
7
時

1
2
分

に
1
1
9
番

通
報

を
行

っ
た

。
1
7
時

2
1
分

に
公

設
消

防
が

到
着

し
、

現
地

本
部

設
置

、
放

水
準

備
中

の
1
7
時

3
0
分

に
消

炎
を

確
認

し
た

。
そ

の
際

、
反

応
温

度
は

4
5
0
℃

か
ら

2
0
7
℃

に
低

下
し

て
い

た
。

原
因

は
、

立
ち

上
げ

時
に

実
施

す
る

当
該

熱
交

換
器

の
ホ

ッ
ト

ボ
ル

テ
ィ

ン
グ

時
の

締
め

付
け

不
足

(施
工

不
良

)の
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
本

来
す

べ
き

で
あ

っ
た

増
し

締
め

後
の

ガ
ス

漏
れ

の
有

無
に

つ
い

て
、

可
燃

性
ガ

ス
検

知
計

に
よ

る
確

認
を

未
実

施
(確

認
不

足
)だ

っ
た

た
め

と
考

え
ら

え
る

。
今

後
は

、
①

作
業

方
法

を
見

直
す

。
②

窒
素

ガ
ス

シ
ー

ル
と

可
燃

性
ガ

ス
検

知
計

に
よ

る
連

続
監

視
を

行
う

。
③

類
似

機
器

へ
水

平
展

開
す

る
。

④
マ

ニ
ュ

ア
ル

(防
災

体
制

)の
見

直
し

、
教

育
を

行
う

。

7
9

2
0
1
5
-

1
0
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

液
化

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
4
/
1
3

大 阪 府
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

鉄
工

所
破

裂
板

＜
貯

蔵
中

＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

容
器

(L
G

C
容

器
)の

破
裂

板
が

変
形

と
腐

食
に

よ
り

強
度

が
低

下
し

て
破

裂
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

当
該

破
裂

板
は

、
過

去
に

作
動

圧
力

下
限

値
以

上
の

圧
力

が
負

荷
さ

れ
た

が
、

そ
の

時
に

は
作

動
せ

ず
、

そ
の

後
に

腐
食

の
影

響
で

作
動

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
理

由
と

し
て

次
の

2
点

を
挙

げ
て

い
る

。
①

当
該

破
裂

板
の

破
面

を
観

察
し

た
と

こ
ろ

、
圧

力
上

昇
で

正
常

に
作

動
し

た
場

合
は

滑
ら

か
な

延
性

破
面

に
な

る
が

、
当

該
破

裂
板

は
脆

性
破

面
の

様
相

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
破

裂
板

が
破

裂
し

た
の

は
圧

力
の

負
荷

に
よ

る
も

の
で

は
な

く
、

腐
食

に
よ

る
も

の
で

あ
る

。
②

同
一

ロ
ッ

ト
品

を
作

動
下

限
値

(4
.0

M
P

a)
で

加
圧

し
て

変
形

さ
せ

た
時

の
形

状
と

、
当

該
破

裂
板

の
形

状
を

比
較

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

破
裂

板
の

方
が

よ
り

大
き

く
変

形
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

事
故

に
至

る
前

に
作

動
下

限
値

以
上

の
圧

力
の

負
荷

を
受

け
た

可
能

性
が

高
い

。
当

該
破

裂
板

が
設

置
さ

れ
て

い
た

L
G

C
容

器
本

体
と

他
の

附
属

品
に

つ
い

て
、

事
故

発
生

後
に

検
査

会
社

に
お

い
て

容
器

検
査

に
準

じ
た

試
験

を
行

っ
た

が
、

異
常

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

8
0

2
0
1
5
-

1
0
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

送
ガ

ス
蒸

発
器

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
4

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

液
化

窒
素

C
E
設

備
に

ロ
ー

リ
ー

か
ら

液
化

窒
素

を
受

け
入

れ
た

際
に

、
ロ

ー
リ

ー
運

転
手

が
ガ

ス
の

噴
出

音
に

気
付

い
た

。
漏

え
い

個
所

を
特

定
す

る
た

め
に

石
け

ん
水

で
設

備
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、
送

ガ
ス

蒸
発

器
入

口
側

溶
接

部
お

よ
び

母
材

の
計

3
か

所
か

ら
カ

ニ
泡

程
度

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

同
蒸

発
器

は
1
9
7
3
年

に
設

置
さ

れ
、

4
2
年

経
過

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
漏

え
い

は
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

で
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

送
ガ

ス
蒸

発
器

チ
ュ

ー
ブ

の
両

端
が

フ
レ

ー
ム

と
溶

接
さ

れ
て

い
る

構
造

で
あ

る
た

め
、

熱
応

力
に

よ
る

繰
り

返
し

疲
労

が
主

原
因

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

点
検

頻
度

を
増

や
し

、
漏

え
い

の
状

態
を

確
認

を
す

る
。

8
1

2
0
1
5
-

1
2
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
5

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
公

共
施

設
）

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

冷
凍

機
点

検
時

に
停

止
中

の
水

冷
ス

ク
リ

ュ
ー

式
冷

凍
機

の
受

液
器

の
液

面
計

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。
漏

え
い

試
験

機
に

て
検

査
し

た
と

こ
ろ

、
圧

縮
機

シ
リ

ン
ダ

ー
根

元
部

分
か

ら
の

冷
媒

ガ
ス

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
受

液
器

出
口

バ
ル

ブ
を

閉
鎖

し
て

漏
え

い
を

防
止

し
、

メ
ー

カ
ー

へ
連

絡
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
シ

リ
ン

ダ
ー

根
元

部
の

O
リ

ン
グ

の
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

劣
化

の
原

因
は

製
品

の
耐

用
限

界
に

よ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
以

前
か

ら
、

メ
ー

カ
ー

か
ら

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
を

行
う

よ
う

勧
め

ら
れ

て
い

た
が

、
予

算
が

つ
か

ず
先

送
り

と
な

っ
て

い
た

。

8
2

2
0
1
5
-

2
4
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
膨

張
弁

駆
動

モ
ー

タ
ー

用
配

線
貫

通
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
5

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
自

動
車

冷
凍

設
備

、
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
製

作
不

良
＞

無
冷

凍
機

の
日

常
点

検
に

て
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

検
知

器
に

よ
る

冷
媒

漏
れ

を
発

見
し

た
。

詳
細

確
認

の
結

果
、

膨
張

弁
か

ら
の

冷
媒

漏
れ

(2
0
kg

)を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

初
期

不
良

に
よ

る
膨

張
弁

駆
動

モ
ー

タ
ー

用
配

線
貫

通
部

の
シ

ー
ル

切
れ

と
推

定
さ

れ
る

。

8
3

2
0
1
5
-

1
0
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
6

山 口 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

日
常

点
検

の
際

に
高

圧
部

の
圧

力
指

示
値

が
上

昇
傾

向
で

あ
っ

た
た

め
、

冷
凍

設
備

の
メ

ー
カ

ー
に

依
頼

し
て

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
ガ

ス
の

微
量

の
漏

え
い

が
発

見
さ

れ
た

。
調

査
の

結
果

、
蒸

発
器

(フ
ァ

ン
付

き
冷

却
器

)の
U

ベ
ン

ド
部

の
銀

ろ
う

付
け

溶
接

部
分

に
割

れ
が

あ
り

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
長

年
の

温
度

変
化

お
よ

び
振

動
に

伴
う

溶
接

部
の

疲
労

に
よ

り
割

れ
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
そ

の
他

の
冷

却
器

に
つ

い
て

も
気

密
試

験
を

実
施

し
、

気
密

性
能

を
確

認
を

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

8
4

2
0
1
5
-

1
0
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）

圧
縮

空
気

充
て

ん
中

の
ス

ク
ー

バ
ー

容
器

破
裂

2
0
1
5
/
4
/
1
6

徳 島 県
0

1
0

1
空

気
Ｃ

破
裂

破
損

等

そ
の

他
容

器
本

体

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

製
造

事
業

所
の

客
が

単
独

で
ス

ク
ー

バ
容

器
に

圧
縮

空
気

を
充

て
ん

中
、

容
器

が
破

裂
す

る
事

故
が

発
生

し
た

。
容

器
に

充
て

ん
し

て
い

た
客

1
名

が
頭

部
負

傷
の

重
体

と
な

っ
た

。
充

て
ん

室
の

内
部

が
一

部
破

損
し

た
。

屋
根

は
穴

が
空

き
、

吹
き

抜
け

状
態

と
な

っ
た

。
客

(負
傷

者
)が

経
営

者
に

無
断

で
製

造
施

設
を

利
用

し
、

有
効

法
定

期
限

を
過

ぎ
た

と
考

え
ら

れ
る

ス
ク

ー
バ

容
器

(腐
食

等
が

発
生

)に
圧

縮
空

気
を

充
て

ん
し

て
い

た
こ

と
に

よ
り

、
破

裂
し

た
の

で
は

な
い

か
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
腐

食
の

進
行

に
よ

り
耐

圧
性

を
失

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

が
、

原
因

は
調

査
中

で
あ

る
。

破
裂

し
な

か
っ

た
2
本

目
の

容
器

も
腐

食
に

よ
り

刻
印

等
の

判
別

が
困

難
で

あ
っ

た
。

8
5

2
0
1
5
-

1
6
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

レ
ア

式
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
1
6

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ホ

テ ル
）

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

冷
凍

機
運

転
中

に
吸

入
圧

低
圧

警
報

が
発

生
し

た
た

め
、

冷
凍

機
の

運
転

を
中

止
し

た
。

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
者

に
調

査
を

依
頼

し
た

が
、

膨
張

弁
の

不
良

で
あ

る
と

の
報

告
が

な
さ

れ
た

の
で

、
修

理
を

依
頼

し
た

。
修

理
し

た
結

果
、

膨
張

弁
の

不
良

で
は

な
く
、

油
冷

却
器

冷
媒

配
管

の
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
が

割
れ

た
た

め
に

冷
媒

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
判

明
し

た
。

直
ち

に
冷

媒
ガ

ス
を

回
収

し
た

が
、

事
故

以
後

何
の

対
策

も
し

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
冷

媒
ガ

ス
が

大
量

に
漏

え
い

し
た

。
漏

え
い

量
は

約
2
9
0
.3

kg
で

あ
る

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

今
後

は
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
者

の
年

次
点

検
を

行
う

場
合

は
、

断
熱

施
工

部
分

も
断

熱
材

を
は

が
し

て
き

裂
等

が
な

い
か

点
検

す
る

。
ま

た
、

日
常

点
検

の
漏

え
い

確
認

を
強

化
す

る
。

8
6

2
0
1
5
-

1
6
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
1
6

東 京 都
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
学

校
）

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

メ
ー

カ
ー

が
冷

房
切

り
替

え
点

検
中

に
、

ア
ン

モ
ニ

ア
臭

を
確

認
し

た
。

直
ち

に
、

冷
凍

機
を

停
止

し
、

冷
凍

装
置

系
内

バ
ル

ブ
を

閉
鎖

し
、

水
に

よ
る

中
和

処
理

を
実

施
し

た
。

翌
日

、
漏

え
い

部
確

認
の

た
め

、
冷

媒
を

回
収

し
、

窒
素

に
よ

る
気

密
試

験
の

結
果

、
空

気
熱

交
換

器
伝

熱
管

か
ら

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

空
気

熱
交

換
器

伝
熱

管
(ア

ル
ミ

管
)の

腐
食

に
よ

り
ガ

ス
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

プ
レ

ー
ト

フ
ィ

ン
を

洗
浄

す
る

。
②

日
常

点
検

の
漏

え
い

確
認

を
強

化
す

る
。

③
装

置
の

全
更

新
ま

た
は

、
部

分
更

新
を

含
め

改
修

を
検

討
す

る
。

8
7

2
0
1
5
-

1
0
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
0

新 潟 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

冷
凍

機
稼

働
前

の
点

検
の

際
、

油
回

収
器

に
オ

イ
ル

の
滲

み
が

あ
る

こ
と

を
発

見
し

た
た

め
、

防
熱

カ
バ

ー
を

取
り

外
し

た
と

こ
ろ

、
油

回
収

器
上

部
の

入
口

側
配

管
の

フ
ラ

ン
ジ

溶
接

部
分

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
油

回
収

器
前

後
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
て

漏
え

い
を

止
め

た
。

当
該

設
備

は
保

温
の

た
め

防
熱

カ
バ

ー
が

し
て

あ
る

。
原

因
は

、
防

熱
カ

バ
ー

内
部

に
お

い
て

水
分

が
融

解
を

繰
り

返
し

た
た

め
、

腐
食

が
生

じ
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
定

期
的

に
防

熱
カ

バ
ー

を
取

り
外

し
、

腐
食

確
認

を
行

う
。

8
8

2
0
1
5
-

1
2
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
0

富 山 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

4
月

2
0
日

1
1
時

、
冷

凍
機

の
冷

却
器

側
の

温
度

が
通

常
-
3
0
℃

の
と

こ
ろ

、
-
2
0
℃

で
あ

っ
た

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
事

業
者

に
点

検
を

依
頼

し
た

。
点

検
の

結
果

、
高

圧
側

の
圧

力
が

高
く
、

空
気

混
入

に
よ

る
冷

却
不

良
お

よ
び

ガ
ス

漏
れ

の
可

能
性

が
発

覚
し

た
。

4
月

2
1
、

2
2
日

、
生

産
調

整
を

行
っ

た
。

4
月

2
3
日

9
時

、
冷

媒
を

回
収

し
た

。
4
月

2
4
～

2
8
日

、
気

密
試

験
を

実
施

し
、

漏
れ

箇
所

(膨
張

弁
出

口
配

管
と

膨
張

弁
均

圧
管

フ
レ

ア
部

)を
確

認
し

た
。

膨
張

弁
出

口
配

管
は

溶
接

、
膨

張
弁

均
圧

管
フ

レ
ア

部
は

部
品

を
更

新
し

、
修

繕
し

た
。

4
月

3
0
日

、
気

密
試

験
を

実
施

し
、

合
格

後
、

冷
媒

を
充

て
ん

し
、

設
備

を
再

稼
動

し
た

。
5
月

1
9
日

1
5
時

に
、

県
に

事
故

発
生

の
電

話
連

絡
を

行
っ

た
。

5
月

2
0
日

1
0
時

に
、

県
に

事
故

の
経

緯
等

を
報

告
し

、
今

後
の

対
応

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

設
備

に
腐

食
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
お

よ
び

月
例

点
検

の
実

施
方

法
を

改
善

し
、

設
備

に
異

常
が

な
い

か
逐

次
確

認
す

る
こ

と
と

す
る

。
ま

た
、

従
業

員
へ

の
事

故
事

例
等

を
用

い
た

保
安

教
育

お
よ

び
設

備
異

常
時

の
連

絡
体

制
に

つ
い

て
周

知
徹

底
す

る
。

8
9

2
0
1
5
-

1
2
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

配
管

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
2
0

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
自

動
車

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

自
主

定
期

点
検

実
施

の
際

、
点

検
項

目
の

締
結

部
漏

え
い

検
査

に
て

溶
接

部
全

箇
所

を
石

け
ん

水
チ

ェ
ッ

ク
し

、
下

部
液

充
て

ん
弁

の
配

管
接

続
銀

ロ
ウ

付
け

部
か

ら
泡

が
膨

ら
む

現
象

に
よ

り
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
腐

食
部

(材
質

S
U

S
-
3
0
4
T
P

)か
ら

の
窒

素
ガ

ス
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
溶

接
部

の
経

年
劣

化
に

よ
り

、
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
施

設
パ

ト
ロ

ー
ル

を
強

化
す

る
(1

回
/
2
H

）
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

9
0

2
0
1
5
-

1
1
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
2
1

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管
、

蒸
発

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

空
調

機
P

A
C

-
6
(7

号
機

)の
運

転
中

に
、

圧
縮

機
N

o
.2

の
低

圧
ガ

ス
圧

力
基

準
値

(0
.5

5
M

P
a)

よ
り

低
い

0
.3

8
M

P
aを

指
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
同

日
営

業
終

了
後

に
調

査
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
、

蒸
発

器
二

次
側

冷
媒

管
よ

り
冷

媒
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
ビ

ル
営

業
期

間
中

に
長

時
間

稼
動

し
当

該
機

器
が

空
調

し
て

い
る

フ
ロ

ア
が

地
下

1
階

の
室

温
の

変
化

が
大

き
い

こ
と

か
ら

圧
縮

機
の

動
作

回
数

が
多

く
な

り
、

冷
媒

ガ
ス

の
圧

力
が

配
管

の
継

手
部

に
か

か
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
劣

化
し

て
い

た
配

管
部

分
よ

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

9
1

2
0
1
5
-

1
6
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
2
1

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
ａ

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

4
月

1
5
日

に
冷

凍
能

力
が

低
下

し
て

冷
水

の
温

度
が

上
昇

し
た

た
め

、
点

検
を

行
っ

た
結

果
、

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
0
4
A

)の
量

が
減

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
の

で
、

冷
媒

1
0
kg

を
補

充
し

た
。

4
月

2
0
日

、
冷

凍
能

力
は

回
復

し
た

が
、

再
び

冷
媒

漏
れ

の
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

漏
れ

箇
所

を
確

定
さ

せ
る

調
査

を
開

始
し

た
。

コ
ン

デ
ン

サ
ー

の
フ

ラ
ン

ジ
部

を
外

し
て

調
査

し
た

結
果

、
チ

ュ
ー

ブ
2
5
2
本

中
の

1
本

か
ら

微
量

の
漏

れ
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

4
月

2
2
日

、
漏

れ
箇

所
を

密
栓

(プ
ラ

グ
詰

め
)し

た
う

え
で

冷
媒

1
0
kg

を
補

充
し

た
。

原
因

は
、

コ
ン

デ
ン

サ
ー

チ
ュ

ー
ブ

の
部

分
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

冷
却

水
の

水
質

を
定

期
分

析
す

る
と

と
も

に
、

年
2
回

熱
交

換
器

の
開

放
点

検
、

清
掃

を
実

施
す

る
。

9
2

2
0
1
5
-

1
1
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

シ
ャ

フ
ト

冷
却

の
た

め
の

液
化

酸
素

使
用

中
の

破
損

2
0
1
5
/
4
/
2
2

福 岡 県
0

0
3

3
酸

素
Ｃ

破
裂

破
損

等

そ
の

他 （
整

備 業
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
工

事
中

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
不

良
行

為
＞

火 花 （
金

属 殴 打
）

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
工

事
に

お
い

て
、

シ
ャ

フ
ト

を
プ

ー
リ

ー
か

ら
抜

こ
う

と
し

て
シ

ャ
フ

ト
を

冷
却

す
る

た
め

に
、

液
化

酸
素

を
使

用
し

た
(液

化
窒

素
が

な
か

っ
た

た
め

、
液

化
酸

素
を

使
用

し
た

)。
当

初
、

在
宅

医
療

用
液

化
酸

素
容

器
を

1
0
ps

iに
圧

力
降

下
さ

せ
た

状
態

で
フ

レ
キ

ホ
ー

ス
を

使
用

し
て

部
品

に
吹

き
か

け
た

が
抜

け
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
、

液
化

酸
素

を
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

容
器

に
溜

め
、

シ
ャ

フ
ト

、
プ

ー
リ

ー
を

浸
し

て
冷

却
し

、
金

属
ハ

ン
マ

ー
で

叩
い

て
、

シ
ャ

フ
ト

か
ら

プ
ー

リ
ー

を
抜

こ
う

と
し

た
。

そ
の

際
、

金
属

ハ
ン

マ
ー

で
シ

ャ
フ

ト
を

叩
い

た
と

こ
ろ

、
プ

ー
リ

ー
を

支
え

る
フ

レ
ー

ム
板

が
破

裂
し

た
。

そ
の

破
片

に
よ

り
周

囲
3
名

が
け

が
を

負
っ

た
。

原
因

は
、

台
座

、
プ

ー
リ

ー
、

シ
ャ

フ
ト

が
組

み
立

て
ら

れ
た

金
属

パ
ー

ツ
を

液
化

酸
素

に
浸

漬
し

て
取

り
出

し
た

後
、

シ
ャ

フ
ト

を
金

属
ハ

ン
マ

ー
で

叩
い

た
際

、
火

花
が

発
生

し
、

残
留

し
て

い
た

液
化

酸
素

と
プ

ー
リ

ー
内

部
に

組
み

付
け

ら
れ

て
い

た
ベ

ア
リ

ン
グ

の
グ

リ
ス

等
に

着
火

し
、

破
裂

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

プ
ー

リ
ー

内
に

組
み

付
け

ら
れ

て
い

た
ベ

ア
リ

ン
グ

は
事

故
発

生
前

に
目

視
で

確
認

す
る

こ
と

は
出

来
ず

、
本

作
業

を
提

案
し

た
事

業
所

責
任

者
は

ベ
ア

リ
ン

グ
の

存
在

を
承

知
し

て
い

な
か

っ
た

。

9
3

2
0
1
5
-

1
1
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
2
4

広 島 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｂ ２
漏

洩

そ
の

他 （
病

院
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

1
3
時

0
0
分

頃
、

空
調

設
備

定
期

点
検

作
業

時
に

冷
媒

漏
え

い
確

認
を

実
施

し
た

。
1
3
時

3
0
分

頃
、

R
-
1
-
1
お

よ
び

R
-
1
-
3
に

て
リ

ー
ク

テ
ス

タ
ー

反
応

が
あ

り
、

詳
細

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
R

-
1
-
1
N

o
.1

サ
ー

キ
ッ

ト
配

管
接

合
フ

レ
ア

部
お

よ
び

R
-
1
-

3
N

o
.1

サ
ー

キ
ッ

ト
空

気
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
)漏

れ
が

判
明

し
た

。
R

-
1
-
1
N

o
.1

サ
ー

キ
ッ

ト
配

管
接

合
フ

レ
ア

部
お

よ
び

R
-
1
-
3
N

o
.1

サ
ー

キ
ッ

ト
空

気
熱

交
換

器
の

接
合

部
配

管
が

断
裂

し
、

冷
媒

ガ
ス

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
)が

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

9
4

2
0
1
5
-

1
2
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
4

静 岡 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
電

気

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
製

造
中

＞
（
エ

マ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
4
月

2
4
日

、
空

気
熱

交
配

管
フ

ラ
ン

ジ
部

か
ら

の
冷

媒
漏

れ
を

発
見

し
た

(冷
媒

検
知

器
に

て
発

見
)。

5
月

1
2
日

、
本

事
故

対
応

工
事

に
よ

る
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
回

収
時

に
、

冷
媒

配
管

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
配

管
フ

ラ
ン

ジ
部

パ
ッ

キ
ン

劣
化

お
よ

び
冷

媒
配

管
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

9
5

2
0
1
5
-

1
1
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

安
全

弁
作

動
に

よ
る

液
体

酸
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
6

北 海 道
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

充
填

所

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
安

全
弁

＜
停

止
中

＞
（
そ

の
他

（
事

業
所

休
日

）
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

1
7
時

3
0
分

頃
、

終
業

の
た

め
酸

素
ポ

ン
プ

の
運

転
を

停
止

し
た

際
、

通
常

は
送

液
弁

を
閉

止
す

る
と

こ
ろ

を
失

念
し

、
従

業
員

が
帰

宅
し

た
。

2
2
時

3
0
分

頃
、

当
該

事
業

所
の

付
近

を
通

り
か

か
っ

た
通

行
人

が
、

事
業

所
敷

地
内

か
ら

「
シ

ュ
ー

」
と

い
う

音
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
煙

が
見

え
る

と
の

こ
と

か
ら

、
1
1
9
番

通
報

を
実

施
し

た
。

そ
の

後
、

到
着

し
た

消
防

隊
が

従
業

員
に

臨
場

の
要

請
を

す
る

と
と

も
に

、
到

着
し

た
従

業
員

と
原

因
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

液
化

酸
素

貯
槽

の
L
G

C
充

て
ん

ラ
イ

ン
安

全
弁

が
作

動
し

、
酸

素
ガ

ス
が

噴
出

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

そ
の

後
、

安
全

弁
噴

出
の

原
因

と
な

っ
た

送
液

弁
を

閉
止

し
、

C
E
内

槽
圧

力
を

下
げ

る
た

め
に

ガ
ス

放
出

弁
を

開
放

し
、

圧
力

を
0
.8

M
P

aま
で

降
下

さ
せ

、
安

全
弁

か
ら

の
ガ

ス
噴

出
を

停
止

さ
せ

た
。

原
因

は
、

送
液

弁
の

閉
止

忘
れ

に
よ

り
送

液
ポ

ン
プ

か
ら

気
化

し
た

ガ
ス

を
C

E
内

槽
の

気
相

部
に

戻
す

ラ
イ

ン
内

で
液

化
酸

素
が

熱
交

換
さ

れ
、

C
E
内

槽
の

圧
力

が
事

故
覚

知
ま

で
の

間
に

徐
々

に
上

昇
し

、
L
G

C
充

て
ん

ラ
イ

ン
安

全
弁

が
作

動
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
作

動
し

た
安

全
弁

の
設

定
圧

力
は

1
.1

5
M

P
aで

あ
り

、
当

該
状

況
に

お
い

て
本

来
作

動
す

る
べ

き
安

全
弁

は
設

定
圧

力
0
.9

9
M

P
aの

内
槽

安
全

弁
で

あ
る

。
し

か
し

、
直

近
の

定
期

自
主

検
査

時
、

加
圧

蒸
発

器
入

口
ラ

イ
ン

の
安

全
弁

(設
定

圧
力

1
.9

9
M

P
a)

と
、

内
槽

安
全

弁
を

取
り

違
え

て
設

置
し

た
た

め
、

L
G

C
充

て
ん

ラ
イ

ン
安

全
弁

が
作

動
し

た
。

な
お

、
当

該
事

業
所

は
加

圧
蒸

発
器

を
通

常
使

用
し

な
い

た
め

、
加

圧
蒸

発
器

入
口

弁
を

閉
止

し
て

お
り

、
取

り
違

え
て

加
圧

蒸
発

器
ラ

イ
ン

に
設

置
さ

れ
て

い
た

内
槽

安
全

弁
は

作
動

し
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

①
事

業
所

内
の

安
全

弁
す

べ
て

に
、

フ
ロ

ー
シ

ー
ト

ナ
ン

バ
ー

を
表

示
す

る
。

②
日

常
点

検
記

録
表

に
、

終
業

時
の

送
液

弁
閉

止
の

チ
ェ

ッ
ク

項
目

を
追

加
す

る
。

③
事

故
防

止
お

よ
び

定
期

自
主

検
査

時
の

弁
類

取
り

違
え

防
止

の
た

め
の

保
安

教
育

を
実

施
す

る
。

9
6

2
0
1
5
-

1
1
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
2
7

鹿 児 島 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

巡
視

点
検

中
に

サ
ー

モ
停

止
中

の
圧

縮
機

圧
力

が
0
.2

0
M

P
a(

通
常

:0
.6

2
～

0
.6

3
M

P
a)

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
冷

却
器

よ
り

ガ
ス

漏
れ

音
を

確
認

し
た

た
め

、
冷

凍
機

の
停

止
お

よ
び

冷
媒

回
収

の
応

急
処

置
を

実
施

し
、

修
理

完
了

ま
で

運
転

禁
止

と
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

9
7

2
0
1
5
-

1
2
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
7

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
そ

の
他

＞
（
断

熱
材

劣
化

）

無

4
月

2
7
日

現
場

よ
り

、
ブ

ラ
イ

ン
の

冷
却

状
態

が
悪

い
と

の
一

報
が

あ
り

、
運

転
を

停
止

し
た

(設
定

:-
2
0
℃

)。
5
月

2
日

、
専

門
業

者
に

よ
る

漏
え

い
箇

所
の

特
定

作
業

を
実

施
し

た
結

果
、

漏
え

い
箇

所
の

特
定

に
至

っ
た

(発
泡

試
験

で
は

特
定

で
き

ず
、

リ
ー

ク
デ

ィ
テ

ク
タ

ー
で

か
ろ

う
じ

て
確

認
で

き
る

程
度

の
微

少
の

漏
え

い
)。

原
因

は
、

断
熱

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
冷

媒
配

管
周

辺
結

露
で

の
外

部
腐

食
の

進
行

と
推

定
さ

れ
る

。

9
8

2
0
1
5
-

1
6
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

受
入

れ
ノ

ズ
ル

か
ら

の
液

化
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
2
7

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
電

気

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）
、

＜
荷

役
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無

移
動

式
製

造
設

備
よ

り
既

設
液

化
窒

素
製

造
設

備
(C

E
貯

槽
)に

液
体

窒
素

を
充

て
ん

し
移

動
式

製
造

設
備

の
ホ

ー
ス

内
部

の
残

液
を

圧
送

し
て

い
る

際
に

、
液

入
口

ジ
ョ

イ
ン

ト
部

(製
造

施
設

側
)の

溶
接

部
か

ら
液

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
溶

接
部

外
観

・
内

部
は

目
視

で
の

異
常

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
受

け
入

れ
作

業
を

中
止

し
、

漏
え

い
拡

散
を

防
止

し
た

。
分

析
に

よ
り

ス
ト

ラ
イ

エ
ー

シ
ョ

ン
が

明
確

で
あ

り
、

ビ
ー

チ
マ

ー
ク

(貝
殻

模
様

)が
確

認
で

き
た

。
原

因
は

、
疲

労
に

よ
る

き
裂

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
教

育
を

実
施

す
る

(漏
え

い
原

因
お

よ
び

今
後

の
運

用
に

つ
い

て
)。

9
9

2
0
1
5
-

1
6
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
4
/
2
8

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
ａ

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
配

管
、

圧
縮

機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

チ
ラ

ー
周

辺
に

て
異

常
音

が
発

生
し

、
チ

ラ
ー

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
異

常
警

報
に

よ
り

チ
ラ

ー
が

停
止

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

チ
ラ

ー
本

体
に

お
い

て
、

圧
縮

機
吸

入
管

と
配

管
の

継
ぎ

目
部

分
に

き
裂

が
発

生
し

て
お

り
、

そ
こ

か
ら

冷
媒

が
全

量
抜

け
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

故
障

に
よ

り
振

動
が

発
生

し
、

そ
の

振
動

が
周

囲
配

管
へ

伝
わ

り
、

圧
縮

機
吸

入
管

・
配

管
継

ぎ
目

部
に

破
損

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
圧

縮
機

本
体

の
故

障
は

、
冷

水
ス

ト
レ

ー
ナ

ー
詰

ま
り

ま
た

は
電

磁
弁

・
電

動
弁

の
閉

塞
に

よ
る

循
環

油
量

低
下

、
お

よ
び

圧
縮

機
部

品
の

振
動

に
よ

る
疲

労
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
設

備
点

検
項

目
を

見
直

す
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
0
0

2
0
1
5
-

1
3
0

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）
一

種

車
両

衝
突

に
よ

る
モ

ー
タ

ガ
ス

充
て

ん
設

備
配

管
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
1

青 森 県
0

0
0

0
プ

ロ
パ

ン
Ｃ

漏
洩

販
売

店
配

管

＜
そ

の
他

＞
（
営

業
時

間
外

）

＜
交

通
事

故
＞

無

営
業

時
間

外
の

6
時

5
0
分

に
、

事
業

所
前

道
路

で
バ

イ
ク

と
軽

ト
ラ

ッ
ク

の
接

触
事

故
が

発
生

し
た

。
そ

の
反

動
で

、
バ

イ
ク

が
事

業
所

の
モ

ー
タ

ガ
ス

充
て

ん
設

備
に

衝
突

し
、

一
部

配
管

が
損

傷
し

て
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
た

。
7
時

2
0
分

に
消

防
署

が
到

着
し

て
バ

ル
ブ

閉
止

を
行

う
ま

で
の

約
3
0
分

間
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

7
時

2
2
分

に
消

防
署

か
ら

ガ
ス

漏
れ

を
確

認
し

て
く
だ

さ
い

と
の

連
絡

が
入

り
、

事
業

所
所

長
が

出
動

し
、

対
応

し
た

。
原

因
は

、
バ

イ
ク

と
軽

ト
ラ

ッ
ク

の
接

触
事

故
に

よ
る

反
動

に
よ

り
バ

イ
ク

が
事

業
所

の
モ

ー
タ

ガ
ス

充
て

ん
設

備
に

衝
突

し
た

た
め

で
あ

る
。

今
後

は
、

車
ガ

ー
ド

再
設

置
の

際
、

車
ガ

ー
ド

の
強

化
を

検
討

す
る

。

1
0
1

2
0
1
5
-

3
2
0

製
造

事
業

所
（
コ

）

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
容

器
の

破
裂

2
0
1
5
/
5
/
2

神 奈 川 県

0
0

0
0

ア
ン

モ
ニ

ア
Ｃ

破
裂

破
損

等

充
填

所
容

器
本

体

＜
貯

蔵
中

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

＜
組

織
運

営
不

良
＞

、
＜

誤
操

作
、

誤
判

断
＞

無

7
時

3
0
分

、
液

化
ア

ン
モ

ニ
ア

3
.4

L
容

器
2
本

を
搬

入
し

た
。

9
時

0
0
分

頃
、

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
を

1
.8

6
kg

充
て

ん
し

た
。

充
て

ん
場

北
側

中
央

の
日

陰
の

場
所

に
置

い
た

。
9
時

5
0
分

頃
、

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
破

裂
し

た
。

原
因

は
以

下
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
①

ア
ン

モ
ニ

ア
3
.4

L
容

器
(法

定
充

て
ん

可
能

量
1
.8

2
kg

)に
容

器
容

積
を

間
違

え
て

1
.8

6
kg

充
て

ん
し

た
(0

.0
4
kg

の
過

充
て

ん
)。

②
充

て
ん

品
の

正
味

重
量

を
確

認
し

な
か

っ
た

。
③

充
て

ん
操

作
手

順
書

に
不

備
が

あ
っ

た
。

な
お

、
同

時
に

充
て

ん
し

た
容

器
の

液
は

、
除

害
塔

等
に

全
量

ブ
ロ

ー
し

た
。

今
後

は
、

容
器

の
法

定
充

て
ん

可
能

量
に

つ
い

て
教

育
す

る
。

ま
た

、
作

業
工

程
表

お
よ

び
記

録
を

以
下

の
よ

う
に

改
訂

す
る

。
1
)充

て
ん

操
作

を
容

器
ご

と
に

記
載

す
る

。
2
)充

て
ん

後
の

総
重

量
の

確
認

、
総

重
量

か
ら

風
袋

重
量

を
差

し
引

い
た

正
味

重
量

の
確

認
お

よ
び

記
録

へ
の

記
載

方
法

を
明

確
化

す
る

。
3
)小

型
容

器
に

つ
い

て
は

全
数

総
重

量
、

風
袋

重
量

、
正

味
重

量
を

記
載

す
る

。

1
0
2

2
0
1
5
-

2
4
2

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

蒸
発

器
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
5
/
4

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

充
填

所

配
管

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

工
場

内
に

て
作

業
中

に
、

空
温

式
L
P

ガ
ス

蒸
発

器
配

管
部

に
異

臭
と

異
常

な
霜

の
付

着
を

発
見

し
た

。
近

づ
い

て
目

視
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
の

き
裂

と
ガ

ス
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

空
温

式
蒸

発
器

は
設

置
後

1
1
年

経
過

し
て

い
る

。
原

因
は

、
配

管
へ

繰
り

返
し

付
着

し
た

霜
に

よ
り

溶
接

部
と

母
材

配
管

に
応

力
が

か
か

り
、

経
年

劣
化

に
よ

り
配

管
母

材
に

き
裂

が
入

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
0
3

2
0
1
5
-

1
3
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

に
お

け
る

圧
縮

機
の

ケ
ー

シ
ン

グ
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
7

北 海 道
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

継
手

、
冷

凍
設

備
、

圧
縮

機

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
設

計
不

良
＞

無

5
月

7
日

(木
)、

テ
ナ

ン
ト

ビ
ル

に
設

置
さ

れ
た

空
調

用
冷

凍
設

備
(水

冷
式

ス
ク

リ
ュ

ー
チ

ラ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

(冷
凍

能
力

1
9
.9

4
ト

ン
の

圧
縮

機
3
台

が
装

置
さ

れ
た

ユ
ニ

ッ
ト

)3
台

を
2
次

冷
媒

で
共

通
と

し
た

第
一

種
製

造
事

業
者

)の
使

用
シ

ー
ズ

ン
前

点
検

を
メ

ー
カ

ー
に

依
頼

し
て

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

ユ
ニ

ッ
ト

N
o
.3

に
装

置
さ

れ
た

圧
縮

機
N

o
.2

の
圧

力
計

が
0
表

示
を

し
て

お
り

、
当

該
圧

縮
機

系
統

に
充

て
ん

さ
れ

て
い

た
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
が

全
量

で
あ

る
2
4
kg

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

発
覚

し
た

。
そ

の
後

、
気

密
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
N

o
.2

の
ケ

ー
シ

ン
グ

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
本

事
業

所
は

ビ
ル

空
調

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
用

と
し

て
設

置
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

通
常

使
用

し
て

い
な

い
た

め
、

冷
凍

設
備

の
運

転
は

5
月

お
よ

び
9
月

の
点

検
時

お
よ

び
夏

季
間

の
点

検
(7

～
8
月

に
6
回

程
度

実
施

)時
の

み
で

あ
り

、
冬

期
間

の
日

常
点

検
等

は
実

施
し

て
い

な
か

っ
た

。
よ

っ
て

、
漏

え
い

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
の

は
、

定
期

自
主

検
査

を
実

施
し

た
平

成
2
6
年

9
月

2
日

か
ら

平
成

2
7
年

5
月

7
日

の
間

で
あ

る
。

原
因

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

3
号

機
の

圧
縮

機
N

o
.3

の
ケ

ー
シ

ン
グ

フ
ラ

ン
ジ

部
の

パ
ッ

キ
ン

の
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。

パ
ッ

キ
ン

の
劣

化
原

因
と

し
て

、
冷

凍
機

点
検

業
者

の
見

解
に

よ
る

と
、

常
用

し
て

い
れ

ば
ケ

ー
シ

ン
グ

フ
ラ

ン
ジ

部
と

パ
ッ

キ
ン

の
機

械
的

な
「
な

じ
み

」
が

保
た

れ
る

が
、

運
転

回
数

が
極

端
に

少
な

い
た

め
、

パ
ッ

キ
ン

の
硬

化
・
収

縮
が

進
ん

だ
た

め
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

3
号

機
に

つ
い

て
は

、
冷

媒
を

回
収

し
、

廃
止

扱
い

と
す

る
(高

圧
ガ

ス
製

造
施

設
等

軽
微

変
更

届
の

提
出

予
定

)。
事

故
が

発
生

し
た

ユ
ニ

ッ
ト

以
外

の
2
台

の
ユ

ニ
ッ

ト
に

つ
い

て
、

外
観

の
目

視
点

検
お

よ
び

圧
力

の
確

認
を

、
1
年

間
を

通
し

週
1
回

実
施

し
、

記
録

す
る

。

1
0
4

2
0
1
5
-

1
3
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

移
動

式
液

化
天

然
ガ

ス
製

造
設

備
の

加
圧

蒸
発

器
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
1
2

静 岡 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

蒸
発

器
、

ロ
ー

リ
ー

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

移
動

式
液

化
天

然
ガ

ス
製

造
設

備
の

帰
庫

時
の

点
検

中
、

加
圧

蒸
発

器
付

近
で

た
ま

た
ま

電
源

が
入

っ
て

い
た

ガ
ス

漏
え

い
検

知
器

に
よ

り
、

ガ
ス

を
検

知
し

た
。

当
日

は
、

漏
え

い
個

所
の

特
定

に
至

ら
な

か
っ

た
が

、
翌

日
の

運
行

を
中

止
し

て
検

査
し

た
と

こ
ろ

、
加

圧
蒸

発
器

の
配

管
溶

接
部

付
近

で
カ

ニ
泡

程
度

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

加
圧

蒸
発

器
に

発
生

し
た

き
裂

は
、

溶
接

の
熱

影
響

部
で

あ
る

。
原

因
は

、
当

該
部

位
に

対
し

て
熱

収
縮

や
圧

力
変

動
、

走
行

振
動

等
に

よ
る

繰
り

返
し

応
力

が
加

わ
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

同
様

事
象

の
未

然
防

止
は

困
難

で
あ

る
と

判
断

さ
れ

た
た

め
、

早
期

発
見

を
目

的
と

し
て

、
始

業
前

後
に

ガ
ス

漏
れ

検
知

器
を

使
用

し
た

点
検

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

定
期

自
主

検
査

に
お

い
て

は
、

加
圧

蒸
発

器
の

溶
接

線
を

含
む

気
密

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
0
5

2
0
1
5
-

1
3
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
1
3

鹿 児 島 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
商

店
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
冷

房
運

転
の

点
検

時
に

、
冷

媒
ガ

ス
と

ブ
ラ

イ
ン

を
熱

交
換

す
る

水
熱

交
換

器
(蒸

発
器

)の
冷

媒
側

配
管

か
ら

の
漏

れ
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
経

年
に

よ
る

溶
接

部
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。

1
0
6

2
0
1
5
-

1
3
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

流
動

接
触

分
解

装
置

内
の

差
圧

計
高

圧
側

取
り

出
し

配
管

か
ら

の
メ

タ
ン

、
エ

タ
ン

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
1
4

大 阪 府
0

0
0

0
メ

タ
ン

、
エ

タ
ン

Ｂ ２
漏

洩
石

油
精

製
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
T
-
2
5
0
1
(燃

料
ガ

ス
洗

浄
塔

)の
差

圧
計

(P
D

I-
2
5
0
2
)高

圧
側

取
り

出
し

部
か

ら
微

量
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
P

D
I-

2
5
0
2
(差

圧
計

)高
圧

側
取

り
出

し
配

管
3
/
4
B

(保
温

施
工

)で
、

保
温

材
下

外
面

腐
食

で
微

量
の

ガ
ス

漏
れ

が
起

こ
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

1
0
7

2
0
1
5
-

1
4
0

製
造

事
業

所
（
コ

）

C
E
の

フ
ラ

ン
ジ

式
継

手
か

ら
の

酸
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
1
4

茨 城 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

継
手

、
コ

ー
ル

ド
・

エ
バ

ポ レ
ー

タ

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

5
月

1
4
日

(木
)9

時
1
0
分

頃
、

作
業

員
が

日
常

(始
業

前
)点

検
を

実
施

し
た

際
に

液
体

取
り

出
し

弁
を

開
い

た
と

こ
ろ

、
異

音
を

確
認

し
た

。
リ

ー
ク

試
験

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

緊
急

遮
断

弁
の

貯
槽

側
の

フ
ラ

ン
ジ

締
結

部
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
9
時

5
0
分

頃
、

液
体

取
出

弁
を

閉
じ

、
漏

え
い

が
停

止
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
5
月

1
8
日

(月
)に

パ
ッ

キ
ン

を
取

り
外

し
て

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

割
れ

が
生

じ
て

い
た

。
原

因
は

、
パ

ッ
キ

ン
(テ

フ
ロ

ン
製

)に
割

れ
が

発
生

し
た

こ
と

に
よ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

平
成

7
年

に
設

備
設

置
後

、
パ

ッ
キ

ン
の

交
換

は
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

漏
え

い
し

た
施

設
お

よ
び

他
施

設
の

パ
ッ

キ
ン

の
全

数
取

り
替

え
予

定
で

あ
る

。
ま

た
、

設
備

管
理

基
準

に
部

品
の

定
期

交
換

を
追

記
す

る
。

1
0
8

2
0
1
5
-

1
4
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ア
ン

モ
ニ

ア
容

器
の

破
裂

2
0
1
5
/
5
/
1
4

千 葉 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
破

裂
破

損
等

一
般

化
学

容
器

本
体

＜
そ

の
他

（
容

器
保

管
中

）
＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

作
業

中
工

程
に

て
破

裂
音

が
聞

こ
え

た
。

工
程

内
で

若
干

の
異

臭
を

感
じ

た
た

め
保

護
具

を
着

用
し

、
危

険
物

製
造

所
内

の
見

回
り

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
置

き
場

に
て

配
管

に
接

続
し

て
い

な
い

ア
ン

モ
ニ

ア
3
.5

L
容

器
(一

般
継

目
な

し
容

器
)

が
破

損
し

、
約

2
kg

の
液

化
ア

ン
モ

ニ
ア

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
充

て
ん

方
法

等
を

確
認

し
た

結
果

、
過

充
て

ん
お

よ
び

そ
の

後
の

温
度

上
昇

に
よ

る
液

封
・
圧

力
上

昇
に

よ
っ

て
、

容
器

が
破

裂
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

高
圧

ガ
ス

容
器

の
破

損
リ

ス
ク

を
工

場
内

取
扱

者
と

共
有

す
る

。
ま

た
、

高
圧

ガ
ス

容
器

販
売

者
と

安
全

管
理

を
含

め
た

取
扱

い
に

関
す

る
契

約
締

結
を

推
進

す
る

。

1
0
9

2
0
1
5
-

1
4
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

気
密

検
査

中
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
か

ら
の

L
N

G
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
1
5

長 野 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

フ
レ

キ
シ

ブ
ル ホ

ー
ス

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

作
業

員
が

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

L
N

G
を

受
け

入
れ

る
た

め
に

、
受

入
ラ

イ
ン

お
よ

び
加

圧
器

ラ
イ

ン
の

系
統

内
の

ガ
ス

置
換

と
気

密
検

査
を

行
っ

た
。

そ
の

際
、

加
圧

器
戻

り
フ

レ
キ

ホ
ー

ス
の

フ
ラ

ン
ジ

付
近

か
ら

ガ
ス

が
漏

れ
る

音
を

聞
い

た
の

で
、

フ
レ

キ
ホ

ー
ス

に
石

け
ん

水
を

塗
布

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

漏
れ

に
よ

る
カ

ニ
泡

を
確

認
し

た
た

め
、

受
入

作
業

を
中

止
し

た
。

原
因

は
、

L
N

G
の

受
入

作
業

を
行

う
際

に
、

フ
レ

キ
ホ

ー
ス

に
発

生
す

る
応

力
の

繰
り

返
し

に
よ

り
ホ

ー
ス

が
破

損
し

、
ガ

ス
の

漏
え

い
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

1
1
0

2
0
1
5
-

1
4
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

回
収

機
か

ら
の

ア
ル

ゴ
ン

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
5
/
1
5

山 口 県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
Ｃ

漏
洩

充
填

所

配
管

、
継

手
、

圧
縮

機

＜
製

造
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無
回

収
機

を
作

動
直

後
の

点
検

時
に

、
回

収
機

に
石

鹸
水

を
か

け
た

と
こ

ろ
、

継
手

と
配

管
の

溶
接

部
分

か
ら

微
量

の
漏

れ
を

発
見

し
た

。
速

や
か

に
停

止
し

、
継

手
を

新
し

い
も

の
に

取
り

替
え

予
定

で
あ

る
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

振
動

に
よ

り
、

溶
接

部
が

疲
労

し
た

こ
と

に
伴

う
漏

え
い

と
推

定
さ

れ
る

。

1
1
1

2
0
1
5
-

3
2
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

ノ
ズ

ル
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の

プ
ロ

ピ
レ

ン
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
1
5

神 奈 川 県

0
0

0
0

プ
ロ

ピ
レ

ン
Ｃ

漏
洩

石
油

化
学

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

5
時

0
0
分

の
現

場
巡

回
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
。

1
1
時

3
0
分

、
巡

回
中

に
ガ

ス
臭

が
し

た
の

で
、

原
因

調
査

を
開

始
し

た
。

1
2
時

4
5
分

に
、

ガ
ス

漏
え

い
箇

所
を

発
見

し
た

(ノ
ズ

ル
フ

ラ
ン

ジ
の

保
冷

が
凍

結
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

)し
た

。
1
2
時

5
5
分

に
、

ガ
ス

漏
え

い
と

判
断

し
通

報
し

た
。

2
0
1
2
年

の
定

期
修

理
で

は
、

機
器

を
開

放
し

た
際

、
開

放
工

事
後

に
実

施
し

た
気

密
試

験
で

は
漏

れ
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
該

当
フ

ラ
ン

ジ
の

締
め

付
け

が
不

均
一

だ
っ

た
た

め
、

そ
の

後
の

シ
ャ

ッ
ト

ダ
ウ

ン
・

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
に

伴
う

運
転

温
度

変
化

(締
め

付
け

時
常

温
、

運
転

時
0
℃

前
後

)に
よ

り
、

締
め

込
み

が
不

十
分

で
あ

っ
た

ボ
ル

ト
が

徐
々

に
緩

ん
だ

こ
と

に
よ

る
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
1
2

2
0
1
5
-

1
4
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
1
9

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

5
月

1
9
日

、
6
時

3
0
分

に
自

動
運

転
ス

タ
ー

ト
後

、
9
時

0
0
分

に
当

該
冷

凍
機

の
日

常
点

検
を

実
施

し
た

。
警

報
ラ

ン
プ

(故
障

)
が

点
灯

し
、

運
転

停
止

状
態

で
あ

っ
た

。
圧

力
計

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
0
M

P
aと

な
っ

て
お

り
、

充
て

ん
し

て
あ

っ
た

冷
媒

の
漏

え
い

が
考

え
ら

れ
、

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

ラ
イ

ン
に

(膨
張

弁
出

口
→

蒸
発

器
間

)水
が

混
入

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
蒸

発
器

内
、

熱
交

プ
レ

ー
ト

破
損

と
推

定
し

た
。

5
月

2
1
日

、
当

該
冷

凍
機

、
他

の
ユ

ニ
ッ

ト
も

熱
交

換
器

が
破

損
す

る
恐

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
運

転
停

止
を

判
断

し
た

。
5
月

2
2
日

、
漏

え
い

箇
所

を
特

定
す

る
た

め
に

、
蒸

発
器

の
冷

媒
側

か
ら

窒
素

に
よ

る
気

密
試

験
を

実
施

し
た

。
結

果
、

蒸
発

器
冷

水
側

に
窒

素
が

漏
え

い
し

て
お

り
、

熱
交

プ
レ

ー
ト

が
何

ら
か

の
原

因
で

破
損

し
て

い
る

と
推

定
し

た
。

5
月

2
6
日

、
熱

交
プ

レ
ー

ト
を

切
断

し
て

内
部

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
銅

(熱
交

プ
レ

ー
ト

の
材

質
)の

腐
食

が
見

ら
れ

た
。

(一
体

プ
レ

ー
ト

式
の

た
め

、
漏

え
い

部
位

・
穴

あ
き

の
寸

法
は

特
定

で
き

ず
)。

蒸
発

器
内

の
熱

交
プ

レ
ー

ト
破

損
に

よ
り

、
R

-
1
-
1
(C

号
機

)の
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
aが

6
.5

kg
全

量
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
設

置
後

1
8
年

経
過

に
よ

り
、

蒸
発

器
内

の
熱

交
プ

レ
ー

ト
の

腐
食

(材
質

:銅
)に

よ
る

穴
あ

き
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
類

似
す

る
二

種
以

上
の

冷
凍

機
を

対
象

に
、

今
後

の
点

検
に

つ
い

て
教

育
し

、
更

新
計

画
に

つ
い

て
周

知
す

る
。

②
当

該
冷

凍
機

を
廃

止
し

、
撤

去
す

る
。

1
1
3

2
0
1
5
-

1
4
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
1
9

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｂ ２
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

配
管

、
冷

凍
設

備

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

5
月

1
9
日

に
保

守
点

検
に

て
機

器
を

確
認

し
た

。
そ

の
際

に
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

上
部

の
冷

媒
ガ

ス
出

口
配

管
よ

り
冷

媒
漏

れ
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

発
見

前
ま

で
の

機
器

の
運

転
状

態
は

特
に

問
題

な
か

っ
た

。
応

急
対

策
と

し
て

、
5
月

2
0
日

9
時

頃
か

ら
冷

媒
の

回
収

作
業

を
実

施
し

た
。

ガ
ス

種
は

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
3
4
a、

充
て

ん
量

は
3
6
0
kg

、
回

収
量

は
3
1
0
kg

、
漏

え
い

量
は

5
0
kg

で
あ

る
。

原
因

は
、

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
冷

媒
液

出
口

配
管

溶
接

部
が

結
露

の
影

響
で

腐
食

し
、

減
肉

し
た

た
め

、
冷

媒
漏

え
い

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

1
1
4

2
0
1
5
-

1
4
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
2
0

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

5
月

2
0
日

に
保

守
点

検
に

て
機

器
を

確
認

し
た

。
そ

の
際

に
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

上
部

の
冷

媒
ガ

ス
出

口
配

管
よ

り
冷

媒
漏

れ
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

発
見

前
ま

で
の

機
器

の
運

転
状

態
は

特
に

問
題

な
か

っ
た

。
応

急
対

策
と

し
て

、
5
月

2
1
日

9
時

頃
か

ら
冷

媒
の

回
収

作
業

を
実

施
し

た
。

ガ
ス

種
は

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
3
4
a、

充
て

ん
量

は
3
6
0
kg

、
回

収
量

は
3
3
3
.9

kg
、

漏
え

い
量

は
2
6
.1

kg
で

あ
る

。
原

因
は

、
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

上
部

の
冷

媒
配

管
同

士
の

溶
接

部
に

お
い

て
、

結
露

に
よ

る
錆

が
経

年
的

に
進

行
し

、
腐

食
、

減
肉

し
た

こ
と

に
よ

り
、

溶
接

部
が

一
部

剥
が

れ
、

冷
媒

漏
え

い
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
1
5

2
0
1
5
-

1
4
7

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

P
S
A

水
素

設
備

下
流

配
管

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
2
0

新 潟 県
0

0
0

0
水

素
Ｂ ２

漏
洩

一
般

化
学

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

従
業

員
が

パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
事

故
現

場
の

構
内

道
路

交
差

点
で

北
西

側
の

ラ
ッ

ク
上

か
ら

の
異

音
に

気
づ

き
、

定
修

工
事

用
の

足
場

に
上

り
、

当
該

事
故

配
管

か
ら

水
素

ガ
ス

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

直
ち

に
他

の
従

業
員

の
応

援
を

無
線

で
要

請
し

、
到

着
し

た
従

業
員

と
元

弁
等

を
閉

鎖
し

、
縁

切
り

箇
所

の
配

管
内

を
窒

素
パ

ー
ジ

し
、

そ
の

後
ガ

ス
検

知
器

で
計

測
し

、
水

素
検

知
さ

れ
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
事

故
配

管
の

ラ
ッ

ク
接

触
部

分
が

外
面

腐
食

し
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
部

か
ら

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
当

該
製

造
施

設
の

配
管

と
ラ

ッ
ク

ス
テ

ー
接

触
部

を
目

視
検

査
(一

部
肉

厚
測

定
実

施
)に

よ
り

健
全

性
を

確
認

す
る

。
②

当
該

製
造

施
設

か
ら

ユ
ー

ザ
ー

側
の

水
素

配
管

と
ラ

ッ
ク

ス
テ

ー
の

接
触

部
の

健
全

性
を

確
認

す
る

。
③

構
内

共
通

ラ
ッ

ク
上

の
配

管
と

ス
テ

ー
の

健
全

性
確

認
を

計
画

す
る

。
④

通
報

教
育

を
実

施
す

る
。

1
1
6

2
0
1
5
-

3
2
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
2
0

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

保
守

点
検

時
に

ガ
ス

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
た

だ
ち

に
冷

凍
機

の
運

転
を

停
止

し
た

。
冷

媒
ガ

ス
を

回
収

し
、

窒
素

ガ
ス

に
て

気
密

検
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

空
気

熱
交

換
器

出
口

液
冷

媒
配

管
部

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

冷
媒

配
管

と
配

管
固

定
バ

ン
ド

の
接

触
部

で
振

動
が

起
き

、
冷

媒
配

管
が

摩
耗

し
、

き
裂

が
生

じ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

配
管

固
定

バ
ン

ド
を

修
正

し
、

配
管

と
バ

ン
ド

が
直

接
当

た
ら

な
い

よ
う

に
緩

衝
材

を
取

り
付

け
る

。
②

同
一

冷
凍

機
5
台

の
緊

急
点

検
(同

一
箇

所
等

)を
行

う
。

③
使

用
者

お
よ

び
受

託
者

内
会

議
に

お
い

て
、

事
故

の
周

知
と

再
発

防
止

の
説

明
を

徹
底

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
1
7

2
0
1
5
-

1
4
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）

気
密

試
験

中
の

酸
素

配
管

の
爆

発

2
0
1
5
/
5
/
2
1

茨 城 県
0

0
1

1
酸

素
Ｃ

爆
発

一
般

化
学

圧
力

計
、

配
管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

摩 擦 熱
、

断 熱 圧 縮

5
月

1
8
日

(月
)か

ら
2
1
日

(木
)に

か
け

て
、

定
期

自
主

検
査

を
実

施
し

て
い

た
(作

業
は

検
査

会
社

に
委

託
し

て
実

施
)。

2
1
日

(木
)、

工
業

用
酸

素
ガ

ス
充

て
ん

ラ
イ

ン
切

替
台

の
圧

力
計

気
密

検
査

時
、

圧
力

計
取

付
部

の
袋

ナ
ッ

ト
か

ら
酸

素
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

た
た

め
、

圧
力

計
元

弁
(ア

ン
グ

ル
弁

)を
閉

止
し

脱
圧

後
に

増
し

締
め

を
実

施
し

た
。

1
4
時

3
0
分

頃
、

再
度

気
密

検
査

を
実

施
す

る
た

め
元

弁
を

開
に

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

弁
前

後
の

配
管

が
破

裂
し

た
。

原
因

は
、

圧
力

計
の

漏
れ

修
理

の
際

の
導

管
内

圧
力

脱
圧

時
に

圧
力

計
内

の
油

分
が

配
管

内
に

混
入

し
た

た
め

、
バ

ル
ブ

を
開

け
た

際
の

摩
擦

熱
ま

た
は

断
熱

圧
縮

に
よ

り
着

火
し

、
破

裂
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

当
該

圧
力

計
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

7
月

に
禁

油
品

と
し

て
手

配
し

た
が

、
禁

油
品

で
は

な
い

圧
力

計
が

誤
出

荷
さ

れ
た

。
事

業
所

で
の

受
入

時
に

仕
様

確
認

を
し

て
い

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
圧

力
計

の
受

入
検

査
に

お
い

て
、

確
認

を
徹

底
す

る
。

ま
た

、
メ

ー
カ

ー
と

連
携

し
て

受
注

発
注

体
制

を
再

構
築

す
る

。

1
1
8

2
0
1
5
-

1
4
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
2
3

兵 庫 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

継
手

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
製

作
不

良
＞

無

5
月

2
3
日

1
0
時

0
2
分

頃
、

中
央

監
視

室
で

「
N

o
.4

冷
凍

機
除

害
設

備
盤

一
括

異
常

」
警

報
が

作
動

し
た

。
製

造
係

員
が

現
場

確
認

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

警
報

発
令

時
の

N
o
.4

冷
凍

機
の

ア
ン

モ
ニ

ア
検

知
値

は
5
0
pp

m
を

示
し

て
い

た
た

め
、

N
o
.4

ア
ン

モ
ニ

ア
冷

凍
機

を
手

動
停

止
し

た
。

1
0
時

1
5
分

頃
、

N
o
.4

冷
凍

機
ア

ン
モ

ニ
ア

検
知

値
2
0
0
pp

m
で

除
害

装
置

が
作

動
し

た
。

1
0

時
4
5
分

頃
、

除
害

設
備

を
手

動
に

て
運

転
継

続
と

し
た

。
1
2
時

4
5
分

頃
、

設
備

メ
ー

カ
ー

が
到

着
し

、
油

圧
制

御
配

管
(φ

8
)

ジ
ョ

イ
ン

ト
部

か
ら

の
油

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

し
た

油
に

混
入

し
て

い
た

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
に

検
知

機
が

反
応

し
た

と
思

わ
れ

る
。

漏
え

い
箇

所
周

囲
の

バ
ル

ブ
閉

止
を

実
施

し
、

冷
媒

回
収

を
実

施
し

た
。

配
管

お
よ

び
継

手
を

取
り

外
し

た
う

え
、

ね
じ

込
み

プ
ラ

グ
に

て
漏

え
い

防
止

を
実

施
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

1
1
9

2
0
1
5
-

1
7
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
2
3

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

C
7
0
工

場
北

東
に

設
置

さ
れ

た
R

-
D

4
0
1
空

冷
ス

ク
リ

ュ
ー

式
冷

凍
機

の
定

期
点

検
開

始
直

後
に

、
N

o
.1

側
冷

媒
系

統
に

ガ
ス

不
足

運
転

が
確

認
さ

れ
、

メ
ー

カ
ー

と
協

議
し

、
ガ

ス
漏

え
い

点
検

を
実

施
し

た
。

ガ
ス

漏
え

い
点

検
の

結
果

か
ら

、
蒸

発
器

(プ
レ

ー
ト

式
熱

交
換

器
)の

外
観

部
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
反

応
が

認
め

ら
れ

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

1
2
0

2
0
1
5
-

1
5
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
2
4

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
製

作
不

良
＞

＜
設

計
不

良
＞

無

5
月

2
4
日

( 日
)9

時
頃

、
設

備
担

当
者

(冷
凍

保
安

責
任

者
)が

点
検

の
た

め
機

械
室

に
入

室
し

た
際

、
冷

凍
機

(圧
縮

機
)付

近
に

潤
滑

油
の

よ
う

な
も

の
が

漏
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

そ
の

際
、

設
備

は
自

動
停

止
し

た
状

態
で

あ
っ

た
が

、
制

御
盤

の
運

転
ス

イ
ッ

チ
を

「
断

」
に

切
り

替
え

た
。

ま
た

、
潤

滑
油

お
よ

び
冷

媒
供

給
連

絡
配

管
の

弁
を

閉
に

し
、

吸
排

気
フ

ァ
ン

を
運

転
し

換
気

を
行

い
、

潤
滑

油
を

回
収

し
た

。
1
0
時

頃
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
社

に
よ

る
調

査
に

よ
り

、
軸

封
装

置
か

ら
の

潤
滑

油
お

よ
び

冷
媒

漏
れ

を
確

認
し

た
。

2
7
日

(水
)9

時
頃

か
ら

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
社

に
て

軸
封

装
置

の
修

理
を

実
施

し
、

潤
滑

油
お

よ
び

冷
媒

を
充

て
ん

し
た

。
5
月

1
9
日

(火
)の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
社

に
よ

る
点

検
時

に
異

常
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

主
軸

に
取

り
付

け
ら

れ
る

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

固
定

ね
じ

が
緩

み
、

偏
心

等
の

影
響

に
よ

り
O

リ
ン

グ
が

破
損

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
平

成
2
5
年

1
2
月

に
メ

ー
カ

ー
工

場
に

て
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

を
実

施
し

て
い

た
。

1
2
1

2
0
1
5
-

1
5
4

製
造

事
業

所
（
コ

）

ガ
ソ

リ
ン

脱
硫

装
置

分
離

塔
塔

底
抜

き
出

し
ポ

ン
プ

2
0
1
5
/
5
/
2
6

大 阪 府
0

0
0

0
水

素
Ｂ ２

漏
洩

石
油

精
製

ポ
ン

プ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

運
転

員
が

現
場

確
認

作
業

中
に

、
ポ

ン
プ

(F
H

-
P

4
A

)フ
ラ

ッ
シ

ン
グ

ク
ー

ラ
ー

入
口

配
管

溶
接

線
近

傍
よ

り
ガ

ソ
リ

ン
が

霧
状

に
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
計

器
室

に
連

絡
を

実
施

後
、

ポ
ン

プ
を

F
H

-
P

4
A

か
ら

F
H

-
P

4
B

に
切

り
替

え
を

行
い

、
液

抜
き

、
脱

圧
を

実
施

し
た

(切
り

替
え

に
よ

り
即

時
に

漏
え

い
は

停
止

し
た

)。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
2
2

2
0
1
5
-

1
5
5

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

過
圧

防
止

弁
の

誤
作

動
に

よ
る

ベ
ン

ト
ス

タ
ッ

ク
か

ら
の

塩
化

ビ
ニ

ル
モ

ノ
マ

ー
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
2
7

愛 媛 県
0

0
0

0
塩

化
ビ

ニ
ル

Ｃ
漏

洩
貯

蔵
基

地
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

5
月

2
7
日

1
9
時

5
7
分

に
、

構
内

の
ガ

ス
検

知
器

が
発

報
し

、
ま

た
、

低
温

タ
ン

ク
(T

-
2
0
1
、

T
-
2
0
2
)の

圧
力

低
下

警
報

も
発

報
し

た
。

直
員

に
よ

る
現

場
点

検
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
、

ベ
ン

ト
ス

タ
ッ

ク
行

き
の

配
管

ラ
イ

ン
に

て
流

体
の

流
れ

る
音

が
確

認
さ

れ
た

。
こ

の
た

め
、

2
0
時

5
0
分

、
ベ

ン
ト

ス
タ

ッ
ク

の
元

弁
手

動
弁

(V
-
7
7
4
0
B

)を
閉

止
し

た
と

こ
ろ

、
タ

ン
ク

の
圧

力
低

下
は

停
止

し
た

。
そ

の
後

、
さ

ら
に

確
認

作
業

を
続

け
た

と
こ

ろ
、

2
1
時

0
0
分

に
、

低
温

タ
ン

ク
か

ら
ベ

ン
ト

行
ラ

イ
ン

の
過

圧
防

止
弁

(自
動

弁
)(

P
C

V
-
2
0
5
)(

通
常

、
「
常

時
閉

止
」
)が

、
「
開

」
状

態
で

あ
っ

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
こ

の
こ

と
が

原
因

で
、

低
温

タ
ン

ク
の

V
C

M
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
圧

力
低

下
を

引
き

起
こ

し
て

い
た

。
な

お
、

計
器

室
の

圧
力

グ
ラ

フ
記

録
か

ら
、

漏
え

い
は

、
1
9
時

4
0
分

頃
か

ら
発

生
し

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
低

温
タ

ン
ク

に
設

置
の

加
圧

防
止

弁
(P

C
V

-
2
0
5
)は

、
エ

ア
ー

駆
動

弁
で

あ
る

。
原

因
は

、
エ

ア
ー

駆
動

部
で

あ
る

ポ
ジ

シ
ョ

ナ
ー

内
の

O
リ

ン
グ

が
経

年
劣

化
に

よ
り

亀
裂

を
生

じ
、

こ
の

亀
裂

部
か

ら
駆

動
用

エ
ア

ー
が

漏
え

い
し

て
、

誤
作

動
を

起
こ

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
当

該
ポ

ジ
シ

ョ
ナ

ー
は

、
毎

年
作

動
テ

ス
ト

を
実

施
し

て
い

た
も

の
の

、
高

圧
ガ

ス
の

耐
圧

部
で

は
な

い
た

め
、

O
リ

ン
グ

等
を

含
む

消
耗

品
は

、
設

置
後

3
2
年

間
、

一
度

も
交

換
し

て
い

な
か

っ
た

。
ま

た
、

計
器

室
の

監
視

画
面

が
タ

ン
ク

内
圧

力
の

変
化

を
常

時
監

視
で

き
る

体
制

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
ほ

か
、

緊
急

時
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

で
あ

る
「
緊

急
時

の
対

応
要

領
書

」
に

不
備

等
が

あ
り

、
県

へ
の

通
報

や
従

業
員

へ
の

非
常

招
集

な
ど

が
定

め
ら

れ
た

手
順

通
り

に
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

1
0
年

ご
と

に
分

解
整

備
を

実
施

す
る

。
(ソ

フ
ト

面
)、

タ
ン

ク
内

の
圧

力
変

化
の

グ
ラ

フ
を

計
器

室
監

視
画

面
上

に
常

時
表

示
し

、
当

直
員

が
常

時
、

目
視

に
よ

り
確

認
で

き
る

よ
う

運
転

要
領

を
修

正
す

る
。

「
緊

急
時

の
対

応
要

領
書

」
を

見
直

す
と

と
も

に
、

従
業

員
に

対
し

、
保

安
教

育
や

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
。

1
2
3

2
0
1
5
-

1
6
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
2
7

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
そ

の
他

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

平
成

2
6
年

1
1
月

8
日

、
定

期
自

主
点

検
時

に
異

常
は

な
か

っ
た

。
平

成
2
7
年

5
月

1
8
日

、
定

期
自

主
点

検
時

に
空

冷
チ

ラ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

(R
-
1
)に

お
い

て
、

低
圧

圧
力

の
低

下
が

生
じ

て
い

た
(警

報
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

)た
め

、
事

業
者

が
直

ち
に

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

の
漏

れ
調

査
、

装
置

の
停

止
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

配
管

の
バ

ル
ブ

の
閉

止
の

措
置

を
講

じ
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

の
回

収
を

行
っ

た
。

5
月

2
7
日

、
窒

素
加

圧
試

験
(1

.5
M

P
a）

に
よ

り
、

ガ
ス

漏
え

い
個

所
が

水
熱

交
換

器
鏡

板
で

あ
る

と
特

定
し

た
。

な
お

、
水

熱
交

換
器

は
断

熱
材

で
被

覆
さ

れ
て

い
る

設
備

で
あ

る
。

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

の
漏

え
い

量
は

、
当

初
注

入
量

か
ら

残
ガ

ス
量

を
引

い
た

も
の

と
し

て
算

出
し

、
1
2
.8

kg
と

推
定

し
た

。
原

因
は

、
設

備
設

置
後

2
5
年

経
過

に
よ

る
老

朽
化

と
推

定
さ

れ
る

。
当

該
事

業
所

で
は

3
基

の
空

調
用

冷
凍

機
を

交
互

運
転

し
て

い
る

が
、

今
回

漏
え

い
の

あ
っ

た
R

-
1
機

の
稼

働
状

況
は

他
2
基

よ
り

も
運

転
時

間
が

過
多

と
な

る
傾

向
に

あ
っ

た
。

こ
の

た
め

、
劣

化
が

早
く
進

ん
だ

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

漏
え

い
個

所
で

あ
る

水
熱

交
換

器
は

断
熱

材
に

覆
わ

れ
た

設
備

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

腐
食

状
況

が
定

期
自

主
点

検
で

見
落

と
さ

れ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
自

主
点

検
を

年
2
回

か
ら

年
4
回

に
増

や
し

、
異

常
の

早
期

発
見

に
努

め
る

計
画

で
あ

る
。

1
2
4

2
0
1
5
-

1
7
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

バ
ル

ブ
ろ

う
付

け
部

か
ら

の
液

化
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
2
9

栃 木 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

4
月

2
8
日

、
定

期
自

主
検

査
時

に
バ

ル
ブ

ろ
う

付
け

部
か

ら
漏

え
い

を
発

見
し

た
(定

期
自

主
検

査
時

の
漏

え
い

の
た

め
、

高
圧

ガ
ス

保
安

法
事

故
措

置
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
く
事

故
に

は
該

当
せ

ず
。

)。
5
月

2
9
日

、
バ

ル
ブ

修
理

工
事

を
行

う
た

め
、

コ
ー

ル
ド

エ
バ

ポ
レ

ー
タ

内
に

残
っ

て
い

る
液

化
窒

素
を

抜
く
際

に
、

別
の

バ
ル

ブ
下

部
の

ろ
う

付
け

部
に

お
い

て
、

漏
え

い
が

発
見

さ
れ

た
。

6
月

2
日

、
県

庁
に

連
絡

後
、

事
故

届
の

提
出

を
指

示
し

た
。

原
因

は
、

バ
ル

ブ
を

配
管

に
ろ

う
付

け
で

接
続

し
て

い
た

が
、

長
年

の
開

閉
操

作
・
温

度
変

化
に

よ
る

負
荷

に
よ

り
ろ

う
付

け
に

す
き

間
が

で
き

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
2
5

2
0
1
5
-

1
5
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

圧
力

計
取

出
し

配
管

か
ら

の
L
N

G
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
3
1

福 岡 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｂ ２

漏
洩

貯
蔵

基
地

配
管

、
継

手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
製

作
不

良
＞

無

N
o
.8

タ
ン

ク
ポ

ン
プ

ヤ
ー

ド
の

ガ
ス

検
知

警
報

が
発

生
し

た
。

現
場

確
認

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
N

o
.8

B
L
N

G
ポ

ン
プ

の
出

口
ラ

イ
ン

圧
力

計
取

り
出

し
元

弁
(第

1
弁

)付
近

に
霜

付
き

を
発

見
し

、
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
漏

洩
し

た
ユ

ニ
オ

ン
に

初
期

不
良

（
ア

ン
ダ

カ
ッ

ト
（
母

材
の

表
面

と
溶

接
金

属
の

表
面

と
接

す
る

部
分

に
生

じ
る

溝
）
が

2
箇

所
あ

り
）
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

ア
ン

ダ
カ

ッ
ト

を
起

点
に

応
力

集
中

が
生

じ
、

過
大

な
応

力
が

発
生

し
た

た
め

、
亀

裂
が

進
展

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
他

ポ
ン

プ
の

同
様

箇
所

の
P

T
検

査
を

し
、

異
常

が
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
2
6

2
0
1
5
-

1
7
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
1

兵 庫 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
冷

蔵
配

管
、

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

工
場

2
号

棟
準

備
室

に
は

貯
氷

室
、

3
号

冷
蔵

室
、

4
号

冷
蔵

室
へ

の
高

圧
用

の
ア

ン
モ

ニ
ア

配
管

が
通

っ
て

い
る

。
そ

の
中

の
1
つ

、
貯

氷
室

向
け

の
高

圧
用

配
管

か
ら

漏
え

い
し

た
。

3
月

の
保

安
検

査
、

毎
日

の
目

視
に

よ
る

点
検

で
は

配
管

か
ら

の
漏

え
い

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

発
災

当
日

の
午

前
9
時

頃
に

準
備

室
に

入
る

も
、

異
常

は
な

か
っ

た
。

9
時

3
0
分

過
ぎ

に
社

員
が

準
備

室
に

入
ろ

う
と

外
扉

を
開

い
て

、
ア

ン
モ

ニ
ア

の
漏

え
い

に
気

づ
い

た
。

直
ち

に
消

防
に

通
報

す
る

と
同

時
に

、
酸

素
マ

ス
ク

を
装

着
し

て
準

備
室

内
の

バ
ル

ブ
操

作
を

試
み

る
も

多
量

の
噴

出
の

た
め

、
断

念
し

た
。

消
防

隊
が

到
着

後
、

社
員

全
員

が
事

務
所

か
ら

消
防

隊
の

指
揮

所
に

移
動

し
た

。
消

防
隊

に
よ

る
準

備
室

内
の

ア
ン

モ
ニ

ア
の

除
去

並
び

に
工

場
外

へ
の

拡
散

防
止

の
た

め
の

散
水

が
開

始
さ

れ
た

。
同

時
に

事
業

所
に

隣
接

す
る

道
路

の
封

鎖
が

行
わ

れ
た

。
そ

の
後

、
冷

凍
機

械
メ

ー
カ

ー
作

業
員

に
よ

り
、

漏
え

い
し

た
配

管
に

残
っ

た
ア

ン
モ

ニ
ア

の
回

収
を

開
始

し
た

。
2
0
時

4
9
分

に
、

消
防

隊
の

処
置

完
了

を
も

っ
て

近
隣

道
路

の
閉

鎖
は

解
除

さ
れ

た
。

な
お

、
社

員
、

近
隣

住
民

へ
の

人
的

被
害

は
な

く
、

近
隣

住
民

の
避

難
等

も
行

わ
れ

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
漏

え
い

個
所

の
配

管
は

、
冷

蔵
準

備
室

に
敷

設
さ

れ
て

お
り

、
入

口
扉

の
開

閉
に

よ
る

外
気

の
流

入
に

よ
り

高
湿

度
に

な
り

や
す

く
、

腐
食

が
進

ん
だ

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

当
該

配
管

は
、

天
井

付
近

に
敷

設
さ

れ
て

お
り

、
定

期
自

主
検

査
・
保

安
検

査
に

お
い

て
も

目
視

に
よ

り
外

面
腐

食
状

況
の

点
検

の
み

を
行

っ
て

い
た

。
今

後
は

、
他

の
配

管
に

つ
い

て
も

、
順

次
点

検
を

実
施

し
更

新
す

る
。

1
2
7

2
0
1
5
-

1
7
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
配

管
と

フ
ラ

ン
ジ

溶
接

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
1

福 岡 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン

Ｂ ２
漏

洩

そ
の

他 （
レ

ジ
ャ

ー
）

配
管

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
ス

ケ
ー

ト
場

リ
ン

ク
内

東
側

配
管

の
フ

ラ
ン

ジ
と

配
管

溶
接

部
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
、

か
つ

そ
の

配
管

の
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
ガ

ス
漏

れ
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

1
2
8

2
0
1
5
-

1
7
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
1

埼 玉 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
空

調
設

備
）

継
手

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
自

然
災

害
＞

（
地

震
）

無

8
時

頃
、

C
R

-
2
タ

ー
ボ

冷
凍

機
の

運
転

電
流

が
低

い
状

況
を

確
認

し
た

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
に

点
検

を
依

頼
し

た
。

1
5

時
4
5
分

頃
、

タ
ー

ボ
冷

凍
機

の
点

検
を

実
施

し
た

。
点

検
の

結
果

、
冷

媒
配

管
フ

レ
ア

継
手

部
か

ら
の

ガ
ス

漏
れ

を
確

認
し

た
。

1
7
時

頃
、

当
該

漏
れ

箇
所

の
フ

レ
ア

継
手

部
を

再
加

工
し

、
ガ

ス
漏

れ
修

理
を

完
了

し
た

。
原

因
は

、
5
月

3
0
日

に
発

生
し

た
地

震
(震

度
5
弱

)よ
り

、
ガ

ス
不

足
運

転
状

況
が

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

り
冷

媒
配

管
に

応
力

が
か

か
り

、
フ

レ
ア

部
か

ら
ガ

ス
が

漏
れ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

1
2
9

2
0
1
5
-

1
7
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
1

宮 崎 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
製

作
不

良
＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

工
場

内
の

工
業

用
冷

凍
機

の
ブ

ラ
イ

ン
チ

ラ
ー

が
設

定
温

度
か

ら
3
℃

上
昇

し
て

、
ア

ラ
ー

ム
が

発
報

し
た

。
同

工
場

作
業

員
お

よ
び

定
期

点
検

業
者

が
設

備
を

停
止

さ
せ

て
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
異

常
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
た

め
、

電
気

系
統

の
不

良
と

判
断

し
た

。
後

日
、

メ
ー

カ
ー

お
よ

び
メ

ー
カ

ー
特

約
点

検
業

者
が

点
検

を
行

い
冷

媒
漏

れ
は

発
見

で
き

な
か

っ
た

が
、

ブ
ラ

イ
ン

タ
ン

ク
内

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
が

油
膜

と
し

て
浮

い
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
を

特
定

し
た

。
な

お
、

ブ
ラ

イ
ン

タ
ン

ク
か

ら
回

収
し

た
冷

媒
が

1
.8

kg
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

漏
え

い
量

は
1
8
.2

kg
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
(2

0
kg

充
て

ん
の

設
備

内
に

残
ガ

ス
は

無
し

)。
当

該
設

備
は

年
中

稼
働

し
て

お
り

、
普

段
冷

媒
の

温
度

差
は

±
1
℃

未
満

で
あ

る
た

め
、

膨
張

に
よ

る
熱

交
換

器
の

疲
労

と
は

考
え

に
く
い

。
原

因
は

、
ろ

う
付

け
部

の
製

作
不

良
も

し
く
は

腐
食

で
は

な
い

か
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

冷
媒

タ
ン

ク
お

よ
び

ブ
ラ

イ
ン

タ
ン

ク
内

の
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
リ

ー
ク

タ
ン

ク
点

検
を

定
期

的
に

行
う

こ
と

と
す

る
。

1
3
0

2
0
1
5
-

1
7
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

保
温

材
下

の
ド

レ
ン

配
管

か
ら

の
ペ

ン
タ

ン
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
1

三 重 県
0

0
0

0
ペ

ン
タ

ン
Ｃ

漏
洩

石
油

精
製

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
ロ

ー
カ

ル
パ

ト
ロ

ー
ル

中
に

、
表

記
の

バ
ル

ブ
ボ

ン
ネ

ッ
ト

に
お

け
る

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
ガ

ス
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
保

温
材

の
板

金
不

具
合

箇
所

か
ら

の
雨

水
浸

入
に

よ
る

外
面

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。
当

該
配

管
(2

B
ド

レ
ン

排
出

ラ
イ

ン
)は

通
常

運
転

に
お

い
て

「
未

使
用

配
管

」
で

あ
っ

た
が

、
保

温
材

が
あ

り
、

そ
の

板
金

の
施

工
不

具
合

(上
部

か
ら

の
雨

水
等

浸
入

対
応

が
不

良
)箇

所
か

ら
の

雨
水

浸
入

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
装

置
内

の
類

似
箇

所
に

つ
い

て
水

平
展

開
を

実
施

し
た

。
分

析
計

行
き

配
管

に
つ

い
て

も
火

災
･爆

発
等

の
危

険
性

の
高

い
も

の
に

つ
い

て
は

優
先

的
に

検
査

を
行

う
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
3
1

2
0
1
5
-

1
8
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
2

佐 賀 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
継

手
、

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

朝
の

設
備

点
検

時
に

液
面

計
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

が
減

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
の

で
、

直
ち

に
業

者
へ

連
絡

し
た

。
業

者
の

点
検

の
結

果
、

膨
張

弁
フ

レ
ア

ー
の

破
損

に
よ

る
漏

え
い

だ
と

判
明

し
た

た
め

、
膨

張
弁

フ
レ

ア
ー

を
修

理
し

、
再

度
取

り
付

け
を

行
い

漏
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

し
た

冷
媒

量
は

1
0
4
kg

と
推

定
さ

れ
る

(冷
媒

の
補

充
量

は
1
0
4
kg

)。
今

後
は

、
専

門
業

者
に

よ
る

年
1
回

の
定

期
点

検
を

実
施

す
る

。

1
3
2

2
0
1
5
-

1
8
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
断

熱
材

下
の

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
2

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｂ ２
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

＜
組

織
運

営
不

良
＞

無

5
月

1
9
日

(火
)に

『
油

温
』
警

報
が

発
生

し
停

止
中

で
あ

っ
た

冷
凍

機
(R

H
P

-
0
1
)に

お
い

て
、

メ
ー

カ
ー

保
守

点
検

に
よ

る
試

運
転

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
『
油

温
』
警

報
が

発
生

し
た

。
調

査
の

結
果

、
屋

上
空

気
熱

交
換

器
の

冷
媒

液
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
が

判
明

し
た

。
運

転
禁

止
と

し
、

冷
凍

機
と

屋
上

空
気

熱
交

換
器

間
の

冷
媒

(液
・
ガ

ス
)配

管
の

止
め

弁
を

閉
止

と
し

た
。

な
お

、
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
量

は
受

液
器

の
目

盛
り

よ
り

推
定

3
2
0
kg

の
冷

媒
が

漏
え

い
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
原

因
は

、
屋

上
空

気
熱

交
換

器
へ

の
冷

媒
液

配
管

断
熱

材
カ

バ
ー

接
合

部
か

ら
雨

水
が

浸
入

し
、

配
管

外
面

が
腐

食
、

穿
孔

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

1
3
3

2
0
1
5
-

1
8
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

蒸
発

器
配

管
か

ら
の

L
N

G
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
4

福 島 県
0

0
0

0
L
N

G
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
ガ

ラ
ス

加 工
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管
、

蒸
発

器

＜
荷

役
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無

ロ
ー

リ
ー

か
ら

ガ
ス

を
受

入
中

に
ガ

ス
漏

れ
音

が
聞

こ
え

始
め

た
た

め
、

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
加

圧
蒸

発
器

配
管

の
溶

接
部

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

保
安

係
員

が
現

場
を

確
認

し
、

応
急

処
置

(水
を

含
ま

せ
た

布
に

よ
る

ア
イ

シ
ン

グ
で

漏
え

い
を

停
止

)を
施

し
た

が
、

ロ
ー

リ
ー

に
ガ

ス
を

残
し

て
は

い
け

な
い

と
考

え
、

大
気

放
出

す
る

よ
り

は
安

全
と

判
断

し
、

や
む

を
得

ず
受

入
を

再
開

し
た

。
受

入
作

業
完

了
後

、
使

用
禁

止
措

置
を

実
施

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

1
3
4

2
0
1
5
-

1
8
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

自
動

遮
断

弁
お

よ
び

継
手

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
5

愛 知 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

継
手

、
自

動
遮

断
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

朝
9
時

に
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
保

圧
試

験
実

施
後

に
開

店
し

た
。

1
0
時

2
0
分

に
-
4
0
℃

で
7
0
M

P
aの

水
素

の
燃

料
電

池
車

へ
の

充
て

ん
を

開
始

し
た

。
1
0
時

3
1
分

に
燃

料
電

池
車

へ
の

充
て

ん
終

了
直

後
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

内
水

素
の

脱
圧

時
に

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
の

定
置

ガ
ス

検
知

器
が

作
動

し
、

自
動

遮
断

弁
が

閉
止

し
た

。
携

帯
ガ

ス
検

知
器

に
て

漏
え

い
箇

所
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

プ
レ

ク
ー

ラ
出

口
自

動
遮

断
弁

(X
V

4
0
3
)の

グ
ラ

ン
ド

部
お

よ
び

ベ
ン

ト
自

動
弁

1
次

側
チ

ー
ズ

継
手

リ
ー

ク
ポ

ー
ト

の
2
箇

所
か

ら
の

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

各
漏

え
い

箇
所

を
増

し
締

め
し

、
漏

え
い

が
停

止
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
漏

え
い

の
あ

っ
た

自
動

遮
断

弁
お

よ
び

継
手

は
、

常
温

か
ら

-
4
0
℃

の
低

温
サ

イ
ク

ル
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
た

め
、

初
期

に
設

定
さ

れ
た

締
め

付
け

ト
ル

ク
値

か
ら

の
ず

れ
が

生
じ

て
い

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

ホ
ー

ス
の

交
換

時
(1

0
0
～

5
0
0

回
充

て
ん

)時
に

遮
断

弁
の

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

の
ト

ル
ク

値
の

確
認

を
実

施
す

る
。

継
手

に
つ

い
て

は
、

携
帯

ガ
ス

検
知

器
で

の
漏

え
い

検
査

の
実

施
お

よ
び

合
い

マ
ー

ク
の

確
認

を
日

常
点

検
で

行
う

と
と

も
に

、
3
～

4
ヶ

月
に

一
度

ト
ル

ク
管

理
行

う
よ

う
月

次
点

検
の

作
業

内
容

に
組

み
込

む
。

1
3
5

2
0
1
5
-

1
8
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
5

福 岡 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
そ

の
他

＞
（
経

年
劣

化
）

無

本
冷

凍
機

は
2
月

1
6
日

よ
り

、
計

画
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

の
た

め
、

運
転

を
停

止
し

て
い

た
。

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
の

た
め

、
6
月

2
日

に
冷

凍
機

を
起

動
し

た
際

、
『
第

1
サ

ー
キ

ッ
ト

異
常

』
の

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
た

た
め

、
冷

凍
機

の
運

転
を

停
止

し
た

(当
該

冷
凍

機
は

、
内

部
に

2
つ

の
冷

媒
系

統
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

ら
を

順
に

、
便

宜
的

に
第

1
サ

ー
キ

ッ
ト

、
第

2
サ

ー
キ

ッ
ト

と
呼

ん
で

い
る

)。
6
月

5
日

、
メ

ー
カ

ー
点

検
の

結
果

、
圧

縮
機

側
か

ら
水

が
確

認
さ

れ
た

た
め

、
設

備
(蒸

発
器

)破
損

に
よ

る
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
漏

え
い

と
断

定
し

た
。

該
当

機
器

は
、

第
2
サ

ー
キ

ッ
ト

分
の

4
2
kg

の
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
を

回
収

し
た

後
、

取
り

外
し

を
行

い
、

代
替

品
と

の
据

え
替

え
を

行
っ

た
。

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

の
漏

え
い

量
は

推
定

2
4
kg

で
あ

る
。

第
1
サ

ー
キ

ッ
ト

側
の

気
密

テ
ス

ト
を

実
施

し
、

蒸
発

器
の

冷
水

側
ノ

ズ
ル

に
て

漏
え

い
を

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
、

蒸
発

器
チ

ュ
ー

ブ
の

破
孔

で
あ

る
こ

と
を

特
定

し
た

。
蒸

発
器

の
冷

水
側

ノ
ズ

ル
(サ

イ
ズ

:1
2
5
A

×
2
か

所
)か

ら
フ

ァ
イ

バ
ー

ス
コ

ー
プ

に
て

内
部

点
検

(チ
ュ

ー
ブ

外
面

)し
た

が
、

漏
え

い
箇

所
を

特
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

チ
ュ

ー
ブ

外
面

の
汚

れ
の

状
況

か
ら

、
冷

水
側

か
ら

の
銅

チ
ュ

ー
ブ

の
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
冷

水
の

水
質

を
管

理
す

る
。

pH
測

定
、

電
気

伝
導

度
測

定
、

溶
存

酸
素

濃
度

測
定

な
ど

を
検

討
す

る
。

②
漏

え
い

し
た

冷
凍

設
備

と
同

様
(設

置
時

期
、

種
類

)な
設

備
の

保
有

状
況

を
確

認
す

る
。

③
経

年
劣

化
対

策
と

し
て

、
同

様
の

冷
凍

設
備

の
更

新
計

画
を

策
定

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
3
6

2
0
1
5
-

2
4
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
5

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

6
月

2
日

、
当

該
冷

凍
機

を
運

転
中

に
故

障
警

報
が

作
動

し
、

冷
凍

機
が

自
動

停
止

し
た

。
同

日
、

熱
交

換
器

に
霜

が
付

着
し

て
い

た
た

め
、

冷
却

水
配

管
の

止
弁

を
閉

止
し

、
原

因
調

査
を

開
始

し
た

。
6
月

5
日

に
冷

却
水

配
管

内
へ

の
圧

縮
機

由
来

の
油

混
入

、
冷

媒
圧

力
の

低
下

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
熱

交
換

器
の

内
部

の
損

傷
に

よ
り

、
冷

媒
が

冷
却

水
配

管
側

に
漏

え
い

し
、

そ
の

全
量

が
大

気
中

に
放

出
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
メ

ー
カ

ー
の

原
因

調
査

に
て

、
冷

却
水

配
管

の
入

口
部

分
へ

の
異

物
(錆

)の
堆

積
お

よ
び

冷
媒

配
管

の
一

部
の

変
形

(膨
ら

み
)が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

、
循

環
水

お
よ

び
補

給
水

の
水

質
を

検
査

し
た

と
こ

ろ
、

メ
ー

カ
ー

の
当

初
の

想
定

よ
り

腐
食

性
が

高
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
冷

却
水

の
点

検
に

項
目

が
足

り
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

冷
却

水
配

管
内

に
異

物
(錆

)が
堆

積
し

、
水

の
流

れ
が

阻
害

さ
れ

、
配

管
が

局
所

的
に

凍
結

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
そ

の
結

果
、

冷
媒

系
統

と
冷

却
水

系
統

を
隔

て
る

プ
レ

ー
ト

層
が

損
傷

し
た

こ
と

に
よ

り
、

冷
媒

が
冷

却
水

配
管

側
に

漏
え

い
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
点

検
内

容
に

、
循

環
水

の
水

質
検

査
、

ス
ト

レ
ー

ナ
の

清
掃

お
よ

び
熱

交
換

器
内

の
冷

却
水

配
管

の
薬

品
洗

浄
を

追
加

す
る

。

1
3
7

2
0
1
5
-

1
8
9

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

医
療

用
酸

素
容

器
ユ

ニ
ッ

ト
を

充
填

中
の

酸
素

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
6
/
8

山 口 県
0

0
0

0
酸

素
Ｂ ２

漏
洩

火
災

一
般

化
学

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

静 電 気
、

高 温 物 体

医
療

用
酸

素
充

て
ん

7
m

3
容

器
N

o
.6

ユ
ニ

ッ
ト

(1
6
本

組
)を

充
て

ん
中

、
1
2
.7

M
P

aま
で

充
て

ん
し

た
と

こ
ろ

で
、

酸
素

ガ
ス

容
器

1
本

の
容

器
附

属
弁

の
口

金
損

傷
防

止
の

た
め

に
取

り
付

け
ら

れ
て

い
る

接
続

金
具

と
充

て
ん

金
具

の
間

か
ら

酸
素

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

瞬
間

的
に

発
火

(瞬
時

に
失

火
)し

た
。

今
回

の
漏

え
い

お
よ

び
火

災
は

、
接

続
金

具
と

ワ
ン

タ
ッ

チ
充

て
ん

金
具

の
シ

ー
ル

面
(不

燃
性

O
リ

ン
グ

)の
機

能
低

下
を

起
こ

し
た

部
位

か
ら

の
極

少
量

の
酸

素
ガ

ス
漏

え
い

を
発

端
と

す
る

も
の

で
あ

っ
た

(平
成

2
1
年

に
ワ

ン
タ

ッ
チ

方
式

充
て

ん
金

具
に

変
更

後
、

約
6
年

間
使

用
)。

当
該

施
設

で
は

、
酸

素
ガ

ス
を

シ
ー

ル
す

る
充

て
ん

金
具

先
端

の
O

リ
ン

グ
と

接
続

金
具

の
O

リ
ン

グ
の

シ
ー

ル
面

が
し

っ
か

り
接

触
し

て
い

る
必

要
が

あ
る

が
、

他
の

接
続

金
具

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
O

リ
ン

グ
溝

の
面

お
よ

び
充

て
ん

金
具

先
端

の
O

リ
ン

グ
自

体
に

キ
ズ

が
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
ま

た
、

充
て

ん
金

具
の

分
解

整
備

を
怠

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
長

年
の

繰
り

返
し

(約
4
回

/
日

×
稼

働
日

数
)使

用
に

よ
り

、
摺

動
性

が
悪

化
し

、
接

続
金

具
と

充
て

ん
金

具
の

シ
ー

ル
機

能
が

低
下

し
て

い
た

可
能

性
も

あ
る

。
原

因
は

、
【
1

次
事

象
:漏

え
い

】
極

少
量

の
酸

素
ガ

ス
が

シ
ー

ル
機

能
低

下
を

起
こ

し
た

O
リ

ン
グ

の
す

き
間

を
高

速
(1

2
.7

M
P

a→
大

気
圧

)
で

漏
え

い
し

た
こ

と
に

よ
り

、
摩

擦
熱

が
生

じ
、

高
温

が
発

生
し

た
。

充
て

ん
金

具
(材

質
:S

U
S
)が

溶
融

(S
U

S
溶

融
温

度
:約

1
4
0
0
℃

)し
た

こ
と

で
締

め
付

け
力

が
弱

く
な

り
、

接
続

金
具

か
ら

外
れ

て
酸

素
ガ

ス
が

一
気

に
漏

え
い

と
推

定
さ

れ
る

。
【
2
次

事
象

:火
災

】
直

後
に

発
生

し
た

火
災

は
、

溶
融

し
た

高
温

の
S
U

S
も

し
く
は

静
電

気
等

が
着

火
源

と
な

り
、

充
て

ん
金

具
か

ら
漏

え
い

し
た

酸
素

ガ
ス

が
高

濃
度

酸
素

雰
囲

気
を

形
成

し
た

こ
と

で
着

火
し

、
可

燃
物

と
な

り
得

る
接

続
金

具
(材

質
:真

鍮
等

)の
金

属
粉

も
し

く
は

容
器

添
付

文
書

(可
燃

物
)が

瞬
時

に
燃

焼
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
現

在
運

用
中

の
全

て
の

充
て

ん
金

具
を

分
解

整
備

す
る

。
②

始
業

前
点

検
を

強
化

す
る

。
（
充

て
ん

金
具

の
作

動
確

認
お

よ
び

O
リ

ン
グ

、
シ

ー
ル

面
の

目
視

検
査

を
す

る
。

始
業

前
点

検
で

不
具

合
が

認
め

ら
れ

た
場

合
は

使
用

停
止

す
る

。
）
③

充
て

ん
金

具
の

定
期

分
解

整
備

を
行

う
。

④
充

て
ん

金
具

の
ガ

ス
シ

ー
ル

用
O

リ
ン

グ
を

定
期

交
換

す
る

。
⑤

今
回

の
事

故
原

因
･対

策
を

織
り

込
ん

だ
作

業
手

順
書

を
改

訂
す

る
。

⑥
充

て
ん

作
業

員
へ

の
作

業
手

順
書

等
の

教
育

を
徹

底
す

る
。

他
の

ガ
ス

に
つ

い
て

も
上

記
対

策
を

展
開

し
て

い
く
。

1
3
8

2
0
1
5
-

1
9
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
膨

張
弁

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
8

沖 縄 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
役

所
）

冷
凍

設
備

、
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

6
月

8
日

(月
)、

地
下

1
階

熱
源

機
械

室
内

に
設

置
し

て
い

る
冷

凍
機

の
稼

働
中

に
、

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

が
発

生
し

た
。

筐
体

内
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

感
知

器
が

作
動

し
、

計
装

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
ア

ン
モ

ニ
ア

除
害

装
置

が
自

動
運

転
し

て
冷

凍
機

が
緊

急
停

止
し

た
。

翌
日

の
9
日

(火
)に

製
造

元
に

緊
急

点
検

を
依

頼
し

た
。

原
因

は
、

膨
張

弁
ス

ピ
ン

ド
ル

摩
耗

に
よ

る
パ

ッ
キ

ン
部

分
の

不
具

合
と

推
定

さ
れ

る
。

1
3
9

2
0
1
5
-

2
8
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
9

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

6
月

9
日

の
定

期
自

主
検

査
で

漏
え

い
を

検
知

し
た

た
め

、
設

備
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

凝
縮

器
か

ら
の

冷
媒

配
管

腐
食

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
冷

媒
漏

れ
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
(か

に
泡

程
度

)。
当

該
冷

凍
機

の
直

近
の

使
用

は
6
月

8
日

で
あ

り
、

正
常

稼
働

し
て

い
た

。
8
月

1
5
日

の
冷

媒
回

収
に

よ
り

、
漏

え
い

量
は

1
kg

と
判

明
し

た
。

応
急

措
置

と
し

て
、

全
3
系

統
の

う
ち

、
対

象
の

2
系

統
目

を
停

止
し

、
冷

媒
バ

ル
ブ

を
閉

止
す

る
こ

と
で

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

大
気

放
出

を
防

い
だ

。
原

因
は

、
冷

媒
配

管
の

腐
食

に
よ

る
ピ

ン
ホ

ー
ル

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
4
0

2
0
1
5
-

1
9
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

高
圧

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
1
0

長 崎 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
E

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無
吸

入
圧

力
低

下
に

よ
り

異
常

停
止

し
た

。
エ

コ
ノ

マ
イ

ザ
か

ら
蒸

発
器

の
高

圧
ラ

イ
ン

同
配

管
チ

ー
ズ

根
元

の
亀

裂
部

分
か

ら
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
0
7
E
が

9
7
kg

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

特
定

の
運

転
条

件
で

配
管

内
の

圧
力

脈
動

に
よ

り
エ

コ
ノ

マ
イ

ザ
配

管
の

振
動

が
大

き
く
な

る
こ

と
に

よ
る

疲
労

の
進

行
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

配
管

サ
ポ

ー
ト

を
追

加
設

置
す

る
。

1
4
1

2
0
1
5
-

1
9
3

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

内
で

の
充

て
ん

ホ
ー

ス
引

張
り

事
故

2
0
1
5
/
6
/
1
2

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

フ
レ

キ
シ

ブ
ル ホ

ー
ス

＜
荷

役
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

従
業

員
か

ら
領

収
書

を
受

け
取

っ
た

運
転

手
が

車
両

を
発

進
さ

せ
た

際
、

車
両

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
充

て
ん

ホ
ー

ス
が

引
っ

張
ら

れ
て

破
損

し
、

ホ
ー

ス
内

に
残

存
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
ま

た
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
全

体
が

傾
い

た
。

作
業

員
が

直
ち

に
元

弁
を

閉
止

し
、

ス
タ

ン
ド

入
口

を
閉

鎖
し

た
。

ガ
ス

警
報

器
が

発
報

し
た

が
、

1
5
時

4
0
分

頃
の

時
点

で
周

辺
に

ガ
ス

の
滞

留
が

な
い

こ
と

を
ガ

ス
検

知
器

で
確

認
し

た
。

原
因

は
、

従
業

員
が

車
両

か
ら

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
取

り
外

す
前

に
運

転
手

に
領

収
書

を
渡

し
た

た
め

、
運

転
手

が
作

業
完

了
し

た
と

思
い

こ
み

発
進

し
た

こ
と

と
考

え
ら

れ
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

上
は

ホ
ー

ス
を

取
り

外
し

た
後

に
領

収
書

を
渡

す
こ

と
に

な
っ

て
い

た
。

今
後

は
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
内

容
の

再
教

育
を

行
う

。
ま

た
、

「
充

て
ん

中
」
の

カ
ー

ド
を

車
両

フ
ロ

ン
ト

ガ
ラ

ス
に

置
き

、
作

業
終

了
の

安
全

確
認

後
に

カ
ー

ド
を

外
す

よ
う

に
運

用
す

る
。

1
4
2

2
0
1
5
-

2
8
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

C
E
の

充
て

ん
ラ

イ
ン

溶
接

部
か

ら
の

窒
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
1
2

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
機

械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
継

手

＜
荷

役
中

＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

液
化

窒
素

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

車
に

よ
る

充
て

ん
受

入
作

業
時

に
、

C
E
充

て
ん

ラ
イ

ン
溶

接
部

に
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

漏
え

い
部

を
再

溶
接

(T
ig

溶
接

作
業

)し
、

補
修

し
た

。
原

因
は

、
設

備
の

老
朽

、
液

ガ
ス

に
よ

る
熱

膨
張

収
縮

お
よ

び
ク

ラ
ッ

チ
ハ

ン
ド

ル
の

ハ
ン

マ
リ

ン
グ

に
よ

る
疲

労
に

よ
り

、
溶

接
部

に
き

裂
が

入
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

当
該

設
備

C
E
-
1
7
M

型
の

充
て

ん
ラ

イ
ン

S
U

S
溶

接
部

の
全

数
P

T
検

査
を

行
う

。
初

期
対

応
遅

れ
に

つ
い

て
改

善
す

る
。

高
圧

ガ
ス

事
故

の
危

険
性

を
再

認
識

す
る

た
め

、
事

故
発

生
時

の
対

応
お

よ
び

日
常

の
保

安
管

理
に

つ
い

て
社

内
で

保
安

講
習

会
を

行
う

。

1
4
3

2
0
1
5
-

1
9
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
1
5

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

6
月

1
1
日

(木
)、

作
業

員
が

日
常

点
検

で
N

o
.2

サ
イ

ク
ル

の
圧

力
が

通
常

よ
り

低
下

し
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
1
2
日

(金
)、

保
守

業
者

に
よ

る
機

器
点

検
･漏

え
い

点
検

を
実

施
し

、
配

管
か

ら
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
膨

張
弁

等
の

不
具

合
も

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
6
月

1
5
日

(月
)に

冷
凍

機
を

停
止

し
液

圧
力

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
漏

え
い

が
判

明
し

た
。

1
7
日

(水
)ま

で
に

冷
媒

回
収

お
よ

び
加

圧
検

査
を

行
い

、
水

熱
交

換
器

内
管

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

水
熱

交
換

器
内

管
が

水
側

か
ら

腐
食

す
る

の
を

見
落

と
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

月
ご

と
の

定
期

点
検

に
ガ

ス
検

知
器

に
よ

る
漏

え
い

点
検

を
追

加
実

施
し

、
異

常
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
ま

た
、

保
守

業
者

と
の

迅
速

な
事

故
対

応
に

つ
い

て
、

確
認

･確
約

す
る

。

1
4
4

2
0
1
5
-

1
9
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
バ

イ
パ

ス
配

管
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
1
6

福 井 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

6
月

1
5
日

(月
)1

4
時

0
0
分

頃
、

2
F
入

口
付

近
に

て
、

ご
く
微

量
の

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
の

臭
い

を
感

知
し

た
。

1
5
時

0
0
分

頃
、

製
氷

室
を

中
心

に
漏

え
い

個
所

の
特

定
調

査
を

行
っ

た
。

(1
0
0
pp

m
以

下
の

た
め

、
ア

ン
モ

ニ
ア

警
報

な
し

)漏
れ

箇
所

特
定

で
き

ず
、

微
量

の
た

め
作

業
を

延
期

し
た

。
1
6
日

(火
)9

時
0
0
分

頃
、

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
漏

れ
警

報
が

あ
っ

た
。

圧
縮

機
を

停
止

し
た

。
漏

れ
箇

所
を

発
見

し
た

。
バ

イ
パ

ス
配

管
の

バ
ル

ブ
を

閉
弁

と
し

た
。

配
管

内
部

か
ら

の
漏

え
い

の
た

め
、

メ
ー

カ
ー

へ
緊

急
の

処
置

と
修

理
を

要
請

し
た

。
1
5
時

0
0
分

頃
、

メ
ー

カ
ー

従
業

員
(3

名
)が

到
着

し
、

バ
イ

パ
ス

配
管

内
部

に
滞

留
し

て
い

る
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

の
抜

き
取

り
と

中
和

(酢
酸

)作
業

を
開

始
し

た
。

1
9
時

0
0
分

頃
、

ガ
ス

の
抜

き
取

り
・
漏

え
い

防
止

作
業

(応
急

処
置

)を
終

了
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
防

熱
処

理
内

部
の

配
管

の
腐

食
(微

穴
)と

推
定

さ
れ

る
。

1
4
5

2
0
1
5
-

1
9
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
1
8

埼 玉 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

、
配

管
、

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

本
冷

凍
装

置
を

稼
働

中
、

冷
却

不
良

が
発

生
し

た
。

調
査

の
結

果
、

漏
え

い
に

よ
る

冷
媒

不
足

と
判

明
し

た
。

漏
え

い
箇

所
は

モ
ー

タ
ー

冷
却

用
送

液
配

管
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
お

よ
び

フ
レ

ア
式

継
手

の
継

手
部

の
2
ヵ

所
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

配
管

に
お

い
て

は
冷

凍
機

周
り

の
液

銅
配

管
同

士
が

振
動

で
擦

れ
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
、

漏
え

い
し

た
(設

計
不

良
)と

推
定

さ
れ

る
。

継
手

に
お

い
て

は
、

電
磁

弁
の

フ
レ

ア
ナ

ッ
ト

が
振

動
で

弛
み

、
漏

え
い

し
た

(締
結

管
理

不
良

)と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
異

常
発

生
時

対
応

の
担

当
者

へ
教

育
を

行
う

。
異

常
時

連
絡

体
制

を
見

直
す

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
4
6

2
0
1
5
-

2
4
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
給

液
管

給
液

電
磁

弁
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
1
9

静 岡 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
３

Ｃ
漏

洩
食

品
凝

縮
器

、
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

日
常

点
検

に
よ

り
冷

凍
機

の
圧

力
が

下
が

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
た

だ
ち

に
冷

凍
設

備
を

停
止

し
た

。
調

査
に

よ
り

、
冷

蔵
庫

2
階

2
0
3
号

室
前

の
天

井
付

近
に

あ
る

防
熱

部
が

著
し

く
凍

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
冷

媒
漏

れ
と

判
断

し
、

た
だ

ち
に

2
0
3
号

室
B

側
給

液
管

給
液

電
磁

弁
の

前
後

の
バ

ル
ブ

を
閉

じ
た

。
リ

ー
ク

チ
ェ

ッ
ク

を
行

い
、

漏
え

い
部

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

給
液

管
給

液
電

磁
弁

の
締

め
付

け
不

良
お

よ
び

振
動

等
に

よ
る

緩
み

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
防

熱
部

付
近

の
チ

ェ
ッ

ク
を

徹
底

す
る

。

1
4
7

2
0
1
5
-

2
0
0

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

仕
切

り
板

入
れ

替
え

作
業

中
の

水
素

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
6
/
2
2

千 葉 県
0

0
0

0
水

素
Ｂ ２

漏
洩

火
災

石
油

精
製

バ
ル

ブ

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

静 電 気

第
2
接

触
改

質
装

置
(2

R
F
)の

脱
硫

セ
ク

シ
ョ

ン
(N

-
U

F
)か

ら
発

生
し

た
水

素
リ

ッ
チ

ガ
ス

の
第

4
水

添
脱

硫
装

置
(4

U
F
)へ

の
連

絡
配

管
バ

ル
ブ

下
流

側
フ

ラ
ン

ジ
部

の
仕

切
板

入
れ

替
え

作
業

中
に

、
内

部
流

体
の

漏
え

い
お

よ
び

火
災

を
発

見
し

た
。

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
準

備
に

お
い

て
、

配
管

の
仕

切
板

の
取

り
外

し
作

業
中

に
、

フ
ラ

ン
ジ

よ
り

水
素

を
主

成
分

と
す

る
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

仕
切

板
の

上
流

側
の

バ
ル

ブ
は

、
シ

ー
ト

漏
れ

が
あ

っ
た

が
、

仕
切

板
の

挿
入

時
に

は
脱

圧
し

て
お

り
、

そ
の

確
認

が
で

き
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

仕
切

板
挿

入
後

に
別

の
装

置
が

稼
働

し
、

配
管

に
は

ガ
ス

が
流

れ
て

い
た

が
、

作
業

に
立

ち
会

っ
た

運
転

員
は

、
上

流
側

の
配

管
が

未
使

用
で

あ
る

と
誤

認
し

た
ま

ま
フ

ラ
ン

ジ
の

ボ
ル

ト
を

緩
め

る
よ

う
に

指
示

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

運
転

員
が

誤
認

に
気

づ
く
仕

組
み

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

仕
切

板
を

挿
入

し
た

際
に

、
工

事
期

間
中

に
使

用
す

る
前

提
で

、
運

転
中

に
使

用
す

る
ガ

ス
ケ

ッ
ト

と
は

異
な

る
種

類
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
を

使
用

し
て

い
た

た
め

、
フ

ラ
ン

ジ
の

ボ
ル

ト
を

緩
め

た
際

に
、

シ
ー

ト
ガ

ス
ケ

ッ
ト

が
破

断
し

、
漏

え
い

を
停

止
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
仕

切
り

作
業

手
順

の
見

直
し

を
実

施
す

る
。

弁
内

部
の

ス
ケ

ー
ル

堆
積

に
よ

る
内

部
リ

ー
ク

の
リ

ス
ク

低
減

策
を

検
討

す
る

。

1
4
8

2
0
1
5
-

2
0
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
2
2

山 口 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
ａ

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

6
月

1
8
日

に
、

第
3
工

場
冷

凍
機

が
低

圧
異

常
に

て
停

止
し

た
。

6
月

2
2
日

に
メ

ー
カ

ー
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

蒸
発

器
入

り
の

冷
媒

配
管

(銅
製

)よ
り

冷
媒

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
0
4
A

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
冷

媒
を

回
収

し
た

。
冷

媒
漏

え
い

量
は

4
5
.1

kg
で

あ
っ

た
。

事
故

発
生

箇
所

の
冷

媒
配

管
は

、
冷

凍
機

発
停

時
の

冷
媒

温
度

変
化

に
よ

り
冷

媒
配

管
が

収
縮

・
膨

張
し

、
断

熱
膨

張
後

の
冷

媒
通

液
に

よ
り

冷
媒

配
管

が
振

動
す

る
。

原
因

は
、

当
該

冷
媒

配
管

部
に

は
支

持
は

施
工

さ
れ

て
い

た
が

、
冷

媒
配

管
の

収
縮

・
膨

張
や

振
動

に
対

し
て

は
、

不
適

切
で

あ
っ

た
こ

と
に

よ
り

冷
媒

配
管

部
に

微
細

ク
ラ

ッ
ク

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
4
9

2
0
1
5
-

2
8
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

台
車

の
接

触
に

よ
る

冷
凍

設
備

の
オ

イ
ル

バ
ル

ブ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
2
6

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
空

調
設

備
）

冷
凍

設
備

、
バ

ル
ブ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
不

良
行

為
＞

無
作

業
者

に
よ

る
荷

物
の

運
搬

作
業

中
に

使
用

し
て

い
た

台
車

が
冷

凍
機

オ
イ

ル
バ

ル
ブ

に
接

触
し

た
。

そ
の

結
果

、
オ

イ
ル

バ
ル

ブ
が

変
形

し
、

オ
イ

ル
バ

ル
ブ

の
ね

じ
込

み
部

か
ら

冷
媒

ガ
ス

を
含

ん
だ

オ
イ

ル
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

。
今

後
は

、
当

該
バ

ル
ブ

付
近

に
ト

ラ
テ

ー
プ

お
よ

び
三

角
コ

ー
ン

を
設

置
す

る
。

1
5
0

2
0
1
5
-

2
0
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）
二

種

C
E
の

継
手

か
ら

の
酸

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
2
9

秋 田 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

鉄
工

所

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
継

手

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

6
月

2
9
日

9
時

0
0
分

、
始

業
前

点
検

を
行

っ
た

際
に

、
酸

素
C

E
よ

り
異

音
(ガ

ス
が

漏
れ

て
い

る
よ

う
な

音
)が

聞
こ

え
た

た
め

、
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
計

装
部

の
配

管
継

手
よ

り
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

た
め

、
販

売
店

へ
連

絡
し

た
。

9
時

3
0
分

に
、

販
売

店
が

到
着

し
、

現
状

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

液
面

残
量

計
に

係
る

配
管

継
手

か
ら

の
漏

え
い

と
判

明
し

た
。

応
急

処
置

と
し

て
増

し
締

め
を

行
っ

た
が

漏
れ

が
止

ま
ら

な
か

っ
た

た
め

、
メ

ー
カ

ー
エ

ン
ジ

ニ
ア

へ
連

絡
の

上
、

漏
れ

た
部

分
に

つ
な

が
る

バ
ル

ブ
を

閉
め

、
漏

れ
を

止
め

る
処

置
を

行
っ

た
。

1
5
時

0
0
分

に
メ

ー
カ

ー
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
到

着
し

、
現

状
確

認
お

よ
び

改
修

手
段

を
検

討
し

、
配

管
を

交
換

す
る

こ
と

と
し

た
。

6
月

3
0
日

1
0
時

0
0
分

よ
り

配
管

交
換

作
業

を
始

め
、

1
4
時

0
0
分

に
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

、
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

作
業

を
完

了
し

た
。

な
お

、
酸

素
ガ

ス
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

後
は

、
設

備
を

停
止

さ
せ

た
。

原
因

は
、

経
年

使
用

に
よ

る
配

管
継

手
の

錆
が

進
行

し
、

シ
ー

ル
不

良
を

起
こ

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
当

該
設

備
は

年
2
回

の
定

期
自

主
検

査
を

行
っ

て
お

り
、

直
近

で
は

平
成

2
7
年

4
月

2
日

に
実

施
さ

れ
て

い
た

が
、

不
具

合
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
ま

た
、

工
場

に
お

い
て

は
始

業
前

、
昼

、
終

業
後

の
3
回

点
検

を
し

て
い

た
が

、
発

見
当

時
ま

で
漏

え
い

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
5
1

2
0
1
5
-

2
0
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

配
管

の
サ

ポ
ー

ト
接

触
部

か
ら

の
塩

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
3
0

三 重 県
0

0
0

0
塩

素
Ｂ ２

漏
洩

一
般

化
学

配
管

＜
消

費
中

＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

通
常

運
転

中
に

操
業

工
が

定
期

の
巡

回
点

検
を

行
っ

て
い

た
際

、
塩

素
の

微
臭

に
気

づ
き

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

パ
イ

プ
ラ

ッ
ク

上
に

あ
る

特
定

高
圧

ガ
ス

(塩
素

)消
費

配
管

の
サ

ポ
ー

ト
接

触
部

か
ら

塩
素

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

直
ち

に
液

化
塩

素
の

使
用

を
緊

急
停

止
す

る
と

と
も

に
市

消
防

本
部

、
県

防
災

対
策

部
に

通
報

し
た

。
ま

た
、

漏
え

い
箇

所
は

除
害

設
備

へ
の

吸
引

処
置

を
講

じ
た

後
、

系
内

の
窒

素
置

換
を

実
施

し
た

。
な

お
、

漏
え

い
箇

所
周

辺
で

の
塩

素
漏

え
い

検
知

器
は

発
報

せ
ず

、
敷

地
境

界
線

で
も

塩
素

ガ
ス

は
検

知
さ

れ
な

か
っ

た
。

特
定

高
圧

ガ
ス

(塩
素

)消
費

配
管

は
、

外
部

腐
食

を
防

止
す

る
目

的
で

腐
食

施
工

を
施

し
て

い
た

が
、

漏
え

い
箇

所
の

梁
と

の
接

触
部

に
つ

い
て

は
、

配
管

と
梁

を
一

体
で

防
食

施
工

し
て

い
た

。
原

因
は

、
梁

と
接

触
し

て
い

た
配

管
底

部
に

は
防

食
施

工
が

さ
れ

て
い

な
い

状
態

で
あ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
不

完
全

な
状

態
で

防
食

施
工

が
施

さ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

時
間

の
経

過
と

と
も

に
防

食
テ

ー
プ

に
す

き
間

が
生

じ
、

雨
水

等
の

浸
入

で
腐

食
雰

囲
気

と
な

り
、

外
部

腐
食

が
進

行
し

て
穴

あ
き

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

当
該

配
管

は
3
ヶ

月
毎

に
地

上
か

ら
目

視
検

査
を

行
っ

て
い

た
も

の
の

、
当

該
箇

所
は

地
上

か
ら

の
死

角
と

な
り

、
適

切
に

点
検

が
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

配
管

サ
ポ

ー
ト

部
の

防
食

施
工

方
法

を
基

準
化

し
、

防
食

施
工

方
法

の
統

一
を

図
り

、
配

管
基

準
書

を
改

訂
す

る
。

ま
た

、
設

備
保

全
管

理
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

検
討

に
基

づ
く
新

た
な

基
準

に
従

っ
て

点
検

を
強

化
す

る
。

1
5
2

2
0
1
5
-

2
0
9

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
3
0

大 阪 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

フ
レ

キ
シ

ブ
ル チ

ュ
ー

ブ

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無
当

該
事

業
所

の
保

安
係

員
1
名

と
従

業
員

1
名

に
よ

り
石

け
ん

水
を

塗
布

し
、

月
例

点
検

を
行

っ
た

際
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
微

少
漏

れ
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
経

年
疲

労
に

よ
る

損
傷

と
推

定
さ

れ
る

(設
備

設
置

後
2
1
年

経
過

)。

1
5
3

2
0
1
5
-

2
1
0

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）
一

種

容
器

の
バ

ル
ブ

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
3
0

石 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

充
填

所

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

当
該

L
P

ガ
ス

充
て

ん
所

の
ガ

ス
検

知
警

報
器

が
鳴

動
し

た
の

で
、

換
気

作
業

を
行

い
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
充

て
ん

所
内

に
置

い
て

あ
っ

た
充

て
ん

容
器

（
5
0
kg

サ
イ

フ
ォ

ン
式

容
器

1
本

）
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
当

該
容

器
の

バ
ル

ブ
を

閉
栓

し
て

、
漏

え
い

を
止

め
た

。
そ

の
後

、
警

報
器

指
示

値
は

正
常

値
(0

％
)に

復
帰

し
た

。
周

囲
に

は
ガ

ス
漏

え
い

に
よ

る
影

響
は

な
か

っ
た

。
(対

象
容

器
の

充
て

ん
時

間
:1

4
時

3
0
分

頃
。

充
て

ん
所

最
終

巡
回

時
間

:1
7
時

2
0
分

頃
、

異
常

な
し

)　
原

因
は

、
充

て
ん

容
器

液
取

り
出

し
バ

ル
ブ

の
緩

み
に

よ
る

漏
え

い
と

推
定

さ
れ

る
(バ

ル
ブ

閉
栓

確
認

漏
れ

)。
今

後
は

、
容

器
引

き
上

げ
時

、
容

器
充

て
ん

後
、

容
器

移
動

時
の

そ
れ

ぞ
れ

の
段

階
に

お
け

る
閉

栓
の

確
認

作
業

を
徹

底
す

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

、
最

終
的

に
3
重

の
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

こ
と

に
す

る
。

容
器

に
は

、
充

て
ん

後
キ

ャ
ッ

プ
を

付
け

る
。

1
5
4

2
0
1
5
-

2
1
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

圧
力

調
整

弁
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
1

山 口 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
冷

蔵

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

日
常

検
査

で
冷

媒
液

面
の

低
下

が
み

ら
れ

る
の

で
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
蒸

発
圧

力
調

整
弁

の
上

蓋
カ

バ
ー

か
ら

微
量

の
冷

媒
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
直

ち
に

元
バ

ル
ブ

を
締

め
、

ガ
ス

の
漏

え
い

を
止

め
た

。
な

お
、

ガ
ス

の
漏

え
い

量
は

不
明

で
あ

る
が

、
今

回
の

復
旧

に
あ

た
り

、
1
4
0
kg

の
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
を

充
て

ん
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
、

蒸
発

圧
力

調
整

弁
上

蓋
接

続
部

パ
ッ

キ
ン

の
破

損
と

推
定

さ
れ

る
。

1
5
5

2
0
1
5
-

2
1
2

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

ロ
ー

リ
受

入
れ

時
に

お
け

る
配

管
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
2

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
金

属
加

工
）

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無
ロ

ー
リ

受
入

時
、

ロ
ー

リ
側

の
供

給
バ

ル
ブ

を
「
開

」
と

し
た

と
こ

ろ
で

、
ロ

ー
デ

ィ
ン

グ
ア

ー
ム

か
ら

第
一

バ
ル

ブ
の

間
ベ

ー
パ

ー
と

の
バ

イ
パ

ス
管

接
続

部
下

部
付

近
よ

り
、

ガ
ス

漏
れ

発
生

を
確

認
し

た
。

即
時

に
受

入
を

中
止

し
た

。
原

因
は

、
腐

食
に

よ
る

配
管

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

か
ら

の
漏

え
い

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
5
6

2
0
1
5
-

2
8
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

ポ
ン

プ
破

損
に

よ
る

配
管

か
ら

の
液

化
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
3

東 京 都
0

0
1

1
窒

素
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

C
E
液

化
窒

素
貯

槽
の

液
化

ガ
ス

高
圧

ポ
ン

プ
(1

9
.7

M
P

a)
の

ド
ラ

イ
ブ

エ
ン

ド
(動

力
伝

達
部

)と
コ

ー
ル

ド
エ

ン
ド

(液
化

窒
素

圧
送

部
)の

連
結

部
が

稼
働

中
に

外
れ

、
コ

ー
ル

ド
エ

ン
ド

が
貯

槽
側

に
強

く
押

し
出

さ
れ

た
。

こ
の

た
め

、
コ

ー
ル

ド
エ

ン
ド

と
貯

槽
の

間
を

接
続

し
て

い
た

液
ガ

ス
吸

入
配

管
お

よ
び

戻
り

配
管

に
強

い
力

が
加

わ
り

、
両

配
管

が
貯

槽
近

く
の

銀
ろ

う
付

け
部

で
切

断
さ

れ
る

と
と

も
に

コ
ー

ル
ド

エ
ン

ド
が

脱
落

し
た

。
吸

入
側

配
管

は
元

バ
ル

ブ
共

々
脱

落
し

た
た

め
、

貯
槽

の
バ

ル
ブ

閉
止

が
不

能
と

な
り

、
貯

槽
よ

り
液

化
窒

素
が

漏
え

い
し

た
。

事
故

後
の

調
査

に
お

い
て

、
ド

ラ
イ

ブ
エ

ン
ド

の
ク

ロ
ス

ヘ
ッ

ド
と

コ
ー

ル
ド

エ
ン

ド
の

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ア
ダ

プ
タ

ー
が

鋭
角

的
に

破
断

し
て

お
り

、
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ア

ダ
プ

タ
ー

自
体

も
3
か

所
で

破
断

し
て

い
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
こ

の
破

断
に

よ
り

、
コ

ー
ル

ド
エ

ン
ド

内
で

駆
動

し
て

い
た

ピ
ス

ト
ン

の
力

が
ド

ラ
イ

ブ
エ

ン
ド

と
コ

ー
ル

ド
エ

ン
ド

の
ネ

ジ
接

続
部

に
加

わ
り

、
ネ

ジ
山

が
損

傷
し

、
こ

の
部

分
で

も
両

者
が

切
離

し
た

も
の

と
推

測
さ

れ
る

。
そ

の
後

、
コ

ー
ル

ド
エ

ン
ド

は
貯

槽
側

に
押

し
出

さ
れ

、
接

続
し

て
い

た
液

ガ
ス

吸
入

配
管

お
よ

び
戻

り
配

管
が

貯
槽

近
傍

銀
ろ

う
付

け
部

で
破

断
し

、
コ

ー
ル

ド
エ

ン
ド

が
脱

落
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ア
ダ

プ
タ

ー
の

破
損

部
に

は
腐

食
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
ま

た
、

当
該

ポ
ン

プ
に

つ
い

て
は

保
守

点
検

が
不

十
分

で
、

メ
ー

カ
ー

が
推

奨
す

る
定

期
的

な
重

要
部

品
・
消

耗
品

の
交

換
が

実
施

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
金

属
疲

労
に

よ
る

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ア
ダ

プ
タ

ー
の

破
損

で
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

1
5
7

2
0
1
5
-

2
1
4

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

蒸
留

塔
ボ

ト
ム

配
管

の
ド

レ
ン

弁
ノ

ズ
ル

か
ら

の
プ

ロ
セ

ス
流

体
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
6

新 潟 県
0

0
0

0

モ
ノ

メ
チ

ル
ア

ミ
ン

、
ジ

メ
チ

ル
ア

ミ
ン

、
ト

リ
メ

チ
ル

ア
ミ

ン

Ｂ ２
漏

洩
一

般
化

学
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
、

当
該

施
設

の
配

管
保

温
材

か
ら

液
が

垂
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

、
リ

ト
マ

ス
試

験
紙

で
確

認
し

た
と

こ
ろ

ア
ル

カ
リ

性
反

応
を

示
し

た
た

め
、

プ
ロ

セ
ス

流
体

の
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
直

ち
に

漏
え

い
ガ

ス
の

希
釈

の
た

め
に

放
水

を
開

始
し

、
漏

え
い

個
所

の
上

流
お

よ
び

下
流

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

他
設

備
と

の
縁

切
り

を
し

、
施

設
の

停
止

を
実

施
し

た
。

そ
の

後
、

窒
素

に
よ

る
置

換
作

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

漏
え

い
個

所
に

バ
ン

ド
を

巻
き

、
漏

え
い

を
停

止
さ

せ
た

。
保

温
材

切
欠

部
が

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

さ
れ

て
お

ら
ず

、
常

時
、

雨
水

等
の

床
か

ら
の

跳
ね

返
り

が
配

管
と

保
温

材
の

す
き

間
に

入
る

環
境

に
あ

っ
た

。
原

因
は

、
腐

食
の

進
行

に
よ

り
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
事

故
後

は
、

事
故

配
管

部
分

の
安

全
化

を
行

い
、

当
該

施
設

の
類

似
環

境
に

あ
る

配
管

部
分

の
確

認
お

よ
び

必
要

に
応

じ
肉

厚
測

定
を

実
施

し
、

健
全

性
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

今
後

は
、

①
事

業
所

内
の

高
圧

ガ
ス

お
よ

び
危

険
物

に
係

る
施

設
に

対
し

、
同

様
に

健
全

性
の

確
認

を
実

施
す

る
。

②
保

温
材

の
巻

か
れ

た
配

管
部

分
の

外
観

目
視

点
検

方
法

、
注

意
点

検
個

所
お

よ
び

点
検

周
期

の
見

直
し

を
行

う
。

③
事

故
小

委
員

会
に

よ
り

根
本

的
原

因
と

対
策

を
検

討
す

る
。

④
当

該
事

故
デ

ー
タ

を
内

部
資

格
で

あ
る

外
部

腐
食

検
査

員
の

教
材

資
料

に
活

用
し

、
点

検
レ

ベ
ル

の
向

上
を

図
る

。

1
5
8

2
0
1
5
-

2
8
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
6

新 潟 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

定
期

点
検

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

4
基

あ
る

熱
交

換
器

の
う

ち
1
基

の
能

力
が

低
下

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
翌

日
、

業
者

に
点

検
を

依
頼

し
た

と
こ

ろ
、

配
管

部
分

か
ら

微
量

の
不

活
性

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

の
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
し

か
し

、
微

量
な

た
め

、
石

け
ん

泡
に

よ
る

漏
え

い
箇

所
の

特
定

は
で

き
な

か
っ

た
。

漏
れ

た
配

管
の

前
後

の
バ

ル
ブ

を
閉

め
て

、
応

急
処

置
を

し
た

。
原

因
は

、
配

管
の

腐
食

に
よ

る
漏

え
い

と
推

定
さ

れ
る

。

1
5
9

2
0
1
5
-

2
1
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
安

全
弁

の
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
7

福 岡 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
公

共
施

設
）

冷
凍

設
備

、
継

手
、

圧
縮

機
、

安
全

弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

屋
外

機
械

室
ア

ン
モ

ニ
ア

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

R
R

1
-
6
号

機
が

夜
間

蓄
熱

運
転

中
、

中
央

監
視

室
盤

に
て

警
報

が
発

報
し

た
。

対
象

の
6
号

機
は

漏
え

い
警

報
と

同
時

に
自

動
停

止
し

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

部
お

よ
び

外
部

の
除

害
散

水
装

置
(3

0
分

間
)が

作
動

し
た

。
メ

ー
カ

ー
が

遠
方

監
視

装
置

で
確

認
し

、
現

場
に

急
行

し
た

上
で

、
冷

凍
機

周
り

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
。

な
お

、
メ

ー
カ

ー
到

着
時

に
は

ア
ン

モ
ニ

ア
の

噴
出

は
止

ま
っ

て
い

た
。

ユ
ニ

ッ
ト

内
に

は
冷

媒
と

一
緒

に
噴

出
し

た
冷

凍
機

潤
滑

油
(漏

え
い

量
6
0
L
)の

漏
え

い
が

あ
っ

た
。

圧
縮

機
吐

出
安

全
弁

の
フ

ラ
ン

ジ
ボ

ル
ト

が
緩

み
、

外
れ

た
た

め
、

ア
ン

モ
ニ

ア
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

取
り

外
れ

た
ボ

ル
ト

お
よ

び
残

り
の

ボ
ル

ト
を

調
査

し
た

結
果

、
ネ

ジ
部

に
異

常
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
振

動
に

よ
る

外
力

ま
た

ボ
ル

ト
と

フ
ラ

ン
ジ

接
触

面
に

異
物

が
あ

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

漏
え

い
セ

ン
サ

ー
(2

個
)の

交
換

お
よ

び
安

全
弁

取
り

付
け

後
の

気
密

検
査

を
実

施
す

る
。

②
安

全
弁

点
検

時
、

ボ
ル

ト
を

ト
ル

ク
レ

ン
チ

に
て

締
め

付
け

確
認

し
、

ボ
ル

ト
に

緩
み

が
無

い
か

別
の

作
業

員
が

確
認

し
マ

ー
キ

ン
グ

を
行

う
。

③
緩

み
が

無
い

か
定

期
的

(年
4
回

)ト
ル

ク
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

。
④

取
付

ボ
ル

ト
と

フ
ラ

ン
ジ

接
触

面
の

異
物

挟
み

込
み

防
止

と
し

て
、

安
全

弁
点

検
時

、
ボ

ル
ト

を
新

品
に

交
換

し
、

フ
ラ

ン
ジ

面
の

塗
装

剥
が

し
、

汚
れ

の
清

掃
を

行
っ

て
か

ら
ボ

ル
ト

を
締

め
付

け
る

。
⑤

安
全

弁
固

定
ボ

ル
ト

を
ボ

ル
ト

2
本

で
固

定
す

る
。

⑥
安

全
弁

取
付

用
ボ

ル
ト

締
め

付
け

ト
ル

ク
確

認
表

を
作

成
し

、
記

録
保

管
す

る
。

ま
た

、
他

の
冷

凍
設

備
に

も
上

記
同

様
の

対
策

を
行

う
。

 
 
80



番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
6
0

2
0
1
5
-

2
1
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

充
て

ん
作

業
中

の
ガ

ス
シ

リ
ン

ダ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
8

岡 山 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
ａ

Ｃ
漏

洩
機

械
ガ

ス
シ

リ
ン

ダ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

作
業

員
が

冷
媒

油
封

入
装

置
に

お
い

て
、

製
品

で
あ

る
ガ

ス
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
エ

ア
コ

ン
の

室
外

機
へ

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
1
0
A

)を
充

て
ん

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

充
て

ん
が

完
了

し
な

い
設

備
エ

ラ
ー

停
止

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。
冷

媒
油

封
入

装
置

内
部

の
ガ

ス
シ

リ
ン

ダ
下

部
よ

り
冷

媒
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
直

ち
に

充
て

ん
作

業
を

中
止

し
、

バ
ル

ブ
等

閉
止

に
よ

り
、

漏
え

い
が

止
ま

っ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

充
て

ん
作

業
の

増
加

に
伴

い
、

ガ
ス

シ
リ

ン
ダ

の
動

作
回

数
が

増
加

し
た

た
め

、
ガ

ス
シ

リ
ン

ダ
内

部
の

パ
ッ

キ
ン

が
破

損
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

ガ
ス

シ
リ

ン
ダ

内
部

の
パ

ッ
キ

ン
交

換
を

早
め

る
こ

と
、

ま
た

作
業

終
了

後
の

点
検

項
目

を
増

や
し

、
装

置
の

異
常

を
早

期
に

発
見

で
き

る
体

制
を

と
る

。

1
6
1

2
0
1
5
-

2
1
8

製
造

事
業

所
（
コ

）

塩
化

炉
か

ら
の

塩
素

漏
え

い
2
0
1
5
/
7
/
8

三 重 県
0

0
0

0
塩

素
Ｂ ２

漏
洩

一
般

化
学

反
応

器

＜
消

費
中

＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

計
器

室
に

て
1
号

塩
化

炉
周

辺
の

塩
素

漏
え

い
検

知
器

が
発

報
し

た
。

操
業

工
が

現
場

へ
急

行
し

て
ポ

ー
タ

ブ
ル

塩
素

検
知

器
に

て
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

1
号

塩
化

炉
か

ら
の

塩
素

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
班

長
が

場
内

緊
急

通
報

と
と

も
に

直
ち

に
1
号

塩
化

炉
の

塩
素

化
を

停
止

し
た

。
ま

た
、

操
業

工
3
人

が
ラ

イ
フ

ゼ
ム

を
装

着
し

、
塩

素
ガ

ス
漏

え
い

の
発

生
箇

所
の

特
定

と
敷

地
境

界
線

で
の

塩
素

ガ
ス

濃
度

が
0
pp

m
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

市
消

防
本

部
、

県
防

災
対

策
部

に
報

告
し

た
。

そ
の

後
、

除
害

設
備

へ
の

吸
引

処
置

並
び

に
炉

内
の

窒
素

パ
ー

ジ
(冷

却
)を

行
い

、
停

止
し

た
。

特
定

高
圧

ガ
ス

(塩
素

)消
費

設
備

で
あ

る
1
号

塩
化

炉
(Ｔ

-
1
1
8
-
1
)缶

体
胴

板
は

、
1
9
9
1
年

に
更

新
以

来
、

2
4
年

間
継

続
使

用
し

て
い

る
。

今
回

穴
あ

き
に

至
っ

た
箇

所
は

、
毎

年
炉

内
の

耐
酸

・
耐

熱
レ

ン
ガ

を
張

り
替

え
て

い
る

が
、

事
故

発
生

後
の

開
放

点
検

に
お

い
て

、
レ

ン
ガ

と
胴

板
の

間
の

モ
ル

タ
ル

が
な

く
、

空
洞

と
な

っ
て

い
た

。
原

因
は

、
空

洞
部

に
侵

入
し

た
塩

素
が

鉱
石

等
に

含
ま

れ
る

水
分

と
反

応
し

て
、

胴
部

の
局

部
的

な
腐

食
が

進
行

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

管
理

体
制

：
工

務
部

門
を

中
心

に
、

各
製

造
部

門
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
円

滑
に

図
り

、
運

転
・
保

全
情

報
、

保
全

対
策

等
の

共
有

、
連

携
強

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
。

設
備

保
全

に
関

わ
る

工
場

ト
ッ

プ
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
と

し
て

、
方

針
の

発
信

、
実

務
管

理
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

機
会

を
図

り
、

適
切

な
資

源
の

投
入

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

係
る

仕
組

み
の

整
備

を
進

め
る

。
②

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

を
整

備
す

る
。

1
)新

設
す

る
「
設

備
管

理
委

員
会

」
を

始
め

、
既

存
の

設
備

保
全

W
G

の
規

定
を

作
成

・
見

直
し

を
行

い
、

そ
の

中
で

管
理

体
制

に
係

る
責

任
・
権

限
、

運
用

ル
ー

ル
を

明
確

に
す

る
。

2
)設

備
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

工
場

全
体

で
文

書
と

し
て

体
系

的
に

整
理

・
見

直
し

を
行

う
。

3
)設

備
の

重
要

度
設

定
に

係
る

基
準

を
作

成
し

、
評

価
基

準
を

元
に

し
た

点
検

管
理

基
準

書
類

の
整

備
を

進
め

る
。

4
)日

常
点

検
・
定

期
定

例
点

検
に

係
る

基
準

書
の

見
直

し
を

行
う

。
5
)変

更
管

理
の

運
用

に
よ

る
安

全
性

評
価

に
係

る
基

準
を

作
成

す
る

。
③

教
育

に
よ

る
人

材
育

成
。

1
)工

務
部

門
に

よ
る

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

教
育

、
講

演
・
学

習
会

の
開

催
等

、
従

業
員

教
育

を
実

施
す

る
。

2
)工

場
ト

ッ
プ

に
よ

る
工

場
巡

視
等

、
直

接
現

場
に

方
針

等
を

伝
え

る
機

会
を

増
や

し
、

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
意

識
の

向
上

を
図

る
。

3
)小

集
団

活
動

の
推

進
に

よ
り

、
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。

1
6
2

2
0
1
5
-

2
1
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
8

茨 城 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

2
2
時

0
4
分

に
漏

え
い

警
報

が
発

報
し

た
た

め
、

当
直

者
が

点
検

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

冷
却

プ
レ

ー
ト

上
部

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

2
2
時

3
0
分

頃
、

熱
交

換
器

前
後

の
弁

を
閉

止
し

、
漏

え
い

を
停

止
し

た
。

プ
レ

ー
ト

式
熱

交
換

器
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
(ク

ロ
ロ

プ
レ

ン
ゴ

ム
製

)が
破

損
し

、
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

が
経

年
使

用
に

よ
り

膨
潤

・
劣

化
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

メ
ー

カ
ー

よ
り

4
，

5
年

を
目

安
に

交
換

す
る

よ
う

推
奨

さ
れ

て
い

た
が

、
当

該
機

に
お

い
て

は
設

置
後

約
1
0
年

間
交

換
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

1
6
3

2
0
1
5
-

2
4
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

C
E
の

安
全

弁
元

弁
一

次
配

管
溶

接
部

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
9

静 岡 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

液
化

窒
素

製
造

施
設

(コ
ー

ル
ド

･エ
バ

ポ
レ

ー
タ

)の
定

期
自

主
検

査
を

実
施

す
る

た
め

、
液

送
ラ

イ
ン

の
霜

を
除

去
し

た
と

こ
ろ

、
安

全
弁

元
弁

一
次

側
配

管
の

溶
接

部
か

ら
微

少
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

漏
え

い
部

位
は

、
液

化
窒

素
の

間
欠

的
(供

給
/
停

止
の

繰
り

返
し

)な
使

用
に

よ
り

、
温

度
変

化
(液

化
窒

素
温

度
/
外

気
温

)に
よ

る
熱

収
縮

の
影

響
を

受
け

や
す

い
使

用
環

境
に

あ
っ

た
。

原
因

は
、

熱
収

縮
に

よ
る

応
力

に
よ

る
疲

労
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
6
4

2
0
1
5
-

3
9
4

製
造

事
業

所
（
コ

）

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

製
造

施
設

の
調

整
弁

の
ル

ブ
リ

ケ
ー

タ
か

ら
の

エ
チ

レ
ン

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
9

神 奈 川 県

0
0

0
0

エ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
石

油
化

学
弁

附
属

品

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

事
故

当
時

、
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
第

3
製

造
施

設
(高

圧
ガ

ス
設

備
)は

、
通

常
運

転
中

で
あ

っ
た

。
保

安
係

員
が

漏
え

い
箇

所
付

近
を

通
っ

た
際

に
、

エ
チ

レ
ン

臭
に

気
づ

い
て

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

9
時

2
0
分

に
原

料
エ

チ
レ

ン
の

受
入

配
管

の
圧

力
調

節
弁

の
グ

ラ
ン

ド
部

に
グ

リ
ス

を
注

入
す

る
ル

ブ
リ

ケ
ー

タ
の

ニ
ッ

プ
ル

よ
り

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

事
務

所
内

連
絡

に
よ

り
、

消
防

へ
の

通
報

を
要

請
し

た
。

ま
た

、
直

ち
に

当
該

調
節

弁
の

前
後

を
バ

ル
ブ

で
縁

切
り

を
行

い
、

9
時

3
2
分

に
窒

素
置

換
後

、
漏

え
い

停
止

を
確

認
し

た
。

1
0
時

0
7
分

に
、

公
設

消
防

と
と

も
に

ガ
ス

検
知

器
で

エ
チ

レ
ン

漏
え

い
が

停
止

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

調
節

弁
に

は
、

グ
ラ

ン
ド

部
に

グ
リ

ス
を

注
入

す
る

た
め

の
ル

ブ
リ

ケ
ー

タ
が

設
置

し
て

あ
る

。
原

因
は

、
ル

ブ
リ

ケ
ー

タ
の

ニ
ッ

プ
ル

部
が

経
年

的
な

外
面

腐
食

に
よ

り
減

肉
し

、
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

装
置

内
調

節
弁

の
ル

ブ
リ

ケ
ー

タ
の

外
面

腐
食

総
点

検
を

実
施

す
る

。

1
6
5

2
0
1
5
-

2
2
1

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）
一

種

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
1
3

新 潟 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル チ
ュ

ー
ブ

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

従
業

員
が

移
動

式
製

造
設

備
の

移
動

終
了

時
の

点
検

中
に

、
操

作
箱

付
近

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

よ
う

な
音

が
し

た
の

で
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
均

圧
ラ

イ
ン

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
に

海
塩

粒
子

等
を

含
ん

だ
雨

水
等

が
付

着
し

て
凝

縮
し

た
こ

と
、

お
よ

び
外

気
の

温
度

差
等

に
よ

り
繰

り
返

し
結

露
が

発
生

し
、

塩
素

イ
オ

ン
等

を
含

ん
だ

水
分

等
の

付
着

と
乾

燥
を

繰
り

返
し

た
こ

と
に

よ
る

腐
食

(孔
食

)と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
同

一
環

境
下

に
あ

る
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
に

防
食

テ
ー

プ
を

巻
い

て
防

食
処

置
を

施
し

、
日

常
点

検
お

よ
び

月
例

点
検

時
に

重
点

的
に

漏
え

い
の

点
検

を
行

う
。

ま
た

、
事

故
対

応
時

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

て
、

事
故

発
生

時
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
通

り
対

応
す

る
も

の
と

す
る

。

1
6
6

2
0
1
5
-

2
2
2

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

プ
ロ

パ
ン

再
処

理
ポ

ン
プ

の
吐

出
配

管
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
1
3

山 口 県
0

0
0

0

液
化

石
油

ガ
ス

、
プ

ロ
パ

ン

Ｂ ２
漏

洩
石

油
精

製
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

プ
ロ

パ
ン

再
処

理
ポ

ン
プ

付
近

の
固

定
式

ガ
ス

ア
ラ

ー
ム

が
発

報
し

た
た

め
に

点
検

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

当
該

ポ
ン

プ
吐

出
配

管
の

下
部

か
ら

プ
ロ

パ
ン

(液
)が

漏
え

い
し

て
お

り
、

発
見

時
は

着
霜

し
た

状
態

で
あ

っ
た

。
点

検
の

結
果

、
下

部
に

内
面

腐
食

に
よ

る
約

1
m

m
の

穴
が

開
口

し
て

い
た

。
原

因
は

、
母

材
と

付
着

し
た

ス
ケ

ー
ル

の
間

に
付

着
し

た
ご

く
微

量
の

硫
化

物
に

よ
る

湿
性

硫
化

物
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。

1
6
7

2
0
1
5
-

2
8
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
1
3

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
自

動
車

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

＜
設

計
不

良
＞

無

平
成

2
6
年

1
1
月

1
4
日

、
当

該
冷

凍
設

備
に

お
い

て
、

低
圧

異
常

を
示

す
表

示
灯

が
点

い
た

。
平

成
2
7
年

1
月

9
日

、
設

備
メ

ー
カ

ー
に

連
絡

し
、

原
因

の
調

査
を

依
頼

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
不

良
と

の
回

答
を

受
け

た
。

7
月

1
3
日

に
実

施
し

た
年

次
検

査
で

、
冷

媒
で

あ
る

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
3
4
aが

5
0
.2

kg
全

量
漏

え
い

し
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

プ
レ

ー
ト

式
熱

交
換

器
の

水
側

系
統

(プ
レ

ー
ト

幅
2
m

m
程

度
)に

錆
が

蓄
積

し
、

部
分

的
に

断
水

状
態

と
な

り
、

通
水

で
き

な
く
な

っ
た

部
分

が
局

所
冷

却
さ

れ
て

凍
結

し
、

冷
媒

側
系

統
を

破
壊

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
冷

凍
設

備
責

任
者

お
よ

び
成

形
部

技
術

員
室

工
程

担
当

者
へ

の
再

教
育

を
行

う
。

冷
却

水
お

よ
び

冷
水

系
の

水
質

管
理

を
行

う
。

圧
力

異
常

の
際

に
は

、
保

全
管

理
者

に
連

絡
す

る
よ

う
記

載
さ

れ
た

表
示

物
を

掲
示

す
る

。

1
6
8

2
0
1
5
-

2
4
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

ア
ル

キ
レ

ー
シ

ョ
ン

装
置

脱
プ

ロ
パ

ン
塔

供
給

コ
ア

レ
ッ

サ
ー

出
口

配
管

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
1
6

大 阪 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス

Ｂ ２
漏

洩
石

油
精

製
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

ア
ル

キ
レ

ー
シ

ョ
ン

装
置

の
通

常
パ

ト
ロ

ー
ル

に
て

、
運

転
員

が
脱

プ
ロ

パ
ン

塔
供

給
コ

ア
レ

ッ
サ

ー
(A

K
-
V

9
)出

口
配

管
よ

り
L
P

ガ
ス

の
微

量
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

た
だ

ち
に

公
設

消
防

へ
通

報
す

る
と

と
も

に
、

ア
ル

キ
レ

ー
シ

ョ
ン

装
置

を
停

止
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
6
9

2
0
1
5
-

2
5
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
1
8

滋 賀 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
繊

維
）

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

7
月

1
8
日

に
、

冷
凍

機
の

ブ
ラ

イ
ン

戻
り

温
度

の
上

限
ア

ラ
ー

ム
が

計
器

室
に

て
発

報
し

た
。

現
場

に
急

行
し

て
冷

凍
機

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
低

圧
側

の
圧

力
が

管
理

下
限

を
下

回
っ

て
い

た
の

で
、

冷
凍

機
を

停
止

し
た

。
同

日
、

製
造

課
員

よ
り

連
絡

を
受

け
た

保
全

課
員

が
検

知
器

で
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
漏

れ
を

検
出

し
、

メ
ー

カ
ー

へ
連

絡
し

た
。

7
月

1
9

日
朝

よ
り

、
メ

ー
カ

ー
が

対
応

し
た

。
漏

え
い

個
所

を
発

見
し

、
密

栓
を

実
施

し
た

。
原

因
は

、
凝

縮
器

の
チ

ュ
ー

ブ
内

部
に

流
し

て
い

る
冷

却
水

に
よ

る
腐

食
か

ら
の

貫
通

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

運
転

中
の

冷
凍

機
に

つ
い

て
は

、
そ

の
運

転
状

態
(高

圧
、

低
圧

、
凝

縮
器

の
冷

媒
液

面
レ

ベ
ル

)を
日

常
的

に
管

理
す

る
。

②
日

常
管

理
の

中
で

、
運

転
状

態
を

管
理

し
、

冷
媒

漏
れ

が
懸

念
さ

れ
た

場
合

は
、

速
や

か
に

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

検
知

器
で

漏
れ

の
有

無
を

確
認

す
る

。
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
冷

凍
機

を
速

や
か

に
停

止
し

、
漏

れ
の

拡
大

防
止

に
努

め
る

。
③

冷
凍

機
か

ら
の

冷
媒

漏
れ

が
疑

わ
れ

る
場

合
は

、
作

業
中

も
含

め
、

常
時

酸
素

濃
度

計
で

、
酸

素
濃

度
を

管
理

す
る

。

1
7
0

2
0
1
5
-

2
2
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
1
9

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

配
管

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

運
転

時
に

無
負

荷
運

転
が

表
示

さ
れ

た
た

め
に

点
検

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

ア
イ

ス
チ

ラ
ー

蓄
熱

ユ
ニ

ッ
ト

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
て

い
た

。
原

因
は

、
冷

水
側

か
ら

腐
食

穿
孔

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

法
令

上
定

期
自

主
検

査
が

義
務

で
な

い
こ

と
か

ら
、

定
期

的
な

設
備

の
検

査
を

行
っ

て
は

い
な

か
っ

た
。

1
7
1

2
0
1
5
-

2
2
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
2
1

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

機
械

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

7
月

1
9
日

(日
)2

0
時

4
9
分

に
1
基

(M
C

-
1
-
8
)、

2
0
日

4
時

0
6
分

に
別

の
1
基

(M
C

-
1
-
9
)が

自
動

停
止

し
た

た
め

、
夜

間
対

応
者

(委
託

業
者

)が
他

号
機

に
運

転
を

切
り

替
え

た
。

2
1
日

(月
)8

時
頃

に
委

託
業

者
か

ら
事

業
所

担
当

者
に

引
き

継
ぎ

し
、

施
工

業
者

に
現

場
調

査
を

依
頼

し
た

。
1
5
時

頃
に

施
工

業
者

と
事

業
所

担
当

者
が

冷
媒

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
た

め
、

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
て

漏
え

い
を

停
止

さ
せ

、
冷

媒
を

回
収

し
た

。
原

因
は

、
ろ

う
付

け
に

よ
り

2
本

の
配

管
を

束
ね

て
い

る
箇

所
が

応
力

集
中

部
と

な
り

、
圧

縮
機

の
振

動
に

よ
り

疲
労

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
原

因
究

明
を

し
た

上
で

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

す
べ

て
に

つ
い

て
対

策
品

に
更

新
す

る
。

1
7
2

2
0
1
5
-

2
2
9

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

の
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

L
P

G
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
2
1

東 京 都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

フ
レ

キ
シ

ブ
ル チ

ュ
ー

ブ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

充
て

ん
中

、
水

滴
が

落
ち

て
い

る
の

を
発

見
し

、
上

を
見

る
と

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

真
ん

中
付

近
が

凍
結

し
て

い
た

の
で

、
直

ち
に

デ
ス

ペ
ン

サ
ー

の
3
番

液
送

バ
ル

ブ
を

閉
め

、
3
番

の
電

磁
弁

を
停

止
し

た
。

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

凍
結

箇
所

に
石

け
ん

水
を

か
け

た
と

こ
ろ

、
泡

が
出

た
た

め
、

ガ
ス

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

充
て

ん
ホ

ー
ス

に
残

っ
て

い
た

ガ
ス

は
、

少
し

ず
つ

大
気

放
出

し
、

圧
力

を
さ

げ
た

。
平

成
2
6
年

に
当

該
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

を
含

む
4
本

を
取

り
替

え
た

際
は

、
気

密
検

査
等

も
合

格
し

て
い

る
た

め
、

経
年

に
よ

る
も

の
と

は
考

え
ら

れ
な

い
。

原
因

は
、

目
に

見
え

な
い

き
裂

か
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

日
常

点
検

の
徹

底
お

よ
び

漏
え

い
検

査
を

実
施

す
る

。

1
7
3

2
0
1
5
-

3
9
5

製
造

事
業

所
（
コ

）

高
温

水
蒸

気
電

解
装

置
の

配
管

接
続

部
か

ら
の

水
素

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
7
/
2
1

神 奈 川 県

0
0

0
0

水
素

Ｃ
漏

洩
火

災
電

気
試

験
装

置

＜
消

費
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無

連
続

運
転

中
の

高
温

水
蒸

気
電

解
装

置
の

配
管

接
続

部
よ

り
発

火
し

た
(ポ

ー
ン

と
い

う
音

が
し

て
、

現
場

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

発
火

し
て

い
た

)。
第

一
発

見
者

(当
該

部
門

の
従

業
員

)が
初

期
消

火
(消

化
器

1
本

使
用

)を
行

い
、

す
ぐ

に
鎮

火
し

た
。

そ
の

後
、

公
設

通
報

を
行

い
、

消
防

、
警

察
に

よ
る

現
場

検
証

が
実

施
さ

れ
た

。
本

件
に

よ
る

人
災

、
お

よ
び

建
物

や
他

の
設

備
へ

の
影

響
は

な
か

っ
た

。
高

温
(7

5
0
℃

)の
電

気
炉

内
に

設
置

し
た

試
験

体
に

水
蒸

気
と

水
素

の
混

合
流

体
を

供
給

し
、

電
気

分
解

反
応

に
よ

り
、

水
素

を
発

生
さ

せ
る

試
験

(連
続

運
転

)を
実

施
中

、
装

置
へ

の
水

素
供

給
が

止
ま

り
(容

器
残

圧
低

下
)、

水
蒸

気
の

み
が

試
験

体
に

供
給

さ
れ

る
状

態
で

長
時

間
運

転
し

た
。

水
素

供
給

を
復

旧
す

る
と

と
も

に
、

試
験

体
の

状
態

確
保

の
た

め
に

電
解

お
よ

び
水

蒸
気

を
停

止
し

、
水

素
の

み
を

供
給

し
て

い
た

際
、

出
火

し
た

。
試

験
装

置
お

よ
び

試
験

体
の

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
試

験
体

の
破

損
(ク

ラ
ッ

ク
)と

ク
ラ

ッ
ク

か
ら

の
ガ

ス
リ

ー
ク

(室
温

、
窒

素
流

通
条

件
下

で
調

査
)を

確
認

し
た

。
水

蒸
気

の
み

が
供

給
さ

れ
て

い
た

状
況

に
お

い
て

、
試

験
体

の
構

成
成

分
で

あ
る

N
iが

N
iO

へ
酸

化
さ

れ
、

体
積

膨
張

し
た

こ
と

に
よ

り
ク

ラ
ッ

ク
が

生
じ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

運
転

中
に

試
験

体
の

一
部

が
破

損
し

て
破

損
個

所
か

ら
水

素
が

漏
え

い
し

、
電

気
炉

内
に

あ
っ

た
酸

素
を

消
費

し
、

水
素

濃
度

が
上

昇
し

、
電

気
炉

外
へ

漏
え

い
す

る
際

、
空

気
に

接
触

し
て

発
火

(5
0
0
℃

以
上

の
温

度
域

を
通

過
)に

至
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
7
4

2
0
1
5
-

2
8
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
2
2

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
自

動
車

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

通
常

運
転

中
で

あ
っ

た
冷

凍
設

備
の

異
常

を
確

認
し

、
設

備
を

停
止

し
た

。
冷

水
・
冷

却
水

バ
ル

ブ
を

閉
鎖

し
調

査
を

行
っ

た
が

、
冷

媒
漏

れ
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
専

門
業

者
に

依
頼

し
、

翌
日

に
接

続
配

管
の

き
裂

を
確

認
し

た
。

設
備

を
停

止
し

、
冷

水
・
冷

却
水

の
バ

ル
ブ

を
閉

鎖
し

た
。

原
因

は
、

設
備

の
振

動
に

よ
る

金
属

疲
労

に
よ

っ
て

配
管

に
き

裂
が

生
じ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

1
7
5

2
0
1
5
-

2
3
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

C
E
の

検
液

弁
か

ら
の

窒
素

漏
え

い
2
0
1
5
/
7
/
2
3

山 口 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

紙
・

パ
ル

プ

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
バ

ル
ブ

＜
荷

役
中

＞

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

液
体

窒
素

の
受

入
終

了
時

、
ロ

ー
リ

ー
運

転
手

が
検

液
弁

を
開

け
て

充
て

ん
完

了
を

確
認

し
た

後
、

検
液

弁
を

閉
め

た
が

、
弁

シ
ー

ト
破

損
に

よ
り

窒
素

ガ
ス

の
漏

え
い

が
止

ま
ら

な
か

っ
た

。
漏

え
い

防
止

処
置

を
行

い
、

停
止

さ
せ

た
。

原
因

は
、

検
液

弁
は

開
閉

頻
度

が
高

く
、

デ
ィ

ス
ク

パ
ッ

キ
ン

へ
の

繰
り

返
し

ス
ト

レ
ス

に
よ

る
き

裂
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
本

検
液

弁
は

設
置

後
3
4
年

経
過

し
て

お
り

、
テ

フ
ロ

ン
製

の
デ

ィ
ス

ク
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

の
影

響
も

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

整
備

基
準

を
明

確
に

定
め

る
と

と
も

に
、

他
の

弁
の

整
備

を
行

う
。

1
7
6

2
0
1
5
-

2
3
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
2
4

宮 城 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

7
月

2
4
日

2
1
時

頃
、

冷
凍

事
業

所
の

凍
結

設
備

の
能

力
が

低
下

し
た

こ
と

か
ら

、
当

該
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
)量

が
約

6
0
kg

減
少

し
て

い
た

。
そ

の
た

め
漏

え
い

検
知

器
と

石
け

ん
水

を
用

い
て

漏
え

い
部

を
探

し
た

と
こ

ろ
、

安
全

弁
配

管
の

フ
ラ

ン
ジ

か
ら

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
た

め
、

同
フ

ラ
ン

ジ
の

増
し

締
め

を
行

い
、

漏
え

い
が

止
ま

っ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

2
5
日

7
時

に
冷

媒
6
0
kg

を
充

て
ん

し
、

試
運

転
を

行
っ

た
後

の
9
時

に
製

造
を

開
始

し
た

。
1
1
時

に
巡

回
中

の
作

業
員

が
当

該
設

備
の

冷
媒

量
の

減
少

(約
4
0
kg

)を
確

認
し

た
た

め
、

漏
え

い
検

知
器

と
石

け
ん

水
を

用
い

て
漏

え
い

箇
所

を
探

し
た

と
こ

ろ
、

高
圧

側
液

配
管

溶
接

箇
所

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

状
の

穴
を

発
見

し
た

。
2
6
日

に
施

工
業

者
が

漏
え

い
箇

所
を

再
溶

接
し

、
当

該
箇

所
か

ら
の

漏
え

い
が

止
ま

っ
た

こ
と

を
確

認
し

た
後

、
冷

媒
4
0
kg

を
充

て
ん

し
、

試
運

転
を

行
っ

た
後

の
2
7
日

に
製

造
を

開
始

し
た

。
原

因
は

、
施

設
稼

働
時

の
振

動
等

に
よ

っ
て

フ
ラ

ン
ジ

結
合

部
に

緩
み

が
生

じ
、

そ
こ

か
ら

ご
く
微

量
の

漏
え

い
が

生
じ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
（
2
4
日

の
漏

え
い

）
。

ま
た

、
製

造
開

始
か

ら
9
年

経
過

し
た

こ
と

で
溶

接
部

の
劣

化
が

進
行

し
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
状

の
穴

が
生

じ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
（
2
5
日

の
漏

え
い

）
2
4
日

に
フ

ラ
ン

ジ
結

合
部

か
ら

の
ご

く
微

量
の

漏
え

い
を

発
見

し
、

対
応

し
た

こ
と

で
、

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
の

発
見

が
遅

れ
た

。
今

後
は

、
漏

え
い

検
知

器
を

用
い

た
漏

え
い

チ
ェ

ッ
ク

を
、

引
き

続
き

年
1
回

実
施

す
る

。
ま

た
、

同
工

場
に

設
置

し
て

い
る

冷
凍

設
備

に
関

し
て

、
常

時
監

視
が

可
能

な
漏

え
い

検
知

器
の

設
置

を
検

討
す

る
。

1
7
7

2
0
1
5
-

2
8
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
2
4

群 馬 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

無

7
月

2
4
日

の
定

期
自

主
検

査
時

、
空

熱
凝

縮
器

コ
イ

ル
下

部
に

漏
れ

を
発

見
し

た
。

7
月

3
1
日

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
も

確
認

し
た

。
8
月

7
日

、
冷

凍
設

備
保

安
協

会
の

施
設

検
査

で
も

指
摘

さ
れ

た
。

8
月

1
1
日

、
漏

れ
箇

所
の

ピ
ン

チ
処

理
に

て
復

旧
し

た
。

原
因

は
、

強
風

、
地

震
に

よ
る

揺
れ

、
固

定
部

位
の

緩
み

、
運

転
時

の
振

動
に

よ
る

ひ
ず

み
等

又
は

設
計

強
度

の
見

込
み

不
足

と
推

定
さ

れ
る

。

1
7
8

2
0
1
5
-

2
5
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
2
7

岡 山 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

機
械

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

冷
凍

機
1
号

機
N

o
.2

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

に
て

吸
引

圧
力

低
下

ア
ラ

ー
ム

が
発

報
し

た
。

作
業

員
に

よ
り

調
査

を
行

っ
た

が
不

良
箇

所
の

特
定

が
出

来
な

か
っ

た
た

め
、

詳
細

な
調

査
を

専
門

業
者

に
依

頼
す

る
と

と
も

に
、

N
o
.2

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

系
統

に
つ

い
て

は
、

運
転

停
止

を
継

続
さ

せ
た

。
専

門
業

者
に

よ
り

調
査

を
実

施
し

、
ガ

ス
検

知
器

に
て

筺
体

内
部

の
配

管
よ

り
冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

箇
所

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
、

送
風

機
の

稼
働

に
よ

り
配

管
に

振
動

が
伝

わ
り

、
配

管
同

士
が

接
触

し
、

摩
耗

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
配

管
に

保
温

材
を

巻
き

、
配

管
同

士
が

直
接

接
触

し
な

い
よ

う
に

す
る

。

1
7
9

2
0
1
5
-

2
8
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

空
気

分
離

装
置

の
圧

力
計

行
き

導
管

か
ら

の
液

化
空

気
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
2
8

兵 庫 県
0

0
0

0
空

気
Ｃ

漏
洩

製
鉄

所
配

管

＜
製

造
中

＞ （
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

1
1
時

1
1
分

に
製

鉄
所

部
分

停
電

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

り
、

2
号

空
気

分
離

装
置

送
り

の
原

料
空

気
圧

縮
機

が
停

止
し

た
た

め
、

2
号

空
気

分
離

装
置

が
停

止
し

た
。

1
4
時

0
0
分

頃
、

2
号

空
気

分
離

装
置

の
N

o
.2

液
空

吸
着

器
付

近
の

保
冷

箱
に

き
裂

が
発

生
し

、
液

化
空

気
が

保
冷

箱
外

へ
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
事

故
後

に
気

密
検

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

8
φ

と
2
0
φ

の
圧

力
計

お
よ

び
圧

力
発

信
器

行
き

導
管

(ア
ル

ミ
材

)に
ピ

ン
ホ

ー
ル

を
発

見
し

た
。

し
か

し
、

外
面

腐
食

の
形

跡
が

な
く
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
発

生
し

た
原

因
が

不
明

で
あ

る
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
8
0

2
0
1
5
-

2
3
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
2
9

岐 阜 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

電
気

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
室

外
ユ

ニ
ッ

ト
の

熱
交

換
部

分
の

銅
配

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

長
年

の
振

動
、

温
度

変
動

等
に

よ
る

摩
擦

、
腐

食
、

お
よ

び
劣

化
に

よ
り

、
銅

配
管

に
穴

が
開

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

定
期

点
検

を
1
年

に
1
回

実
施

し
て

い
た

。

1
8
1

2
0
1
5
-

2
3
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
3
0

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン

Ｂ ２
漏

洩
機

械
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

7
時

6
分

に
モ

ジ
ュ

ー
ル

チ
ラ

ー
(M

C
-
1
-
5
)が

自
動

停
止

し
た

た
め

、
事

業
所

の
担

当
者

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
油

お
よ

び
冷

媒
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
す

ぐ
に

施
工

業
者

に
現

場
調

査
を

依
頼

し
た

。
1
1
時

頃
か

ら
施

工
業

者
が

冷
媒

の
回

収
を

開
始

し
、

1
6
時

1
0
分

に
回

収
が

終
了

し
、

漏
え

い
が

停
止

し
た

。
原

因
は

、
ろ

う
付

け
に

よ
り

2
本

の
配

管
を

束
ね

て
い

る
箇

所
が

応
力

集
中

部
と

な
り

、
圧

縮
機

の
振

動
に

よ
り

疲
労

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
原

因
究

明
を

し
た

う
え

で
、

ユ
ニ

ッ
ト

内
す

べ
て

に
つ

い
て

対
策

品
に

更
新

す
る

。

1
8
2

2
0
1
5
-

2
3
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
7
/
3
1

福 岡 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン

Ｂ ２
漏

洩

そ
の

他 （
レ

ジ
ャ

ー
）

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
ス

ケ
ー

ト
場

リ
ン

ク
内

東
側

配
管

の
配

管
溶

接
部

に
ひ

び
割

れ
が

発
生

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
配

管
溶

接
部

の
腐

食
劣

化
に

よ
る

ひ
び

割
れ

と
推

定
さ

れ
る

。

1
8
3

2
0
1
5
-

2
4
0

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

液
封

に
よ

る
熱

交
換

器
の

破
損

2
0
1
5
/
7
/
3
1

大 分 県
0

0
0

0
水

Ｃ
破

裂
破

損
等

石
油

化
学

熱
交

換
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
無

H
-
3
5
2
E
は

、
R

-
3
5
1
E
(重

合
器

)の
外

部
熱

交
換

器
と

し
て

重
合

反
応

温
度

を
制

御
す

る
た

め
に

使
用

し
て

い
る

(特
定

銘
柄

の
み

使
用

)。
7
月

3
0
日

よ
り

開
始

し
し

た
特

定
銘

柄
の

生
産

よ
り

H
-
3
5
2
E
の

使
用

を
開

始
し

、
7
パ

ッ
チ

目
の

重
合

反
応

途
中

の
2
1
時

頃
、

現
場

巡
視

中
の

交
替

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
、

H
-
3
5
2
E
本

体
胴

部
か

ら
の

冷
却

水
(T

w
約

3
0
℃

)の
漏

え
い

を
発

見
し

、
直

ち
に

反
応

を
停

止
し

た
。

当
該

機
器

の
外

観
検

査
を

し
た

結
果

、
胴

部
破

損
(垂

直
方

向
に

5
0
c
m

程
度

)を
確

認
し

た
。

当
該

機
器

の
管

側
に

つ
い

て
は

気
密

試
験

を
実

施
し

、
破

損
の

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
H

-
3
5
2
E
の

使
用

を
停

止
し

た
。

原
因

は
、

H
-
3
5
2
E
の

シ
ェ

ル
内

で
、

液
封

状
態

と
な

っ
た

冷
却

水
(T

w
)が

管
側

を
流

れ
る

ゴ
ム

溶
液

(ス
チ

レ
ン

・
ブ

タ
ジ

エ
ン

ゴ
ム

と
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

・
ブ

テ
ン

類
と

の
混

合
溶

液
)に

よ
り

昇
温

さ
れ

、
冷

却
水

(T
w

)の
熱

膨
張

に
よ

り
胴

部
破

損
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

H
-
3
5
2
E
の

シ
ェ

ル
部

は
、

冷
却

水
に

加
え

蒸
気

も
通

液
可

能
な

構
造

と
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
特

定
銘

柄
の

生
産

に
お

い
て

、
当

該
機

器
の

ゴ
ム

溶
液

を
循

環
し

、
冷

却
水

を
通

水
し

て
ゴ

ム
溶

液
を

冷
却

す
る

が
、

温
度

制
御

の
た

め
に

一
時

冷
却

水
の

通
液

を
停

止
す

る
時

間
が

存
在

す
る

。
そ

の
際

に
、

冷
却

水
の

入
、

出
配

管
の

遮
断

弁
と

調
節

弁
が

閉
止

す
る

シ
ー

ケ
ン

ス
と

な
っ

て
い

た
た

め
液

封
状

態
と

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
8
4

2
0
1
5
-

2
5
4

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）
一

種

気
化

器
の

フ
ラ

ン
ジ

式
継

手
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1

愛 媛 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

鉄
工

所

継
手

、
気

化
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

8
月

1
日

2
時

4
2
分

頃
に

蒸
発

器
横

に
設

置
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

警
報

器
が

発
報

し
た

た
め

、
当

直
員

が
現

場
に

向
か

い
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
N

o
.2

気
化

器
の

北
側

気
化

筒
下

部
フ

ラ
ン

ジ
部

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
(2

時
5
0
分

頃
)。

こ
の

た
め

、
3

時
3
分

頃
、

保
全

課
お

よ
び

設
備

保
守

点
検

業
者

に
連

絡
を

行
い

、
設

備
保

守
点

検
業

者
が

到
着

す
る

ま
で

の
間

は
、

保
全

課
職

員
が

ジ
ェ

ッ
ト

フ
ァ

ン
に

て
送

風
を

行
い

、
滞

留
防

止
の

応
急

措
置

を
行

っ
て

い
た

。
そ

の
後

、
4
時

4
0
分

、
設

備
保

守
点

検
業

者
が

到
着

し
、

漏
え

い
箇

所
の

フ
ラ

ン
ジ

ボ
ル

ト
の

増
し

締
め

を
行

い
、

漏
え

い
が

停
止

し
た

(4
時

5
0
分

)。
そ

の
後

、
気

密
試

験
を

行
い

、
7
時

3
0
分

に
最

終
の

確
認

が
終

了
し

た
。

な
お

、
当

該
蒸

発
器

は
、

液
化

石
油

ガ
ス

製
造

施
設

の
定

期
点

検
に

伴
い

、
1
週

間
ほ

ど
使

用
を

停
止

し
て

い
て

(当
該

気
化

器
の

開
放

は
し

て
い

な
い

)、
前

日
(7

月
3
1
日

)か
ら

使
用

を
再

開
し

て
い

た
と

こ
ろ

で
あ

っ
た

。
メ

ー
カ

ー
に

調
査

を
依

頼
し

た
と

こ
ろ

、
漏

え
い

の
あ

っ
た

N
o
.2

気
化

器
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
に

特
に

使
用

上
問

題
と

な
る

よ
う

な
損

傷
等

は
見

受
け

ら
れ

な
か

っ
た

。
一

方
、

寸
法

測
定

の
結

果
、

漏
え

い
の

あ
っ

た
N

o
.2

気
化

器
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
は

、
N

o
.1

気
化

器
の

も
の

よ
り

厚
み

が
あ

っ
た

。
原

因
は

、
N

o
.2

気
化

器
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
は

、
初

期
は

ペ
ー

ス
ト

の
効

果
等

で
か

ろ
う

じ
て

シ
ー

ル
で

き
て

い
た

が
、

初
期

の
締

め
付

け
力

が
弱

か
っ

た
た

め
、

時
間

経
過

に
よ

り
締

結
に

緩
み

が
生

じ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

当
該

フ
ラ

ン
ジ

の
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
は

、
手

締
め

で
行

っ
て

お
り

、
ト

ル
ク

レ
ン

チ
を

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

締
め

付
け

力
不

足
が

生
じ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

定
期

的
(1

回
/
3
ヶ

月
)に

増
し

締
め

を
ト

ル
ク

レ
ン

チ
に

よ
り

行
い

、
締

め
付

け
ト

ル
ク

の
確

認
を

行
う

な
ど

の
締

め
付

け
不

良
防

止
対

策
を

講
ず

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

今
回

、
メ

ー
カ

ー
の

調
査

結
果

か
ら

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

に
は

特
に

問
題

は
見

受
け

ら
れ

な
か

っ
た

が
、

予
防

保
全

と
し

て
、

よ
り

硬
化

し
に

く
い

種
類

の
ガ

ス
ケ

ッ
ト

に
交

換
す

る
。

1
8
5

2
0
1
5
-

2
5
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

部
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
3

宮 崎 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

冷
凍

事
業

所
の

工
場

内
に

お
い

て
、

冷
凍

機
の

圧
縮

機
3
台

の
う

ち
1
台

か
ら

煙
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

を
工

場
の

従
事

者
が

確
認

し
た

。
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
を

疑
い

、
保

安
責

任
者

が
冷

凍
機

を
停

止
さ

せ
た

。
さ

ら
に

、
漏

え
い

箇
所

と
疑

わ
れ

る
圧

縮
機

1
台

と
設

備
全

体
と

の
間

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
。

装
置

メ
ー

カ
ー

の
点

検
に

よ
り

、
漏

え
い

箇
所

は
切

り
離

し
た

圧
縮

機
の

可
動

部
の

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

で
あ

る
こ

と
が

特
定

さ
れ

た
。

冷
媒

封
入

量
は

約
2
tで

あ
り

、
冷

媒
ガ

ス
再

充
て

ん
量

か
ら

推
定

漏
え

い
量

は
約

5
0
0
kg

と
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

工
場

内
の

従
事

者
に

つ
い

て
は

、
保

安
責

任
者

が
安

全
な

場
所

に
避

難
さ

せ
、

そ
の

後
事

故
の

通
報

を
受

け
た

市
消

防
局

員
が

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

の
ガ

ス
漏

え
い

検
知

器
に

よ
り

安
全

確
認

を
行

い
、

避
難

を
解

除
し

た
。

原
因

は
、

冷
凍

機
駆

動
軸

の
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

摩
耗

に
よ

り
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
お

よ
び

圧
縮

機
の

オ
イ

ル
が

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
油

圧
ス

イ
ッ

チ
の

作
動

不
良

に
よ

り
、

緊
急

停
止

が
機

能
し

な
か

っ
た

こ
と

も
挙

げ
ら

れ
る

。
今

後
は

、
毎

月
3
回

の
日

常
点

検
時

に
確

実
な

チ
ェ

ッ
ク

を
行

い
、

運
転

に
異

常
が

あ
る

場
合

に
速

や
か

に
装

置
を

停
止

す
る

た
め

、
日

常
点

検
簿

に
給

油
圧

力
等

の
基

準
値

を
追

記
す

る
。

1
8
6

2
0
1
5
-

2
9
1

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

の
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

内
締

結
部

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
3

兵 庫 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞
無

水
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
燃

料
電

池
自

動
車

へ
の

水
素

ガ
ス

充
填

中
に

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

の
水

素
検

知
器

が
作

動
し

た
。

当
日

は
、

４
台

目
の

充
填

で
あ

り
、

３
台

目
ま

で
の

充
填

で
は

異
常

は
な

か
っ

た
。

脱
圧

後
、

常
温

水
素

に
よ

る
気

密
試

験
（
7
0
M

P
a）

を
行

っ
た

が
、

漏
え

い
個

所
の

特
定

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
翌

日
、

再
度

常
温

水
素

に
よ

る
気

密
確

認
を

行
っ

た
が

、
漏

え
い

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

翌
々

日
、

気
密

が
確

認
で

き
た

た
め

、
車

両
を

用
い

て
通

常
充

填
を

模
擬

的
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

内
の

フ
ィ

ル
タ

よ
り

水
素

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
フ

ィ
ル

タ
メ

ー
カ

の
調

査
で

は
、

ヘ
リ

ウ
ム

に
よ

る
気

密
試

験
（
常

温
）
、

－
4
0
℃

恒
温

槽
内

に
お

け
る

ヘ
リ

ウ
ム

に
よ

る
気

密
試

験
を

実
施

し
た

が
異

常
は

な
か

っ
た

。
ま

た
、

分
解

点
検

を
実

施
し

た
が

キ
ズ

等
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
さ

ら
に

、
洗

浄
、

乾
燥

後
に

組
立

て
、

1
0
5
M

P
a（

常
温

）
で

の
気

密
試

験
を

実
施

し
、

漏
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
現

場
で

の
対

応
と

し
て

は
、

接
続

箇
所

に
設

置
後

、
実

ガ
ス

に
よ

る
気

密
試

験
（
7
0
M

P
a）

を
実

施
し

、
漏

れ
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

さ
ら

に
、

携
帯

検
知

器
に

て
漏

れ
確

認
を

実
施

し
な

が
ら

模
擬

充
填

を
行

い
、

漏
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
今

後
は

、
規

定
ト

ル
ク

で
ね

じ
込

ん
だ

フ
ィ

ル
ハ

ウ
ジ

ン
グ

に
ア

イ
マ

ー
ク

を
つ

け
、

ア
イ

マ
ー

ク
の

ず
れ

の
有

無
を

日
常

点
検

（
営

業
開

始
前

）
に

て
確

認
す

る
こ

と
と

し
た

。
ま

た
、

定
期

自
主

検
査

時
に

、
ト

ル
ク

（
2
5
0
N

m
）
の

確
認

を
行

う
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
8
7

2
0
1
5
-

2
9
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
3

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
Ａ

Ｃ
漏

洩
冷

蔵
冷

凍
設

備

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

生
産

開
始

前
の

点
検

中
に

製
氷

室
内

に
白

っ
ぽ

く
も

や
が

か
か

っ
た

た
め

、
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
B

-
1
製

氷
機

設
備

の
結

氷
板

の
配

管
か

ら
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
た

だ
ち

に
、

冷
凍

機
の

運
転

を
中

止
し

た
。

当
日

メ
ー

カ
ー

担
当

者
が

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

分
配

器
先

の
ス

テ
ン

レ
ス

配
管

と
冷

却
板

の
溶

接
部

か
ら

漏
え

い
(ピ

ン
ホ

ー
ル

)し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

応
急

処
置

と
し

て
、

吸
入

弁
と

逆
液

弁
を

閉
め

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
脱

氷
時

の
振

動
に

よ
る

配
管

の
き

裂
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

3
ヶ

月
に

1
回

ご
と

に
自

主
点

検
を

行
う

。
業

者
に

よ
る

年
1
回

の
定

期
点

検
お

よ
び

部
品

交
換

を
行

う
。

日
常

点
検

に
よ

る
ガ

ス
漏

え
い

確
認

を
強

化
す

る
。

1
8
8

2
0
1
5
-

2
5
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
4

岐 阜 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

電
気

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
製

作
不

良
＞

無

平
成

2
6
年

夏
季

以
降

は
使

用
し

て
お

ら
ず

、
平

成
2
7
年

夏
季

の
使

用
に

伴
い

、
冷

媒
サ

イ
ク

ル
内

の
水

分
除

去
作

業
中

に
冷

媒
ガ

ス
を

回
収

し
た

と
こ

ろ
、

所
定

量
に

満
た

な
い

た
め

、
漏

え
い

が
発

覚
し

た
。

予
定

回
収

量
は

4
0
kg

で
あ

り
、

実
際

の
回

収
量

は
2
0
kg

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
冷

媒
回

路
内

に
含

ま
れ

て
い

た
水

分
が

冬
季

に
凍

結
し

、
配

管
に

き
裂

が
生

じ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
8
9

2
0
1
5
-

2
9
2

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

液
化

炭
酸

ガ
ス

受
入

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

破
損

2
0
1
5
/
8
/
4

兵 庫 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

破
裂

破
損

等

販
売

店

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
フ

レ
キ

シ
ブ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

構
内

液
化

炭
酸

ガ
ス

C
E
に

接
続

し
て

い
る

フ
レ

キ
ホ

ー
ス

を
用

い
、

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

よ
り

液
を

受
入

中
に

、
フ

レ
キ

ホ
ー

ス
が

破
損

し
、

炭
酸

ガ
ス

が
噴

出
し

た
。

受
入

時
、

C
E
の

内
槽

圧
力

は
2
.0

M
P

a、
ロ

ー
リ

ポ
ン

プ
の

吐
出

圧
力

は
2
.2

M
P

aだ
っ

た
。

受
入

開
始

か
ら

約
3
分

の
時

間
で

当
該

破
損

が
発

生
し

、
た

だ
ち

に
ロ

ー
リ

ポ
ン

プ
の

運
転

を
停

止
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

1
9
0

2
0
1
5
-

2
5
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

ア
セ

チ
レ

ン
製

造
事

業
所

の
爆

発
火

災

2
0
1
5
/
8
/
5

山 口 県
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

Ｂ １
爆

発
火

災
一

般
化

学
調

査
中

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

調 査 中

8
月

5
日

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

の
充

て
ん

を
行

う
た

め
、

運
転

を
開

始
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
午

前
9
時

頃
に

爆
発

が
発

生
し

、
充

て
ん

所
の

容
器

等
に

延
焼

し
、

火
災

と
な

っ
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

1
9
1

2
0
1
5
-

2
9
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
5

宮 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

熱
交

換
器

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

平
成

2
6
年

1
2
月

2
4
日

、
稼

働
中

の
B

号
機

か
ら

冷
媒

吸
い

込
み

圧
力

低
の

警
報

が
発

せ
ら

れ
、

運
転

不
可

状
態

と
な

っ
た

。
翌

日
、

保
守

業
者

に
よ

る
調

査
を

実
施

し
、

冷
媒

量
が

減
少

し
て

い
る

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

外
観

お
よ

び
ガ

ス
検

知
器

を
用

い
た

漏
れ

調
査

を
実

施
し

た
も

の
の

、
漏

れ
箇

所
は

発
見

で
き

な
か

っ
た

。
平

成
2
7
年

1
月

7
日

、
再

度
同

様
の

漏
れ

調
査

を
実

施
し

た
が

、
漏

れ
箇

所
は

発
見

で
き

な
か

っ
た

。
そ

の
後

、
7
月

1
7
日

に
詳

細
な

調
査

を
実

施
し

、
当

該
機

の
水

熱
交

換
器

か
ら

冷
媒

ガ
ス

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
が

、
詳

細
箇

所
は

特
定

で
き

て
い

な
い

。
8
月

3
日

か
ら

5
日

ま
で

の
間

に
、

同
様

に
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
見

さ
れ

た
C

号
機

と
あ

わ
せ

て
冷

媒
を

回
収

し
、

初
期

充
て

ん
量

と
回

収
量

の
差

か
ら

、
冷

媒
ガ

ス
2
0
7
kg

(B
号

機
)が

漏
え

い
し

て
い

た
と

算
出

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

1
9
2

2
0
1
5
-

2
9
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
5

宮 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

熱
交

換
器

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

7
月

2
0
日

、
稼

働
中

の
C

号
機

か
ら

冷
媒

吸
い

込
み

圧
力

低
の

警
報

が
発

せ
ら

れ
、

運
転

不
可

状
態

と
な

っ
た

。
B

号
機

と
同

様
に

、
7
月

2
2
日

に
保

守
業

者
に

よ
る

調
査

を
実

施
し

、
当

該
機

の
水

熱
交

換
器

か
ら

お
よ

び
冷

媒
熱

交
換

器
の

配
管

か
ら

冷
媒

ガ
ス

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
が

、
詳

細
箇

所
は

特
定

で
き

て
い

な
い

。
8
月

3
日

か
ら

5
日

ま
で

の
間

に
、

同
様

に
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
見

さ
れ

た
B

号
機

と
あ

わ
せ

て
冷

媒
を

回
収

し
、

初
期

充
て

ん
量

と
回

収
量

の
差

か
ら

、
冷

媒
ガ

ス
1
8
3
kg

(C
号

機
)が

漏
え

い
し

て
い

た
と

算
出

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

1
9
3

2
0
1
5
-

2
9
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

破
損

に
よ

る
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
6

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無
製

氷
機

製
造

冷
凍

機
運

転
中

、
異

常
音

が
発

生
し

た
。

機
械

室
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

吐
出

配
管

か
ら

冷
媒

の
漏

え
い

が
あ

っ
た

。
運

転
ス

イ
ッ

チ
オ

フ
、

吐
出

バ
ル

ブ
、

吸
入

バ
ル

ブ
閉

と
し

、
漏

え
い

拡
大

防
止

措
置

を
実

施
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
内

部
破

損
に

よ
る

異
常

振
動

が
配

管
に

伝
播

し
、

配
管

亀
裂

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

1
9
4

2
0
1
5
-

2
9
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
6

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

使
用

前
点

検
時

に
冷

媒
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
が

フ
ラ

ッ
シ

ュ
し

て
い

た
た

め
、

業
者

に
調

査
を

依
頼

し
た

と
こ

ろ
、

吸
い

込
み

圧
力

が
低

下
し

、
吐

出
温

度
が

上
昇

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
冷

媒
が

減
少

し
て

い
る

と
判

断
し

た
。

各
部

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
R

-
1
4

で
は

圧
縮

機
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

お
よ

び
膨

張
弁

の
吸

入
側

接
続

配
管

ろ
う

付
け

部
、

R
-
1
5
で

は
電

磁
弁

パ
ッ

キ
ン

お
よ

び
膨

張
弁

の
吸

入
側

接
続

配
管

ろ
う

付
け

部
か

ら
の

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

膨
張

弁
接

続
配

管
ろ

う
付

け
部

お
よ

び
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

か
ら

の
漏

え
い

は
腐

食
管

理
不

良
、

電
磁

弁
パ

ッ
キ

ン
か

ら
の

漏
え

い
は

シ
ー

ル
管

理
不

良
と

推
定

さ
れ

る
。

設
備

の
構

造
上

、
目

視
点

検
に

よ
る

不
良

発
見

が
し

づ
ら

い
箇

所
で

あ
っ

た
た

め
、

漏
え

い
事

故
が

生
じ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

使
用

前
点

検
で

の
溶

接
部

目
視

点
検

を
実

施
す

る
。

1
9
5

2
0
1
5
-

2
6
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
ユ

ニ
ッ

ト
ク

ー
ラ

ー
冷

媒
止

め
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
8

群 馬 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
ａ

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
弁

、
パ

ッ
キ

ン

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

N
o
.3

製
品

冷
却

室
の

冷
却

温
度

が
上

昇
し

た
。

該
当

冷
凍

機
を

停
止

し
、

故
障

診
断

の
た

め
業

者
に

連
絡

し
、

翌
日

の
早

朝
か

ら
の

調
査

を
依

頼
し

た
。

調
査

し
た

と
こ

ろ
低

圧
側

圧
力

が
低

い
た

め
、

冷
媒

漏
え

い
を

疑
い

、
リ

ー
ク

デ
ィ

テ
ク

タ
ー

に
よ

る
漏

え
い

確
認

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
ユ

ニ
ッ

ト
ク

ー
ラ

ー
冷

媒
止

め
弁

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

か
ら

の
カ

ニ
泡

状
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
応

急
措

置
と

し
て

グ
ラ

ン
ド

部
の

か
し

め
及

び
N

2
ガ

ス
に

よ
る

系
統

内
気

密
試

験
を

実
施

し
、

そ
の

他
の

箇
所

に
は

漏
え

い
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
バ

ル
ブ

本
体

の
交

換
に

よ
る

恒
久

措
置

を
実

施
し

た
。

原
因

は
、

ユ
ニ

ッ
ト

ク
ー

ラ
ー

冷
媒

止
め

弁
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。

1
9
6

2
0
1
5
-

3
2
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
8

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

熱
交

換
器

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

8
月

8
日

、
監

視
盤

に
て

ス
ク

リ
ュ

ー
チ

ラ
ー

の
警

報
が

発
令

し
た

。
た

だ
ち

に
冷

凍
機

の
運

転
を

停
止

し
た

。
8
月

1
0
日

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
会

社
が

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

冷
却

水
側

プ
レ

ー
ト

熱
交

換
器

よ
り

、
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
が

疑
わ

れ
た

た
め

、
N

o
.1

側
冷

却
水

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

。
8
月

1
1
日

に
再

度
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
冷

却
水

側
プ

レ
ー

ト
熱

交
換

器
よ

り
ガ

ス
漏

え
い

が
認

め
ら

れ
た

。
8
月

2
0
日

、
冷

媒
ガ

ス
を

回
収

し
た

。
原

因
は

、
ブ

レ
ー

ジ
ン

グ
プ

レ
ー

ト
熱

交
換

器
が

腐
食

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

予
防

保
全

工
事

に
よ

る
早

め
の

更
新

を
検

討
す

る
。

②
日

常
点

検
の

漏
え

い
確

認
を

強
化

す
る

。

1
9
7

2
0
1
5
-

3
9
6

製
造

事
業

所
（
コ

）

反
応

器
の

マ
ン

ホ
ー

ル
の

フ
ラ

ン
ジ

式
継

手
か

ら
の

ブ
タ

ジ
エ

ン
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
8

神 奈 川 県

0
0

0
0

ブ
タ

ジ
エ

ン
Ｃ

漏
洩

石
油

化
学

継
手

、
反

応
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

8
月

8
日

2
時

3
0
分

に
、

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

が
製

造
施

設
内

で
ブ

タ
ジ

エ
ン

臭
気

に
気

づ
き

、
ボ

ー
ド

マ
ン

へ
報

告
し

て
現

場
点

検
を

実
施

し
た

。
2
時

4
0
分

に
、

P
L
Y
-
1
0
T
K
(反

応
器

、
ブ

タ
ジ

エ
ン

仕
込

み
量

1
0
8
6
kg

)上
部

マ
ン

ホ
ー

ル
に

あ
る

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

弁
下

部
の

フ
ラ

ン
ジ

部
よ

り
ブ

タ
ジ

エ
ン

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

(可
燃

性
ガ

ス
検

知
器

の
作

動
な

し
)。

ボ
ル

ト
増

し
締

め
を

す
る

も
漏

え
い

が
止

ま
ら

な
い

た
め

、
P

L
Y
-
1
0
T
K
へ

緊
急

停
止

剤
を

添
加

し
た

。
2
時

5
0
分

に
、

1
1
9
番

通
報

し
た

(2
時

5
5
分

、
現

地
本

部
設

置
、

2
時

5
7
分

、
消

防
到

着
)。

3
時

0
0
分

に
、

P
L
Y
-
1
0
T
K
ブ

タ
ジ

エ
ン

ガ
ス

、
モ

ノ
マ

ー
回

収
を

開
始

し
た

(容
量

5
7
7
0
kg

、
缶

圧
3
1
0
kP

a、
反

応
率

4
8
.7

％
)。

4
時

1
0
分

に
、

P
L
Y
-
1
0
T
K
缶

圧
8
4
kP

aま
で

下
が

る
も

漏
れ

は
止

ま
ら

ず
、

微
量

の
漏

れ
が

継
続

し
た

。
4
時

2
9
分

、
未

使
用

の
P

L
Y
-
1
0
K
K
(反

応
器

)へ
P

L
Y
-
1
0
T
K
内

容
物

の
移

送
を

開
始

し
た

。
5
時

1
5
分

に
、

P
L
Y
-
1
0
T
K
の

空
を

確
認

し
、

漏
え

い
が

止
ま

っ
た

。
5
時

4
2
分

、
消

防
、

共
同

防
災

隊
が

退
場

し
た

。
原

因
は

、
P

L
Y
-
1
0
T
K
上

部
マ

ン
ホ

ー
ル

の
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
弁

(1
0
0
A

)下
部

の
ガ

ス
ケ

ッ
ト

が
膨

潤
変

形
し

て
隙

間
が

で
き

て
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

ガ
ス

ケ
ッ

ト
材

質
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

箇
所

は
反

応
器

第
一

バ
ル

ブ
前

後
の

た
め

T
/
＃

9
0
0
7
-
L
P

を
使

用
す

る
と

こ
ろ

、
そ

の
他

ケ
ミ

カ
ル

用
T
/
＃

9
0
0
7
-
L
C

を
使

用
し

て
い

た
。

今
後

は
、

工
事

検
収

の
際

、
フ

ラ
ン

ジ
間

の
ガ

ス
ケ

ッ
ト

材
質

を
目

視
確

認
す

る
。

1
9
8

2
0
1
5
-

3
2
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
9

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
電

気

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

8
月

9
日

、
監

視
盤

に
異

常
表

示
が

あ
り

、
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
冷

凍
機

に
故

障
表

示
が

あ
っ

た
。

た
だ

ち
に

冷
凍

機
の

運
転

を
停

止
し

た
。

9
月

9
日

に
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
を

回
収

し
、

窒
素

ガ
ス

に
て

漏
え

い
個

所
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

蒸
発

器
伝

熱
管

よ
り

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
り

蒸
発

器
伝

熱
管

(銅
管

)が
腐

食
し

た
こ

と
に

よ
る

き
裂

ま
た

は
ピ

ン
ホ

ー
ル

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

経
年

設
備

は
、

計
画

的
な

更
新

ま
た

は
設

備
の

更
新

を
実

施
す

る
。

②
日

常
点

検
の

漏
え

い
確

認
を

強
化

す
る

。

1
9
9

2
0
1
5
-

2
6
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
0

静 岡 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｂ ２
漏

洩
電

気
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
エ

マ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
空

冷
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
停

止
に

よ
る

調
査

中
に

、
冷

媒
配

管
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

判
明

し
た

。
応

急
措

置
と

し
て

、
配

管
バ

ル
ブ

を
閉

鎖
し

、
ガ

ス
漏

れ
の

拡
大

を
防

止
し

た
。

原
因

は
、

経
年

に
よ

る
冷

媒
配

管
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
0
0

2
0
1
5
-

2
6
4

製
造

事
業

所
（
コ

）

フ
ラ

ン
ジ

式
継

手
か

ら
の

イ
ソ

ヘ
キ

サ
ン

、
メ

タ
ノ

ー
ル

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
2

千 葉 県
0

0
0

0

イ
ソ

ヘ
キ

サ
ン

、
メ

タ
ノ

ー
ル

Ｂ ２
漏

洩
石

油
化

学
継

手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

こ
の

プ
ラ

ン
ト

は
、

6
月

2
1
日

か
ら

8
月

8
日

ま
で

定
修

工
事

を
実

施
し

た
。

本
工

事
に

お
い

て
、

1
回

/
2
年

実
施

し
て

い
る

脱
灰

工
程

ド
ラ

ム
の

開
放

清
掃

、
お

よ
び

点
検

を
行

っ
た

。
当

該
事

故
で

漏
え

い
箇

所
と

な
っ

た
バ

ッ
フ

ル
ホ

ル
ダ

ー
は

清
掃

･整
備

し
、

消
耗

品
の

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

お
よ

び
ガ

ス
ケ

ッ
ト

を
新

品
に

交
換

し
、

7
月

2
7
日

の
保

安
検

査
で

合
格

を
確

認
し

た
。

8
月

9
日

か
ら

生
産

を
開

始
し

た
が

、
当

該
ド

ラ
ム

の
温

度
･圧

力
等

の
異

常
は

な
く
、

通
常

運
転

中
に

お
い

て
、

突
然

定
置

式
可

燃
性

ガ
ス

検
知

器
が

作
動

し
、

当
該

ド
ラ

ム
の

バ
ッ

フ
ル

ホ
ル

ダ
ー

フ
ラ

ン
ジ

面
よ

り
、

イ
ソ

ヘ
キ

サ
ン

と
メ

タ
ノ

ー
ル

の
混

合
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

8
月

1
2
日

1
4
時

1
1
分

、
重

合
系

を
緊

急
停

止
し

、
ド

ラ
ム

内
液

封
じ

込
め

を
実

施
し

た
。

1
4
時

1
3
分

に
自

衛
防

災
動

員
を

発
令

し
た

。
原

因
は

、
当

該
ド

ラ
ム

バ
ッ

フ
ル

ホ
ル

ダ
ー

フ
ラ

ン
ジ

部
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

組
み

込
み

不
良

に
よ

る
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
破

断
と

推
定

さ
れ

る
。

漏
え

い
部

と
な

っ
た

フ
ラ

ン
ジ

に
は

、
リ

ン
グ

上
下

を
テ

フ
ロ

ン
包

み
ガ

ス
ケ

ッ
ト

で
シ

ー
ル

さ
せ

て
い

る
。

ガ
ス

ケ
ッ

ト
組

み
込

み
時

に
リ

ン
グ

上
部

ガ
ス

ケ
ッ

ト
が

イ
ン

ロ
ー

フ
ラ

ン
ジ

端
面

に
噛

み
込

み
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
締

め
付

け
ト

ル
ク

が
均

一
と

な
ら

ず
、

破
断

し
た

リ
ン

グ
上

部
の

ガ
ス

ケ
ッ

ト
欠

損
部

位
に

過
大

な
締

め
付

け
力

が
か

か
っ

た
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

強
度

低
下

が
発

生
し

、
運

転
中

圧
力

･温
度

の
微

小
な

変
化

に
耐

え
き

れ
ず

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

破
断

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
バ

ッ
フ

ル
ホ

ル
ダ

ー
フ

ラ
ン

ジ
部

へ
の

特
殊

ガ
ス

ケ
ッ

ト
組

み
込

み
不

良
の

再
発

を
防

止
す

る
。

1
)リ

ン
グ

上
ガ

ス
ケ

ッ
ト

が
、

イ
ン

ロ
ー

フ
ラ

ン
ジ

内
に

収
ま

り
噛

み
込

み
が

な
い

こ
と

を
目

視
確

認
す

る
。

2
)ガ

ス
ケ

ッ
ト

締
め

付
け

ト
ル

ク
を

一
定

と
し

、
当

該
フ

ラ
ン

ジ
面

間
が

均
等

で
あ

る
こ

と
を

寸
法

確
認

す
る

。
3
)ボ

ル
ト

締
め

付
け

後
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

変
形

、
は

み
出

し
が

な
い

こ
と

を
目

視
確

認
す

る
。

4
)1

)～
3
)項

の
確

認
項

目
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

(点
検

結
果

記
録

表
)と

し
て

残
し

、
組

み
込

み
不

良
を

防
止

す
る

。
ま

た
、

水
平

展
開

と
し

て
、

グ
ラ

ス
ラ

イ
ニ

ン
グ

の
ド

ラ
ム

で
、

同
一

バ
ッ

フ
ル

ホ
ル

ダ
ー

を
持

つ
類

似
機

器
（
工

場
内

で
1
0
基

）
に

つ
い

て
は

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
変

形
、

は
み

出
し

等
の

不
具

合
な

し
を

確
認

す
る

。
さ

ら
に

、
1
0
基

の
類

似
機

器
に

も
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

適
用

す
る

。

2
0
1

2
0
1
5
-

3
2
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

レ
ア

式
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
2

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
空

調
設

備
）

冷
凍

設
備

、
継

手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

8
月

1
2
日

に
、

蒸
発

器
圧

力
低

が
発

報
し

た
。

1
3
日

に
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
エ

コ
ノ

マ
イ

ザ
ー

液
面

制
御

用
液

面
タ

ン
ク

の
銅

管
フ

レ
ア

継
手

部
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
(石

け
ん

水
で

気
泡

が
発

生
す

る
程

度
)徐

々
に

漏
え

い
し

て
い

た
模

様
で

あ
る

。
漏

え
い

検
知

器
が

設
置

さ
れ

て
い

た
が

換
気

能
力

が
大

で
あ

り
、

検
知

さ
れ

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
銅

管
接

続
部

に
過

大
な

振
動

が
か

か
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
疲

労
破

壊
を

起
こ

し
、

き
裂

が
生

じ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

当
該

銅
管

に
、

ラ
ッ

ギ
ン

グ
材

が
接

触
し

て
い

た
事

実
も

あ
っ

た
。

今
後

は
、

①
銅

管
の

接
続

部
で

あ
る

液
面

制
御

タ
ン

ク
支

持
架

台
の

取
り

付
け

位
置

を
、

振
動

の
小

さ
い

場
所

に
変

更
す

る
。

②
工

場
出

荷
前

の
振

動
測

定
に

お
い

て
、

圧
縮

機
以

外
の

箇
所

も
、

部
品

に
触

れ
て

振
動

を
確

認
す

る
。

2
0
2

2
0
1
5
-

2
6
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
4

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
病

院
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無
ガ

ス
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
空

調
機

を
使

用
し

て
い

る
部

署
よ

り
「
リ

モ
コ

ン
に

エ
ラ

ー
表

示
が

出
て

使
用

で
き

な
い

」
と

連
絡

を
受

け
て

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
が

修
理

を
行

っ
た

際
に

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
原

因
は

、
フ

レ
キ

配
管

の
振

れ
止

め
ゴ

ム
が

劣
化

し
た

こ
と

に
よ

り
、

振
動

で
フ

レ
キ

配
管

に
穴

が
開

い
て

漏
れ

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

2
0
3

2
0
1
5
-

2
6
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
1
6

山 口 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

8
月

1
6
日

、
冷

凍
機

が
N

o
.1

圧
縮

機
吐

出
温

度
高

温
異

常
に

よ
り

、
故

障
停

止
し

た
。

8
月

1
8
日

に
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
N

o
.1

凝
縮

器
の

溶
栓

の
先

端
が

膨
ら

ん
で

お
り

、
ガ

ス
検

に
よ

り
微

量
の

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

8
月

2
0
日

に
N

o
.1

凝
縮

器
の

溶
栓

を
取

り
替

え
、

再
度

気
密

試
験

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
凝

縮
器

に
漏

れ
が

見
つ

か
り

、
チ

ュ
ー

ブ
部

分
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

あ
る

と
推

定
し

た
。

8
月

2
7
日

に
内

視
鏡

で
N

o
.1

凝
縮

器
の

チ
ュ

ー
ブ

内
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

チ
ュ

ー
ブ

1
本

に
つ

い
て

冷
却

水
出

口
側

お
よ

そ
1
1
0
m

m
の

と
こ

ろ
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

空
い

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
8
月

3
1
日

に
凝

縮
器

チ
ュ

ー
ブ

全
数

の
内

視
鏡

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
N

o
.1

凝
縮

器
に

お
い

て
漏

え
い

が
あ

っ
た

チ
ュ

ー
ブ

近
傍

の
3
本

に
局

所
的

な
減

肉
が

見
ら

れ
た

。
チ

ュ
ー

ブ
(り

ん
脱

酸
銅

)1
3
8
本

の
内

面
を

内
視

鏡
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

4
本

に
減

肉
部

が
あ

り
、

そ
の

内
の

1
本

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
あ

っ
た

。
○

コ
ン

デ
ン

サ
ー

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
漏

え
い

：
原

因
は

、
冷

却
水

(工
業

用
水

)中
の

異
物

が
チ

ュ
ー

ブ
内

を
局

所
的

に
摩

耗
さ

せ
た

と
推

測
さ

れ
る

。
○

溶
栓

か
ら

の
漏

え
い

：
原

因
は

、
N

o
.1

凝
縮

器
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
で

、
N

o
.1

系
統

の
冷

媒
液

量
が

減
少

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

冷
媒

に
よ

る
圧

縮
機

の
冷

却
が

で
き

な
く
な

り
、

ガ
ス

温
度

が
上

昇
し

、
溶

栓
金

属
融

点
近

く
に

な
り

溶
栓

が
わ

ず
か

に
溶

け
て

緩
ん

だ
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

次
回

法
定

検
査

時
に

、
コ

ン
デ

ン
サ

ー
チ

ュ
ー

ブ
内

面
の

内
視

鏡
検

査
に

よ
り

、
減

肉
状

況
を

再
確

認
す

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
0
4

2
0
1
5
-

2
9
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
6

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
鉄

道
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

8
月

1
6
日

の
冷

凍
機

運
転

中
に

「
電

動
機

過
熱

異
常

」
を

検
知

し
、

異
常

停
止

し
た

。
た

だ
ち

に
、

保
守

委
託

業
者

に
連

絡
し

、
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
高

圧
圧

力
計

・
高

圧
開

閉
器

取
り

出
し

配
管

に
生

じ
た

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

冷
凍

機
運

転
停

止
処

置
を

実
施

し
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

れ
な

い
処

置
を

行
い

、
冷

媒
ガ

ス
を

回
収

し
た

。
原

因
は

、
高

圧
開

閉
器

取
り

出
し

配
管

と
給

油
配

管
が

接
触

し
て

い
た

た
め

、
振

動
に

よ
り

接
触

部
が

擦
れ

摩
耗

し
、

冷
媒

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

当
該

冷
凍

機
の

冷
媒

お
よ

び
給

油
配

管
等

の
接

触
の

有
無

を
確

認
す

る
。

②
配

管
接

触
部

の
養

生
お

よ
び

結
束

を
施

す
。

③
日

常
点

検
を

強
化

す
る

。
高

低
圧

お
よ

び
油

圧
計

等
を

確
認

す
る

。
リ

ー
ク

テ
ス

タ
ー

を
常

に
携

行
し

、
ガ

ス
漏

え
い

等
の

確
認

を
行

う
。

2
0
5

2
0
1
5
-

2
9
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
7

奈 良 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
医

療
品

製 造
）

継
手

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

当
該

冷
凍

機
に

つ
い

て
は

、
6
月

2
4
日

に
法

定
自

主
点

検
を

実
施

し
、

運
転

を
行

っ
た

。
8
月

1
7
日

の
夏

季
休

業
(1

1
日

間
)明

け
運

転
で

起
動

時
に

、
蒸

発
器

圧
力

低
下

ト
リ

ッ
プ

が
発

生
し

た
。

メ
ー

カ
ー

技
術

員
が

現
地

急
行

し
て

確
認

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

蒸
発

器
安

全
弁

取
付

ユ
ニ

オ
ン

か
ら

の
漏

れ
を

確
認

し
た

。
当

該
部

の
増

し
締

め
で

、
漏

え
い

は
停

止
し

た
。

原
因

は
、

締
め

込
み

不
足

に
よ

る
機

器
振

動
の

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
漏

れ
発

生
個

所
に

つ
い

て
は

、
ユ

ニ
オ

ン
継

手
を

使
用

し
て

お
り

、
ト

ル
ク

管
理

し
て

締
め

付
け

を
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

た
。

し
か

し
な

が
ら

今
回

は
、

ト
ル

ク
管

理
を

実
施

し
た

記
録

が
な

く
作

業
者

末
端

ま
で

こ
の

作
業

仕
様

が
十

分
伝

わ
っ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

が
、

当
該

部
の

締
め

付
け

量
不

十
分

に
つ

な
が

り
、

冷
媒

漏
え

い
に

至
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

定
期

作
業

実
施

後
に

今
回

指
摘

し
た

個
所

の
マ

ー
ク

を
目

視
確

認
し

、
作

業
結

果
書

に
確

認
結

果
を

記
録

す
る

。

2
0
6

2
0
1
5
-

2
6
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
1
8

千 葉 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
学

校
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

夜
間

に
蓄

熱
運

転
を

行
っ

て
い

る
空

冷
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
チ

ラ
ー

2
台

の
点

検
を

行
っ

た
際

、
1
台

の
圧

縮
機

が
加

熱
し

た
運

転
状

況
で

あ
っ

た
。

冷
媒

ガ
ス

漏
れ

検
査

を
行

う
が

、
冷

媒
漏

れ
は

発
見

で
き

な
か

っ
た

。
翌

日
に

再
度

ガ
ス

漏
れ

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
水

側
プ

レ
ー

ト
式

熱
交

換
器

の
配

管
側

よ
り

冷
媒

ガ
ス

漏
れ

の
反

応
が

あ
り

、
プ

レ
ー

ト
熱

交
換

器
か

ら
の

漏
え

い
と

判
断

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

2
0
7

2
0
1
5
-

2
9
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
コ

イ
ル

チ
ュ

ー
ブ

シ
ー

ト
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
8

東 京 都
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
レ

ジ
ャ

ー
）

冷
凍

設
備

、
コ

イ
ル

チ
ュ

ー
ブ シ

ー
ト

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

8
月

1
8
日

に
メ

ー
カ

ー
が

保
安

点
検

中
に

、
H

R
-
B

2
号

機
か

ら
冷

媒
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

N
o
.1

サ
ー

キ
ッ

ト
お

よ
び

N
o
.2

サ
ー

キ
ッ

ト
の

コ
イ

ル
チ

ュ
ー

ブ
シ

ー
ト

か
ら

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
た

だ
ち

に
冷

凍
機

の
運

転
を

停
止

し
た

。
8
月

2
0
日

に
冷

媒
ガ

ス
を

回
収

し
た

。
原

因
は

、
コ

イ
ル

チ
ュ

ー
ブ

シ
ー

ト
(銅

管
)が

経
年

劣
化

に
よ

っ
て

腐
食

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

日
常

お
よ

び
月

例
点

検
に

お
い

て
、

圧
縮

機
圧

力
値

お
よ

び
外

観
目

視
点

検
を

強
化

す
る

。
②

圧
縮

機
圧

力
値

に
変

動
が

あ
る

場
合

は
、

ガ
ス

漏
れ

検
知

器
等

で
冷

媒
漏

え
い

の
確

認
を

実
施

す
る

。

2
0
8

2
0
1
5
-

2
6
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
電

磁
弁

フ
ラ

ン
ジ

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
1
9

三 重 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
電

気

継
手

、
弁

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

8
月

1
9
日

(水
)、

「
R

A
-
0
1
N

o
.2

」
の

圧
力

降
下

が
開

始
し

た
(後

日
、

点
検

表
デ

ー
タ

に
て

確
認

し
た

結
果

)。
8
月

2
4
日

(月
)、

「
R

A
-
0
1
N

o
.2

」
の

圧
力

指
示

(高
圧

･低
圧

)が
、

8
月

2
2
日

(土
)以

降
、

0
M

P
aで

あ
る

と
の

連
絡

を
受

け
た

た
め

、
点

検
修

理
を

開
始

し
た

。
8
月

2
5
日

以
降

、
窒

素
に

よ
る

加
圧

を
行

い
、

漏
え

い
箇

所
の

調
査

を
開

始
し

た
。

調
査

の
結

果
、

以
下

の
3

箇
所

で
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

(1
)電

磁
弁

(四
方

弁
)の

フ
ラ

ン
ジ

部
:O

リ
ン

グ
の

取
り

替
え

を
実

施
し

た
(当

該
O

リ
ン

グ
は

平
成

2
6
年

4
月

に
取

り
替

え
た

も
の

)。
(2

)電
磁

弁
(液

ラ
イ

ン
用

)の
フ

ラ
ン

ジ
部

:O
リ

ン
グ

の
取

り
替

え
を

実
施

し
た

(当
該

O
リ

ン
グ

は
平

成
8
年

の
設

置
以

降
、

使
用

し
て

い
る

も
の

)。
(3

)圧
縮

機
本

体
の

フ
ラ

ン
ジ

部
:O

リ
ン

グ
の

取
り

替
え

を
実

施
し

た
(当

該
O

リ
ン

グ
は

平
成

8
年

の
設

置
以

降
、

使
用

し
て

い
る

も
の

)。
各

O
リ

ン
グ

の
取

り
替

え
後

、
窒

素
に

よ
る

加
圧

状
態

に
お

い
て

漏
え

い
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

電
磁

弁
(四

方
弁

)フ
ラ

ン
ジ

部
O

リ
ン

グ
の

調
査

結
果

か
ら

、
施

工
不

良
に

よ
る

部
分

的
な

O
リ

ン
グ

の
挟

み
込

み
と

O
リ

ン
グ

の
膨

潤
に

よ
る

シ
ー

ル
効

果
の

悪
化

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

電
磁

弁
(液

ラ
イ

ン
用

)お
よ

び
圧

縮
機

本
体

の
フ

ラ
ン

ジ
部

O
リ

ン
グ

の
調

査
結

果
か

ら
、

経
年

劣
化

が
原

因
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

(1
)電

磁
弁

O
リ

ン
グ

取
替

手
順

書
に

施
工

ポ
イ

ン
ト

を
施

工
者

側
で

チ
ェ

ッ
ク

で
き

る
よ

う
に

し
て

、
施

工
者

の
管

理
体

制
を

強
化

す
る

。
(2

)当
該

空
調

機
全

ユ
ニ

ッ
ト

の
O

リ
ン

グ
に

つ
い

て
、

計
画

的
に

全
数

取
替

を
行

う
。

(3
)巡

視
点

検
表

の
様

式
を

見
直

し
、

管
理

値
を

明
確

化
す

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
0
9

2
0
1
5
-

3
2
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

容
器

安
全

弁
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
2
0
1
5
/
8
/
1
9

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
自

動
車

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

容
器

置
場

に
置

い
て

あ
る

カ
ー

エ
ア

コ
ン

用
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a)

の
容

器
の

可
溶

栓
か

ら
冷

媒
が

漏
え

い
し

た
。

当
該

事
業

場
納

入
前

の
保

管
時

に
高

温
環

境
に

さ
ら

さ
れ

た
た

め
、

可
溶

栓
が

変
形

(一
部

溶
解

)し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
や

す
い

状
態

と
な

っ
て

い
た

。
原

因
は

、
何

ら
か

の
影

響
で

、
使

用
時

に
当

該
可

溶
栓

か
ら

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

納
入

業
者

へ
の

容
器

管
理

の
徹

底
を

要
請

す
る

。

2
1
0

2
0
1
5
-

2
6
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
バ

ル
ブ

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
2
0

愛 知 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
不

動 産
）

冷
凍

設
備

、
バ

ル
ブ

＜
製

造
中

＞ （
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

当
該

設
備

は
、

7
月

3
1
日

に
実

施
し

た
メ

ー
カ

ー
の

点
検

で
高

圧
圧

力
ス

イ
ッ

チ
の

不
良

が
判

明
し

た
た

め
、

修
理

完
了

ま
で

の
間

運
転

を
停

止
し

て
い

た
。

そ
の

後
、

8
月

2
0
日

に
高

圧
圧

力
ス

イ
ッ

チ
取

り
替

え
の

た
め

に
冷

媒
を

回
収

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

充
て

ん
量

1
1
.2

kg
の

う
ち

7
kg

し
か

回
収

で
き

な
か

っ
た

。
窒

素
ガ

ス
で

圧
力

を
か

け
て

漏
え

い
箇

所
を

調
査

し
た

結
果

、
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

か
ら

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

漏
え

い
程

度
は

、
石

け
ん

水
を

か
け

て
気

泡
が

発
生

す
る

程
度

で
あ

っ
た

。
9
月

1
日

に
修

理
は

完
了

し
た

。
原

因
は

、
当

該
機

器
の

液
管

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
は

設
置

以
来

2
2
年

経
過

し
て

お
り

、
ガ

ス
ケ

ッ
ト

や
O

リ
ン

グ
の

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。

2
1
1

2
0
1
5
-

3
0
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
保

温
材

下
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
2
1

新 潟 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
リ

キ
ッ

ト
ク

ー
ラ

ー
配

管
の

状
態

を
確

認
す

る
た

め
に

保
温

材
を

取
り

外
し

た
と

こ
ろ

、
腐

食
し

て
い

た
配

管
の

一
部

が
保

温
材

と
一

緒
に

剥
が

れ
、

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

保
温

材
内

側
と

配
管

外
部

と
の

間
に

結
露

が
生

じ
、

配
管

外
部

が
劣

化
し

、
腐

食
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

2
1
2

2
0
1
5
-

2
7
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
フ

レ
ア

式
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
2
2

三 重 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
継

手
、

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

冷
凍

事
業

所
に

お
け

る
運

転
中

の
事

故
で

あ
る

。
8
月

2
1
日

(金
)に

保
安

係
員

が
冷

凍
機

異
常

(油
圧

低
下

)を
発

見
し

た
。

冷
凍

設
備

業
者

に
連

絡
し

た
。

業
務

時
間

外
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
翌

日
の

点
検

を
依

頼
し

た
。

冷
凍

設
備

業
者

が
2
2
日

(土
)8

時
3
0
分

に
設

備
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

量
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
ガ

ス
漏

れ
検

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
原

料
冷

凍
庫

ク
ー

ラ
ー

ド
ラ

イ
ヤ

フ
ィ

ル
タ

ー
部

か
ら

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

た
だ

ち
に

冷
凍

庫
内

の
十

分
な

換
気

と
、

漏
え

い
箇

所
上

流
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
て

、
冷

凍
装

置
内

の
高

圧
受

液
器

に
低

圧
部

の
残

留
冷

媒
回

収
を

行
い

、
冷

媒
漏

れ
の

拡
大

を
防

止
し

た
。

1
0
時

0
0
分

に
漏

れ
箇

所
の

フ
レ

ア
変

形
部

に
再

度
フ

レ
ア

加
工

を
行

い
、

復
旧

し
た

。
同

様
の

ク
ー

ラ
ー

の
ド

ラ
イ

ヤ
フ

ィ
ル

タ
ー

(5
箇

所
)に

つ
い

て
も

、
8
月

2
2
日

に
フ

レ
ア

部
を

開
放

し
、

点
検

を
行

っ
て

問
題

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
製

造
開

始
以

降
2
2
年

間
の

稼
働

で
、

内
圧

等
の

応
力

に
よ

り
拡

管
部

が
変

形
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

ガ
ス

漏
れ

検
査

の
際

に
相

当
量

の
漏

え
い

が
見

ら
れ

た
た

め
、

1
日

～
2
日

内
に

発
生

し
た

と
推

測
さ

れ
る

。
今

後
は

、
4
半

期
ご

と
に

1
回

実
施

し
て

い
た

ガ
ス

漏
れ

点
検

の
頻

度
を

高
め

、
月

1
回

実
施

す
る

。

2
1
3

2
0
1
5
-

2
7
2

製
造

事
業

所
（
コ

）

船
出

荷
配

管
か

ら
の

ブ
タ

ン
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
2
2

千 葉 県
0

0
0

0
ブ

タ
ン

Ｃ
漏

洩
石

油
化

学
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

協
力

会
社

作
業

員
が

ブ
タ

ン
配

管
周

辺
に

て
、

異
臭

・
異

音
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ブ
タ

ン
配

管
よ

り
微

量
の

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

た
め

、
市

消
防

局
へ

通
報

す
る

と
と

も
に

事
業

所
防

衛
隊

本
部

を
設

置
し

た
。

当
該

配
管

の
漏

え
い

箇
所

を
縁

切
り

し
、

フ
レ

ア
へ

の
脱

圧
、

窒
素

パ
ー

ジ
後

、
ガ

ス
検

査
を

実
施

し
た

結
果

、
0
p
p
m

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

箇
所

の
外

観
目

視
検

査
の

結
果

、
外

面
腐

食
に

よ
る

開
孔

が
確

認
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
市

消
防

局
の

指
導

に
よ

り
、

「
金

属
接

着
剤

お
よ

び
U

バ
ン

ド
に

よ
る

固
定

」
を

実
施

し
、

窒
素

0
.3

M
P

aを
封

入
し

た
。

漏
え

い
し

た
配

管
は

、
設

置
後

5
0
年

以
上

経
過

し
た

配
管

で
、

配
管

固
定

の
た

め
の

軸
方

向
ス

ト
ッ

パ
ー

(保
護

板
付

)が
設

置
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

っ
た

が
、

サ
ポ

ー
ト

(架
台

)接
触

部
に

は
保

護
板

の
設

置
が

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
漏

え
い

箇
所

は
、

軸
方

向
ス

ト
ッ

パ
ー

の
保

護
板

が
架

台
に

接
触

し
て

い
た

た
め

、
架

台
に

滞
留

し
た

雨
水

の
排

出
が

困
難

な
状

況
と

な
り

、
外

面
腐

食
の

発
生

を
促

進
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
1
4

2
0
1
5
-

2
7
3

製
造

事
業

所
（
Ｌ

Ｐ
）
一

種

配
管

開
放

検
査

中
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
8
/
2
5

岐 阜 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

充
填

所

配
管

、
バ

ー
ナ

ー

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検 中
、

工
事

中
）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞

裸 火 （
バ

ー ナ
ー

）

L
P

ガ
ス

充
て

ん
所

に
お

い
て

、
配

管
開

放
検

査
時

に
検

査
員

が
ポ

ン
プ

吐
出

ラ
イ

ン
の

液
封

ガ
ス

を
放

出
さ

せ
る

た
め

、
ポ

ン
プ

吐
出

ラ
イ

ン
バ

ル
ブ

、
充

て
ん

ラ
イ

ン
バ

ル
ブ

お
よ

び
受

入
ラ

イ
ン

バ
ル

ブ
を

微
開

し
た

と
こ

ろ
、

フ
ラ

ン
ジ

が
取

り
外

さ
れ

て
開

放
状

態
で

あ
っ

た
5
0
kg

充
て

ん
ラ

イ
ン

か
ら

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

、
約

1
0
m

離
れ

た
箇

所
で

使
用

さ
れ

て
い

た
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
用

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

か
ら

噴
出

し
て

い
た

裸
火

に
着

火
し

、
火

災
と

な
っ

た
。

な
お

、
火

災
に

あ
っ

て
は

、
消

火
器

に
よ

っ
て

速
や

か
に

消
火

さ
れ

、
微

開
さ

れ
た

バ
ル

ブ
は

別
の

検
査

員
に

よ
っ

て
閉

塞
さ

れ
た

。
残

ガ
ス

処
理

、
舗

装
作

業
の

中
止

、
保

安
体

制
の

確
保

を
行

っ
た

。
事

業
所

内
に

い
る

人
へ

の
周

知
を

行
っ

た
。

2
1
5

2
0
1
5
-

3
2
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
2
5

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
鉄

道
）

圧
縮

機
、

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

8
月

2
5
日

冷
凍

機
運

転
中

に
、

蒸
発

器
圧

力
低

下
異

常
が

発
生

し
た

。
8
月

2
6
～

2
7
日

に
点

検
を

実
施

し
、

圧
縮

機
吸

い
込

み
ベ

ー
ン

軸
よ

り
冷

媒
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

8
月

2
8
日

に
冷

媒
漏

え
い

箇
所

を
シ

ー
ル

材
に

て
応

急
補

修
し

た
。

8
月

3
1
日

に
冷

凍
機

内
の

冷
媒

を
回

収
し

た
。

原
因

は
、

軸
部

の
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。

2
1
6

2
0
1
5
-

2
7
5

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

脱
プ

ロ
パ

ン
塔

入
口

配
管

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
3
1

千 葉 県
0

0
0

0
ブ

タ
ン

、
プ

ロ
パ

ン
Ｃ

漏
洩

石
油

精
製

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

現
場

パ
ト

ロ
ー

ル
中

に
運

転
員

が
脱

プ
ロ

パ
ン

塔
入

口
配

管
部

分
に

白
色

の
霜

が
付

着
し

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

機
器

の
不

具
合

の
疑

い
が

あ
る

た
め

、
装

置
を

停
止

し
、

当
該

配
管

系
統

の
窒

素
ガ

ス
に

よ
る

系
内

パ
ー

ジ
お

よ
び

降
圧

、
縁

切
り

を
実

施
し

た
。

そ
の

後
、

当
該

配
管

部
の

保
温

解
体

お
よ

び
切

断
し

、
目

視
お

よ
び

P
T
検

査
を

実
施

し
た

結
果

、
P

T
検

査
で

指
示

模
様

が
検

出
さ

れ
た

。
当

該
配

管
の

ダ
ミ

ー
サ

ポ
ー

ト
は

水
抜

き
穴

が
架

台
と

接
触

し
や

す
い

構
造

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
架

台
に

溜
ま

っ
た

雨
水

が
ダ

ミ
ー

サ
ポ

ー
ト

内
部

に
侵

入
し

、
滞

留
し

た
た

め
、

ダ
ミ

ー
サ

ポ
ー

ト
内

部
で

湿
性

腐
食

が
発

生
し

、
配

管
が

貫
通

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
サ

ポ
ー

ト
の

形
状

を
水

が
滞

留
し

な
い

型
式

と
す

る
。

ま
た

、
同

形
体

、
同

運
転

環
境

の
ダ

ミ
ー

サ
ポ

ー
ト

部
を

展
開

検
査

す
る

。

2
1
7

2
0
1
5
-

2
7
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

移
動

式
液

化
ア

ル
ゴ

ン
製

造
設

備
の

加
圧

蒸
発

器
か

ら
の

ア
ル

ゴ
ン

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
3
1

静 岡 県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
Ｃ

漏
洩

運
送

蒸
発

器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

移
動

式
液

化
ア

ル
ゴ

ン
製

造
設

備
の

帰
社

時
の

点
検

に
お

い
て

、
容

器
内

圧
に

て
全

体
の

気
密

試
験

を
実

施
中

に
、

通
常

目
視

確
認

で
き

な
い

箇
所

か
ら

微
か

な
漏

え
い

音
を

確
認

し
、

加
圧

蒸
発

器
出

口
配

管
の

サ
ポ

ー
ト

金
具

接
触

部
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
当

該
移

動
式

製
造

設
備

の
加

圧
蒸

発
器

に
は

、
予

備
的

に
サ

ポ
ー

ト
金

具
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
が

、
当

該
サ

ポ
ー

ト
金

具
の

固
定

に
緩

み
が

生
じ

た
こ

と
に

よ
り

、
加

圧
蒸

発
器

出
口

配
管

に
長

期
間

に
わ

た
り

接
触

し
た

状
態

に
あ

っ
た

。
原

因
は

、
走

行
等

に
よ

る
振

動
に

よ
っ

て
接

触
部

の
配

管
が

摩
耗

減
肉

し
た

こ
と

に
よ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

視
認

性
の

悪
い

部
位

に
つ

い
て

も
考

慮
し

た
日

常
点

検
を

実
施

す
る

よ
う

社
内

に
再

周
知

す
る

。

2
1
8

2
0
1
5
-

3
0
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
安

全
弁

作
動

に
よ

る
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
3
1

千 葉 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
空

調
設

備
）

冷
凍

設
備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無
冷

凍
機

設
備

の
受

液
器

に
設

置
し

て
あ

る
液

面
計

の
レ

ベ
ル

が
下

が
っ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

設
備

業
者

に
連

絡
を

し
て

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

設
定

値
1
.6

M
P

aの
安

全
弁

が
0
.3

M
P

aで
作

動
し

て
い

た
。

原
因

は
、

安
全

弁
の

整
備

不
良

の
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
1
9

2
0
1
5
-

3
0
3

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

保
安

検
査

中
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
9
/
1

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

充
填

所
弁

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

県
に

よ
る

保
安

検
査

の
実

施
時

に
、

配
管

の
気

密
検

査
を

行
お

う
と

圧
力

の
か

か
っ

て
い

な
い

気
相

側
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
側

に
配

管
内

の
ガ

ス
を

流
入

さ
せ

る
た

め
、

配
管

2
5
A

の
Y
型

弁
を

開
け

る
作

業
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
ブ

リ
ー

ダ
ー

弁
よ

り
液

状
ガ

ス
が

噴
出

し
、

ロ
ー

デ
ィ

ン
グ

ア
ー

ム
直

下
に

あ
っ

た
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

が
鳴

動
し

た
。

作
業

員
に

よ
る

ブ
リ

ー
ダ

ー
バ

ル
ブ

の
完

全
閉

止
の

確
認

を
行

っ
た

。
原

因
は

、
バ

ル
ク

ロ
ー

リ
ー

へ
の

受
け

入
れ

作
業

後
に

作
業

員
が

ブ
リ

ー
ダ

ー
バ

ル
ブ

の
閉

止
を

行
っ

て
い

な
か

っ
た

と
推

測
さ

れ
る

。
今

後
は

、
バ

ル
ブ

の
開

閉
状

態
を

確
実

に
確

認
す

る
。

ロ
ー

リ
へ

の
受

入
作

業
後

は
バ

ル
ブ

を
必

ず
閉

止
し

、
確

認
を

徹
底

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
2
0

2
0
1
5
-

3
0
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

蒸
発

器
か

ら
の

窒
素

漏
え

い
2
0
1
5
/
9
/
1

群 馬 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
蒸

発
器

＜
消

費
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無
蒸

発
器

入
口

溶
接

部
の

経
年

劣
化

に
よ

る
ピ

ン
ホ

ー
ル

か
ら

微
小

な
漏

え
い

が
発

生
し

た
。

2
2
1

2
0
1
5
-

3
0
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

配
管

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
9
/
2

福 島 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
貯

蔵
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無

9
月

2
日

、
貯

槽
へ

の
受

入
納

入
に

お
け

る
初

期
パ

ー
ジ

時
に

液
化

窒
素

の
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
こ

の
た

め
、

速
や

か
に

納
入

作
業

を
中

止
し

た
。

な
お

、
7
月

1
7
日

の
定

期
自

主
検

査
に

お
い

て
異

常
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
原

因
は

、
低

温
の

液
化

窒
素

の
受

入
時

に
使

用
す

る
配

管
(真

鍮
製

)が
、

長
年

に
わ

た
っ

て
温

度
変

動
に

さ
ら

さ
れ

た
た

め
に

疲
労

し
、

配
管

に
き

裂
が

生
じ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
2
2

2
0
1
5
-

3
0
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
9
/
2

福 岡 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
Ａ

Ｃ
漏

洩
ご

み
処

理
施

設

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

当
該

設
備

は
Ⅱ

期
処

理
施

設
受

配
電

室
用

の
空

調
設

備
と

し
て

、
2
0
0
9
年

7
月

の
事

業
所

操
業

開
始

よ
り

6
年

を
経

過
し

て
い

る
機

器
で

あ
る

。
2
0
1
5
年

8
月

2
6
日

に
事

業
所

運
転

会
社

よ
り

異
常

(漏
電

)の
通

報
が

あ
っ

た
た

め
、

当
該

機
器

を
停

止
し

た
。

9
月

2
日

に
空

調
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

室
外

機
の

内
部

点
検

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
の

集
合

吸
い

込
み

配
管

に
き

裂
が

あ
る

こ
と

を
発

見
し

、
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
1
0
A

)が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

運
転

時
間

が
4
万

時
間

を
超

え
た

こ
と

も
あ

っ
て

、
室

外
機

内
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

の
振

動
が

大
き

く
な

り
、

共
振

に
よ

っ
て

冷
媒

集
合

吸
い

込
み

配
管

に
き

裂
が

生
じ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
き

裂
発

生
個

所
は

パ
ッ

ケ
ー

ジ
内

で
あ

っ
た

た
め

、
日

常
点

検
等

で
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
4
万

時
間

以
上

使
用

し
て

い
る

機
器

に
つ

い
て

順
次

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
の

更
新

を
行

う
と

と
も

に
、

日
常

巡
回

時
に

異
音

、
振

動
の

点
検

を
行

う
。

2
2
3

2
0
1
5
-

3
0
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

液
送

弁
か

ら
の

窒
素

漏
え

い
2
0
1
5
/
9
/
3

群 馬 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無
日

常
点

検
時

に
送

液
弁

付
近

よ
り

ガ
ス

漏
れ

を
確

認
し

た
。

送
液

弁
本

体
、

袋
ナ

ッ
ト

部
か

ら
ガ

ス
漏

れ
箇

所
の

特
定

が
で

き
た

た
め

、
メ

ー
カ

ー
に

確
認

を
行

い
、

送
液

弁
本

体
上

部
ア

ッ
セ

ン
ブ

リ
ー

を
交

換
し

た
。

2
2
4

2
0
1
5
-

3
0
8

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

圧
力

計
上

部
ね

じ
接

続
部

か
ら

の
水

素
漏

え
い

火
災

2
0
1
5
/
9
/
3

山 口 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

火
災

一
般

化
学

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

静 電 気

定
常

運
転

中
、

ジ
オ

ー
ル

工
場

の
水

添
プ

レ
フ

ィ
ー

タ
ー

ラ
イ

ン
の

圧
力

計
上

部
ね

じ
接

続
部

か
ら

水
素

が
漏

え
い

し
、

火
災

が
発

生
し

た
。

圧
力

計
の

受
け

座
に

打
痕

が
あ

り
、

ア
ル

ミ
製

と
銅

製
の

金
属

ガ
ス

ケ
ッ

ト
が

そ
れ

ぞ
れ

1
枚

ず
つ

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
。

(※
平

成
2
6
年

1
0
月

の
定

期
検

査
か

ら
、

ア
ル

ミ
製

か
ら

銅
製

の
金

属
ガ

ス
ケ

ッ
ト

に
変

更
し

て
お

り
、

ア
ル

ミ
製

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

上
に

銅
製

ガ
ス

ケ
ッ

ト
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

た
。

)。
ア

ル
ミ

製
ガ

ス
ケ

ッ
ト

は
、

打
痕

の
傷

と
同

じ
場

所
に

凸
部

と
な

っ
た

跡
が

あ
り

、
打

痕
の

あ
っ

た
方

向
と

漏
え

い
・
火

災
が

起
き

た
方

向
が

同
じ

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
打

痕
と

ガ
ス

ケ
ッ

ト
2
枚

取
り

付
け

に
起

因
し

た
面

圧
低

下
に

よ
り

、
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
着

火
に

つ
い

て
は

、
水

素
漏

え
い

時
の

静
電

気
着

火
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

圧
力

計
交

換
作

業
手

順
書

を
作

成
し

、
運

転
員

全
員

に
教

育
す

る
。

②
ガ

ス
ケ

ッ
ト

が
取

り
外

せ
な

い
時

は
、

専
用

工
具

を
用

い
て

受
け

座
に

傷
を

つ
け

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
取

り
外

す
。

③
ガ

ス
ケ

ッ
ト

交
換

作
業

は
、

技
能

認
定

制
と

す
る

。
④

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

取
り

外
し

、
座

面
健

全
性

お
よ

び
取

付
を

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

記
録

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
2
5

2
0
1
5
-

3
1
0

製
造

事
業

所
（
コ

）

ベ
ン

ゼ
ン

製
造

装
置

の
熱

交
換

器
か

ら
の

水
素

、
ト

ル
エ

ン
漏

え
い

2
0
1
5
/
9
/
7

千 葉 県
0

0
0

0
水

素
、

ト
ル

エ
ン

Ｃ
漏

洩
石

油
精

製

熱
交

換
器

、
継

手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

事
故

当
時

、
ベ

ン
ゼ

ン
製

造
装

置
(高

圧
ガ

ス
設

備
)は

通
常

運
転

中
で

あ
っ

た
。

現
場

点
検

中
の

運
転

員
が

ベ
ン

ゼ
ン

製
造

装
置

の
熱

交
換

器
周

辺
の

異
臭

お
よ

び
異

音
か

ら
ガ

ス
漏

え
い

を
覚

知
し

、
計

器
室

へ
通

報
し

、
装

置
の

緊
急

停
止

を
実

施
し

た
。

漏
え

い
部

位
を

ブ
ロ

ッ
キ

ン
グ

・
窒

素
パ

ー
ジ

を
行

い
、

ガ
ス

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
漏

え
い

は
、

熱
交

換
器

シ
ェ

ル
側

出
口

第
1
フ

ラ
ン

ジ
と

配
管

フ
ラ

ン
ジ

継
手

か
ら

発
生

し
た

。
フ

ラ
ン

ジ
(8

B
、

J
P

I 
1
5
0
0
L
B

)お
よ

び
リ

ン
グ

ジ
ョ

イ
ン

ト
ガ

ス
ケ

ッ
ト

の
目

視
お

よ
び

浸
透

探
傷

検
査

の
結

果
、

異
常

を
認

め
ず

、
問

題
が

な
か

っ
た

。
フ

ラ
ン

ジ
に

問
題

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

以
下

の
と

お
り

と
推

定
し

た
。

(1
)発

災
後

の
当

該
フ

ラ
ン

ジ
の

締
め

付
け

状
態

は
0
°

側
周

辺
の

ボ
ル

ト
締

め
付

け
力

が
、

他
に

比
べ

て
小

さ
か

っ
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
ア

.発
災

後
に

当
該

フ
ラ

ン
ジ

間
の

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

を
計

測
し

た
結

果
、

0
°

～
9
0
°

側
の

値
が

大
き

く
、

0
°

側
に

て
最

大
値

を
示

し
た

。
イ

.す
き

間
計

測
後

の
ボ

ル
ト

増
し

締
め

に
お

い
て

、
0
°

側
の

ボ
ル

ト
4
本

(全
1
2
本

)の
緩

み
が

大
き

か
っ

た
。

ウ
.増

し
締

め
後

に
再

度
フ

ラ
ン

ジ
間

の
す

き
間

を
測

定
し

た
結

果
、

全
て

の
方

位
に

お
い

て
同

じ
値

と
な

っ
た

。
(2

)実
際

の
締

め
付

け
ト

ル
ク

値
は

、
あ

る
程

度
の

運
転

変
動

や
ボ

ル
ト

荷
重

の
低

下
等

を
考

慮
し

、
内

圧
を

シ
ー

ル
す

る
た

め
に

設
計

上
必

要
と

さ
れ

る
ボ

ル
ト

締
め

付
け

荷
重

に
対

し
て

余
裕

を
と

っ
た

値
を

採
用

し
て

い
る

。
し

か
し

、
(1

)に
示

す
よ

う
な

ボ
ル

ト
締

め
付

け
荷

重
の

小
さ

い
範

囲
に

お
い

て
は

、
想

定
し

て
い

た
余

裕
代

が
確

保
で

き
ず

、
わ

ず
か

な
変

動
に

お
い

て
も

漏
え

い
し

や
す

い
状

態
で

あ
っ

た
可

能
性

が
あ

る
。

(3
)漏

え
い

に
至

っ
た

直
接

的
な

要
因

と
し

て
は

、
当

該
フ

ラ
ン

ジ
や

ボ
ル

ト
に

温
度

変
化

が
作

用
し

、
ボ

ル
ト

荷
重

の
低

下
を

招
い

た
こ

と
で

、
最

終
的

に
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
漏

え
い

部
が

フ
ラ

ン
ジ

で
あ

り
、

締
結

管
理

の
改

善
を

実
施

す
る

。
今

後
は

、
①

ナ
ッ

ト
が

回
転

し
な

く
な

る
ま

で
全

周
締

め
を

実
施

す
る

。
②

締
結

後
に

フ
ラ

ン
ジ

間
の

す
き

間
を

計
測

し
、

均
等

に
締

め
付

け
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
(通

常
締

め
付

け
:対

角
3
回

締
め

)。
③

同
様

な
条

件
の

部
位

へ
の

水
平

展
開

を
実

施
す

る
。

2
2
6

2
0
1
5
-

3
2
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
9
/
7

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

、
継

手

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

担
当

者
が

運
転

を
開

始
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
冷

却
能

力
が

低
い

こ
と

に
気

づ
い

た
た

め
、

停
止

し
た

。
自

社
で

漏
え

い
箇

所
の

特
定

が
で

き
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

メ
ー

カ
ー

に
点

検
を

依
頼

し
、

漏
え

い
箇

所
を

確
認

し
た

。
そ

の
場

で
ナ

ッ
ト

を
増

し
締

め
し

、
漏

え
い

は
停

止
し

た
。

翌
日

に
漏

え
い

し
た

分
の

冷
媒

1
0
0
kg

を
充

て
ん

し
た

。
原

因
は

、
点

検
を

実
施

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

ナ
ッ

ト
部

の
緩

み
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
事

故
発

生
部

と
類

似
箇

所
に

つ
い

て
、

点
検

を
強

化
す

る
。

②
日

常
点

検
時

の
管

理
値

を
見

直
す

。
③

冷
凍

機
事

故
に

関
す

る
周

知
を

行
う

。

2
2
7

2
0
1
5
-

3
1
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
保

温
材

下
の

冷
凍

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
9
/
1
2

滋 賀 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

8
月

下
旬

よ
り

4
階

包
装

冷
蔵

庫
の

温
度

が
高

く
、

適
正

温
度

に
下

が
る

ま
で

時
間

が
か

か
る

た
め

、
9
月

1
日

に
温

調
器

の
セ

ン
サ

ー
位

置
を

移
設

し
た

り
、

膨
張

弁
(包

装
側

ユ
ニ

ッ
ト

ク
ー

ラ
ー

)を
交

換
し

た
り

と
措

置
を

講
じ

た
が

、
改

善
が

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
そ

こ
で

、
9
月

1
2
日

、
4
階

冷
蔵

庫
の

天
井

裏
を

の
ぞ

き
窓

か
ら

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

配
管

に
霜

が
付

着
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

(配
管

が
白

く
雪

だ
る

ま
状

に
な

っ
て

い
た

)。
た

だ
ち

に
バ

ル
ブ

を
閉

め
、

当
該

冷
蔵

庫
の

使
用

を
停

止
し

た
。

9
月

1
4
日

に
霜

が
付

着
し

て
い

た
配

管
を

覆
っ

て
い

た
保

温
材

を
剥

が
し

、
配

管
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
保

温
材

の
劣

化
に

よ
り

冷
媒

配
管

と
保

温
材

と
の

間
に

す
き

間
が

発
生

し
、

冷
媒

配
管

表
面

と
保

温
材

内
部

に
結

露
が

で
き

、
冷

媒
配

管
表

面
の

腐
食

が
進

行
し

た
こ

と
に

よ
る

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
、

冷
媒

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2
8

2
0
1
5
-

3
1
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

蒸
発

器
か

ら
の

酸
素

漏
え

い
2
0
1
5
/
9
/
1
3

岡 山 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
病

院
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

9
月

1
3
日

、
委

託
設

備
業

者
に

よ
り

日
常

点
検

中
に

、
N

o
.2

液
化

酸
素

C
E
設

備
内

の
蒸

発
器

入
口

側
ヘ

ッ
ダ

ー
左

側
よ

り
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

事
業

所
と

専
門

業
者

に
よ

り
調

査
を

行
い

、
漏

え
い

箇
所

を
特

定
し

た
。

た
だ

ち
に

N
o
.2

液
化

酸
素

C
E
設

備
の

供
給

を
停

止
し

、
N

o
.1

液
化

酸
素

C
E
供

給
設

備
の

供
給

へ
切

り
替

え
た

。
9
月

1
6
日

か
ら

漏
え

い
箇

所
で

あ
る

N
o
.2

液
化

酸
素

C
E
設

備
、

蒸
発

器
入

口
側

ヘ
ッ

ダ
ー

部
左

側
溶

接
線

部
(ピ

ン
ホ

ー
ル

1
箇

所
、

ク
ラ

ッ
ク

1
箇

所
)の

溶
接

補
修

を
実

施
し

た
。

蒸
発

器
入

口
側

の
ア

ル
ミ

フ
ィ

ン
に

は
、

配
管

に
付

着
し

て
い

る
霜

を
解

氷
す

る
際

の
打

痕
跡

と
疑

わ
れ

る
曲

が
り

が
2
箇

所
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
当

該
曲

が
り

箇
所

へ
長

期
に

わ
た

る
熱

収
縮

の
繰

り
返

し
に

よ
る

応
力

が
働

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
の

重
要

性
お

よ
び

安
全

対
策

の
徹

底
を

図
り

、
高

圧
ガ

ス
設

備
へ

は
外

力
を

加
え

な
い

よ
う

周
知

徹
底

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
2
9

2
0
1
5
-

3
1
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
9
/
2
4

愛 媛 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

製
品

の
冷

却
が

悪
い

た
め

、
冷

凍
設

備
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

メ
ー

カ
ー

に
設

備
の

状
況

を
確

認
さ

せ
た

と
こ

ろ
、

低
圧

部
計

装
配

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
こ

の
た

め
、

設
備

を
停

止
し

、
低

圧
部

計
装

配
管

ラ
イ

ン
の

元
弁

を
閉

止
し

、
漏

え
い

が
止

ま
っ

た
。

設
置

環
境

が
狭

い
こ

と
か

ら
、

圧
縮

機
の

振
動

に
よ

り
接

触
の

可
能

性
が

あ
る

低
圧

部
計

装
配

管
お

よ
び

油
圧

部
計

装
配

管
の

う
ち

、
低

圧
部

計
装

配
管

に
緩

衝
材

を
取

り
付

け
て

い
た

が
、

緩
衝

材
が

振
動

で
ず

れ
て

し
ま

い
、

当
該

配
管

が
擦

れ
合

う
状

況
と

な
っ

た
。

原
因

は
、

配
管

の
摩

耗
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
日

常
点

検
で

目
視

に
よ

り
確

認
を

行
っ

て
い

た
が

、
緩

衝
材

が
ず

れ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
か

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
①

外
的

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
の

保
護

チ
ュ

ー
ブ

(緩
衝

材
)を

設
置

す
る

。
②

事
業

所
内

の
他

の
設

備
を

含
め

接
触

損
傷

箇
所

が
な

い
か

再
点

検
を

実
施

す
る

。
③

日
常

点
検

時
に

、
事

業
所

内
の

す
べ

て
の

冷
凍

設
備

に
お

け
る

保
護

チ
ュ

ー
ブ

の
設

置
状

況
を

確
認

し
、

記
録

を
残

す
。

④
日

常
点

検
で

受
液

器
の

冷
媒

量
を

確
認

し
、

冷
媒

ガ
ス

漏
え

い
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
緊

急
時

の
対

処
お

よ
び

日
常

点
検

に
関

す
る

保
安

教
育

を
実

施
す

る
。

⑤
異

常
時

の
連

絡
先

を
現

場
に

掲
示

す
る

。

2
3
0

2
0
1
5
-

3
9
7

製
造

事
業

所
（
コ

）

内
航

船
の

ベ
ー

パ
ー

リ
タ

ー
ン

配
管

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
9
/
2
4

神 奈 川 県

0
0

0
0

ブ
タ

ン
Ｃ

漏
洩

貯
蔵

基
地

配
管

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

内
航

船
ベ

ー
パ

ー
リ

タ
ー

ン
配

管
の

劣
化

補
修

の
た

め
、

防
食

被
覆

を
剥

い
で

表
面

の
錆

を
ハ

ン
マ

ー
で

落
と

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
開

口
(直

径
2
m

m
程

度
)し

、
内

部
の

残
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
(内

圧
0
.3

M
P

a)
。

系
内

を
脱

圧
(フ

レ
ア

)、
漏

え
い

個
所

へ
バ

ン
ド

掛
け

を
行

っ
た

。
系

内
窒

素
ブ

ロ
ー

を
実

施
し

た
(3

回
)。

仕
切

板
を

挿
入

し
、

他
系

か
ら

縁
切

り
を

行
っ

た
(6

ヶ
所

)。
原

因
は

、
配

管
外

面
の

防
食

補
修

工
事

を
、

内
部

の
残

ガ
ス

存
在

下
で

実
施

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
(事

前
に

R
T
検

査
を

行
い

、
必

要
肉

厚
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

た
が

、
当

該
箇

所
は

配
管

サ
ポ

ー
ト

付
近

で
、

R
T
の

み
で

は
残

肉
厚

を
把

握
し

き
れ

な
い

部
位

で
あ

っ
た

)。

2
3
1

2
0
1
5
-

3
1
7

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

均
圧

弁
か

ら
の

炭
酸

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
9
/
2
5

広 島 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
造

船 所
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
弁

＜
停

止
中

＞
（
そ

の
他

：
充

て
ん

中
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

炭
酸

ガ
ス

C
E
に

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

充
て

ん
を

行
い

、
充

て
ん

後
、

C
E
側

均
圧

弁
を

閉
め

よ
う

と
し

た
が

、
均

圧
弁

内
の

ネ
ジ

部
破

損
に

よ
り

全
閉

で
き

ず
、

ロ
ー

リ
ー

ホ
ー

ス
を

外
せ

な
く
な

っ
た

。
石

け
ん

水
を

塗
布

す
る

と
、

弁
部

か
ら

カ
ニ

泡
程

度
の

微
量

漏
え

い
が

確
認

で
き

た
。

供
給

業
者

が
貯

槽
内

の
ガ

ス
を

抜
き

取
り

、
破

損
し

た
均

圧
弁

の
確

認
を

行
っ

た
。

原
因

は
、

均
圧

弁
内

部
の

デ
ィ

ス
ク

パ
ッ

キ
ン

取
付

ネ
ジ

部
が

破
損

し
て

い
た

こ
と

に
よ

る
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
3
2

2
0
1
5
-

3
1
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

水
素

ガ
ス

製
造

設
備

の
安

全
弁

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
9
/
2
7

富 山 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

安
全

弁

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
、

＜
不

良
行

為
＞

無

事
業

所
で

は
、

当
該

設
備

に
つ

い
て

7
月

2
3
日

か
ら

8
月

2
7
日

ま
で

の
間

、
定

期
自

主
検

査
を

実
施

し
、

そ
の

後
の

9
月

2
3
日

に
製

品
製

造
の

た
め

の
前

準
備

と
し

て
還

元
反

応
槽

の
水

素
置

換
を

完
了

し
、

9
月

2
7
日

に
検

査
後

初
め

て
の

製
造

を
開

始
す

る
と

こ
ろ

で
あ

っ
た

。
9
月

2
6
日

、
薬

品
製

造
に

お
け

る
還

元
反

応
工

程
の

自
動

操
作

を
起

動
し

た
。

2
7
日

(日
)1

6
時

2
0

分
、

還
元

反
応

槽
へ

の
水

素
自

動
導

入
が

開
始

し
た

。
し

か
し

、
還

元
反

応
槽

の
内

圧
が

一
定

の
圧

力
ま

で
上

昇
し

な
か

っ
た

た
め

、
作

業
員

が
水

素
供

給
設

備
へ

確
認

に
向

か
っ

た
。

1
6
時

2
6
分

、
監

視
作

業
員

が
D

C
S
上

で
水

素
供

給
ラ

イ
ン

の
弁

が
閉

止
状

態
で

あ
る

こ
と

に
気

づ
き

、
作

業
員

に
弁

の
開

閉
状

態
の

確
認

を
指

示
し

た
。

作
業

員
が

手
動

で
弁

を
開

き
、

還
元

反
応

槽
の

水
素

導
入

を
行

っ
た

。
1
6
時

3
2
分

、
監

視
作

業
員

が
D

C
S
上

で
「
水

素
使

用
積

算
量

の
異

常
な

上
昇

」
お

よ
び

「
水

素
一

次
圧

力
の

異
常

な
低

下
」
が

続
い

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
、

作
業

員
に

水
素

供
給

設
備

の
調

査
を

指
示

し
、

作
業

員
も

水
素

の
容

器
側

圧
力

と
一

次
圧

力
が

低
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
6
時

4
1
分

、
状

況
調

査
中

の
作

業
員

が
水

素
供

給
ラ

イ
ン

の
還

元
反

応
槽

直
近

の
安

全
弁

が
吹

い
て

い
る

音
を

聞
き

、
建

屋
外

に
設

置
さ

れ
て

い
る

安
全

弁
放

出
管

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
水

素
が

放
出

さ
れ

て
い

た
。

1
7
時

1
1
分

、
係

長
の

電
話

指
示

を
受

け
、

還
元

反
応

の
停

止
操

作
を

開
始

し
た

。
1
7
時

1
5
分

、
供

給
元

の
水

素
容

器
側

か
ら

順
に

弁
を

手
動

で
閉

止
し

、
安

全
弁

か
ら

の
吹

き
出

し
を

止
め

た
。

2
1
時

5
1
分

、
還

元
反

応
槽

の
温

度
が

3
7
℃

と
な

り
、

圧
力

の
変

動
も

見
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

安
全

な
状

態
に

な
っ

た
と

判
断

し
、

対
応

を
終

了
し

た
。

原
因

は
、

2
直

作
業

員
か

ら
3
直

作
業

員
へ

の
作

業
申

し
送

り
に

よ
り

、
9
月

2
6
日

に
水

素
ガ

ス
圧

力
を

下
げ

る
よ

う
微

調
整

を
行

っ
た

際
、

一
次

減
圧

弁
お

よ
び

二
次

減
圧

弁
の

圧
力

ゲ
ー

ジ
の

変
化

が
な

か
っ

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
誤

っ
て

開
く
方

向
に

操
作

し
続

け
、

操
作

後
、

そ
の

ま
ま

に
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
圧

力
が

変
化

し
な

か
っ

た
の

は
、

9
月

2
3

日
の

置
換

作
業

に
お

い
て

水
素

ガ
ス

の
導

入
を

バ
イ

パ
ス

ラ
イ

ン
で

行
い

、
か

つ
、

置
換

作
業

後
に

水
素

供
給

ラ
イ

ン
の

弁
を

開
か

な
か

っ
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

こ
れ

ら
の

作
業

手
順

の
一

部
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

記
載

が
な

く
、

定
め

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
当

該
減

圧
弁

の
開

閉
方

向
の

表
示

を
改

め
、

「
右

に
回

せ
ば

昇
圧

」
と

し
た

。
ま

た
以

下
の

手
順

を
定

め
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

記
載

す
る

。
①

置
換

作
業

に
お

け
る

水
素

ガ
ス

の
導

入
は

、
供

給
ラ

イ
ン

の
弁

を
使

用
し

、
バ

イ
パ

ス
弁

は
使

用
し

な
い

。
②

一
次

、
二

次
減

圧
弁

の
操

作
手

順
(水

素
置

換
作

業
後

は
操

作
し

な
い

。
操

作
が

必
要

な
場

合
に

は
、

保
安

係
員

の
立

会
の

も
と

で
行

う
。

③
水

素
ガ

ス
の

漏
え

い
が

あ
っ

た
場

合
は

、
ま

ず
、

水
素

ガ
ス

の
供

給
を

停
止

す
る

。
④

D
C

S
ソ

フ
ト

を
変

更
し

、
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

(水
素

供
給

ラ
イ

ン
の

弁
が

閉
止

状
態

の
場

合
に

は
、

工
程

を
一

時
停

止
し

、
警

報
を

発
報

す
る

)を
取

り
付

け
る

。
⑤

当
該

設
備

に
つ

い
て

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
ふ

ま
え

た
改

善
対

策
を

行
う

。
⑥

上
記

に
つ

い
て

、
周

知
・
教

育
を

実
施

す
る

。

2
3
3

2
0
1
5
-

3
2
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2

福 岡 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

冷
媒

の
液

面
計

の
レ

ベ
ル

が
低

か
っ

た
た

め
、

ガ
ス

検
査

を
行

っ
た

結
果

、
エ

バ
コ

ン
部

の
配

管
が

腐
食

し
て

お
り

、
漏

え
い

が
発

覚
し

た
。

原
因

は
、

漏
え

い
箇

所
は

屋
外

配
管

の
サ

ポ
ー

ト
が

あ
る

部
分

で
あ

り
、

サ
ポ

ー
ト

と
配

管
の

間
に

雨
水

が
溜

ま
っ

て
腐

食
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

屋
外

配
管

で
あ

る
た

め
、

腐
食

防
止

の
塗

装
は

行
っ

て
い

た
が

、
サ

ポ
ー

ト
部

で
あ

っ
た

た
め

、
塗

り
が

甘
か

っ
た

こ
と

も
一

因
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

同
様

な
設

置
個

所
を

点
検

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
3
4

2
0
1
5
-

3
3
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
お

よ
び

熱
交

換
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
2

愛 媛 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｂ ２
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
配

管
、

熱
交

換
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

1
0
月

2
日

1
6
時

頃
、

製
品

の
冷

却
が

悪
い

た
め

、
冷

凍
運

転
か

ら
冷

媒
回

収
運

転
に

切
り

替
え

た
。

冷
媒

回
収

中
に

手
の

届
く
範

囲
で

ガ
ス

漏
れ

検
知

器
点

検
や

設
備

全
体

の
外

観
目

視
点

検
を

実
施

し
、

漏
え

い
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
ま

た
、

冷
媒

回
収

運
転

終
了

時
に

凝
縮

器
レ

シ
ー

バ
ー

タ
ン

ク
の

液
面

レ
ベ

ル
も

問
題

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

作
業

を
終

了
し

た
。

念
の

た
め

に
冷

凍
設

備
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

メ
ー

カ
ー

に
設

備
の

状
況

確
認

を
依

頼
し

た
が

、
1
0
月

6
日

で
な

い
と

現
地

点
検

が
行

え
な

い
こ

と
か

ら
、

当
該

設
備

の
健

全
性

が
確

認
で

き
る

ま
で

冷
凍

運
転

を
中

止
し

た
。

1
0
月

3
日

に
凝

縮
器

レ
シ

ー
バ

ー
タ

ン
ク

の
液

面
計

を
確

認
し

た
が

、
特

に
異

常
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

1
0
月

5
日

に
凝

縮
器

レ
シ

ー
バ

ー
タ

ン
ク

の
液

面
計

で
冷

媒
が

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
冷

媒
回

収
運

転
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
、

液
面

レ
ベ

ル
が

回
復

し
た

た
め

、
作

業
を

終
了

し
た

。
こ

の
時

点
で

、
事

業
者

は
機

械
装

置
等

の
不

具
合

と
思

い
込

み
、

冷
媒

漏
え

い
と

の
認

識
は

な
か

っ
た

。
1
0

月
6
日

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
メ

ー
カ

ー
が

設
備

の
状

況
を

確
認

し
た

。
凝

縮
器

レ
シ

ー
バ

ー
タ

ン
ク

の
液

面
計

で
冷

媒
が

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
冷

媒
回

収
運

転
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
液

面
レ

ベ
ル

が
回

復
し

な
か

っ
た

。
こ

の
た

め
、

設
備

全
体

の
外

観
目

視
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

屋
外

空
中

配
管

の
保

温
材

に
着

氷
が

見
ら

れ
た

。
保

温
材

を
取

り
外

し
て

配
管

外
面

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
配

管
に

穴
あ

き
が

見
ら

れ
、

そ
こ

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

直
ち

に
冷

媒
回

収
運

転
を

停
止

し
、

当
該

配
管

ラ
イ

ン
の

仕
切

弁
(5

箇
所

)を
閉

止
し

、
漏

え
い

は
止

ま
っ

た
。

ま
た

、
同

日
、

ク
ー

リ
ン

グ
タ

ワ
ー

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
冷

却
水

に
オ

イ
ル

の
混

入
が

確
認

さ
れ

た
。

こ
の

た
め

、
N

o
.1

、
N

o
.2

圧
縮

機
の

オ
イ

ル
ク

ー
ラ

ー
の

冷
却

水
を

抜
い

て
ガ

ス
漏

れ
検

知
機

で
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
N

o
.1

側
で

弱
い

反
応

が
見

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

オ
イ

ル
ク

ー
ラ

ー
の

熱
交

換
コ

イ
ル

の
気

密
試

験
を

実
施

し
た

。
試

験
の

結
果

、
コ

イ
ル

先
端

内
側

一
箇

所
か

ら
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

1
0
月

7
日

に
N

o
.2

圧
縮

機
の

オ
イ

ル
ク

ー
ラ

ー
の

熱
交

換
コ

イ
ル

の
気

密
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

コ
イ

ル
中

間
外

側
一

箇
所

か
ら

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

1
0
月

7
日

か
ら

8
日

に
か

け
て

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

箇
所

以
外

に
つ

い
て

、
気

密
試

験
を

実
施

し
た

が
漏

れ
は

な
か

っ
た

た
め

、
屋

外
配

管
お

よ
び

N
o
.1

、
N

o
.2

圧
縮

機
の

オ
イ

ル
ク

ー
ラ

ー
の

配
管

の
計

3
箇

所
か

ら
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
屋

外
配

管
に

つ
い

て
は

、
保

温
カ

バ
ー

継
目

か
ら

雨
水

が
浸

入
し

、
配

管
(鋼

管
:3

2
A

)の
外

面
腐

食
が

発
生

し
、

穴
が

開
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
圧

縮
機

の
オ

イ
ル

ク
ー

ラ
ー

に
つ

い
て

は
、

熱
交

換
器

コ
イ

ル
(鋼

管
:口

径
不

明
)の

外
面

腐
食

に
よ

り
穴

が
開

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

事
故

の
あ

っ
た

設
備

の
総

点
検

(設
備

全
体

の
外

観
目

視
、

気
密

試
験

、
圧

縮
機

の
分

解
点

検
、

保
温

材
を

外
し

配
管

の
外

観
目

視
等

)を
実

施
す

る
。

事
業

所
内

の
他

の
設

備
(冷

凍
機

)の
総

点
検

を
実

施
す

る
。

②
月

次
点

検
で

配
管

保
温

材
の

目
視

点
検

等
を

追
加

す
る

。
③

配
管

保
温

材
を

外
し

て
配

管
の

外
面

目
視

を
定

期
的

に
実

施
す

る
(点

検
頻

度
に

つ
い

て
は

検
討

中
)。

④
事

業
所

内
の

製
造

設
備

の
圧

縮
機

の
分

解
点

検
に

つ
い

て
、

積
算

運
転

時
間

に
よ

る
判

断
か

ら
定

期
的

な
点

検
の

実
施

に
変

更
す

る
(点

検
頻

度
に

つ
い

て
は

検
討

中
)。

⑤
ガ

ス
漏

れ
等

の
事

故
対

応
お

よ
び

事
故

連
絡

に
つ

い
て

社
内

規
定

を
見

直
し

、
保

安
教

育
を

実
施

す
る

。
⑥

異
常

時
に

ガ
ス

回
収

操
作

が
で

き
た

場
合

、
ガ

ス
が

系
統

内
に

流
れ

込
ま

な
い

よ
う

凝
縮

器
の

入
口

、
出

口
弁

を
閉

止
す

る
よ

う
手

順
書

に
明

記
す

る
。

⑦
ガ

ス
漏

え
い

の
あ

っ
た

屋
外

配
管

に
つ

い
て

、
ほ

と
ん

ど
使

用
し

て
い

な
い

部
分

は
、

縁
切

り
等

の
措

置
を

検
討

す
る

。
⑧

事
業

所
内

で
ほ

と
ん

ど
使

用
し

て
い

な
い

設
備

に
つ

い
て

、
ガ

ス
を

抜
き

廃
止

届
け

を
提

出
す

る

2
3
5

2
0
1
5
-

3
3
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

充
て

ん
作

業
中

の
移

動
式

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

の
遮

断
弁

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
5

愛 知 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
、

弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

1
0
月

5
日

(月
)、

当
該

移
動

式
水

素
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

燃
料

電
池

車
下

の
水

素
ガ

ス
充

て
ん

中
、

デ
ィ

ス
ペ

ン
サ

ー
内

の
水

素
検

知
器

が
作

動
し

た
。

た
だ

ち
に

、
携

帯
式

の
ガ

ス
検

知
器

に
て

漏
え

い
箇

所
の

検
索

を
行

っ
た

が
、

漏
え

い
箇

所
の

特
定

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
1
0
月

6
日

(火
)に

機
器

メ
ー

カ
ー

立
会

の
も

と
、

詳
細

に
漏

え
い

箇
所

を
調

べ
た

と
こ

ろ
、

自
動

閉
止

弁
(X

V
4
0
1
)か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

遮
断

弁
の

E
P

D
M

製
の

O
リ

ン
グ

を
使

用
し

て
い

た
が

、
管

理
不

足
に

よ
り

遮
断

弁
下

部
に

保
冷

材
を

取
り

付
け

て
運

用
し

た
結

果
、

遮
断

部
が

低
温

状
態

と
な

り
漏

え
い

が
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

O
リ

ン
グ

の
仕

様
は

－
4
0
℃

で
あ

る
が

、
保

冷
材

を
取

り
付

け
た

状
態

で
長

時
間

遮
断

弁
下

部
が

－
4
0
℃

近
く
の

状
態

が
続

い
た

た
め

、
漏

え
い

が
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

シ
リ

コ
ン

系
O

リ
ン

グ
に

変
更

す
る

。

2
3
6

2
0
1
5
-

3
3
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
6

静 岡 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｂ ２
漏

洩
電

気

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
エ

マ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
空

冷
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
停

止
に

よ
る

調
査

中
に

、
冷

媒
配

管
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

判
明

し
た

。
冷

媒
ガ

ス
回

収
後

に
空

調
機

を
休

止
し

た
。

原
因

は
、

経
年

に
よ

る
冷

媒
配

管
の

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
3
7

2
0
1
5
-

3
6
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）

移
動

式
ス

タ
ン

ド
に

お
け

る
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

ー
か

ら
の

水
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
6

愛 知 県
0

0
0

0
水

素
Ｂ ２

漏
洩

ス
タ

ン
ド

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
ー

＜
製

造
中

＞

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

1
0
月

6
日

(火
)、

燃
料

電
池

自
動

車
へ

の
試

験
充

て
ん

を
行

お
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

(S
C

4
0
1
)か

ら
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
発

覚
し

た
(2

1
時

3
0
分

)。
1
0
月

7
日

(水
)、

当
該

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
を

取
り

外
し

、
メ

ー
カ

ー
が

持
ち

帰
っ

て
漏

え
い

箇
所

、
原

因
等

を
詳

細
に

調
べ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

緊
急

離
脱

カ
プ

ラ
を

分
解

し
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
部

分
の

母
材

お
よ

び
シ

ー
ル

材
は

大
き

く
傷

つ
い

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

(傷
つ

い
た

原
因

は
不

明
)。

原
因

は
、

離
脱

カ
プ

ラ
下

部
の

O
リ

ン
グ

の
損

傷
に

よ
り

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

設
計

圧
力

に
お

い
て

低
温

気
密

試
験

に
合

格
し

た
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

へ
交

換
す

る
。

当
面

は
、

漏
え

い
し

た
緊

急
離

脱
カ

プ
ラ

を
取

り
外

し
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

配
管

と
継

手
で

直
結

し
た

形
で

運
転

す
る

こ
と

と
し

た
。

な
お

、
安

全
対

策
と

し
て

、
以

下
の

2
点

を
徹

底
す

る
こ

と
と

し
た

。
①

ガ
ス

充
て

ん
時

の
誤

発
進

防
止

機
能

を
装

備
し

た
車

両
の

み
に

充
て

ん
す

る
。

②
充

て
ん

中
は

、
充

て
ん

車
両

に
車

輪
止

め
を

設
置

し
、

ま
た

、
車

両
前

方
に

「
高

圧
ガ

ス
充

て
ん

中
」
等

の
安

全
ポ

ー
ル

を
設

置
す

る
。

2
3
8

2
0
1
5
-

3
3
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
8

兵 庫 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
Ａ

Ｃ
漏

洩
機

械

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
作

業
ミ

ス
）

無

冷
凍

機
フ

ァ
ン

の
点

検
作

業
中

、
外

装
パ

ネ
ル

を
外

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

外
装

パ
ネ

ル
の

角
を

空
気

熱
交

換
器

の
銅

配
管

に
接

触
さ

せ
た

た
め

、
配

管
が

破
損

し
、

内
部

の
冷

媒
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
1
0
A

)が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
点

検
業

者
の

作
業

ミ
ス

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

パ
ネ

ル
を

外
す

際
に

は
上

部
と

下
部

を
2
人

で
支

え
、

パ
ネ

ル
が

傾
い

た
り

搖
動

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
。

作
業

要
領

を
作

成
し

、
徹

底
す

る
。

サ
ー

ビ
ス

特
約

店
へ

の
巡

回
教

育
、

お
よ

び
全

地
区

特
約

店
合

同
会

議
に

て
周

知
、

教
育

を
行

う
。

2
3
9

2
0
1
5
-

3
3
7

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

ス
タ

ン
ド

内
で

の
充

て
ん

ホ
ー

ス
引

張
り

事
故

2
0
1
5
/
1
0
/
9

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

ホ
ー

ス

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

事
業

所
社

員
が

顧
客

の
L
P

ガ
ス

車
両

に
オ

ー
ト

ガ
ス

を
充

て
ん

し
た

後
、

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

を
外

す
前

に
伝

票
を

運
転

手
に

渡
し

た
た

め
、

運
転

手
は

充
て

ん
作

業
が

終
了

し
た

も
の

と
思

い
こ

み
、

車
両

を
発

進
さ

せ
た

。
車

止
め

を
設

置
し

て
い

た
も

の
の

、
車

両
の

停
車

位
置

が
適

切
で

な
く
、

ホ
ー

ス
が

す
で

に
引

っ
張

り
気

味
の

状
態

で
あ

っ
た

た
め

、
動

い
た

瞬
間

に
ホ

ー
ス

を
引

っ
張

り
、

車
両

側
の

バ
ル

ブ
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

が
破

損
し

た
。

ま
た

、
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

側
の

ホ
ー

ス
も

破
損

し
、

充
て

ん
弁

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
充

て
ん

作
業

者
が

作
業

手
順

を
誤

り
、

ホ
ー

ス
を

接
続

し
た

ま
ま

運
転

手
が

車
両

を
発

進
さ

せ
た

こ
と

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
全

面
的

な
事

業
所

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
定

を
行

う
。

2
4
0

2
0
1
5
-

3
3
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

C
E
の

安
全

弁
か

ら
の

液
化

酸
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
0

北 海 道
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
ガ

ス
事

業
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
安

全
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
組

織
運

営
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
、

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞

無

1
0
月

9
日

1
8
時

の
点

検
時

の
C

E
の

内
槽

圧
力

は
0
.8

4
M

P
aで

あ
っ

た
。

自
然

蒸
発

に
よ

る
C

E
の

内
槽

圧
力

の
上

昇
に

よ
り

、
L
G

C
充

て
ん

ラ
イ

ン
の

安
全

弁
が

1
0
月

1
0
日

1
8
時

頃
に

作
動

し
、

液
化

酸
素

が
漏

え
い

し
た

。
そ

の
後

間
欠

的
に

安
全

弁
が

作
動

し
、

1
0
月

1
1
日

1
3
時

に
近

隣
住

民
が

酸
素

ガ
ス

の
冷

気
を

確
認

し
、

警
察

署
へ

通
報

し
た

。
漏

出
し

た
箇

所
は

、
工

事
し

た
際

に
撤

去
し

た
旧

放
出

管
ラ

イ
ン

の
接

続
口

部
分

で
あ

る
。

原
因

は
、

人
事

異
動

に
よ

る
新

た
な

担
当

者
が

安
全

弁
の

設
定

圧
力

を
間

違
え

、
運

転
圧

力
が

設
計

圧
力

に
近

い
数

値
で

の
運

転
で

あ
っ

た
た

め
安

全
弁

が
作

動
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

終
業

時
の

C
E
内

槽
圧

力
0
.8

4
M

P
aと

高
く
、

自
然

蒸
発

に
よ

る
C

E
内

槽
圧

力
の

上
昇

に
よ

り
、

L
G

C
充

て
ん

ラ
イ

ン
の

安
全

弁
が

作
動

し
て

液
化

酸
素

が
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
休

日
中

で
あ

り
、

安
全

弁
が

間
欠

的
に

作
動

し
た

こ
と

に
よ

り
、

液
化

酸
素

が
付

属
の

放
出

管
よ

り
漏

え
い

し
た

。
さ

ら
に

放
出

管
の

旧
配

管
撤

去
後

の
接

続
口

か
ら

漏
出

し
た

。
今

後
は

、
①

酸
素

L
G

C
充

て
ん

用
C

E
の

真
空

度
測

定
を

行
う

。
②

当
該

安
全

弁
の

整
備

、
放

出
管

の
整

備
を

行
う

。
③

製
造

担
当

者
へ

保
安

管
理

の
再

教
育

を
行

う
。

④
保

安
作

業
日

誌
の

C
E
内

槽
圧

力
の

適
正

管
理

値
を

設
定

す
る

。
⑤

緊
急

対
応

連
絡

先
の

整
備

と
近

隣
住

民
へ

の
連

絡
を

行
う

。

2
4
1

2
0
1
5
-

3
3
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

窒
素

ガ
ス

発
生

プ
ラ

ン
ト

の
蒸

発
器

か
ら

の
液

化
空

気
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
2

三 重 県
0

0
0

0
空

気
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
ガ

ス
事

業
）

蒸
発

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

ガ
ス

セ
ン

タ
ー

運
転

員
が

設
備

巡
視

点
検

時
に

、
窒

素
ガ

ス
発

生
プ

ラ
ン

ト
液

化
空

気
処

理
用

蒸
発

器
か

ら
液

(液
化

空
気

)
が

漏
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

、
セ

ン
タ

ー
員

が
保

安
統

括
者

へ
連

絡
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
4
2

2
0
1
5
-

3
4
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
2

茨 城 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

ア
ン

モ
ニ

ア
ブ

ラ
イ

ン
チ

リ
ン

グ
ユ

ニ
ッ

ト
の

漏
え

い
検

知
器

が
作

動
し

、
冷

凍
機

が
停

止
し

、
散

水
装

置
が

作
動

し
た

。
翌

日
1
時

頃
、

冷
凍

機
メ

ー
カ

ー
の

作
業

員
が

漏
え

い
部

を
特

定
し

た
。

2
時

頃
、

当
該

圧
縮

機
の

前
後

弁
を

閉
止

し
て

漏
え

い
を

停
止

さ
せ

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

が
破

損
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

カ
ー

ボ
ン

リ
ン

グ
に

異
常

摩
耗

が
生

じ
て

お
り

、
何

ら
か

の
原

因
に

よ
り

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
へ

の
給

油
不

良
が

起
こ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
日

常
点

検
を

強
化

す
る

。
保

護
具

点
検

・
管

理
を

強
化

す
る

。

2
4
3

2
0
1
5
-

3
4
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
3

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

1
0
月

9
日

2
3
時

4
0
分

に
異

常
警

報
が

発
報

し
た

。
当

該
冷

凍
機

の
運

転
を

停
止

し
、

メ
ー

カ
ー

に
対

応
を

依
頼

し
た

。
1
0
月

1
3

日
1
3
時

0
0
分

頃
に

熱
交

換
器

冷
水

部
で

の
漏

え
い

を
発

見
し

、
1
3
時

4
0
分

頃
か

ら
1
6
時

頃
に

か
け

て
冷

媒
回

収
を

実
施

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

2
4
4

2
0
1
5
-

3
4
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
4

群 馬 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩
電

気

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

設
備

運
転

員
の

巡
視

点
検

に
お

い
て

、
チ

ラ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

の
冷

水
セ

ン
サ

ー
警

報
表

示
お

よ
び

ユ
ニ

ッ
ト

の
停

止
を

確
認

し
た

。
同

日
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
社

を
通

じ
て

機
器

メ
ー

カ
ー

に
連

絡
し

た
。

翌
日

、
熱

交
換

器
キ

ャ
ピ

ラ
リ

ー
チ

ュ
ー

ブ
の

銅
管

に
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
あ

き
、

冷
媒

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
対

策
と

し
て

冷
媒

回
収

後
、

溶
接

補
修

に
て

復
旧

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
や

本
体

振
動

に
よ

る
擦

れ
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

点
検

頻
度

の
向

上
等

で
予

防
も

可
能

と
思

わ
れ

る
。

2
4
5

2
0
1
5
-

3
4
5

製
造

事
業

所
（Ｌ

Ｐ
）

液
面

計
の

気
相

配
管

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
5

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

自
動

車
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

事
故

当
時

、
液

化
石

油
ガ

ス
製

造
施

設
は

N
o
.1

貯
槽

に
て

通
常

運
転

中
で

あ
り

、
N

o
.2

貯
槽

は
停

止
中

で
あ

っ
た

(温
度

2
0
℃

、
圧

力
0
.7

5
M

P
a)

。
保

安
係

員
が

日
常

点
検

中
に

N
o
.2

貯
槽

下
部

の
液

位
計

付
近

よ
り

異
音

を
確

認
し

、
点

検
を

実
施

し
た

。
液

位
計

用
の

気
相

配
管

の
一

部
よ

り
漏

え
い

し
て

い
た

た
め

、
気

相
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
漏

れ
止

め
処

置
を

実
施

し
た

。
原

因
は

、
液

位
計

用
の

気
相

配
管

の
カ

バ
ー

継
目

よ
り

雨
水

が
浸

入
し

、
気

相
配

管
の

外
部

腐
食

に
よ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

2
4
6

2
0
1
5
-

3
4
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
フ

レ
ア

式
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
6

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
レ

ジ
ャ

ー
）

継
手

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞ （
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

）

＜
設

計
不

良
＞

無

2
0
時

頃
か

ら
始

め
た

夜
間

製
氷

作
業

中
に

、
2
台

あ
る

冷
凍

機
の

う
ち

1
台

が
、

翌
日

1
時

4
4
分

に
吸

入
圧

力
異

常
(低

圧
カ

ッ
ト

)で
停

止
し

た
。

日
中

に
な

っ
て

か
ら

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

冷
凍

機
設

備
2
号

機
の

圧
縮

機
上

部
に

設
置

さ
れ

て
い

る
直

径
1
0
m

m
程

の
銅

製
の

配
管

が
バ

ル
ブ

の
結

合
部

分
か

ら
脱

落
し

、
バ

ル
ブ

の
結

合
部

分
か

ら
冷

媒
ガ

ス
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
2
2
)お

よ
び

冷
凍

機
油

が
噴

出
し

て
い

た
。

材
料

破
断

面
の

検
査

の
結

果
、

ス
ト

ラ
イ

エ
ー

シ
ョ

ン
状

模
様

が
見

ら
れ

た
。

原
因

は
、

冷
凍

機
の

圧
縮

機
等

の
振

動
に

よ
る

当
該

フ
レ

ア
ー

継
手

部
の

疲
労

破
壊

で
の

折
損

と
推

定
さ

れ
る

。

2
4
7

2
0
1
5
-

3
4
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
9

佐 賀 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
冷

凍
機

の
調

子
が

悪
く
、

自
主

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
の

可
能

性
が

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

翌
日

に
設

備
業

者
に

点
検

を
依

頼
し

、
調

査
し

た
結

果
、

屋
外

に
出

て
い

る
ホ

ッ
ト

ガ
ス

配
管

か
ら

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
原

因
は

、
ホ

ッ
ト

ガ
ス

配
管

の
経

年
劣

化
に

よ
り

腐
食

が
進

行
し

た
こ

と
に

よ
る

、
ホ

ッ
ト

ガ
ス

配
管

の
肉

厚
減

少
と

推
定

さ
れ

る
。

2
4
8

2
0
1
5
-

3
4
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
1

熊 本 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
機

械
冷

凍
設

備
、

継
手

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

停
止

中
の

冷
凍

機
の

定
期

自
主

検
査

を
実

施
し

た
際

に
、

運
転

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
冷

媒
ガ

ス
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a)

の
漏

え
い

が
判

明
し

た
。

冷
媒

配
管

接
続

部
の

パ
ッ

キ
ン

不
良

と
判

明
し

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
均

圧
管

ユ
ニ

オ
ン

部
O

リ
ン

グ
の

経
年

劣
化

と
圧

縮
機

の
振

動
に

よ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
4
9

2
0
1
5
-

3
4
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

高
圧

ガ
ス

容
器

の
破

裂
2
0
1
5
/
1
0
/
2
1

高 知 県
0

0
0

0
空

気
Ｃ

破
裂

破
損

等

そ
の

他 （
個

人
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
容

器
の

放
置

）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
7
年

前
に

知
人

か
ら

空
気

1
0
L
容

器
2
本

を
預

か
り

、
軒

下
に

放
置

し
て

い
た

。
外

面
腐

食
に

よ
り

1
本

が
破

裂
し

、
店

舗
兼

家
屋

の
一

部
損

傷
お

よ
び

約
1
5
m

先
の

小
学

校
(廃

校
)の

体
育

館
約

1
5
m

の
ガ

ラ
ス

が
破

損
し

た
。

原
因

は
、

軒
先

に
7
年

間
放

置
さ

れ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
外

面
腐

食
に

よ
り

減
肉

し
、

内
圧

に
耐

え
ら

れ
ず

に
破

裂
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
5
0

2
0
1
5
-

3
5
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
締

結
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
1

愛 媛 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
公

共
施

設
）

冷
凍

設
備

、
O

リ
ン

グ

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

9
月

3
0
日

に
冷

房
用

冷
凍

機
保

守
点

検
委

託
業

者
が

冷
房

点
検

作
業

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

タ
ー

ボ
冷

凍
機

の
圧

縮
機

吸
入

配
管

の
ビ

ク
ト

リ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

付
近

で
ガ

ス
の

漏
え

い
が

疑
わ

れ
た

(9
月

1
5
日

以
降

は
冷

房
運

転
を

中
止

し
て

お
り

、
設

備
は

稼
働

し
て

い
な

か
っ

た
。

)。
こ

の
た

め
、

1
0
月

2
1
日

に
当

該
委

託
業

者
が

漏
え

い
の

疑
わ

れ
る

箇
所

に
つ

い
て

詳
細

な
冷

媒
漏

え
い

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

な
お

、
漏

え
い

し
た

箇
所

の
系

統
に

は
止

弁
が

一
箇

所
し

か
な

く
、

系
統

内
の

ガ
ス

を
回

収
し

な
け

れ
ば

、
ガ

ス
の

自
圧

に
よ

り
微

量
な

が
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
続

け
て

い
る

。
当

該
委

託
業

者
が

1
0
月

2
1
日

に
事

故
発

生
事

業
所

に
対

し
て

作
業

報
告

書
で

ガ
ス

の
漏

え
い

の
報

告
を

行
っ

て
い

た
が

、
事

業
所

担
当

者
は

ガ
ス

漏
れ

報
告

を
見

落
と

し
て

い
た

。
1
週

間
後

の
1
0
月

2
8
日

に
、

当
該

委
託

業
者

が
ガ

ス
漏

れ
箇

所
の

修
理

見
積

書
を

提
出

し
た

際
、

当
該

担
当

者
が

気
づ

き
、

早
急

に
県

の
規

制
機

関
に

報
告

し
、

事
故

が
発

覚
し

た
。

1
1
月

9
日

に
当

該
委

託
業

者
が

ガ
ス

回
収

を
実

施
し

、
ガ

ス
の

漏
え

い
が

止
ま

っ
た

。
原

因
は

、
タ

ー
ボ

冷
凍

機
の

圧
縮

機
吸

入
管

の
ビ

ク
ト

リ
ッ

ク
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
ゴ

ム
リ

ン
グ

の
経

年
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

報
告

が
遅

れ
た

再
発

防
止

策
と

し
て

、
冷

房
用

冷
凍

機
保

守
点

検
委

託
業

者
か

ら
の

報
告

の
十

分
な

聞
き

取
り

と
職

員
間

の
情

報
の

伝
達

を
密

に
し

、
事

故
等

へ
の

迅
速

な
対

応
に

努
め

る
。

2
5
1

2
0
1
5
-

3
5
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
1

福 岡 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

自
動

車

冷
凍

設
備

、
継

手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

全
分

解
点

検
整

備
工

事
の

準
備

の
た

め
、

冷
媒

回
収

作
業

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
規

定
封

入
量

1
,8

0
0
kg

に
対

し
1
,0

0
4
.5

kg
し

か
回

収
出

来
な

か
っ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

の
疑

い
が

あ
る

の
で

、
冷

媒
回

収
後

に
気

密
試

験
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

油
冷

却
器

冷
媒

出
口

配
管

の
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
込

み
部

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

よ
っ

て
、

こ
の

箇
所

か
ら

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

が
漏

れ
続

け
て

い
た

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

定
期

整
備

(4
月

1
6
，

1
7
日

に
実

施
）
の

際
に

ガ
ス

検
知

器
で

の
確

認
を

実
施

し
た

が
、

冷
媒

ガ
ス

の
漏

え
い

反
応

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

圧
縮

機
の

運
転

振
動

等
の

影
響

あ
る

い
は

温
度

・
圧

力
変

化
等

に
よ

り
、

油
冷

却
器

冷
媒

出
口

配
管

の
ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
込

み
部

の
接

着
強

度
が

低
下

し
た

箇
所

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

他
の

認
定

指
定

冷
凍

設
備

に
つ

い
て

、
予

防
保

全
と

し
て

油
冷

却
器

周
り

の
保

温
材

を
取

り
外

し
、

漏
れ

点
検

を
行

い
、

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

2
5
2

2
0
1
5
-

3
9
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

操
作

弁
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
1

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
Ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ス

ー パ
ー

）

冷
凍

設
備

、
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

地
下

1
階

に
あ

る
冷

凍
機

機
械

室
内

に
て

、
冷

媒
ガ

ス
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
4
0
4
A

)が
漏

え
い

し
、

同
室

内
に

設
置

し
て

あ
る

火
災

報
知

器
が

感
知

し
た

こ
と

に
よ

り
、

警
報

発
報

し
た

。
消

防
署

が
出

動
し

、
機

械
室

内
排

風
機

を
使

用
し

て
換

気
作

業
を

実
施

し
た

。
原

因
は

、
ア

イ
ス

･冷
凍

ケ
ー

ス
系

統
冷

凍
機

の
イ

ン
バ

ー
タ

側
圧

縮
機

劣
化

に
て

激
し

い
振

動
を

起
こ

し
、

圧
縮

機
操

作
弁

の
根

元
で

亀
裂

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
5
3

2
0
1
5
-

3
5
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
電

磁
弁

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
2

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
弁

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
者

に
よ

る
定

期
点

検
時

、
B

C
H

-
G

-
0
2
号

機
の

圧
縮

機
電

磁
弁

周
辺

で
漏

え
い

の
反

応
が

あ
り

、
発

泡
液

に
よ

り
カ

ニ
泡

程
度

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

電
磁

弁
の

軸
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

生
じ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

劣
化

に
よ

り
漏

え
い

を
発

生
し

う
る

部
品

を
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
し

、
他

社
で

の
事

例
を

勘
案

し
た

う
え

で
、

部
品

交
換

を
計

画
・

実
施

す
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
5
4

2
0
1
5
-

3
5
3

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

流
動

接
触

分
解

装
置

に
お

け
る

保
温

材
下

配
管

か
ら

の
プ

ロ
ピ

レ
ン

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
2

山 口 県
0

0
0

0
プ

ロ
ピ

レ
ン

Ｂ ２
漏

洩
石

油
精

製
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

定
常

運
転

中
、

運
転

員
が

巡
回

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

プ
ロ

ピ
レ

ン
回

収
設

備
の

プ
ロ

ピ
レ

ン
塔

塔
頂

油
受

槽
バ

イ
パ

ス
配

管
に

霜
が

付
着

し
、

プ
ロ

ピ
レ

ン
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

覚
知

し
た

。
た

だ
ち

に
当

該
設

備
を

停
止

し
、

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
原

因
は

、
保

温
外

装
鉄

板
の

切
欠

き
部

の
雨

水
シ

ー
ル

が
劣

化
し

、
そ

の
劣

化
部

分
か

ら
雨

水
が

浸
入

し
て

外
面

腐
食

が
進

行
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

当
該

設
備

の
保

温
配

管
を

対
象

に
拡

大
検

査
を

行
う

。

2
5
5

2
0
1
5
-

3
5
4

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

C
E
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
継

手
か

ら
の

窒
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
3

秋 田 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
金

属
精

錬
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル ホ
ー

ス

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

酸
素

プ
ラ

ン
ト

の
液

化
空

気
分

離
装

置
で

製
造

し
た

液
化

窒
素

を
、

ロ
ー

リ
へ

の
液

化
窒

素
充

て
ん

作
業

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

、
ロ

ー
リ

と
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

締
結

部
か

ら
若

干
の

リ
ー

ク
(数

滴
の

液
垂

れ
)が

確
認

さ
れ

た
。

製
造

担
当

者
(保

安
係

員
)が

窒
素

の
純

度
を

確
認

す
る

た
め

に
当

該
現

場
か

ら
離

れ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
当

該
ロ

ー
リ

を
所

有
す

る
事

業
所

の
運

転
手

が
、

充
て

ん
ポ

ン
プ

を
稼

働
さ

せ
た

ま
ま

、
当

該
リ

ー
ク

箇
所

の
増

し
締

め
の

た
め

に
銅

ハ
ン

マ
ー

で
叩

い
た

。
そ

の
際

、
叩

い
た

衝
撃

で
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
先

端
の

ク
ラ

ッ
チ

ハ
ン

ド
ル

が
、

ロ
ー

リ
側

の
テ

ー
パ

ー
リ

ン
グ

ロ
ッ

ク
部

分
か

ら
抜

け
落

ち
た

。
原

因
は

、
ロ

ー
リ

側
テ

ー
パ

リ
ン

グ
は

ロ
ッ

ク
部

分
の

歪
み

が
確

認
さ

れ
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ホ
ー

ス
の

ク
ラ

ッ
チ

部
と

の
噛

み
合

わ
せ

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

に
加

え
、

作
業

手
順

と
し

て
リ

ー
ク

の
際

に
充

て
ん

ポ
ン

プ
を

止
め

て
減

圧
す

る
こ

と
と

し
て

い
た

が
、

そ
れ

を
せ

ず
に

増
し

締
め

作
業

を
し

た
こ

と
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
歪

み
が

確
認

さ
れ

た
テ

ー
パ

ー
リ

ン
グ

は
、

前
日

ま
で

の
使

用
に

お
い

て
問

題
な

く
使

用
で

き
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

今
後

は
、

①
出

荷
時

立
会

の
徹

底
に

つ
い

て
再

教
育

す
る

。
②

出
荷

前
の

締
結

部
位

点
検

を
基

準
化

す
る

。
③

ロ
ー

リ
側

と
の

事
故

防
止

の
た

め
の

協
議

を
行

う
(テ

ー
パ

ー
リ

ン
グ

の
交

換
、

作
業

員
の

教
育

、
テ

ー
パ

ー
リ

ン
グ

の
歪

み
等

の
管

理
基

準
の

策
定

等
)。

な
お

、
ロ

ー
リ

を
所

有
す

る
事

業
所

で
は

、
製

造
事

業
所

と
の

協
議

に
よ

り
次

の
措

置
を

講
じ

た
。

①
テ

ー
パ

ー
リ

ン
グ

を
更

新
す

る
。

②
リ

ー
ク

時
の

脱
圧

に
つ

い
て

教
育

す
る

。
③

テ
ー

パ
ー

リ
ン

グ
管

理
基

準
を

策
定

し
運

用
す

る
。

2
5
6

2
0
1
5
-

3
5
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

移
動

式
水

素
充

て
ん

設
備

の
ブ

ー
ス

タ
ー

吐
出

逆
止

弁
か

ら
の

水
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
3

東 京 都
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

当
日

、
1
台

目
の

充
て

ん
の

開
始

時
に

ガ
ス

漏
え

い
検

知
(ブ

ー
ス

タ
ー

上
部

)が
2
4
％

L
E
L
を

検
知

し
、

緊
急

停
止

し
た

。
停

止
直

後
に

携
帯

検
知

器
で

ブ
ー

ス
タ

ー
吐

出
逆

止
弁

か
ら

の
漏

え
い

を
検

知
し

た
。

当
該

リ
ー

ク
箇

所
の

グ
ラ

ン
ド

ナ
ッ

ト
の

ト
ル

ク
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

規
定

値
1
2
5
N

m
に

対
し

て
5
0
N

m
程

度
で

あ
っ

た
。

再
組

み
付

け
を

実
施

後
、

気
密

テ
ス

ト
を

実
施

し
、

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

逆
止

弁
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

時
(9

月
2
5
日

)に
グ

ラ
ン

ド
ナ

ッ
ト

を
緩

め
て

い
る

。
原

因
は

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
時

の
施

工
不

良
に

よ
る

緩
み

が
生

じ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

車
両

の
走

行
時

の
振

動
お

よ
び

ブ
ー

ス
タ

ー
駆

動
時

の
振

動
に

よ
り

緩
み

が
生

じ
た

と
考

ら
れ

る
。

今
後

は
、

①
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
施

工
者

お
よ

び
事

業
所

責
任

者
の

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

す
る

。
②

始
業

前
漏

え
い

点
検

時
の

圧
力

を
3
5
M

P
aか

ら
7
0
M

P
aに

変
更

し
、

点
検

を
実

施
す

る
。

③
月

曜
日

に
行

う
点

検
時

に
、

ナ
ッ

ト
の

ト
ル

ク
管

理
を

実
施

す
る

。

2
5
7

2
0
1
5
-

3
5
6

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

流
動

接
触

分
解

装
置

に
お

け
る

保
温

材
下

配
管

か
ら

の
プ

ロ
パ

ン
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
3

山 口 県
0

0
0

0
プ

ロ
パ

ン
Ｂ ２

漏
洩

石
油

精
製

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

プ
ロ

ピ
レ

ン
回

収
設

備
に

て
、

ガ
ス

ア
ラ

ー
ム

(1
0
G

A
-
5
0
1
、

5
0
2
)が

鳴
動

し
た

。
運

転
員

が
現

場
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
プ

ロ
パ

ン
留

出
配

管
北

側
バ

ッ
テ

リ
ー

付
近

で
漏

え
い

(霜
付

き
)を

覚
知

し
た

。
た

だ
ち

に
バ

ル
ブ

閉
止

お
よ

び
仕

切
板

挿
入

に
よ

り
、

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
漏

え
い

箇
所

は
、

配
管

の
パ

ー
ジ

用
ス

チ
ー

ム
配

管
(3

/
4
B

)接
続

ボ
ス

近
傍

で
あ

り
、

火
傷

防
止

の
た

め
に

設
置

さ
れ

た
保

温
が

施
工

さ
れ

て
い

た
が

、
漏

え
い

箇
所

の
上

部
に

設
置

さ
れ

た
弁

の
周

囲
は

保
温

切
欠

き
部

の
雨

水
シ

ー
ル

が
施

工
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

雨
水

の
浸

入
に

よ
る

配
管

の
外

面
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

当
該

設
備

の
保

温
配

管
を

対
象

に
拡

大
検

査
を

行
う

。

2
5
8

2
0
1
5
-

3
5
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

車
両

接
触

に
よ

る
冷

凍
設

備
の

冷
媒

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
4

佐 賀 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
そ

の
他

：
未

使
用

期
間

）

＜
そ

の
他

＞
（
車

両
の

接
触

）
無

当
該

冷
凍

機
は

、
更

新
の

た
め

、
1
0
月

2
6
日

に
冷

媒
を

回
収

し
、

本
体

の
撤

去
工

事
に

着
手

す
る

予
定

で
あ

っ
た

。
1
0
月

2
4

日
に

、
付

帯
設

備
工

事
を

行
う

た
め

の
高

所
作

業
車

を
事

業
所

横
の

駐
車

場
に

駐
車

し
て

い
た

。
移

動
さ

せ
る

際
、

運
転

を
誤

り
冷

凍
機

主
モ

ー
タ

の
冷

媒
配

管
に

接
触

し
た

こ
と

に
よ

り
、

配
管

が
損

傷
し

、
漏

え
い

が
発

生
し

た
。

す
ぐ

に
漏

え
い

を
止

め
る

た
め

の
応

急
処

置
(く

さ
び

)を
行

い
、

翌
日

に
、

残
冷

媒
全

量
を

業
者

が
回

収
し

た
。

原
因

は
、

付
帯

設
備

工
事

中
に

付
近

に
停

止
さ

せ
て

い
た

高
所

作
業

車
を

移
動

さ
せ

る
際

、
冷

凍
機

本
体

か
ら

突
出

し
て

い
た

冷
媒

配
管

に
気

づ
か

ず
、

操
作

し
、

接
触

・
破

損
さ

せ
た

こ
と

と
考

え
ら

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
5
9

2
0
1
5
-

3
5
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
4

宮 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

熱
交

換
器

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

1
0
月

2
4
日

、
当

該
機

の
冷

媒
圧

力
が

0
.1

M
P

aま
で

低
下

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

1
0
月

2
7
日

に
詳

細
な

調
査

を
実

施
し

、
当

該
機

の
水

熱
交

換
器

か
ら

冷
媒

ガ
ス

の
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

1
0
月

3
1
日

に
冷

媒
を

回
収

し
、

初
期

充
て

ん
量

と
回

収
量

の
差

か
ら

、
冷

媒
ガ

ス
約

1
9
0
kg

が
漏

え
い

し
て

い
た

と
算

出
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

2
6
0

2
0
1
5
-

3
5
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
9

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
Ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
継

手
、

蒸
発

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
製

作
不

良
＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

冷
凍

機
を

運
転

中
に

圧
縮

機
給

油
温

度
異

常
の

警
報

が
発

生
し

、
冷

凍
機

が
自

動
停

止
し

た
。

故
障

原
因

を
調

査
し

た
結

果
、

蒸
発

器
入

口
の

配
管

継
手

ろ
う

付
け

部
か

ら
冷

媒
が

漏
え

い
し

、
冷

媒
約

1
5
0
kg

が
大

気
放

出
さ

れ
た

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
事

故
機

の
運

転
を

中
止

す
る

と
と

も
に

、
残

量
冷

媒
の

回
収

作
業

を
行

い
、

冷
媒

9
0
kg

を
回

収
し

た
。

原
因

は
、

冷
凍

機
の

起
動

・
停

止
に

伴
っ

て
蒸

発
器

入
口

配
管

に
繰

り
返

し
応

力
が

発
生

し
、

配
管

継
手

(差
込

継
手

)の
ろ

う
付

け
不

良
部

に
微

少
ク

ラ
ッ

ク
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
事

故
機

の
配

管
結

合
部

(現
場

ろ
う

付
け

施
工

箇
所

の
全

数
)に

つ
い

て
、

緊
急

点
検

(外
観

検
査

)を
行

う
。

ま
た

、
隣

接
す

る
同

用
途

の
冷

凍
機

(3
機

)に
つ

い
て

は
、

冷
媒

回
収

を
行

っ
て

冷
媒

漏
え

い
の

有
無

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

配
管

接
合

部
(現

場
ろ

う
付

け
施

工
箇

所
の

全
数

)に
つ

い
て

点
検

(外
観

検
査

)を
行

う
。

さ
ら

に
、

配
管

ろ
う

付
け

等
の

現
場

施
工

箇
所

に
つ

い
て

は
、

経
験

豊
富

な
第

三
者

に
よ

る
施

工
検

査
を

行
う

こ
と

と
す

る
。

2
6
1

2
0
1
5
-

3
6
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

液
化

炭
酸

製
造

設
備

の
温

水
式

蒸
発

器
か

ら
の

炭
酸

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
9

静 岡 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

食
品

蒸
発

器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

製
造

施
設

の
開

放
検

査
を

実
施

し
た

際
、

気
密

試
験

に
お

い
て

、
液

化
炭

酸
ガ

ス
N

o
.4

蒸
発

器
の

蛇
管

に
孔

食
に

よ
る

ガ
ス

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
漏

え
い

が
発

生
し

た
箇

所
は

ス
チ

ー
ム

式
蒸

発
器

の
蛇

管
の

出
口

管
部

で
あ

り
、

設
置

後
2
0
年

以
上

、
一

年
に

一
回

の
定

期
自

主
検

査
時

の
気

密
試

験
等

で
異

常
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
こ

の
頻

度
で

は
結

果
的

に
腐

食
の

検
出

が
出

来
な

か
っ

た
。

今
後

は
防

食
性

塗
料

を
塗

布
し

、
内

部
外

観
確

認
を

四
半

期
に

一
回

毎
に

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

2
6
2

2
0
1
5
-

3
6
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
0
/
2
9

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

食
品

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

1
8
時

頃
、

担
当

者
が

運
転

状
態

を
確

認
し

た
際

、
設

定
温

度
に

達
し

て
い

な
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

冷
凍

機
が

停
止

し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
点

検
を

開
始

し
た

。
圧

力
計

が
0
付

近
を

示
し

て
い

る
こ

と
等

か
ら

ガ
ス

漏
え

い
と

判
断

し
、

給
液

バ
ル

ブ
と

サ
ク

シ
ョ

ン
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
後

、
検

知
機

で
漏

え
い

調
査

を
開

始
し

た
。

冷
水

プ
ー

ル
付

近
で

漏
え

い
反

応
が

あ
っ

た
た

め
、

メ
ー

カ
ー

に
依

頼
し

、
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

2
2
時

頃
、

熱
交

換
器

内
配

管
に

漏
れ

が
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
熱

交
換

器
内

配
管

が
水

側
よ

り
腐

食
穿

孔
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
6
3

2
0
1
5
-

3
6
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
1
1
/
2

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
Ａ

Ｃ
漏

洩
機

械

冷
凍

設
備

、
安

全
弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
1
0
A

冷
凍

設
備

1
号

機
、

2
号

機
に

お
い

て
、

1
0
月

5
日

に
安

全
弁

の
法

廷
点

検
を

実
施

し
た

。
そ

の
後

は
冷

房
運

転
で

運
用

し
て

い
た

。
冷

暖
切

替
実

施
後

の
1
1
月

2
日

8
時

3
0
分

に
、

2
号

機
周

り
よ

り
異

音
が

発
生

し
た

。
冷

凍
機

設
備

会
社

立
ち

会
い

の
上

、
同

日
1
3
時

よ
り

再
起

動
し

た
と

こ
ろ

、
安

全
弁

(高
圧

側
)よ

り
冷

媒
の

吹
き

出
し

が
確

認
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
1
号

機
か

ら
も

冷
媒

が
吹

き
出

し
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

1
0
月

5
日

(月
)に

実
施

し
た

法
廷

点
検

で
の

安
全

弁
検

査
に

お
い

て
、

そ
の

復
旧

時
に

高
圧

側
と

低
圧

側
の

安
全

弁
を

逆
に

取
り

付
け

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

そ
の

た
め

、
1
1
月

2
日

の
暖

房
運

転
時

に
、

高
圧

側
の

圧
力

が
上

昇
し

、
高

圧
側

に
取

り
付

け
た

低
圧

用
安

全
弁

よ
り

冷
媒

が
吹

き
出

し
た

。
運

転
デ

ー
タ

を
確

認
し

た
結

果
、

冷
房

運
転

中
(1

0
月

6
日

～
3
1
日

)の
冷

媒
の

吹
き

出
し

は
な

い
。

今
後

は
、

再
発

防
止

策
と

し
て

、
配

管
と

安
全

弁
本

体
に

「
高

圧
用

」
「
低

圧
用

」
の

識
別

表
記

を
行

い
、

明
確

に
識

別
で

き
る

よ
う

に
し

、
取

り
付

け
間

違
い

を
防

止
す

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
6
4

2
0
1
5
-

3
9
9

製
造

事
業

所
（
コ

）

液
化

塩
素

ロ
ー

リ
受

入
時

の
ホ

ー
ス

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
の

塩
素

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
3

神 奈 川 県

0
0

1
1

塩
素

Ｃ
漏

洩
石

油
化

学
継

手
＜

荷
役

中
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

当
該

施
設

内
に

は
液

化
塩

素
ロ

ー
リ

受
入

設
備

が
2
箇

所
あ

り
、

日
中

交
互

に
受

入
を

行
っ

て
い

る
。

事
故

当
日

は
片

側
の

受
入

が
終

了
し

、
受

入
配

管
内

部
の

窒
素

置
換

も
完

了
し

た
の

で
反

対
側

設
備

の
受

入
を

開
始

す
る

た
め

、
昇

圧
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

の
起

動
準

備
で

吸
入

弁
を

開
け

た
が

、
間

違
っ

て
養

生
済

の
弁

を
開

け
て

し
ま

っ
た

。
す

ぐ
に

気
づ

い
て

弁
を

閉
止

し
た

が
、

0
.2

M
P

aま
で

塩
素

ガ
ス

が
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

吐
出

弁
ま

で
導

入
さ

れ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
除

害
設

備
へ

圧
抜

き
を

行
う

際
、

養
生

済
の

ホ
ー

ス
フ

ラ
ン

ジ
部

よ
り

塩
素

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

付
近

で
作

業
し

て
い

る
作

業
者

が
塩

素
ガ

ス
を

吸
引

し
、

被
災

し
た

。
原

因
は

、
確

認
不

足
の

た
め

間
違

っ
た

弁
操

作
を

し
、

さ
ら

に
誤

判
断

で
手

順
書

に
無

い
操

作
を

し
て

し
ま

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

ガ
ス

側
ヘ

ッ
ダ

ー
に

接
続

さ
れ

て
い

る
養

生
済

の
受

入
ホ

ー
ス

の
元

弁
が

開
い

て
お

り
、

さ
ら

に
乾

燥
用

窒
素

に
接

続
し

て
い

る
フ

ラ
ン

ジ
部

が
2
本

の
ボ

ル
ト

の
み

で
締

結
さ

れ
て

い
た

た
め

、
気

密
不

良
に

よ
り

塩
素

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
(1

)圧
縮

機
起

動
時

の
誤

操
作

を
防

止
す

る
。

圧
縮

機
の

起
動

場
所

か
ら

受
入

に
使

用
す

る
ス

テ
ー

ジ
が

視
覚

で
判

断
さ

れ
る

よ
う

に
、

色
分

け
等

で
工

夫
し

た
表

示
を

取
り

付
け

る
。

(2
)バ

ル
ブ

の
操

作
手

順
を

徹
底

す
る

。
管

理
者

が
実

際
の

操
作

手
順

を
再

確
認

し
て

安
全

性
を

評
価

し
、

必
要

な
操

作
手

順
の

改
訂

を
行

っ
て

こ
れ

を
遵

守
さ

せ
る

。
改

訂
に

あ
た

っ
て

は
、

「
ロ

ー
リ

上
で

輸
送

会
社

運
転

手
が

作
業

を
し

て
い

る
時

に
は

別
な

操
作

を
行

わ
な

い
こ

と
」
「
窒

素
ガ

ス
洗

浄
の

操
作

は
ロ

ー
リ

退
去

後
に

行
う

こ
と

」
の

安
全

上
重

要
な

部
分

を
明

確
に

記
載

す
る

。
輸

送
会

社
と

も
協

議
の

上
で

、
操

作
手

順
書

を
改

定
す

る
ま

で
の

期
間

は
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

作
成

し
て

一
つ

一
つ

の
手

順
を

確
認

し
な

が
ら

作
業

を
行

う
。

(3
)非

定
常

作
業

を
実

施
す

る
際

の
ル

ー
ル

を
厳

守
す

る
。

緊
急

時
以

外
は

、
非

定
常

作
業

は
主

任
に

よ
る

確
認

と
許

可
を

受
け

て
実

施
す

る
よ

う
、

従
業

員
の

ル
ー

ル
遵

守
を

再
徹

底
し

た
。

(4
)窒

素
乾

燥
用

フ
ラ

ン
ジ

の
機

密
性

を
確

保
す

る
。

窒
素

乾
燥

用
フ

ラ
ン

ジ
の

ボ
ル

ト
止

め
を

4
本

で
行

う
よ

う
に

変
更

し
た

。
ガ

ス
ケ

ッ
ト

を
取

り
替

え
る

基
準

を
設

け
、

交
換

の
頻

度
を

上
げ

る
。

(5
)異

常
発

生
時

の
ガ

ー
ド

(防
毒

マ
ス

ク
)を

行
う

。
導

管
の

付
け

外
し

時
に

は
防

毒
マ

ス
ク

を
着

用
す

る
よ

う
、

製
造

事
業

所
と

輸
送

会
社

で
着

用
の

ル
ー

ル
を

協
議

し
て

運
用

す
る

。

2
6
5

2
0
1
5
-

3
6
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
4

長 野 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
電

気
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

9
時

2
0
分

に
、

当
該

建
物

に
あ

る
空

調
機

の
点

検
を

順
次

実
施

し
た

(空
調

点
検

受
託

会
社

)。
1
4
時

3
0
分

に
、

当
該

機
器

の
点

検
を

開
始

し
た

。
運

転
状

態
確

認
時

に
、

ガ
ス

量
不

足
に

よ
る

運
転

不
良

を
確

認
し

た
(パ

ソ
コ

ン
に

て
異

常
を

確
認

)。
屋

外
機

冷
媒

配
管

周
り

を
冷

媒
ガ

ス
漏

れ
検

知
機

に
て

確
認

す
る

も
、

異
常

は
な

か
っ

た
。

1
5
時

0
0
分

、
当

該
機

器
蓄

熱
槽

上
部

点
検

口
か

ら
内

部
を

確
認

し
た

。
蓄

熱
槽

内
貯

留
水

の
水

面
に

少
量

の
油

の
浮

遊
を

確
認

し
た

。
冷

媒
ガ

ス
漏

れ
検

知
機

に
て

槽
内

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
漏

れ
を

確
認

し
た

。
蓄

熱
槽

内
冷

媒
配

管
か

ら
の

漏
え

い
と

判
断

し
た

。
1
5
時

2
0
分

に
、

当
該

箇
所

に
通

じ
る

バ
ル

ブ
の

閉
操

作
を

実
施

し
た

(閉
操

作
実

施
後

、
冷

媒
ガ

ス
は

検
出

さ
れ

ず
)。

1
5
時

3
0
分

に
作

業
は

終
了

し
た

。
原

因
は

、
冷

媒
配

管
の

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。

2
6
6

2
0
1
5
-

3
6
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
5

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
本

冷
凍

機
は

試
験

塗
布

機
の

装
置

で
1
日

/
月

の
頻

度
で

運
転

し
て

い
た

。
運

転
を

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

液
レ

ベ
ル

計
が

通
常

7
に

対
し

5
で

下
が

っ
て

い
た

た
め

、
設

備
担

当
者

に
見

て
も

ら
っ

た
と

こ
ろ

、
蒸

発
器

の
配

管
で

カ
ニ

泡
程

度
の

漏
れ

を
発

見
し

た
。

現
在

、
装

置
は

停
止

状
態

で
あ

る
。

原
因

は
、

腐
食

に
よ

る
冷

媒
配

管
(U

ベ
ン

ト
)の

ピ
ン

ホ
ー

ル
と

推
定

さ
れ

る
。

2
6
7

2
0
1
5
-

3
6
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
6

長 野 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
電

気
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

、
＜

点
検

不
良

＞

無

1
1
月

6
日

に
設

備
の

点
検

中
に

漏
え

い
検

知
器

が
作

動
し

た
の

で
調

べ
た

と
こ

ろ
、

氷
蓄

熱
空

調
機

(冷
媒

:フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
、

能
力

1
0
冷

凍
ト

ン
、

そ
の

他
の

製
造

設
備

)の
内

冷
媒

配
管

が
破

損
し

、
冷

媒
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

(漏
え

い
量

は
微

量
(石

け
ん

水
を

塗
布

し
た

場
合

、
気

泡
が

発
生

す
る

程
度

)）
。

原
因

は
、

冷
媒

配
管

の
経

年
劣

化
に

よ
る

腐
食

孔
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

点
検

項
目

を
見

直
す

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
6
8

2
0
1
5
-

4
0
0

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

パ
ッ

ケ
ー

ジ
エ

ア
コ

ン
撤

去
作

業
中

に
冷

媒
配

管
を

切
断

し
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
8

神 奈 川 県

0
0

1
1

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
１

０
Ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ビ

ル 業
）

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
そ

の
他

＞
（
機

器
更

新
工

事
中

）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

2
階

テ
ナ

ン
ト

天
井

内
で

パ
ッ

ケ
ー

ジ
エ

ア
コ

ン
撤

去
作

業
中

に
謝

っ
て

冷
媒

配
管

を
切

断
し

、
冷

媒
ガ

ス
が

噴
出

し
た

た
め

、
と

っ
さ

に
切

断
箇

所
を

左
手

で
押

さ
え

て
し

ま
っ

た
。

低
温

の
冷

媒
ガ

ス
と

接
触

し
て

、
左

手
に

熱
傷

を
負

っ
た

。
原

因
は

、
事

前
調

査
で

縁
切

り
部

分
の

確
認

を
行

っ
た

が
、

今
回

切
断

し
た

範
囲

に
つ

い
て

は
既

存
ダ

ク
ト

が
横

断
し

て
お

り
、

目
視

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

撤
去

対
象

の
室

内
機

が
未

使
用

で
あ

り
、

休
止

さ
れ

て
い

た
た

め
、

冷
媒

ガ
ス

が
入

っ
て

い
な

い
と

思
い

込
ん

だ
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

被
害

者
の

処
置

お
よ

び
関

係
者

へ
の

再
発

防
止

対
策

周
知

後
、

予
定

の
冷

媒
配

管
を

撤
去

し
、

新
し

い
室

外
機

に
更

新
し

、
冷

媒
を

再
充

て
ん

し
た

。
今

後
は

、
作

業
手

順
書

に
以

下
の

項
目

を
追

加
す

る
。

１
）
冷

媒
ガ

ス
の

特
性

説
明

と
漏

え
い

時
の

避
難

。
２

）
ポ

ン
プ

ダ
ウ

ン
確

認
と

室
内

機
接

続
フ

レ
ア

暖
め

に
よ

る
ガ

ス
抜

け
を

確
認

す
る

。
３

）
縁

切
り

作
業

に
お

い
て

、
撤

去
部

分
の

マ
ー

キ
ン

グ
お

よ
び

「
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
回

収
済

」
等

の
表

示
と

上
長

に
よ

る
事

前
の

作
業

許
可

を
得

る
。

2
6
9

2
0
1
5
-

3
7
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
9

愛 知 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無
定

常
運

転
中

で
あ

っ
た

冷
凍

設
備

の
配

管
の

亀
裂

に
よ

り
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
が

漏
え

い
し

た
。

す
ぐ

に
漏

え
い

防
止

措
置

を
と

り
、

当
日

中
に

修
繕

を
完

了
し

た
。

原
因

は
、

設
備

の
振

動
に

よ
る

金
属

疲
労

に
よ

る
配

管
の

亀
裂

と
推

定
さ

れ
る

。

2
7
0

2
0
1
5
-

3
7
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
0

山 口 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

冷
凍

設
備

、
配

管

＜
停

止
中

＞
（
停

止
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

9
月

7
日

か
ら

当
該

冷
凍

設
備

を
停

止
し

て
い

た
。

1
1
月

1
0
日

の
委

託
業

者
に

よ
る

定
期

点
検

時
に

圧
力

ゲ
ー

ジ
が

0
M

P
aで

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

直
ち

に
当

該
事

業
所

の
設

備
改

善
員

に
連

絡
し

、
現

場
確

認
し

て
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

併
せ

て
、

県
庁

、
消

防
署

、
保

健
所

に
通

報
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

(1
6
年

経
過

)に
よ

り
、

冷
却

器
内

の
銅

配
管

に
腐

食
が

進
行

し
、

銅
管

肉
厚

の
減

少
の

た
め

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
た

こ
と

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
の

チ
ラ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
の

更
新

計
画

を
見

直
す

。
②

圧
力

計
値

の
点

検
頻

度
を

月
例

点
検

よ
り

、
日

常
点

検
に

変
更

し
、

異
常

を
早

期
に

発
見

す
る

。
③

省
エ

ネ
運

転
等

で
、

停
止

中
の

チ
ラ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
の

圧
力

計
値

の
点

検
頻

度
を

月
例

点
検

よ
り

、
日

常
点

検
に

変
更

し
、

異
常

を
早

期
に

発
見

す
る

。
④

教
育

を
実

施
す

る
。

１
）
冷

凍
機

管
理

部
門

:事
故

内
容

の
説

明
お

よ
び

点
検

内
容

変
更

(装
置

使
用

部
門

)に
つ

い
て

教
育

を
実

施
す

る
。

２
）
設

備
:事

故
内

容
の

説
明

お
よ

び
点

検
内

容
変

更
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

３
）
事

業
所

従
業

員
:事

業
所

内
の

安
全

衛
生

管
理

者
会

議
等

を
通

じ
て

周
知

す
る

。

2
7
1

2
0
1
5
-

4
0
1

製
造

事
業

所
（
コ

）

接
触

改
質

装
置

の
水

素
移

送
配

管
か

ら
の

水
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
0

神 奈 川 県

0
0

0
0

水
素

Ｃ
漏

洩
石

油
精

製
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

第
一

発
見

者
( 協

力
会

社
社

員
)が

漏
え

い
部

近
傍

で
の

工
事

作
業

中
に

異
臭

を
覚

知
し

、
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

発
災

当
日

は
水

素
ガ

ス
の

送
気

は
行

っ
て

い
な

か
っ

た
が

、
当

該
配

管
に

は
通

常
運

転
圧

力
(2

.2
5
M

P
a)

が
掛

か
っ

て
い

た
。

漏
え

い
は

第
3
接

触
改

質
装

置
の

水
素

移
送

配
管

か
ら

の
水

素
ガ

ス
で

、
配

管
下

部
に

局
部

的
な

外
面

腐
食

を
認

め
、

1
箇

所
の

穿
孔

(φ
1
m

m
)を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
周

辺
等

の
調

査
の

結
果

、
下

記
の

と
お

り
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

①
パ

イ
プ

ラ
ッ

ク
内

の
配

管
お

よ
び

ラ
ッ

ク
に

付
着

し
た

塩
分

が
雨

水
に

よ
り

地
面

に
落

下
し

、
地

表
面

に
て

跳
ね

返
り

、
当

該
配

管
下

部
に

付
着

し
、

腐
食

が
発

生
し

た
。

②
過

去
、

当
該

腐
食

発
生

部
に

つ
い

て
、

腐
食

進
行

防
止

の
た

め
に

防
食

塗
装

を
実

施
し

た
が

、
素

地
調

整
が

十
分

で
な

か
っ

た
た

め
に

錆
が

塗
膜

下
に

残
存

し
た

。
③

残
存

し
た

錆
は

、
外

面
側

で
は

軽
微

な
塗

膜
膨

れ
程

度
、

内
面

側
で

は
配

管
内

面
方

向
へ

進
行

し
、

漏
え

い
に

至
っ

た
。

今
後

は
、

漏
え

い
し

た
配

管
並

び
に

拡
大

検
査

に
伴

い
、

社
内

補
修

基
準

を
満

足
し

な
い

箇
所

に
つ

い
て

取
り

替
え

を
行

う
。

拡
大

検
査

に
お

い
て

、
塗

装
膨

れ
の

有
無

も
含

め
て

全
線

目
視

検
査

を
実

施
す

る
。

外
面

腐
食

検
査

要
領

の
抽

出
基

準
を

見
直

し
、

今
回

の
事

例
を

追
記

し
、

所
員

に
周

知
す

る
。

海
岸

線
配

管
に

つ
い

て
は

、
見

直
し

た
要

領
に

従
い

、
再

度
目

視
検

査
を

実
施

す
る

。

2
7
2

2
0
1
5
-

3
7
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
1

山 口 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
畜

産
）

冷
凍

設
備

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

冷
水

チ
ラ

ー
水

温
の

冷
え

が
悪

く
な

っ
た

た
め

、
事

業
所

に
よ

り
漏

え
い

検
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
が

検
知

で
き

な
か

っ
た

。
メ

ー
カ

ー
に

依
頼

し
て

点
検

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
シ

ャ
フ

ト
の

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

か
ら

冷
媒

が
漏

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
を

目
視

確
認

し
た

結
果

、
カ

ー
ボ

ン
の

老
朽

化
に

よ
る

破
損

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
7
3

2
0
1
5
-

3
7
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
1

三 重 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

事
業

所
内

工
場

チ
ラ

ー
水

循
環

供
給

装
置

に
て

冷
水

槽
内

の
冷

媒
配

管
の

一
部

か
ら

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

漏
え

い
を

示
す

反
応

が
あ

り
、

設
備

を
停

止
さ

せ
た

。
後

日
、

漏
え

い
量

を
調

査
し

た
結

果
、

充
て

ん
量

9
0
kg

の
う

ち
、

最
大

8
5
kg

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

水
槽

内
の

冷
媒

配
管

の
老

朽
化

に
よ

る
溶

接
部

の
一

部
が

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

(設
置

後
3
5
年

以
上

経
過

)。
今

後
は

、
更

新
機

の
冷

媒
配

管
材

質
を

S
G

P
-
W

か
ら

S
U

S
3
0
4
に

変
更

し
、

腐
食

対
策

と
す

る
。

2
7
4

2
0
1
5
-

3
7
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
継

手
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
2

大 阪 府
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ス

ー パ
ー

）

冷
凍

設
備

、
継

手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
異

常
振

動
）

無

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

冷
却

用
の

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

圧
縮

機
が

何
ら

か
の

原
因

で
異

常
振

動
し

た
た

め
、

配
管

締
結

部
分

が
緩

み
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

2
2
が

漏
え

い
し

た
。

事
故

の
あ

っ
た

冷
凍

設
備

は
、

1
基

あ
た

り
1
6
.5

冷
凍

ト
ン

の
圧

縮
機

3
基

か
ら

な
る

冷
凍

設
備

で
あ

る
。

原
因

は
、

圧
縮

機
1
基

の
異

常
振

動
に

よ
り

、
配

管
締

結
部

分
が

緩
ん

だ
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
当

該
冷

凍
設

備
は

、
平

成
1
4
年

1
2
月

の
事

業
所

の
使

用
開

始
当

時
か

ら
使

用
さ

れ
て

い
る

。

2
7
5

2
0
1
5
-

3
7
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
3

長 野 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

電
気

冷
凍

設
備

、
凝

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
冷

凍
設

備
の

定
期

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
冷

媒
ガ

ス
圧

力
が

低
い

こ
と

が
判

明
し

た
。

調
査

し
た

結
果

、
冷

媒
ガ

ス
の

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

二
重

管
式

水
側

熱
交

換
器

の
冷

媒
ガ

ス
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

生
じ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

2
7
6

2
0
1
5
-

3
7
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
溶

栓
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
4

佐 賀 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
病

院
）

冷
凍

設
備

、
可

溶
栓

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
異

常
停

止
）

無

機
器

異
常

に
よ

る
エ

ラ
ー

が
発

生
し

、
機

器
が

自
動

停
止

し
た

。
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

冷
媒

圧
力

が
ゼ

ロ
に

な
っ

て
い

た
。

当
日

は
圧

力
計

の
故

障
か

冷
媒

の
漏

え
い

な
の

か
判

断
で

き
な

か
っ

た
。

メ
ー

カ
ー

点
検

の
結

果
、

ブ
ラ

イ
ン

ポ
ン

プ
残

留
運

転
タ

イ
マ

ー
故

障
か

ら
、

配
管

内
の

ブ
ラ

イ
ン

温
度

が
上

昇
し

た
た

め
、

冷
媒

温
度

の
上

昇
に

つ
な

が
り

、
溶

解
栓

が
溶

け
て

、
冷

媒
の

漏
え

い
に

至
っ

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
故

障
に

よ
り

熱
源

機
に

異
常

が
発

生
し

た
場

合
の

異
常

停
止

用
ブ

ラ
イ

ン
ポ

ン
プ

残
留

運
転

タ
イ

マ
ー

が
起

動
し

な
か

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
7
7

2
0
1
5
-

3
7
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種
C

E
の

安
全

弁
作

動
2
0
1
5
/
1
1
/
1
6

富 山 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

鉄
工

所

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
安

全
弁

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
安

全
弁

バ
ネ

部
の

経
年

劣
化

に
よ

る
誤

作
動

）

無

2
時

4
0
分

に
、

工
場

の
液

化
酸

素
製

造
設

備
(液

化
酸

素
C

E
)の

内
槽

安
全

弁
放

出
管

よ
り

、
大

量
の

ガ
ス

が
噴

出
し

て
い

る
と

の
通

報
が

、
所

轄
消

防
署

お
よ

び
警

察
署

に
入

っ
た

(通
報

者
は

付
近

の
通

行
者

)。
3
時

に
、

現
地

に
到

着
し

た
消

防
が

警
戒

標
に

記
載

さ
れ

て
い

る
緊

急
連

絡
先

(高
圧

ガ
ス

販
売

事
業

者
)に

連
絡

す
る

と
と

も
に

、
事

業
所

の
守

衛
が

保
安

監
督

者
に

連
絡

し
た

。
3
時

3
0
分

に
、

保
安

監
督

者
お

よ
び

販
売

業
者

の
従

業
員

が
現

地
に

到
着

し
、

貯
槽

圧
力

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

の
う

え
、

安
全

弁
元

弁
を

閉
止

し
、

ガ
ス

の
吹

き
出

し
を

止
め

る
と

と
も

に
、

液
取

り
出

し
弁

を
閉

止
し

た
(そ

の
後

、
貯

槽
の

圧
力

を
随

時
確

認
。

)。
6
時

に
、

販
売

業
者

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
担

当
者

が
安

全
弁

等
の

作
動

検
査

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
当

該
安

全
弁

が
設

定
圧

力
(1

.0
2
M

P
a)

を
下

回
る

圧
力

(0
.8

0
M

P
a)

で
作

動
し

た
た

め
、

安
全

弁
の

取
り

替
え

を
行

っ
た

。
ま

た
、

他
の

安
全

弁
お

よ
び

調
整

器
等

の
作

動
試

験
を

実
施

し
、

正
常

に
作

動
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
8
時

3
0
分

に
、

県
に

事
故

発
生

の
連

絡
が

あ
り

、
原

因
お

よ
び

今
後

の
対

応
等

に
つ

い
て

聞
き

取
り

を
行

っ
た

。
1
0
時

に
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

担
当

者
が

当
該

設
備

の
計

器
類

等
が

正
常

値
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

被
害

は
発

生
し

て
い

な
い

。
な

お
、

ガ
ス

漏
え

い
量

は
約

8
0
9
.6

kg
(最

大
貯

蔵
量

5
,0

7
0
.4

kg
)と

推
定

さ
れ

た
。

当
該

設
備

の
常

用
圧

力
は

0
.9

7
M

P
a(

運
転

圧
力

0
.9

5
M

P
a

程
度

)で
あ

り
、

当
該

安
全

弁
の

設
定

圧
力

は
1
.0

2
M

P
aに

設
定

さ
れ

て
い

た
が

、
事

故
後

に
実

施
し

た
作

動
検

査
で

は
、

0
.8

M
P

a程
度

で
作

動
し

た
た

。
原

因
は

、
バ

ネ
部

の
経

年
劣

化
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
定

期
自

主
検

査
等

で
安

全
弁

の
内

部
部

品
に

劣
化

が
確

認
さ

れ
た

場
合

(劣
化

の
判

断
基

準
を

新
た

に
作

成
済

み
)は

、
速

や
か

に
部

品
交

換
ま

た
は

新
品

に
交

換
す

る
。

緊
急

連
絡

体
制

に
つ

い
て

、
関

係
者

に
再

教
育

を
実

施
す

る
。

②
日

常
点

検
時

(休
日

も
含

む
)に

貯
槽

圧
力

が
0
.9

M
P

a以
上

あ
る

場
合

は
、

放
出

弁
よ

り
放

出
し

、
0
.8

5
M

P
aま

で
圧

力
を

下
げ

る
操

作
を

行
え

る
よ

う
に

、
操

作
方

法
等

を
関

係
者

全
員

に
周

知
す

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
7
8

2
0
1
5
-

3
8
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
7

山 口 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
そ

の
他

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無
日

常
点

検
時

に
、

配
管

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

部
の

冷
媒

液
が

泡
を

含
ん

で
い

た
こ

と
か

ら
、

冷
媒

の
減

少
が

疑
わ

れ
た

た
め

、
漏

え
い

検
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

凝
縮

器
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
が

発
見

さ
れ

た
。

原
因

は
、

凝
縮

器
の

チ
ュ

ー
ブ

に
、

振
動

等
何

ら
か

の
衝

撃
が

加
わ

り
、

破
損

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
7
9

2
0
1
5
-

3
8
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
1
9

宮 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

機
械

熱
交

換
器

、
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

1
1
月

1
7
日

、
当

該
機

の
冷

媒
漏

え
い

簡
易

検
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
が

示
唆

さ
れ

た
。

1
1
月

2
5
日

に
、

漏
え

い
箇

所
と

推
定

さ
れ

た
水

熱
交

換
器

の
冷

水
系

統
上

下
流

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
大

気
中

へ
の

放
出

を
防

い
だ

。
そ

の
後

、
1
1
月

1
9

日
に

保
守

業
者

に
よ

る
詳

細
な

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
水

熱
交

換
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

が
発

見
さ

れ
た

。
1
1
月

2
7
日

に
冷

媒
を

回
収

し
、

初
期

充
て

ん
量

と
回

収
量

の
差

か
ら

、
冷

媒
ガ

ス
7
2
.3

kg
が

漏
え

い
し

て
い

た
と

算
出

し
た

。
な

お
、

同
事

業
所

の
他

冷
凍

機
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

に
同

様
の

漏
え

い
事

故
が

発
生

し
て

い
た

た
め

、
一

週
間

に
一

回
程

度
、

冷
媒

漏
え

い
簡

易
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、
本

件
も

、
そ

の
検

査
に

よ
り

覚
知

し
た

も
の

で
あ

る
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

2
8
0

2
0
1
5
-

3
8
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
2
1

静 岡 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル

＜
停

止
中

＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

1
1
月

2
1
日

8
時

1
5
分

、
原

動
監

視
室

前
の

廊
下

で
事

業
所

担
当

者
と

冷
凍

機
メ

ー
カ

ー
作

業
員

打
ち

合
わ

せ
時

に
、

ア
ン

モ
ニ

ア
臭

を
確

認
し

た
た

め
、

原
動

室
へ

移
動

し
て

冷
凍

機
設

備
の

点
検

を
実

施
し

た
。

8
時

2
0
分

、
N

o
.2

冷
凍

機
の

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

部
よ

り
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
た

め
、

運
転

停
止

お
よ

び
圧

縮
機

の
吸

入
バ

ル
ブ

、
吐

出
バ

ル
ブ

の
閉

操
作

を
実

施
し

た
。

8
時

2
4
分

、
N

o
.2

冷
凍

機
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

検
知

器
(設

定
値

1
5
0
pp

m
)が

作
動

し
た

。
手

動
に

よ
り

除
害

散
水

を
行

っ
た

。
ま

た
、

事
故

発
生

現
場

よ
り

作
業

員
の

退
避

を
実

施
し

た
。

1
0
時

1
5
分

、
現

場
を

確
認

し
て

原
動

室
内

に
設

置
し

て
い

る
全

4
台

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
検

知
器

の
数

値
が

5
0
pp

m
以

下
(最

大
2
8
.5

pp
m

)ま
で

下
が

っ
て

い
た

た
め

、
設

備
メ

ー
カ

ー
作

業
員

に
よ

る
N

o
.2

冷
凍

機
の

原
因

調
査

を
開

始
し

た
。

1
3
時

0
0
分

、
N

o
.2

冷
凍

機
の

圧
縮

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

摩
耗

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
給

油
ラ

イ
ン

の
バ

ル
ブ

を
確

認
す

る
と

閉
状

態
で

あ
っ

た
た

め
、

給
油

が
出

来
て

い
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

。
1
3
時

3
0
分

、
摩

耗
し

た
圧

縮
機

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
部

品
手

配
を

設
備

メ
ー

カ
ー

へ
依

頼
し

た
。

1
1
月

2
2

日
1
4
時

0
0
分

、
N

o
.2

冷
凍

機
の

圧
縮

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
を

新
品

に
交

換
し

て
試

運
転

を
行

い
、

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
N

o
.2

冷
凍

機
の

圧
縮

機
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

の
給

油
不

足
に

よ
る

潤
滑

不
良

に
よ

り
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
が

摩
耗

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
1
0
月

2
1
日

～
2
5
日

に
N

o
.2

冷
凍

機
の

整
備

を
行

っ
た

際
、

設
備

メ
ー

カ
ー

作
業

員
が

バ
ル

ブ
を

開
け

忘
れ

た
た

め
、

給
油

さ
れ

な
い

状
態

で
あ

っ
た

。

2
8
1

2
0
1
5
-

3
8
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

附
属

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
2
1

富 山 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
電

気

冷
凍

設
備

、
配

管
、

圧
縮

機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞
無

1
1
月

2
1
日

2
2
時

1
5
分

、
当

該
冷

凍
機

(R
E
＃

3
)の

自
動

運
転

中
に

圧
力

異
常

(低
圧

)の
表

示
と

と
も

に
警

報
が

発
報

し
た

(当
該

設
備

に
は

冷
媒

系
統

が
2
系

統
あ

り
、

N
o
.2

サ
イ

ク
ル

で
高

圧
側

圧
力

が
3
.5

kg
/
c
m

2
(通

常
は

6
～

7
kg

/
c
m

2
程

度
)と

な
り

、
警

報
が

発
報

)。
2
2
時

2
4
分

、
当

該
冷

凍
設

備
(R

E
＃

3
)を

手
動

停
止

し
、

代
替

機
(R

E
＃

4
)に

運
転

を
切

り
替

え
た

。
1
1
月

2
2
日

7
時

3
0
分

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
に

連
絡

し
た

が
、

担
当

者
不

在
の

た
め

、
連

休
後

(1
1
月

2
4
日

)調
査

予
定

と
な

っ
た

。
1
1
月

2
3
日

7
時

0
0
分

、
圧

力
値

の
著

し
い

低
下

が
確

認
さ

れ
た

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
業

者
に

連
絡

し
、

点
検

調
査

の
依

頼
を

再
度

行
っ

た
。

N
o
.2

サ
イ

ク
ル

高
圧

側
(1

.6
kg

/
c
m

2
)、

低
圧

側
(1

.8
kg

/
c
m

2
)。

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
者

が
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
吸

い
込

み
圧

力
取

り
出

し
用

配
管

の
フ

レ
ア

ナ
ッ

ト
部

お
よ

び
圧

縮
機

電
源

端
子

タ
ー

ミ
ナ

ル
部

よ
り

ガ
ス

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
圧

縮
機

付
属

配
管

に
つ

い
て

は
、

肉
厚

が
設

計
時

と
変

化
が

認
め

ら
れ

て
お

ら
ず

、
配

管
の

経
年

劣
化

と
と

も
に

、
振

動
に

よ
る

金
属

疲
労

に
よ

っ
て

発
生

し
た

亀
裂

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

圧
縮

機
電

源
端

子
タ

ー
ミ

ナ
ル

部
に

つ
い

て
は

、
シ

ー
ル

用
パ

ッ
キ

ン
の

ゴ
ム

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

亀
裂

が
生

じ
た

圧
縮

機
付

属
配

管
に

、
振

動
軽

減
の

た
め

、
サ

ポ
ー

ト
を

設
置

す
る

。
②

圧
縮

機
の

す
べ

て
の

電
源

端
子

タ
ー

ミ
ナ

ル
部

の
シ

ー
ル

パ
ッ

キ
ン

を
劣

化
し

に
く
い

ガ
ラ

ス
溶

着
の

密
封

構
造

の
も

の
に

取
り

替
え

る
。

③
3
ヶ

月
ご

と
に

冷
凍

設
備

を
リ

ー
ク

テ
ス

タ
ー

を
用

い
て

漏
れ

点
検

を
行

う
。

④
事

故
発

生
時

の
初

期
対

応
に

つ
い

て
、

連
絡

方
法

等
を

関
係

者
に

周
知

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
8
2

2
0
1
5
-

3
8
8

製
造

事
業

所
（
コ

）

流
動

接
触

分
解

装
置

の
差

圧
計

取
出

し
部

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
2
3

大 阪 府
0

0
0

0
水

素
、

C
2

Ｂ ２
漏

洩
石

油
精

製
継

手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

流
動

接
触

分
解

装
置

T
-
2
3
0
1
(脱

エ
タ

ン
塔

)の
差

圧
計

低
圧

側
取

り
出

し
部

の
内

面
局

部
腐

食
に

よ
り

、
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
生

じ
、

副
生

ガ
ス

(水
素

、
C

2
含

む
)が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

2
8
3

2
0
1
5
-

4
0
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

配
管

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
2
4

埼 玉 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

1
1
月

2
4
日

(火
)1

2
時

7
分

に
、

吐
出

温
度

異
常

に
よ

り
冷

凍
機

が
異

常
停

止
し

た
。

圧
縮

機
配

管
の

ね
じ

込
み

式
継

手
か

ら
の

漏
え

い
で

あ
り

、
漏

え
い

量
は

4
1
.7

kg
で

あ
っ

た
。

冷
凍

機
イ

ン
バ

ー
タ

ー
に

て
低

速
2
6
H

z運
転

時
に

、
メ

ー
カ

ー
基

準
値

を
超

え
る

振
動

が
エ

コ
ノ

マ
イ

ザ
配

管
に

発
生

し
た

。
原

因
は

、
配

管
に

負
荷

が
か

か
り

、
亀

裂
が

入
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

配
管

指
示

追
加

に
よ

り
振

動
を

抑
制

す
る

。

2
8
4

2
0
1
5
-

3
9
0

製
造

事
業

所
（
一

般
）

車
両

の
接

触
に

よ
り

C
E

の
配

管
が

変
形

2
0
1
5
/
1
1
/
2
5

高 知 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

破
裂

破
損

等

そ
の

他 （
ガ

ス
事

業
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
そ

の
他

＞ （ロ
ー

リ
か

ら
の

受
入

前
）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

液
化

酸
素

N
o
.1

貯
槽

に
充

て
ん

の
た

め
に

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

を
後

方
に

移
動

中
に

、
車

両
バ

ン
パ

ー
が

貯
槽

充
て

ん
口

に
接

触
し

、
配

管
が

変
形

し
た

。
受

入
配

管
内

の
ガ

ス
は

、
無

圧
状

態
で

あ
り

、
か

つ
、

配
管

の
裂

傷
等

は
な

い
。

今
後

は
、

(1
)修

理
･完

成
検

査
合

格
後

ま
で

、
液

化
酸

素
受

入
を

休
止

す
る

。
(2

)車
両

接
触

防
止

策
を

設
置

す
る

。
(3

)配
送

事
業

者
へ

場
内

で
の

安
全

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
を

依
頼

す
る

(ロ
ー

リ
所

定
停

車
手

順
要

領
書

 受
領

済
み

)。

2
8
5

2
0
1
5
-

3
8
9

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
2
5

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
病

院
）

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

1
1
月

2
5
日

1
0
時

3
0
分

頃
、

異
常

警
告

が
発

報
し

、
設

備
が

停
止

し
た

。
メ

ー
カ

ー
に

て
検

査
し

た
と

こ
ろ

、
水

熱
交

換
器

か
ら

冷
媒

が
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
1
2
月

2
日

、
漏

え
い

部
で

あ
る

伝
熱

管
を

特
定

し
、

当
該

伝
熱

管
お

よ
び

周
囲

の
伝

熱
管

に
封

止
措

置
( プ

ラ
グ

打
ち

)を
施

し
た

。
原

因
は

、
水

熱
交

換
器

に
お

い
て

、
伝

熱
管

が
水

側
か

ら
腐

食
穿

孔
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

自
主

点
検

は
実

施
し

て
い

な
か

っ
た

。
今

後
は

、
循

環
水

の
水

質
確

認
を

実
施

す
る

。
定

期
点

検
を

実
施

す
る

。

2
8
6

2
0
1
5
-

3
9
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
充

て
ん

装
置

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
2
7

福 岡 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

自
動

車

冷
凍

設
備

、
ピ

ス
ト

ン
パ

ッ
キ

ン

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

6
時

0
5
分

、
ラ

イ
ン

稼
働

後
、

当
日

の
生

産
1
台

目
の

車
両

に
エ

ア
コ

ン
ガ

ス
を

自
動

注
入

中
に

、
サ

イ
ク

ル
オ

ー
バ

ー
(異

常
)

が
発

生
し

た
。

6
時

0
6
分

、
保

全
員

が
現

物
を

目
視

確
認

す
る

と
、

計
量

シ
リ

ン
ダ

ー
よ

り
ガ

ス
漏

れ
を

発
見

し
た

。
6
時

1
0

分
、

元
バ

ル
ブ

を
閉

め
、

計
量

シ
リ

ン
ダ

ー
を

交
換

し
た

(7
時

1
0
分

交
換

完
了

)。
ピ

ス
ト

ン
パ

ッ
キ

ン
の

摩
耗

に
よ

り
シ

リ
ン

ダ
ー

内
で

ガ
ス

が
内

部
リ

ー
ク

し
た

。
内

部
リ

ー
ク

し
た

ガ
ス

が
、

ピ
ス

ト
ン

に
設

け
ら

れ
て

い
る

逃
が

し
ポ

ー
ト

(※
)を

通
じ

て
、

ピ
ス

ト
ン

ロ
ッ

ド
の

内
部

を
抜

け
て

、
機

外
へ

漏
え

い
し

た
。

（
※

ポ
ー

ト
は

、
内

部
リ

ー
ク

し
た

ガ
ス

(ま
た

は
油

圧
)が

、
油

圧
側

(ま
た

は
ガ

ス
側

)に
流

入
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

に
設

け
ら

れ
て

い
る

。
）
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

2
8
7

2
0
1
5
-

3
9
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
1
/
2
8

宮 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン

Ｂ ２
漏

洩
機

械

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

1
1
月

1
7
日

、
当

該
機

の
冷

媒
漏

え
い

簡
易

検
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

漏
え

い
が

示
唆

さ
れ

た
。

1
1
月

2
5
日

に
、

漏
え

い
箇

所
と

推
定

さ
れ

た
水

熱
交

換
器

の
冷

水
系

統
上

下
流

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
大

気
中

へ
の

放
出

を
防

い
だ

。
そ

の
後

、
1
1
月

2
8

日
に

保
守

業
者

に
よ

る
詳

細
な

検
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
水

熱
交

換
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

が
発

見
さ

れ
た

。
1
2
月

5
日

に
冷

媒
を

回
収

し
、

初
期

充
て

ん
量

と
回

収
量

の
差

か
ら

、
冷

媒
ガ

ス
8
0
.3

kg
が

漏
え

い
し

て
い

た
と

算
出

し
た

。
な

お
、

同
事

業
所

の
他

冷
凍

機
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

に
同

様
の

漏
え

い
事

故
が

発
生

し
て

い
た

た
め

、
一

週
間

に
一

回
程

度
、

冷
媒

漏
え

い
簡

易
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、
本

件
も

、
そ

の
検

査
に

よ
り

確
知

し
た

も
の

で
あ

る
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
8
8

2
0
1
5
-

4
0
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
熱

交
換

器
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
1

千 葉 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
熱

交
換

器

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

当
該

設
備

の
定

期
保

守
点

検
作

業
中

に
、

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

チ
ラ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
の

空
気

側
熱

交
換

器
か

ら
冷

媒
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

た
め

、
直

ち
に

元
バ

ル
ブ

を
閉

め
て

漏
え

い
を

阻
止

し
た

。
漏

え
い

箇
所

は
空

気
側

熱
交

換
器

の
デ

ィ
ス

ト
リ

ビ
ュ

ー
タ

溶
接

部
で

あ
り

、
ピ

ン
ホ

ー
ル

状
の

孔
食

か
ら

冷
媒

が
微

量
漏

え
い

し
て

い
た

。
原

因
は

、
平

成
2
2
年

4
月

に
熱

交
換

器
を

取
り

替
え

て
お

り
、

そ
の

際
の

溶
接

不
良

と
推

定
さ

れ
る

。

2
8
9

2
0
1
5
-

4
0
7

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
圧

縮
機

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
3

三 重 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

７
Ｃ

Ｃ
漏

洩
機

械

冷
凍

設
備

、
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
製

作
不

良
＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

製
作

所
K
棟

R
F
設

置
の

空
冷

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

チ
ラ

ー
N

o
.2

(以
下

チ
ラ

ー
N

o
.2

)の
定

期
点

検
を

メ
ー

カ
ー

が
実

施
し

た
。

こ
の

時
、

チ
ラ

ー
N

o
.2

の
第

2
系

統
冷

媒
ガ

ス
圧

力
が

低
下

し
て

お
り

、
ガ

ス
検

知
器

お
よ

び
石

け
ん

水
を

使
用

し
て

漏
え

い
調

査
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
第

2
系

統
圧

縮
機

の
4
路

切
替

弁
フ

ラ
ン

ジ
と

配
管

の
接

続
部

か
ら

の
微

量
な

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
通

常
チ

ラ
ー

N
o
.1

と
N

o
.2

は
、

自
動

交
互

運
転

で
且

つ
第

1
系

統
と

第
2
系

統
も

自
動

交
互

運
転

し
て

お
り

、
こ

の
時

期
は

チ
ラ

ー
N

o
.2

の
第

2
系

統
は

停
止

し
て

い
た

た
め

、
日

常
点

検
で

は
冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

に
は

気
づ

か
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

冷
凍

機
の

ス
ク

リ
ュ

ー
圧

縮
機

4
路

切
替

弁
の

フ
ラ

ン
ジ

と
配

管
の

溶
接

時
に

、
溶

接
金

属
に

存
在

す
る

酸
化

物
を

フ
ラ

ッ
ク

ス
で

吸
着

で
き

ず
に

、
酸

化
物

が
溶

接
部

分
に

残
り

、
経

年
に

よ
り

微
少

な
割

れ
も

し
く
は

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

発
生

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。

2
9
0

2
0
1
5
-

4
0
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
5

福 井 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備
、

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

1
2
月

5
日

(土
)1

4
時

0
0
分

頃
、

2
F
冷

凍
冷

蔵
機

室
の

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

漏
れ

感
知

器
が

作
動

し
た

。
濃

度
を

確
認

し
、

窓
を

全
開

に
し

て
、

事
務

所
(工

場
長

)に
知

ら
せ

る
と

と
も

に
、

検
知

器
に

よ
り

漏
れ

箇
所

の
発

見
に

努
め

た
。

1
4
時

5
0
分

頃
、

漏
え

い
箇

所
を

発
見

し
た

(エ
バ

コ
ン

か
ら

レ
シ

ー
バ

ー
ま

で
の

配
管

部
で

室
内

と
室

外
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
埋

め
ら

れ
た

貫
通

部
分

)。
1
5
時

0
0
分

頃
、

2
5
A

の
配

管
(均

圧
管

)の
エ

バ
コ

ン
側

と
レ

シ
ー

バ
ー

側
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
漏

れ
応

急
処

置
は

完
了

し
た

(3
箇

所
)。

1
5
時

3
0
分

頃
、

メ
ー

カ
ー

に
処

置
の

確
認

と
状

況
を

説
明

し
た

。
運

転
に

支
障

は
な

か
っ

た
。

1
2
月

7
日

(月
)1

1
時

0
0
分

頃
、

県
に

事
故

報
告

し
た

。
原

因
は

、
腐

食
管

理
不

良
(室

内
と

外
部

を
貫

通
す

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

部
の

配
管

腐
食

)と
点

検
･修

理
不

良
と

推
定

さ
れ

る
。

2
9
1

2
0
1
5
-

4
0
9

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
N

G
ス

タ
ン

ド
に

お
け

る
圧

縮
機

ア
フ

タ
ー

ク
ー

ラ
二

次
側

の
高

圧
ガ

ス
ホ

ー
ス

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
6

大 阪 府
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

高
圧

ガ
ス

ホ
ー

ス

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

圧
縮

機
ユ

ニ
ッ

ト
の

換
気

口
か

ら
ガ

ス
臭

が
す

る
た

め
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

会
社

が
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

圧
縮

機
か

ら
熱

交
換

器
を

介
し

た
2
次

側
の

高
圧

ガ
ス

ホ
ー

ス
か

ら
ガ

ス
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
高

圧
ガ

ス
ホ

ー
ス

が
他

設
備

(吸
込

ス
ナ

ッ
バ

)に
接

触
し

た
状

態
で

振
動

の
影

響
を

受
け

た
こ

と
に

よ
り

、
摩

耗
し

割
れ

が
生

じ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
高

圧
ガ

ス
ホ

ー
ス

の
接

触
部

分
に

緩
衝

材
(ゴ

ム
製

)を
設

け
、

摩
擦

を
防

止
す

る
。

2
9
2

2
0
1
5
-

4
1
0

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

移
送

作
業

中
の

流
量

計
用

導
圧

配
管

か
ら

の
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
6

長 崎 県
0

0
0

0
プ

ロ
パ

ン
Ｃ

漏
洩

貯
蔵

基
地

配
管

、
流

量
計

＜
製

造
中

＞
（
そ

の
他

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

低
温

プ
ロ

パ
ン

貯
槽

間
の

移
送

作
業

(D
-
1
0
2
→

K
D

-
1
0
3
)を

開
始

し
た

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
(運

転
温

度
-
4
0
℃

、
圧

力
2
.2

M
P

a、
流

量
1
0
0
m

3
/
h
)。

1
1
時

3
8
分

頃
、

計
器

室
で

ガ
ス

漏
え

い
検

知
警

報
設

備
が

作
動

し
た

た
め

、
直

ち
に

保
安

係
員

が
現

場
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

温
プ

ロ
パ

ン
出

荷
配

管
の

オ
リ

フ
ィ

ス
流

量
計

フ
ラ

ン
ジ

部
付

近
か

ら
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
が

漏
え

い
(液

状
滴

下
)す

る
の

を
発

見
し

た
。

当
該

作
業

を
中

断
す

る
と

と
も

に
、

1
2
時

1
5
分

頃
に

県
へ

事
故

発
生

に
係

る
通

報
を

行
っ

た
。

事
故

発
生

の
直

後
か

ら
、

保
安

係
員

が
上

下
流

の
手

動
弁

を
閉

止
縁

切
り

し
、

系
内

の
残

液
・
ガ

ス
処

理
を

行
い

、
ガ

ス
漏

え
い

を
停

止
さ

せ
た

。
さ

ら
に

、
安

全
を

確
保

す
る

た
め

、
系

内
の

ガ
ス

置
換

を
行

う
と

と
も

に
、

仕
切

り
板

を
挿

入
し

て
縁

切
り

し
た

。
な

お
、

当
該

措
置

は
1
8
時

3
0
分

頃
ま

で
に

完
了

し
た

。
原

因
は

、
オ

リ
フ

ィ
ス

流
量

計
導

圧
配

管
の

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
類

似
設

備
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

後
、

配
管

の
確

認
作

業
を

実
施

す
る

。

2
9
3

2
0
1
5
-

4
1
1

製
造

事
業

所
（
コ

）
一

種

窒
素

製
造

施
設

の
貯

蔵
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
1
2
/
8

和 歌 山 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
製

鉄
所

安
全

弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

8
時

2
5
分

頃
に

安
全

弁
が

作
動

し
、

安
全

弁
吹

き
出

し
に

よ
る

反
動

力
が

繰
り

返
し

作
用

し
、

8
時

3
1
分

頃
に

ノ
ズ

ル
取

り
出

し
部

が
折

損
し

、
窒

素
ガ

ス
が

噴
出

し
た

。
噴

出
を

停
止

さ
せ

る
た

め
、

8
時

5
0
分

に
当

該
ホ

ル
ダ

ー
へ

の
窒

素
の

流
入

を
停

止
(入

出
バ

ル
ブ

を
閉

止
)し

て
内

部
圧

力
の

低
下

を
図

っ
た

。
1
0
時

5
分

に
は

、
ホ

ル
ダ

ー
の

圧
力

が
ほ

と
ん

ど
な

く
な

り
、

噴
出

が
停

止
し

た
。

周
辺

地
域

へ
の

影
響

お
よ

び
人

的
被

害
等

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

窒
素

本
管

圧
力

上
昇

に
よ

り
安

全
弁

が
作

動
し

、
安

全
弁

が
チ

ャ
タ

リ
ン

グ
し

た
た

め
に

噴
出

の
反

動
力

が
衝

撃
荷

重
と

な
っ

て
ノ

ズ
ル

取
り

出
し

部
に

繰
り

返
し

作
用

し
、

疲
労

破
壊

を
起

点
に

折
損

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
9
4

2
0
1
5
-

4
1
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
9

熊 本 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩
機

械

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

1
2
月

9
日

に
ガ

ス
検

知
器

の
発

報
に

よ
り

、
冷

媒
ガ

ス
(フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
1
3
4
a)

の
漏

え
い

が
発

覚
し

た
。

凝
縮

器
の

圧
力

取
り

出
し

配
管

(銅
管

)継
手

部
か

ら
微

量
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

た
め

、
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
漏

え
い

拡
大

防
止

措
置

を
講

じ
た

。
2
1
日

に
修

理
業

者
が

冷
媒

を
回

収
し

た
。

継
手

部
フ

レ
ア

加
工

付
近

に
亀

裂
が

発
見

さ
れ

、
4
6
1
kg

の
冷

媒
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
次

の
①

～
④

の
と

お
り

、
高

圧
ス

イ
ッ

チ
銅

管
の

振
動

に
伴

う
疲

労
亀

裂
で

あ
る

と
推

定
さ

れ
る

。
①

漏
え

い
部

位
＝

フ
レ

ア
継

手
の

銅
管

(呼
び

径
:8

A
)は

、
高

圧
ゲ

ー
ジ

と
高

圧
ス

イ
ッ

チ
へ

分
岐

す
る

。
②

高
圧

ス
イ

ッ
チ

の
銅

管
は

、
油

ポ
ン

プ
の

配
管

に
支

持
。

③
油

ポ
ン

プ
が

運
転

す
る

際
に

生
じ

る
振

動
に

よ
り

油
ポ

ン
プ

の
配

管
が

1
0
c
m

程
揺

れ
る

た
め

、
支

持
を

と
っ

て
い

る
高

圧
ス

イ
ッ

チ
の

銅
管

も
同

様
に

振
動

し
た

。
④

高
圧

ス
イ

ッ
チ

銅
管

の
振

動
に

伴
い

、
端

末
支

点
の

継
手

部
で

ス
ト

レ
ス

が
蓄

積
し

、
5
m

m
程

の
亀

裂
(冷

媒
ガ

ス
漏

え
い

)が
発

生
し

た
。

今
後

は
、

油
ポ

ン
プ

配
管

を
分

離
し

、
銅

管
に

直
接

振
動

が
伝

わ
ら

な
い

よ
う

に
、

単
独

で
支

持
を

固
定

す
る

措
置

を
講

じ
る

。

2
9
5

2
0
1
5
-

4
1
3

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
二

酸
化

炭
素

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
9

山 口 県
0

0
0

0
二

酸
化

炭
素

Ｃ
漏

洩

そ
の

他 （
ホ

テ ル
）

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

1
2
月

9
日

に
業

務
用

エ
コ

キ
ュ

ー
ト

N
o
.2

の
リ

モ
コ

ン
の

故
障

表
示

が
点

滅
し

、
低

圧
圧

力
異

常
に

よ
り

停
止

し
、

運
転

不
可

と
な

っ
た

。
メ

ー
カ

ー
系

設
置

工
事

業
者

が
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
高

･低
圧

部
と

も
に

圧
力

計
が

0
.0

M
P

aを
示

し
て

お
り

、
C

O
2
冷

媒
が

ほ
ぼ

全
量

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
1
2
月

1
4
日

に
窒

素
加

圧
試

験
を

行
い

、
ガ

ス
ク

ー
ラ

熱
交

換
器

の
配

管
腐

食
部

へ
石

け
ん

水
を

塗
布

し
た

と
こ

ろ
、

発
泡

し
、

冷
媒

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

ク
ー

ラ
-
内

部
の

冷
媒

配
管

の
腐

食
に

よ
り

外
面

が
開

孔
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

事
業

所
内

の
冷

凍
設

備
に

つ
い

て
、

メ
ー

カ
ー

系
設

置
工

事
業

者
と

保
守

点
検

契
約

を
締

結
し

、
点

検
頻

度
お

よ
び

内
容

の
充

実
を

図
る

。

2
9
6

2
0
1
5
-

4
1
5

製
造

事
業

所
（
一

般
）

C
E
の

蒸
発

器
か

ら
の

ア
ル

ゴ
ン

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
1
6

高 知 県
0

0
0

0
ア

ル
ゴ

ン
Ｃ

漏
洩

機
械

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無
点

検
業

者
が

定
期

自
主

検
査

を
実

施
中

に
、

蒸
発

器
の

低
圧

側
の

溶
接

部
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
当

該
蒸

発
器

の
使

用
を

停
止

し
た

。
原

因
は

、
溶

接
線

に
割

れ
が

生
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

経
年

疲
労

(製
造

か
ら

7
年

)に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

2
9
7

2
0
1
5
-

4
1
6

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
冷

媒
配

管
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
1
7

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
会

社
事

務 所
）

冷
凍

設
備

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

冬
期

定
期

点
検

中
の

9
時

3
0
分

頃
、

点
検

作
業

員
が

冷
媒

配
管

ろ
う

付
け

部
か

ら
の

油
の

に
じ

み
を

発
見

し
、

ガ
ス

検
知

器
で

冷
媒

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

同
作

業
員

が
漏

え
い

部
前

後
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

漏
え

い
を

停
止

さ
せ

た
。

な
お

、
当

該
設

備
は

夜
間

運
転

で
あ

り
、

同
日

8
時

に
停

止
し

て
い

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

2
9
8

2
0
1
5
-

4
1
8

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

C
E
の

送
液

ラ
イ

ン
液

取
出

し
弁

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
0

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
自

然
災

害
＞

（
強

風
）

無

1
2
月

2
0
日

、
休

日
で

出
勤

者
無

し
の

状
況

で
あ

っ
た

。
窒

素
C

E
の

傍
ら

に
設

置
し

て
い

た
「
作

業
主

任
者

の
職

務
」
を

記
載

し
た

立
て

看
板

が
強

風
に

よ
り

転
倒

し
、

C
E
送

液
ラ

イ
ン

の
液

取
り

出
し

弁
に

当
た

り
、

そ
の

は
ず

み
で

バ
ル

ブ
が

開
き

、
L
N

2
が

漏
え

い
し

た
。

警
備

員
に

よ
る

発
見

が
2
0
日

の
1
6
時

1
1
分

頃
で

あ
る

が
、

9
日

1
6
時

ま
で

は
出

勤
者

が
あ

り
異

常
は

な
か

っ
た

の
で

、
漏

え
い

が
発

生
し

た
の

は
そ

れ
以

降
の

発
見

さ
れ

る
ま

で
の

時
間

帯
と

考
え

ら
れ

る
。

発
見

し
た

警
備

員
が

事
業

所
担

当
者

に
電

話
連

絡
す

る
と

同
時

に
、

当
日

出
勤

し
て

い
た

同
敷

地
内

の
他

事
業

所
の

社
員

に
連

絡
し

、
そ

の
者

が
開

い
た

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

漏
え

い
が

収
ま

っ
た

。
最

終
確

認
は

、
1
6
時

3
5
分

頃
で

あ
る

。
原

因
は

、
窒

素
C

E
の

傍
ら

に
設

置
し

て
い

た
「
作

業
主

任
者

の
職

務
」
を

記
載

し
た

立
て

看
板

(大
き

さ
4
7
c
m

×
6
2
c
m

厚
み

2
c
m

脚
を

含
む

全
高

1
0
9
c
m

)
が

強
風

に
よ

り
転

倒
し

、
C

E
送

液
ラ

イ
ン

の
液

取
り

出
し

弁
に

当
た

り
、

そ
の

は
ず

み
で

バ
ル

ブ
が

開
い

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)

事
故

原
因

(副
因

)

着 火 源
事

故
概

要

2
9
9

2
0
1
5
-

4
2
1

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
二

種

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
1

茨 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他 （
研

究 所
）

冷
凍

設
備

、
凝

縮
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

1
0
時

0
0
分

、
当

該
冷

凍
機

に
て

警
報

が
発

報
し

た
た

め
、

運
転

を
停

止
し

、
メ

ー
カ

ー
に

対
応

を
依

頼
し

た
。

メ
ー

カ
ー

作
業

員
が

漏
れ

箇
所

の
調

査
を

行
い

、
1
2
時

0
0
分

頃
、

N
o
.2

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
側

の
冷

却
水

側
水

熱
交

換
器

(凝
縮

器
)か

ら
の

冷
媒

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

3
0
0

2
0
1
5
-

4
2
2

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
コ

ン
デ

ン
サ

レ
シ

ー
バ

ー
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
1

群 馬 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
コ

ン
デ

ン
サ

レ シ
ー

バ
ー

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

1
2
月

2
1
日

、
低

圧
異

常
警

報
が

発
報

し
た

た
め

、
漏

え
い

検
知

器
に

て
点

検
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
、

コ
ン

デ
ン

サ
レ

シ
ー

バ
ー

胴
体

表
面

よ
り

、
冷

媒
漏

れ
を

確
認

し
た

。
冷

凍
機

の
運

転
停

止
の

う
え

、
コ

ン
デ

ン
サ

出
入

口
バ

ル
ブ

の
閉

止
を

実
施

し
た

。
1
2
月

2
8
日

、
コ

ン
デ

ン
サ

表
面

の
漏

え
い

箇
所

周
囲

を
平

板
で

溶
接

実
施

し
、

復
旧

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
お

よ
び

ブ
ラ

イ
ン

漏
え

い
に

よ
る

腐
食

と
推

定
さ

れ
る

。

3
0
1

2
0
1
5
-

4
2
3

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

水
素

ト
レ

ー
ラ

ー
接

続
部

か
ら

の
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
1

愛 知 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

ス
タ

ン
ド

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無
水

素
長

尺
容

器
ト

レ
ー

ラ
ー

を
配

管
に

接
続

後
、

ガ
ス

漏
え

い
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
継

手
袋

ナ
ッ

ト
か

ら
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

接
続

部
の

締
め

付
け

忘
れ

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

ト
レ

ー
ラ

ー
受

入
者

へ
の

教
育

を
実

施
す

る
。

3
0
2

2
0
1
5
-

4
2
4

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）

冷
凍

設
備

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
2

群 馬 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

４
０

４
A

Ｃ
漏

洩
食

品
冷

凍
設

備

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

1
2
月

2
2
日

の
定

期
点

検
中

に
、

溶
接

部
の

腐
食

と
劣

化
に

よ
り

カ
ニ

泡
程

度
の

漏
れ

が
2
-
1
、

2
-
2
と

も
に

複
数

箇
所

発
見

し
た

。
溶

接
の

手
配

を
至

急
実

施
し

、
1
2
月

2
5
日

に
銅

管
溶

接
部

の
複

数
箇

所
の

修
理

を
実

施
し

た
。

漏
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
0
4
A

を
2
-
1
に

3
5
kg

、
2
-
2
に

5
kg

の
充

て
ん

を
実

施
し

た
。

原
因

は
、

銅
管

溶
接

部
の

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

(6
月

期
の

点
検

で
は

異
常

発
見

さ
れ

ず
)。

今
後

は
、

腐
食

の
対

応
と

し
て

、
ロ

ー
バ

ル
塗

装
を

溶
接

部
、

そ
の

他
銅

管
部

に
も

実
施

す
る

。

3
0
3

2
0
1
5
-

4
2
5

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
蒸

発
器

か
ら

の
冷

媒
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
3

佐 賀 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
蒸

発
器

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

冷
蔵

庫
内

の
ガ

ス
漏

れ
定

期
点

検
時

に
、

ガ
ス

漏
れ

検
知

器
が

反
応

し
た

。
詳

し
く
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
蒸

発
器

内
に

お
い

て
反

応
が

強
か

っ
た

た
め

、
メ

ー
カ

ー
に

調
査

を
依

頼
し

た
。

調
査

の
結

果
、

蒸
発

器
6
台

か
ら

の
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

。
原

因
は

、
蒸

発
器

6
台

の
う

ち
1
台

は
エ

ル
ボ

(鉄
)の

腐
食

、
残

り
5
台

は
銅

管
の

ろ
う

付
け

部
に

で
き

た
ピ

ン
ホ

ー
ル

と
推

定
さ

れ
る

。
各

漏
え

い
箇

所
の

う
ち

、
蒸

発
器

1
台

は
鉄

管
(エ

ル
ボ

)を
銅

管
に

取
り

替
え

、
残

り
蒸

発
器

5
台

は
ろ

う
付

け
部

の
肉

盛
補

修
を

行
っ

た
。

補
修

後
、

点
検

を
実

施
し

、
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

3
0
4

2
0
1
5
-

4
2
6

製
造

事
業

所
（
一

般
）
一

種

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

圧
縮

機
の

吐
出

配
管

の
継

手
か

ら
水

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
4

愛 知 県
0

0
0

0
水

素
Ｂ ２

漏
洩

ス
タ

ン
ド

継
手

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無
水

素
ス

タ
ン

ド
の

使
用

中
に

点
検

を
実

施
し

た
際

、
圧

縮
機

A
の

3
段

目
吐

出
配

管
の

継
手

部
よ

り
、

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
原

因
は

、
水

素
ス

タ
ン

ド
設

置
工

事
に

お
け

る
継

手
部

締
め

付
け

不
良

と
考

え
ら

れ
る

。
水

素
ス

タ
ン

ド
の

設
備

停
止

し
、

該
当

継
手

部
を

含
む

設
備

全
体

に
お

い
て

増
し

締
め

を
実

施
し

た
。

3
0
5

2
0
1
5
-

4
2
8

製
造

事
業

所
（
冷

凍
）
一

種

冷
凍

設
備

の
凝

縮
器

の
液

出
口

弁
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
2
8

岡 山 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

２
２

Ｃ
漏

洩
食

品

冷
凍

設
備

、
バ

ル
ブ

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

1
2
月

2
1
日

か
ら

当
該

冷
凍

機
の

定
期

自
主

検
査

を
開

始
し

、
2
8
日

1
5
時

頃
に

冷
凍

機
の

試
運

転
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
冷

凍
機

3
基

中
1
基

(N
o
.2

)が
作

動
し

な
か

っ
た

。
圧

力
計

は
0
M

P
aを

示
し

て
お

り
、

石
け

ん
水

に
て

気
密

試
験

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
冷

凍
機

N
o
.2

の
凝

縮
器

と
冷

却
器

の
間

に
設

置
さ

れ
た

液
出

口
弁

付
近

か
ら

発
泡

し
た

。
平

成
2
8
年

1
月

5
日

に
整

備
業

者
が

原
因

調
査

を
開

始
し

た
。

1
月

5
日

の
時

点
で

は
、

液
出

口
弁

の
グ

ラ
ン

ド
部

分
か

ら
の

漏
え

い
を

特
定

し
、

増
し

締
め

に
よ

り
漏

え
い

が
停

止
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。
な

お
、

当
該

冷
凍

機
は

、
平

成
2
5
年

3
月

1
4
日

か
ら

運
転

を
停

止
し

て
い

る
。
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平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(2

)災
害

事
故

：
移

動
中

の
事

故
 

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
5

-
0
2
8

移
動

ヘ
リ

ウ
ム

コ
ン

テ
ナ

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
2
/
4

兵 庫 県
0

0
0

0
ヘ

リ
ウ

ム
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

安
全

弁

＜
移

動
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

1
月

2
日

、
米

国
の

工
場

か
ら

当
該

ヘ
リ

ウ
ム

コ
ン

テ
ナ

が
出

荷
さ

れ
た

(こ
の

時
の

内
槽

圧
力

は
3
ps

i(
0
.0

2
M

P
a)

)。
1
月

8
日

、
当

該
ヘ

リ
ウ

ム
コ

ン
テ

ナ
を

乗
せ

た
船

が
米

国
か

ら
出

航
し

た
。

1
月

3
1
日

、
神

戸
港

に
ヘ

リ
ウ

ム
コ

ン
テ

ナ
が

到
着

し
た

。
2
月

2
日

1
0
時

3
0
分

、
神

戸
港

に
て

輸
入

検
査

を
受

け
る

(こ
の

時
の

内
槽

圧
力

は
4
2
ps

i(
0
.3

M
P

a)
)。

2
月

2
日

～
4
日

、
通

関
手

続
き

等
を

終
え

た
後

、
運

送
会

社
の

駐
車

場
に

移
送

し
、

ヘ
リ

ウ
ム

コ
ン

テ
ナ

を
駐

車
し

た
。

2
月

4
日

1
3
時

0
7
分

に
、

運
送

会
社

の
駐

車
場

で
ヘ

リ
ウ

ム
コ

ン
テ

ナ
を

接
続

後
、

移
動

を
開

始
し

た
。

1
3
時

5
5
分

に
当

該
乗

務
員

が
、

運
送

会
社

の
所

長
に

、
「
白

煙
が

充
満

し
て

い
る

と
通

報
が

あ
っ

た
と

パ
ト

カ
ー

に
止

め
ら

れ
た

。
警

察
か

ら
消

防
の

方
に

連
絡

し
、

1
5
分

後
ほ

ど
後

に
現

地
に

消
防

が
到

着
し

た
。

」
と

報
告

し
た

。
1
4
時

0
0
分

に
、

現
場

消
防

よ
り

乗
務

員
に

対
し

て
「
走

行
は

許
可

で
き

な
い

。
」
と

の
通

知
が

あ
っ

た
。

1
4
時

4
5
分

に
、

消
防

署
か

ら
乗

務
員

に
対

し
て

状
況

説
明

を
求

め
、

担
当

者
に

よ
り

「
安

全
弁

か
ら

ガ
ス

が
吹

い
て

い
る

。
」
と

消
防

署
担

当
者

に
説

明
し

た
。

現
場

か
ら

配
送

会
社

車
庫

ま
で

の
走

行
の

許
可

を
も

ら
い

、
パ

ト
カ

ー
先

導
、

後
方

に
消

防
車

の
状

態
で

ト
レ

ー
ラ

ー
を

走
行

さ
せ

た
。

1
5
時

3
0
分

に
、

ヘ
リ

ウ
ム

コ
ン

テ
ナ

が
運

送
会

社
車

庫
に

到
着

し
た

。
1
7
時

0
0
分

、
既

に
圧

は
下

が
っ

て
い

た
(0

p
si

)。
放

出
が

止
ま

ら
な

い
の

は
、

安
全

弁
が

凍
り

付
い

て
い

た
た

め
と

判
明

し
た

。
放

出
口

は
ヘ

リ
ウ

ム
コ

ン
テ

ナ
の

後
部

左
上

に
あ

り
、

そ
こ

か
ら

白
煙

が
生

じ
て

い
た

。
1
7
時

3
0
分

、
解

氷
作

業
を

行
い

、
予

備
の

安
全

弁
の

ラ
イ

ン
へ

の
切

替
を

行
い

、
白

煙
が

止
ま

っ
た

。
原

因
は

、
時

間
の

経
過

と
と

も
に

内
槽

圧
力

が
上

昇
し

、
安

全
弁

の
設

定
圧

6
4
ps

i(
0
.4

5
M

P
a)

を
超

え
、

低
温

の
ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
が

大
気

に
放

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

そ
の

際
に

空
気

中
の

水
分

を
冷

や
し

た
た

め
に

白
煙

が
発

生
し

た
。

そ
し

て
、

安
全

弁
が

開
い

た
状

態
で

凍
結

し
た

た
め

、
内

槽
の

圧
力

が
下

が
っ

た
に

も
関

わ
ら

ず
、

白
煙

の
発

生
が

止
ま

ら
な

か
っ

た
。

発
生

要
因

と
し

て
、

米
国

の
港

の
荷

役
の

時
間

が
通

常
よ

り
長

く
か

か
る

状
況

が
続

い
て

お
り

、
船

の
埠

頭
へ

の
着

岸
に

大
幅

な
遅

れ
が

生
じ

、
輸

送
の

長
期

化
(約

1
か

月
)に

よ
り

、
内

槽
の

圧
力

が
上

昇
し

続
け

た
。

さ
ら

に
2
月

2
日

の
時

点
で

内
槽

圧
力

が
4
2
ps

i(
0
.3

M
P

a)
で

あ
っ

た
た

め
、

ま
だ

安
全

弁
の

設
定

圧
6
4
p
si

(0
.4

5
M

P
a)

を
超

え
る

こ
と

は
無

い
と

判
断

し
、

そ
の

ま
ま

輸
送

さ
れ

た
。

今
後

は
、

①
コ

ン
テ

ナ
が

港
に

着
い

た
際

に
通

関
業

者
か

ら
報

告
さ

れ
る

ヘ
リ

ウ
ム

圧
力

お
よ

び
シ

ー
ル

ド
用

液
体

窒
素

の
量

か
ら

、
内

槽
圧

脱
圧

の
要

否
判

断
基

準
を

コ
ン

テ
ナ

の
断

熱
性

能
を

元
に

チ
ェ

ッ
ク

表
に

規
定

し
、

そ
の

後
の

対
応

手
順

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
再

発
防

止
を

図
る

。
②

通
関

業
者

か
ら

の
ヘ

リ
ウ

ム
圧

力
等

の
報

告
か

ら
車

庫
を

出
る

ま
で

に
1
日

以
上

が
経

過
す

る
場

合
は

、
出

庫
前

に
ヘ

リ
ウ

ム
圧

力
お

よ
び

シ
ー

ル
ド

用
液

体
窒

素
の

残
量

を
運

輸
会

社
か

ら
報

告
し

て
も

ら
う

体
制

を
整

え
て

、
報

告
後

に
①

項
の

通
り

に
判

断
し

適
切

な
処

置
を

と
る

。
③

内
槽

の
圧

力
が

安
全

弁
の

設
定

圧
に

対
し

て
近

い
場

合
の

対
処

方
法

(シ
ー

ル
ド

用
液

体
窒

素
の

注
入

、
ガ

ス
抜

き
等

)を
明

確
に

す
る

。
④

運
送

会
社

の
下

請
け

ま
で

含
め

て
緊

急
時

の
各

所
か

ら
の

連
絡

体
制

を
明

確
に

し
て

、
早

急
な

対
応

が
と

れ
る

体
制

を
整

え
て

指
導

す
る

こ
と

で
再

発
防

止
を

図
る

。

2
2
0
1
5

-
0
2
9

移
動

車
両

に
積

載
さ

れ
た

5
0
0
kg

L
P

ガ
ス

容
器

の
転

落

2
0
1
5
/
2
/
5

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
容

器
が

危
険

な
状

態
に

な
っ

た
）

貯
蔵

基
地

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

＜
組

織
運

営
不

良
＞

無

9
時

2
0
分

頃
、

L
P

G
基

地
か

ら
6
.7

t車
ユ

ニ
ッ

ク
付

の
大

型
車

両
で

、
客

先
へ

L
P

ガ
ス

を
搬

送
中

に
、

9
時

5
0
分

頃
に

橋
上

り
交

差
点

を
右

折
し

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

5
0
0
kg

容
器

(充
瓶

)5
本

中
2
本

が
車

両
か

ら
転

落
し

、
反

対
車

線
の

停
止

線
近

く
ま

で
転

が
っ

た
。

原
因

は
、

基
地

に
て

5
0
0
kg

容
器

を
積

み
込

ん
だ

際
に

、
容

器
を

固
定

す
る

ワ
イ

ヤ
ー

を
か

け
忘

れ
た

こ
と

と
、

車
両

横
側

の
あ

お
り

の
締

め
が

あ
ま

か
っ

た
た

め
、

走
行

中
に

あ
お

り
が

外
れ

、
右

折
時

の
遠

心
力

で
容

器
が

車
外

に
飛

び
出

し
転

落
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
事

業
者

が
転

落
防

止
措

置
の

確
認

を
運

転
者

任
せ

に
し

て
い

た
こ

と
も

事
故

の
発

生
に

繋
が

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

今
後

は
、

車
両

に
つ

い
て

は
ワ

イ
ヤ

ー
方

式
を

や
め

、
強

固
な

金
具

を
取

り
付

け
て

、
固

定
し

な
け

れ
ば

車
両

に
積

み
込

み
で

き
な

い
よ

う
な

仕
組

み
を

考
え

、
車

両
メ

ー
カ

ー
に

て
設

置
を

依
頼

を
す

る
。

ま
た

、
デ

ジ
タ

コ
・
ド

ラ
レ

コ
の

導
入

も
検

討
す

る
。

3
2
0
1
5

-
0
3
7

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
積

載
し

て
い

た
高

圧
ガ

ス
容

器
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
2
/
2
3

岐 阜 県
0

0
0

0

液
化

石
油

ガ
ス

、
ヘ

リ
ウ

ム

Ｃ
漏

洩
運

送

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無

高
圧

ガ
ス

運
搬

車
両

(バ
ラ

積
み

)が
、

市
道

上
で

普
通

乗
用

車
と

接
触

し
た

後
、

横
転

し
て

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
8
本

と
ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
7
m

3
容

器
5
本

が
車

外
に

落
下

し
て

、
う

ち
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
バ

ル
ブ

が
開

い
て

漏
え

い
し

た
。

開
い

た
バ

ル
ブ

は
運

転
手

に
よ

り
速

や
か

に
閉

じ
ら

れ
た

。
な

お
、

漏
え

い
し

た
容

器
は

2
本

と
も

空
容

器
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

落
下

し
た

衝
撃

の
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

所
員

全
員

へ
の

安
全

運
転

徹
底

の
周

知
、

注
意

喚
起

を
行

う
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

4
2
0
1
5

-
0
4
3

移
動

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
の

交
通

事
故

2
0
1
5
/
2
/
2
8

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

破
裂

破
損

等
運

送
バ

ル
ク

ロ
ー

リ
ー

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無
民

生
用

L
P

ガ
ス

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
が

配
送

途
中

に
イ

ン
タ

ー
手

前
の

渋
滞

で
停

車
し

た
際

、
ユ

ニ
ッ

ク
車

に
追

突
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
、

容
器

後
方

部
に

3
ミ

リ
程

度
の

凹
み

が
で

き
た

。
な

お
、

約
2
ト

ン
の

L
P

ガ
ス

を
積

ん
で

い
た

が
、

ガ
ス

の
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

居
眠

り
運

転
に

よ
る

追
突

と
考

え
ら

れ
る

。

5
2
0
1
5

-
0
7
5

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
積

載
し

て
い

た
高

圧
ガ

ス
容

器
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
2
1

和 歌 山 県

0
0

1
1

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
漏

洩
販

売
店

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無
自

宅
を

出
て

、
消

費
者

宅
9
軒

の
L
P

ガ
ス

容
器

を
交

換
し

、
次

の
消

費
者

宅
に

移
動

中
、

乗
用

車
と

衝
突

し
た

。
そ

の
際

に
荷

台
に

積
ん

で
い

た
容

器
1
8
本

が
付

近
の

側
溝

に
転

落
し

、
1
本

の
バ

ル
ブ

が
開

放
し

、
容

器
に

残
っ

て
い

た
ガ

ス
が

漏
れ

た
。

な
お

、
運

転
者

が
バ

ル
ブ

を
閉

め
、

漏
え

い
を

止
め

た
。

原
因

は
、

転
落

し
た

際
の

衝
撃

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

6
2
0
1
5

-
0
8
9

移
動

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
の

ス
リ

ッ
プ

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

ス
リ

ッ
プ チ

ュ
ー

ブ
式

液
面

計

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

当
該

プ
ラ

ン
ト

1
5
ト

ン
地

下
貯

槽
(当

該
ロ

ー
リ

ー
当

日
3
件

目
納

入
先

)に
、

L
P

ガ
ス

荷
下

ろ
し

前
(当

時
積

載
量

4
.8

ト
ン

強
)に

ロ
ー

リ
ー

ス
リ

ッ
プ

チ
ュ

ー
ブ

式
液

面
計

(以
下

ス
リ

ッ
プ

チ
ュ

ー
ブ

)に
て

液
量

確
認

を
行

っ
た

際
に

、
ス

リ
ッ

プ
チ

ュ
ー

ブ
の

グ
ラ

ン
ド

ナ
ッ

ト
が

外
れ

、
ガ

ス
噴

出
漏

え
い

が
発

生
し

た
。

ロ
ー

リ
ー

乗
務

員
お

よ
び

緊
急

連
絡

に
て

出
動

し
た

事
故

発
生

場
所

事
業

所
職

員
等

が
、

ス
リ

ッ
プ

チ
ュ

ー
ブ

部
分

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
抑

え
な

が
ら

、
ガ

ス
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

に
よ

り
、

ロ
ー

リ
ー

残
液

(約
4
.1

ト
ン

)を
地

下
貯

槽
に

移
動

さ
せ

た
。

そ
の

後
、

ガ
ス

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

ー
に

よ
り

残
ガ

ス
を

貯
槽

に
回

収
し

な
が

ら
、

プ
ラ

ン
ト

放
出

管
お

よ
び

長
尺

高
圧

ホ
ー

ス
に

て
大

気
放

出
も

行
い

、
ロ

ー
リ

ー
タ

ン
ク

内
ガ

ス
圧

を
減

圧
さ

せ
た

。
こ

の
間

、
緊

急
連

絡
に

よ
り

出
動

し
た

消
防

署
お

よ
び

警
察

署
が

周
辺

道
路

等
の

警
戒

を
行

っ
た

。
減

圧
後

、
ス

リ
ッ

プ
チ

ュ
ー

ブ
の

キ
ャ

ッ
プ

を
取

り
つ

け
、

漏
え

い
を

止
め

た
。

周
辺

を
ガ

ス
漏

え
い

検
知

器
に

よ
り

確
認

後
、

警
戒

が
解

除
さ

れ
た

。
事

故
後

、
同

液
面

計
の

分
解

点
検

整
備

に
お

い
て

設
備

異
常

は
な

い
事

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

作
業

手
順

教
育

不
足

に
起

因
す

る
ス

リ
ッ

プ
チ

ュ
ー

ブ
式

液
面

計
グ

ラ
ン

ド
ナ

ッ
ト

の
緩

め
す

ぎ
に

よ
る

担
当

者
の

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

構
造

理
解

の
社

員
教

育
を

実
施

す
る

。
②

ロ
ー

リ
ー

側
ス

リ
ッ

プ
チ

ュ
ー

ブ
の

使
用

制
限

に
つ

い
て

検
討

し
、

実
施

す
る

。
③

実
技

研
修

実
施

と
研

修
制

度
を

再
検

討
す

る
。

④
充

て
ん

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

す
る

。
⑤

緊
急

時
対

応
訓

練
を

計
画

し
、

実
施

す
る

。

7
2
0
1
5

-
0
9
6

移
動

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

の
配

管
か

ら
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
6

石 川 県
0

0
0

0
プ

ロ
パ

ン
Ｃ

漏
洩

運
送

配
管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

4
月

6
日

1
2
時

3
0
分

頃
、

L
P

ガ
ス

積
み

込
み

の
た

め
ガ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
入

構
し

た
。

1
2
時

5
0
分

、
積

み
込

み
前

の
点

検
の

結
果

、
配

管
か

ら
の

微
小

な
ガ

ス
漏

れ
が

判
明

し
た

(石
け

ん
水

を
か

け
る

と
、

カ
ニ

泡
が

発
生

す
る

程
度

)。
タ

ン
ク

か
ら

の
全

て
の

配
管

を
閉

め
る

作
業

を
行

っ
た

。
タ

ン
ク

か
ら

の
全

て
の

配
管

が
閉

ま
っ

た
こ

と
を

確
認

し
、

消
防

へ
通

報
し

た
。

4
月

7
日

に
K
H

K
認

定
会

社
か

ら
作

業
者

が
到

着
し

、
ガ

ス
処

理
、

配
管

類
閉

止
処

置
を

行
っ

た
。

1
1
時

頃
作

業
を

完
了

し
、

ロ
ー

リ
ー

退
構

そ
の

ま
ま

車
輌

製
造

メ
ー

カ
ー

の
修

理
工

場
へ

入
構

し
た

。
K
H

K
認

定
会

社
が

調
査

し
た

結
果

、
腐

食
に

よ
り

配
管

に
ピ

ン
穴

が
開

い
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
塩

化
物

が
付

着
し

て
い

た
こ

と
に

よ
る

腐
食

(融
雪

剤
由

来
の

塩
化

物
の

可
能

性
)と

推
定

さ
れ

る
。

現
状

、
高

圧
ガ

ス
容

器
検

査
1
回

／
5
年

、
保

安
検

査
1
回

／
年

、
定

期
自

主
検

査
1
回

／
年

、
月

次
定

期
自

主
検

査
1
回

／
月

、
移

動
式

製
造

設
備

日
常

保
安

点
検

(始
業

時
、

運
転

時
、

終
業

時
)／

日
、

を
事

業
所

側
で

出
来

る
範

囲
と

し
て

目
視

点
検

実
施

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

今
後

は
、

月
次

定
期

自
主

検
査

1
回

／
月

、
移

動
式

製
造

設
備

日
常

保
安

点
検

1
回

／
日

の
法

定
指

定
外

の
自

主
点

検
の

際
、

こ
の

度
の

腐
食

箇
所

周
辺

を
重

点
的

に
目

視
点

検
を

す
る

。
法

定
点

検
時

に
は

、
日

ご
ろ

点
検

し
て

い
る

事
業

所
側

よ
り

法
定

検
査

会
社

に
進

言
す

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

8
2
0
1
5

-
1
1
0

移
動

移
動

式
製

造
設

備
の

誤
発

進
に

よ
る

充
て

ん
ホ

ー
ス

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
0

神 奈 川 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
漏

洩
充

填
所

ホ
ー

ス

＜
移

動
中

＞

＜
不

良
行

為
＞

無

共
同

住
宅

に
設

置
さ

れ
て

い
る

バ
ル

ク
貯

槽
へ

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
を

使
用

し
て

充
て

ん
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
敷

地
内

の
駐

車
場

に
車

が
停

ま
っ

て
い

た
た

め
、

道
路

に
駐

車
し

充
て

ん
を

開
始

し
た

。
充

て
ん

終
了

後
、

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
格

納
せ

ず
に

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
車

を
発

進
さ

せ
た

た
め

、
バ

ル
ク

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
引

っ
張

っ
て

し
ま

っ
た

。
そ

の
際

、
安

全
継

手
か

ら
充

て
ん

ホ
ー

ス
は

切
り

離
さ

れ
た

が
、

そ
の

ま
ま

走
行

し
た

た
め

、
車

両
側

の
ホ

ー
ス

が
駐

車
場

フ
ェ

ン
ス

等
に

引
っ

掛
か

っ
て

充
て

ん
ホ

ー
ス

が
破

断
し

、
充

て
ん

ホ
ー

ス
内

の
L
P

ガ
ス

が
噴

出
・
漏

え
い

し
た

。
バ

ル
ク

ロ
ー

リ
ー

車
に

は
、

通
常

作
業

に
お

い
て

充
て

ん
ホ

ー
ス

を
格

納
せ

ず
に

発
進

す
る

こ
と

の
で

き
な

い
誤

発
進

防
止

装
置

が
装

備
さ

れ
て

い
る

。
原

因
は

、
故

意
に

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

を
切

っ
た

状
態

で
の

発
進

、
も

し
く
は

充
て

ん
中

に
一

度
エ

ン
ジ

ン
を

切
り

、
再

度
エ

ン
ジ

ン
を

か
け

た
こ

と
に

よ
り

発
進

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
充

て
ん

作
業

者
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
を

す
る

。
②

再
発

防
止

を
図

る
た

め
の

保
安

教
育

を
実

施
す

る
。

③
本

社
保

安
部

に
よ

る
保

安
査

察
を

実
施

す
る

。
④

物
流

担
当

者
に

よ
る

バ
ル

ク
ロ

ー
リ

ー
車

へ
の

同
乗

教
育

を
実

施
す

る
。

⑤
バ

ル
ク

ロ
ー

リ
ー

車
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

変
更

す
る

。

9
2
0
1
5

-
1
3
3

移
動

移
動

中
に

お
け

る
高

圧
ガ

ス
容

器
の

落
下

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
7

富 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
移

動
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
＜

誤
操

作
、

誤
判

断
＞

無

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
5
本

を
積

載
し

た
運

搬
車

両
が

交
差

点
を

右
折

し
た

際
に

、
荷

台
の

側
板

の
一

部
が

開
き

、
容

器
5
本

が
道

路
上

に
落

下
す

る
と

と
も

に
、

容
器

2
本

が
車

両
上

で
転

倒
し

た
。

バ
ル

ブ
に

キ
ャ

ッ
プ

を
装

着
し

て
い

た
も

の
の

、
落

下
お

よ
び

転
倒

時
の

衝
撃

で
バ

ル
ブ

が
緩

み
、

落
下

し
た

5
本

の
う

ち
1
本

の
容

器
か

ら
2
0
.8

kg
、

転
倒

し
た

2
本

の
う

ち
1
本

の
容

器
か

ら
3
.5

kg
の

ガ
ス

が
噴

出
し

た
。

容
器

転
落

後
直

ち
に

車
を

止
め

、
落

下
し

ガ
ス

が
噴

出
し

て
い

る
容

器
を

路
肩

ま
で

転
が

し
、

緊
急

工
具

を
使

い
、

バ
ル

ブ
を

閉
め

て
ガ

ス
噴

出
を

止
め

た
。

次
に

、
荷

台
で

転
倒

し
ガ

ス
が

噴
出

し
て

い
る

容
器

の
バ

ル
ブ

を
閉

め
て

ガ
ス

噴
出

を
止

め
た

。
そ

の
後

、
落

下
し

た
5
本

の
容

器
を

回
収

し
た

。
原

因
は

、
車

両
の

点
検

不
良

に
よ

り
、

容
器

の
移

動
時

に
お

け
る

転
落

、
転

倒
等

を
防

止
す

る
措

置
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
(車

両
の

荷
台

側
板

を
固

定
す

る
止

金
具

の
バ

ネ
が

劣
化

に
よ

り
緩

み
、

側
板

が
容

易
に

外
れ

る
状

態
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
本

来
は

2
0
kg

以
下

の
容

器
を

積
載

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
側

板
の

高
さ

が
低

い
荷

台
前

方
に

、
5
0
kg

容
器

を
積

載
し

た
こ

と
に

よ
り

、
通

常
よ

り
大

き
い

荷
重

が
側

板
に

か
か

っ
て

い
た

。
)。

ま
た

、
車

両
の

右
折

時
に

十
分

な
減

速
を

し
な

か
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
事

故
発

生
車

両
の

使
用

を
中

止
す

る
。

②
容

器
の

積
載

方
法

等
を

改
善

す
る

。
（
・
車

両
の

側
板

の
高

さ
を

容
器

の
高

さ
の

2
/
3
以

上
確

保
し

て
積

載
す

る
。

・
充

て
ん

容
器

等
を

多
数

積
載

す
る

時
、

容
器

の
中

間
と

後
方

の
2
重

の
ベ

ル
ト

止
め

に
よ

り
、

転
倒

を
防

止
す

る
。

・
車

両
の

右
左

折
時

に
十

分
に

減
速

す
る

。
）
③

車
両

の
日

常
点

検
を

実
施

す
る

。
（
・
車

両
側

板
の

止
具

を
含

む
車

両
の

日
常

点
検

の
強

化
と

点
検

記
録

を
保

管
す

る
。

）
④

事
故

発
生

時
の

対
応

を
確

認
す

る
。

（
・
事

故
時

に
迅

速
に

連
絡

す
る

た
め

の
保

安
教

育
・
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
）

1
0

2
0
1
5

-
1
3
4

移
動

車
両

に
積

載
し

た
炭

酸
ガ

ス
容

器
の

破
裂

板
作

動

2
0
1
5
/
5
/
8

大 阪 府
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
溶

接
）

容
器

本
体

、
破

裂
板

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

8
時

頃
、

荷
台

に
二

酸
化

炭
素

容
器

2
本

(当
該

事
故

容
器

、
残

ガ
ス

容
器

)を
積

載
し

た
バ

ラ
積

み
ト

ラ
ッ

ク
を

作
業

現
場

付
近

の
コ

イ
ン

パ
ー

キ
ン

グ
に

駐
車

し
、

作
業

員
は

現
場

作
業

の
た

め
、

二
酸

化
炭

素
容

器
2
本

を
荷

台
に

積
載

し
た

ま
ま

ト
ラ

ッ
ク

か
ら

離
れ

た
。

1
0
時

か
ら

休
憩

を
取

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

コ
イ

ン
パ

ー
キ

ン
グ

周
辺

の
騒

が
し

さ
に

気
づ

い
て

駆
け

つ
け

る
と

、
ト

ラ
ッ

ク
の

荷
台

に
積

載
し

て
い

る
2
本

の
容

器
の

う
ち

1
本

か
ら

ガ
ス

が
噴

出
・
漏

え
い

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
長

時
間

炎
天

下
に

置
か

れ
て

い
た

た
め

、
容

器
内

圧
の

上
昇

に
よ

り
、

安
全

弁
が

破
裂

し
、

ガ
ス

が
噴

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
当

該
容

器
は

横
に

倒
し

た
状

態
で

搬
送

さ
れ

て
お

り
、

写
真

に
よ

り
確

認
し

た
結

果
、

転
倒

等
に

よ
る

外
的

な
損

傷
痕

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

車
両

で
の

貯
蔵

を
し

な
い

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
季

節
等

に
関

係
な

く
、

容
器

内
の

温
度

が
4
0
℃

以
下

に
保

て
る

よ
う

直
射

日
光

を
避

け
、

風
通

し
の

よ
い

場
所

で
取

り
扱

う
こ

と
と

す
る

。

1
1

2
0
1
5

-
1
7
2

移
動

移
動

中
の

容
器

転
倒

落
下

に
よ

る
炭

酸
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
2
5

茨 城 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

容
器

本
体

、
液

面
計

＜
荷

役
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

販
売

事
業

者
の

社
員

2
名

が
液

化
炭

酸
ガ

ス
容

器
4
本

の
納

入
作

業
を

開
始

し
た

。
2
本

目
を

ト
ラ

ッ
ク

(地
上

よ
り

約
9
0
c
m

)か
ら

降
ろ

す
た

め
、

容
器

を
傾

け
て

転
が

し
な

が
ら

移
動

さ
せ

て
い

た
と

こ
ろ

、
支

え
き

れ
ず

に
容

器
が

転
倒

し
、

荷
台

か
ら

落
下

し
た

。
衝

撃
に

よ
り

液
面

計
の

取
付

部
が

変
形

し
、

充
て

ん
さ

れ
て

い
た

液
化

炭
酸

ガ
ス

全
量

(1
6
1
kg

)が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
作

業
員

の
不

注
意

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
配

送
業

務
1
年

目
で

あ
り

、
経

験
が

浅
か

っ
た

が
、

慣
れ

て
き

た
頃

で
油

断
が

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

容
器

の
取

扱
い

方
法

を
作

業
員

に
再

周
知

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2

2
0
1
5

-
1
5
6

移
動

液
化

天
然

ガ
ス

移
動

式
製

造
設

備
の

安
全

弁
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
2
9

栃 木 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

運
送

安
全

弁

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

届
け

先
で

あ
る

事
業

所
へ

荷
下

ろ
し

中
に

、
配

管
安

全
弁

か
ら

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

た
。

漏
え

い
後

直
ち

に
荷

下
ろ

し
を

中
止

し
、

保
安

上
の

措
置

を
施

し
た

う
え

で
自

社
の

事
業

所
へ

移
動

し
保

管
し

た
。

翌
日

、
移

動
式

製
造

設
備

を
所

管
す

る
県

庁
に

も
相

談
の

う
え

、
配

管
安

全
弁

の
分

解
整

備
を

行
い

弁
体

の
修

理
を

行
い

、
気

密
試

験
お

よ
び

作
動

試
験

を
実

施
し

、
漏

れ
等

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
配

管
安

全
弁

の
点

検
結

果
か

ら
、

弁
体

(デ
ィ

ス
ク

)に
キ

ズ
が

付
い

て
い

た
こ

と
が

起
因

し
、

リ
ー

ク
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

1
3

2
0
1
5

-
1
8
2

移
動

移
動

式
製

造
設

備
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
か

ら
の

液
化

酸
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
3

栃 木 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

運
送

ロ
ー

リ
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
点

検
不

良
＞

＜
検

査
管

理
不

良
＞

無

6
月

3
日

、
車

両
修

理
の

た
め

容
器

か
ら

液
化

酸
素

を
抜

い
て

い
た

と
こ

ろ
、

ポ
ン

プ
吐

出
側

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
溶

接
部

か
ら

漏
れ

を
確

認
し

た
。

バ
イ

パ
ス

弁
を

閉
じ

て
漏

れ
を

止
め

、
保

安
上

問
題

の
な

い
状

態
で

保
管

し
た

。
6
月

5
日

、
県

に
よ

る
保

安
検

査
時

に
漏

え
い

の
旨

の
報

告
を

県
が

受
け

た
。

事
故

届
の

提
出

を
県

が
指

示
し

た
。

6
月

1
0
日

、
事

故
届

を
提

出
し

た
。

原
因

は
、

繰
り

返
し

応
力

に
よ

る
材

料
の

疲
労

破
壊

で
あ

る
と

推
定

さ
れ

る
。

1
4

2
0
1
5

-
1
8
8

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
積

載
し

て
い

た
高

圧
ガ

ス
容

器
の

落
下

2
0
1
5
/
6
/
8

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
容

器
が

危
険

な
状

態
に

な
っ

た
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無

販
売

店
職

員
が

車
両

に
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
0
本

、
2
0
kg

容
器

2
0
本

を
積

載
し

、
容

器
交

換
に

向
け

て
輸

送
し

て
い

た
。

黄
赤

点
滅

信
号

の
十

字
交

差
点

を
一

時
停

止
し

、
左

右
を

確
認

し
通

行
中

に
、

右
か

ら
通

行
し

て
き

た
軽

乗
用

車
が

容
器

車
両

に
衝

突
し

た
。

そ
の

際
、

5
0
kg

容
器

1
5
本

、
2
0
kg

容
器

1
1
本

が
道

路
上

に
落

下
し

た
。

落
下

容
器

に
損

傷
は

な
く
、

ま
た

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

す
る

こ
と

も
な

か
っ

た
。

そ
の

後
、

警
察

署
に

連
絡

し
、

同
道

路
を

一
時

通
行

止
め

に
し

た
。

こ
の

間
、

別
の

販
売

店
職

員
が

現
場

に
行

き
、

容
器

を
回

収
し

た
。

職
員

は
、

容
器

回
収

後
、

周
囲

の
安

全
を

確
認

し
、

現
場

か
ら

離
れ

た
。

同
道

路
の

通
行

止
め

は
1
0
時

3
0
分

に
解

消
さ

れ
た

。
激

突
し

た
運

転
手

は
打

撲
傷

を
負

っ
た

。
原

因
は

、
十

字
路

の
交

差
点

を
走

行
中

に
、

右
か

ら
出

て
き

た
車

に
よ

る
衝

突
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

事
故

の
再

発
防

止
に

向
け

た
安

全
運

転
を

徹
底

す
る

。

1
5

2
0
1
5

-
1
9
2

移
動

移
動

中
の

L
P

ガ
ス

容
器

転
倒

に
よ

る
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
1
2

三 重 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
荷

役
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

販
売

店
の

容
器

置
き

場
に

て
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

を
配

送
車

に
載

せ
る

た
め

に
動

か
そ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

誤
っ

て
容

器
を

倒
し

(2
回

繰
り

返
す

)、
3
回

目
に

倒
し

た
時

、
何

か
の

理
由

で
ガ

ス
バ

ル
ブ

が
開

き
(容

器
の

保
護

キ
ャ

ッ
プ

は
閉

ま
っ

た
ま

ま
)、

容
器

内
の

ガ
ス

が
噴

射
し

た
。

多
量

に
ガ

ス
が

噴
射

し
た

た
め

、
バ

ル
ブ

を
閉

め
ざ

る
を

得
ず

、
保

護
キ

ャ
ッ

プ
を

回
し

て
バ

ル
ブ

を
閉

め
、

ガ
ス

の
噴

出
は

収
ま

っ
た

。
(軍

手
は

し
て

い
た

)時
間

に
し

て
約

1
分

と
思

わ
れ

る
。

バ
ル

ブ
を

閉
め

た
際

、
作

業
者

が
両

手
に

凍
傷

を
負

っ
た

(入
院

な
し

、
通

院
の

み
。

)。
原

因
は

、
容

器
が

転
倒

し
た

際
、

保
護

キ
ャ

ッ
プ

は
閉

ま
っ

た
ま

ま
だ

っ
た

が
、

指
が

引
っ

掛
か

っ
た

等
の

何
ら

か
の

影
響

で
、

バ
ル

ブ
が

緩
ん

だ
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

容
器

を
取

り
扱

う
際

に
は

細
心

の
注

意
を

払
う

よ
う

再
確

認
す

る
。

1
6

2
0
1
5

-
1
9
9

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
積

載
し

て
い

た
高

圧
ガ

ス
容

器
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
6
/
1
9

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店
容

器
本

体

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
自

損
）

無

2
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
(L

P
ガ

ス
容

器
7
5
本

積
載

)が
1
0
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
へ

追
突

し
た

こ
と

に
よ

り
、

2ト
ン

ト
ラ

ッ
ク

か
ら

L
P

ガ
ス

容
器

8
本

が
道

路
上

に
落

下
し

た
。

う
ち

1
本

が
さ

ら
に

高
架

下
の

道
路

に
落

下
し

、
全

量
漏

え
い

し
た

。
運

転
手

1
名

が
死

亡
し

た
。

原
因

は
、

2
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
(L

P
ガ

ス
容

器
7
5
本

積
載

)が
1
0
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
へ

追
突

し
た

際
の

衝
撃

で
2
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
の

荷
台

に
固

定
さ

れ
た

容
器

が
外

れ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
回

収
さ

れ
た

2
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
の

ス
ピ

ー
ド

メ
ー

タ
ー

の
指

示
が

1
1
0
km

/
h
で

止
ま

っ
て

い
る

た
め

、
衝

突
時

の
2
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
の

速
度

が
1
1
0
km

/
h
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

交
通

事
故

の
原

因
に

つ
い

て
は

、
警

察
で

調
査

中
で

あ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
7

2
0
1
5

-
2
0
3

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
積

載
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

火
災

2
0
1
5
/
6
/
2
5

静 岡 県
1

0
0

1
液

化
石

油
ガ

ス

Ｂ １
漏

洩
火

災
販

売
店

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

不
明

販
売

店
の

従
業

員
が

、
6
月

2
5
日

(木
)午

前
9
時

頃
、

L
P

ガ
ス

販
売

店
へ

L
P

ガ
ス

の
配

送
を

行
っ

た
後

、
残

ガ
ス

容
器

等
を

積
載

し
、

当
該

販
売

店
を

出
発

し
た

。
積

載
容

器
は

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

4
2
本

、
2
0
kg

容
器

1
本

、
1
5
kg

容
器

8
本

、
計

5
1
本

(残
ガ

ス
容

器
等

)で
あ

っ
た

。
午

前
9
時

1
5
分

頃
、

オ
ー

ト
ガ

ス
ス

タ
ン

ド
へ

立
ち

寄
り

、
書

類
を

受
領

し
て

か
ら

、
販

売
店

へ
向

け
て

出
発

し
た

。
午

前
9
時

4
5
分

、
当

該
配

送
車

が
国

道
の

第
1
車

線
を

走
行

中
に

、
交

差
点

に
お

い
て

、
左

か
ら

交
差

点
に

進
入

し
て

き
た

普
通

乗
用

車
が

当
該

配
送

車
側

面
に

衝
突

し
た

。
配

送
車

は
衝

突
に

よ
り

交
差

点
か

ら
約

2
0
メ

ー
ト

ル
付

近
で

横
転

し
、

積
載

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

容
器

が
散

乱
し

た
。

横
転

し
た

配
送

車
は

元
の

状
態

に
戻

り
、

蛇
行

(第
1
車

線
か

ら
第

2
車

線
へ

入
り

、
そ

の
後

、
再

び
第

1
車

線
へ

戻
る

)し
な

が
ら

、
交

差
点

か
ら

約
6
0
メ

ー
ト

ル
先

の
国

道
左

側
フ

ェ
ン

ス
に

衝
突

し
て

停
車

し
た

(配
送

車
右

側
面

に
道

路
と

接
触

し
た

痕
跡

が
残

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

第
2
車

線
に

移
行

し
な

が
ら

、
一

度
右

側
に

横
転

し
、

再
び

元
の

体
制

に
戻

っ
て

走
行

を
続

け
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

)。
配

送
車

が
横

転
し

た
際

(具
体

的
に

は
不

明
)

に
、

積
載

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

容
器

(残
ガ

ス
容

器
)が

道
路

面
に

落
下

し
、

落
下

し
た

衝
撃

に
よ

り
バ

ル
ブ

付
近

を
損

傷
ま

た
は

バ
ル

ブ
の

緩
み

が
生

じ
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
L
P

ガ
ス

容
器

ま
た

は
車

両
か

ら
発

生
し

た
金

属
火

花
が

、
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

、
3
～

4
本

の
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

発
火

し
た

。
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
発

火
に

よ
り

、
周

辺
に

散
乱

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

容
器

が
炙

ら
れ

、
6
本

の
L
P

ガ
ス

容
器

が
破

裂
し

、
炎

上
し

た
。

な
お

、
破

裂
し

た
容

器
6
本

は
炎

上
し

た
配

送
車

の
近

く
に

散
乱

し
て

い
た

。
上

記
の

事
象

が
火

元
に

な
り

、
配

送
車

に
延

焼
、

炎
上

し
、

運
転

手
が

焼
死

す
る

と
と

も
に

、
周

辺
施

設
に

物
的

被
害

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

落
下

の
衝

撃
に

よ
り

、
L
P

ガ
ス

容
器

の
バ

ル
ブ

付
近

の
損

傷
ま

た
は

バ
ル

ブ
の

緩
み

が
生

じ
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

配
送

車
車

体
と

道
路

に
接

触
し

た
際

に
生

じ
た

火
花

、
ま

た
は

ト
ラ

ッ
ク

の
電

気
系

統
か

ら
生

じ
た

火
花

の
い

ず
れ

か
が

着
火

源
と

な
り

、
漏

え
い

し
た

L
P

ガ
ス

に
着

火
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

高
圧

ガ
ス

の
運

搬
時

(移
動

)に
係

る
技

術
上

の
基

準
等

を
遵

守
す

る
た

め
の

保
安

講
習

の
継

続
実

施
を

徹
底

す
る

。
ま

た
、

交
通

事
故

防
止

の
た

め
の

安
全

運
転

講
習

の
継

続
実

施
を

徹
底

す
る

。

1
8

2
0
1
5

-
2
0
4

移
動

液
化

酸
素

ロ
ー

リ
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
6
/
2
5

大 阪 府
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

運
送

フ
レ

キ
シ

ブ
ル チ

ュ
ー

ブ

＜
荷

役
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

ロ
ー

リ
の

荷
卸

し
後

に
異

常
が

な
い

か
確

認
作

業
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ホ

ー
ス

部
に

付
着

し
た

霜
の

中
に

湿
っ

て
い

る
部

分
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

事
業

所
に

帰
所

し
、

液
抜

き
後

に
検

査
会

社
に

て
検

査
を

行
っ

た
結

果
、

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

1
9

2
0
1
5

-
2
0
8

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
の

道
路

脇
転

落

2
0
1
5
/
6
/
3
0

青 森 県
0

0
0

0

液
化

石
油

ガ
ス

、
プ

ロ
パ

ン

Ｃ

そ
の

他
（
容

器
が

危
険

な
状

態
と

な
っ

た
）

運
送

容
器

本
体

、
タ

ン
ク

ロ
ー

リ

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
自

損
）

無

充
て

ん
所

へ
積

み
込

み
に

向
か

う
走

行
途

中
、

道
路

上
へ

の
小

動
物

の
飛

び
出

し
を

避
け

よ
う

と
左

路
肩

に
ハ

ン
ド

ル
を

取
ら

れ
、

左
道

路
下

に
転

落
し

、
高

圧
ガ

ス
容

器
(タ

ン
ク

ロ
ー

リ
)が

危
険

な
状

態
と

な
っ

た
。

事
故

現
場

付
近

に
差

し
掛

か
り

、
上

り
の

緩
い

右
カ

ー
ブ

手
前

で
、

急
に

右
側

方
向

よ
り

小
動

物
が

自
社

車
両

に
向

か
っ

て
飛

び
出

し
て

く
る

の
を

確
認

し
、

慌
て

て
左

へ
ハ

ン
ド

ル
操

作
し

衝
突

を
回

避
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
左

前
輪

が
舗

装
路

面
よ

り
逸

脱
し

た
ま

ま
ハ

ン
ド

ル
を

取
ら

れ
て

し
ま

っ
た

。

2
0

2
0
1
5

-
2
6
3

移
動

交
通

事
故

に
よ

る
積

載
し

て
い

た
高

圧
ガ

ス
容

器
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
1
2

神 奈 川 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
漏

洩
運

送

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
荷

役
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無

発
生

場
所

に
て

、
路

肩
に

停
車

し
て

ガ
ス

交
換

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
空

の
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

を
ト

ラ
ッ

ク
の

ゲ
ー

ト
に

載
せ

る
時

に
、

後
ろ

か
ら

来
た

自
動

車
に

追
突

さ
れ

た
。

そ
の

衝
撃

で
荷

台
に

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
0
本

が
道

路
に

落
下

し
、

う
ち

1
本

の
容

器
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

を
安

全
な

場
所

に
移

動
し

た
。

警
察

・
消

防
に

連
絡

し
た

。
原

因
は

、
運

転
手

の
脇

見
運

転
で

あ
る

。

2
1

2
0
1
5

-
3
1
1

移
動

車
両

に
積

載
し

て
い

た
容

器
が

転
倒

し
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
9
/
8

茨 城 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

運
送

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
移

動
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

配
送

の
た

め
、

液
化

窒
素

L
G

C
容

器
1
本

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
本

、
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

を
積

載
し

走
行

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

容
器

固
定

ロ
ー

プ
が

緩
み

、
液

化
窒

素
容

器
が

転
倒

し
た

。
車

両
後

部
側

板
に

容
器

上
部

液
面

計
が

接
触

し
た

た
め

、
液

面
計

が
破

損
し

、
充

て
ん

さ
れ

て
い

た
液

化
窒

素
が

全
量

漏
え

い
し

た
。

公
園

駐
車

場
に

移
動

さ
せ

、
公

園
事

務
所

に
て

消
防

に
連

絡
し

た
。

原
因

は
、

締
め

付
け

不
備

に
よ

る
転

倒
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

走
行

前
に

容
器

固
定

の
点

検
確

認
を

十
分

に
行

う
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
2

2
0
1
5

-
3
1
5

移
動

車
両

に
積

載
し

た
L
P

ガ
ス

容
器

が
落

下
し

破
損

2
0
1
5
/
9
/
1
8

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

破
裂

破
損

等

販
売

店
容

器
本

体

＜
移

動
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

車
両

(軽
ト

ラ
ッ

ク
)の

荷
台

に
容

器
を

載
せ

て
運

搬
し

て
移

動
し

た
際

、
交

差
点

で
左

折
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
荷

台
に

載
せ

て
い

た
容

器
の

う
ち

5
0
kg

容
器

2
本

が
落

下
し

、
さ

ら
に

、
信

号
待

ち
し

て
い

た
車

の
タ

イ
ヤ

に
当

た
っ

た
。

こ
の

落
下

に
よ

り
、

落
下

し
た

2
本

の
容

器
の

う
ち

、
1
本

の
容

器
の

ネ
ッ

ク
部

分
が

曲
が

っ
た

。
も

う
1
本

の
ほ

う
に

は
異

常
は

な
か

っ
た

。
ま

た
、

容
器

の
損

傷
以

外
の

物
的

被
害

は
な

く
、

人
的

被
害

や
容

器
か

ら
の

ガ
ス

漏
れ

も
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

車
両

へ
容

器
を

積
載

し
た

際
に

、
荷

台
へ

の
容

器
の

固
定

が
不

十
分

だ
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

充
て

ん
容

器
等

を
車

両
に

積
載

し
て

移
動

す
る

際
に

は
、

容
器

の
固

定
状

況
を

必
ず

確
認

す
る

こ
と

を
徹

底
す

る
。

2
3

2
0
1
5

-
3
4
4

移
動

移
動

中
に

お
け

る
高

圧
ガ

ス
容

器
の

落
下

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
1
5

山 梨 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
自

損
）

無

消
費

者
か

ら
回

収
し

た
残

ガ
ス

容
器

(5
0
kg

×
2
2
本

、
2
0
kg

×
3
本

、
3
0
kg

×
1
本

)を
移

動
用

車
両

に
積

載
し

自
社

へ
運

搬
中

、
脇

見
運

転
に

よ
り

道
路

左
側

の
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
に

衝
突

し
、

そ
の

弾
み

で
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
に

乗
り

上
げ

て
車

両
が

横
転

し
た

。
積

載
し

て
い

た
容

器
が

路
上

に
落

下
し

、
そ

の
衝

撃
で

3
本

の
容

器
の

キ
ャ

ッ
プ

内
バ

ル
ブ

が
緩

み
、

少
量

の
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

運
転

手
が

、
漏

え
い

し
た

3
本

の
容

器
の

バ
ル

ブ
を

手
動

で
閉

じ
、

他
の

落
下

し
た

容
器

も
自

身
で

道
路

脇
に

寄
せ

て
警

察
へ

連
絡

し
た

。
現

場
は

約
3
時

間
片

側
交

互
通

行
と

な
っ

た
。

2
4

2
0
1
5

-
4
1
4

移
動

高
圧

ガ
ス

容
器

運
搬

中
の

交
通

事
故

2
0
1
5
/
1
2
/
1
4

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
高

圧
ガ

ス
容

器
が

危
険

な
状

態
と

な
っ

運
送

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
自

損
）

無

容
器

所
有

者
か

ら
委

託
を

受
け

た
配

送
業

者
が

、
3
tト

ラ
ッ

ク
に

よ
り

L
P

ガ
ス

容
器

(2
0
kg

×
2
5
本

、
5
0
kg

×
1
5
本

)を
配

送
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
自

損
事

故
(見

通
し

の
悪

い
場

所
で

カ
ー

ブ
を

曲
が

り
き

れ
ず

横
転

)を
起

こ
し

、
L
P

ガ
ス

容
器

を
散

乱
さ

せ
た

。
容

器
は

消
費

者
宅

か
ら

回
収

し
た

残
ガ

ス
容

器
で

あ
り

、
ガ

ス
の

漏
え

い
は

な
か

っ
た

。
な

お
、

運
搬

時
は

関
係

法
令

に
従

い
、

縦
置

き
し

、
ベ

ル
ト

に
よ

り
容

器
を

車
両

に
緊

縛
し

て
い

た
。

散
乱

し
た

容
器

は
別

の
車

両
で

す
べ

て
回

収
し

た
。

原
因

は
、

発
生

場
所

が
長

い
上

り
坂

か
ら

下
り

坂
に

か
か

る
坂

の
頂

上
付

近
で

見
通

し
が

悪
い

こ
と

か
ら

運
転

操
作

を
誤

り
、

自
損

の
交

通
事

故
を

起
こ

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
事

故
の

原
因

と
事

故
防

止
対

策
を

策
定

し
て

運
転

者
へ

の
安

全
運

転
教

育
を

行
い

、
再

発
防

止
に

努
め

て
い

く
。
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平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(3

)災
害

事
故

：
消

費
中

の
事

故

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
5
-

0
0
6

消
費

火
災

に
よ

り
容

器
が

被
災

2
0
1
5
/
1
/
1
1

神 奈 川 県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

、
炭

酸
ガ

ス

Ｃ
火

災
自

動
車

容
器

本
体

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

ブ レ
ー

カ
ー

漏
電

に
よ

り
、

火
災

が
発

生
し

、
建

物
が

全
焼

し
た

。
そ

の
際

、
炎

に
熱

せ
ら

れ
た

酸
素

・
ア

セ
チ

レ
ン

・
炭

酸
ガ

ス
容

器
の

溶
栓

(ヒ
ュ

ー
ズ

メ
タ

ル
)が

溶
解

ま
た

は
破

裂
板

が
破

裂
し

、
ガ

ス
が

噴
出

し
た

。

2
2
0
1
5
-

0
0
8

消
費

積
雪

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
/
1
5

秋 田 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
消

費
中

＞

＜
自

然
災

害
＞

（
雪

害
）

無

施
設

の
勝

手
口

風
除

室
が

屋
根

の
積

雪
に

よ
り

倒
壊

し
た

。
付

近
に

設
置

し
て

あ
っ

た
供

給
設

備
を

薙
ぎ

倒
し

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

に
つ

い
て

、
調

整
器

が
破

損
し

て
L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
容

器
を

回
収

し
た

と
こ

ろ
、

1
5
kg

の
ガ

ス
が

残
っ

て
お

り
、

推
定

漏
え

い
量

は
5
kg

と
考

え
ら

れ
る

。
原

因
は

、
屋

根
の

積
雪

に
よ

り
、

施
設

の
勝

手
口

風
除

室
が

倒
壊

し
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

。
周

囲
の

積
雪

は
、

1
4
0
c
m

く
ら

い
だ

っ
た

。
今

後
は

、
積

雪
時

の
除

雪
を

早
め

る
よ

う
消

費
者

に
お

願
い

を
し

た
。

ま
た

、
容

器
置

き
場

の
変

更
を

す
る

こ
と

と
し

た
。

3
2
0
1
5
-

0
1
1

消
費

火
災

に
よ

り
L
P

ガ
ス

容
器

お
よ

び
ホ

ー
ス

が
被

災

2
0
1
5
/
1
/
1
8

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

火
災

そ
の

他
（
畜

産
）

容
器

本
体

、
調

整
器

、
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

無

豚
舎

内
に

お
い

て
、

電
気

式
暖

房
機

器
ブ

ル
ー

ダ
ー

の
漏

電
に

よ
る

火
災

の
た

め
、

豚
舎

内
に

設
置

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
式

暖
房

機
器

ブ
ル

ー
ダ

ー
用

L
P

ガ
ス

の
容

器
高

圧
ホ

ー
ス

が
熱

に
よ

り
溶

け
て

、
L
P

ガ
ス

が
全

量
漏

出
す

る
と

と
も

に
、

容
器

が
焼

損
し

た
。

養
豚

業
者

が
作

業
中

に
出

火
に

気
づ

き
、

1
1
9
番

通
報

し
た

が
、

豚
舎

1
棟

3
0
0
m

2
を

全
焼

し
た

。
原

因
は

、
電

気
の

漏
電

に
よ

る
火

災
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

4
2
0
1
5
-

0
1
2

消
費

切
断

作
業

に
お

け
る

爆
発

2
0
1
5
/
1
/
2
2

新 潟 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

爆
発

建
設

ホ
ー

ス

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

摩
擦

熱
、

断
熱

圧
縮

酸
素

・
ア

セ
チ

レ
ン

で
ガ

ス
切

断
解

体
作

業
を

朝
か

ら
行

い
、

一
旦

作
業

が
終

了
し

、
ホ

ー
ス

等
を

取
り

外
し

た
が

、
再

度
切

断
解

体
作

業
を

開
始

す
る

こ
と

と
な

り
、

ホ
ー

ス
、

調
整

器
等

を
セ

ッ
ト

し
直

し
た

。
ま

ず
、

酸
素

7
m

3
容

器
の

バ
ル

ブ
を

開
と

し
た

と
こ

ろ
、

突
然

立
て

続
け

に
2
回

爆
発

音
が

し
て

、
酸

素
の

ホ
ー

ス
が

数
か

所
に

わ
た

っ
て

破
裂

し
た

。
消

費
形

態
は

、
酸

素
容

器
に

調
整

器
を

つ
け

、
2
m

の
ホ

ー
ス

を
接

続
し

、
さ

ら
に

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

で
2
0
m

の
ホ

ー
ス

を
繋

ぎ
、

吹
管

を
付

け
た

も
の

で
あ

る
。

な
お

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

の
バ

ル
ブ

は
閉

状
態

で
あ

る
。

事
業

者
は

、
容

器
を

使
用

す
る

際
、

酸
素

の
調

整
器

を
0
.6

M
P

aに
固

定
し

、
容

器
元

弁
の

み
開

閉
し

て
い

た
。

原
因

は
、

容
器

元
弁

を
開

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
急

激
に

ホ
ー

ス
内

に
酸

素
が

流
入

し
、

断
熱

圧
縮

お
よ

び
摩

擦
熱

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

ホ
ー

ス
内

の
可

燃
性

異
物

が
爆

発
し

、
続

い
て

爆
発

に
よ

る
加

圧
が

初
期

の
断

熱
圧

縮
お

よ
び

摩
擦

熱
に

加
わ

り
、

末
端

側
に

点
在

す
る

可
燃

性
異

物
が

爆
発

し
た

(2
回

目
の

爆
発

)も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
特

に
継

手
に

よ
り

ホ
ー

ス
内

径
が

挟
ま

る
と

こ
ろ

や
ホ

ー
ス

が
曲

が
っ

て
い

た
と

こ
ろ

で
は

よ
り

多
く
の

摩
擦

熱
が

発
生

し
、

大
き

な
力

が
ホ

ー
ス

に
か

か
り

破
裂

口
も

長
く
な

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
正

し
い

操
作

方
法

お
よ

び
日

常
点

検
を

実
施

す
る

。

5
2
0
1
5
-

0
1
3

消
費

食
品

会
社

で
の

燃
焼

中
の

C
O

中
毒

2
0
1
5
/
1
/
2
3

福 岡 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他 （
C

O
中

毒
）

食
品

ガ
ス

レ
ン

ジ

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

ジ
ャ

ム
製

造
所

の
調

理
室

内
に

て
、

業
務

用
ガ

ス
レ

ン
ジ

を
燃

焼
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
従

業
員

が
体

調
不

良
を

訴
え

病
院

に
搬

送
さ

れ
た

。
病

院
に

て
検

査
の

結
果

、
C

O
中

毒
と

の
診

断
で

あ
っ

た
。

C
O

検
知

器
、

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
は

設
置

し
て

い
た

が
、

作
動

し
な

か
っ

た
。

な
お

、
い

ず
れ

も
、

検
査

の
結

果
、

異
常

は
な

か
っ

た
。

事
故

時
、

換
気

扇
は

、
作

動
し

て
い

た
旨

の
回

答
を

従
業

員
か

ら
得

て
い

る
(給

気
は

自
然

給
気

式
)。

事
故

時
の

使
用

状
況

を
再

現
し

た
が

、
C

O
は

発
生

し
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

給
気

口
の

フ
ィ

ル
タ

ー
の

目
詰

ま
り

が
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

設
計

時
に

計
算

ミ
ス

が
あ

り
、

消
費

機
器

の
排

ガ
ス

量
に

対
す

る
排

気
風

量
が

不
足

し
て

お
り

、
給

気
口

と
排

気
口

に
適

切
な

離
隔

が
な

か
っ

た
。

以
上

の
原

因
に

よ
り

、
一

時
的

に
酸

素
不

足
等

が
発

生
し

た
た

め
、

不
完

全
燃

焼
が

生
じ

、
事

故
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
日

常
点

検
の

実
施

を
徹

底
す

る
。

②
給

気
フ

ィ
ル

タ
ー

の
交

換
周

期
を

早
め

る
。

③
給

気
と

排
気

が
確

実
に

行
わ

れ
る

よ
う

給
排

気
設

備
の

改
善

を
実

施
す

る
(排

気
フ

ァ
ン

の
風

量
を

増
や

す
。

給
気

口
を

排
気

口
か

ら
離

れ
た

位
置

に
増

設
し

、
給

排
気

の
シ

ョ
ー

ト
サ

ー
キ

ッ
ト

を
防

止
す

る
。

)。
④

C
O

警
報

器
を

増
設

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

6
2
0
1
5
-

0
2
1

消
費

火
災

に
よ

り
高

圧
ガ

ス
容

器
が

被
災

2
0
1
5
/
1
/
2
9

神 奈 川 県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

液
化

石
油

ガ
ス

、
酸

素

Ｃ
火

災
そ

の
他

（
商

店
）

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
周

辺
火

災
）

無

営
業

所
内

に
骨

組
設

置
の

た
め

、
現

場
作

業
員

が
電

気
に

よ
る

ア
ー

ク
溶

接
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
火

花
に

よ
り

品
物

へ
引

火
し

た
。

消
火

器
で

消
火

活
動

を
し

た
が

、
火

が
大

き
く
、

火
災

が
発

生
し

た
。

容
器

置
き

場
ま

で
延

焼
し

、
容

器
が

焼
損

し
た

ほ
か

、
容

器
安

全
弁

お
よ

び
溶

栓
が

作
動

し
、

ガ
ス

が
放

出
さ

れ
た

。
原

因
は

、
火

災
に

よ
り

容
器

が
過

熱
さ

れ
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
安

全
弁

・
溶

栓
が

作
動

し
、

ガ
ス

が
噴

出
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

7
2
0
1
5
-

0
2
3

消
費

車
両

衝
突

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
2
/
1

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無

道
沿

い
の

民
家

に
設

置
さ

れ
て

い
る

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

に
自

動
車

が
誤

っ
て

接
触

し
、

調
整

器
等

が
損

傷
し

た
。

そ
の

衝
撃

で
メ

ー
タ

ー
が

停
止

し
、

警
報

器
が

作
動

し
た

。
警

報
に

気
づ

い
た

消
費

者
が

現
場

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

が
転

倒
し

、
そ

の
衝

撃
で

バ
ル

ブ
が

緩
み

、
中

の
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

た
た

め
、

隣
人

の
協

力
を

得
て

閉
栓

の
う

え
、

警
察

お
よ

び
販

売
店

へ
通

報
し

た
。

同
事

業
者

が
調

整
器

お
よ

び
低

圧
ホ

ー
ス

を
交

換
の

う
え

、
ガ

ス
漏

え
い

試
験

を
実

施
し

、
以

後
、

ガ
ス

の
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

済
(本

事
故

に
伴

う
ガ

ス
の

漏
え

い
量

は
不

明
。

)で
あ

る
。

原
因

は
、

自
動

車
の

接
触

(交
通

事
故

)に
伴

い
、

L
P

ガ
ス

容
器

が
転

倒
し

、
そ

の
衝

撃
に

よ
り

バ
ル

ブ
が

開
栓

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
そ

の
後

、
す

べ
て

の
配

管
の

更
新

を
行

い
、

ま
た

、
L
P

ガ
ス

容
器

を
5
0
kg

容
器

か
ら

2
0
kg

容
器

へ
と

取
り

替
え

た
。

8
2
0
1
5
-

0
2
5

消
費

圧
力

釜
使

用
中

の
C

O
中

毒
2
0
1
5
/
2
/
2

長 野 県
0

0
2

2
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
中

毒
）

そ
の

他
（
役

所
）

圧
力

釜

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

味
噌

作
り

の
た

め
に

圧
力

釜
で

大
豆

を
煮

て
い

た
と

こ
ろ

、
火

が
弱

く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

い
た

1
人

が
火

を
止

め
よ

う
と

し
て

ガ
ス

栓
を

操
作

し
た

が
、

誤
っ

て
ガ

ス
栓

を
開

放
側

へ
回

し
て

し
ま

っ
た

。
そ

の
後

、
別

室
で

作
業

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
漏

れ
警

報
器

が
作

動
し

た
た

め
、

利
用

者
が

ガ
ス

栓
を

閉
め

て
換

気
を

行
っ

た
。

そ
の

作
業

中
に

2
名

が
体

調
不

良
を

訴
え

た
た

め
、

救
急

車
で

病
院

へ
搬

送
し

、
両

名
と

も
一

酸
化

炭
素

中
毒

と
診

断
さ

れ
た

。
こ

の
冬

一
番

の
冷

え
込

み
と

な
っ

た
た

め
、

施
設

利
用

者
は

換
気

を
行

わ
ず

に
作

業
を

行
っ

て
い

た
。

原
因

は
、

長
時

間
換

気
を

せ
ず

に
大

量
の

L
P

ガ
ス

を
使

用
し

続
け

た
た

め
、

加
工

室
内

の
酸

素
が

不
足

し
、

不
完

全
燃

焼
を

引
き

起
こ

し
た

も
の

と
推

測
さ

れ
る

。
ガ

ス
噴

出
に

よ
る

警
報

器
の

作
動

は
、

利
用

者
の

ガ
ス

栓
の

誤
開

放
が

原
因

と
思

わ
れ

る
。

今
後

は
、

①
施

設
利

用
者

へ
換

気
を

徹
底

す
る

よ
う

注
意

喚
起

す
る

(代
表

者
へ

の
指

導
、

口
頭

お
よ

び
チ

ラ
シ

で
の

注
意

喚
起

、
張

り
紙

の
掲

示
)。

②
C

O
警

報
器

を
設

置
す

る
。

③
新

型
ガ

ス
警

報
器

へ
の

更
新

を
検

討
す

る
。

9
2
0
1
5
-

0
2
6

消
費

溶
融

釜
の

試
運

転
中

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
2
/
3

香 川 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

建
設

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
種

火

翌
日

使
用

予
定

の
車

載
し

た
路

面
標

示
用

塗
料

の
溶

融
釜

を
試

運
転

の
た

め
、

種
火

を
着

火
源

に
持

っ
て

い
っ

た
と

こ
ろ

、
漏

え
い

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

に
引

火
し

、
作

業
者

が
顔

面
等

に
火

傷
を

負
っ

た
。

原
因

は
、

作
業

員
が

社
内

で
定

め
ら

れ
た

2
次

バ
ル

ブ
の

閉
止

確
認

を
行

わ
ず

に
、

種
火

を
着

火
部

に
近

づ
け

た
た

め
、

漏
え

い
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

に
引

火
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

社
内

で
定

め
ら

れ
た

手
順

お
よ

び
規

程
の

順
守

の
徹

底
を

従
業

員
に

指
示

す
る

。

1
0

2
0
1
5
-

0
2
7

消
費

溶
断

作
業

中
の

逆
火

に
よ

る
火

災
2
0
1
5
/
2
/
3

広 島 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
そ

の
他

（
農

業
）

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
逆

火
）

1
6
時

1
5
分

頃
、

関
係

者
が

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
を

使
用

し
て

鉄
骨

材
(L

字
鋼

材
)の

溶
断

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

、
「
パ

ン
」
と

い
う

破
裂

音
の

後
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
に

取
り

付
け

た
調

整
器

か
ら

炎
が

出
て

い
る

の
に

気
づ

い
た

。
濡

れ
タ

オ
ル

で
消

火
を

試
み

た
が

消
火

で
き

ず
、

次
に

調
整

器
を

外
そ

う
と

し
た

た
め

に
火

の
勢

い
が

増
し

、
火

炎
は

約
2
m

の
高

さ
ま

で
噴

き
上

が
っ

た
。

近
く

に
あ

っ
た

高
圧

洗
車

機
を

使
用

し
て

放
水

し
、

消
火

後
に

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
て

、
消

防
へ

通
報

し
た

。
こ

の
火

災
で

ア
セ

チ
レ

ン
4
kg

容
器

、
酸

素
7
m

3
容

器
各

1
本

、
調

整
器

2
個

、
ツ

イ
ン

ゴ
ム

ホ
ー

ス
1
本

、
容

器
台

車
を

焼
損

し
た

。
関

係
者

は
、

平
成

7
年

か
ら

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
を

消
費

し
て

い
た

が
、

逆
火

防
止

装
置

は
付

い
て

い
る

も
の

と
思

い
こ

ん
で

い
た

。
高

圧
ガ

ス
販

売
事

業
所

は
、

平
成

7
年

か
ら

周
知

す
る

こ
と

を
怠

り
販

売
し

て
い

た
。

今
後

は
、

当
事

業
所

で
の

ア
セ

チ
レ

ン
等

の
使

用
を

一
切

行
わ

な
い

こ
と

と
す

る
。

1
1

2
0
1
5
-

0
3
0

消
費

点
火

ミ
ス

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い
爆

発
2
0
1
5
/
2
/
6

千 葉 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

爆
発

食
品

バ
ー

ナ
ー

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
裸

火
煎

餅
製

造
工

場
に

て
、

煎
餅

を
乾

燥
さ

せ
る

た
め

に
バ

ー
ナ

ー
に

点
火

す
る

際
に

、
点

火
確

認
が

不
十

分
で

、
着

火
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

そ
の

後
、

再
度

点
火

作
業

を
行

っ
た

際
に

滞
留

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

に
引

火
し

爆
発

し
た

。
今

後
、

点
火

の
際

の
確

認
を

十
分

行
う

よ
う

指
示

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2

2
0
1
5
-

0
3
2

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

加
熱

に
よ

る
漏

え
い

火
災

2
0
1
5
/
2
/
9

岐 阜 県
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
建

設
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
裸

火
2
tト

ラ
ッ

ク
に

圧
縮

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
4
0
kg

容
器

7
本

、
酸

素
4
0
kg

容
器

3
本

を
積

載
し

、
建

設
現

場
に

て
、

ガ
ス

の
出

を
よ

く
す

る
た

め
に

圧
縮

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
の

容
器

を
シ

ー
ト

で
覆

い
、

電
気

ス
ト

ー
ブ

で
温

め
て

い
た

と
こ

ろ
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
に

引
火

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
が

漏
れ

（
ど

こ
か

ら
か

不
明

）
、

シ
ー

ト
内

に
滞

留
し

た
た

め
引

火
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

1
3

2
0
1
5
-

0
3
8

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
爆

発
2
0
1
5
/
2
/
2
4

秋 田 県
0

2
2

4
ア

セ
チ

レ
ン

Ｂ １
漏

洩
爆

発
建

設
調

査
中

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

調
査

中

老
人

ホ
ー

ム
建

設
現

場
で

圧
接

作
業

を
行

う
作

業
員

4
名

が
作

業
に

使
用

す
る

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
.2

kg
容

器
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
を

積
載

し
た

幌
付

き
ト

ラ
ッ

ク
お

よ
び

ワ
ゴ

ン
車

に
分

か
れ

て
車

内
で

休
憩

を
取

っ
た

後
、

ト
ラ

ッ
ク

に
乗

っ
て

い
た

1
名

が
荷

台
に

乗
り

何
ら

か
の

作
業

を
行

っ
て

い
た

と
こ

ろ
、

荷
台

の
幌

内
部

に
充

満
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

が
発

火
・
爆

発
し

た
。

事
故

当
日

は
、

ト
ラ

ッ
ク

の
荷

台
に

固
定

し
た

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
お

よ
び

酸
素

の
容

器
に

調
整

器
を

取
り

つ
け

、
溶

接
用

ホ
ー

ス
を

2
階

天
井

部
分

ま
で

延
長

し
、

鉄
筋

の
加

工
を

行
っ

て
い

た
も

の
で

、
事

故
発

生
は

、
3
0
分

間
の

休
憩

終
了

間
際

と
み

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

事
故

に
よ

り
荷

台
の

作
業

員
1
名

が
身

体
の

表
面

7
2
％

を
火

傷
し

重
体

、
ト

ラ
ッ

ク
に

い
た

も
う

1
名

が
眼

球
(白

目
)を

負
傷

し
重

傷
、

ワ
ゴ

ン
車

に
い

た
1
名

が
火

を
消

そ
う

と
し

た
際

に
手

に
全

治
1
週

間
の

火
傷

を
負

い
、

も
う

1
名

が
爆

発
の

際
に

車
両

の
窓

ガ
ラ

ス
を

浴
び

て
1
針

の
軽

傷
を

負
っ

た
。

ま
た

、
現

場
か

ら
1
0
0
m

の
小

学
校

校
舎

の
窓

ガ
ラ

ス
2
枚

が
破

損
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

1
4

2
0
1
5
-

0
4
9

消
費

溶
断

作
業

中
の

逆
火

に
よ

る
火

災
2
0
1
5
/
2
/
2
7

愛 知 県
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
廃

品
回

収
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞

＜
不

良
行

為
＞

裸
火

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
を

消
費

し
て

ド
ラ

ム
缶

を
溶

断
す

る
際

に
逆

火
防

止
器

を
使

用
し

て
お

ら
ず

、
ア

セ
チ

レ
ン

が
吹

管
か

ら
ゴ

ム
ホ

ー
ス

に
逆

火
し

た
。

逆
火

に
よ

り
ゴ

ム
ホ

ー
ス

が
裂

け
、

漏
え

い
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

に
引

火
し

た
。

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
に

引
火

し
た

火
炎

に
よ

り
作

業
者

が
手

の
甲

、
脇

腹
お

よ
び

左
ほ

ほ
に

火
傷

を
負

っ
た

。

1
5

2
0
1
5
-

2
7
8

消
費

車
両

衝
突

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
4

岩 手 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
交

通
事

故
＞

無

販
売

事
業

者
に

消
費

先
の

職
員

か
ら

、
敷

地
内

の
ガ

ス
収

納
庫

に
自

動
車

の
飛

び
込

み
事

故
が

発
生

し
た

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
販

売
事

業
者

の
職

員
が

急
行

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

収
納

庫
の

右
側

が
破

損
す

る
と

と
も

に
、

ガ
ス

容
器

の
供

給
配

管
の

つ
な

ぎ
部

分
の

一
部

が
歪

み
、

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

て
い

た
。

よ
っ

て
、

応
急

措
置

の
う

え
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
周

囲
へ

の
影

響
は

な
く
、

漏
え

い
の

推
定

量
は

2
0
0
kg

未
満

で
あ

っ
た

。
そ

の
後

、
復

旧
工

事
を

行
い

、
ガ

ス
収

納
庫

を
新

し
く
す

る
と

と
も

に
、

車
止

め
を

新
設

し
、

今
後

の
自

動
車

の
飛

び
込

み
事

故
の

発
生

に
備

え
る

対
応

を
行

っ
た

。
原

因
は

、
消

費
者

の
自

動
車

の
運

転
ミ

ス
で

あ
る

。

1
6

2
0
1
5
-

0
5
6

消
費

暖
房

機
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災
2
0
1
5
/
3
/
7

佐 賀 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
畜

産
）

ブ ル
ー

ダ
ー

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
ブ

ル
ー

ダ
ー

の
安

全
装

置
が

作
動

し
な

か
っ

た
と

思
わ

れ
る

）

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
ラ

イ タ
ー

）

農
場

に
あ

る
鶏

舎
を

巡
回

中
の

農
場

長
が

養
鶏

用
暖

房
機

の
ブ

ル
ー

ダ
ー

に
火

が
つ

い
て

い
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

ラ
イ

タ
ー

で
点

火
し

た
。

着
火

を
確

認
し

た
1
～

2
秒

後
に

付
近

の
ヒ

ヨ
コ

の
囲

い
内

で
火

が
上

が
り

、
ブ

ル
ー

ダ
ー

付
近

に
あ

っ
た

暖
房

効
率

を
上

げ
る

カ
ー

テ
ン

に
引

火
し

、
燃

え
広

が
っ

た
。

そ
の

後
、

鉄
骨

平
屋

の
プ

レ
ハ

ブ
鶏

舎
約

1
千

平
方

メ
ー

ト
ル

が
全

焼
し

た
。

設
置

し
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
6
本

か
ら

ガ
ス

が
放

出
し

、
う

ち
1
本

は
破

裂
し

た
。

農
場

長
が

火
傷

を
負

い
、

鶏
舎

内
で

飼
育

さ
れ

て
い

た
約

4
,8

0
0
羽

の
雛

が
全

滅
し

た
。

原
因

は
、

現
場

が
全

焼
し

た
た

め
確

定
さ

せ
る

こ
と

は
出

来
な

い
が

、
負

傷
し

た
農

場
長

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
鶏

舎
入

り
口

か
ら

5
番

目
の

ブ
ル

ー
ダ

ー
が

点
火

し
て

お
ら

ず
、

ブ
ル

ー
ダ

ー
の

安
全

装
置

が
正

常
に

機
能

せ
ず

、
ガ

ス
が

漏
え

い
、

滞
留

し
、

ラ
イ

タ
ー

で
ブ

ル
ー

ダ
ー

に
着

火
し

た
火

が
ガ

ス
に

引
火

し
、

火
災

に
つ

な
が

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。

1
7

2
0
1
5
-

1
1
8

消
費

雪
囲

い
の

倒
壊

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
3
/
9

山 形 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
空

家
）

調
整

器

＜
貯

蔵
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
雪

囲
い

倒
壊

に
よ

る
外

部
衝

撃
）

無

1
9
時

3
8
分

に
近

隣
住

民
か

ら
警

察
署

に
ガ

ス
の

臭
い

が
す

る
と

1
1
0
番

通
報

が
あ

っ
た

。
消

防
本

部
に

は
1
9
時

4
0
分

、
販

売
店

に
は

1
9
時

5
0
分

に
警

察
署

か
ら

連
絡

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

現
場

に
急

行
し

た
。

現
場

に
て

、
調

整
器

破
損

が
原

因
で

ガ
ス

漏
え

い
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
到

着
し

た
警

察
官

が
ガ

ス
の

元
栓

を
閉

め
、

ガ
ス

の
漏

え
い

は
収

ま
っ

た
。

原
因

は
、

容
器

設
置

場
所

の
隣

の
倉

庫
に

設
置

さ
れ

た
雪

囲
い

が
倒

壊
し

、
調

整
器

を
破

壊
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

警
察

が
事

故
発

生
直

後
と

事
態

収
束

後
に

2
回

、
周

辺
住

宅
に

周
知

活
動

を
実

施
し

た
。

今
後

は
、

事
故

が
発

生
し

た
ア

パ
ー

ト
に

は
入

居
者

が
い

な
い

た
め

、
大

家
と

相
談

の
う

え
、

ガ
ス

の
供

給
設

備
を

一
時

撤
去

す
る

こ
と

と
す

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
8

2
0
1
5
-

0
5
9

消
費

バ
ル

ブ
か

ら
の

液
化

炭
酸

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
3
/
1
1

新 潟 県
0

0
1

1
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
病

院
）

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞

＜
設

計
不

良
＞

無

液
化

炭
酸

ガ
ス

に
よ

り
ド

ラ
イ

ア
イ

ス
を

製
造

す
る

機
器

を
使

用
中

、
容

器
交

換
の

際
に

、
新

し
い

容
器

の
バ

ル
ブ

保
護

キ
ャ

ッ
プ

を
外

そ
う

と
し

た
ら

バ
ル

ブ
も

共
回

り
し

、
バ

ル
ブ

か
ら

液
化

炭
酸

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
保

護
キ

ャ
ッ

プ
を

完
全

に
外

し
、

バ
ル

ブ
を

閉
止

す
る

ま
で

の
作

業
中

、
薄

い
ゴ

ム
手

袋
で

あ
っ

た
た

め
、

手
に

凍
傷

を
負

っ
た

。
原

因
は

、
当

該
バ

ル
ブ

は
、

液
面

計
付

き
の

タ
イ

プ
で

あ
る

が
、

そ
の

形
状

は
バ

ル
ブ

の
ハ

ン
ド

ル
の

中
心

と
容

器
の

バ
ル

ブ
接

続
孔

の
中

心
と

が
ず

れ
て

お
り

、
容

器
の

保
護

キ
ャ

ッ
プ

の
内

側
と

バ
ル

ブ
の

ハ
ン

ド
ル

が
一

部
で

接
近

す
る

構
造

と
な

っ
て

い
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
保

護
キ

ャ
ッ

プ
を

最
後

ま
で

き
っ

ち
り

と
は

め
な

け
れ

ば
、

バ
ル

ブ
と

保
護

キ
ャ

ッ
プ

は
接

触
し

な
い

が
、

今
回

は
、

き
っ

ち
り

と
閉

め
た

状
態

で
納

入
さ

れ
、

バ
ル

ブ
の

ハ
ン

ド
ル

と
保

護
キ

ャ
ッ

プ
の

内
側

が
あ

た
る

状
態

で
あ

っ
た

。
こ

の
状

態
で

保
護

キ
ャ

ッ
プ

を
外

す
た

め
に

回
し

た
と

こ
ろ

、
一

緒
に

バ
ル

ブ
の

ハ
ン

ド
ル

も
回

っ
て

し
ま

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
バ

ル
ブ

の
ハ

ン
ド

ル
の

位
置

周
辺

の
保

護
キ

ャ
ッ

プ
の

径
を

大
き

く
す

る
。

1
9

2
0
1
5
-

0
6
8

消
費

車
両

衝
突

に
よ

る
消

費
設

備
ガ

ス
配

管
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
3
/
1
5

徳 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
飲

食
店

）
配

管

＜
そ

の
他

＞
（
閉

店
中

）

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無
飲

食
店

の
消

費
設

備
ガ

ス
配

管
へ

自
動

車
が

追
突

し
、

破
損

し
た

配
管

か
ら

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
当

飲
食

店
は

閉
店

中
(営

業
開

始
前

)で
あ

り
、

元
バ

ル
ブ

で
閉

栓
し

て
い

た
た

め
、

容
器

か
ら

の
漏

え
い

は
な

く
、

配
管

内
の

残
留

ガ
ス

の
み

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
車

両
運

転
手

の
運

転
ミ

ス
と

推
定

さ
れ

る
。

2
0

2
0
1
5
-

0
6
9

消
費

火
災

に
よ

り
L
P

ガ
ス

容
器

が
被

災
2
0
1
5
/
3
/
1
5

山 形 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

火
災

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
バ

ー ナ
ー

）

消
費

事
業

所
の

社
員

が
「
焼

ば
め

」
の

作
業

準
備

と
し

て
ド

ラ
ム

缶
に

入
っ

た
オ

イ
ル

(5
0
～

6
0
L
)を

L
P

ガ
ス

ト
ー

チ
バ

ー
ナ

ー
で

温
め

て
い

た
。

社
員

が
目

を
離

し
て

い
る

間
に

オ
イ

ル
が

沸
騰

し
、

飛
び

散
っ

た
オ

イ
ル

に
ト

ー
チ

バ
ー

ナ
ー

の
火

が
引

火
し

、
壁

板
ポ

リ
カ

ー
ボ

ネ
ー

ト
板

ま
で

火
災

が
広

が
っ

た
。

ト
ー

チ
バ

ー
ナ

ー
の

L
P

ガ
ス

容
器

が
火

炎
の

近
く
に

取
り

残
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

危
険

な
状

態
に

い
た

っ
た

。
社

員
が

消
火

器
で

消
火

し
よ

う
と

し
た

が
火

の
手

が
強

く
、

消
防

に
通

報
し

、
9
時

頃
に

鎮
火

し
た

。
原

因
は

、
オ

イ
ル

を
加

熱
す

る
作

業
の

危
険

性
の

認
識

が
甘

く
、

作
業

者
が

目
を

離
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

消
火

器
、

消
火

用
水

の
増

設
を

予
定

し
て

い
る

。
ま

た
、

作
業

中
の

安
全

確
認

の
徹

底
に

つ
い

て
、

社
員

へ
の

保
安

教
育

を
徹

底
す

る
。

2
1

2
0
1
5
-

0
7
2

消
費

水
素

精
製

機
に

お
け

る
排

気
集

合
配

管
の

爆
発

2
0
1
5
/
3
/
1
7

茨 城 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

爆
発

そ
の

他
（
研

究
所

）
配

管

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

＜
設

計
不

良
＞

静
電

気

9
時

よ
り

、
社

員
2
名

お
よ

び
装

置
メ

ー
カ

ー
3
名

で
水

素
ガ

ス
精

製
装

置
の

バ
ル

ブ
交

換
お

よ
び

点
検

作
業

を
開

始
し

、
1
5
時

5
5
分

に
作

業
を

終
了

し
た

。
気

密
試

験
後

の
水

素
パ

ー
ジ

の
た

め
、

系
内

に
水

素
カ

ー
ド

ル
か

ら
ガ

ス
を

充
て

ん
(0

.6
M

P
a)

し
た

あ
と

、
集

合
排

気
管

へ
ガ

ス
を

放
出

し
た

。
同

様
の

作
業

を
繰

り
返

し
、

3
回

目
の

作
業

時
、

排
気

側
バ

ル
ブ

を
開

い
た

と
ほ

ぼ
同

時
に

集
合

排
気

管
部

で
爆

発
が

発
生

し
た

(1
6
時

5
0
分

)。
原

因
は

、
水

素
濃

度
を

0
.6

％
に

し
て

排
気

す
る

こ
と

と
し

て
い

た
が

、
爆

発
下

限
(4

％
)未

満
に

希
釈

さ
れ

る
前

で
あ

っ
た

た
め

爆
発

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

希
釈

空
気

の
流

入
速

度
を

通
常

の
約

3
倍

と
し

た
こ

と
で

、
静

電
気

対
策

を
講

じ
て

い
な

い
配

管
が

帯
電

し
や

す
い

状
態

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
作

業
は

工
事

受
注

者
の

作
業

要
領

に
基

づ
き

行
わ

れ
て

い
た

。
今

後
は

、
①

水
素

パ
ー

ジ
ガ

ス
放

出
の

た
め

の
専

用
配

管
を

設
置

す
る

。
②

パ
ー

ジ
作

業
手

順
書

を
作

成
す

る
。

③
集

合
排

気
管

に
導

電
性

材
料

(グ
ラ

フ
ァ

イ
ト

含
有

樹
脂

)を
使

用
す

る
。

2
2

2
0
1
5
-

0
7
7

消
費

解
体

作
業

中
の

ア
セ

チ
レ

ン
漏

え
い

火
災

2
0
1
5
/
3
/
2
7

岩 手 県
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
そ

の
他

容
器

本
体

、
調

整
器

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

火
花

（
電

動
サ

ン ダ
ー

）

建
設

業
者

社
員

が
パ

ー
ゴ

ラ
(鉄

骨
製

日
陰

棚
)の

鉄
骨

支
柱

溶
断

の
た

め
ア

セ
チ

レ
ン

溶
接

機
を

準
備

中
に

、
酸

素
容

器
の

残
量

が
不

足
し

て
い

た
た

め
に

使
用

で
き

ず
、

溶
接

器
の

使
用

を
取

り
止

め
る

こ
と

と
し

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
.1

kg
容

器
の

元
バ

ル
ブ

の
閉

鎖
を

確
認

し
な

い
ま

ま
ア

セ
チ

レ
ン

用
圧

力
調

整
器

を
取

り
外

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
そ

の
後

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

が
焼

損
し

た
。

作
業

員
は

、
消

火
し

よ
う

と
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

を
横

倒
し

に
し

た
が

消
火

に
い

た
ら

な
い

た
め

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

を
安

全
な

場
所

に
移

動
す

る
た

め
、

溶
接

ホ
ー

ス
を

引
く
な

ど
し

て
約

8
.0

m
移

動
し

た
。

原
因

は
、

漏
え

い
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

に
、

付
近

(距
離

約
2
.0

m
)で

他
の

作
業

員
が

使
用

し
て

い
た

電
動

サ
ン

ダ
ー

の
火

花
が

引
火

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
作

業
着

手
手

順
の

見
直

し
、

安
全

確
認

の
徹

底
、

保
安

教
育

を
徹

底
す

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
3

2
0
1
5
-

0
7
8

消
費

火
災

に
よ

り
L
P

ガ
ス

容
器

が
被

災
2
0
1
5
/
3
/
2
8

神 奈 川 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
漏

洩
火

災
販

売
店

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

火
災

ア
パ

ー
ト

A
棟

1
階

3
号

室
よ

り
火

災
が

発
生

し
、

A
棟

が
全

焼
し

、
同

敷
地

内
B

棟
が

半
焼

し
た

。
当

該
火

災
に

よ
り

、
B

棟
北

側
に

設
置

さ
れ

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
焼

損
し

た
。

ま
た

、
安

全
弁

が
開

き
、

約
2
5
m

3
の

L
P

ガ
ス

が
放

出
さ

れ
、

燃
焼

し
た

。
原

因
は

、
住

宅
火

災
(原

因
不

明
)に

よ
り

容
器

が
あ

ぶ
ら

れ
た

た
め

温
度

が
上

昇
し

、
内

圧
上

昇
に

よ
り

安
全

弁
が

開
い

た
と

推
定

さ
れ

る
。

2
4

2
0
1
5
-

0
9
0

消
費

火
災

に
よ

り
L
P

ガ
ス

容
器

が
被

災
2
0
1
5
/
4
/
2

鹿 児 島 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
火

災
爆

発
そ

の
他

（
畜

産
）

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
電

気
溶

接
火

花
に

よ
る

延
焼

）

裸
火

消
費

者
が

豚
舎

内
で

ア
ー

ク
溶

接
(電

気
)を

使
用

し
て

柵
を

工
作

中
に

、
飛

び
火

し
て

豚
舎

内
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
類

に
引

火
、

延
焼

し
、

豚
舎

5
棟

が
全

焼
し

た
。

各
棟

へ
設

置
し

て
あ

っ
た

容
器

も
延

焼
し

、
容

器
の

安
全

弁
が

吹
き

出
し

、
一

部
転

倒
容

器
が

爆
発

、
容

器
焼

失
等

に
至

っ
た

。

2
5

2
0
1
5
-

1
2
3

消
費

屋
内

消
費

に
よ

る
L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災
2
0
1
5
/
4
/
5

東 京 都
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

裸
火

（
ス

ト
ー

ブ
）

販
売

店
取

締
役

の
自

宅
に

お
い

て
、

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

の
使

用
を

開
始

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

誤
っ

て
未

接
続

の
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

の
バ

ル
ブ

を
開

け
て

し
ま

い
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

引
火

し
た

。
す

ぐ
に

容
器

バ
ル

ブ
を

閉
め

た
と

こ
ろ

、
消

火
し

た
。

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

は
2
kg

容
器

に
接

続
さ

れ
、

し
か

も
2
kg

容
器

の
容

器
バ

ル
ブ

が
開

状
態

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
使

用
時

に
ス

ト
ー

ブ
の

点
火

ス
イ

ッ
チ

を
押

し
て

か
ら

容
器

バ
ル

ブ
操

作
を

行
っ

た
た

め
漏

れ
た

ガ
ス

が
す

で
に

点
火

し
て

い
た

ス
ト

ー
ブ

の
火

で
着

火
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

2
6

2
0
1
5
-

0
9
8

消
費

食
品

工
場

に
お

け
る

C
O

中
毒

2
0
1
5
/
4
/
1
0

静 岡 県
0

0
7

7
液

化
石

油
ガ

ス

Ｂ １

そ
の

他
（
中

毒
）

食
品

消
費

設
備

＜
消

費
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
無

製
菓

工
場

内
に

お
い

て
、

L
P

ガ
ス

の
消

費
設

備
(平

成
1
3
年

設
置

)で
あ

る
パ

イ
焼

き
用

の
ト

ン
ネ

ル
オ

ー
ブ

ン
か

ら
発

生
し

た
一

酸
化

炭
素

が
、

オ
ー

ブ
ン

室
内

の
排

気
フ

ァ
ン

に
て

屋
外

排
気

さ
れ

ず
、

隣
接

す
る

成
形

室
に

長
時

間
流

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
成

形
室

で
作

業
し

て
い

た
従

業
員

7
名

が
不

快
感

を
訴

え
た

。
事

故
後

に
ト

ン
ネ

ル
オ

ー
ブ

ン
の

バ
ー

ナ
ー

を
分

解
点

検
し

た
。

原
因

は
、

①
ガ

ス
量

と
空

気
量

の
バ

ラ
ン

ス
が

ガ
ス

量
過

多
の

状
態

と
な

っ
て

い
た

こ
と

、
②

ガ
ス

ミ
キ

サ
ー

内
部

の
テ

ー
パ

ー
管

内
壁

に
不

純
物

が
付

着
し

て
い

た
こ

と
、

③
二

次
空

気
管

内
に

不
純

物
が

付
着

し
、

閉
塞

状
態

に
な

っ
て

こ
と

、
④

オ
ー

ブ
ン

室
の

排
気

フ
ァ

ン
が

停
止

し
て

い
た

こ
と

に
よ

り
、

オ
ー

ブ
ン

室
(炉

内
)か

ら
の

燃
焼

気
体

が
成

形
室

へ
逆

流
し

た
こ

と
と

推
定

さ
れ

る
。

2
7

2
0
1
5
-

1
0
7

消
費

L
P

ガ
ス

消
費

中
の

漏
え

い
爆

発
2
0
1
5
/
4
/
1
9

千 葉 県
0

0
1

1
酸

素
、

プ
ロ

パ
ン

Ｃ
漏

洩
爆

発

そ
の

他
（
ガ

ラ
ス

加
工

）

ホ
ー

ス
、

ホ
ー

ス
継

手

＜
消

費
中

＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
煙

草
）

L
P

ガ
ス

と
酸

素
に

よ
る

高
温

バ
ー

ナ
ー

を
用

い
て

理
化

学
用

ガ
ラ

ス
器

具
を

製
作

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

突
然

爆
発

し
た

。
事

故
直

前
に

は
既

に
バ

ー
ナ

ー
に

点
火

が
さ

れ
て

い
た

。
通

行
人

の
通

報
を

受
け

て
市

消
防

局
か

ら
関

係
車

両
9
台

が
出

動
し

た
も

の
の

、
現

地
到

着
時

点
で

既
に

鎮
圧

さ
れ

て
い

た
。

建
物

前
面

の
バ

ス
通

り
に

ガ
ラ

ス
破

片
が

飛
散

し
た

。
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
お

よ
び

業
務

用
ガ

ス
漏

れ
警

報
器

は
設

置
さ

れ
て

お
ら

ず
、

事
業

者
は

換
気

扇
を

回
し

て
い

た
も

の
の

ガ
ス

の
漏

え
い

に
気

付
か

な
か

っ
た

。
配

管
お

よ
び

元
栓

か
ら

の
漏

え
い

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

分
岐

用
の

ホ
ー

ス
継

手
に

は
当

事
者

が
自

作
し

た
ガ

ラ
ス

製
品

を
使

用
し

、
ホ

ー
ス

バ
ン

ド
を

使
用

し
て

い
な

い
箇

所
が

あ
っ

た
。

原
因

は
、

ホ
ー

ス
の

継
手

あ
る

い
は

ひ
び

割
れ

部
等

か
ら

漏
え

い
し

た
ガ

ス
が

滞
留

し
、

何
ら

か
の

発
火

源
に

て
爆

発
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

①
高

圧
ガ

ス
の

保
安

教
育

を
行

う
。

②
日

常
点

検
、

安
全

管
理

を
徹

底
す

る
。

③
業

務
用

ガ
ス

検
知

警
報

器
を

設
置

す
る

。
④

ホ
ー

ス
バ

ン
ド

を
用

い
て

確
実

な
締

結
を

行
う

。

2
8

2
0
1
5
-

1
0
9

消
費

ヘ
リ

ウ
ム

消
費

中
の

樹
脂

製
ホ

ー
ス

の
破

裂

2
0
1
5
/
4
/
2
0

千 葉 県
0

0
0

0
ヘ

リ
ウ

ム
Ｃ

破
裂

破
損

等

そ
の

他
（
研

究
所

）

調
整

器

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
点

検
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

無

当
該

試
験

機
は

通
常

、
低

圧
(0

.6
M

P
a)

で
運

転
し

て
お

り
、

試
験

機
の

配
管

は
エ

ー
テ

ル
系

ポ
リ

ウ
レ

タ
ン

樹
脂

で
、

高
圧

仕
様

で
は

な
い

。
当

日
は

高
純

度
の

ヘ
リ

ウ
ム

ガ
ス

を
使

用
し

た
試

験
を

行
う

た
め

、
通

常
使

用
す

る
ラ

イ
ン

の
構

内
ヘ

リ
ウ

ム
配

管
か

ら
切

り
離

し
、

高
純

度
ヘ

リ
ウ

ム
容

器
(1

4
.7

M
P

a)
と

今
回

の
試

験
用

に
用

意
し

た
レ

ギ
ュ

レ
ー

タ
(フ

ル
ス

ケ
ー

ル
6
M

P
a)

を
試

験
機

へ
接

続
し

た
。

こ
の

時
、

1
M

P
a未

満
の

レ
ギ

ュ
レ

ー
タ

を
用

意
す

る
よ

う
に

指
示

し
て

い
た

が
、

誤
っ

て
フ

ル
ス

ケ
ー

ル
6
M

P
aの

レ
ギ

ュ
レ

ー
タ

を
用

意
し

、
使

用
圧

力
を

確
認

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
使

用
し

て
し

ま
っ

た
こ

と
か

ら
、

ウ
レ

タ
ン

製
の

配
管

が
圧

力
に

耐
え

き
れ

ず
破

裂
し

た
。

原
因

は
、

容
器

元
弁

を
開

き
、

レ
ギ

ュ
レ

ー
タ

調
整

弁
で

圧
力

を
上

げ
た

際
、

二
次

側
圧

力
は

3
M

P
aを

指
示

し
て

い
た

が
、

作
業

者
は

圧
力

ゲ
ー

ジ
の

読
み

が
3
kg

f/
c
m

2
と

勘
違

い
し

て
二

次
側

バ
ル

ブ
を

開
放

し
て

し
ま

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
作

業
前

の
危

険
予

知
活

動
を

徹
底

す
る

。
ま

た
、

再
発

防
止

の
た

め
の

教
育

お
よ

び
情

報
周

知
を

徹
底

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
9

2
0
1
5
-

1
1
1

消
費

調
整

弁
の

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
1

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
空

家
）

調
整

器
、

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

消
防

署
よ

り
販

売
店

に
、

消
費

先
社

員
寮

容
器

置
き

場
付

近
で

ガ
ス

臭
が

す
る

と
の

連
絡

が
入

っ
た

。
消

防
に

て
容

器
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
ガ

ス
臭

は
止

ま
っ

た
。

そ
の

後
の

詳
細

検
査

の
結

果
、

強
制

気
化

装
置

液
調

整
弁

の
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
に

劣
化

が
見

ら
れ

、
そ

こ
か

ら
の

漏
え

い
に

よ
る

も
の

と
判

明
し

た
。

原
因

は
、

消
費

先
（
使

用
者

な
し

）
に

設
置

し
た

強
制

気
化

装
置

の
経

年
劣

化
お

よ
び

機
器

の
定

期
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

実
施

で
き

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

事
前

に
異

常
の

確
認

を
行

え
な

か
っ

た
こ

と
、

ま
た

当
該

施
設

に
長

期
間

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
た

こ
と

が
重

な
り

、
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
同

様
の

事
故

の
再

発
防

止
の

た
め

、
強

制
気

化
装

置
設

置
先

の
点

検
お

よ
び

定
期

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
長

期
間

ガ
ス

を
使

用
し

な
い

空
家

等
に

対
す

る
容

器
撤

去
を

徹
底

す
る

。

3
0

2
0
1
5
-

1
1
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
か

ら
の

漏
え

い
火

災
2
0
1
5
/
4
/
3
0

秋 田 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
廃

品
回

収

容
器

本
体

、
調

整
器

、
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

＜
設

計
不

良
＞

不
明

消
費

事
業

所
の

会
長

が
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
作

業
場

の
方

か
ら

火
炎

が
上

が
る

の
を

発
見

し
た

。
切

断
作

業
を

終
え

て
置

い
て

あ
っ

た
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

の
調

整
機

器
付

近
よ

り
出

火
し

て
お

り
、

連
絡

を
受

け
て

駆
け

つ
け

た
社

長
が

、
火

炎
が

収
束

し
て

き
た

と
こ

ろ
に

水
を

か
け

て
、

1
時

2
0
分

頃
に

鎮
火

し
た

。
切

断
作

業
に

一
緒

に
使

用
の

酸
素

7
m

3
容

器
は

す
ぐ

近
く
に

あ
っ

た
が

、
横

に
し

て
あ

っ
た

こ
と

で
火

炎
に

よ
る

焼
損

な
ど

は
全

く
な

く
、

ま
た

、
近

く
の

設
備

や
作

業
前

後
の

ス
ク

ラ
ッ

プ
へ

の
延

焼
は

な
か

っ
た

。
火

災
発

生
当

時
は

深
夜

で
あ

り
、

作
業

は
も

と
よ

り
、

無
人

の
場

所
か

ら
の

出
火

で
あ

っ
た

。
消

防
本

部
の

現
場

検
証

に
よ

り
、

無
人

の
作

業
場

か
ら

の
出

火
で

あ
り

、
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

元
バ

ル
ブ

は
締

ま
っ

て
い

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

高
圧

ホ
ー

ス
と

切
断

吹
管

の
中

の
残

留
ア

セ
チ

レ
ン

が
ホ

ー
ス

割
れ

目
ま

た
は

ホ
ー

ス
連

結
部

(ホ
ー

ス
バ

ン
ド

)か
ら

漏
れ

た
と

こ
ろ

に
、

容
器

に
巻

き
付

け
て

垂
れ

て
い

た
ホ

ー
ス

の
先

端
の

吹
管

が
容

器
と

こ
す

れ
合

う
こ

と
で

発
生

し
た

静
電

気
火

花
に

よ
り

引
火

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

が
、

確
定

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
な

お
、

消
防

、
警

察
と

も
に

第
3
者

に
よ

る
放

火
の

形
跡

は
な

い
と

の
判

断
で

あ
る

。
今

後
は

、
未

使
用

時
に

は
ホ

ー
ス

内
に

ガ
ス

が
残

留
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
開

始
・
終

了
時

の
機

器
点

検
と

漏
え

い
確

認
を

徹
底

す
る

。

3
1

2
0
1
5
-

1
6
8

消
費

C
E
の

配
管

か
ら

の
液

体
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
5
/
7

東 京 都
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
学

校
）

コ
ー

ル
ド

・
エ

バ
ポ レ

ー
タ

、
配

管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

無

5
月

2
日

(土
)、

液
体

窒
素

を
使

用
時

に
保

冷
材

か
ら

通
常

よ
り

多
い

冷
気

が
出

て
い

る
の

を
発

見
し

、
使

用
を

停
止

し
た

。
5
月

7
日

(木
)に

使
用

前
に

保
冷

材
を

外
し

て
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
C

E
よ

り
サ

ブ
ク

ー
ラ

ー
間

の
配

管
の

ろ
う

付
け

溶
接

部
に

ク
ラ

ッ
ク

が
あ

り
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
た

。
5
月

8
日

、
設

備
施

工
業

者
を

呼
び

、
状

況
確

認
と

原
因

究
明

を
依

頼
し

た
。

原
因

は
、

経
年

の
金

属
の

熱
収

縮
に

よ
り

、
当

該
箇

所
が

劣
化

し
て

ク
ラ

ッ
ク

が
入

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
低

温
に

よ
る

金
属

の
熱

収
縮

を
防

ぐ
た

め
、

収
縮

管
継

手
を

挿
入

す
る

。
ま

た
、

使
用

時
に

ガ
ス

の
漏

え
い

が
な

い
か

確
認

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

3
2

2
0
1
5
-

1
3
8

消
費

容
器

安
全

弁
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
5
/
1
3

兵 庫 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

食
品

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

5
月

1
3
日

1
5
時

3
0
分

頃
、

南
蔵

2
F
管

理
室

に
て

ガ
ス

漏
れ

の
警

報
を

確
認

し
た

。
改

め
て

、
ガ

ス
測

定
を

す
る

た
め

に
L
P

ガ
ス

保
管

場
に

赴
い

た
と

こ
ろ

、
北

1
容

器
(L

P
ガ

ス
5
0
0
kg

容
器

)の
安

全
弁

か
ら

ガ
ス

が
噴

出
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ガ

ス
容

器
の

使
用

に
お

い
て

は
、

容
器

内
圧

力
の

均
圧

化
、

容
器

間
に

起
こ

る
液

(液
化

ガ
ス

)移
動

防
止

と
し

て
気

相
バ

ル
ブ

と
液

相
バ

ル
ブ

の
両

方
を

「
開

」
に

し
て

使
用

す
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
作

業
現

場
に

お
い

て
、

ガ
ス

容
器

の
バ

ル
ブ

取
扱

い
に

関
す

る
認

識
が

不
足

し
て

お
り

、
気

相
バ

ル
ブ

を
操

作
す

る
こ

と
な

く
、

液
相

バ
ル

ブ
の

開
閉

の
み

を
行

い
、

作
業

を
行

っ
て

い
た

。
5
月

1
2
日

に
、

ガ
ス

を
使

用
す

る
作

業
を

、
北

3
と

北
4
容

器
を

使
用

し
て

行
っ

た
。

そ
の

際
、

ガ
ス

切
替

に
備

え
て

、
未

使
用

の
北

1
と

北
2
容

器
の

液
相

バ
ル

ブ
も

開
け

て
作

業
し

た
。

作
業

が
終

わ
る

と
ガ

ス
容

器
4
本

と
も

液
相

バ
ル

ブ
を

閉
め

て
作

業
終

了
と

し
た

。
5
月

1
3
日

の
ガ

ス
漏

え
い

事
故

の
後

、
ガ

ス
の

漏
え

い
し

た
北

1
容

器
と

北
2
容

器
は

未
使

用
(5

0
0
kg

)だ
っ

た
が

、
北

1
容

器
と

連
結

さ
れ

て
い

る
北

2
容

器
の

内
容

物
重

量
を

測
定

し
た

結
果

、
北

1
容

器
が

5
0
4
kg

(元
重

量
か

ら
4
kg

増
)、

北
2
容

器
が

4
6
7
kg

(元
重

量
か

ら
3
3
kg

減
)で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

容
器

2
本

と
も

に
重

量
の

増
減

が
生

じ
て

お
り

、
4
月

1
8

日
納

入
以

降
、

ガ
ス

使
用

時
に

気
相

バ
ル

ブ
「
閉

」
の

状
態

で
液

相
バ

ル
ブ

の
み

を
開

け
て

使
用

し
て

い
た

た
め

に
、

北
2
容

器
か

ら
北

1
容

器
に

「
液

移
動

」
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
事

故
当

日
、

ガ
ス

を
使

用
す

る
こ

と
が

無
か

っ
た

た
め

、
全

て
の

バ
ル

ブ
が

閉
じ

て
い

た
こ

と
に

よ
り

、
液

が
移

動
し

た
側

の
北

1
容

器
が

過
充

て
ん

状
態

に
な

り
、

安
全

弁
の

規
定

圧
力

を
超

え
て

漏
え

い
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

①
気

相
バ

ル
ブ

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
納

入
業

者
と

消
費

事
業

所
作

業
員

と
の

間
で

取
り

決
め

る
。

②
入

庫
時

、
作

業
員

も
立

ち
会

い
、

納
入

業
者

と
と

も
に

状
態

を
確

認
す

る
。

③
ガ

ス
を

使
用

す
る

作
業

に
つ

い
て

標
準

作
業

手
順

書
を

改
訂

し
、

周
知

徹
底

を
は

か
る

(毎
作

業
時

、
気

相
バ

ル
ブ

・
液

相
バ

ル
ブ

の
開

閉
を

追
加

す
る

)。
④

専
門

家
を

交
え

た
教

育
訓

練
の

機
会

を
作

り
、

ガ
ス

の
取

扱
い

に
関

す
る

作
業

の
安

全
性

向
上

に
努

め
る

。
⑤

関
連

業
者

に
も

協
力

し
て

も
ら

い
、

ガ
ス

取
扱

い
の

作
業

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。
現

地
に

お
い

て
も

バ
ル

ブ
開

閉
の

状
況

が
分

か
る

よ
う

に
開

閉
札

の
装

着
を

行
う

。
⑥

社
内

に
お

い
て

水
平

展
開

し
、

同
様

の
事

故
の

再
発

防
止

に
努

め
る

。
⑦

5
月

1
5
日

の
使

用
に

つ
い

て
は

、
納

入
業

者
に

立
ち

会
っ

て
も

ら
い

、
気

相
バ

ル
ブ

の
確

認
を

は
じ

め
、

安
全

確
認

方
法

を
周

知
徹

底
し

、
作

業
に

あ
た

る
(5

月
1
5
日

、
現

地
に

て
、

事
故

発
生

の
報

告
と

納
入

業
者

担
当

者
に

よ
る

説
明

会
を

実
施

し
た

。
納

入
業

者
立

ち
会

い
の

も
と

、
ガ

ス
取

扱
い

作
業

を
実

施
し

た
。

)。
⑧

納
入

業
者

に
て

、
事

故
容

器
の

安
全

弁
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

す
る

。

3
3

2
0
1
5
-

1
7
0

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
5
/
2
2

神 奈 川 県

0
0

0
0

炭
酸

ガ
ス

Ｃ
漏

洩
鉄

工
所

安
全

弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

従
来

、
約

1
5
～

2
0
日

で
L
G

C
2
本

を
消

費
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
消

費
量

の
減

少
に

よ
り

、
納

入
か

ら
2
5
日

経
過

し
た

時
点

で
、

未
使

用
の

容
器

が
存

置
さ

れ
て

い
た

(近
々

の
納

入
状

況
、

2
月

3
日

、
2
月

1
9
日

、
3
月

6
日

、
3
月

2
0
日

、
4
月

9
日

、
4
月

2
7
日

、
各

2
本

ず
つ

)。
5
月

2
2
日

に
な

っ
て

、
4
月

2
7
日

に
納

入
さ

れ
た

容
器

の
う

ち
1
本

の
安

全
弁

が
作

動
す

る
と

と
も

に
破

裂
板

が
作

動
し

、
ガ

ス
が

噴
出

し
た

。
原

因
は

、
超

低
温

容
器

の
保

管
中

に
、

内
部

の
温

度
お

よ
び

圧
力

が
上

昇
し

、
安

全
弁

の
作

動
お

よ
び

破
裂

板
の

破
裂

が
生

じ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
使

用
量

に
応

じ
た

ガ
ス

量
を

貯
蔵

す
る

。
ま

た
、

日
常

の
圧

力
監

視
の

強
化

を
図

り
、

容
器

内
部

圧
力

の
上

昇
が

起
き

た
場

合
は

速
や

か
に

圧
力

を
下

げ
る

操
作

を
行

う
。

3
4

2
0
1
5
-

1
5
0

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
5
/
2
3

宮 城 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

建
設

安
全

弁

＜
そ

の
他

＞
（
消

費
事

業
者

に
よ

る
保

管
中

）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

5
月

2
2
日

(金
)1

8
時

頃
、

容
器

置
き

場
か

ら
液

化
炭

酸
ガ

ス
3
0
kg

容
器

を
車

両
に

積
載

す
る

た
め

に
、

数
メ

ー
ト

ル
移

動
し

た
が

、
積

載
す

る
の

を
や

め
、

そ
の

ま
ま

横
に

倒
し

て
放

置
し

て
い

た
。

翌
2
3
日

(土
)1

1
時

5
4
分

頃
、

気
温

の
上

昇
と

と
も

に
、

直
射

日
光

に
さ

ら
さ

れ
た

容
器

の
内

圧
も

上
昇

し
、

安
全

弁
(作

動
下

限
圧

力
1
3
.3

3
M

P
a、

換
算

温
度

4
0
.5

℃
)か

ら
ガ

ス
が

噴
出

し
た

。
原

因
は

、
事

業
所

敷
地

内
に

放
置

さ
れ

た
容

器
が

直
射

日
光

に
さ

ら
さ

れ
、

温
度

上
昇

に
よ

り
圧

力
が

上
昇

し
た

た
め

安
全

弁
が

作
動

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
容

器
を

直
射

日
光

の
当

た
ら

な
い

容
器

置
き

場
に

貯
蔵

し
、

常
に

4
0
℃

以
下

に
保

て
る

よ
う

に
す

る
。

3
5

2
0
1
5
-

1
5
1

消
費

バ
ル

ブ
閉

め
不

足
に

よ
る

容
器

か
ら

の
ア

セ
チ

レ
ン

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
5
/
2
3

茨 城 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
鉄

工
所

容
器

本
体

、
弁

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
火

花

溶
断

作
業

後
に

容
器

(調
整

器
)か

ら
ホ

ー
ス

を
取

り
外

し
た

。
1
3
時

3
0
分

頃
、

容
器

よ
り

約
1
m

の
場

所
で

ド
リ

ル
お

よ
び

集
塵

機
を

使
用

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

容
器

よ
り

炎
が

噴
出

し
た

。
消

火
器

に
よ

る
初

期
消

火
で

鎮
火

し
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

消
防

に
通

報
し

、
1
4
時

3
2
分

に
鎮

火
し

た
。

原
因

は
、

使
用

後
の

弁
の

閉
止

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

に
よ

る
漏

え
い

と
推

定
さ

れ
る

。
容

器
よ

り
1
m

程
度

の
場

所
で

ド
リ

ル
お

よ
び

集
塵

機
を

使
用

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
火

花
ま

た
は

静
電

気
が

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
作

業
時

の
確

認
を

徹
底

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

3
6

2
0
1
5
-

1
5
2

消
費

車
両

衝
突

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
2
3

青 森 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
ホ

テ
ル

）

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無

ホ
テ

ル
利

用
者

が
帰

り
の

際
に

車
両

を
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

に
接

触
さ

せ
た

。
容

器
バ

ル
ブ

が
メ

ー
タ

ー
を

押
し

て
メ

ー
タ

ー
ユ

ニ
オ

ン
が

破
損

し
、

ガ
ス

漏
れ

と
な

っ
た

。
ホ

テ
ル

利
用

者
は

そ
の

ま
ま

帰
っ

た
が

、
車

両
の

接
触

に
気

付
い

た
従

業
員

が
現

場
を

確
認

し
、

「
シ

ュ
ー

」
と

い
う

音
で

ガ
ス

漏
れ

と
判

断
し

、
容

器
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
。

そ
の

後
、

保
安

セ
ン

タ
ー

へ
連

絡
後

、
現

場
に

到
着

し
た

担
当

者
が

メ
ー

タ
ー

ユ
ニ

オ
ン

部
の

ガ
ス

漏
れ

を
確

認
し

、
ユ

ニ
オ

ン
を

交
換

し
た

。
今

後
は

、
容

器
設

置
場

所
を

移
動

す
る

。

3
7

2
0
1
5
-

1
8
4

消
費

加
熱

炉
の

点
火

時
の

爆
発

2
0
1
5
/
6
/
4

埼 玉 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

爆
発

そ
の

他
（
塗

装
）

加
熱

炉

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
火

花

小
型

ロ
ー

タ
リ

ー
炉

を
使

用
中

、
5
本

あ
る

バ
ー

ナ
ー

の
う

ち
1
本

が
消

え
て

し
ま

っ
て

い
た

。
再

点
火

さ
せ

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
炉

内
で

爆
発

が
起

こ
り

、
バ

ー
ナ

ー
差

込
口

の
穴

よ
り

熱
風

が
吹

き
出

し
た

。
点

火
作

業
の

た
め

に
バ

ー
ナ

ー
差

込
口

に
顔

を
近

づ
け

て
い

た
作

業
員

が
軽

傷
を

負
っ

た
。

通
常

、
バ

ー
ナ

ー
点

火
作

業
前

は
残

ガ
ス

除
去

の
た

め
、

エ
ア

ー
パ

ー
ジ

を
行

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
事

故
当

日
は

多
忙

だ
っ

た
た

め
、

再
点

火
作

業
前

の
エ

ア
ー

パ
ー

ジ
作

業
を

怠
っ

て
し

ま
っ

た
。

原
因

は
、

残
っ

て
い

た
L
P

ガ
ス

に
バ

ー
ナ

ー
点

火
用

の
火

花
の

着
火

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
安

全
器

具
の

設
置

を
検

討
す

る
。

3
8

2
0
1
5
-

1
8
5

消
費

燻
製

製
造

中
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
爆

発
2
0
1
5
/
6
/
4

宮 城 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

爆
発

食
品

弁
＜

消
費

中
＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

裸
火

（
バ

ー ナ
ー

）

消
費

事
業

所
従

業
員

が
工

場
熱

処
理

室
内

の
直

火
ス

モ
ー

ク
室

に
お

い
て

、
燻

製
を

製
造

す
る

た
め

に
桜

チ
ッ

プ
、

紙
、

吊
る

し
肉

1
段

を
セ

ッ
ト

し
、

同
室

外
で

事
前

に
携

帯
用

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

に
点

火
し

た
後

に
、

チ
ッ

プ
へ

点
火

し
よ

う
と

着
火

し
た

バ
ー

ナ
ー

と
と

も
に

同
室

へ
入

室
し

た
と

こ
ろ

、
ド

ン
と

い
う

音
と

と
も

に
爆

発
し

た
。

当
該

従
業

員
は

火
傷

を
負

い
、

緊
急

搬
送

さ
れ

た
。

通
報

を
受

け
た

消
防

本
部

と
県

地
方

振
興

事
務

所
で

事
故

現
場

を
確

認
し

、
関

係
者

へ
の

聴
取

を
実

施
し

た
。

工
場

は
高

圧
ガ

ス
保

安
法

に
定

め
る

「
高

圧
ガ

ス
を

消
費

す
る

者
」
に

該
当

す
る

が
、

液
石

法
に

定
め

る
「
一

般
消

費
者

等
」
と

し
て

維
持

管
理

を
実

施
し

て
い

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
事

故
現

場
の

直
火

ス
モ

ー
ク

室
内

に
は

以
前

ガ
ス

消
費

機
器

が
設

置
さ

れ
て

い
た

が
、

消
費

事
業

所
が

同
工

場
を

賃
借

し
た

際
に

消
費

機
器

を
撤

去
し

、
そ

の
際

に
末

端
配

管
の

閉
栓

処
理

を
実

施
せ

ず
、

露
出

し
た

ま
ま

と
な

っ
て

い
た

。
原

因
は

、
事

故
直

前
に

従
業

員
が

熱
処

理
室

内
の

壁
面

清
掃

を
し

た
際

に
、

同
配

管
に

設
置

さ
れ

て
い

た
閉

止
弁

の
ボ

ー
ル

コ
ッ

ク
を

誤
っ

て
開

放
し

て
し

ま
っ

た
た

め
に

、
同

室
内

に
液

化
石

油
ガ

ス
が

漏
え

い
、

滞
留

し
、

着
火

源
(ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
)を

持
ち

込
ん

だ
際

に
小

規
模

な
爆

発
が

発
生

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
実

際
に

、
事

故
直

後
に

駆
け

つ
け

た
担

当
課

長
が

、
露

出
し

た
ま

ま
と

な
っ

て
い

た
末

端
配

管
か

ら
炎

が
上

が
っ

て
い

る
の

を
確

認
し

て
お

り
、

当
該

閉
止

弁
の

ボ
ー

ル
コ

ッ
ク

を
閉

め
た

と
こ

ろ
、

炎
が

消
え

た
と

証
言

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
故

翌
日

に
閉

止
弁

の
ボ

ー
ル

コ
ッ

ク
を

閉
め

た
状

態
で

気
密

試
験

を
実

施
し

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

事
故

翌
日

、
使

用
し

て
い

な
い

ガ
ス

配
管

を
撤

去
し

、
末

端
配

管
と

閉
栓

処
理

を
実

施
し

た
。

本
事

故
と

同
様

の
配

管
が

な
い

か
確

認
し

、
該

当
す

る
も

の
は

な
い

と
の

結
論

を
得

た
。

今
後

は
、

同
工

場
内

の
液

化
石

油
ガ

ス
消

費
場

所
に

漏
え

い
検

知
器

を
設

置
す

る
。

3
9

2
0
1
5
-

1
9
6

消
費

は
つ

り
作

業
中

の
溶

接
機

か
ら

の
ア

セ
チ

レ
ン

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
6
/
1
7

岐 阜 県
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
建

設
弁

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
不

良
行

為
＞

裸
火

工
場

内
で

、
は

つ
り

作
業

中
に

出
た

火
花

が
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
容

器
溶

接
機

の
切

断
機

か
ら

漏
え

い
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

に
着

火
し

て
火

災
に

な
っ

た
。

そ
の

後
、

高
圧

ガ
ス

ホ
ー

ス
を

外
し

、
調

整
器

の
締

め
金

具
を

緩
め

た
と

こ
ろ

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

が
さ

ら
に

漏
え

い
し

て
火

災
と

な
っ

た
。

原
因

は
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
溶

接
機

の
元

弁
を

閉
め

て
お

ら
ず

、
ホ

ー
ス

先
端

の
切

断
器

火
口

か
ら

漏
え

い
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

に
、

は
つ

り
作

業
で

発
生

し
た

火
花

が
着

火
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

溶
接

機
取

扱
い

の
保

安
教

育
を

実
施

す
る

。

4
0

2
0
1
5
-

2
0
5

消
費

滅
菌

作
業

中
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
爆

発
2
0
1
5
/
6
/
2
5

静 岡 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

爆
発

そ
の

他
（
研

究
所

）

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

裸
火

（
ラ

イ タ
ー

）

消
費

事
業

所
第

2
実

験
室

内
に

設
置

さ
れ

た
ク

リ
ー

ン
ベ

ン
チ

内
(横

1
5
0
c
m

×
高

6
0
c
m

×
奥

6
0
c
m

)に
お

い
て

、
滅

菌
作

業
を

行
お

う
と

し
て

、
ク

リ
ー

ン
ベ

ン
チ

外
の

L
P

ガ
ス

4
.5

kg
容

器
か

ら
接

続
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

に
点

火
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
ク

リ
ー

ン
ベ

ン
チ

内
に

滞
留

し
た

L
P

ガ
ス

に
引

火
し

爆
発

し
た

。
事

故
発

生
直

後
、

ガ
ス

元
栓

を
閉

じ
て

窓
を

開
放

す
る

と
と

も
に

、
消

防
、

警
察

に
通

報
し

た
。

消
防

の
指

示
に

よ
り

従
業

員
全

員
が

屋
外

へ
一

時
退

避
し

た
。

原
因

は
、

ク
リ

ー
ン

ベ
ン

チ
内

に
設

置
し

て
い

た
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
の

種
火

ノ
ズ

ル
の

閉
塞

が
不

完
全

で
、

こ
こ

か
ら

漏
え

い
し

た
L
P

ガ
ス

が
ク

リ
ー

ン
ベ

ン
チ

内
に

滞
留

し
て

い
た

た
め

、
点

火
し

よ
う

と
し

た
際

に
爆

発
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
種

火
ノ

ズ
ル

の
閉

塞
が

不
完

全
で

あ
っ

た
原

因
と

し
て

は
、

事
故

後
の

調
査

に
お

い
て

、
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
、

接
続

ホ
ー

ス
等

の
器

具
･資

材
等

に
構

造
的

な
欠

陥
が

見
当

た
ら

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
当

該
事

故
以

前
に

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

を
使

用
し

た
者

が
作

業
終

了
時

に
種

火
ノ

ズ
ル

を
完

全
に

閉
め

な
か

っ
た

か
、

あ
る

い
は

事
故

発
生

時
に

使
用

し
て

い
た

者
が

開
栓

後
一

定
時

間
放

置
し

て
い

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

当
該

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

の
使

用
を

中
止

し
、

操
作

が
単

純
な

「
種

火
不

要
の

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

」
に

交
換

す
る

。
ま

た
、

作
業

基
準

書
を

整
備

し
、

社
員

教
育

実
施

後
に

使
用

を
再

開
し

、
定

期
的

な
教

育
を

実
施

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

4
1

2
0
1
5
-

2
8
3

消
費

気
球

立
ち

上
げ

時
の

誤
開

閉
に

よ
る

L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
6
/
2
8

栃 木 県
0

1
1

2
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

そ
の

他
（
個

人
）

バ
ル

ブ

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
点

検
不

良
＞

そ
の

他 （
送

風
機

の
プ

ラ グ
）

5
時

頃
、

消
費

者
が

公
園

に
到

着
し

た
。

南
か

ら
南

東
の

風
の

た
め

移
動

し
た

。
途

中
、

土
手

上
で

気
球

を
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
し

た
。

5
時

4
0
分

頃
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

入
り

、
種

火
を

着
火

す
る

た
め

に
ガ

ス
の

バ
ル

ブ
を

開
け

た
が

、
誤

っ
て

ホ
ー

ス
を

繋
い

で
い

な
い

充
て

ん
用

バ
ル

ブ
を

開
け

て
し

ま
っ

た
。

最
初

は
音

も
小

さ
く
量

も
少

な
か

っ
た

た
め

に
ガ

ス
漏

れ
に

気
が

付
か

ず
に

点
火

し
よ

う
と

し
た

が
点

火
し

な
か

っ
た

。
そ

の
う

ち
大

き
な

音
と

と
も

に
す

ご
い

勢
い

で
ガ

ス
が

噴
き

出
し

、
そ

の
後

送
風

機
の

プ
ラ

グ
に

引
火

し
て

大
火

災
と

な
っ

た
。

原
因

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
が

気
球

立
ち

上
げ

時
に

、
メ

イ
ン

の
液

ガ
ス

用
バ

ル
ブ

を
開

け
る

際
に

間
違

え
て

気
化

ガ
ス

用
バ

ル
ブ

を
開

け
て

し
ま

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

に
、

風
が

強
く
な

り
始

め
た

の
で

急
い

で
立

ち
上

げ
よ

う
と

、
気

の
焦

り
も

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

気
化

ガ
ス

用
バ

ル
ブ

を
開

け
た

時
に

、
す

ぐ
に

大
量

の
生

ガ
ス

が
放

出
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

イ
ン

レ
ッ

ト
プ

ラ
グ

が
取

り
付

け
ら

れ
て

い
た

が
閉

め
方

が
甘

か
っ

た
た

め
に

放
出

の
タ

イ
ム

ラ
グ

が
発

生
し

た
可

能
性

も
考

え
ら

れ
る

。
イ

ン
レ

ッ
ト

プ
ラ

グ
は

管
理

対
象

と
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

引
火

源
は

ガ
ス

拡
散

し
た

と
き

に
側

で
稼

働
し

て
い

た
送

風
機

の
プ

ラ
グ

に
よ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

防
止

の
た

め
、

作
業

手
順

の
再

確
認

と
目

視
確

認
を

徹
底

す
る

。
ガ

ス
噴

出
防

止
栓

(イ
ン

レ
ッ

ト
プ

ラ
グ

)の
全

ボ
ン

ベ
へ

の
取

り
付

け
お

よ
び

立
ち

上
げ

時
の

締
め

付
け

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
。

4
2

2
0
1
5
-

2
1
3

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
7
/
5

山 形 県
0

0
1

1
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
レ

ジ
ャ

ー
）

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
そ

の
他

＞
（
保

管
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

無

映
画

館
の

カ
ウ

ン
タ

ー
内

に
保

管
し

て
あ

っ
た

炭
酸

ガ
ス

5
kg

容
器

の
安

全
弁

か
ら

炭
酸

ガ
ス

が
噴

出
し

た
。

事
故

当
時

カ
ウ

ン
タ

ー
内

に
い

た
従

業
員

は
一

人
の

み
で

、
従

業
員

が
噴

出
を

止
め

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
右

手
の

甲
お

よ
び

左
足

に
全

治
1
週

間
程

度
の

凍
傷

を
負

っ
た

。
従

業
員

は
炭

酸
ガ

ス
や

容
器

に
関

す
る

知
識

が
少

な
く
、

事
故

発
生

当
時

安
全

弁
か

ら
噴

出
し

て
い

る
こ

と
を

知
ら

ず
に

、
し

ゃ
が

ん
だ

体
勢

に
な

り
、

右
手

で
開

閉
バ

ル
ブ

を
締

め
よ

う
と

し
た

。
炭

酸
ガ

ス
容

器
の

開
閉

バ
ル

ブ
は

損
傷

し
て

い
た

。
原

因
は

、
不

明
で

あ
る

。

4
3

2
0
1
5
-

2
1
5

消
費

車
両

衝
突

に
よ

る
調

整
器

か
ら

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
6

青 森 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
個

人
）

圧
力

調
整

器

＜
消

費
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無
乗

用
車

が
一

般
消

費
者

宅
の

L
P

ガ
ス

供
給

設
備

に
衝

突
し

、
そ

の
反

動
に

よ
り

調
整

器
が

損
傷

し
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
た

。
L
P

ガ
ス

配
送

会
社

の
社

員
よ

り
事

故
発

生
の

一
報

を
受

け
た

販
売

店
所

員
が

現
場

へ
急

行
し

、
バ

ル
ブ

閉
止

を
行

う
ま

で
の

約
1
5
分

間
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

4
4

2
0
1
5
-

2
4
5

消
費

廃
棄

物
焼

却
設

備
の

圧
力

計
配

管
溶

接
部

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
8

新 潟 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

電
気

配
管

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

＜
製

作
不

良
＞

無

雑
個

体
廃

棄
物

焼
却

設
備

プ
ロ

パ
ン

庫
に

お
い

て
、

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

供
給

配
管

A
系

の
圧

力
計

用
計

装
配

管
の

点
検

を
実

施
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
溶

接
部

か
ら

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
同

様
の

形
状

の
B

系
の

圧
力

計
用

計
装

配
管

も
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
同

様
に

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

た
だ

ち
に

圧
力

計
元

弁
を

閉
止

し
、

L
P

ガ
ス

が
滞

留
し

な
い

よ
う

に
監

視
し

な
が

ら
、

配
管

内
の

L
P

ガ
ス

を
窒

素
置

換
し

、
L
P

ガ
ス

を
安

全
弁

放
出

管
か

ら
放

出
し

、
安

全
化

を
図

っ
た

。
原

因
は

、
配

管
溶

接
部

表
面

に
大

気
中

の
塩

分
が

付
着

し
、

付
着

し
た

塩
分

に
よ

り
溶

接
部

表
面

が
腐

食
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

さ
ら

に
腐

食
部

か
ら

内
在

し
て

い
た

溶
接

不
良

箇
所

に
塩

分
が

浸
透

し
、

腐
食

が
進

行
し

、
貫

通
孔

が
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

漏
え

い
部

を
溶

接
不

良
を

起
こ

し
に

く
い

材
質

(S
T
P

G
3
7
0
)に

変
更

し
、

ま
た

定
期

自
主

検
査

の
範

囲
の

明
確

化
、

保
安

教
育

の
徹

底
等

を
行

う
。

4
5

2
0
1
5
-

2
2
0

消
費

酸
素

容
器

の
破

裂
2
0
1
5
/
7
/
1
0

福 岡 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

破
裂

破
損

等

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
容

器
の

放
置

）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

当
該

容
器

の
所

有
者

は
2
0
年

程
前

ま
で

生
け

簀
用

に
酸

素
を

使
用

し
て

い
た

が
、

生
け

簀
を

廃
止

す
る

際
に

不
要

と
な

っ
た

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
を

自
宅

脇
に

放
置

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

突
然

破
裂

し
、

飛
ん

だ
容

器
に

よ
り

容
器

所
有

者
の

自
宅

の
塀

の
一

部
等

が
損

壊
し

た
。

破
裂

し
た

容
器

は
約

2
0
m

先
の

空
地

に
落

下
し

た
。

な
お

、
容

器
番

号
等

は
破

損
に

よ
り

、
判

別
で

き
な

い
。

ま
た

、
販

売
事

業
者

も
不

明
で

あ
る

。
原

因
は

、
2
0
年

以
上

放
置

し
て

い
た

た
め

、
容

器
の

腐
食

が
進

行
し

、
破

裂
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

4
6

2
0
1
5
-

2
4
7

消
費

液
化

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
7
/
1
2

大 阪 府
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

建
設

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

7
月

1
1
日

(土
)1

7
時

頃
、

半
自

動
溶

接
作

業
用

の
液

化
炭

酸
ガ

ス
3
0
kg

容
器

を
工

事
現

場
に

搬
入

し
、

屋
外

に
横

倒
し

の
ま

ま
存

置
し

て
い

た
が

、
屋

外
の

直
射

日
光

が
当

た
る

場
所

の
た

め
、

高
温

下
に

伴
い

容
器

内
の

圧
力

が
安

全
装

置
作

動
圧

力
と

な
り

、
建

設
現

場
が

休
日

で
あ

っ
た

1
2
日

(日
)1

2
時

2
9
分

に
、

炭
酸

ガ
ス

が
全

量
放

出
し

た
。

原
因

は
、

屋
外

の
工

事
現

場
に

置
い

て
あ

っ
た

た
め

、
炭

酸
ガ

ス
容

器
が

気
温

の
上

昇
に

よ
り

内
部

気
圧

が
高

く
な

り
、

安
全

弁
よ

り
炭

酸
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

容
器

は
横

倒
し

に
置

か
れ

て
お

り
、

転
倒

等
に

よ
る

外
的

損
傷

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

今
後

は
、

容
器

の
保

管
場

所
に

考
慮

し
、

4
0
℃

以
下

に
保

て
る

よ
う

に
管

理
を

徹
底

す
る

。

4
7

2
0
1
5
-

2
2
3

消
費

強
風

に
よ

る
消

費
設

備
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
1
7

香 川 県
0

0
0

0
プ

ロ
パ

ン
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
個

人
）

継
手

＜
消

費
中

＞

＜
自

然
災

害
＞

（
強

風
）

無

消
費

者
が

、
自

宅
内

の
物

置
が

強
風

を
受

け
、

ガ
ス

供
給

設
備

側
に

倒
れ

、
ガ

ス
臭

が
す

る
と

の
電

話
連

絡
を

販
売

店
に

行
っ

た
。

販
売

店
当

直
者

が
販

売
店

営
業

所
員

に
連

絡
し

、
緊

急
出

動
を

要
請

し
た

。
そ

の
際

、
電

話
に

て
容

器
バ

ル
ブ

を
締

め
る

こ
と

を
消

費
者

に
要

請
し

締
め

て
も

ら
っ

た
。

営
業

所
員

が
現

場
到

着
時

、
す

で
に

消
防

隊
員

の
処

置
に

よ
り

物
置

は
元

の
位

置
に

戻
さ

れ
、

消
防

隊
員

は
撤

収
し

て
い

た
。

消
防

署
へ

は
、

消
費

者
が

連
絡

し
て

い
た

。
営

業
所

員
が

現
場

に
て

ガ
ス

漏
れ

検
知

液
を

使
用

し
て

漏
れ

箇
所

を
探

索
し

、
調

整
器

出
口

側
と

供
給

配
管

を
接

続
し

て
い

る
ユ

ニ
オ

ン
部

分
か

ら
の

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
、

修
繕

し
た

。
修

繕
後

、
自

気
圧

力
計

に
て

気
密

検
査

・
供

給
圧

力
検

査
を

し
、

修
繕

終
了

確
認

を
し

た
が

、
消

費
者

と
の

話
し

合
い

の
結

果
、

調
整

器
を

交
換

し
て

、
対

応
は

終
了

し
た

。
原

因
は

、
強

風
に

よ
り

煽
ら

れ
た

物
置

が
、

調
整

器
出

口
側

と
供

給
配

管
を

接
続

し
て

い
る

ユ
ニ

オ
ン

部
分

に
接

触
に

よ
り

漏
え

い
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

4
8

2
0
1
5
-

2
2
4

消
費

火
災

に
よ

り
L
P

ガ
ス

容
器

が
被

災
2
0
1
5
/
7
/
1
7

岐 阜 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
そ

の
他

（
染

色
）

容
器

本
体

＜
貯

蔵
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

裸
火

建
物

火
災

が
発

生
し

、
隣

接
建

物
に

置
い

て
あ

っ
た

溶
断

機
の

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
容

器
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

容
器

が
火

災
の

熱
に

煽
ら

れ
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

安
全

弁
が

作
動

し
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
が

噴
出

し
引

火
し

た
。

4
9

2
0
1
5
-

2
2
5

消
費

爆
音

機
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災
2
0
1
5
/
7
/
1
9

山 梨 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

そ
の

他
（
個

人
）

継
手

＜
消

費
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

熱
排

気

消
費

者
所

有
の

畑
に

て
爆

音
機

(鳥
排

除
用

)を
使

用
し

た
と

こ
ろ

、
炎

上
し

た
。

消
費

者
自

身
の

手
に

負
え

な
い

が
、

畑
の

た
め

周
囲

へ
の

延
焼

が
な

い
と

判
断

し
、

そ
の

場
で

監
視

し
て

い
た

。
ガ

ス
が

燃
え

尽
き

る
ま

で
待

っ
て

い
た

が
、

延
焼

が
な

い
の

で
、

そ
の

ま
ま

帰
宅

し
た

。
そ

の
後

、
近

隣
の

耕
作

者
(不

明
)が

消
防

に
連

絡
し

、
さ

ら
に

消
防

が
県

エ
ル

ピ
ー

ガ
ス

協
会

に
連

絡
し

た
。

警
察

、
消

防
、

協
会

担
当

者
が

現
地

に
て

状
況

を
確

認
し

、
警

察
・
消

防
に

よ
り

消
費

者
本

人
の

事
情

聴
取

が
行

わ
れ

た
。

燃
え

尽
き

た
後

、
当

該
容

器
を

販
売

店
が

回
収

し
た

。
原

因
は

、
爆

音
機

付
属

の
調

整
器

を
ガ

ス
容

器
に

取
り

付
け

た
時

に
、

容
器

と
調

整
器

の
間

に
あ

る
単

管
の

調
整

器
側

締
め

付
け

が
不

十
分

だ
っ

た
た

め
、

そ
こ

か
ら

微
量

の
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
そ

し
て

、
漏

れ
に

気
づ

か
ず

、
当

該
爆

音
器

を
使

用
し

た
た

め
、

爆
音

機
本

体
の

排
気

口
の

熱
排

気
が

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

引
火

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

、
ガ

ス
器

具
点

検
の

周
知

お
よ

び
取

り
付

け
後

の
点

検
・
確

認
の

指
導

を
行

う
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

5
0

2
0
1
5
-

2
2
8

消
費

継
手

か
ら

の
モ

ノ
シ

ラ
ン

漏
え

い
2
0
1
5
/
7
/
2
0

三 重 県
0

0
0

0
モ

ノ
シ

ラ
ン

Ｃ
漏

洩
電

気
配

管
、

継
手

＜
停

止
中

＞
（
検

査
・
点

検
中

）

＜
設

計
不

良
＞

無

半
導

体
製

造
装

置
の

立
ち

上
げ

作
業

中
、

配
管

気
密

確
認

を
行

っ
た

後
に

モ
ノ

シ
ラ

ン
ガ

ス
を

供
給

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

漏
え

い
検

知
器

･煙
感

知
器

が
発

報
し

た
。

安
全

確
認

後
、

装
置

を
確

認
し

た
結

果
、

装
置

モ
ジ

ュ
ー

ル
2
側

ガ
ス

ボ
ッ

ク
ス

内
部

に
モ

ノ
シ

ラ
ン

漏
え

い
の

痕
跡

を
発

見
し

た
。

ま
た

、
ガ

ス
配

管
系

統
の

固
定

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

装
置

立
ち

上
げ

作
業

の
ガ

ス
出

し
時

に
行

う
、

バ
ル

ブ
操

作
で

配
管

に
外

的
な

力
が

加
わ

っ
た

結
果

、
圧

力
セ

ン
サ

ー
の

一
次

側
継

手
部

に
負

荷
が

か
か

り
、

漏
え

い
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

今
回

の
装

置
か

ら
、

ガ
ス

ボ
ッ

ク
ス

内
S
iH

4
配

管
の

仕
様

が
変

更
さ

れ
て

お
り

、
配

管
の

長
さ

、
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

固
定

位
置

が
変

わ
っ

た
こ

と
で

、
ガ

ス
配

管
へ

負
荷

が
か

か
る

構
造

と
な

っ
て

い
た

。
今

後
は

、
①

S
iH

4
の

配
管

系
統

に
つ

い
て

、
仕

様
を

変
更

前
レ

イ
ア

ウ
ト

に
戻

す
。

(後
続

機
で

搬
入

施
工

未
着

手
装

置
を

含
め

る
)ブ

ラ
ケ

ッ
ト

の
固

定
位

置
も

変
更

前
に

戻
る

た
め

、
配

管
固

定
の

強
度

が
増

し
、

バ
ル

ブ
操

作
等

に
よ

る
外

部
か

ら
の

負
荷

を
軽

減
す

る
。

②
今

回
の

事
例

に
つ

い
て

、
社

内
関

係
者

へ
類

似
事

象
の

発
生

防
止

を
周

知
徹

底
し

、
共

通
仕

様
書

へ
「
ガ

ス
配

管
へ

の
外

的
負

荷
」
に

関
し

て
、

管
理

内
容

を
追

記
す

る
。

③
新

規
・
改

造
等

に
よ

り
配

管
仕

様
等

を
変

更
す

る
場

合
は

、
過

去
国

内
外

で
発

生
し

た
事

故
等

の
事

例
も

参
考

に
し

な
が

ら
、

構
造

、
作

業
性

、
操

作
方

式
等

に
つ

い
て

、
社

内
の

専
門

メ
ン

バ
ー

で
事

前
に

多
面

的
な

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
う

。
④

漏
え

い
事

故
後

の
通

報
連

絡
の

遅
れ

に
つ

い
て

、
第

一
報

の
連

絡
内

容
と

方
法

を
見

直
し

、
法

令
所

管
す

る
職

場
間

で
情

報
の

共
有

を
図

る
こ

と
で

、
関

係
公

的
機

関
へ

遅
滞

な
く
連

絡
で

き
る

よ
う

社
内

の
緊

急
連

絡
網

へ
盛

り
込

み
、

工
場

全
職

場
へ

周
知

徹
底

を
図

る
。

5
1

2
0
1
5
-

2
3
0

消
費

窯
点

火
作

業
中

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い
爆

発
2
0
1
5
/
7
/
2
2

愛 媛 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

爆
発

漁
業

ガ
ス

コ
ッ

ク

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

裸
火

（
ラ

イ タ
ー

）

消
費

事
業

所
従

業
員

が
、

屋
外

に
設

置
し

た
藻

塩
を

作
る

窯
(L

P
ガ

ス
使

用
)周

辺
で

ガ
ス

臭
に

気
づ

き
、

窯
設

備
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

消
費

設
備

の
ガ

ス
コ

ッ
ク

が
半

開
き

に
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
そ

の
た

め
、

一
旦

ガ
ス

コ
ッ

ク
を

閉
め

て
1
～

2
分

間
放

置
し

、
ガ

ス
臭

が
し

な
く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
窯

に
点

火
し

た
と

こ
ろ

、
窯

内
に

滞
留

し
て

い
た

ガ
ス

に
引

火
し

、
爆

発
し

た
。

当
従

業
員

1
名

が
爆

発
に

よ
り

負
傷

し
た

。
原

因
は

、
前

日
の

作
業

終
了

後
に

窯
の

ガ
ス

コ
ッ

ク
を

完
全

に
閉

め
て

い
な

か
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

そ
の

た
め

、
L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

翌
日

、
ガ

ス
臭

は
確

認
し

た
が

、
窯

内
に

L
P

ガ
ス

が
滞

留
し

て
い

な
い

か
を

確
認

せ
ず

に
窯

内
に

点
火

し
た

た
め

、
窯

内
に

滞
留

し
た

L
P

ガ
ス

に
引

火
し

、
爆

発
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

5
2

2
0
1
5
-

2
5
1

消
費

車
両

衝
突

に
よ

る
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
お

よ
び

供
給

配
管

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
7
/
2
2

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

販
売

店

配
管

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー

＜
消

費
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無

7
月

2
2
日

2
1
時

3
5
分

に
、

B
棟

の
入

居
者

か
ら

「
A

棟
の

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

下
あ

た
り

か
ら

ガ
ス

漏
れ

し
て

い
る

。
」
と

連
絡

が
あ

り
、

販
売

店
社

員
が

現
地

に
2
1
時

5
0
分

に
到

着
し

た
。

A
棟

2
0
2
号

室
(空

室
)の

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

コ
ッ

ク
下

部
が

折
れ

て
、

ガ
ス

漏
れ

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
一

時
全

世
帯

を
供

給
停

止
に

し
、

損
傷

箇
所

に
対

し
て

処
置

を
行

っ
た

。
2
2
時

5
0
分

に
ガ

ス
供

給
は

復
旧

し
た

。
警

察
に

被
害

を
報

告
し

、
今

回
の

件
は

車
両

に
よ

る
当

て
逃

げ
物

損
事

故
と

認
め

ら
れ

た
。

7
月

3
0
日

に
修

繕
工

事
が

完
了

し
た

。
今

後
は

、
車

両
衝

突
事

故
を

防
ぐ

た
め

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
は

建
物

の
奥

に
移

動
さ

せ
る

。

5
3

2
0
1
5
-

2
3
2

消
費

溶
接

作
業

中
の

ホ
ー

ス
か

ら
の

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
漏

え
い

火
災

2
0
1
5
/
7
/
2
4

高 知 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

漏
洩

火
災

鉄
工

所
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

火
花

（
グ

ラ
イ

ン ダ
ー

）

作
業

棟
前

で
溶

接
作

業
中

、
ア

セ
チ

レ
ン

ホ
ー

ス
か

ら
火

災
が

発
生

後
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

溶
栓

が
作

動
し

、
噴

出
し

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

に
引

火
し

た
。

消
防

署
に

通
報

後
、

自
社

消
化

器
(2

本
)を

使
用

し
て

消
火

活
動

後
(消

火
器

に
よ

る
消

火
で

は
鎮

火
せ

ず
。

)、
消

防
車

の
放

水
に

よ
り

鎮
火

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
溶

接
し

て
い

る
付

近
に

お
い

て
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
で

作
業

を
行

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
ア

セ
チ

レ
ン

ホ
ー

ス
か

ら
漏

れ
て

い
た

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
へ

の
火

花
の

着
火

と
推

定
さ

れ
る

。

5
4

2
0
1
5
-

2
3
3

消
費

ホ
ー

ス
切

断
に

よ
る

L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
7
/
2
4

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
個

人
）

ホ
ー

ス

＜
そ

の
他

＞
（
消

費
者

宅
）

＜
そ

の
他

＞
（
い

た
ず

ら
）

＜
不

良
行

為
＞

無
ガ

ス
容

器
の

高
圧

ホ
ー

ス
(自

動
切

替
側

1
0
c
m

程
度

の
と

こ
ろ

)が
切

断
さ

れ
た

た
め

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

通
行

人
が

漏
え

い
の

音
に

よ
り

発
見

し
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

た
め

、
販

売
店

が
現

地
へ

出
動

し
、

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

。
原

因
は

、
第

三
者

に
よ

る
い

た
ず

ら
と

推
定

さ
れ

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

5
5

2
0
1
5
-

2
3
5

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
7
/
2
6

長 野 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

機
械

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

近
隣

住
民

が
当

該
工

場
か

ら
破

裂
音

(炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

の
破

裂
)を

聞
き

、
炭

酸
ガ

ス
の

漏
え

い
を

発
見

し
て

、
消

防
署

に
通

報
し

た
。

消
防

署
員

が
現

場
に

到
着

し
た

時
、

工
場

の
屋

外
に

設
置

し
て

あ
る

溶
接

用
の

炭
酸

ガ
ス

3
0
kg

容
器

1
6

本
の

う
ち

1
本

の
容

器
か

ら
炭

酸
ガ

ス
が

全
て

漏
え

い
し

て
い

た
。

原
因

は
、

事
故

発
生

当
日

は
気

温
3
5
℃

を
超

え
る

暑
さ

の
た

め
、

容
器

内
圧

力
が

上
昇

し
て

安
全

弁
が

作
動

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

容
器

置
き

場
に

屋
根

は
つ

い
て

い
る

も
の

の
、

側
面

か
ら

の
日

光
を

遮
る

措
置

は
無

い
。

容
器

の
温

度
上

昇
を

防
止

す
る

た
め

、
事

故
後

た
だ

ち
に

日
よ

け
の

た
め

の
よ

し
ず

を
設

置
し

た
。

今
後

は
、

日
よ

け
用

の
カ

ー
テ

ン
を

設
置

す
る

。

5
6

2
0
1
5
-

2
5
3

消
費

L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

使
用

中
の

ホ
ー

ス
か

ら
L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
7
/
2
7

大 阪 府
0

0
2

2
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

そ
の

他
（
個

人
）

ホ
ー

ス

＜
消

費
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
ラ

イ タ
ー

）

自
宅

敷
地

内
に

お
い

て
、

フ
ロ

ア
シ

ー
ト

の
粘

着
力

を
増

す
た

め
に

加
熱

作
業

を
し

よ
う

と
L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

に
ラ

イ
タ

ー
で

点
火

し
た

と
こ

ろ
、

経
年

劣
化

し
た

接
続

ホ
ー

ス
か

ら
漏

え
い

し
た

L
P

ガ
ス

に
引

火
し

、
作

業
者

2
名

が
火

傷
を

負
っ

た
。

容
器

の
バ

ル
ブ

を
閉

め
て

消
火

し
た

。
L
P

ガ
ス

容
器

・
バ

ー
ナ

ー
と

も
に

約
1
0
年

前
に

購
入

し
、

1
0
年

ぶ
り

の
使

用
で

あ
っ

た
。

原
因

は
、

接
続

ホ
ー

ス
の

経
年

劣
化

と
推

定
さ

れ
る

。

5
7

2
0
1
5
-

2
3
8

消
費

切
断

作
業

中
の

ホ
ー

ス
継

手
か

ら
の

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
漏

え
い

火
災

2
0
1
5
/
7
/
3
1

栃 木 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
鉄

工
所

継
手

＜
消

費
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
火

花

鉄
工

場
内

で
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

切
断

作
業

中
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
用

調
整

器
ホ

ー
ス

接
続

部
か

ら
ガ

ス
漏

れ
が

あ
り

、
切

断
中

の
火

花
が

飛
び

、
漏

え
い

部
に

火
が

つ
い

た
。

す
ぐ

に
は

気
づ

か
ず

に
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

の
一

部
に

火
が

か
か

り
、

溶
栓

が
溶

け
、

そ
の

穴
か

ら
さ

ら
に

ガ
ス

が
噴

出
し

た
。

ガ
ス

は
容

器
の

安
全

弁
が

働
き

、
容

器
内

の
ガ

ス
が

無
く
な

る
ま

で
燃

え
、

火
は

消
え

た
。

今
後

は
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
、

酸
素

ガ
ス

を
使

用
す

る
際

に
は

、
使

用
前

に
必

ず
ガ

ス
漏

れ
検

査
を

す
る

よ
う

に
検

査
液

と
注

意
書

き
を

用
意

す
る

こ
と

と
し

た
。

5
8

2
0
1
5
-

2
5
5

消
費

液
化

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
8
/
1

岐 阜 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

建
設

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
消

費
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無
屋

外
で

液
化

炭
酸

ガ
ス

3
0
kg

容
器

6
本

を
消

費
場

所
に

保
管

し
て

い
た

。
原

因
は

、
炎

天
下

で
保

管
し

て
い

た
た

め
、

気
温

の
上

昇
に

伴
い

、
容

器
内

圧
が

上
昇

し
て

安
全

弁
が

働
き

、
ガ

ス
が

噴
出

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
容

器
に

遮
光

シ
ー

ト
お

よ
び

テ
ン

ト
を

配
置

す
る

。
ま

た
、

容
器

下
部

に
角

材
を

敷
設

し
て

通
気

性
を

確
保

す
る

。

5
9

2
0
1
5
-

2
5
9

消
費

火
災

に
よ

り
L
P

ガ
ス

容
器

が
被

災
2
0
1
5
/
8
/
5

神 奈 川 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
漏

洩
火

災

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

安
全

弁

＜
そ

の
他

＞
（
ガ

ス
未

使
用

）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

火
災

L
P

ガ
ス

に
起

因
し

な
い

火
災

が
発

生
し

、
火

災
時

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
含

む
供

給
設

備
が

火
に

煽
ら

れ
破

損
し

た
。

調
整

器
の

状
況

か
ら

炎
ま

た
は

熱
に

よ
り

容
器

安
全

弁
の

作
動

お
よ

び
ゴ

ム
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

部
分

が
溶

け
て

し
ま

い
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

6
0

2
0
1
5
-

2
7
0

消
費

液
化

窒
素

容
器

の
配

管
溶

接
部

か
ら

の
窒

素
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
2
1

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
電

気
容

器
本

体
、

配
管

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

8
月

1
7
日

よ
り

、
液

化
窒

素
1
3
2
kg

容
器

を
交

換
用

予
備

と
し

て
貯

蔵
し

て
い

た
。

8
月

2
1
日

に
液

化
窒

素
容

器
本

体
の

配
管

溶
接

部
か

ら
窒

素
ガ

ス
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
当

該
容

器
は

、
ガ

ス
供

給
業

者
へ

連
絡

の
上

、
8
月

2
1
日

に
充

て
ん

容
器

と
交

換
し

た
。

原
因

は
、

当
該

容
器

は
容

器
製

造
か

ら
1
8
年

5
ヶ

月
を

経
過

し
て

お
り

、
経

年
劣

化
に

よ
る

配
管

溶
接

部
へ

の
微

小
な

き
裂

に
よ

る
ピ

ン
ホ

ー
ル

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

6
1

2
0
1
5
-

3
0
1

消
費

火
災

に
よ

り
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

が
被

災

2
0
1
5
/
8
/
2
4

神 奈 川 県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
Ｃ

漏
洩

火
災

廃
品

回
収

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
停

止
中

＞
（
工

事
中

）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

無

工
場

屋
外

設
備

(鉄
製

タ
ン

ク
)を

ガ
ス

切
断

に
て

解
体

工
事

を
行

っ
て

い
た

。
1
1
時

3
5
分

頃
、

火
気

監
視

人
が

近
傍

冷
却

塔
よ

り
発

火
し

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

手
元

消
火

器
、

散
水

ホ
ー

ス
に

て
消

火
活

動
を

行
い

、
平

行
し

て
工

場
主

幹
元

、
消

防
署

に
電

話
通

報
し

た
。

火
は

強
風

に
あ

お
ら

れ
て

建
屋

壁
か

ら
工

場
屋

根
全

体
に

燃
え

広
が

っ
た

。
消

防
が

到
着

し
、

消
火

活
動

を
行

い
、

1
3
時

3
3
分

に
一

時
鎮

火
を

確
認

し
た

。
1
7
時

0
0
分

に
消

防
の

許
可

が
お

り
工

場
内

に
入

っ
た

と
こ

ろ
、

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
１

本
の

安
全

弁
よ

り
微

量
の

漏
れ

を
確

認
し

た
。

消
防

の
指

導
の

下
、

屋
外

に
搬

出
し

た
。

6
2

2
0
1
5
-

3
0
9

消
費

水
封

式
安

全
器

か
ら

の
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
9
/
5

山 口 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
鉄

工
所

破
裂

板

＜
停

止
中

＞
（
休

止
中

）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

火
花

（
グ

ラ
イ

ン ダ
ー

）

元
弁

が
完

全
に

閉
め

ら
れ

て
い

な
い

安
全

器
の

破
裂

板
が

外
面

腐
食

に
よ

り
開

孔
し

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
周

囲
(出

火
場

所
か

ら
6
m

の
位

置
)で

行
わ

れ
た

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

作
業

の
火

花
が

引
火

し
、

火
災

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

安
全

器
の

点
検

が
行

わ
れ

て
お

ら
ず

、
安

全
器

の
破

裂
板

が
外

面
腐

食
に

よ
り

開
孔

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
ア

セ
チ

レ
ン

の
安

全
器

に
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
等

の
火

の
粉

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
遮

蔽
す

る
不

燃
シ

ー
ト

等
の

設
置

を
検

討
す

る
。

安
全

器
を

使
用

し
な

い
時

は
、

元
弁

を
閉

め
て

ハ
ン

ド
ル

に
「
閉

」
の

札
を

掛
け

る
こ

と
を

手
順

書
に

追
記

し
、

徹
底

す
る

。
安

全
器

使
用

時
の

作
業

手
順

を
見

直
し

、
定

期
的

(1
回

/
年

以
上

)に
作

業
者

へ
の

教
育

の
実

施
を

行
う

。

6
3

2
0
1
5
-

3
1
4

消
費

ひ
ず

み
取

り
作

業
中

の
逆

火
に

よ
る

爆
発

2
0
1
5
/
9
/
1
7

神 奈 川 県

0
1

0
1

ア
セ

チ
レ

ン
、

酸
素

Ｃ
漏

洩
爆

発
機

械

ホ
ー

ス
、

吹
管

等
加

工
部

＜
消

費
中

＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

裸
火

（
逆

火
）

機
械

部
品

を
過

熱
し

て
ひ

ず
み

取
り

作
業

中
に

、
ホ

ー
ス

内
に

逆
火

し
、

作
業

者
が

右
手

首
か

ら
肘

ま
で

の
間

を
火

傷
し

た
。

逆
火

さ
せ

た
こ

と
に

よ
り

、
劣

化
し

た
ツ

イ
ン

ホ
ー

ス
の

接
続

部
が

爆
発

し
た

。
な

お
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
等

の
購

入
に

あ
た

っ
て

、
販

売
事

業
者

か
ら

、
法

第
2
0
条

の
5
に

基
づ

く
周

知
を

受
け

て
い

な
か

っ
た

。

6
4

2
0
1
5
-

3
3
2

消
費

車
両

衝
突

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
5

福 井 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

、
圧

力
調

整
器

、
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞

＜
交

通
事

故
＞

（
他

損
）

無

通
勤

途
中

の
軽

乗
用

車
が

消
費

者
宅

の
玄

関
先

を
か

す
め

て
通

過
し

、
充

て
ん

容
器

・
灯

油
タ

ン
ク

を
転

倒
さ

せ
て

停
止

し
た

。
そ

の
際

、
調

整
器

お
よ

び
ホ

ー
ス

が
破

断
し

、
破

断
部

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
衝

撃
音

に
気

が
付

い
た

消
費

者
が

外
に

出
て

容
器

バ
ル

ブ
を

閉
め

、
販

売
事

業
者

へ
連

絡
し

た
。

原
因

は
、

軽
乗

用
車

を
運

転
し

て
い

た
者

の
前

方
不

注
意

と
推

定
さ

れ
る

。

6
5

2
0
1
5
-

3
4
1

消
費

L
P

ガ
ス

蒸
発

器
残

渣
分

測
定

中
の

火
災

2
0
1
5
/
1
0
/
1
3

大 阪 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

火
災

そ
の

他

容
器

本
体

、
継

手

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

静
電

気

1
0
時

2
0
分

頃
、

試
験

セ
ン

タ
ー

ガ
ス

採
取

室
に

て
L
P

ガ
ス

蒸
発

残
渣

分
測

定
の

際
、

試
料

を
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

試
験

容
器

に
移

す
時

に
、

ド
ラ

フ
ト

内
で

小
火

が
発

生
し

た
。

た
だ

ち
に

消
火

器
に

て
消

火
活

動
を

実
施

し
、

1
0
時

2
3
分

頃
に

消
火

を
確

認
し

た
。

1
0
時

2
5
分

頃
、

消
防

へ
通

報
を

行
い

、
防

衛
隊

本
部

を
設

置
し

た
。

L
P

ガ
ス

蒸
発

残
渣

分
試

験
は

日
本

L
P

ガ
ス

協
会

規
格

の
試

験
法

「
J
L
P

G
A

-
S
-
0
3
 L

P
G

蒸
発

残
渣

分
試

験
法

(質
量

法
)」

を
参

考
に

し
て

実
施

し
て

い
た

。
試

料
容

器
か

ら
予

冷
装

置
ま

で
の

接
続

管
が

、
当

該
試

験
法

で
定

め
ら

れ
た

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

製
、

鋼
製

ま
た

は
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
合

金
製

で
は

な
く
、

ゴ
ム

管
を

使
用

し
て

い
た

。
ま

た
、

予
冷

装
置

か
ら

蒸
発

筒
ま

で
の

接
続

管
に

つ
い

て
、

継
手

部
分

に
シ

ー
ル

テ
ー

プ
を

巻
い

て
い

た
。

原
因

は
、

導
通

が
な

か
っ

た
た

め
、

L
P

ガ
ス

が
配

管
を

流
れ

る
間

に
帯

電
し

、
蒸

発
筒

内
で

発
火

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

試
料

器
具

は
鋼

製
等

導
通

の
採

れ
る

材
質

の
も

の
を

使
用

す
る

。
②

資
料

室
の

ア
ー

ス
は

導
通

が
着

実
に

と
れ

る
よ

う
に

設
置

す
る

。
③

す
べ

て
の

試
験

に
つ

い
て

、
手

順
書

通
り

実
施

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

④
静

電
気

に
関

す
る

安
全

教
育

を
実

施
す

る
。

⑤
静

電
気

に
関

す
る

危
険

性
と

留
意

点
を

手
順

書
に

盛
り

込
み

、
課

員
へ

周
知

す
る

。

6
6

2
0
1
5
-

3
6
5

消
費

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
1
1
/
2

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

消
費

者
が

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
異

常
値

を
発

見
し

、
販

売
店

へ
連

絡
し

た
。

容
器

が
軽

く
、

漏
え

い
が

疑
わ

れ
た

た
め

、
販

売
店

が
事

業
所

に
配

送
し

た
。

事
業

所
内

で
石

け
ん

水
に

よ
る

気
密

検
査

を
実

施
し

た
結

果
、

容
器

ス
カ

ー
ト

上
部

(溶
接

部
)の

ピ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
漏

え
い

が
確

認
さ

れ
た

容
器

は
メ

ー
カ

ー
が

回
収

し
、

原
因

を
調

査
し

た
。

原
因

は
、

溶
接

不
良

と
推

定
さ

れ
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

6
7

2
0
1
5
-

3
6
7

消
費

火
災

に
よ

る
酸

素
容

器
の

破
裂

お
よ

び
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
1
1
/
5

埼 玉 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

破
裂

破
損

等

廃
品

回
収

容
器

本
体

＜
貯

蔵
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

裸
火

倉
庫

の
火

災
に

よ
り

、
貯

蔵
し

て
あ

っ
た

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

が
破

裂
し

、
ア

セ
チ

レ
ン

7
.2

kg
容

器
1
本

の
溶

栓
か

ら
噴

出
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

。
ま

た
、

酸
素

容
器

の
破

裂
に

よ
る

爆
風

に
よ

り
、

周
辺

民
家

の
窓

ガ
ラ

ス
お

よ
び

外
壁

が
破

損
し

た
。

7
時

5
6
分

に
消

防
へ

通
報

し
、

1
0
時

2
0
分

に
消

火
が

完
了

し
た

。
原

因
は

、
不

明
で

あ
る

。

6
8

2
0
1
5
-

3
7
0

消
費

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

作
業

中
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
爆

発

2
0
1
5
/
1
1
/
7

岡 山 県
0

0
4

4
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

爆
発

電
気

ゴ
ム

ホ
ー

ス

＜
消

費
中

＞

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞

＜
点

検
不

良
＞

高
温

物
体

事
故

前
日

、
溶

断
作

業
の

た
め

に
ガ

ス
ホ

ー
ス

を
作

業
現

場
に

引
き

込
む

作
業

を
実

施
し

、
翌

日
、

ボ
イ

ラ
ー

建
設

作
業

現
場

に
て

、
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
作

業
完

了
後

、
片

付
け

時
に

異
音

が
聞

こ
え

た
た

め
、

配
管

外
に

退
避

し
た

直
後

に
爆

発
が

発
生

し
た

。
平

成
2
7
年

6
月

2
9
日

に
設

置
し

た
液

化
石

油
ガ

ス
消

費
設

備
で

あ
る

。
原

因
は

、
ボ

イ
ラ

ー
建

設
作

業
現

場
に

液
化

石
油

ガ
ス

消
費

設
備

の
ガ

ス
ホ

ー
ス

を
敷

設
し

た
状

態
で

管
外

部
の

溶
接

を
行

っ
た

た
め

、
溶

接
熱

に
よ

り
、

管
内

部
の

ガ
ス

ホ
ー

ス
(溶

接
線

と
の

接
触

部
分

)が
損

傷
し

た
。

そ
の

後
、

ホ
ー

ス
内

圧
に

よ
り

損
傷

し
た

ガ
ス

ホ
ー

ス
に

開
口

が
発

生
し

、
液

化
石

油
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
拡

散
し

た
。

そ
し

て
、

燃
料

ガ
ス

管
外

部
溶

接
熱

に
よ

り
、

管
内

面
温

度
が

上
昇

し
、

液
化

石
油

ガ
ス

の
自

然
発

火
温

度
に

到
達

し
た

た
め

、
爆

発
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

①
液

化
石

油
ガ

ス
が

滞
留

す
る

恐
れ

の
あ

る
場

所
へ

ガ
ス

検
知

器
を

設
置

す
る

。
②

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

ヘ
ッ

ダ
を

管
理

す
る

(専
任

監
視

人
の

配
備

)。
③

可
燃

性
ガ

ス
お

よ
び

溶
接

作
業

に
つ

い
て

の
教

育
を

実
施

す
る

。
④

日
常

点
検

表
を

作
成

す
る

。

6
9

2
0
1
5
-

3
7
6

消
費

溶
断

作
業

中
の

逆
火

に
よ

る
火

災
2
0
1
5
/
1
1
/
1
3

沖 縄 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
漏

洩
火

災
そ

の
他

（
造

船
所

）
配

管
＜

消
費

中
＞

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
逆

火
）

溶
断

作
業

中
に

逆
火

し
、

出
火

し
た

。
配

管
末

端
の

取
り

出
し

口
前

の
水

封
式

安
全

器
は

作
動

し
て

い
る

が
、

ガ
ス

は
遮

断
さ

れ
な

か
っ

た
。

ア
セ

チ
レ

ン
集

合
装

置
の

元
バ

ル
ブ

を
閉

め
た

が
、

配
管

内
の

ガ
ス

が
燃

焼
し

き
る

ま
で

約
5
分

間
燃

え
続

け
た

。
水

封
式

安
全

器
は

自
主

点
検

は
行

っ
て

い
た

が
、

3
年

に
1
回

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

メ
ー

カ
ー

点
検

を
受

け
て

い
な

か
っ

た
。

そ
の

理
由

と
し

て
、

安
全

器
を

取
り

外
し

て
メ

ー
カ

ー
に

送
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

間
、

業
務

が
停

止
す

る
こ

と
か

ら
、

怠
っ

て
い

た
。

そ
の

結
果

、
遮

断
弁

が
こ

う
着

し
、

ガ
ス

を
遮

断
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
水

封
式

安
全

器
の

取
り

替
え

お
よ

び
点

検
作

業
を

徹
底

す
る

。

7
0

2
0
1
5
-

3
8
0

消
費

水
素

ガ
ス

消
費

中
の

ア
ル

ミ
容

器
破

裂
火

災

2
0
1
5
/
1
1
/
1
7

大 分 県
0

1
2

3
水

素
Ｃ

破
裂

破
損

等
火

災
そ

の
他

（
商

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞
不

明

メ
タ

ノ
ー

ル
水

型
燃

料
電

池
M

E
の

改
質

装
置

に
不

具
合

が
発

生
し

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

た
め

同
装

置
内

に
設

置
さ

れ
て

い
る

水
素

ガ
ス

容
器

(可
搬

式
ア

ル
ミ

容
器

)を
交

換
す

る
必

要
が

生
じ

た
。

燃
料

電
池

シ
ス

テ
ム

の
修

理
作

業
の

準
備

と
し

て
、

同
作

業
に

必
要

な
水

素
ガ

ス
を

7
m

3
容

器
か

ら
ア

ル
ミ

容
器

に
0
.5

M
P

a封
入

す
る

つ
も

り
で

作
業

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

従
事

者
の

人
為

ミ
ス

に
よ

り
予

定
以

上
の

圧
力

が
か

か
る

こ
と

と
な

り
、

容
器

が
破

裂
し

た
。

破
裂

に
伴

い
、

破
片

が
直

撃
し

た
従

事
者

1
名

が
重

傷
、

従
事

者
2
名

が
軽

傷
を

負
っ

た
。

ま
た

、
何

ら
か

の
火

元
に

よ
り

水
素

ガ
ス

に
着

火
し

、
車

両
内

部
で

火
災

が
発

生
し

た
が

、
す

ぐ
に

消
火

し
た

。
原

因
は

、
作

業
者

が
ゲ

ー
ジ

の
圧

力
単

位
を

kg
/
c
m

2
で

あ
る

と
勘

違
い

し
た

た
め

、
予

定
し

て
い

た
0
.5

M
P

a以
上

の
圧

力
が

可
搬

式
ア

ル
ミ

容
器

に
か

か
る

こ
と

と
な

り
、

容
器

が
圧

力
に

耐
え

き
れ

な
か

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
再

発
防

止
策

の
策

定
(作

業
手

順
の

変
更

)お
よ

び
保

安
教

育
を

実
施

す
る

。

7
1

2
0
1
5
-

3
8
2

消
費

液
化

窒
素

容
器

の
破

裂
板

作
動

2
0
1
5
/
1
1
/
1
8

愛 知 県
0

0
0

0
窒

素
Ｃ

漏
洩

機
械

容
器

本
体

、
破

裂
板

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

6
時

4
0
分

頃
、

事
業

所
内

に
設

置
さ

れ
た

液
体

窒
素

容
器

(配
管

に
接

続
し

バ
ル

ブ
は

閉
状

態
)か

ら
の

ガ
ス

噴
出

音
を

近
隣

住
民

が
確

認
し

た
。

液
体

窒
素

容
器

破
裂

板
が

破
損

し
て

液
体

窒
素

が
約

1
0
7
m

3
漏

え
い

し
、

6
時

5
5
分

頃
に

漏
え

い
は

収
ま

っ
た

。
当

該
容

器
の

破
壊

式
安

全
弁

(破
裂

板
)を

分
解

し
て

調
査

を
行

っ
た

。
原

因
は

、
銅

板
が

腐
食

し
て

お
り

、
そ

の
た

め
に

通
常

よ
り

低
い

圧
力

で
破

損
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

残
り

の
容

器
の

破
裂

式
安

全
弁

の
点

検
を

行
っ

た
。

今
後

は
、

高
圧

ガ
ス

の
容

器
納

入
を

使
用

直
前

と
す

る
よ

う
改

め
る

。

7
2

2
0
1
5
-

3
8
4

消
費

保
温

下
の

配
管

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
1
1
/
2
0

山 口 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

石
油

精
製

配
管

＜
製

造
中

＞
（
定

常
運

転
）

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

軽
油

脱
硫

装
置

に
お

い
て

、
運

転
員

が
巡

回
し

て
い

る
際

、
ガ

ス
臭

を
感

じ
た

。
フ

ラ
ク

シ
ョ

ネ
ー

タ
ー

加
熱

炉
(2

8
F
-
2
)燃

料
ガ

ス
保

温
配

管
へ

携
帯

式
ガ

ス
検

知
器

を
近

づ
け

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
検

知
器

が
鳴

動
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

覚
知

し
た

。
直

ち
に

当
該

装
置

を
停

止
し

、
バ

ル
ブ

閉
止

お
よ

び
仕

切
板

挿
入

に
よ

り
、

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
原

因
は

、
サ

ポ
ー

ト
部

の
保

温
外

装
鉄

板
の

切
欠

き
部

に
、

雨
水

シ
ー

ル
が

施
工

さ
れ

て
お

ら
ず

、
そ

の
隙

間
か

ら
雨

水
が

浸
入

し
た

こ
と

に
よ

る
、

配
管

･保
温

外
装

の
腐

食
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
保

温
内

部
か

ら
の

腐
食

に
よ

り
保

温
外

装
が

開
口

し
、

そ
の

開
口

部
か

ら
も

雨
水

が
浸

入
し

て
、

配
管

の
外

面
腐

食
が

加
速

さ
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

加
熱

炉
(2

8
F
-
2
)お

よ
び

そ
の

類
似

施
設

で
あ

る
加

熱
炉

(2
8
F
-
1
)の

保
温

配
管

を
対

象
に

拡
大

検
査

を
行

う
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

7
3

2
0
1
5
-

4
0
2

消
費

液
化

窒
素

ガ
ス

容
器

の
破

裂
板

作
動

2
0
1
5
/
1
1
/
2
3

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
漏

洩
機

械

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

1
1
1
月

1
9
日

に
納

入
さ

れ
た

貯
蔵

中
の

液
化

窒
素

ガ
ス

L
G

C
容

器
1
本

の
破

裂
板

が
作

動
し

、
大

き
な

爆
発

音
と

と
も

に
窒

素
ガ

ス
が

噴
出

し
た

。
当

該
容

器
に

つ
い

て
検

査
会

社
が

検
査

し
た

と
こ

ろ
、

付
属

装
置

で
あ

る
バ

ネ
式

安
全

弁
が

規
定

の
圧

力
に

お
い

て
も

作
動

し
な

か
っ

た
。

バ
ネ

に
抑

え
ら

れ
た

テ
フ

ロ
ン

パ
ッ

キ
ン

が
固

着
し

た
こ

と
と

、
破

裂
板

の
若

干
の

酸
化

に
よ

り
、

設
定

圧
力

以
上

で
作

動
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

原
因

は
、

バ
ネ

式
安

全
弁

が
容

器
内

の
規

定
の

圧
力

を
超

え
て

も
作

動
せ

ず
、

結
果

的
に

内
圧

が
上

昇
し

、
破

壊
式

安
全

弁
が

作
動

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
前

回
容

器
再

検
査

(1
月

1
1
日

)で
、

バ
ネ

式
安

全
弁

は
作

動
圧

力
を

調
整

さ
れ

、
破

裂
板

は
交

換
さ

れ
て

い
た

。

7
4

2
0
1
5
-

3
9
2

消
費

L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

点
火

時
の

火
災

2
0
1
5
/
1
1
/
2
7

宮 城 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
裸

火

8
時

2
0
分

頃
、

駐
車

場
に

お
い

て
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

敷
設

工
事

の
作

業
員

が
L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

へ
着

火
し

よ
う

と
し

た
も

の
の

着
火

せ
ず

、
持

ち
合

わ
せ

て
い

た
別

の
L
P

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

に
交

換
し

て
着

火
し

た
と

こ
ろ

、
何

ら
か

の
原

因
で

周
囲

に
漏

え
い

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

に
引

火
し

た
。

周
囲

に
い

た
作

業
員

が
、

8
時

2
1
分

に
消

防
署

に
通

報
し

た
。

通
報

を
受

け
、

8
時

3
2
分

に
現

地
到

着
し

た
消

防
隊

の
消

火
活

動
に

よ
り

火
は

消
え

、
そ

の
後

、
L
P

ガ
ス

容
器

の
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
ガ

ス
の

漏
え

い
を

止
め

た
。

こ
の

事
故

に
よ

り
、

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

を
使

用
し

た
従

業
員

が
火

傷
を

負
っ

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

7
5

2
0
1
5
-

4
0
5

消
費

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
気

液
分

離
器

の
遮

断
弁

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
2

青 森 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
一

般
化

学

緊
急

遮
断

弁

＜
消

費
中

＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

事
故

当
時

、
ア

ン
モ

ニ
ア

水
製

造
設

備
は

稼
働

中
で

あ
り

、
液

化
ア

ン
モ

ニ
ア

を
消

費
し

て
ア

ン
モ

ニ
ア

水
溶

液
を

製
造

中
で

あ
っ

た
。

1
2
月

2
日

、
ア

ン
モ

ニ
ア

水
製

造
設

備
に

あ
る

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
気

液
分

離
器

の
入

口
側

遮
断

弁
(電

磁
弁

)の
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
が

液
滴

状
に

防
液

堤
内

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
上

に
落

ち
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
直

ち
に

遮
断

弁
グ

ラ
ン

ド
部

の
増

締
め

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

入
口

遮
断

弁
前

後
の

手
動

弁
を

閉
止

し
、

漏
え

い
停

止
し

た
こ

と
を

目
視

確
認

し
た

。
防

液
堤

内
に

漏
え

い
し

た
少

量
の

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
は

全
量

気
化

し
、

外
部

へ
の

流
出

は
な

か
っ

た
。

当
該

遮
断

弁
を

取
り

外
し

、
気

密
テ

ス
ト

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
圧

力
低

下
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
こ

れ
は

漏
え

い
発

見
時

に
作

業
員

が
グ

ラ
ン

ド
増

締
め

を
実

施
し

た
た

め
と

考
え

ら
れ

る
。

分
解

点
検

し
た

と
こ

ろ
、

グ
ラ

ン
ド

パ
ッ

キ
ン

接
合

面
、

ガ
ス

ケ
ッ

ト
類

等
部

品
に

不
具

合
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
経

時
的

に
発

生
し

た
グ

ラ
ン

ド
締

め
付

け
ボ

ル
ト

の
緩

み
、

ま
た

は
前

回
分

解
整

備
時

の
グ

ラ
ン

ド
締

め
付

け
が

不
十

分
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
定

期
分

解
整

備
で

の
バ

ル
ブ

組
み

立
て

時
、

メ
ー

カ
ー

規
定

ト
ル

ク
で

締
め

付
け

を
実

施
し

、
記

録
を

残
す

。
ま

た
、

運
転

開
始

前
お

よ
び

開
始

後
に

ト
ル

ク
レ

ン
チ

を
使

用
し

て
ボ

ル
ト

の
緩

み
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

7
6

2
0
1
5
-

4
0
6

消
費

特
定

高
圧

ガ
ス

消
費

設
備

の
配

管
か

ら
の

酸
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
3

広 島 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

漏
洩

紙
・
パ

ル
プ

配
管

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

9
時

1
5
分

頃
、

職
員

が
事

故
箇

所
で

あ
る

特
定

高
圧

ガ
ス

設
備

(配
管

)の
下

を
通

行
中

に
、

ガ
ス

が
抜

け
る

「
シ

ュ
ー

」
と

い
う

異
音

に
よ

り
、

上
方

で
酸

素
が

噴
出

し
て

い
る

の
を

発
見

し
、

た
だ

ち
に

保
安

係
員

等
に

連
絡

を
入

れ
た

。
保

安
係

員
等

が
現

場
へ

急
行

し
、

当
該

箇
所

を
確

認
す

る
と

と
も

に
緊

急
遮

断
弁

お
よ

び
供

給
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。
今

後
は

、
漏

え
い

発
生

時
に

、
警

戒
区

域
を

設
定

す
る

。

7
7

2
0
1
5
-

4
1
7

消
費

切
断

作
業

中
の

L
P

ガ
ス

、
酸

素
漏

え
い

火
災

2
0
1
5
/
1
2
/
1
8

広 島 県
0

1
0

1

液
化

石
油

ガ
ス

、
酸

素

Ｃ
漏

洩
廃

品
回

収

ホ
ー

ス
継

手

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）

裸
火

（
逆

火
）

作
業

者
が

液
化

石
油

ガ
ス

(容
器

か
ら

供
給

)と
酸

素
(C

E
か

ら
供

給
)を

切
断

機
か

ら
消

費
し

、
切

断
作

業
を

し
て

い
た

。
逆

火
に

よ
る

ホ
ー

ス
内

部
か

ら
の

燃
焼

現
象

、
も

し
く
は

何
ら

か
の

火
源

に
よ

り
作

業
服

お
よ

び
酸

素
ホ

ー
ス

が
損

傷
し

、
作

業
員

が
熱

傷
を

負
っ

た
。

原
因

は
、

調
査

中
で

あ
る

。

7
8

2
0
1
5
-

4
1
9

消
費

溶
接

作
業

中
の

逆
火

に
よ

る
火

災
2
0
1
5
/
1
2
/
2
1

福 岡 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

漏
洩

火
災

廃
品

回
収

容
器

本
体

、
圧

力
調

整
器

、
ホ

ー
ス

＜
消

費
中

＞

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

＜
点

検
不

良
＞

裸
火

（
逆

火
）

酸
素

･ア
セ

チ
レ

ン
を

使
用

し
ガ

ス
溶

接
器

に
手

作
業

す
る

た
め

、
ラ

イ
タ

ー
で

着
火

し
た

と
こ

ろ
、

ア
セ

チ
レ

ン
が

逆
火

し
、

ア
セ

チ
レ

ン
調

整
器

(逆
火

防
止

器
内

蔵
)の

出
口

近
く
で

火
が

出
て

ホ
ー

ス
が

延
焼

し
、

酸
素

･ア
セ

チ
レ

ン
容

器
が

延
焼

し
た

。
ホ

ー
ス

を
容

器
に

巻
き

付
け

た
状

態
で

使
用

し
て

お
り

、
ホ

ー
ス

か
ら

調
整

器
、

容
器

に
延

焼
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

販
売

店
が

そ
の

ほ
か

の
容

器
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
今

後
、

販
売

店
が

溶
断

器
の

取
り

扱
い

指
導

を
実

施
す

る
。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

7
9

2
0
1
5
-

4
2
0

消
費

火
災

に
よ

り
高

圧
ガ

ス
容

器
の

安
全

弁
作

動

2
0
1
5
/
1
2
/
2
1

宮 崎 県
0

0
1

1
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

漏
洩

火
災

そ
の

他
（
金

属
加

工
）

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
そ

の
他

＞
（
取

扱
い

な
し

）

＜
そ

の
他

＞
（
火

災
）

無

9
時

3
0
分

頃
、

鍛
冶

屋
の

作
業

場
に

併
設

さ
れ

た
住

宅
よ

り
出

火
し

た
。

市
消

防
局

の
消

火
活

動
に

よ
り

1
2
時

過
ぎ

に
鎮

火
し

た
も

の
の

、
延

焼
火

炎
に

よ
り

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
1
本

お
よ

び
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

の
安

全
弁

可
溶

栓
が

加
熱

溶
解

さ
れ

、
ガ

ス
が

す
べ

て
噴

出
し

た
。

高
圧

ガ
ス

は
火

災
中

に
大

気
に

放
出

さ
れ

て
お

り
、

特
に

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
は

火
災

中
に

燃
焼

し
て

い
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
両

容
器

は
7
月

に
設

置
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

残
ガ

ス
量

は
不

明
で

あ
る

。
住

宅
兼

作
業

場
家

主
が

、
住

宅
の

敷
地

内
に

お
い

て
、

ド
ラ

ム
缶

を
用

い
て

た
き

火
を

行
っ

て
い

た
。

そ
の

後
、

ド
ラ

ム
缶

を
作

業
場

の
方

に
移

し
て

作
業

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
何

ら
か

の
原

因
で

住
宅

の
方

か
ら

火
災

が
発

生
し

た
。

消
費

者
が

火
災

に
気

づ
い

て
初

期
消

火
に

あ
た

っ
た

が
、

火
は

勢
い

を
増

し
作

業
場

ま
で

延
焼

し
、

作
業

場
に

あ
っ

た
ア

セ
チ

レ
ン

お
よ

び
酸

素
容

器
の

安
全

弁
可

溶
栓

が
加

熱
溶

解
さ

れ
、

ガ
ス

が
す

べ
て

噴
出

し
た

。
今

後
は

、
全

消
費

先
の

容
器

置
場

点
検

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
社

内
の

各
支

店
に

対
す

る
保

安
教

育
を

徹
底

す
る

。

8
0

2
0
1
5
-

4
2
7

消
費

消
費

設
備

か
ら

の
L
P

ガ
ス

漏
え

い
2
0
1
5
/
1
2
/
2
6

鳥 取 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

そ
の

他
（
個

人
）

バ
ル

ブ

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

無

1
4
時

4
1
分

頃
、

消
費

者
か

ら
事

業
者

へ
ガ

ス
臭

が
す

る
旨

の
通

報
が

あ
っ

た
。

事
業

者
は

消
費

者
へ

容
器

バ
ル

ブ
の

閉
止

お
よ

び
接

続
部

の
増

し
締

め
を

指
示

し
た

。
1
5
時

0
5
分

頃
、

事
業

所
職

員
が

到
着

し
、

状
況

を
確

認
し

た
。

容
器

お
よ

び
周

囲
の

状
況

を
確

認
し

、
復

旧
作

業
を

実
施

し
た

。
1
5
時

4
0
分

頃
、

復
旧

作
業

が
完

了
し

、
供

給
を

開
始

し
た

。
(※

前
日

に
は

、
容

器
交

換
を

実
施

し
て

い
た

。
)原

因
は

、
漏

え
い

前
日

の
容

器
交

換
実

施
の

際
、

締
結

確
認

お
よ

び
漏

え
い

検
査

に
お

い
て

問
題

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
い

た
ず

ら
等

の
何

ら
か

に
よ

り
容

器
バ

ル
ブ

接
続

部
が

一
周

分
緩

ん
だ

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
消

費
者

へ
適

切
な

対
応

を
指

示
し

、
県

警
と

の
現

場
検

証
を

行
い

、
状

況
を

確
認

し
た

。
今

後
は

、
自

治
会

を
通

じ
て

地
元

へ
年

末
年

始
の

防
犯

に
火

災
予

防
も

含
め

て
呼

び
か

け
る

。
ま

た
、

社
内

で
周

知
し

、
当

面
の

間
、

周
辺

地
域

で
の

巡
回

を
強

化
す

る
。
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平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(4

)災
害

事
故

：
そ

の
他

の
事

故

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
5
-

0
4
4

そ
の

他

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

衝
突

に
よ

る
L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

2
0
1
5
/
2
/
2
1

滋 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

容
器

本
体

、
継

手
、

配
管

＜
消

費
中

＞
、

＜
停

止
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

の
操

作
ミ

ス
）

無

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
は

本
来

、
容

器
置

場
付

近
に

停
車

し
な

い
こ

と
と

な
っ

て
い

た
が

、
事

故
当

日
、

作
業

員
が

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
を

容
器

置
場

付
近

に
停

車
し

、
蒸

発
器

の
電

源
を

切
ろ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
の

サ
イ

ド
ブ

レ
ー

キ
の

利
き

が
甘

か
っ

た
た

め
、

無
人

の
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

が
傾

斜
を

下
り

、
容

器
置

場
の

L
P

ガ
ス

5
0
0
kg

容
器

(N
o
.3

容
器

)に
衝

突
し

た
。

L
P

ガ
ス

容
器

の
継

手
部

お
よ

び
配

管
が

破
損

し
、

L
P

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
漏

え
い

途
中

で
容

器
の

切
替

装
置

が
作

動
し

、
N

o
.4

容
器

か
ら

も
L
P

ガ
ス

5
0
0
kg

が
漏

え
い

し
た

。
原

因
は

、
作

業
者

本
人

が
フ

ァ
ー

ク
リ

フ
ト

の
サ

イ
ド

ブ
レ

ー
キ

を
十

分
に

か
け

て
い

な
か

っ
た

こ
と

、
フ

ァ
ー

ク
リ

フ
ト

を
本

来
使

う
べ

き
で

は
な

い
場

所
で

使
用

(停
車

)し
た

こ
と

、
及

び
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

の
運

用
が

社
内

で
十

分
周

知
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

「
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

お
よ

び
車

両
運

用
時

の
注

意
事

項
」

を
社

員
へ

教
育

し
、

掲
示

す
る

。
ま

た
、

容
器

置
場

に
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
を

設
置

す
る

。

2
2
0
1
5
-

0
5
0

そ
の

他

水
素

カ
ー

ド
ル

の
元

弁
か

ら
の

漏
え

い
2
0
1
5
/
3
/
1

愛 知 県
0

0
0

0
水

素
Ｃ

漏
洩

電
気

継
手

、
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
シ

ー
ル

管
理

不
良

＞

＜
締

結
管

理
不

良
＞

無

1
時

4
1
分

頃
、

4
･5

号
水

素
集

中
供

給
装

置
に

係
わ

る
ガ

ス
漏

え
い

検
知

警
報

器
が

作
動

し
た

た
め

、
漏

え
い

個
所

の
調

査
を

行
っ

た
が

特
定

で
き

な
か

っ
た

。
2
時

3
5
分

頃
、

再
び

ガ
ス

漏
え

い
検

知
警

報
器

が
作

動
し

た
た

め
、

漏
え

い
個

所
の

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

接
続

さ
れ

て
い

な
い

水
素

カ
ー

ド
ル

の
接

続
口

で
カ

ニ
泡

程
度

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
に

つ
い

て
は

、
プ

ラ
グ

キ
ャ

ッ
プ

の
増

し
締

め
、

直
近

バ
ル

ブ
閉

止
の

再
確

認
を

し
、

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
原

因
は

、
漏

え
い

部
の

水
素

カ
ー

ド
ル

元
弁

の
シ

ー
ト

リ
ー

ク
、

止
め

プ
ラ

グ
の

緩
み

の
同

時
発

生
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

3
2
0
1
5
-

0
9
4

そ
の

他
L
P

ガ
ス

漏
え

い
爆

発
2
0
1
5
/
4
/
5

群 馬 県
1

0
1

2
液

化
石

油
ガ

ス

Ｂ １
漏

洩
爆

発
そ

の
他

（
個

人
）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
貯

蔵
ま

た
は

消
費

中
）

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

不
明

市
内

の
県

営
住

宅
の

一
室

に
て

爆
発

火
災

が
発

生
し

た
。

同
室

内
に

は
L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

が
2
本

あ
り

、
う

ち
1
本

は
調

整
器

を
通

し
て

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
に

接
続

さ
れ

て
い

た
。

事
故

当
時

、
消

防
隊

員
が

ガ
ス

漏
れ

を
発

見
し

、
容

器
の

バ
ル

ブ
を

締
め

る
行

為
を

行
っ

て
い

る
。

原
因

は
、

室
内

に
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

容
器

か
ら

の
漏

え
い

の
可

能
性

が
高

い
と

推
定

さ
れ

る
。

4
2
0
1
5
-

1
0
4

そ
の

他

切
断

作
業

中
の

酸
素

容
器

の
爆

発
2
0
1
5
/
4
/
1
4

広 島 県
0

1
0

1
酸

素
Ｃ

爆
発

そ
の

他
（
消

防
署

）

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
廃

棄
予

定
の

酸
素

容
器

を
使

用
し

＜
不

良
行

為
＞

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

火
花

（
溶

断
）

、
摩

擦
熱

医
療

用
酸

素
容

器
の

廃
棄

処
分

の
た

め
、

1
3
時

0
0
分

頃
か

ら
エ

ン
ジ

ン
カ

ッ
タ

ー
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

、
新

規
採

用
職

員
の

研
修

を
兼

ね
て

、
容

器
の

ネ
ッ

ク
部

分
を

切
断

し
て

い
た

。
こ

の
作

業
中

、
1
3
時

4
5
分

頃
、

容
器

が
爆

発
し

、
作

業
に

あ
た

っ
て

い
た

職
員

の
う

ち
一

人
が

負
傷

し
た

。
こ

の
酸

素
容

器
は

、
平

成
2
2
年

3
月

に
最

終
の

容
器

検
査

を
受

け
、

5
年

を
経

過
し

た
平

成
2
7
年

3
月

に
廃

棄
を

決
定

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
ガ

ス
の

排
気

に
つ

い
て

は
確

認
で

き
て

い
な

い
。

事
故

後
に

容
器

の
バ

ル
ブ

を
確

認
す

る
と

、
バ

ル
ブ

は
全

閉
か

ら
約

3
0
度

開
放

し
た

状
態

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
高

圧
ガ

ス
容

器
の

廃
棄

は
専

門
業

者
に

依
頼

す
る

こ
と

と
し

た
。

5
2
0
1
5
-

1
6
6

そ
の

他

水
素

カ
ー

ド
ル

の
配

管
か

ら
の

水
素

漏
え

い

2
0
1
5
/
4
/
2
9

神 奈 川 県

0
0

0
0

水
素

Ｃ
漏

洩
電

気
容

器
本

体
、

配
管

＜
貯

蔵
中

＞

＜
製

作
不

良
＞

無

1
4
時

頃
、

容
器

に
よ

る
貯

蔵
所

で
あ

る
第

二
種

貯
蔵

所
に

お
い

て
、

水
素

カ
ー

ド
ル

の
入

れ
替

え
の

た
め

に
新

カ
ー

ド
ル

を
接

続
し

漏
れ

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
水

素
カ

ー
ド

ル
の

銅
管

ろ
う

付
け

部
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
即

時
カ

ー
ド

ル
元

弁
を

閉
鎖

し
、

漏
え

い
を

停
止

さ
せ

た
。

そ
の

後
、

漏
え

い
部

を
点

検
し

た
と

こ
ろ

、
同

部
に

き
裂

が
認

め
ら

れ
た

。
調

査
の

結
果

、
カ

ー
ド

ル
充

て
ん

口
の

固
定

ボ
ル

ト
2
本

の
う

ち
1
本

に
緩

み
が

認
め

ら
れ

た
。

ま
た

、
充

て
ん

口
の

固
定

構
造

が
固

定
板

に
す

き
間

が
あ

る
な

ど
不

十
分

な
も

の
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

原
因

は
、

充
て

ん
口

の
固

定
が

不
十

分
で

あ
っ

た
た

め
、

カ
ー

ド
ル

の
接

続
・
取

り
外

し
作

業
の

繰
り

返
し

等
に

よ
り

カ
ー

ド
ル

充
て

ん
口

と
配

管
の

ろ
う

付
け

箇
所

に
過

度
な

力
が

か
か

り
、

き
裂

・
漏

え
い

に
つ

な
が

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
①

充
て

ん
口

の
固

定
構

造
を

改
良

す
る

。
②

配
管

レ
イ

ア
ウ

ト
を

改
良

す
る

。
③

充
て

ん
口

固
定

ボ
ル

ト
に

緩
み

抑
制

の
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

を
追

加
す

る
。

④
同

構
造

の
別

カ
ー

ド
ル

に
つ

い
て

水
平

展
開

す
る

。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

6
2
0
1
5
-

1
6
7

そ
の

他

金
属

リ
サ

イ
ク

ル
処

理
施

設
に

お
け

る
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

切
断

に
よ

る
破

裂

2
0
1
5
/
4
/
3
0

愛 知 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
破

裂
破

損
等

廃
品

回
収

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
作

業
中

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞
無

作
業

員
が

回
収

し
た

鉄
く
ず

を
切

断
機

に
て

処
理

中
に

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

が
破

裂
し

た
。

衝
撃

に
よ

り
金

属
類

リ
サ

イ
ク

ル
処

理
施

設
窓

ガ
ラ

ス
1
枚

お
よ

び
壁

(ト
タ

ン
板

)の
一

部
が

破
損

し
た

。
原

因
は

、
作

業
員

が
切

断
機

を
稼

働
中

に
鉄

く
ず

内
の

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
容

器
に

気
づ

か
ず

に
切

断
し

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

今
後

は
、

鉄
く
ず

の
処

理
前

の
選

別
作

業
を

徹
底

す
る

。

7
2
0
1
5
-

1
3
1

そ
の

他

自
動

車
燃

料
用

L
P

G
容

器
の

切
断

中
に

爆
発

2
0
1
5
/
5
/
6

石 川 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

爆
発

廃
品

回
収

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞
（
容

器
廃

棄
処

理
中

）

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

摩
擦

熱

事
業

所
内

に
て

重
機

で
空

容
器

(L
P

G
車

の
容

器
)を

切
断

中
に

、
爆

発
が

発
生

し
た

。
容

器
に

残
っ

て
い

た
ガ

ス
に

引
火

し
て

爆
発

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
原

因
は

、
残

ガ
ス

処
理

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
通

達
に

あ
る

、
「
自

動
車

の
所

有
者

、
修

理
工

場
、

整
備

工
場

等
に

お
け

る
燃

料
用

液
化

石
油

ガ
ス

容
器

く
ず

化
の

基
準

」
を

遵
守

し
て

い
な

か
っ

た
(液

化
石

油
ガ

ス
容

器
く
ず

化
設

備
の

基
準

を
満

た
す

設
備

を
有

し
な

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
自

ら
く
ず

化
を

行
っ

た
)。

な
お

、
当

該
容

器
は

、
L
P

G
車

に
装

着
さ

れ
た

状
態

で
搬

入
さ

れ
、

会
社

工
場

の
従

業
員

(通
達

に
あ

る
有

資
格

者
)が

車
体

か
ら

取
り

外
し

て
し

ば
ら

く
の

間
、

保
管

し
て

い
た

も
の

で
あ

る
。

8
2
0
1
5
-

1
3
5

そ
の

他

ガ
ス

炉
用

ベ
ー

パ
ー

ラ
イ

ザ
ー

か
ら

の
ブ

タ
ン

ガ
ス

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
1
1

岐 阜 県
0

0
0

0
ブ

タ
ン

Ｃ
漏

洩
窯

業

ベ
ー

パ
ー

ラ
イ

ザ
ー

＜
製

造
中

＞
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
そ

の
他

＞
（
調

整
器

の
ケ

ー
ス

変
形

）

無

ガ
ス

炉
用

ブ
タ

ン
ガ

ス
5
0
0
kg

容
器

3
本

の
ベ

ー
パ

ー
ラ

イ
ザ

ー
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

ベ
ー

パ
ー

ラ
イ

ザ
ー

を
始

動
さ

せ
た

際
に

、
容

器
側

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
が

鳴
動

し
た

。
ガ

ス
の

元
栓

は
閉

め
て

い
た

た
め

、
ベ

ー
パ

ー
ラ

イ
ザ

ー
内

の
ブ

タ
ン

ガ
ス

約
0
.4

m
3
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

ベ
ー

パ
ー

ラ
イ

ザ
ー

内
調

整
器

の
ケ

ー
ス

(ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

取
付

部
分

の
金

属
)が

、
1

ミ
リ

程
度

外
側

に
広

が
っ

た
状

態
に

変
形

し
、

す
き

間
か

ら
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。
ガ

ス
元

栓
を

閉
め

、
調

整
器

等
を

改
修

す
る

ま
で

使
用

停
止

と
し

た
。

な
お

、
平

成
2
6
年

5
月

1
4
日

に
取

引
先

の
事

業
所

に
よ

り
、

液
化

石
油

ガ
ス

巡
視

点
検

を
実

施
し

て
い

る
。

今
後

は
、

日
常

点
検

を
実

施
す

る
。

9
2
0
1
5
-

1
7
3

そ
の

他

保
管

し
て

い
た

容
器

安
全

弁
か

ら
の

冷
媒

漏
え

い

2
0
1
5
/
5
/
2
5

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
２

Ｃ
漏

洩
そ

の
他

（
倉

庫
）

容
器

本
体

、
溶

栓

＜
貯

蔵
中

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

無

冷
媒

予
備

タ
ン

ク
の

定
期

点
検

中
に

、
容

器
安

全
弁

(溶
栓

)に
て

ガ
ス

漏
れ

を
検

知
し

た
。

処
置

と
し

て
増

し
締

め
を

行
っ

た
が

止
ま

ら
ず

、
液

漏
れ

に
至

り
、

大
量

に
冷

媒
が

噴
出

漏
え

い
し

た
。

タ
ン

ク
内

冷
媒

充
て

ん
量

約
8
0
0
kg

の
う

ち
約

6
5
0
kg

が
大

気
放

散
さ

れ
た

。
原

因
は

、
安

全
弁

(溶
栓

)の
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
製

造
メ

ー
カ

ー
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

溶
栓

は
長

年
の

温
度

履
歴

に
よ

っ
て

劣
化

し
、

漏
れ

出
す

可
能

性
が

あ
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

安
全

弁
(溶

栓
)の

製
造

は
平

成
5

年
、

タ
ン

ク
へ

の
取

付
は

平
成

7
年

で
あ

る
。

な
お

、
タ

ン
ク

の
保

管
は

ス
レ

ー
ト

葺
き

の
建

屋
内

で
保

管
し

て
い

た
。

1
0

2
0
1
5
-

1
9
7

そ
の

他

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
6
/
1
8

熊 本 県
0

0
0

0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

１
３

４
ａ

Ｃ
漏

洩

そ
の

他
（
空

調
設

備
）

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
そ

の
他

＞
（
冷

媒
容

器
仮

置
き

期
間

中
）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

＜
組

織
運

営
不

良
＞

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞
＜

誤
操

作
、

誤
判

断
＞

無

工
場

敷
地

内
へ

の
冷

凍
機

の
屋

外
据

付
工

事
に

際
し

、
冷

凍
機

封
入

用
の

冷
媒

ガ
ス

1
0
0
kg

容
器

(フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

1
3
4
a)

1
4
本

を
約

1
ヵ

月
の

間
屋

外
に

仮
置

き
(ブ

ル
ー

シ
ー

ト
で

養
生

)し
て

い
た

と
こ

ろ
、

1
4
本

の
う

ち
9
本

の
容

器
の

溶
栓

部
か

ら
冷

媒
ガ

ス
の

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
。

な
お

、
今

回
の

事
故

に
基

づ
く
人

的
･物

的
被

害
は

な
く
、

漏
え

い
が

確
認

さ
れ

た
容

器
9
本

に
つ

い
て

は
、

現
場

で
十

分
な

安
全

措
置

を
講

じ
た

う
え

、
6
月

2
3
日

(火
)付

け
で

回
収

済
み

で
あ

る
。

冷
媒

ガ
ス

容
器

を
約

1
ヶ

月
間

に
わ

た
り

屋
外

に
仮

置
き

(ブ
ル

ー
シ

ー
ト

で
養

生
)し

て
い

た
。

原
因

は
、

直
射

日
光

に
よ

り
容

器
が

温
め

ら
れ

、
容

器
内

の
冷

媒
ガ

ス
の

温
度

が
4
0
℃

を
超

え
て

さ
ら

に
上

昇
し

た
た

め
、

安
全

装
置

で
あ

る
溶

栓
が

作
動

(溶
栓

が
溶

け
て

冷
媒

ガ
ス

が
漏

え
い

)し
た

こ
と

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
法

令
遵

守
の

周
知

徹
底

を
図

る
。

1
1

2
0
1
5
-

2
0
2

そ
の

他

ガ
ス

抜
き

作
業

中
の

気
化

器
か

ら
の

L
P

ガ
ス

漏
え

い
火

災

2
0
1
5
/
6
/
2
3

佐 賀 県
0

0
1

1
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

火
災

窯
業

気
化

器

＜
貯

蔵
中

＞
＜

停
止

中
＞

（
検

査
・
点

検
中

）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

気
化

器

作
業

員
2
人

(点
検

責
任

者
、

研
修

員
)で

貯
蔵

設
備

の
定

期
点

検
時

に
、

研
修

員
が

気
化

器
下

部
か

ら
液

化
ガ

ス
を

抜
く
作

業
を

行
っ

た
。

作
業

で
は

、
通

常
よ

り
多

く
の

液
化

ガ
ス

が
液

受
け

の
缶

に
出

て
し

ま
い

、
直

後
に

缶
の

中
の

液
化

ガ
ス

に
引

火
し

た
(気

化
器

の
火

が
液

化
ガ

ス
に

引
火

し
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

)。
慌

て
た

研
修

員
は

近
く
で

作
業

中
の

点
検

責
任

者
を

呼
び

、
点

検
責

任
者

が
気

化
器

近
く
か

ら
安

全
な

場
所

に
移

動
し

よ
う

と
思

い
、

火
が

つ
い

た
缶

を
も

っ
て

気
化

器
が

設
置

し
て

あ
る

高
台

か
ら

飛
び

降
り

た
(高

さ
1
.5

m
程

度
)。

そ
の

際
、

缶
に

入
っ

て
い

た
液

化
ガ

ス
が

ズ
ボ

ン
に

少
量

付
着

し
、

作
業

員
の

1
人

が
両

足
に

火
傷

を
負

っ
た

。
当

日
の

現
場

は
、

2
件

目
で

液
化

ガ
ス

を
気

化
器

か
ら

抜
く
作

業
を

行
っ

た
研

修
員

は
1

件
目

で
点

検
責

任
者

の
作

業
を

見
て

、
自

分
で

も
で

き
る

と
思

い
(有

資
格

者
で

は
あ

る
が

経
験

が
不

足
し

て
い

た
)作

業
を

行
っ

た
結

果
、

発
生

し
た

事
故

で
あ

る
。

 
 
134



番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2

2
0
1
5
-

2
4
8

そ
の

他

消
火

設
備

に
使

用
す

る
高

圧
ガ

ス
容

器
の

破
裂

2
0
1
5
/
7
/
1
2

新 潟 県
0

0
1

1
窒

素
Ｃ

破
裂

破
損

等

ス
タ

ン
ド

容
器

本
体

＜
そ

の
他

＞

＜
容

器
管

理
不

良
＞

＜
点

検
不

良
＞

無

セ
ル

フ
ス

タ
ン

ド
の

消
火

設
備

で
あ

る
「
パ

ッ
ケ

ー
ジ

型
固

定
泡

消
火

設
備

」
内

に
設

置
し

て
あ

る
加

圧
用

窒
素

1
0
.2

L
容

器
が

突
然

破
裂

し
た

。
車

の
洗

車
に

訪
れ

て
い

た
客

が
、

破
裂

し
た

容
器

か
ら

約
2
m

離
れ

た
場

所
で

軽
傷

(耳
鳴

り
)を

負
っ

た
。

ま
た

、
衝

撃
に

よ
り

本
体

付
属

部
品

等
が

飛
散

し
、

他
店

舗
駐

車
場

に
駐

車
し

て
い

た
車

両
6
台

を
損

傷
さ

せ
た

。
破

裂
し

た
容

器
を

収
納

す
る

消
火

設
備

収
納

ボ
ッ

ク
ス

が
雨

水
等

に
さ

ら
さ

れ
や

す
い

環
境

で
、

か
つ

、
当

該
容

器
が

収
納

ボ
ッ

ク
ス

底
部

に
直

接
設

置
さ

れ
て

い
た

。
原

因
は

、
容

器
底

部
の

外
面

腐
食

か
ら

局
部

腐
食

が
進

行
(最

小
破

裂
肉

厚
1
.2

1
m

m
に

対
し

て
0
.7

7
m

m
ま

で
減

肉
)し

、
容

器
圧

力
に

耐
え

き
れ

な
か

っ
た

た
め

破
裂

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
今

後
は

、
消

火
設

備
を

高
さ

2
7
c
m

の
基

礎
上

に
設

置
す

る
。

ま
た

、
目

視
点

検
を

定
期

的
に

実
施

し
、

腐
食

を
確

認
し

た
容

器
に

あ
っ

て
は

交
換

す
る

。

1
3

2
0
1
5
-

2
6
2

そ
の

他

ア
ン

モ
ニ

ア
供

給
装

置
の

受
入

弁
ボ

ン
ネ

ッ
ト

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
の

ア
ン

モ
ニ

ア
漏

え
い

2
0
1
5
/
8
/
1
1

愛 知 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
電

気
弁

＜
荷

役
中

＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

＜
腐

食
管

理
不

良
＞

無

N
o
.3

ア
ン

モ
ニ

ア
タ

ン
ク

に
受

入
作

業
中

に
、

受
入

弁
ボ

ン
ネ

ッ
ト

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
の

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
受

入
弁

を
分

解
点

検
し

た
結

果
、

ボ
ン

ネ
ッ

ト
フ

ラ
ン

ジ
シ

ー
ト

面
に

傷
お

よ
び

腐
食

を
発

見
し

た
。

受
入

弁
ボ

ン
ネ

ッ
ト

フ
ラ

ン
ジ

シ
ー

ト
面

の
手

入
れ

を
実

施
し

、
気

密
試

験
に

よ
り

漏
え

い
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

前
回

分
解

点
検

後
の

組
立

取
付

時
に

お
け

る
シ

ー
ト

面
の

手
入

れ
不

足
と

推
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
当

該
設

備
の

変
更

工
事

の
た

め
に

4
ヶ

月
程

度
大

気
に

さ
ら

さ
れ

る
状

態
と

な
っ

て
い

た
こ

と
に

よ
り

、
腐

食
が

生
じ

た
た

め
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

こ
の

事
例

を
関

係
者

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

点
検

施
工

要
領

書
へ

反
映

さ
せ

る
。

1
4

2
0
1
5
-

2
7
4

そ
の

他

ア
ン

モ
ニ

ア
受

入
れ

中
の

ブ
ロ

ー
弁

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
8
/
2
5

三 重 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
電

気
弁

＜
荷

役
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

ア
ン

モ
ニ

ア
タ

ン
ク

(A
)へ

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

の
受

け
入

れ
を

開
始

し
た

。
受

入
中

の
系

統
確

認
時

に
、

ア
ン

モ
ニ

ア
タ

ン
ク

(A
)

受
入

配
管

タ
ン

ク
側

ブ
ロ

ー
第

1
弁

グ
ラ

ン
ド

ナ
ッ

ト
部

か
ら

1
秒

間
に

1
滴

程
度

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い
を

発
見

し
た

。
た

だ
ち

に
ア

ン
モ

ニ
ア

受
入

を
中

止
し

て
、

受
け

入
れ

系
統

の
縁

切
り

お
よ

び
ブ

ロ
ー

操
作

を
実

施
し

、
液

体
ア

ン
モ

ニ
ア

の
漏

え
い

を
止

め
た

。
弁

グ
ラ

ン
ド

ナ
ッ

ト
部

の
分

解
を

実
施

し
、

点
検

の
う

え
、

組
立

を
実

施
し

た
。

組
立

後
、

窒
素

を
用

い
て

気
密

試
験

(1
.7

6
M

P
a)

を
実

施
し

、
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
調

査
中

で
あ

る
。

今
後

は
、

原
因

調
査

の
結

果
に

よ
り

、
適

切
な

対
策

を
講

じ
る

。

1
5

2
0
1
5
-

3
1
9

そ
の

他

工
事

中
の

高
圧

ガ
ス

導
管

か
ら

の
天

然
ガ

ス
漏

え
い

2
0
1
5
/
9
/
2
8

千 葉 県
0

0
0

0
天

然
ガ

ス
Ｃ

漏
洩

一
般

化
学

導
管

＜
そ

の
他

＞
（
導

管
に

よ
る

ガ
ス

輸
送

中
）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

無

都
市

ガ
ス

の
工

事
会

社
が

、
都

市
ガ

ス
低

圧
本

管
2
0
0
A

を
穿

孔
し

て
新

規
戸

建
て

用
の

ガ
ス

管
を

取
り

出
す

際
、

誤
っ

て
近

く
に

あ
る

高
圧

ガ
ス

導
管

に
穿

孔
し

た
。

穿
孔

途
中

で
穿

孔
機

が
停

止
(低

圧
ガ

ス
管

用
の

穿
孔

機
を

使
用

し
高

圧
ガ

ス
管

を
穿

孔
し

て
い

た
た

め
穿

孔
途

中
で

止
ま

っ
た

も
の

と
推

定
)し

た
た

め
、

異
常

と
判

断
し

、
工

事
を

中
断

し
た

が
、

微
少

ガ
ス

漏
れ

が
発

生
し

た
(ガ

ス
検

知
器

で
は

確
認

で
き

る
が

ガ
ス

漏
れ

音
は

確
認

し
に

く
い

状
態

)。
原

因
は

、
都

市
ガ

ス
の

工
事

会
社

に
よ

る
未

照
会

工
事

で
あ

り
、

工
事

会
社

の
図

面
で

は
正

確
な

導
管

の
位

置
を

判
断

で
き

な
か

っ
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

都
市

ガ
ス

の
低

圧
ガ

ス
管

と
当

該
導

管
が

同
口

径
、

同
被

覆
で

あ
っ

た
た

め
誤

認
し

て
し

ま
っ

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

ガ
ス

プ
ラ

ン
ト

お
よ

び
熱

量
調

整
所

運
転

停
止

後
、

穿
孔

さ
れ

た
箇

所
の

上
流

側
バ

ル
ブ

お
よ

び
下

流
側

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

降
圧

作
業

を
行

い
、

区
間

内
の

ガ
ス

を
全

量
放

出
し

た
。

当
該

導
管

の
取

り
替

え
工

事
を

実
施

予
定

で
あ

る
。

今
後

は
、

未
照

会
工

事
を

防
止

す
る

た
め

、
周

知
用

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

工
事

会
社

に
配

布
す

る
。

1
6

2
0
1
5
-

3
3
1

そ
の

他

酸
素

ガ
ス

移
充

て
ん

中
の

ホ
ー

ス
火

災
破

裂

2
0
1
5
/
1
0
/
2

鹿 児 島 県

0
1

0
1

酸
素

Ｃ
火

災
破

裂
破

損
等

建
設

ホ
ー

ス

＜
そ

の
他

＞
（
充

て
ん

中
）

＜
誤

操
作

、
誤

判
断

＞

そ
の

他
ト

ラ
ッ

ク
の

荷
台

で
、

大
型

容
器

か
ら

小
型

容
器

へ
酸

素
を

移
し

替
え

(充
て

ん
)時

に
、

何
ら

か
の

原
因

に
よ

り
ホ

ー
ス

が
破

裂
し

た
。

作
業

に
従

事
し

て
い

た
作

業
員

1
名

が
火

傷
を

負
っ

た
。

1
7

2
0
1
5
-

3
3
5

そ
の

他

火
災

に
よ

り
高

圧
ガ

ス
容

器
が

危
険

な
状

態
と

な
っ

た

2
0
1
5
/
1
0
/
7

三 重 県
0

0
0

0
ブ

タ
ン

Ｃ

そ
の

他
（
高

圧
ガ

ス
容

器
が

危
険

な
状

態
と

販
売

店
容

器
本

体

＜
貯

蔵
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
不

明
）

火
災

事
業

所
の

構
内

(第
一

種
貯

蔵
所

)の
柱

に
巻

き
つ

け
て

あ
っ

た
風

除
け

用
カ

ー
テ

ン
に

何
者

か
が

火
を

つ
け

て
逃

げ
た

。
通

行
人

の
通

報
に

よ
り

、
消

防
が

駆
け

つ
け

消
火

活
動

を
行

っ
た

。
消

火
活

動
に

よ
り

鎮
火

し
た

。
原

因
は

、
何

十
年

も
使

用
し

て
い

な
か

っ
た

風
除

け
カ

ー
テ

ン
を

撤
去

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。

燃
や

さ
れ

た
カ

ー
テ

ン
を

撤
去

し
た

。
今

後
は

、
使

用
し

な
い

物
は

貯
蔵

所
に

置
い

て
お

か
な

い
こ

と
と

す
る

。
ま

た
、

出
入

口
に

夜
間

の
侵

入
を

防
ぐ

人
感

セ
ン

サ
ー

付
ラ

イ
ト

を
使

用
す

る
(設

置
場

所
は

火
気

制
限

距
離

外
に

設
置

)。
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番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)

2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
8

2
0
1
5
-

3
6
2

そ
の

他

消
火

設
備

に
お

け
る

ハ
ロ

ン
容

器
か

ら
の

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
0
/
3
1

大 阪 府
0

0
0

0
ハ

ロ
ン

1
3
0
1

Ｃ
漏

洩
そ

の
他

（
ビ

ル
業

）

容
器

本
体

、
バ

ル
ブ

＜
貯

蔵
中

＞

＜
点

検
不

良
＞

＜
施

工
管

理
不

良
＞

、
＜

容
器

管
理

不
良

＞

無

1
3
時

頃
、

清
掃

員
が

地
下

駐
車

場
に

あ
る

ハ
ロ

ン
消

火
設

備
の

容
器

庫
よ

り
異

音
が

し
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
所

有
者

へ
連

絡
し

、
所

有
者

が
設

備
業

者
へ

連
絡

し
、

1
3
時

5
0
分

頃
、

設
備

業
者

立
会

の
も

と
容

器
庫

を
明

け
る

と
8
本

の
容

器
の

う
ち

1
本

か
ら

漏
え

い
し

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

な
お

、
閉

栓
等

に
よ

る
漏

え
い

を
止

め
る

措
置

が
不

可
能

で
あ

っ
た

た
め

、
換

気
措

置
を

講
じ

、
大

気
に

放
出

し
た

。
原

因
は

、
長

期
(平

成
9
年

以
降

)に
わ

た
る

消
防

用
設

備
点

検
の

未
実

施
お

よ
び

外
的

な
衝

撃
等

が
な

い
こ

と
を

勘
案

し
、

設
備

の
管

理
不

良
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

1
9

2
0
1
5
-

3
8
7

そ
の

他

火
災

に
よ

る
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

の
安

全
弁

作
動

2
0
1
5
/
1
1
/
2
2

大 分 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

漏
洩

火
災

そ
の

他
（
不

動
産

）

容
器

本
体

、
安

全
弁

＜
貯

蔵
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
放

火
）

＜
容

器
管

理
不

良
＞

火
災

資
材

置
場

に
て

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

4
0
L
容

器
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
を

地
面

に
横

倒
し

で
貯

蔵
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
何

者
か

が
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

の
上

に
木

材
を

置
い

た
う

え
、

そ
の

木
材

に
放

火
し

た
模

様
で

あ
る

。
放

火
に

伴
い

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

の
可

溶
栓

か
ら

ガ
ス

が
噴

出
し

、
着

火
し

た
た

め
、

周
囲

に
あ

っ
た

ド
ラ

ム
缶

等
を

焼
損

し
た

。
火

災
に

気
づ

い
た

近
隣

の
住

民
が

消
防

に
通

報
し

、
消

防
に

よ
る

消
火

活
動

に
よ

り
鎮

火
し

た
。

直
近

に
酸

素
容

器
が

あ
っ

た
が

、
幸

い
被

害
は

な
か

っ
た

模
様

で
あ

る
(残

圧
5
.5

M
P

a)
。

火
災

現
場

は
分

譲
住

宅
地

現
地

販
売

所
の

周
辺

に
設

置
さ

れ
た

資
材

置
場

で
あ

り
、

資
材

置
場

に
は

廃
車

や
廃

ド
ラ

ム
缶

等
が

散
在

し
て

い
る

状
況

で
あ

っ
た

。
原

因
は

、
資

材
置

場
に

柵
等

は
な

く
、

容
易

に
誰

で
も

侵
入

で
き

る
た

め
、

何
者

か
が

侵
入

し
、

放
火

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。
ま

た
、

同
資

材
置

場
内

で
は

他
に

2
件

(車
両

の
焼

損
、

建
設

用
機

械
の

焼
損

)の
放

火
が

同
時

に
発

生
し

て
い

る
が

、
不

審
者

等
の

目
撃

情
報

は
な

い
。

な
お

、
当

該
容

器
は

、
販

売
事

業
者

が
鉄

工
所

に
販

売
し

た
も

の
を

、
知

人
で

あ
る

占
有

者
が

使
用

す
る

た
め

、
借

り
受

け
て

貯
蔵

し
て

い
た

。
今

後
は

、
当

該
資

材
置

場
で

の
容

器
に

よ
る

貯
蔵

を
廃

止
す

る
。

2
0

2
0
1
5
-

4
2
9

そ
の

他

液
化

ア
ン

モ
ニ

ア
タ

ン
ク

の
払

出
し

弁
グ

ラ
ン

ド
部

か
ら

の
ア

ン
モ

ニ
ア

漏
え

い

2
0
1
5
/
1
2
/
3
0

沖 縄 県
0

0
0

0
ア

ン
モ

ニ
ア

Ｃ
漏

洩
電

気
バ

ル
ブ

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
調

査
中

）
無

屋
外

ア
ン

モ
ニ

ア
貯

蔵
設

備
の

巡
視

点
検

中
に

、
液

化
ア

ン
モ

ニ
ア

A
タ

ン
ク

の
払

出
弁

グ
ラ

ン
ド

部
よ

り
、

微
少

な
漏

え
い

を
発

見
し

た
。

漏
え

い
は

比
較

的
小

規
模

で
構

外
へ

の
漏

え
い

は
な

く
、

人
的

被
害

お
よ

び
環

境
へ

の
影

響
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
バ

ル
ブ

の
老

朽
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

 
 
136



平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(5

)喪
失

・
盗

難
事

故
：
製

造
事

業
所

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
該

当
事

故
無

し
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平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(6

)喪
失

・
盗

難
事

故
：
移

動
中

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
該

当
事

故
無

し
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平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(7

)喪
失

・
盗

難
事

故
：
消

費
中

番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
5
-

5
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2

石 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
日

(金
)8

時
3
8
分

に
、

消
費

者
か

ら
ガ

ス
が

出
な

い
と

連
絡

が
あ

っ
た

。
消

費
者

が
供

給
設

備
周

辺
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

1
本

が
接

続
さ

れ
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
た

め
、

販
売

店
社

員
が

現
場

に
出

動
し

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

周
辺

を
捜

索
し

た
が

見
当

た
ら

ず
、

消
費

者
や

販
売

店
の

他
の

社
員

も
心

当
た

り
が

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

た
め

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
同

日
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

平
成

2
6
年

1
2
月

2
0
日

(土
)に

定
期

検
針

を
行

っ
た

際
に

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
た

め
、

1
2
月

2
0

日
か

ら
1
月

2
日

の
間

に
盗

難
の

被
害

に
あ

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
1
月

7
日

(水
)に

警
察

署
か

ら
販

売
店

に
、

容
器

盗
難

の
容

疑
者

が
逮

捕
さ

れ
、

紛
失

し
た

容
器

が
発

見
さ

れ
た

旨
の

連
絡

が
あ

っ
た

。

2
2
0
1
5
-

5
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
葬

祭
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
日

1
4
時

0
0
分

頃
、

消
費

先
に

て
職

員
が

コ
ン

ロ
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

が
火

が
付

か
な

い
た

め
、

外
に

確
認

に
出

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
消

費
先

は
使

用
頻

度
が

少
な

く
、

平
成

2
6
年

1
2
月

2
5
日

以
降

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
。

よ
っ

て
、

盗
難

時
期

は
平

成
2
6
年

1
2
月

2
5
日

～
平

成
2
7
年

1
月

2
日

の
間

と
思

わ
れ

る
が

、
正

確
な

盗
難

日
時

は
不

明
で

あ
る

。

3
2
0
1
5
-

5
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
5

鹿 児 島 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

5
日

(月
)1

5
時

1
0
分

に
消

費
者

宅
に

検
針

で
訪

問
し

た
販

売
店

の
社

員
が

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
消

費
者

本
人

は
昨

年
の

夏
に

亡
く
な

っ
て

空
き

家
と

な
っ

て
い

る
が

、
弟

が
敷

地
内

で
鯉

の
養

殖
を

し
て

お
り

、
昼

間
は

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ガ
ス

設
備

は
残

し
て

い
た

。
容

器
の

盗
難

を
覚

知
し

て
か

ら
す

ぐ
に

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
そ

の
後

、
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
、

県
消

防
保

安
課

に
連

絡
を

行
っ

た
。

4
2
0
1
5
-

5
0
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
5

石 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

5
日

(月
)に

、
警

察
署

よ
り

ガ
ス

配
送

委
託

会
社

に
、

盗
難

品
と

み
ら

れ
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
所

在
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
っ

た
。

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

販
売

店
が

消
費

先
に

設
置

し
た

容
器

で
あ

っ
た

。
販

売
店

の
担

当
者

が
現

地
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
1
本

無
く
な

っ
て

い
た

。
1
月

7
日

(水
)に

、
警

察
署

よ
り

販
売

店
に

、
容

器
盗

難
の

容
疑

者
が

逮
捕

さ
れ

、
紛

失
し

た
容

器
が

発
見

さ
れ

た
旨

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

5
2
0
1
5
-

5
0
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
5

兵 庫 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
：
印

鑑
販

売
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

5
日

、
消

費
先

か
ら

販
売

店
に

、
2
本

立
て

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

の
う

ち
1
本

が
外

さ
れ

て
無

く
な

っ
て

い
る

と
の

通
報

が
あ

り
、

販
売

店
が

現
地

を
確

認
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

6
2
0
1
5
-

5
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
7

沖 縄 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

7
日

(水
)に

、
ガ

ス
検

針
担

当
者

が
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
周

辺
も

確
認

し
た

が
見

つ
け

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

。
当

該
建

物
は

別
荘

で
あ

る
た

め
、

当
該

建
物

の
所

有
者

と
の

連
絡

が
そ

の
日

の
う

ち
に

は
つ

か
ず

、
翌

1
月

8
日

(木
)午

前
中

に
現

場
確

認
を

実
施

し
た

。
紛

失
し

た
容

器
に

つ
い

て
は

8
日

(木
)午

後
、

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

そ
の

後
、

販
売

事
業

者
本

店
お

よ
び

県
へ

の
事

故
報

告
を

怠
っ

た
。

県
へ

、
警

察
か

ら
の

盗
難

届
に

係
る

確
認

依
頼

が
3
月

6
日

(金
)に

あ
り

、
未

報
告

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
県

が
販

売
事

業
者

へ
連

絡
し

事
実

確
認

を
行

い
、

3
月

9
日

(月
)に

事
故

届
の

提
出

が
あ

っ
た

。

7
2
0
1
5
-

5
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
8

東 京 都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

8
日

(木
)1

5
時

前
、

倉
庫

の
湯

沸
器

が
使

用
不

能
と

の
こ

と
で

、
水

道
事

業
者

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
が

供
給

さ
れ

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
販

売
店

に
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

の
従

業
員

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
1
2
月

2
3
日

に
設

置
が

確
認

で
き

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

中
の

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

1
本

は
、

ガ
ス

が
な

い
状

態
で

あ
っ

た
。

販
売

店
が

交
番

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

ホ
ー

ス
の

先
か

ら
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
の

で
、

L
P

ガ
ス

知
識

の
あ

る
者

に
よ

る
盗

難
と

推
測

さ
れ

る
。

8
2
0
1
5
-

5
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
9

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
病

院
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

9
日

午
前

1
0
時

頃
に

L
P

ガ
ス

の
検

針
を

行
っ

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

な
お

、
前

回
検

針
時

(1
月

7
日

午
後

4
時

頃
)に

は
、

容
器

が
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

た
。

9
2
0
1
5
-

5
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
9

鹿 児 島 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

9
日

、
空

家
の

解
体

の
た

め
、

社
員

が
ガ

ス
設

備
の

撤
去

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
3
本

あ
る

は
ず

が
2
本

し
か

無
く
、

1
本

無
く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
最

終
容

器
確

認
は

、
平

成
2
6
年

6
月

3
0
日

で
あ

る
。

1
月

1
9
日

に
所

管
の

交
番

へ
届

け
出

る
と

と
も

に
、

県
に

盗
難

の
報

告
を

行
っ

た
。

1
0

2
0
1
5
-

5
8
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
9

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

9
日

(金
)1

0
時

3
0
分

頃
、

検
針

の
た

め
、

販
売

店
従

業
員

が
消

費
先

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

2
本

設
置

さ
れ

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
う

ち
1
本

が
取

り
外

さ
れ

て
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
直

近
の

検
針

日
(平

成
2
6
年

1
2
月

9
日

(火
))

に
は

異
常

な
か

っ
た

。
4
月

3
日

(金
)に

発
生

し
た

盗
難

事
故

の
際

、
本

事
故

で
盗

難
に

あ
っ

た
容

器
が

設
置

さ
れ

て
い

た
。

1
1

2
0
1
5
-

5
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
1
6

滋 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

1
6
日

(金
)1

0
時

3
0
分

頃
、

メ
ー

タ
ー

遮
断

信
号

を
受

信
し

た
た

め
、

1
0
時

5
0
分

頃
に

現
場

に
到

着
し

た
。

2
本

設
置

し
て

あ
る

は
ず

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
う

ち
、

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
同

日
、

1
3
時

3
0
分

に
警

察
に

通
報

し
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

供
給

・
消

費
機

器
調

査
は

平
成

2
4
年

3
月

1
3
日

に
実

施
済

で
あ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2

2
0
1
5
-

5
0
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
1
7

宮 崎 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

1
7
日

8
時

3
0
分

頃
、

配
送

業
者

職
員

が
、

民
家

に
設

置
中

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
販

売
店

へ
電

話
連

絡
し

た
。

直
後

に
、

販
売

店
の

保
安

業
務

員
が

現
場

を
確

認
し

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
盗

難
が

確
認

さ
れ

た
。

容
器

は
、

調
整

器
と

の
間

で
取

り
外

さ
れ

て
い

た
。

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

は
、

平
成

2
6
年

5
月

に
設

置
さ

れ
、

現
在

は
供

給
休

止
中

で
あ

っ
た

。
な

お
、

当
該

容
器

は
供

給
休

止
直

前
に

交
換

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
残

ガ
ス

は
約

2
0
kg

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

チ
ェ

ー
ン

掛
け

が
さ

れ
て

い
た

が
施

錠
は

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

1
3

2
0
1
5
-

5
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
1
8

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

公
民

セ
ン

タ
ー

の
管

理
者

か
ら

2
本

設
置

し
て

あ
る

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

が
1
本

し
か

な
い

と
販

売
店

へ
連

絡
が

あ
っ

た
。

販
売

店
従

業
員

が
現

地
へ

確
認

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

供
給

設
備

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
取

り
外

さ
れ

て
無

く
な

っ
て

い
た

。
平

成
2
6
年

1
0
月

1
6
日

に
最

終
配

送
を

し
て

い
る

が
、

そ
の

後
回

収
の

記
録

も
無

い
た

め
、

盗
難

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
な

お
、

平
成

2
7
年

1
月

1
0
日

頃
に

検
針

を
行

っ
て

い
る

が
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
1
0
日

か
ら

1
8
日

の
間

に
盗

難
が

発
生

し
た

と
思

わ
れ

る
。

し
か

し
、

当
該

公
民

セ
ン

タ
ー

は
普

段
無

人
で

あ
り

、
設

備
の

使
用

頻
度

は
低

く
詳

細
な

発
生

日
時

が
判

明
し

な
い

た
め

、
販

売
店

へ
連

絡
が

あ
っ

た
1
8
日

1
4
時

0
0
分

を
発

生
日

時
と

し
た

。

1
4

2
0
1
5
-

5
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
1
9

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

1
9
日

(月
)8

時
頃

、
営

業
所

の
従

業
員

が
他

の
現

場
に

向
か

う
途

中
、

付
近

を
通

り
か

か
っ

た
際

に
、

2
棟

か
ら

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

が
1
本

ず
つ

な
く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

(各
棟

に
2
本

ず
つ

容
器

を
設

置
し

て
あ

っ
た

)。
一

方
が

接
続

ネ
ジ

の
取

り
外

し
、

も
う

一
方

が
ホ

ー
ス

切
断

に
よ

る
盗

難
で

あ
っ

た
。

現
場

は
お

よ
そ

4
年

前
か

ら
空

家
と

な
っ

て
お

り
、

直
近

の
現

地
確

認
日

は
平

成
2
3
年

3
月

1
7
日

(木
)で

あ
っ

た
。

1
5

2
0
1
5
-

5
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
1
9

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
農

産
物

加
工

所
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

1
9
日

1
1
時

4
0
分

頃
、

配
送

委
託

担
当

者
が

容
器

交
換

を
行

っ
た

際
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
代

わ
り

に
他

社
の

容
器

が
高

圧
ホ

ー
ス

に
接

続
さ

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
1
月

5
日

の
検

針
時

に
は

異
常

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

1
6

2
0
1
5
-

5
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
1
9

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

1
9
日

1
5
時

頃
、

消
費

者
か

ら
販

売
店

へ
、

1
月

1
8
日

の
夜

に
集

会
所

の
ガ

ス
が

使
用

で
き

な
か

っ
た

と
の

連
絡

が
あ

り
、

担
当

者
が

現
地

に
行

っ
て

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

ま
れ

、
他

社
の

空
容

器
が

置
か

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
容

器
チ

ェ
ー

ン
に

は
ダ

イ
ア

ル
式

の
鍵

が
つ

い
て

い
た

が
、

外
さ

れ
て

い
た

。
1
月

5
日

の
検

針
時

に
異

常
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
7

2
0
1
5
-

5
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
1
9

岡 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
川

に
浮

か
ん

で
い

る
と

こ
ろ

を
近

所
の

方
が

発
見

し
、

警
察

署
へ

通
報

し
た

。
警

察
よ

り
容

器
表

面
に

記
載

さ
れ

て
い

る
連

絡
先

ま
た

販
売

店
に

連
絡

が
あ

り
、

警
察

署
よ

り
容

器
を

回
収

し
た

。
そ

の
後

、
消

費
先

へ
設

置
状

態
の

確
認

を
行

い
、

さ
ら

に
も

う
1
本

の
容

器
の

紛
失

を
確

認
し

た
。

検
針

員
が

1
月

1
1
日

(日
)に

は
、

容
器

が
あ

っ
た

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
た

め
、

1
月

1
1
日

か
ら

1
9
日

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
消

費
者

は
ガ

ス
を

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

発
見

が
遅

れ
た

。
付

近
を

捜
索

し
た

が
も

う
1
本

の
発

見
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
、

引
き

続
き

付
近

の
捜

索
を

継
続

す
る

こ
と

と
し

た
。

1
8

2
0
1
5
-

5
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
0

滋 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

平
成

2
6
年

1
2
月

1
0
日

(水
)1

3
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
よ

り
、

在
宅

は
す

る
が

3
か

月
ほ

ど
ガ

ス
は

使
用

し
な

い
と

の
連

絡
を

受
け

、
閉

栓
措

置
を

行
っ

た
。

平
成

2
7
年

1
月

2
0
日

(火
)1

0
時

0
0
分

頃
、

配
送

者
が

消
費

者
宅

を
通

り
か

か
り

、
表

示
の

な
い

L
P

ガ
ス

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
た

た
め

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
2
本

の
う

ち
1
本

が
別

の
容

器
と

置
き

換
え

ら
れ

て
い

た
。

置
き

換
え

ら
れ

て
い

た
容

器
は

空
ビ

ン
で

、
容

器
の

表
示

は
無

く
、

高
圧

ホ
ー

ス
に

接
続

さ
れ

、
ガ

ス
漏

れ
は

無
か

っ
た

。
1
月

2
1
日

(水
)に

警
察

に
通

報
し

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

1
9

2
0
1
5
-

5
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
1

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
共

同
住

宅
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
1
日

1
1
時

3
0
分

頃
、

市
役

所
住

宅
課

か
ら

販
売

店
に

、
L
P

ガ
ス

の
よ

う
な

臭
い

が
外

で
し

て
い

る
と

の
連

絡
が

あ
り

、
雪

害
に

よ
る

配
管

損
傷

の
可

能
性

が
あ

る
と

判
断

し
、

当
該

地
区

を
巡

回
し

た
と

こ
ろ

、
付

近
で

L
P

ガ
ス

臭
を

感
じ

た
た

め
、

供
給

設
備

を
確

認
し

た
。

供
給

設
備

の
損

傷
は

無
か

っ
た

が
、

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
、

他
社

の
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

が
バ

ル
ブ

の
ハ

ン
ド

ル
の

無
い

状
態

で
置

か
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

容
器

盗
難

と
判

断
し

、
警

察
署

へ
通

報
し

、
盗

難
被

害
届

を
提

出
し

た
。

2
0

2
0
1
5
-

5
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
5

徳 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

防
分

団
詰

所
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

(通
報

時
刻

不
明

)、
近

隣
住

民
か

ら
消

防
署

へ
、

ガ
ス

臭
い

と
連

絡
が

入
っ

た
。

1
月

2
5
日

8
時

4
0
分

頃
に

、
消

防
署

か
ら

販
売

店
へ

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

り
、

販
売

店
社

員
が

現
場

へ
出

動
し

た
。

9
時

1
5
分

頃
、

販
売

店
社

員
が

現
場

に
到

着
し

た
時

点
で

は
、

ガ
ス

の
漏

え
い

は
止

ま
っ

て
お

り
、

L
P

ガ
ス

供
給

設
備

の
損

傷
被

害
も

な
か

っ
た

。
警

察
署

か
ら

販
売

店
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
と

の
話

が
あ

り
、

現
場

に
て

販
売

店
所

員
が

消
費

者
と

容
器

盗
難

を
確

認
し

、
予

備
側

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
引

き
上

げ
た

。

2
1

2
0
1
5
-

5
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
6

香 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
予

備
校

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
6
日

、
メ

ー
タ

ー
検

針
の

た
め

の
訪

問
時

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
前

回
メ

ー
タ

ー
検

針
で

訪
れ

た
平

成
2
6
年

1
2
月

2
6
日

に
は

、
容

器
が

あ
っ

た
の

で
、

平
成

2
6
年

1
2
月

2
6
日

か
ら

平
成

2
7
年

1
月

2
6
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
測

さ
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
2

2
0
1
5
-

5
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
6

石 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

衆
浴

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
6
日

(月
)に

、
販

売
事

業
者

が
消

費
先

に
検

針
に

訪
れ

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

営
業

担
当

者
に

も
確

認
し

た
が

、
心

当
た

り
は

な
い

と
の

こ
と

で
、

容
器

の
所

在
が

不
明

の
た

め
、

盗
難

と
判

断
し

た
。

1
月

2
7
日

(火
)に

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

1
月

9
日

(金
)に

確
認

を
行

っ
た

際
に

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

2
3

2
0
1
5
-

5
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
6

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
6
日

(月
)に

消
費

先
の

容
器

置
き

場
の

自
動

切
替

調
整

器
シ

グ
ナ

ル
が

赤
色

に
切

り
替

わ
っ

て
い

た
の

で
、

不
審

に
思

い
設

置
容

器
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

本
来

設
置

し
て

あ
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
盗

難
さ

れ
て

、
別

の
L
P

ガ
ス

容
器

が
設

置
し

て
あ

っ
た

。
こ

の
容

器
は

別
の

消
費

先
で

盗
難

さ
れ

た
容

器
で

あ
っ

た
。

同
日

に
警

察
署

へ
容

器
盗

難
の

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
4

2
0
1
5
-

5
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
/
2
7

長 崎 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
不

明
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

調
理

用
バ

ー
ナ

ー
(た

こ
焼

き
・
焼

き
そ

ば
)に

使
用

(液
石

法
 質

量
販

売
)し

て
い

た
。

1
月

2
7
日

に
販

売
店

が
デ

ー
タ

を
確

認
し

た
際

、
現

物
容

器
が

社
内

に
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

3
本

と
8
kg

容
器

2
本

が
貸

出
中

で
あ

っ
た

。
消

費
者

へ
確

認
し

た
。

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

(平
成

2
6
年

3
月

1
3
日

出
荷

分
)が

消
費

先
で

所
在

不
明

と
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
1
月

2
8
日

に
県

へ
第

1
報

を
報

告
し

た
。

2
5

2
0
1
5
-

5
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
8

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
8
日

午
後

3
時

頃
、

家
屋

解
体

に
伴

う
容

器
撤

去
の

た
め

に
販

売
店

が
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
平

成
2
5
年

9
月

1
1
日

の
容

器
交

換
が

最
終

で
、

平
成

2
6
年

9
月

8
日

以
降

空
家

で
あ

っ
た

。

2
6

2
0
1
5
-

5
2
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
/
2
8

鹿 児 島 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
紛

失
）

充
填

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
1
月

2
8
日

、
消

費
先

か
ら

問
い

合
わ

せ
が

あ
り

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
納

品
さ

れ
て

い
な

い
と

報
告

を
受

け
た

。
充

て
ん

履
歴

は
残

っ
て

お
り

、
充

て
ん

後
行

方
不

明
と

な
っ

て
い

る
。

ご
配

送
の

可
能

性
が

高
い

と
見

て
、

現
在

配
送

先
、

取
引

先
を

調
査

中
で

あ
る

。

2
7

2
0
1
5
-

5
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
2
9

岡 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

2
9
日

(木
)9

時
過

ぎ
に

、
消

費
先

に
出

勤
し

た
従

業
員

が
、

L
P

ガ
ス

の
臭

い
が

す
る

た
め

、
消

費
事

業
所

裏
の

L
P

ガ
ス

容
器

設
置

場
所

に
確

認
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

設
置

し
て

あ
る

は
ず

の
と

こ
ろ

、
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
8

2
0
1
5
-

5
2
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
/
3
0

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
寺

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

事
業

所
建

て
替

え
に

よ
る

取
り

壊
し

の
た

め
、

建
築

業
者

よ
り

容
器

撤
去

の
依

頼
が

あ
り

、
1
月

3
0
日

1
8
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
担

当
者

が
現

地
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
る

は
ず

の
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

容
器

は
低

圧
ホ

ー
ス

を
カ

ッ
タ

ー
の

よ
う

な
も

の
で

切
断

さ
れ

、
消

費
者

所
有

で
あ

る
5
kg

/
h
単

段
調

整
器

ご
と

無
く
な

っ
て

い
た

。
夜

間
で

建
築

業
者

も
い

な
か

っ
た

た
め

、
1
月

3
1
日

昼
間

に
周

囲
を

捜
索

す
る

も
、

ガ
ス

容
器

を
発

見
で

き
な

か
っ

た
。

建
築

業
者

お
よ

び
消

費
者

に
確

認
し

た
が

、
容

器
の

こ
と

は
知

ら
な

い
と

の
こ

と
だ

っ
た

た
め

、
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
平

成
2
6
年

1
2
月

2
4
日

に
定

期
消

費
設

備
調

査
を

実
施

し
た

時
は

、
L
P

ガ
ス

容
器

は
存

在
し

て
い

た
。

2
9

2
0
1
5
-

5
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
/
3
0

長 崎 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
不

明
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

高
圧

バ
ー

ナ
ー

を
使

用
し

て
い

る
(溶

接
用

)。
1
月

2
7
日

に
販

売
店

が
デ

ー
タ

を
確

認
し

た
際

、
現

物
容

器
が

社
内

に
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

を
貸

出
中

で
あ

っ
た

。
消

費
先

で
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

1
月

2
8
日

に
、

県
へ

第
1
報

を
報

告
し

た
。

1
月

3
0
日

に
、

消
費

先
の

現
地

確
認

で
、

1
本

の
所

有
を

確
認

し
た

。
も

う
1
本

(平
成

2
4
年

1
1
月

2
7
日

出
荷

分
)の

紛
失

を
確

認
し

た
。

2
月

2
日

に
、

県
へ

第
2
報

を
報

告
し

た
。

3
0

2
0
1
5
-

5
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2

山 形 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
日

(月
)午

後
、

販
売

店
が

公
民

館
の

隣
家

に
灯

油
配

達
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
公

民
館

に
設

置
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
高

圧
ホ

ー
ス

を
鋭

い
刃

物
の

よ
う

な
も

の
で

切
断

し
て

容
器

を
持

ち
去

っ
た

様
子

で
あ

る
。

1
月

1
0
日

(土
)に

検
針

し
た

際
は

異
常

が
無

か
っ

た
た

め
、

そ
の

後
盗

難
に

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

3
1

2
0
1
5
-

5
2
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
日

始
業

時
、

消
費

者
が

ガ
ス

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
際

使
用

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
外

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

な
お

、
1
月

3
1

日
に

は
ガ

ス
は

使
用

で
き

た
。

3
2

2
0
1
5
-

5
2
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
3

広 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

3
日

1
0
時

頃
、

配
送

会
社

の
配

送
員

よ
り

、
当

該
消

費
先

に
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

旨
の

連
絡

が
あ

り
、

販
売

店
社

員
が

現
場

へ
行

き
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

警
察

へ
の

被
害

届
を

行
っ

た
。

3
3

2
0
1
5
-

5
3
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
5

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

5
日

に
開

店
準

備
の

た
め

、
店

主
が

ガ
ス

を
使

用
し

た
が

ガ
ス

が
出

な
い

た
め

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

販
売

店
が

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

4
本

の
う

ち
予

備
側

の
2
本

の
高

圧
ホ

ー
ス

が
外

さ
れ

、
容

器
固

定
用

の
鎖

が
切

断
さ

れ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
残

っ
て

い
た

3
本

の
容

器
バ

ル
ブ

は
閉

め
ら

れ
て

い
た

。
販

売
店

が
警

察
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

3
4

2
0
1
5
-

5
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
6

長 野 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

6
日

(金
)1

5
時

0
0
分

頃
、

現
場

付
近

を
通

り
か

か
っ

た
他

店
社

員
か

ら
販

売
店

お
よ

び
容

器
交

換
委

託
業

者
に

対
し

、
「
民

家
の

容
器

置
き

場
で

、
接

続
ホ

ー
ス

が
1
本

垂
れ

下
が

っ
て

い
る

。
2
本

設
置

し
て

あ
る

は
ず

の
1
方

が
な

く
な

っ
て

い
る

よ
う

だ
」
と

の
報

告
が

あ
っ

た
。

1
5
時

3
0
分

～
1
6
時

頃
に

容
器

交
換

委
託

業
者

社
員

お
よ

び
販

売
店

社
員

が
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
取

り
外

さ
れ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
(付

近
を

捜
索

し
た

が
、

見
つ

か
ら

ず
)。

県
に

は
、

2
月

1
3
日

(金
)に

事
故

届
書

と
と

も
に

報
告

し
た

。
配

送
記

録
か

ら
、

盗
難

容
器

は
、

1
月

8
日

(木
)の

検
針

時
に

は
存

在
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

盗
難

は
こ

れ
以

降
2
月

6
日

(金
)ま

で
の

間
に

行
わ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
盗

難
容

器
は

、
2
0
1
0
年

3
月

1
2
日

(金
)に

予
備

側
容

器
と

し
て

交
換

設
置

さ
れ

て
い

る
。

当
該

住
宅

は
、

消
費

者
が

年
に

数
回

訪
れ

る
程

度
で

ほ
ぼ

空
家

の
状

態
で

あ
り

、
盗

難
容

器
は

満
タ

ン
に

近
い

状
態

で
あ

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
消

費
者

の
了

解
を

得
て

残
容

器
を

取
り

外
し

、
メ

ー
タ

ー
閉

栓
処

理
を

し
た

。

3
5

2
0
1
5
-

5
3
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
6

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

6
日

朝
、

容
器

配
送

業
者

社
員

が
容

器
交

換
に

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

お
り

、
付

近
を

確
認

す
る

も
発

見
に

至
ら

な
か

っ
た

。
同

日
、

交
番

に
届

け
出

た
。

な
お

、
設

置
さ

れ
て

い
た

容
器

は
容

器
ボ

ッ
ク

ス
に

収
納

さ
れ

た
状

態
で

あ
っ

た
。

3
6

2
0
1
5
-

5
3
0

消
費

酸
素

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
2
/
6

兵 庫 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
工

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

販
売

店
よ

り
送

ら
れ

て
く
る

ガ
ス

容
器

調
書

に
て

、
滞

留
容

器
が

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
た

め
、

消
費

事
業

所
内

で
調

査
を

開
始

し
た

。
平

成
2
5
年

5
月

末
の

時
点

で
、

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
1
本

の
所

在
が

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
喪

失
し

た
も

の
と

判
断

し
、

販
売

店
に

そ
の

旨
を

連
絡

し
た

。
平

成
2
5

年
6
月

に
販

売
店

か
ら

の
説

明
に

よ
り

、
事

故
届

の
提

出
が

必
要

だ
と

い
う

こ
と

を
知

っ
た

。
遠

征
航

海
中

の
他

の
船

の
帰

り
を

待
ち

、
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
を

捜
索

し
た

が
、

該
当

容
器

番
号

が
無

く
、

2
月

4
日

(水
)に

高
圧

ガ
ス

事
故

届
書

(喪
失

)を
提

出
し

た
。

3
7

2
0
1
5
-

5
3
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
7

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

7
日

1
5
時

2
0
分

頃
、

消
費

先
に

販
売

店
職

員
が

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

検
針

に
行

っ
た

際
に

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

(設
置

本
数

1
本

)が
取

り
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

気
が

つ
い

た
。

配
管

お
よ

び
ガ

ス
機

器
に

損
傷

は
無

か
っ

た
が

、
L
P

ガ
ス

容
器

の
盗

難
防

止
の

た
め

に
施

錠
し

た
容

器
チ

ェ
ー

ン
が

切
断

さ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

盗
難

と
判

断
し

、
1
5
時

2
5
分

頃
に

警
察

署
に

通
報

し
た

。
販

売
店

業
務

主
任

者
と

消
費

先
の

管
理

者
の

立
会

の
も

と
で

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

3
8

2
0
1
5
-

5
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
7

福 井 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

7
日

2
0
時

頃
、

消
費

者
よ

り
、

高
圧

ホ
ー

ス
と

ガ
ス

容
器

が
外

れ
て

い
て

ガ
ス

を
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
販

売
店

に
連

絡
が

入
っ

た
。

販
売

店
担

当
者

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

お
り

、
残

り
の

1
本

は
高

圧
ホ

ー
ス

と
ガ

ス
容

器
の

接
続

部
が

外
さ

れ
た

状
態

に
な

っ
て

い
た

。
ガ

ス
容

器
2
本

は
容

器
チ

ェ
ー

ン
を

通
し

南
京

錠
を

か
け

て
い

た
が

、
容

器
チ

ェ
ー

ン
は

切
断

さ
れ

て
い

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

3
9

2
0
1
5
-

5
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
8

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

8
日

(日
)9

時
3
0
分

頃
、

区
の

行
事

で
ガ

ス
コ

ン
ロ

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
が

点
火

せ
ず

、
そ

の
時

点
で

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
1
月

1
1
日

(日
)に

使
用

し
て

以
来

使
用

実
績

が
な

く
、

そ
の

期
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
同

地
区

で
は

、
1
0
0
件

程
度

の
公

民
館

が
あ

り
、

一
部

に
は

南
京

錠
に

て
施

錠
を

行
っ

て
い

る
が

、
当

公
民

館
に

は
チ

ェ
ー

ン
は

し
て

い
た

も
の

の
、

施
錠

が
な

か
っ

た
(た

だ
し

、
施

錠
の

状
態

で
チ

ェ
ー

ン
切

断
の

事
例

も
あ

る
。

)。

4
0

2
0
1
5
-

5
3
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
9

島 根 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

業
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

9
日

(月
)に

メ
ー

タ
ー

検
針

お
よ

び
点

検
の

た
め

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
1
本

盗
難

に
あ

っ
て

い
た

。
確

認
後

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

、
県

へ
報

告
し

た
。

消
費

先
に

は
新

し
い

容
器

を
設

置
し

た
。

4
1

2
0
1
5
-

5
3
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
0

新 潟 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
0
日

1
2
時

3
0
分

頃
、

容
器

配
送

業
者

従
業

員
が

L
P

ガ
ス

容
器

の
交

換
作

業
を

行
っ

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

の
う

ち
、

本
来

は
満

タ
ン

で
あ

る
は

ず
の

予
備

側
容

器
も

空
に

な
っ

て
い

た
た

め
、

両
側

交
換

し
た

。
そ

の
後

、
1
7
時

に
帰

社
し

、
伝

票
を

整
理

し
た

と
こ

ろ
、

空
の

予
備

側
容

器
は

1
年

前
に

盗
難

さ
れ

た
容

器
で

あ
る

こ
と

が
容

器
番

号
か

ら
判

明
し

た
。

翌
々

日
の

1
2
日

に
消

費
者

へ
確

認
を

と
っ

た
が

、
状

況
は

不
明

で
あ

っ
た

た
め

、
警

察
に

通
報

す
る

こ
と

に
つ

い
て

消
費

者
に

了
承

を
得

て
、

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
紛

失
し

た
容

器
は

前
回

(1
月

2
2
日

)の
容

器
交

換
時

に
設

置
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
1
月

2
2
日

か
ら

2
月

1
0
日

の
期

間
内

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

4
2

2
0
1
5
-

5
3
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
0

広 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
0
日

1
6
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
宅

に
お

い
て

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
検

針
に

販
売

店
担

当
者

が
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
喪

失
し

て
い

た
。

現
場

周
辺

を
捜

索
し

た
が

発
見

で
き

ず
、

新
し

く
容

器
を

設
置

し
、

警
察

に
届

け
出

た
。

容
器

交
換

の
頻

度
は

年
1
回

程
度

で
あ

り
、

検
針

は
月

1
回

で
あ

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。

4
3

2
0
1
5
-

5
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
0

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
0
日

に
、

解
体

準
備

中
の

公
営

住
宅

の
ガ

ス
設

備
を

撤
去

し
よ

う
と

し
た

が
、

ガ
ス

容
器

が
無

か
っ

た
。

現
場

の
解

体
業

者
や

販
売

店
の

配
送

担
当

者
に

確
認

し
、

盗
難

が
判

明
し

た
。

(解
体

し
な

い
公

営
住

宅
で

あ
る

と
思

い
、

空
家

期
間

が
短

い
と

判
断

し
、

L
P

ガ
ス

容
器

を
設

置
し

て
い

た
。

)。
最

終
検

針
確

認
日

(前
入

居
者

転
居

日
)は

、
平

成
2
6
年

1
2
月

1
5
日

(月
)で

あ
る

。

4
4

2
0
1
5
-

5
4
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
0

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
0
日

に
、

消
費

者
宅

に
検

針
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

4
5

2
0
1
5
-

5
4
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
0

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

業
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
2
日

8
時

3
0
分

頃
、

消
費

事
業

所
の

従
業

員
か

ら
販

売
店

へ
、

2
月

1
0
日

に
消

費
先

に
設

置
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
み

が
盗

難
に

あ
っ

た
、

と
連

絡
が

入
る

。
な

お
、

販
売

店
へ

の
通

報
の

前
に

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
1
月

2
8
日

午
前

1
0
時

頃
に

は
、

当
該

容
器

が
消

費
先

に
あ

っ
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
な

お
、

3
月

4
日

現
在

も
、

当
該

容
器

は
発

見
さ

れ
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
る

。

4
6

2
0
1
5
-

5
5
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
2
/
1
1

栃 木 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
資

材
置

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

9
日

、
消

費
事

業
所

が
、

資
材

置
き

場
(個

人
宅

用
地

を
借

用
)に

、
溶

断
用

の
酸

素
7
m

3
容

器
お

よ
び

ア
セ

チ
レ

ン
7
kg

容
器

を
積

載
し

た
ま

ま
の

ト
ラ

ッ
ク

を
駐

車
し

、
2
月

1
1
日

7
時

頃
に

ト
ラ

ッ
ク

を
使

用
す

る
た

め
に

資
材

置
き

場
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

ト
ラ

ッ
ク

ご
と

無
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

同
日

8
時

頃
に

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
、

3
月

9
日

に
消

費
事

業
所

が
ガ

ス
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

そ
の

後
、

3
月

1
1
日

に
販

売
店

が
県

に
連

絡
し

た
。

な
お

、
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

に
つ

い
て

は
、

3
月

1
1
日

に
警

察
署

か
ら

隣
県

内
で

発
見

さ
れ

た
と

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
資

材
置

き
場

に
は

柵
等

は
な

く
、

自
由

に
人

が
出

入
り

で
き

る
状

態
で

あ
っ

た
。

4
7

2
0
1
5
-

5
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
2

愛 媛 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
等

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

現
在

未
使

用
の

テ
ナ

ン
ト

ビ
ル

(1
階

駐
車

場
、

2
、

3
階

テ
ナ

ン
ト

(各
1
店

舗
))

の
2
階

で
飲

食
店

を
開

店
す

る
準

備
の

た
め

、
販

売
店

が
、

2
月

7
日

(土
)に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
設

置
し

た
。

販
売

店
の

従
業

員
は

、
2
月

1
0
日

(火
)に

容
器

を
確

認
し

て
い

る
が

、
再

度
、

2
月

1
2
日

(木
)の

1
1
時

3
0
分

頃
に

当
該

ビ
ル

を
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
あ

る
は

ず
の

容
器

が
な

く
な

っ
て

お
り

、
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

発
覚

し
た

(警
察

に
は

、
通

報
済

で
あ

る
。

)。

4
8

2
0
1
5
-

5
5
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
2

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
2
日

(木
)1

6
時

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
業

務
中

に
、

消
費

者
宅

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
所

在
不

明
と

な
り

、
他

社
の

空
容

器
が

取
り

付
け

て
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
直

近
の

容
器

の
所

在
は

、
1
月

2
2
日

に
販

売
店

従
業

員
が

業
務

中
に

確
認

し
て

い
る

。
容

器
盗

難
事

故
と

判
断

し
、

2
月

1
2
日

(木
)に

交
番

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
平

成
2
6
年

7
月

9
日

(水
)に

も
同

一
消

費
先

で
容

器
盗

難
事

故
が

あ
り

、
報

告
を

行
っ

て
い

る
。

4
9

2
0
1
5
-

5
4
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
5

大 阪 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
に

お
い

て
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

2
月

1
3
日

(金
)1

1
時

3
0
分

頃
か

ら
2

月
1
5
日

(日
)8

時
ま

で
の

間
に

盗
難

さ
れ

た
。

5
0

2
0
1
5
-

5
4
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
7

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
貸

店
舗

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

現
場

周
辺

の
保

守
点

検
を

行
っ

て
い

た
従

業
員

が
容

器
の

確
認

の
た

め
、

閉
栓

消
費

者
宅

(再
開

栓
予

定
)を

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

2
本

設
置

さ
れ

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

5
1

2
0
1
5
-

5
5
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
7

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
カ

ラ
オ

ケ
喫

茶
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
7
日

(火
)に

配
送

員
が

容
器

交
換

の
た

め
に

消
費

者
宅

に
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
バ

ー
コ

ー
ド

が
剥

が
さ

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
調

べ
た

結
果

、
こ

の
容

器
は

、
平

成
2
6

年
2
月

2
4
日

(月
)に

別
の

消
費

先
に

設
置

し
た

も
の

と
判

明
し

た
。

ま
た

、
平

成
2
6
年

1
2
月

2
4
日

(水
)

に
設

置
し

た
容

器
は

行
方

不
明

で
、

平
成

2
7
年

2
月

2
0
日

(金
)に

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

5
2

2
0
1
5
-

5
5
7

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
7

熊 本 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

費
事

業
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
7
日

(火
)に

、
消

費
事

業
所

に
て

溶
接

用
炭

酸
ガ

ス
3
0
kg

容
器

2
本

中
1
本

の
所

在
が

確
認

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
販

売
会

社
お

よ
び

同
業

者
等

へ
確

認
し

た
。

そ
の

後
も

一
向

に
見

つ
か

ら
な

い
た

め
、

3
月

4
日

(水
)に

、
喪

失
し

た
と

し
て

販
売

会
社

へ
報

告
し

た
。

そ
の

翌
日

、
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。
県

消
防

保
安

課
は

、
3
月

9
日

(月
)に

事
故

届
書

を
受

理
し

た
。

当
該

容
器

は
2
月

1
6
日

(月
)

に
使

用
し

た
た

め
、

1
6
日

夜
間

か
ら

1
7
日

早
朝

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

測
さ

れ
る

。

5
3

2
0
1
5
-

5
5
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
8

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

本
来

消
費

先
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
別

の
消

費
先

に
設

置
し

て
あ

る
の

を
2

月
1
8
日

(水
)に

確
認

し
た

。
消

費
先

に
設

置
し

て
あ

っ
た

容
器

2
本

は
、

別
の

消
費

先
に

設
置

し
て

あ
っ

た
も

の
で

、
本

来
設

置
し

て
あ

る
は

ず
の

容
器

1
本

は
行

方
不

明
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

ま
た

、
2
月

2
0
日

(金
)に

、
行

方
不

明
の

容
器

の
被

害
届

を
警

察
署

に
提

出
し

た
。

5
4

2
0
1
5
-

5
5
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
8

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

本
来

消
費

先
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
別

の
消

費
先

に
設

置
し

て
あ

る
の

を
2

月
1
8
日

(水
)に

確
認

し
た

。
消

費
先

に
設

置
し

て
あ

っ
た

容
器

2
本

は
、

別
の

消
費

先
に

設
置

し
て

い
た

も
の

で
あ

っ
た

。

5
5

2
0
1
5
-

5
6
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
8

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

本
来

消
費

先
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
別

の
消

費
先

に
設

置
し

て
あ

る
の

を
2

月
1
8
日

(水
)に

確
認

し
た

。
盗

難
後

の
消

費
先

は
、

空
き

家
の

た
め

容
器

は
設

置
し

な
か

っ
た

。

5
6

2
0
1
5
-

5
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
1
9

京 都 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
寺

社
：
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

神
社

で
行

わ
れ

る
催

し
の

準
備

の
た

め
に

境
内

に
入

っ
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
容

器
2
本

の
盗

難
に

気
づ

い
た

。
警

察
へ

通
報

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

5
7

2
0
1
5
-

5
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
2

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他 （
畑

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
2
日

(日
)、

消
費

者
が

所
有

す
る

畑
に

固
定

し
て

使
用

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

1
本

お
よ

び
爆

音
機

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

5
8

2
0
1
5
-

5
4
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
3

岡 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

費
先

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
3
日

8
時

頃
、

容
器

配
送

会
社

が
販

売
店

へ
消

費
先

の
容

器
が

盗
難

に
あ

っ
た

こ
と

を
連

絡
し

た
。

9
時

3
0
分

頃
、

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
、

警
察

署
へ

連
絡

し
た

。

5
9

2
0
1
5
-

5
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
4

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
営

業
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
4
日

(火
)8

時
3
5
分

頃
、

消
費

者
か

ら
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
い

う
連

絡
を

受
け

た
(消

費
者

は
、

6
時

過
ぎ

に
L
P

ガ
ス

が
使

用
で

き
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
容

器
の

紛
失

に
気

づ
い

た
。

)。
販

売
店

の
従

業
員

が
現

場
を

確
認

し
、

盗
難

が
発

覚
し

た
。

そ
の

後
、

警
察

署
に

現
場

検
証

し
て

も
ら

い
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
消

費
者

は
、

前
日

の
1
8
時

0
0
分

ま
で

L
P

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

た
と

話
し

て
お

り
、

こ
の

こ
と

か
ら

容
器

盗
難

は
、

2
月

2
3
日

1
8
時

0
0
分

～
2
月

2
4
日

6
時

0
0
分

の
期

間
中

に
起

き
た

も
の

と
予

想
し

て
い

る
。

6
0

2
0
1
5
-

5
4
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
4

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
営

業
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
4
日

(火
)1

1
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
を

閉
止

す
る

た
め

、
消

費
先

を
訪

問
し

た
。

そ
の

際
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

容
器

を
最

後
に

確
認

し
た

の
は

検
針

を
行

っ
た

2
月

1
2
日

で
あ

り
、

直
近

で
容

器
交

換
を

行
っ

た
日

は
2
月

4
日

で
あ

る
。

交
番

に
盗

難
届

を
提

出
し

よ
う

と
し

た
が

、
消

費
先

に
お

住
ま

い
の

方
が

現
在

誰
な

の
か

分
か

ら
ず

、
連

絡
を

と
り

盗
難

の
事

実
関

係
を

十
分

に
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
受

け
取

り
を

断
ら

れ
た

。
そ

の
後

、
県

化
学

保
安

課
に

連
絡

し
、

指
示

を
仰

い
だ

。

6
1

2
0
1
5
-

5
5
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
4

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
4
日

1
4
時

頃
、

販
売

店
の

社
員

が
灯

油
配

送
時

に
消

費
先

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
盗

難
が

発
覚

し
た

。
低

圧
ホ

ー
ス

か
ら

切
断

さ
れ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

と
容

器
に

接
続

さ
れ

て
い

た
調

整
器

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
1
本

の
み

の
設

置
で

あ
り

、
他

系
列

等
の

容
器

は
無

か
っ

た
。

L
P

ガ
ス

の
供

給
は

、
消

費
者

の
希

望
に

よ
り

、
2
0
1
3
年

6
月

か
ら

閉
止

状
態

で
あ

る
。

ガ
ス

は
メ

ー
タ

ー
に

て
遮

断
し

て
い

る
。

発
覚

時
の

2
4
日

は
、

消
費

者
が

不
在

で
あ

っ
た

た
め

、
翌

日
2
5
日

に
消

費
者

お
よ

び
現

場
確

認
に

よ
り

警
察

に
報

告
し

、
盗

難
届

出
書

を
提

出
し

た
。

2
月

2
1
日

の
近

隣
訪

問
時

に
は

異
常

を
感

じ
な

か
っ

た
た

め
、

2
月

2
2
日

か
ら

2
3
日

の
期

間
に

盗
難

さ
れ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

6
2

2
0
1
5
-

5
5
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
4

石 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
4
日

(火
)に

、
一

時
閉

栓
先

の
消

費
者

よ
り

、
改

め
て

ガ
ス

を
使

用
し

た
い

と
の

連
絡

を
受

け
、

販
売

店
従

業
員

が
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
ネ

ー
ム

が
塗

装
で

塗
り

つ
ぶ

さ
れ

て
い

た
。

塗
装

を
剥

が
し

た
と

こ
ろ

、
販

売
店

の
容

器
で

な
い

こ
と

が
発

覚
し

た
。

何
者

か
が

、
他

の
空

容
器

と
販

売
店

の
容

器
を

交
換

し
、

持
ち

出
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
周

辺
を

捜
索

し
た

が
見

当
た

ら
な

い
た

め
、

盗
難

と
判

断
し

た
。

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
設

置
先

は
会

社
の

事
務

所
で

、
ガ

ス
閉

栓
中

も
事

務
所

と
し

て
使

用
し

て
お

り
、

夜
間

・
休

日
は

不
在

と
な

る
。

ま
た

、
容

器
も

2
本

設
置

さ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
盗

難
に

は
気

づ
か

な
か

っ
た

模
様

で
あ

る
。

6
3

2
0
1
5
-

5
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
5

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
：
貸

店
舗

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
5
日

1
4
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
関

係
工

事
事

業
者

か
ら

販
売

店
に

貸
店

舗
兼

空
家

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

と
の

連
絡

が
入

っ
た

。
販

売
店

担
当

者
が

現
場

確
認

を
行

い
、

当
該

容
器

の
盗

難
を

確
認

し
た

。
同

日
、

警
察

署
に

容
器

盗
難

事
故

発
生

の
通

報
を

行
い

、
警

察
署

員
立

会
の

も
と

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

翌
2
6
日

に
警

察
署

に
正

式
に

盗
難

被
害

届
を

提
出

し
た

。
ま

た
、

平
成

2
6
年

8
月

2
6
日

に
当

該
住

宅
の

住
民

の
退

去
と

同
時

に
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
の

閉
栓

処
理

を
実

施
し

た
。

そ
の

際
、

当
該

容
器

は
盗

難
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
が

、
空

家
で

あ
る

た
め

、
そ

の
後

の
検

針
は

未
実

施
で

あ
っ

た
。

な
お

、
当

該
空

家
に

は
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
容

器
自

体
の

盗
難

は
当

該
容

器
1
本

の
み

で
あ

る
が

、
も

う
一

方
の

容
器

も
盗

難
発

覚
時

に
お

い
て

空
状

態
で

あ
り

、
メ

ー
タ

ー
検

針
か

ら
判

断
す

る
と

約
3
0
kg

分
の

L
P

ガ
ス

が
閉

栓
処

理
後

か
ら

な
く
な

っ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

以
上

よ
り

、
販

売
店

は
、

事
故

発
覚

時
に

設
置

さ
れ

て
あ

る
容

器
も

盗
難

さ
れ

、
使

用
さ

れ
た

後
に

、
空

容
器

を
当

該
空

家
に

戻
し

、
当

該
容

器
を

盗
難

し
て

い
る

と
予

測
し

て
い

る
。

2
6
日

に
当

該
空

家
に

あ
る

空
容

器
は

販
売

店
が

撤
去

し
た

。

6
4

2
0
1
5
-

5
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
2
/
2
6

京 都 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

盗
難

前
日

の
午

後
7
時

ま
で

消
費

先
で

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

た
が

、
翌

日
朝

出
勤

す
る

と
ガ

ス
を

使
う

こ
と

が
で

き
な

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
に

気
づ

き
、

警
察

へ
通

報
し

た
。

6
5

2
0
1
5
-

5
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
2

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

3
日

、
ガ

ス
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

際
に

使
用

で
き

な
い

旨
の

連
絡

が
、

消
費

者
か

ら
販

売
店

に
あ

り
、

販
売

店
従

業
員

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

な
お

、
前

日
の

2
0
時

ま
で

は
ガ

ス
を

使
用

し
て

い
た

。

6
6

2
0
1
5
-

5
8
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
2

岡 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
工

場
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
再

度
盗

難
さ

れ
た

(前
回

1
月

1
9
日

)。
3
月

2
日

朝
、

消
費

者
が

発
見

し
、

販
売

店
に

通
報

し
た

。
現

地
確

認
後

に
警

察
署

に
届

出
提

出
済

で
あ

る
。

前
回

盗
難

時
に

チ
ェ

ー
ン

と
南

京
錠

で
盗

難
防

止
措

置
を

施
し

て
い

た
が

、
チ

ェ
ー

ン
カ

ッ
タ

ー
等

で
切

断
さ

れ
て

盗
ま

れ
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

6
7

2
0
1
5
-

5
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
3

鳥 取 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

3
日

(火
)1

3
時

頃
、

検
針

業
者

職
員

が
盗

難
防

止
対

策
の

た
め

に
巡

回
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

の
う

ち
2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

2
月

2
3
日

に
検

針
の

た
め

に
訪

問
し

た
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
の

で
、

前
回

検
針

か
ら

今
回

巡
回

ま
で

の
期

間
中

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
事

後
対

応
と

し
て

は
、

3
月

3
日

に
警

察
署

へ
報

告
し

、
4
日

に
現

場
検

証
を

実
施

し
た

。

6
8

2
0
1
5
-

5
6
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
3

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
月

3
1
日

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
最

終
確

認
を

行
っ

た
が

、
3
月

3
日

に
集

会
所

管
理

者
か

ら
の

連
絡

に
よ

り
事

故
を

覚
知

し
た

。
な

お
、

警
察

に
は

盗
難

届
を

提
出

し
て

い
る

。

6
9

2
0
1
5
-

5
8
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

盗
難

2
0
1
5
/
3
/
3

福 井 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

3
日

頃
、

当
該

消
費

者
に

お
い

て
使

用
し

て
い

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

1
本

の
在

庫
確

認
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

以
前

使
用

し
て

い
た

容
器

が
な

い
こ

と
に

気
付

い
た

。
現

在
は

使
用

し
て

お
ら

ず
、

ま
た

そ
の

間
、

管
理

者
が

数
名

変
わ

っ
た

経
緯

も
あ

り
、

確
認

が
遅

れ
た

。
消

費
者

が
再

度
捜

索
、

確
認

し
た

が
、

発
見

で
き

な
か

っ
た

。

7
0

2
0
1
5
-

5
4
6

消
費

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
3
/
4

宮 城 県
0

0
0

0
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
エ

ア
コ

ン
販

売
・

設
置

・
整

備
）

容
器

本
体

＜
貯

蔵
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

1
8
日

(水
)の

社
員

退
社

時
(1

8
時

頃
)に

、
保

管
中

の
容

器
に

異
常

は
な

か
っ

た
が

、
翌

1
9
日

(木
)の

出
社

時
(6

時
3
0
分

頃
)に

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

4
1
0
A

1
0
kg

容
器

2
4
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

7
1

2
0
1
5
-

5
6
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
5

青 森 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

5
日

(木
)1

7
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
よ

り
ガ

ス
容

器
が

無
い

と
の

通
報

が
あ

っ
た

。
現

場
へ

急
行

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

と
調

整
器

が
無

く
な

っ
て

お
り

、
盗

難
に

あ
っ

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
同

日
消

費
者

宅
へ

ガ
ス

容
器

、
調

整
器

を
取

り
付

け
て

復
旧

し
、

翌
日

6
日

に
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

3
月

7
日

(土
)に

組
合

の
保

安
セ

ン
タ

ー
よ

り
、

他
社

の
顧

客
で

供
給

停
止

し
て

い
る

消
費

者
宅

に
、

販
売

店
の

L
P

ガ
ス

容
器

が
付

い
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

た
め

、
現

場
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

今
回

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

番
号

と
一

致
し

た
た

め
、

警
察

へ
連

絡
し

た
。

3
月

9
日

(月
)に

警
察

官
立

ち
会

い
の

も
と

、
容

器
を

回
収

し
た

。

7
2

2
0
1
5
-

5
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
6

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

5
日

(木
)1

0
時

頃
に

販
売

店
社

員
が

検
針

に
現

場
へ

行
っ

た
際

に
は

容
器

に
異

常
は

な
か

っ
た

。
1
7
時

頃
、

消
費

事
業

所
の

社
員

が
ガ

ス
の

使
用

が
出

来
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

3
月

6
日

(金
)8

時
頃

、
消

費
事

業
所

の
社

員
が

ガ
ス

が
使

用
で

き
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
8
時

3
0
分

頃
、

担
当

者
が

到
着

し
て

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

警
察

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

7
3

2
0
1
5
-

5
6
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
6

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

6
日

(金
)1

6
時

頃
、

保
安

点
検

を
実

施
す

る
た

め
に

従
業

員
が

消
費

先
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
の

が
判

明
し

た
。

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

の
被

害
届

を
9
日

(月
)に

警
察

署
に

提
出

し
た

。

7
4

2
0
1
5
-

5
7
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
6

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
月

2
日

の
容

器
交

換
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
。

3
月

6
日

に
消

費
先

よ
り

容
器

盗
難

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

現
場

に
て

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

の
盗

難
を

確
認

し
た

。

7
5

2
0
1
5
-

5
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
6

沖 縄 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
警

備
会

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

6
日

(金
)、

ガ
ス

検
針

人
が

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

周
辺

も
確

認
し

た
が

見
つ

け
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

当
該

建
物

は
2
月

2
8
日

(土
)に

消
費

事
業

所
が

退
去

し
て

い
た

。
当

該
消

費
事

業
所

も
同

建
物

を
使

用
し

て
い

た
2
月

末
ま

で
容

器
盗

難
に

は
気

づ
い

て
お

ら
ず

、
お

そ
ら

く
3
月

1
日

～
6
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

3
月

6
日

(金
)午

後
、

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

、
県

へ
の

事
故

報
告

を
行

っ
た

。

7
6

2
0
1
5
-

5
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
7

島 根 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

近
隣

の
消

費
者

宅
に

点
検

に
回

っ
た

際
、

当
該

消
費

先
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

い
た

。
消

費
者

宅
管

理
者

等
に

確
認

す
る

が
、

移
動

し
た

事
実

は
な

く
、

盗
難

と
判

断
し

た
。

関
係

機
関

に
連

絡
し

た
。

7
7

2
0
1
5
-

5
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
7

青 森 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
船

舶
補

修
現

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

7
日

(土
)、

平
成

1
3
年

1
2
月

2
4
日

(月
)に

消
費

者
へ

販
売

し
、

港
の

船
舶

補
修

現
場

へ
出

荷
し

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

3
本

が
長

期
に

わ
た

り
返

却
と

な
っ

て
い

な
い

た
め

、
消

費
者

へ
容

器
調

書
を

確
認

し
て

も
ら

っ
た

結
果

、
容

器
の

喪
失

が
判

明
し

た
。

な
お

、
当

該
船

舶
補

修
現

場
で

使
用

し
た

際
、

補
修

し
た

船
に

そ
の

ま
ま

積
載

さ
れ

出
港

し
て

し
ま

っ
た

可
能

性
が

あ
る

。

7
8

2
0
1
5
-

5
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
0

島 根 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

9
日

1
7
時

頃
、

検
針

で
立

ち
寄

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
調

整
器

か
ら

外
さ

れ
、

無
く
な

っ
て

い
た

。
近

隣
の

住
民

等
に

確
認

す
る

が
、

外
し

た
事

実
は

無
か

っ
た

。
関

係
機

関
へ

連
絡

し
、

残
っ

た
容

器
は

引
き

上
げ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

7
9

2
0
1
5
-

5
7
5

消
費

窒
素

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
2

神 奈 川 県

0
0

0
0

窒
素

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
不

明
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

1
1
日

に
、

放
置

容
器

の
発

見
･回

収
依

頼
が

容
器

所
有

者
に

あ
っ

た
。

3
月

1
2
日

、
山

中
よ

り
窒

素
7
m

3
容

器
1
本

を
容

器
所

有
者

が
回

収
し

た
。

容
器

の
記

号
番

号
か

ら
、

平
成

2
2
年

3
月

9
日

に
販

売
店

を
通

じ
て

消
費

事
業

所
へ

出
荷

さ
れ

た
も

の
だ

と
分

か
っ

た
。

当
該

容
器

の
出

荷
履

歴
は

、
平

成
2
2
年

3
月

8
日

充
て

ん
、

3
月

9
日

出
荷

で
あ

っ
た

。
販

売
店

の
履

歴
で

は
、

容
器

は
回

収
済

み
で

あ
っ

た
が

、
容

器
所

有
者

の
記

録
で

は
、

容
器

未
回

収
で

あ
っ

た
。

8
0

2
0
1
5
-

5
7
6

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
3

愛 知 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

1
3
日

(金
)に

消
費

先
工

場
隣

の
ガ

ス
置

き
場

に
て

、
ガ

ス
バ

ル
ブ

を
開

閉
し

よ
う

と
8
時

に
来

た
と

こ
ろ

、
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

(最
後

に
ガ

ス
を

確
認

し
た

の
は

、
3
～

4
日

前
で

あ
る

)。
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
い

、
す

ぐ
に

警
察

署
に

通
報

し
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
高

圧
ガ

ス
販

売
事

業
者

に
も

、
高

圧
ガ

ス
容

器
(酸

素
)が

盗
難

に
あ

っ
た

こ
と

を
連

絡
し

た
。

8
1

2
0
1
5
-

5
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
3

愛 媛 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
廃

棄
物

処
分

業
者

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

販
売

店
の

担
当

者
が

3
月

1
3
日

に
消

費
事

業
所

を
訪

問
し

た
際

に
、

鉄
板

の
切

断
等

の
目

的
で

使
用

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
販

売
店

担
当

者
は

1
月

2
9

日
に

容
器

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

1
月

2
9
日

～
3
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
紛

失
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
消

費
者

は
事

業
所

内
に

容
器

を
複

数
設

置
(2

0
kg

容
器

2
本

、
5
0
kg

容
器

1
本

)こ
と

か
ら

、
販

売
店

担
当

者
に

指
摘

さ
れ

る
ま

で
、

紛
失

に
気

が
つ

い
て

い
な

か
っ

た
。

な
お

、
紛

失
し

た
容

器
は

、
平

成
2
5
年

1
月

7
日

に
容

器
所

有
者

か
ら

消
費

者
に

貸
し

出
さ

れ
て

い
た

も
の

で
あ

る
。

8
2

2
0
1
5
-

5
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
4

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

1
4
日

2
0
時

3
0
分

頃
、

集
会

所
の

容
器

が
使

え
な

い
と

ガ
ス

配
送

委
託

先
の

配
送

担
当

員
に

連
絡

が
入

っ
た

。
担

当
者

が
現

地
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
高

圧
ホ

ー
ス

が
外

さ
れ

て
い

る
状

態
で

空
容

器
1

本
が

放
置

さ
れ

て
い

た
た

め
、

盗
難

に
気

が
つ

い
た

。
な

お
、

放
置

さ
れ

て
い

た
容

器
に

つ
い

て
は

別
の

集
会

所
で

盗
難

に
あ

っ
て

い
た

容
器

で
あ

っ
た

。

8
3

2
0
1
5
-

6
9
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
6

岩 手 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
現

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

販
売

店
は

消
費

先
に

対
し

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

を
販

売
し

て
い

た
。

そ
の

後
、

紛
失

し
た

旨
の

報
告

が
あ

っ
た

。
な

お
、

消
費

先
で

は
、

現
場

ブ
ロ

ッ
ク

に
付

着
し

た
雪

･氷
を

溶
か

す
目

的
で

L
P

ガ
ス

容
器

を
借

り
受

け
て

い
た

。
現

場
状

況
か

ら
、

盗
難

の
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

交
番

へ
盗

難
届

を
7

月
1
4
日

に
提

出
済

み
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

8
4

2
0
1
5
-

5
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
7

宮 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
建

設
業

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

1
7
日

(火
)に

、
消

費
者

か
ら

販
売

店
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
紛

失
し

て
い

る
旨

の
通

報
が

あ
っ

た
。

販
売

店
が

出
動

し
現

場
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

お
よ

び
調

整
器

1
個

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
こ

と
が

発
覚

し
た

。
今

回
盗

難
に

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

容
器

の
残

ガ
ス

に
つ

い
て

は
、

2
0
kg

と
の

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
盗

難
さ

れ
た

容
器

は
販

売
店

の
も

の
で

あ
る

。
月

に
1
回

検
針

を
行

っ
て

お
り

、
前

回
検

針
時

は
L
P

ガ
ス

容
器

が
あ

る
こ

と
を

販
売

店
が

確
認

し
て

い
る

。
3
月

1
4
日

ま
で

は
容

器
が

あ
っ

た
こ

と
を

消
費

者
が

確
認

し
て

い
る

た
め

、
そ

の
翌

日
か

ら
3
月

1
7
日

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

今
回

の
盗

難
事

件
を

受
け

、
販

売
事

業
者

が
消

費
者

宅
に

再
設

置
し

た
際

、
容

器
チ

ェ
ー

ン
に

南
京

錠
を

設
置

し
た

。

8
5

2
0
1
5
-

5
7
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
1
9

島 根 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
事

務
所

か
ら

集
会

所
の

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
現

場
に

急
行

し
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

警
察

に
通

報
し

、
県

L
P

ガ
ス

協
会

お
よ

び
協

会
支

部
に

連
絡

し
た

。

8
6

2
0
1
5
-

5
8
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
2
0

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

地
域

住
民

が
3
月

2
0
日

に
当

該
施

設
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
施

設
管

理
者

に
報

告
し

た
。

報
告

を
受

け
た

施
設

管
理

者
は

、
近

隣
住

民
の

犯
行

で
は

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
後

、
3
月

3
0
日

に
駐

在
所

、
販

売
店

に
通

報
･報

告
を

し
、

同
日

、
警

察
署

が
現

場
確

認
を

行
い

、
施

錠
、

高
圧

ホ
ー

ス
が

外
さ

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
す

る
。

施
設

管
理

者
は

、
3
月

1
9
日

に
当

該
施

設
に

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

た
。

8
7

2
0
1
5
-

5
8
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
2
3

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

2
3
日

1
3
時

3
5
分

頃
、

消
費

者
か

ら
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
現

場
へ

調
査

に
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
容

器
は

な
く
な

っ
て

い
た

が
、

他
の

箇
所

は
特

に
荒

ら
さ

れ
た

形
跡

も
な

く
、

チ
ェ

ー
ン

も
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

遮
断

等
の

表
示

も
な

か
っ

た
。

ま
た

、
盗

ま
れ

た
と

思
わ

れ
る

容
器

に
は

ガ
ス

が
か

な
り

残
っ

て
い

る
状

態
と

な
っ

て
い

る
。

な
お

、
警

察
へ

の
盗

難
報

告
お

よ
び

実
況

見
分

は
す

で
に

済
ま

せ
て

い
る

。

8
8

2
0
1
5
-

5
8
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
2
5

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

平
成

2
6
年

7
月

1
9
日

か
ら

空
家

の
た

め
閉

栓
し

て
い

た
一

般
住

宅
に

、
販

売
事

業
者

が
1
2
月

2
5
日

に
定

例
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
建

物
が

解
体

さ
れ

て
い

た
(閉

栓
以

降
、

1
1
月

ま
で

の
毎

月
の

訪
問

時
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

)。
設

置
さ

れ
て

い
た

供
給

設
備

を
捜

索
す

る
も

、
積

雪
の

た
め

発
見

に
至

ら
ず

、
雪

解
け

を
待

ち
、

平
成

2
7
年

3
月

2
5
日

に
再

度
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

同
日

、
交

番
に

届
け

出
た

。

8
9

2
0
1
5
-

5
9
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
2
5

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

2
5
日

昼
過

ぎ
頃

、
販

売
店

へ
連

絡
が

あ
り

、
販

売
店

職
員

が
消

費
先

に
て

確
認

し
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
こ

と
を

覚
知

し
た

。
販

売
店

か
ら

地
区

自
治

会
長

へ
連

絡
し

、
駐

在
へ

連
絡

し
た

。
同

日
、

警
察

署
へ

盗
難

被
害

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

当
該

容
器

は
3
月

1
4
日

の
検

針
時

に
は

、
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

9
0

2
0
1
5
-

5
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
2
7

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

2
7
日

(金
)1

6
時

1
7
分

頃
、

消
費

事
業

所
が

販
売

店
に

「
L
P

ガ
ス

容
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

」
と

連
絡

し
た

。
販

売
店

が
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

連
絡

の
と

お
り

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
付

近
を

捜
索

し
た

が
、

当
該

容
器

の
発

見
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

ま
た

、
通

報
者

に
よ

る
と

前
日

(2
6
日

)ま
で

は
支

障
な

く
使

用
し

て
お

り
、

挙
動

不
審

人
物

等
の

心
当

た
り

も
無

い
と

の
こ

と
で

あ
る

。
そ

の
後

、
警

察
署

に
連

絡
し

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

当
該

盗
難

容
器

の
設

置
場

所
は

、
柵

･塀
や

鍵
等

に
て

侵
入

を
遮

る
措

置
は

無
く
、

人
や

車
が

容
易

に
近

寄
る

こ
と

が
可

能
な

場
所

で
あ

っ
た

。

9
1

2
0
1
5
-

5
8
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
3
0

宮 崎 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

3
0
日

1
2
時

頃
、

公
民

館
の

館
長

が
、

公
民

館
に

設
置

中
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
、

販
売

事
業

者
に

電
話

連
絡

し
た

。
直

後
に

、
販

売
事

業
者

か
ら

連
絡

を
受

け
た

配
達

員
が

現
場

を
確

認
し

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
盗

難
が

確
認

さ
れ

た
。

容
器

は
、

調
整

器
と

の
間

で
取

り
外

さ
れ

て
い

た
。

同
日

、
公

民
館

長
が

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

当
該

容
器

内
の

L
P

ガ
ス

は
ほ

と
ん

ど
使

用
さ

れ
て

お
ら

ず
、

残
ガ

ス
は

約
2
0
kg

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

チ
ェ

ー
ン

掛
け

が
さ

れ
て

い
た

が
施

錠
は

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

9
2

2
0
1
5
-

5
8
3

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
3
/
3
0

宮 城 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

2
9
日

(日
)1

7
時

に
消

費
事

務
所

エ
リ

ア
内

中
央

部
に

台
車

シ
ー

ト
で

目
隠

し
を

施
し

保
管

し
て

い
た

が
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
4
1
L
容

器
1
本

と
酸

素
ガ

ス
4
7
L
容

器
を

台
車

か
ら

外
さ

れ
て

持
ち

去
ら

れ
て

い
た

。
3
月

3
0
日

7
時

に
覚

知
し

た
。

9
3

2
0
1
5
-

5
9
1

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
3
/
3
0

山 形 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
作

業
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
作

業
場

内
に

お
い

て
、

2
月

上
旬

に
は

酸
素

容
器

2
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

2
本

が
確

認
で

き
た

が
、

3
月

3
0
日

に
酸

素
容

器
1
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
酸

素
容

器
は

2
本

置
い

て
い

た
が

、
空

に
な

っ
た

酸
素

容
器

1
本

は
そ

の
ま

ま
残

っ
て

い
た

。
作

業
場

に
は

常
に

人
が

い
る

こ
と

は
な

く
、

解
体

な
ど

の
作

業
が

あ
る

場
合

に
作

業
場

と
し

て
使

用
し

て
い

る
状

況
で

あ
っ

た
。

9
4

2
0
1
5
-

5
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
3
1

島 根 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

3
1
日

1
4
時

頃
に

、
配

送
担

当
者

が
点

検
で

立
ち

寄
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1

本
が

調
整

器
か

ら
外

さ
れ

、
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

9
5

2
0
1
5
-

5
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
3
/
3
1

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
建

設
中

店
舗

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

3
月

3
1
日

に
販

売
店

の
作

業
員

が
建

設
中

店
舗

に
ガ

ス
器

具
の

取
り

付
け

を
行

お
う

と
し

た
際

、
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
こ

と
を

覚
知

し
た

。
そ

の
後

、
保

安
業

務
受

託
先

業
者

と
販

売
店

が
容

器
盗

難
の

捜
索

を
行

っ
た

が
、

発
見

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

5
月

1
日

に
警

察
署

へ
盗

難
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
当

該
容

器
は

2
月

2
8
日

に
建

設
中

店
舗

に
設

置
し

、
3
月

3
1
日

に
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

9
6

2
0
1
5
-

5
9
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2

愛 媛 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
日

1
1
時

頃
、

近
所

の
住

民
が

集
会

所
に

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

き
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
(当

該
容

器
は

、
質

量
販

売
に

て
、

販
売

店
が

3
月

1
8
日

に
同

集
会

所
に

設
置

し
た

も
の

)。

9
7

2
0
1
5
-

5
9
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
3

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

3
日

3
時

頃
、

外
で

容
器

の
音

と
軽

ト
ラ

ッ
ク

ら
し

き
音

が
聞

こ
え

た
た

め
、

朝
に

な
っ

て
か

ら
見

に
行

く
と

、
予

備
側

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。

9
8

2
0
1
5
-

5
9
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
3

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

3
日

(金
)1

1
時

5
0
分

頃
に

担
当

者
が

検
針

の
た

め
に

赴
い

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
紛

失
し

、
他

社
が

管
理

す
る

別
の

空
容

器
2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
販

売
店

担
当

者
が

容
器

所
有

者
に

照
会

し
た

と
こ

ろ
、

平
成

2
5
年

に
市

内
の

別
の

消
費

者
か

ら
盗

難
さ

れ
た

容
器

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

た
め

、
盗

難
と

判
断

し
、

警
察

署
に

届
け

出
た

。
直

近
の

検
針

日
(3

月
3
日

(火
))

時
点

で
は

異
常

は
な

か
っ

た
た

め
、

こ
れ

以
後

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
。

9
9

2
0
1
5
-

5
9
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
4
/
5

埼 玉 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

自
動

車
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

5
日

(日
)9

時
頃

、
消

費
事

業
所

の
従

業
員

が
、

整
備

工
場

内
か

ら
酸

素
1
5
0
0
L
容

器
1
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

2
kg

容
器

1
本

、
ま

た
付

属
の

バ
ー

ナ
ー

と
調

整
器

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

同
日

中
の

午
後

、
消

費
事

業
所

が
警

察
に

連
絡

し
、

そ
の

後
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

4
月

6
日

(月
)8

時
3
0
分

頃
、

消
費

事
業

所
は

盗
難

さ
れ

た
容

器
に

代
わ

る
設

備
を

補
填

す
る

た
め

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

販
売

店
の

従
業

員
が

現
場

の
状

況
を

確
認

し
、

盗
難

を
覚

知
し

た
。

そ
の

後
、

設
備

を
補

填
し

た
。

4
月

8
日

(水
)1

3
時

頃
、

県
に

報
告

し
た

。

1
0
0

2
0
1
5
-

5
9
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
6

島 根 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
に

は
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

で
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
に

よ
り

質
量

販
売

で
供

給
し

て
い

る
。

別
荘

の
た

め
、

現
場

は
2
～

3
ヶ

月
程

度
無

人
に

な
る

こ
と

が
あ

る
。

毎
月

1
回

、
メ

ー
タ

ー
検

針
を

行
っ

て
い

る
が

、
3
月

検
針

時
に

は
異

常
は

な
か

っ
た

。
4
月

検
針

時
に

、
現

場
の

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

1
0
1

2
0
1
5
-

6
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
4
/
7

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
施

設
工

事
現

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

平
成

2
6
年

1
2
月

2
9
日

に
消

費
者

へ
汚

泥
乾

燥
施

設
工

事
現

場
の

融
雪

用
と

し
て

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

を
貸

し
出

し
た

。
そ

の
後

、
平

成
2
7
年

3
月

2
7
日

に
1
本

の
返

却
が

あ
っ

た
が

、
1
本

見
当

た
ら

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

た
め

、
再

度
探

す
よ

う
依

頼
し

、
連

絡
を

も
ら

う
こ

と
と

し
て

い
た

。
4
月

7
日

に
消

費
先

か
ら

喪
失

し
た

旨
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
0
2

2
0
1
5
-

6
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
7

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

会
社

事
務

所
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
の

1
本

が
高

圧
ガ

ス
ホ

ー
ス

の
接

続
を

外
さ

れ
て

、
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
従

業
員

の
出

勤
時

に
判

明
し

た
。

前
日

の
従

業
員

の
出

勤
時

に
は

容
器

が
あ

っ
た

こ
と

が
確

認
で

き
た

の
で

、
前

日
の

出
勤

時
か

ら
翌

日
の

出
勤

時
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

1
0
3

2
0
1
5
-

6
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
8

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

平
成

2
6
年

1
月

2
8
日

よ
り

閉
栓

中
で

あ
っ

た
消

費
先

か
ら

開
栓

の
依

頼
が

入
っ

た
た

め
、

平
成

2
7
年

4
月

8
日

に
開

栓
作

業
お

よ
び

点
検

調
査

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

4
月

1
5
日

に
配

送
セ

ン
タ

ー
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

を
引

き
上

げ
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
容

器
が

盗
難

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。

1
0
4

2
0
1
5
-

6
0
3

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

喪
失

2
0
1
5
/
4
/
9

石 川 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
そ

の
他

（
紛

失
）

そ
の

他
（
工

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
L
P

ガ
ス

容
器

の
在

庫
状

況
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

を
喪

失
し

た
こ

と
に

気
付

い
た

。
容

器
は

現
場

に
持

ち
出

す
こ

と
が

多
い

こ
と

、
ま

た
、

管
理

者
が

変
更

と
な

っ
た

経
緯

が
あ

り
、

確
認

が
遅

れ
た

。
社

内
で

再
度

捜
索

・
確

認
す

る
も

発
見

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

1
0
5

2
0
1
5
-

6
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
1

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

業
者

（
資

材
置

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

工
業

用
と

し
て

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

6
本

の
貸

し
出

し
を

受
け

て
い

た
消

費
先

か
ら

、
資

材
置

き
場

か
ら

当
該

容
器

の
盗

難
に

あ
っ

た
と

の
連

絡
を

受
け

た
。

販
売

事
業

者
が

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

消
費

者
が

容
器

の
最

終
確

認
を

し
た

4
月

4
日

1
5
時

か
ら

、
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
4
月

1
1
日

ま
で

の
間

に
、

盗
難

に
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。
な

お
、

4
月

1
1
日

に
警

察
署

に
届

け
出

た
。

1
0
6

2
0
1
5
-

6
0
4

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
4
/
1
1

茨 城 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

1
0
日

(金
)夜

に
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
お

よ
び

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
7
.2

kg
容

器
1
本

ず
つ

を
ト

ラ
ッ

ク
に

積
載

し
、

電
動

シ
ャ

ッ
タ

ー
を

閉
め

て
施

錠
し

保
管

し
た

と
こ

ろ
、

1
1
日

(土
)5

時
頃

、
鍵

が
こ

じ
開

け
ら

れ
容

器
が

ト
ラ

ッ
ク

ご
と

な
く
な

っ
て

い
る

の
を

経
営

者
が

確
認

し
た

。

1
0
7

2
0
1
5
-

6
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
3

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

1
3
日

に
販

売
店

従
業

員
が

毎
月

実
施

の
検

針
時

に
、

消
費

先
設

置
(体

積
販

売
)の

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
を

発
見

し
、

販
売

店
に

報
告

し
た

。
1
4
日

に
交

番
に

容
器

盗
難

被
害

に
あ

っ
た

こ
と

を
通

報
し

、
1
7
日

に
容

器
盗

難
事

故
と

し
て

、
交

番
に

盗
難

被
害

届
が

受
理

さ
れ

た
。

当
該

容
器

は
3
月

1
2
日

の
検

針
時

に
は

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。
な

お
、

3
月

末
頃

か
ら

消
費

先
事

業
所

は
事

業
廃

止
に

伴
い

、
L
P

ガ
ス

を
消

費
し

な
く
な

っ
た

と
の

こ
と

が
事

故
発

覚
後

に
判

明
し

た
た

め
、

4
月

1
5
日

に
販

売
店

が
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
を

撤
去

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
0
8

2
0
1
5
-

6
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
3

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
選

果
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

配
送

担
当

者
が

容
器

交
換

お
よ

び
点

検
に

訪
問

し
た

際
に

盗
難

を
発

見
し

た
。

片
側

連
結

用
高

圧
ホ

ー
ス

と
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
外

れ
た

状
態

で
、

容
器

が
1
本

な
く
な

っ
て

い
た

。
前

回
の

現
場

検
針

日
で

あ
る

平
成

2
6
年

1
月

9
日

か
ら

発
見

時
ま

で
の

間
の

盗
難

と
思

わ
れ

る
。

(集
中

監
視

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
自

動
検

針
を

導
入

)

1
0
9

2
0
1
5
-

6
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
3

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

1
3
日

、
卸

業
者

が
、

販
売

事
業

者
の

元
一

般
消

費
者

宅
(現

空
家

)の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

と
5
0
kg

容
器

各
1
本

を
回

収
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
高

圧
ホ

ー
ス

よ
り

切
断

さ
れ

、
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。

1
1
0

2
0
1
5
-

6
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
4

静 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
か

ら
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

1
1
1

2
0
1
5
-

6
0
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
4

山 梨 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
0
1
4
年

8
月

2
1
日

、
当

該
消

費
事

業
所

と
は

別
の

業
者

が
消

費
事

業
所

か
ら

借
用

し
、

販
売

店
の

ガ
ス

を
使

用
開

始
し

た
。

2
0
1
5
年

3
月

3
1
日

、
借

用
し

て
い

た
業

者
が

消
費

事
業

所
に

建
物

を
返

却
し

た
(ガ

ス
使

用
停

止
の

連
絡

は
ど

ち
ら

も
し

て
い

な
い

)。
4
月

1
4
日

、
消

費
事

業
所

が
解

体
工

事
を

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
、

販
売

店
作

業
員

が
容

器
の

撤
去

に
い

っ
た

(消
費

事
業

所
か

ら
販

売
店

に
、

建
物

を
解

体
す

る
こ

と
の

連
絡

は
な

か
っ

た
)。

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
見

当
た

ら
な

か
っ

た
た

め
、

解
体

作
業

を
行

っ
て

い
る

作
業

員
に

確
認

し
た

が
、

分
か

ら
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

消
費

事
業

所
の

担
当

者
に

連
絡

し
、

ガ
ス

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

と
、

解
体

業
者

に
確

認
す

る
よ

う
に

伝
え

た
。

4
月

1
7
日

に
、

解
体

業
者

よ
り

連
絡

が
あ

っ
た

。
解

体
を

始
め

る
前

に
近

隣
住

宅
に

周
知

案
内

を
し

た
と

こ
ろ

、
近

隣
の

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
よ

り
消

費
事

業
所

に
ガ

ス
供

給
し

て
い

る
こ

と
を

言
わ

れ
、

容
器

撤
去

依
頼

を
行

っ
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

(消
費

事
業

所
は

販
売

店
以

外
に

他
販

売
店

か
ら

も
L
P

ガ
ス

の
供

給
を

受
け

て
い

た
)。

解
体

業
者

は
、

ガ
ス

供
給

設
備

が
2
箇

所
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

た
が

、
2
事

業
所

か
ら

供
給

を
受

け
て

い
る

と
は

知
ら

な
か

っ
た

の
で

、
2
箇

所
撤

去
済

み
と

勘
違

い
し

て
い

た
。

4
月

2
1
日

、
他

販
売

店
に

販
売

店
の

容
器

が
な

い
か

確
認

を
と

っ
た

が
、

販
売

店
の

設
備

は
撤

去
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

(他
販

売
店

が
撤

去
に

行
っ

た
時

に
は

、
販

売
店

の
容

器
は

あ
っ

た
)。

4
月

2
2
日

、
解

体
業

者
よ

り
、

下
請

け
業

者
お

よ
び

産
廃

業
者

に
確

認
し

た
が

不
明

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
販

売
店

よ
り

、
下

請
け

業
者

作
業

員
全

員
に

確
認

を
お

願
い

し
た

。
4
月

2
4
日

、
解

体
業

者
よ

り
、

下
請

け
業

者
作

業
員

全
員

に
確

認
し

た
が

、
不

明
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

県
消

防
保

安
室

に
報

告
し

た
。

4
月

2
8
日

に
、

警
察

署
に

届
け

出
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
1
2

2
0
1
5
-

6
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
5

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

1
5
日

(水
)9

時
4
5
分

頃
、

販
売

店
職

員
が

業
務

中
に

、
消

費
者

宅
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
所

在
不

明
と

な
り

、
他

社
の

空
容

器
が

取
り

付
け

て
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
直

近
の

容
器

の
所

在
は

、
平

成
2
6
年

1
1
月

2
1
日

に
販

売
店

職
員

が
業

務
中

に
確

認
し

て
い

る
。

容
器

盗
難

事
故

と
判

断
し

、
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

1
1
3

2
0
1
5
-

6
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
5

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

販
売

店
が

別
荘

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
設

置
し

て
い

た
が

、
4
月

1
5
日

(水
)の

月
次

点
検

(検
針

)の
際

に
2
本

中
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
販

売
店

か
ら

通
報

を
受

け
た

卸
業

者
が

県
へ

4
月

1
6
日

に
報

告
し

た
。

そ
の

後
警

察
署

に
連

絡
し

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
1
4

2
0
1
5
-

6
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
1
6

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

調
機

フ
ィ

ル
タ

ー
製

造
工

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

1
6
日

(木
)1

4
時

3
0
分

頃
、

消
費

事
業

所
の

従
業

員
が

事
業

所
か

ら
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

4
月

2
0
日

(月
)9

時
頃

、
消

費
事

業
所

が
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

そ
の

後
、

販
売

店
が

現
場

を
確

認
し

、
盗

難
が

発
覚

し
た

。
同

日
中

の
午

後
、

警
察

に
連

絡
し

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
1
5

2
0
1
5
-

6
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
0

高 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

質
量

販
売

の
消

費
者

宅
に

お
い

て
、

4
月

2
0
日

に
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

が
ガ

ス
切

れ
と

な
っ

た
。

消
費

者
が

容
器

交
換

を
す

る
た

め
に

軒
下

に
保

管
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

無
い

こ
と

に
気

付
い

た
。

1
1
6

2
0
1
5
-

6
1
1

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
4
/
2
2

秋 田 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

1
5
日

1
5
時

頃
、

消
費

事
業

所
(平

成
2
4
年

2
月

か
ら

取
引

開
始

)で
使

用
・
保

管
し

て
い

た
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

お
よ

び
酸

素
ガ

ス
容

器
が

な
い

こ
と

に
気

づ
き

、
現

場
や

従
業

員
で

誰
か

持
っ

て
行

っ
て

い
な

い
か

思
い

当
た

る
と

こ
ろ

を
何

日
か

探
し

て
み

た
が

見
つ

か
ら

ず
、

盗
難

に
あ

っ
た

旨
を

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
販

売
店

が
消

費
事

業
所

を
訪

問
し

、
作

業
所

を
確

認
し

た
。

消
費

事
業

所
で

は
、

通
常

、
容

器
に

調
整

器
を

付
け

た
ま

ま
保

管
し

て
い

た
が

、
調

整
器

の
み

が
容

器
の

あ
っ

た
場

所
に

置
い

て
あ

っ
た

。
販

売
店

等
が

近
隣

の
思

い
当

た
る

と
こ

ろ
な

ど
を

探
し

て
み

た
が

、
見

当
た

ら
な

か
っ

た
。

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

は
、

平
成

2
6
年

8
月

2
7
日

出
荷

の
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
と

平
成

2
6
年

8
月

2
0
日

出
荷

の
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

で
、

推
定

残
量

は
使

用
状

況
か

ら
酸

素
ガ

ス
は

約
1
/
2

以
下

で
、

ア
セ

チ
レ

ン
ガ

ス
は

約
3
/
4
残

量
が

あ
る

と
推

測
さ

れ
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

4
月

1
7
日

9
時

頃
、

容
器

を
探

し
て

も
見

つ
か

ら
な

い
こ

と
か

ら
、

消
費

者
が

警
察

署
に

連
絡

し
た

。
1
0
時

頃
に

、
警

察
が

現
場

を
確

認
し

た
。

1
3
時

頃
に

、
販

売
店

に
警

察
署

員
3
名

が
訪

れ
、

盗
難

に
あ

っ
た

同
じ

形
の

容
器

の
確

認
(大

き
さ

・
容

器
記

号
・
容

量
・
危

険
性

・
使

用
用

途
等

の
確

認
)、

消
費

先
に

出
荷

し
た

容
器

番
号

の
確

認
、

同
じ

形
の

容
器

の
写

真
の

撮
影

、
を

行
っ

た
。

警
察

か
ら

、
盗

難
届

を
販

売
店

か
消

費
事

業
所

の
ど

ち
ら

か
ら

提
出

し
て

も
ら

う
か

検
討

し
、

後
日

連
絡

す
る

旨
を

伝
え

ら
れ

た
。

4
月

2
2
日

1
0
時

頃
、

警
察

署
か

ら
販

売
店

に
、

今
回

の
盗

難
届

は
消

費
事

業
所

か
ら

出
し

て
も

ら
う

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
そ

の
後

、
販

売
店

が
県

に
報

告
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
1
7

2
0
1
5
-

6
1
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
3

静 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

業
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
0
本

を
配

置
(平

成
2
6
年

5
月

)し
て

い
た

お
茶

加
工

場
か

ら
3
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

平
成

2
7
年

3
月

、
消

費
先

従
業

員
が

7
本

し
か

配
置

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

に
気

づ
い

た
が

、
消

費
者

は
販

売
店

が
撤

去
し

た
と

思
い

、
特

段
の

対
応

は
行

わ
な

か
っ

た
。

当
該

加
工

場
は

、
毎

年
3
月

末
か

ら
5
月

中
旬

ま
で

稼
動

し
、

そ
れ

以
外

は
従

業
員

が
常

駐
し

て
い

な
い

。
今

般
、

消
費

者
か

ら
、

ホ
ー

ス
が

容
器

か
ら

外
れ

て
い

る
と

の
連

絡
を

受
け

、
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

3
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
を

認
知

し
た

。
平

成
2
6
年

5
月

か
ら

平
成

2
7
年

3
月

ま
で

の
間

、
い

つ
盗

難
さ

れ
た

か
は

特
定

で
き

な
い

。

1
1
8

2
0
1
5
-

6
2
2

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
4
/
2
3

大 阪 府
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
駐

車
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
2
日

(水
)2

3
時

0
0
分

頃
、

酸
素

ガ
ス

7
m

3
容

器
2
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

3
本

を
積

載
し

た
車

両
を

自
宅

付
近

の
駐

車
場

に
停

め
て

い
た

。
翌

朝
2
3
日

(木
)5

時
0
0
分

頃
、

溶
接

の
仕

事
場

に
行

く
た

め
、

止
め

て
あ

っ
た

駐
車

場
ま

で
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
車

両
が

盗
難

に
あ

っ
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

積
載

し
て

あ
っ

た
高

圧
ガ

ス
容

器
5
本

も
同

時
に

盗
ま

れ
た

と
思

わ
れ

る
。

1
1
9

2
0
1
5
-

6
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
3

東 京 都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
内

手
洗

い
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
3
日

1
0
時

4
5
分

に
、

供
給

設
備

の
調

整
器

の
期

限
の

確
認

の
た

め
、

販
売

店
職

員
が

現
場

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

工
場

内
の

手
洗

い
場

に
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
1
5
時

3
0
分

に
環

境
事

務
所

に
盗

難
の

報
告

を
し

た
。

警
察

に
も

同
様

に
届

け
出

た
。

消
費

事
業

者
に

は
、

平
成

2
0
年

8
月

ま
で

販
売

店
が

ガ
ス

を
供

給
し

て
い

た
が

、
消

費
事

業
者

の
移

転
後

も
設

備
は

つ
け

た
ま

ま
で

、
メ

ー
タ

ー
、

容
器

は
閉

栓
に

し
て

い
た

。
そ

の
後

、
別

の
事

業
者

が
入

居
し

て
い

る
が

、
ガ

ス
の

使
用

は
な

く
、

閉
栓

の
ま

ま
で

あ
っ

た
。

1
2
0

2
0
1
5
-

6
9
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
3

宮 崎 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
3
日

(木
)、

容
器

確
認

に
出

向
い

た
販

売
店

社
員

が
、

消
費

先
の

事
務

所
が

取
り

壊
さ

れ
、

設
置

中
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。
紛

失
し

た
容

器
は

、
平

成
2
5

年
1
1
月

1
1
日

に
設

置
さ

れ
、

供
給

休
止

中
で

あ
っ

た
。

周
辺

を
捜

索
し

た
が

、
容

器
は

見
つ

か
ら

な
か

っ
た

。
消

費
者

の
転

居
先

を
調

べ
、

解
体

業
者

へ
の

確
認

を
行

っ
た

も
の

の
、

容
器

は
発

見
さ

れ
ず

、
現

在
に

至
っ

た
。

な
お

、
残

ガ
ス

は
約

1
1
.5

kg
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
チ

ェ
ー

ン
掛

け
が

さ
れ

て
い

た
が

、
施

錠
は

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

1
2
1

2
0
1
5
-

6
1
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
4

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

販
売

店
の

配
送

担
当

者
が

、
当

該
販

売
店

の
客

先
で

は
な

い
物

件
に

販
売

店
の

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

販
売

店
の

担
当

者
が

現
場

で
確

認
し

た
結

果
、

当
該

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

は
他

の
消

費
者

宅
に

設
置

し
た

も
の

と
判

明
し

た
。

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

、
受

理
さ

れ
た

。
4
月

1
1
日

に
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
検

針
に

訪
問

し
た

際
に

は
紛

失
の

事
実

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

発
生

は
そ

の
後

か
ら

容
器

紛
失

を
覚

知
す

る
ま

で
の

間
と

推
定

さ
れ

る
。

1
2
2

2
0
1
5
-

6
1
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
7

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
7
日

(月
)8

時
3
0
分

頃
に

消
費

者
か

ら
、

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

旨
の

連
絡

を
受

け
た

。
販

売
店

従
業

員
が

現
場

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
取

り
外

さ
れ

、
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
4
月

2
6
日

(日
)昼

頃
に

消
費

者
が

確
認

し
た

際
に

は
、

異
常

は
な

か
っ

た
。

 
 
160



番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2
3

2
0
1
5
-

6
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
7

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
6
日

(日
)夜

に
消

費
者

か
ら

ガ
ス

が
つ

か
な

い
旨

の
連

絡
を

受
け

た
。

販
売

店
従

業
員

が
2
7
日

に
現

場
に

赴
い

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

お
よ

び
調

整
器

が
接

続
金

具
部

で
取

り
外

さ
れ

、
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。

1
2
4

2
0
1
5
-

6
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
7

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

警
察

署
か

ら
事

業
所

に
、

当
該

事
業

所
の

顧
客

で
あ

る
消

費
者

宅
に

、
同

業
者

の
盗

難
容

器
が

接
続

さ
れ

て
い

る
旨

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

現
地

で
状

況
確

認
を

行
っ

た
結

果
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
2

本
設

置
し

て
い

た
う

ち
、

予
備

側
に

同
業

者
の

空
容

器
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

本
来

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

販
売

店
の

容
器

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

塀
や

囲
い

の
な

い
別

荘
の

た
め

、
消

費
者

宅
へ

容
易

に
入

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
、

ま
た

消
費

者
が

長
期

不
在

で
あ

る
こ

と
が

多
い

状
況

で
あ

っ
た

。

1
2
5

2
0
1
5
-

6
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
7

宮 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
7
日

(月
)に

、
他

社
供

給
先

に
当

該
販

売
店

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
る

旨
の

連
絡

を
受

け
、

容
器

番
号

か
ら

設
置

先
(当

該
事

故
発

生
場

所
)の

確
認

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

盗
難

に
あ

っ
た

こ
と

が
発

覚
し

た
。

当
時

、
他

社
供

給
顧

客
は

料
金

滞
納

に
よ

り
ガ

ス
を

閉
栓

さ
れ

て
い

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
即

日
警

察
へ

盗
難

届
を

提
出

し
た

が
、

5
月

8
日

(金
)に

再
度

事
故

現
場

に
当

該
容

器
が

戻
っ

て
き

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
事

故
発

生
場

所
の

住
人

は
他

県
に

住
ん

で
お

り
、

年
2
回

程
度

の
帰

省
時

に
L
P

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

る
。

1
2
6

2
0
1
5
-

6
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
3
0

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

3
0
日

、
検

針
パ

ー
ト

に
よ

る
検

針
時

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

、
メ

ー
タ

ー
、

調
整

器
、

一
部

配
管

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

当
該

現
場

は
平

成
2
5
年

8
月

1
2
日

か
ら

空
家

状
態

が
続

い
て

い
た

た
め

、
当

初
、

社
員

が
取

り
外

し
回

収
し

た
も

の
と

考
え

て
い

た
が

、
そ

の
後

社
内

調
査

を
し

た
と

こ
ろ

、
回

収
し

た
実

績
が

な
い

こ
と

が
分

か
り

、
盗

難
が

発
覚

し
た

。
9
月

1
日

に
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

近
隣

住
民

か
ら

、
以

前
解

体
業

者
が

出
入

り
し

て
い

た
と

の
情

報
が

あ
り

、
同

一
敷

地
内

の
別

建
物

の
ガ

ス
配

管
(販

売
店

が
以

前
L
P

ガ
ス

を
供

給
、

現
在

は
空

家
)や

門
に

サ
ン

ダ
ー

で
切

断
し

た
後

が
あ

っ
た

た
め

、
販

売
店

が
管

理
不

動
産

会
社

に
確

認
す

る
も

、
ガ

ス
設

備
に

関
し

て
は

何
も

し
て

い
な

い
し

状
況

も
分

か
ら

な
い

と
い

う
回

答
で

あ
っ

た
。

1
2
7

2
0
1
5
-

6
2
4

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
5
/
1

大 阪 府
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
産

業
廃

棄
物

処
理

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

事
故

発
生

場
所

の
工

事
に

際
し

て
、

工
事

業
者

が
(株

)中
野

商
店

に
酸

素
ガ

ス
容

器
1
本

と
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

1
本

を
発

注
し

、
平

成
2
6
年

1
2
月

1
日

か
ら

使
用

し
て

い
た

が
、

容
器

回
収

を
行

っ
た

平
成

2
7
年

5
月

1
日

時
点

で
容

器
の

紛
失

が
判

明
し

た
。

工
事

現
場

に
は

複
数

の
工

事
業

者
が

入
っ

て
お

り
、

他
の

業
者

が
持

ち
出

し
た

可
能

性
が

高
い

と
の

こ
と

だ
が

、
現

在
発

見
に

は
至

っ
て

い
な

い
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2
8

2
0
1
5
-

6
2
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
喪

失

2
0
1
5
/
5
/
1

石 川 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

建
設

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
高

圧
ガ

ス
容

器
の

在
庫

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

と
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

を
喪

失
し

た
こ

と
に

気
づ

い
た

。
容

器
は

現
場

に
持

ち
出

す
こ

と
が

多
い

こ
と

か
ら

、
確

認
が

遅
れ

た
。

社
内

で
再

度
捜

索
・
確

認
す

る
も

発
見

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

1
2
9

2
0
1
5
-

6
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
4

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

4
日

(月
)ガ

ス
検

針
員

が
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

指
針

確
認

時
に

、
容

器
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
5
月

8
日

に
販

売
店

に
報

告
し

、
同

日
販

売
店

営
業

員
が

現
地

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
が

発
覚

し
、

警
察

署
に

通
報

し
た

。
当

日
、

現
場

検
証

済
み

で
あ

る
。

1
3
0

2
0
1
5
-

6
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
8

長 野 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

1
3
日

(水
)1

4
時

頃
に

、
販

売
店

検
針

員
が

販
売

店
担

当
者

に
、

「
5
月

8
日

(金
)1

4
時

頃
の

検
針

で
消

費
事

業
所

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

の
と

こ
ろ

接
続

ホ
ー

ス
の

片
方

が
外

れ
、

1
本

し
か

設
置

さ
れ

て
い

な
い

」
と

報
告

し
た

。
販

売
店

担
当

者
は

盗
難

と
判

断
し

、
1
5
時

頃
に

販
売

店
L
P

ガ
ス

監
視

セ
ン

タ
ー

に
連

絡
し

た
。

シ
ス

テ
ム

登
録

情
報

を
調

査
し

、
1
6
時

2
0
分

頃
に

県
地

方
事

務
所

担
当

課
に

電
話

に
て

通
報

し
、

所
定

の
様

式
に

よ
り

第
1
報

を
報

告
し

た
。

1
7
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
担

当
者

が
現

地
へ

赴
き

、
警

察
に

よ
る

現
場

検
証

を
受

け
た

。
あ

わ
せ

て
、

販
売

店
本

部
長

名
で

被
害

届
を

提
出

し
た

。

1
3
1

2
0
1
5
-

6
2
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
8

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
社

員
寮

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

販
売

店
の

委
託

配
送

セ
ン

タ
ー

職
員

が
メ

ー
タ

ー
指

針
確

認
の

た
め

、
消

費
先

を
訪

問
し

た
際

、
容

器
の

盗
難

を
発

見
し

た
。

高
圧

ホ
ー

ス
が

外
さ

れ
た

状
態

で
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

な
く

な
っ

て
い

た
。

前
回

検
針

の
4
月

2
3
日

(木
)か

ら
発

見
時

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
な

お
、

当
該

消
費

先
は

昨
夏

か
ら

閉
鎖

さ
れ

て
お

り
、

使
用

実
績

は
な

か
っ

た
。

1
3
2

2
0
1
5
-

6
2
9

消
費

酸
素

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
5
/
8

滋 賀 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
在

宅
酸

素
療

法
に

使
用

す
る

酸
素

ガ
ス

0
.3

m
3
容

器
を

2
名

の
患

者
に

そ
れ

ぞ
れ

2
本

設
置

し
、

容
器

の
交

換
を

行
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

が
行

方
不

明
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

患
者

は
亡

く
な

っ
て

お
り

、
利

用
し

て
い

た
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

へ
の

捜
索

を
行

っ
た

が
見

当
た

ら
な

か
っ

た
。

1
3
3

2
0
1
5
-

6
3
0

消
費

酸
素

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
5
/
8

滋 賀 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
在

宅
酸

素
療

法
に

使
用

す
る

酸
素

ガ
ス

0
.3

m
3
容

器
を

2
名

の
患

者
に

そ
れ

ぞ
れ

2
本

設
置

し
、

容
器

の
交

換
を

行
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

容
器

が
行

方
不

明
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

患
者

は
亡

く
な

っ
て

お
り

、
利

用
し

て
い

た
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

へ
の

捜
索

を
行

っ
た

が
見

当
た

ら
な

か
っ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
3
4

2
0
1
5
-

6
3
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
1
2

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

1
2
日

1
0
時

頃
に

、
販

売
店

の
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
検

針
員

が
検

針
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
と

判
断

し
、

販
売

店
保

安
担

当
者

に
連

絡
し

た
。

保
安

担
当

者
が

現
場

に
急

行
し

、
状

況
を

確
認

後
、

警
察

署
に

通
報

し
、

現
場

検
証

後
に

駐
在

所
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

1
3
5

2
0
1
5
-

6
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
1
4

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

業
者

一
般

消
費

先
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

1
4
日

1
3
時

頃
、

定
期

点
検

の
た

め
現

場
を

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

販
売

店
所

有
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
設

置
し

て
あ

っ
た

場
所

に
他

社
の

容
器

が
設

置
し

て
あ

っ
た

(空
瓶

)。
空

瓶
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

以
前

に
盗

難
に

あ
っ

た
容

器
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
の

で
、

販
売

店
の

容
器

も
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

1
3
6

2
0
1
5
-

6
3
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
1
5

長 野 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
直

売
所

（
休

止
中

）
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

1
4
日

、
他

事
業

者
が

消
費

者
よ

り
ガ

ス
容

器
接

続
の

依
頼

を
受

け
、

現
地

へ
下

見
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
既

に
販

売
店

の
容

器
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

消
費

者
の

依
頼

を
断

っ
た

。
そ

の
後

、
配

送
業

者
に

消
費

者
が

ガ
ス

容
器

接
続

の
依

頼
を

し
、

5
月

1
5
日

に
配

送
業

者
社

員
が

現
地

へ
下

見
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
2
本

の
ガ

ス
容

器
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

の
1
本

に
販

売
店

名
が

表
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

接
続

は
メ

ー
タ

ー
を

介
さ

ず
に

直
接

宅
内

へ
接

続
さ

れ
て

い
る

状
態

で
あ

っ
た

。
配

送
業

者
は

販
売

店
か

ら
容

器
配

送
の

委
託

契
約

を
受

け
て

い
る

業
者

で
あ

る
が

、
当

該
個

所
へ

配
送

し
た

記
録

は
な

か
っ

た
。

一
旦

会
社

へ
戻

り
、

容
器

の
情

報
を

調
べ

た
と

こ
ろ

、
当

該
容

器
は

直
売

所
へ

貸
出

中
の

も
の

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
配

送
業

者
は

販
売

店
へ

連
絡

を
行

っ
た

。
販

売
店

は
直

売
所

に
、

発
見

先
消

費
者

へ
容

器
貸

し
出

し
の

事
実

が
あ

る
か

を
確

認
し

た
が

、
貸

し
出

し
の

事
実

は
な

い
と

の
返

答
を

受
け

た
。

そ
の

た
め

、
5
月

1
6
日

に
警

察
へ

盗
難

の
被

害
に

あ
っ

た
こ

と
を

届
け

出
た

。
直

売
所

は
、

1
0
月

～
1
1
月

の
期

間
し

か
営

業
し

な
い

場
所

で
あ

り
、

そ
れ

以
外

の
期

間
は

休
止

し
て

い
る

。
休

止
中

の
容

器
は

そ
の

ま
ま

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

正
確

な
盗

難
被

害
月

日
に

つ
い

て
は

不
明

で
あ

る
。

1
3
7

2
0
1
5
-

6
3
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
1
7

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
畜

産
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

1
3
日

(水
)に

、
2
本

の
う

ち
1
本

の
容

器
を

業
者

が
交

換
し

た
。

1
6
日

(土
)1

9
時

に
は

容
器

が
あ

っ
た

こ
と

を
消

費
者

が
確

認
し

て
い

る
。

1
7
日

(日
)午

前
中

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
た

め
、

被
害

届
を

警
察

に
提

出
し

た
。

容
器

の
残

量
は

、
1
本

が
満

タ
ン

、
も

う
1
本

が
8
.5

kg
の

残
ガ

ス
が

あ
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。

1
3
8

2
0
1
5
-

6
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
1

和 歌 山 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

2
1
日

(木
)1

6
時

3
0
分

頃
、

業
務

に
て

消
費

者
宅

を
訪

問
時

、
販

売
店

従
業

員
が

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

い
た

。
消

費
者

と
話

を
し

、
盗

難
で

あ
る

と
確

信
し

、
1
1
0
番

通
報

を
し

た
。

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
3
9

2
0
1
5
-

6
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
1

宮 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
建

設
業

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

2
1
日

(木
)に

、
当

該
販

売
店

の
配

送
委

託
先

業
者

が
消

費
者

宅
に

出
向

き
、

容
器

交
換

を
実

施
し

よ
う

と
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

発
覚

し
た

。
今

回
盗

難
さ

れ
た

L
P

ガ
ス

容
器

の
残

ガ
ス

に
つ

い
て

は
、

2
0
kg

と
の

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
盗

難
に

あ
っ

た
容

器
は

配
送

業
者

の
も

の
で

あ
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

前
回

検
針

時
の

5
月

7
日

(木
)に

、
L
P

ガ
ス

容
器

が
あ

る
こ

と
を

配
送

業
者

が
確

認
し

て
い

る
の

で
、

そ
の

検
針

時
以

降
か

ら
今

回
検

針
時

ま
で

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
こ

と
と

な
る

。
盗

難
発

覚
後

、
配

送
業

者
が

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
、

販
売

店
に

も
通

報
し

た
。

な
お

、
今

回
の

盗
難

事
件

を
受

け
、

消
費

者
と

販
売

事
業

者
の

協
議

の
結

果
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

立
て

に
契

約
を

変
更

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

1
4
0

2
0
1
5
-

6
3
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
5
/
2
2

静 岡 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
鉄

鋼
業

）

容
器

本
体

、
溶

接
・

溶
断

機
器

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

2
1
日

に
、

翌
日

早
朝

か
ら

の
現

場
作

業
に

備
え

、
ユ

ニ
ッ

ク
車

に
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

お
よ

び
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
1
本

を
積

載
し

、
自

社
敷

地
内

に
ユ

ニ
ッ

ク
車

を
停

車
さ

せ
て

い
た

。
5
月

2
2
日

早
朝

、
社

員
が

出
社

し
た

と
こ

ろ
、

ユ
ニ

ッ
ク

車
ご

と
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。

1
4
1

2
0
1
5
-

6
3
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
5

山 形 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
自

動
車

修
理

工
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

2
5
日

(月
)9

時
前

、
消

費
先

に
お

い
て

、
湯

沸
か

し
器

を
点

火
し

よ
う

と
し

た
。

し
か

し
、

着
火

し
な

い
た

め
、

L
P

ガ
ス

容
器

設
置

場
所

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
2
本

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
な

お
、

も
う

一
方

の
容

器
の

バ
ル

ブ
は

閉
め

ら
れ

て
い

た
。

無
く
な

っ
た

容
器

の
容

器
チ

ェ
ー

ン
お

よ
び

高
圧

ホ
ー

ス
部

が
切

断
さ

れ
て

お
り

、
盗

ま
れ

た
も

の
と

み
ら

れ
る

。

1
4
2

2
0
1
5
-

6
3
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
6

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

店
舗

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

2
6
日

、
設

備
工

事
下

見
の

た
め

施
工

業
者

と
訪

問
し

た
販

売
店

に
よ

り
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

・
高

圧
ホ

ー
ス

各
2
本

、
調

整
器

1
個

の
紛

失
が

確
認

さ
れ

た
。

容
器

配
送

部
門

や
事

務
所

改
修

の
た

め
に

当
時

敷
地

内
に

出
入

り
し

て
い

た
複

数
業

者
に

問
い

合
わ

せ
る

も
、

発
見

で
き

な
か

っ
た

。
6
月

1
2
日

、
交

番
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

1
4
3

2
0
1
5
-

6
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
7

山 梨 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

6
日

(連
休

最
終

日
)ま

で
消

費
先

で
L
P

ガ
ス

使
用

し
て

い
た

。
そ

の
後

、
5
月

2
7
日

に
配

送
業

者
が

容
器

交
換

の
た

め
当

該
消

費
先

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

な
く
な

っ
て

い
た

。
た

だ
ち

に
、

消
費

先
の

建
物

を
所

有
し

て
い

る
消

費
事

業
者

へ
連

絡
し

た
。

販
売

店
へ

問
い

合
わ

せ
、

容
器

を
取

り
外

し
た

経
緯

が
あ

る
か

確
認

し
た

が
、

な
い

こ
と

が
判

明
し

た
。

そ
れ

で
、

警
察

署
に

連
絡

し
、

現
場

調
査

が
行

わ
れ

た
。

盗
難

と
い

う
こ

と
で

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
4
4

2
0
1
5
-

6
4
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
8

宮 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

事
故

現
場

は
消

費
事

業
所

が
所

在
し

て
お

り
、

事
業

所
外

側
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
設

置
し

て
い

た
が

、
事

業
所

を
休

止
す

る
こ

と
と

な
っ

た
た

め
、

販
売

事
業

者
が

平
成

2
6
年

1
月

1
0
日

に
最

後
の

検
針

を
実

施
し

、
そ

の
後

は
ガ

ス
の

供
給

を
止

め
て

(閉
止

し
て

)い
た

。
な

お
、

営
業

所
の

周
辺

は
フ

ェ
ン

ス
で

囲
わ

れ
、

入
口

の
門

は
施

錠
し

て
い

た
。

そ
の

後
、

閉
栓

後
1
年

以
上

経
過

し
た

こ
と

か
ら

、
平

成
2
7
年

5
月

2
8
日

に
販

売
事

業
者

が
容

器
の

回
収

に
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

容
器

と
調

整
器

、
低

圧
ホ

ー
ス

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

消
費

事
業

者
お

よ
び

当
該

土
地

所
有

者
そ

れ
ぞ

れ
か

ら
聴

取
し

た
も

の
の

、
取

り
外

し
は

行
っ

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
4
5

2
0
1
5
-

6
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
8

山 梨 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

2
8
日

、
販

売
店

営
業

担
当

が
集

金
の

た
め

に
消

費
先

を
訪

問
し

た
際

に
、

消
費

者
が

ガ
ス

が
使

え
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で
、

営
業

担
当

が
容

器
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

が
「
空

」
で

あ
る

こ
と

が
分

か
り

、
配

送
会

社
に

連
絡

し
た

。
連

絡
を

受
け

た
容

器
配

送
員

が
現

場
で

容
器

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
2
月

6
日

に
定

期
配

送
で

設
置

し
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

で
は

な
く
、

違
う

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
た

。
そ

れ
で

、
販

売
店

営
業

担
当

が
警

察
署

に
連

絡
し

、
署

員
2
名

お
よ

び
1
名

に
よ

り
現

場
調

査
が

行
わ

れ
た

。
盗

難
と

い
う

こ
と

で
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。

1
4
6

2
0
1
5
-

6
4
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
5
/
2
9

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

2
9
日

(金
)1

5
時

頃
、

販
売

店
社

員
が

集
金

の
た

め
赴

い
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
工

具
を

用
い

て
取

り
外

さ
れ

、
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
前

回
の

検
針

時
(5

月
1
2
日

(火
))

に
は

、
異

常
は

な
か

っ
た

。

1
4
7

2
0
1
5
-

6
4
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
2

広 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
不

明
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
日

(月
)1

2
時

3
0
分

頃
か

ら
6
月

2
日

(火
)1

2
時

4
0
分

頃
ま

で
の

間
に

、
消

費
先

に
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

ま
れ

た
。

1
4
8

2
0
1
5
-

6
4
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
2

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

物
件

所
有

者
か

ら
の

容
器

撤
去

依
頼

を
受

け
て

、
販

売
事

業
者

が
6
月

2
日

に
現

場
へ

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

設
置

済
み

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
当

該
物

件
は

約
2
年

前
か

ら
空

家
で

あ
っ

た
。

容
器

盗
難

は
、

最
終

検
針

日
の

5
月

1
8
日

か
ら

発
覚

日
の

6
月

2
日

の
間

に
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

1
4
9

2
0
1
5
-

6
4
5

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
喪

失

2
0
1
5
/
6
/
2

石 川 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
会

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
高

圧
ガ

ス
容

器
の

在
庫

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

と
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
3
本

を
喪

失
し

た
こ

と
に

気
づ

い
た

。
容

器
は

現
場

に
持

ち
出

す
こ

と
が

多
い

こ
と

か
ら

、
確

認
が

遅
れ

た
。

社
内

で
再

度
捜

索
・
確

認
す

る
も

発
見

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

1
5
0

2
0
1
5
-

6
4
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
喪

失

2
0
1
5
/
6
/
2

石 川 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
会

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
高

圧
ガ

ス
容

器
の

在
庫

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

4
本

と
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
2
本

を
喪

失
し

た
こ

と
に

気
づ

い
た

。
容

器
は

現
場

に
持

ち
出

す
こ

と
が

多
い

こ
と

か
ら

、
確

認
が

遅
れ

た
。

社
内

で
再

度
捜

索
・
確

認
す

る
も

発
見

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
5
1

2
0
1
5
-

6
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
4

山 口 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

兼
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

毎
月

の
検

針
の

際
に

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。

1
5
2

2
0
1
5
-

6
4
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
8

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
：
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

5
月

8
日

の
検

針
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
。

6
月

8
日

1
4
時

2
0
分

、
検

針
時

に
、

消
費

先
に

取
り

付
け

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
側

の
1
本

が
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
消

費
者

は
不

在
で

あ
っ

た
。

管
轄

で
あ

る
警

察
署

へ
連

絡
し

た
。

1
4
時

5
0
分

に
、

警
察

官
が

現
場

に
到

着
し

、
状

況
説

明
お

よ
び

実
況

見
分

を
行

い
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。
6
月

2
9
日

1
3
時

0
0
分

に
、

県
工

業
振

興
課

へ
連

絡
し

た
。

6
月

3
0
日

、
事

故
届

が
受

理
さ

れ
た

。

1
5
3

2
0
1
5
-

6
5
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
8

沖 縄 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
ヶ

月
以

上
未

使
用

と
な

っ
て

い
る

容
器

の
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
6
月

8
日

(月
)、

消
費

先
に

て
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

周
辺

を
捜

索
す

る
も

見
つ

け
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
。

6
月

9
日

(火
)に

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
5
4

2
0
1
5
-

6
5
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
9

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
0
日

、
販

売
店

が
検

針
で

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
1
本

無
い

こ
と

を
覚

知
し

た
。

現
場

管
理

者
に

よ
れ

ば
昨

日
か

ら
無

く
な

っ
て

い
た

と
の

情
報

を
収

集
し

た
。

同
販

売
店

の
他

の
配

送
社

員
に

確
認

し
て

も
当

該
容

器
を

持
ち

出
し

た
者

は
い

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
6

月
1
1
日

、
販

売
店

が
県

に
報

告
し

た
。

警
察

署
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
警

察
に

よ
る

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

1
5
5

2
0
1
5
-

6
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
0

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

者
が

帰
宅

し
、

盗
難

に
あ

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
平

成
2
6
年

1
0
月

1
5
日

頃
か

ら
空

家
状

態
で

あ
り

、
正

月
に

帰
宅

し
た

際
に

は
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

は
あ

っ
た

。
6
月

1
0
日

に
帰

宅
し

た
際

、
容

器
の

バ
ル

ブ
を

開
け

た
と

こ
ろ

音
が

し
た

の
で

、
販

売
店

に
連

絡
し

、
担

当
者

が
確

認
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
5
6

2
0
1
5
-

6
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
5

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

業
所

の
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
5
日

1
7
時

頃
、

販
売

事
業

者
よ

り
容

器
所

有
者

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
と

通
報

が
あ

っ
た

。
消

費
先

に
は

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
て

い
た

。
1
9
時

頃
、

容
器

所
有

者
職

員
が

現
地

で
紛

失
を

確
認

し
た

。
1
6
日

1
5
時

3
0
分

、
警

察
署

、
消

費
者

、
容

器
所

有
者

3
名

に
て

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

2
0
時

に
警

察
署

に
て

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
6
月

8
日

に
は

給
湯

が
使

用
で

き
た

こ
と

か
ら

、
6
月

9
日

か
ら

1
5
日

未
明

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

測
さ

れ
る

。
高

圧
ホ

ー
ス

、
調

整
器

は
損

傷
を

受
け

て
お

ら
ず

、
調

整
器

入
口

接
続

部
を

ス
パ

ナ
で

取
り

外
し

た
と

推
測

さ
れ

る
。

前
回

の
容

器
交

換
は

平
成

2
6
年

1
月

1
0
日

に
実

施
し

て
い

る
。

燃
焼

器
は

湯
沸

器
を

設
置

し
て

い
る

。
使

用
頻

度
が

少
な

い
た

め
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

で
1
年

以
上

交
換

せ
ず

に
使

用
で

き
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
5
7

2
0
1
5
-

6
5
4

消
費

炭
酸

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
6
/
1
5

石 川 県
0

0
0

0
炭

酸
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
会

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
高

圧
ガ

ス
容

器
の

在
庫

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
炭

酸
ガ

ス
3
0
kg

容
器

2
本

を
喪

失
し

た
こ

と
に

気
づ

い
た

。
容

器
は

現
場

に
持

ち
出

す
こ

と
が

多
い

こ
と

か
ら

、
確

認
が

遅
れ

た
。

社
内

で
再

度
捜

索
・

確
認

す
る

も
発

見
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

1
5
8

2
0
1
5
-

6
5
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
6

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
5
日

1
5
時

頃
、

販
売

事
業

者
の

検
針

員
が

消
費

先
へ

検
針

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

建
物

自
体

が
無

く
、

空
地

に
な

っ
て

い
た

。
検

針
員

が
連

絡
し

、
販

売
事

業
者

社
員

が
現

場
に

急
行

し
、

事
態

を
確

認
し

た
。

解
体

工
事

業
者

に
連

絡
を

と
っ

た
が

、
回

答
が

な
か

っ
た

。
6
月

1
6
日

に
解

体
工

事
業

者
か

ら
回

答
が

あ
り

、
建

物
は

解
体

し
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
解

体
工

事
は

5
月

下
旬

に
行

い
、

解
体

時
に

は
す

で
に

容
器

は
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

そ
の

後
、

販
売

店
内

部
で

容
器

が
返

却
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
な

ど
を

調
査

し
た

が
、

返
却

は
さ

れ
て

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

6
月

1
6
日

午
前

、
交

番
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
燃

焼
器

は
コ

ン
ロ

が
設

置
さ

れ
て

い
た

が
、

消
費

者
が

使
用

し
な

い
と

い
う

こ
と

に
よ

り
、

1
月

1
3
日

に
閉

栓
し

て
い

る
。

閉
栓

し
た

が
、

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

は
空

家
も

検
針

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
た

め
、

毎
月

検
針

し
て

い
た

。
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
、

閉
栓

時
の

容
器

内
の

残
ガ

ス
は

1
8
kg

で
あ

っ
た

。
消

費
者

と
は

現
在

連
絡

は
つ

か
な

い
。

建
物

が
解

体
さ

れ
て

い
る

の
で

、
警

察
で

は
場

所
が

特
定

で
き

な
い

と
し

て
現

場
検

証
は

実
施

し
て

い
な

い
。

前
回

の
容

器
交

換
は

、
平

成
2
6
年

1
月

1
7
日

に
実

施
し

て
い

る
。

前
回

検
針

は
、

平
成

2
7
年

5
月

1
4
日

に
実

施
し

た
。

5
月

1
4
日

に
は

容
器

は
設

置
さ

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

1
5
9

2
0
1
5
-

6
5
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
6

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
6
日

、
販

売
店

が
、

住
居

解
体

を
始

め
た

消
費

者
宅

よ
り

容
器

を
回

収
す

る
た

め
に

訪
問

し
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

い
こ

と
を

発
見

し
た

。
6
月

1
8
日

、
販

売
店

は
消

費
者

、
解

体
業

者
に

容
器

に
つ

い
て

聞
き

取
り

す
る

も
、

何
も

分
か

ら
な

い
と

の
こ

と
か

ら
、

事
態

を
盗

難
と

判
断

し
た

。
販

売
店

は
電

話
に

て
県

庁
に

第
一

報
を

報
告

し
た

。
販

売
店

が
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

警
察

に
よ

る
現

場
検

証
が

実
施

さ
れ

た
。

6
月

1
9
日

、
県

庁
に

事
情

説
明

し
、

事
故

届
書

を
提

出
し

た
。

1
6
0

2
0
1
5
-

6
5
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
7

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

業
者

一
般

消
費

先
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
7
日

(水
)1

2
時

頃
、

消
費

者
か

ら
販

売
店

へ
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
な

い
と

連
絡

が
入

っ
た

。
知

ら
せ

を
受

け
た

販
売

店
が

卸
販

売
業

者
へ

容
器

盗
難

お
よ

び
代

替
容

器
の

配
送

依
頼

の
連

絡
を

し
た

。
1
2
時

3
0
分

頃
、

配
送

会
社

社
員

と
販

売
店

社
員

が
現

地
に

到
着

し
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
を

確
認

し
た

。

1
6
1

2
0
1
5
-

6
5
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
7

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
7
日

、
消

費
先

か
ら

コ
ン

ロ
に

火
が

つ
か

な
い

と
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

配
送

業
者

が
訪

問
し

、
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

ま
た

、
紛

失
し

た
容

器
が

設
置

さ
れ

て
い

た
場

所
に

は
別

の
空

容
器

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
平

成
2
6

年
1
月

に
他

消
費

先
に

て
紛

失
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

翌
1
8
日

、
交

番
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
6
2

2
0
1
5
-

6
5
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
9

長 野 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
コ

テ
ー

ジ
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
9
日

(金
)1

8
時

3
0
分

頃
、

L
P

ガ
ス

監
視

セ
ン

タ
ー

に
販

売
店

か
ら

事
故

連
絡

が
あ

っ
た

。
検

針
員

が
6
月

1
9
日

(金
)1

0
時

0
0
分

頃
、

消
費

先
(L

P
ガ

ス
5
0
kg

容
器

2
本

設
置

)を
検

針
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

1
本

し
か

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

、
高

圧
ホ

ー
ス

の
片

方
が

外
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
当

該
消

費
先

は
、

町
中

心
部

か
ら

2
0
分

程
度

の
山

間
に

あ
る

市
所

有
の

宿
泊

施
設

で
、

管
理

者
は

常
駐

し
て

い
な

い
。

周
辺

に
は

人
家

が
な

く
、

人
通

り
も

ま
ば

ら
で

あ
る

。
容

器
所

有
者

の
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
容

器
所

有
者

の
L
P

ガ
ス

監
視

セ
ン

タ
ー

の
担

当
者

が
、

2
2
日

(月
)1

0
時

に
県

地
方

事
務

所
に

電
話

に
て

通
報

し
、

1
1
時

0
0
分

に
事

故
の

第
一

報
を

し
た

。
販

売
店

担
当

者
が

現
地

確
認

し
、

盗
難

と
判

断
し

た
。

発
生

は
、

前
回

検
針

5
月

2
0
日

1
0

時
0
0
分

頃
か

ら
、

今
回

検
針

6
月

1
9
日

1
0
時

0
0
分

頃
の

間
と

考
え

ら
れ

る
(事

故
知

覚
)。

2
2
日

午
後

、
交

番
同

行
で

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

盗
難

容
器

は
1
9
9
4
年

製
造

で
、

残
量

は
満

タ
ン

5
0
kg

の
う

ち
2
0
kg

(1
0
m

3
)程

度
と

推
定

す
る

。
予

備
の

容
器

1
本

は
重

す
ぎ

た
た

め
か

、
軽

い
方

の
容

器
1
本

が
持

ち
去

ら
れ

て
い

る
。

警
察

署
の

見
解

で
は

、
被

害
届

は
消

費
先

所
有

者
の

市
が

提
出

す
る

も
の

と
の

こ
と

で
、

2
2
日

に
市

担
当

者
が

交
番

に
届

け
出

た
。

1
6
3

2
0
1
5
-

6
6
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
1
9

鳥 取 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

1
9
日

(金
)1

1
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
の

職
員

が
検

針
の

た
め

に
訪

問
し

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

6
月

1
日

に
容

器
交

換
の

た
め

に
訪

問
し

た
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
の

で
、

容
器

交
換

か
ら

今
回

検
針

ま
で

の
期

間
中

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
事

後
対

応
と

し
て

は
、

同
日

6
月

1
9
日

に
警

察
署

へ
報

告
し

、
現

場
検

証
を

実
施

し
た

。

1
6
4

2
0
1
5
-

6
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
6
/
2
4

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
平

成
2
6
年

4
月

2
4
日

の
閉

栓
作

業
以

降
、

毎
月

2
5
日

前
後

の
検

針
を

継
続

し
て

い
た

。
平

成
2
7
年

5
月

2
6
日

の
検

針
時

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
設

置
を

確
認

し
て

い
る

。
6
月

2
4
日

の
検

針
時

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
紛

失
を

確
認

し
た

。

1
6
5

2
0
1
5
-

6
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
6
/
2
6

香 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

6
月

2
5
日

(木
)に

公
民

館
の

常
会

に
て

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

。
翌

2
6
日

8
時

5
0
分

頃
に

、
自

治
会

長
が

販
売

店
へ

連
絡

し
、

盗
難

事
故

が
発

覚
し

た
。

販
売

店
が

警
察

署
へ

通
報

し
、

1
1
時

よ
り

現
場

検
証

を
行

い
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。
配

送
・
検

針
の

状
況

を
確

認
す

る
と

、
直

近
で

6
月

5
日

の
午

前
中

に
検

針
を

実
施

し
、

容
器

の
存

在
を

確
認

し
て

い
る

の
で

、
5
日

か
ら

2
5
日

の
期

間
の

間
で

盗
ま

れ
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
前

回
配

送
時

の
指

針
が

5
6
.8

m
3
、

6
月

の
検

針
時

の
指

針
が

6
1
.4

m
3
の

た
め

、
使

用
量

は
4
.6

m
3
と

な
り

、
盗

難
さ

れ
た

ガ
ス

量
は

概
ね

1
0
kg

程
度

と
思

わ
れ

る
(2

0
kg

-
(4

.6
m

3
/
0
.4

8
2
換

算
率

)≒
1
0
kg

)。
よ

っ
て

、
概

算
の

被
害

金
額

は
、

1
4
,0

0
0
円

で
あ

る
(容

器
代

1
0
,0

0
0
円

、
ガ

ス
代

1
0
kg

×
4
0
0
円

)。
6
月

2
6
日

午
後

に
別

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

を
新

た
に

設
置

し
、

復
旧

作
業

を
行

っ
た

。
ま

た
、

消
費

者
の

要
望

に
よ

り
、

容
器

チ
ェ

ー
ン

に
南

京
錠

を
設

置
し

、
容

器
盗

難
対

策
も

実
施

し
た

。
今

後
は

、
警

察
署

か
ら

の
連

絡
を

待
っ

て
対

応
し

て
い

く
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
6
6

2
0
1
5
-

6
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

会
社

事
務

所
の

職
員

か
ら

販
売

店
に

湯
沸

器
が

点
火

し
な

い
と

の
連

絡
が

あ
り

、
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
が

判
明

し
た

。
7
月

1
日

1
8
時

頃
に

は
点

火
で

き
2
日

1
8
時

に
は

点
火

し
な

か
っ

た
た

め
、

こ
の

間
の

盗
難

と
思

わ
れ

る
。

1
6
7

2
0
1
5
-

6
6
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

2
日

に
、

消
費

先
の

入
居

者
が

、
同

敷
地

内
に

あ
る

空
部

屋
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
販

売
店

に
通

報
し

た
。

現
地

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

本
来

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

設
置

し
て

あ
る

は
ず

が
、

1
本

し
か

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
販

売
店

が
社

内
で

調
査

し
た

結
果

、
容

器
を

回
収

し
た

履
歴

は
な

か
っ

た
た

め
、

盗
難

が
発

覚
し

た
。

容
器

は
充

び
ん

で
あ

り
、

6
月

1
0
日

の
検

針
時

に
検

針
従

業
員

が
容

器
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
6
月

1
0
日

か
ら

7
月

2
日

ま
で

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
。

7
月

3
日

に
警

察
署

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

1
6
8

2
0
1
5
-

6
9
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
の

盗
難

2
0
1
5
/
7
/
3

兵 庫 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
商

店
）

容
器

本
体

＜
移

動
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
に

お
い

て
、

ト
ラ

ッ
ク

ご
と

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

容
器

6
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
も

の
で

あ
る

。

1
6
9

2
0
1
5
-

6
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
6

石 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

者
か

ら
ガ

ス
が

出
な

い
と

販
売

店
に

連
絡

が
あ

り
、

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

2
本

あ
る

は
ず

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
1
本

し
か

な
く
、

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
消

費
者

お
よ

び
販

売
店

従
業

員
に

確
認

し
た

が
、

心
当

た
り

が
な

く
、

周
辺

を
捜

索
し

た
が

見
当

た
ら

な
い

た
め

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
盗

難
容

器
の

特
定

作
業

を
実

施
し

、
管

轄
の

警
察

署
に

顛
末

書
を

提
出

し
た

。

1
7
0

2
0
1
5
-

6
9
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
7
/
6

岩 手 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無
販

売
店

か
ら

借
用

し
て

い
る

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

を
消

費
事

業
所

の
倉

庫
に

保
管

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

紛
失

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

事
務

所
、

作
業

所
等

で
容

器
の

所
在

確
認

を
し

た
が

不
明

で
あ

っ
た

た
め

、
警

察
署

に
紛

失
届

を
提

出
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
7
1

2
0
1
5
-

6
6
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
7

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

7
日

1
4
時

3
0
分

頃
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

社
員

が
ガ

ソ
リ

ン
代

灯
油

代
の

集
金

の
た

め
に

、
消

費
者

宅
へ

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

容
器

が
無

い
こ

と
に

気
が

つ
き

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
に

貼
り

付
け

ら
れ

た
ス

テ
ッ

カ
ー

か
ら

販
売

店
へ

連
絡

し
た

。
1
5
時

頃
に

販
売

店
の

社
員

が
現

地
確

認
を

行
い

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
2
0
kg

容
器

1
本

と
調

整
器

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
住

宅
の

入
居

者
は

引
っ

越
し

た
様

子
で

あ
り

、
住

宅
の

中
に

は
家

財
道

具
な

ど
は

無
か

っ
た

。
確

認
の

結
果

、
前

回
容

器
交

換
日

は
6
月

5
日

、
前

回
検

針
日

は
6
月

1
8
日

(3
5
.5

m
3
)で

あ
っ

た
。

メ
ー

タ
ー

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
3
5
.5

m
3
で

あ
り

、
6
月

1
8
日

か
ら

ガ
ス

を
使

用
し

た
形

跡
は

無
か

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

6
月

1
8
日

以
前

に
は

引
っ

越
し

て
い

た
可

能
性

も
推

測
さ

れ
る

が
、

確
定

的
で

は
な

い
。

最
後

の
ガ

ス
代

は
口

座
か

ら
引

き
落

と
さ

れ
て

お
り

、
不

払
い

は
無

い
。

ガ
ソ

リ
ン

代
灯

油
代

は
未

払
い

の
ま

ま
引

っ
越

し
て

お
り

、
ホ

ー
ム

タ
ン

ク
の

灯
油

は
別

の
容

器
に

移
さ

れ
て

持
ち

去
ら

れ
た

様
子

で
、

空
に

な
っ

て
い

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
7
月

8
日

に
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
当

該
建

物
は

空
家

と
な

っ
た

た
め

、
容

器
は

撤
去

さ
れ

た
ま

ま
と

し
て

い
る

。
入

居
者

と
は

現
在

連
絡

は
つ

か
な

い
。

当
該

消
費

者
の

入
居

し
て

い
た

建
物

は
入

居
者

の
持

ち
家

で
あ

る
。

1
7
2

2
0
1
5
-

6
7
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
7

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
：
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

7
日

に
販

売
店

の
作

業
員

が
月

検
針

の
際

、
消

費
先

(別
荘

)に
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
設

置
場

所
に

な
い

こ
と

を
発

見
し

た
。

そ
の

後
、

消
費

者
に

作
業

員
が

確
認

し
、

当
該

容
器

が
盗

難
に

あ
っ

た
こ

と
を

覚
知

し
た

。
警

察
署

へ
盗

難
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
当

該
容

器
は

6
月

2
日

の
月

検
針

の
際

に
は

設
置

さ
れ

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

1
7
3

2
0
1
5
-

6
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
8

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
：
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

当
該

消
費

設
備

は
平

成
2
4
年

8
月

よ
り

閉
栓

中
で

あ
っ

た
。

平
成

2
7
年

7
月

8
日

(水
)9

時
2
4
分

頃
、

配
送

員
が

現
場

付
近

を
通

り
か

か
っ

た
際

に
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
消

費
者

は
6
月

2
6
日

(金
)に

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
も

の
の

、
閉

栓
中

で
あ

っ
た

た
め

に
販

売
店

が
回

収
し

た
と

の
認

識
で

あ
っ

た
。

1
7
4

2
0
1
5
-

6
6
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
8

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

8
日

9
時

3
0
分

頃
、

G
H

P
(ガ

ス
エ

ア
コ

ン
)が

故
障

し
て

い
る

た
め

販
売

店
の

関
連

会
社

が
閉

栓
の

作
業

を
行

う
た

め
、

消
費

先
施

設
を

訪
れ

た
。

そ
の

際
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。
関

連
会

社
の

担
当

者
か

ら
販

売
店

従
業

員
が

紛
失

の
連

絡
を

受
け

、
上

司
に

報
告

し
た

。
上

司
の

指
示

に
よ

り
1
8
時

3
0
分

頃
に

警
察

と
消

防
に

通
報

し
た

。
容

器
は

2
0
kg

容
器

が
2
本

あ
り

、
紛

失
し

た
の

は
そ

の
う

ち
の

1
本

で
あ

る
。

残
り

の
1
本

は
関

連
会

社
に

よ
り

回
収

済
み

で
あ

る
。

1
7
5

2
0
1
5
-

6
7
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
9

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

9
日

(木
)9

時
3
0
分

、
配

送
業

者
の

L
P

ガ
ス

容
器

配
送

員
が

消
費

先
の

容
器

回
収

作
業

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

た
た

め
、

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
連

絡
を

受
け

た
販

売
店

は
、

現
在

消
費

先
が

空
家

で
あ

り
、

容
器

に
は

L
P

ガ
ス

が
半

分
以

上
残

っ
て

い
た

と
思

わ
れ

る
た

め
、

前
回

の
容

器
交

換
日

で
あ

る
平

成
2
6
年

1
0
月

1
6
日

(木
)か

ら
平

成
2
7
年

7
月

9
日

(木
)ま

で
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

と
判

断
し

、
同

日
付

で
駐

在
所

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
振

興
局

が
通

報
を

受
け

た
の

は
、

7
月

1
3
日

(月
)で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
7
6

2
0
1
5
-

6
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
1
0

鹿 児 島 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

1
0
日

(金
)、

営
業

所
の

社
員

が
消

費
者

宅
の

容
器

交
換

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
販

売
店

所
長

に
連

絡
し

た
。

1
4
日

(火
)、

消
費

者
と

連
絡

が
取

れ
た

が
、

現
在

は
別

宅
で

生
活

し
て

お
り

、
容

器
に

関
し

て
は

分
か

ら
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

販
売

店
所

長
、

営
業

所
社

員
立

ち
会

い
の

も
と

、
警

察
官

と
現

場
検

証
を

行
い

、
盗

難
届

(喪
失

届
)を

提
出

し
た

。

1
7
7

2
0
1
5
-

6
9
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
1
1

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

1
1
日

午
前

1
0
時

頃
、

消
費

先
か

ら
販

売
店

へ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

り
、

販
売

店
従

業
員

が
現

地
で

確
認

し
た

。
残

っ
て

い
る

容
器

1
本

に
は

ロ
ッ

ク
を

か
け

た
。

な
お

、
消

費
先

に
よ

れ
ば

、
前

日
ま

で
は

2
本

あ
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
前

日
か

ら
1
1
日

午
前

1
0

時
ま

で
の

間
に

盗
ま

れ
た

。
事

故
発

生
場

所
周

辺
は

民
家

は
少

な
い

地
域

で
あ

る
。

消
費

先
は

老
人

用
の

公
共

施
設

で
、

集
会

が
あ

る
と

き
に

、
湯

沸
か

し
の

た
め

に
L
P

ガ
ス

を
使

用
し

て
い

る
。

販
売

店
の

扱
う

消
費

先
で

の
盗

難
は

、
今

回
が

初
め

て
で

あ
る

。

1
7
8

2
0
1
5
-

6
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
1
7

静 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

を
設

置
し

て
い

た
消

費
先

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

消
費

先
は

、
4
月

に
も

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
。

前
回

の
盗

難
以

降
、

盗
難

を
防

止
す

る
た

め
に

容
器

チ
ェ

ー
ン

に
鍵

を
施

し
て

あ
っ

た
。

今
回

は
、

チ
ェ

ー
ン

が
切

断
さ

れ
た

上
で

盗
難

に
あ

っ
た

。

1
7
9

2
0
1
5
-

6
8
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
7
/
2
1

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
自

然
災

害
＞

（
津

波
）

無

7
月

2
1
日

、
販

売
店

が
管

理
し

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
発

見
さ

れ
た

旨
の

連
絡

が
、

警
察

署
か

ら
販

売
店

に
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
L
P

ガ
ス

容
器

の
紛

失
が

発
覚

し
た

。
当

該
容

器
は

、
販

売
店

が
7
月

2
8
日

に
保

管
場

所
か

ら
引

き
取

り
を

行
っ

た
。

当
該

容
器

が
設

置
し

て
あ

っ
た

場
所

は
、

東
日

本
大

震
災

の
津

波
被

災
地

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

津
波

に
よ

り
流

出
し

た
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

1
8
0

2
0
1
5
-

6
8
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2
1

広 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

L
P

ガ
ス

容
器

配
送

業
者

が
容

器
交

換
作

業
中

に
、

他
社

の
容

器
が

混
入

し
て

届
出

業
者

の
容

器
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

、
届

け
出

た
。

な
お

、
他

社
の

容
器

に
つ

い
て

は
、

以
前

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
8
1

2
0
1
5
-

6
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2
2

長 野 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
研

修
セ

ン タ
ー

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

2
2
日

(水
)1

4
時

3
0
分

頃
、

容
器

所
有

者
L
P

ガ
ス

監
視

セ
ン

タ
ー

に
販

売
店

か
ら

、
検

針
員

が
消

費
先

を
検

針
し

た
と

こ
ろ

、
接

続
ホ

ー
ス

の
片

方
が

外
れ

て
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

の
と

こ
ろ

1
本

し
か

設
置

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

、
と

連
絡

が
あ

っ
た

。
消

費
先

は
、

町
中

心
部

か
ら

2
0
分

程
度

の
山

間
に

あ
る

市
所

有
の

研
修

セ
ン

タ
ー

と
キ

ャ
ン

プ
場

が
複

合
し

た
施

設
で

、
管

理
者

は
常

駐
し

て
い

な
い

。
人

家
か

ら
離

れ
、

人
通

り
も

ま
ば

ら
で

あ
る

。
施

設
そ

の
も

の
は

、
研

修
セ

ン
タ

ー
1
ヶ

所
と

宿
泊

施
設

(コ
テ

ー
ジ

A
,B

)2
ヶ

所
の

構
成

で
、

3
ヶ

所
そ

れ
ぞ

れ
に

メ
ー

タ
ー

を
設

置
し

供
給

し
て

い
る

。
コ

テ
ー

ジ
B

に
つ

い
て

は
、

6
月

1
9
日

に
発

覚
し

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
事

故
が

発
生

し
て

お
り

、
警

察
に

被
害

届
、

県
地

方
事

務
所

に
事

故
届

を
そ

れ
ぞ

れ
提

出
し

て
い

る
。

容
器

所
有

者
の

L
P

ガ
ス

監
視

セ
ン

タ
ー

担
当

者
は

シ
ス

テ
ム

に
て

登
録

情
報

を
確

認
し

た
。

容
器

所
有

者
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
担

当
者

は
1
4
時

4
0
分

に
県

地
方

事
務

所
に

電
話

に
て

通
報

し
た

。
2
3
日

1
0
時

、
交

番
同

行
で

現
場

検
証

を
実

施
し

た
。

発
生

は
、

7
月

2
日

1
6
時

3
0
分

に
市

の
担

当
者

が
現

地
で

設
置

さ
れ

て
い

る
の

を
確

認
し

て
お

り
、

こ
の

と
き

か
ら

今
回

検
針

日
の

2
2
日

1
4
時

0
0
分

頃
の

間
と

考
え

ら
れ

る
。

2
3
日

に
市

の
担

当
者

が
交

番
に

届
け

出
た

。

1
8
2

2
0
1
5
-

6
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2
3

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

2
3
日

1
0
時

1
0
分

頃
、

現
場

で
解

体
作

業
を

行
っ

て
い

た
解

体
業

者
の

作
業

員
か

ら
容

器
の

引
き

上
げ

の
依

頼
が

販
売

店
へ

入
っ

た
。

販
売

店
社

員
が

現
場

へ
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

(解
体

業
者

は
、

7
月

2
1
日

に
容

器
を

供
給

設
備

か
ら

外
し

、
敷

地
隅

へ
と

移
動

し
た

。
こ

の
時

、
容

器
は

2
本

と
も

存
在

し
て

い
た

。
)。

そ
の

後
、

近
隣

住
民

へ
の

聞
き

込
み

を
行

い
、

「
7
月

2
3
日

午
前

7
時

頃
、

軽
ト

ラ
ッ

ク
が

現
場

付
近

に
停

車
し

て
い

た
。

何
か

作
業

を
し

て
い

る
よ

う
だ

っ
た

。
」
と

の
情

報
を

入
手

し
た

。
警

察
に

被
害

届
を

提
出

後
、

県
化

学
保

安
課

へ
連

絡
し

た
。

1
8
3

2
0
1
5
-

6
7
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2
9

広 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

2
0
1
2
年

6
月

2
2
日

に
消

費
者

か
ら

閉
栓

の
依

頼
を

受
け

て
閉

栓
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
盗

難
に

あ
っ

た
。

閉
栓

か
ら

盗
難

発
覚

ま
で

の
間

、
定

期
的

(年
に

1
回

実
施

)に
供

給
設

備
の

確
認

を
行

っ
て

お
り

、
前

回
確

認
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
。

1
8
4

2
0
1
5
-

6
7
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2
9

岡 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

平
成

2
6
年

1
2
月

1
8
日

に
撤

去
の

た
め

に
閉

栓
中

で
あ

っ
た

が
、

入
居

の
見

込
み

が
な

さ
そ

う
な

の
で

容
器

の
回

収
を

し
よ

う
と

現
場

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。

1
8
5

2
0
1
5
-

6
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
2
9

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
跡

（
更

地
）
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

2
9
日

、
配

送
業

者
担

当
者

が
消

費
先

(L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

×
2
本

設
置

)を
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
民

家
は

解
体

さ
れ

更
地

と
な

っ
て

お
り

、
容

器
の

所
在

も
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

販
売

店
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

平
成

2
5
年

2
月

に
消

費
者

か
ら

転
居

す
る

旨
の

連
絡

が
あ

り
、

閉
栓

手
続

き
は

完
了

済
み

で
あ

っ
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

7
月

3
1
日

、
交

番
に

届
け

出
る

も
、

現
状

は
更

地
で

あ
り

盗
難

に
も

遺
失

に
も

あ
た

ら
ず

、
盗

難
の

被
害

届
と

し
て

は
受

理
で

き
な

い
と

回
答

さ
れ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
8
6

2
0
1
5
-

6
8
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
7
/
3
0

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

7
月

3
0
日

、
容

器
交

換
の

た
め

に
消

費
先

(L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

×
2
本

設
置

)を
訪

問
し

た
配

送
業

者
担

当
者

が
、

予
備

側
容

器
が

空
で

あ
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

メ
ー

タ
ー

指
針

と
使

用
量

が
合

わ
ず

、
ガ

ス
漏

れ
検

査
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

異
常

は
な

か
っ

た
。

容
器

交
換

し
、

回
収

し
た

予
備

側
容

器
に

つ
い

て
調

査
を

行
い

、
容

器
の

盗
難

が
判

明
し

た
。

な
お

、
設

置
さ

れ
て

い
た

空
の

予
備

側
容

器
は

、
今

年
6
月

、
近

隣
の

消
費

先
か

ら
盗

ま
れ

た
容

器
で

あ
る

こ
と

も
判

明
し

た
。

1
8
7

2
0
1
5
-

6
8
4

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
8
/
1

熊 本 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

鉄
工

所
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

平
成

2
6
年

7
月

1
4
日

に
消

費
事

業
所

の
代

表
取

締
役

社
長

が
死

亡
し

た
こ

と
に

よ
り

、
同

社
が

閉
鎖

状
態

と
な

っ
た

た
め

、
消

費
先

に
保

管
さ

れ
て

い
る

高
圧

ガ
ス

容
器

の
回

収
を

試
み

る
(工

場
所

有
者

へ
回

収
を

依
頼

す
る

)も
、

工
場

内
へ

の
立

入
を

拒
否

さ
れ

た
た

め
、

容
器

回
収

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
平

成
2
7
年

2
月

に
工

場
所

有
者

が
死

亡
し

た
た

め
、

遺
族

と
交

渉
を

重
ね

た
結

果
、

7
月

3
1
日

付
け

で
容

器
回

収
を

実
施

す
る

こ
と

で
承

諾
を

得
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

7
月

3
0
日

に
工

場
所

有
者

の
息

子
か

ら
工

場
内

が
荒

ら
さ

れ
て

い
る

旨
の

連
絡

が
入

り
、

そ
の

後
警

察
の

鑑
識

を
経

て
、

8
月

1
日

に
ア

セ
チ

レ
ン

7
kg

容
器

お
よ

び
酸

素
7
m

3
容

器
各

1
本

の
所

在
が

不
明

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

当
該

容
器

に
つ

い
て

は
、

盗
難

の
可

能
性

が
高

い
こ

と
か

ら
、

8
月

1
日

付
け

で
警

察
に

被
害

報
告

(盗
難

届
)を

提
出

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

1
8
8

2
0
1
5
-

6
8
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
3

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

3
日

1
7
時

頃
、

販
売

店
の

作
業

員
が

公
民

館
付

近
を

通
り

か
か

っ
た

際
、

当
該

公
民

館
に

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
場

所
に

な
い

こ
と

を
発

見
し

た
。

翌
日

再
確

認
し

、
盗

難
被

害
に

あ
っ

た
こ

と
を

覚
知

し
た

。
覚

知
後

、
警

察
署

へ
盗

難
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
7
月

3
0

日
に

販
売

店
の

作
業

員
が

同
様

に
当

該
公

民
館

付
近

を
通

り
か

か
っ

た
際

に
は

、
当

該
容

器
が

盗
難

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。

1
8
9

2
0
1
5
-

6
8
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
3

山 形 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

3
日

(水
)、

販
売

店
か

ら
容

器
配

送
の

委
託

を
受

け
て

い
る

配
送

業
者

が
消

費
先

の
検

針
を

実
施

し
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
盗

難
の

方
法

は
、

調
整

器
と

容
器

を
接

続
す

る
箇

所
を

工
具

で
外

し
た

こ
と

に
よ

る
。

前
回

(7
月

3
日

)の
検

針
時

に
は

容
器

が
あ

り
、

7
月

1
1
日

以
降

、
消

費
先

が
無

人
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

盗
難

の
発

生
は

7
月

3
日

か
ら

8
月

3
日

の
間

と
見

ら
れ

て
い

る
。

1
9
0

2
0
1
5
-

6
8
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
7

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
：
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

7
日

1
4
時

0
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
の

検
針

担
当

者
よ

り
「
設

置
容

器
が

紛
失

し
て

い
る

」
と

販
売

店
所

長
に

電
話

連
絡

が
あ

っ
た

。
確

認
の

た
め

に
出

動
し

て
現

場
確

認
し

た
結

果
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

紛
失

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

そ
の

後
、

警
察

署
に

通
報

し
、

当
日

の
う

ち
に

実
況

見
分

を
行

っ
た

が
、

そ
の

最
中

に
近

隣
の

別
荘

所
有

者
か

ら
、

8
月

3
日

に
当

該
容

器
を

外
し

て
自

宅
別

荘
へ

運
搬

し
、

使
用

し
た

旨
の

申
告

が
あ

っ
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
9
1

2
0
1
5
-

6
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
1
0

東 京 都
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

1
0
日

1
2
時

4
3
分

頃
、

販
売

店
営

業
担

当
者

が
検

針
業

務
で

消
費

者
宅

を
訪

問
し

た
際

に
、

本
来

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

の
と

こ
ろ

、
使

用
中

の
容

器
が

1
本

し
か

な
い

こ
と

に
気

付
い

た
。

転
倒

防
止

用
チ

ェ
ー

ン
フ

ッ
ク

が
変

形
し

て
お

り
、

予
備

側
の

容
器

の
盗

難
と

判
断

し
た

。
前

月
(7

月
)の

検
針

担
当

者
に

前
月

検
針

時
の

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
7
月

1
0
日

時
点

で
は

特
に

異
変

は
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
消

費
者

は
通

常
不

在
で

あ
る

が
6
月

中
旬

に
一

時
帰

宅
し

て
お

り
、

そ
の

際
も

異
変

は
な

か
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
7
月

1
0
日

に
現

場
確

認
を

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
発

見
日

の
8
月

1
0
日

ま
で

の
間

に
発

生
し

た
も

の
と

判
断

さ
れ

る
。

8
月

1
0
日

1
5
時

0
1
分

に
販

売
店

社
員

が
警

察
署

を
訪

問
し

、
聴

取
を

受
け

、
予

備
側

容
器

充
瓶

状
態

の
2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
で

、
被

害
届

を
提

出
し

た
。

8
月

1
1
日

、
消

費
者

と
販

売
店

と
の

交
渉

の
上

、
容

器
撤

去
の

承
諾

を
得

て
、

容
器

撤
去

お
よ

び
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
閉

栓
の

措
置

を
と

っ
た

。

1
9
2

2
0
1
5
-

6
8
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
1
1

鳥 取 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

1
1
日

(火
)1

1
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
の

職
員

が
検

針
の

た
め

に
訪

問
し

た
際

に
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

7
月

1
3
日

に
検

針
の

た
め

に
訪

問
し

た
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
の

で
、

前
回

検
針

か
ら

今
回

検
針

ま
で

の
期

間
中

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
事

後
対

応
と

し
て

は
、

8
月

1
1
日

に
警

察
署

へ
報

告
し

た
。

1
9
3

2
0
1
5
-

6
9
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
1
7

神 奈 川 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
金

属
加

工
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

1
1
日

1
2
時

頃
、

配
送

会
社

職
員

が
容

器
交

換
に

訪
問

し
た

際
に

、
設

置
さ

れ
て

い
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
に

気
付

き
、

販
売

店
へ

報
告

し
た

。
1
6
時

頃
、

現
場

確
認

の
た

め
に

販
売

店
社

員
が

調
査

を
行

い
、

警
察

署
に

L
P

ガ
ス

容
器

紛
失

・
盗

難
の

報
告

を
し

、
仮

盗
難

届
を

行
っ

た
。

(お
盆

期
間

中
の

た
め

、
消

費
者

に
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

ず
)8

月
1
7

日
に

消
費

者
担

当
者

に
状

況
を

確
認

し
、

盗
難

と
判

明
し

、
8
月

1
8
日

に
警

察
署

に
盗

難
届

の
申

請
を

行
う

。
7
月

1
0
日

の
検

針
時

に
は

問
題

な
か

っ
た

。
消

費
者

は
、

8
月

3
日

ま
で

は
容

器
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。

1
9
4

2
0
1
5
-

6
9
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
1
8

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

等
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

先
は

地
域

住
民

の
集

会
所

で
あ

り
、

電
話

回
線

を
利

用
し

た
集

中
監

視
シ

ス
テ

ム
(N

C
U

)を
導

入
し

て
い

る
。

月
例

検
針

日
で

あ
る

8
月

1
6
日

(日
)に

集
中

監
視

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
自

動
検

針
情

報
が

取
得

不
能

と
な

っ
た

こ
と

を
受

け
て

、
8
月

1
8
日

(火
)に

販
売

店
職

員
が

現
場

に
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
S
型

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
表

示
は

圧
力

低
下

遮
断

状
態

(B
C

ガ
ス

止
P

)と
な

っ
て

い
た

。
通

常
、

集
中

監
視

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

る
供

給
先

で
は

、
異

常
時

に
は

監
視

セ
ン

タ
ー

に
通

報
が

発
せ

ら
れ

る
が

、
今

回
そ

の
通

報
が

発
せ

ら
れ

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
容

器
盗

難
は

、
集

中
監

視
シ

ス
テ

ム
が

正
常

稼
働

し
て

い
た

最
終

検
針

日
の

7
月

1
6

日
(木

)か
ら

、
盗

難
発

覚
日

の
8
月

1
8
日

(火
)の

間
に

発
生

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

原
因

調
査

の
結

果
、

塩
害

に
よ

り
集

中
監

視
シ

ス
テ

ム
の

端
末

機
が

故
障

し
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
た

め
、

8
月

2
2
日

(土
)に

端
末

機
を

更
新

し
た

う
え

で
、

設
置

箇
所

を
風

当
た

り
の

少
な

い
位

置
に

変
更

し
た

。

1
9
5

2
0
1
5
-

6
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
1
8

神 奈 川 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
仮

設
小

屋
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

1
5
日

、
ス

イ
カ

販
売

所
の

店
主

が
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
を

行
う

た
め

、
販

売
事

業
者

か
ら

L
P

ガ
ス

5
kg

容
器

、
調

整
器

、
ゴ

ム
ホ

ー
ス

お
よ

び
二

重
巻

き
コ

ン
ロ

を
借

り
、

1
6
日

ま
で

使
用

し
た

。
店

主
は

、
1
8
日

に
、

L
P

ガ
ス

容
器

、
調

整
器

、
ゴ

ム
ホ

ー
ス

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
が

、
そ

の
時

点
で

は
販

売
事

業
者

が
片

付
け

た
も

の
と

考
え

た
た

め
、

2
2
日

1
5
時

頃
、

販
売

事
業

者
に

容
器

等
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
連

絡
し

た
。

連
絡

を
受

け
、

販
売

事
業

者
が

容
器

設
置

場
所

に
行

き
、

周
辺

を
確

認
し

た
が

、
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
た

め
、

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
9
6

2
0
1
5
-

6
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
2
6

愛 媛 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

2
6
日

(水
)1

0
時

頃
、

職
員

が
検

針
の

た
め

に
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

当
該

消
費

先
に

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

お
り

、
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
が

覚
知

さ
れ

た
。

前
回

の
検

針
時

(7
月

2
5
日

(土
))

に
は

容
器

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

、
盗

難
は

、
7
月

2
5
日

～
8
月

2
6
日

ま
で

の
間

に
発

生
し

た
と

思
わ

れ
る

。
(な

お
、

消
費

者
は

通
常

別
の

市
に

居
住

し
て

お
り

、
最

近
数

ヶ
月

間
は

当
該

消
費

先
に

は
来

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
容

器
盗

難
は

覚
知

し
て

い
な

か
っ

た
。

)

1
9
7

2
0
1
5
-

6
9
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
2
8

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

2
8
日

(金
)9

時
4
0
分

頃
、

消
費

先
か

ら
「
ガ

ス
が

出
な

い
」
と

、
販

売
店

に
連

絡
が

あ
っ

た
。

1
0
時

3
5
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
現

場
に

急
行

し
て

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
、

代
わ

り
に

他
販

売
店

の
容

器
2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
1
1
時

4
5
分

頃
、

販
売

店
か

ら
交

番
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
1
4
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
は

警
察

署
の

現
場

検
証

に
立

ち
会

っ
た

。

1
9
8

2
0
1
5
-

7
0
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
8
/
2
9

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
地

域
の

集
会

所
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

2
9
日

(土
)1

6
時

0
0
分

頃
、

消
費

先
(地

域
の

集
会

所
)に

お
い

て
、

管
理

者
が

清
掃

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

が
2
本

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

。
盗

難
に

気
づ

い
た

管
理

者
が

近
隣

住
民

へ
の

聞
き

込
み

や
周

辺
の

探
索

を
し

た
が

、
発

見
は

で
き

な
か

っ
た

。
3
0
日

(日
)に

再
度

付
近

を
探

索
し

た
が

発
見

に
は

至
ら

ず
、

容
器

の
盗

難
と

判
断

し
、

交
番

に
出

向
き

、
事

故
発

生
現

場
に

て
警

察
官

と
現

場
を

確
認

後
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。
最

終
設

置
状

況
確

認
…

4
月

初
旬

頃
に

L
P

ガ
ス

を
消

費
し

て
お

り
、

8
月

2
9
日

に
盗

難
が

あ
っ

た
こ

と
に

気
づ

く
ま

で
の

期
間

に
、

盗
難

事
故

が
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

。

1
9
9

2
0
1
5
-

7
0
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
1

富 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

1
日

(火
)、

販
売

事
業

者
に

「
L
P

ガ
ス

容
器

が
放

置
さ

れ
て

い
る

」
と

の
連

絡
が

入
り

、
販

売
事

業
者

が
現

地
に

て
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

を
回

収
し

た
。

ま
た

、
当

該
容

器
の

記
号

番
号

か
ら

判
明

し
た

本
来

の
設

置
場

所
(事

故
発

生
場

所
)を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

供
給

設
備

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2

本
と

も
高

圧
ホ

ー
ス

か
ら

取
り

外
さ

れ
て

お
り

、
も

う
1
本

は
事

故
発

生
場

所
付

近
で

発
見

さ
れ

た
。

市
内

で
発

見
さ

れ
た

容
器

に
は

ペ
ン

キ
で

落
書

き
さ

れ
て

い
た

が
、

L
P

ガ
ス

は
全

量
残

っ
て

い
た

。
ま

た
、

事
故

発
生

場
所

付
近

で
発

見
さ

れ
た

容
器

に
つ

い
て

は
、

L
P

ガ
ス

約
6
.6

kg
が

消
失

し
て

い
た

(重
量

お
よ

び
容

器
交

換
後

の
メ

ー
タ

ー
使

用
量

か
ら

推
定

)。

2
0
0

2
0
1
5
-

7
0
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

区
長

が
集

落
セ

ン
タ

ー
の

見
回

り
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
直

近
で

は
8
月

2
3
日

(日
)に

使
用

し
て

お
り

、
そ

の
際

に
は

異
常

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

2
0
1

2
0
1
5
-

7
0
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
4

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

4
日

(金
)、

販
売

店
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
他

販
売

店
の

顧
客

先
に

設
置

し
て

あ
る

こ
と

が
、

他
販

売
店

か
ら

の
連

絡
に

よ
り

発
覚

し
た

。
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
販

売
店

の
顧

客
先

に
設

置
し

て
あ

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
、

他
販

売
店

の
顧

客
先

に
取

り
付

け
ら

れ
て

い
た

。
警

察
に

は
通

報
済

み
で

あ
る

。
1
0
月

2
1
日

(水
)に

県
に

通
報

し
、

1
1
月

4
日

(水
)に

事
故

届
を

提
出

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
0
2

2
0
1
5
-

7
0
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
4

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

4
日

(金
)、

配
送

委
託

先
業

者
の

配
送

員
が

消
費

先
に

別
販

売
店

の
空

容
器

が
設

置
し

て
あ

る
こ

と
を

発
見

し
た

。
※

別
販

売
店

は
別

途
事

故
届

を
提

出
済

み
で

あ
る

。
9
月

7
日

(月
)、

警
察

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

9
月

8
日

(火
)、

販
売

店
、

別
販

売
店

、
警

察
署

員
立

ち
会

い
の

下
、

現
場

検
証

を
行

っ
た

。
1
0
月

2
0
日

(火
)、

県
に

電
話

で
事

故
の

連
絡

を
し

た
。

1
0
月

2
8
日

(水
)、

県
に

事
故

届
を

提
出

し
た

。

2
0
3

2
0
1
5
-

7
0
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
4

奈 良 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

者
が

9
月

4
日

の
朝

に
コ

ン
ロ

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
が

使
用

で
き

ず
、

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

消
費

者
か

ら
連

絡
を

受
け

、
販

売
店

の
従

業
員

が
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
高

圧
ホ

ー
ス

が
切

断
さ

れ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。
9
月

2
日

に
は

ガ
ス

が
使

用
で

き
て

い
た

た
め

、
盗

難
は

9
月

2
日

か
ら

9
月

4
日

の
朝

ま
で

に
発

生
し

た
と

推
定

さ
れ

る
。

2
0
4

2
0
1
5
-

7
0
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
5

宮 崎 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

5
日

(土
)、

ガ
ス

協
同

組
合

の
従

業
員

が
消

費
先

に
設

置
中

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1

本
が

紛
失

し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
同

社
の

保
安

業
務

員
が

現
場

を
確

認
し

、
L
P

ガ
ス

容
器

の
盗

難
が

確
認

さ
れ

た
。

盗
難

に
あ

っ
た

容
器

は
4
月

1
7
日

に
設

置
さ

れ
、

現
在

は
供

給
休

止
中

で
あ

っ
た

。
販

売
事

業
者

か
ら

家
屋

解
体

の
た

め
撤

去
の

指
示

が
あ

り
、

ガ
ス

協
同

組
合

が
撤

去
に

向
か

っ
た

際
、

盗
難

が
発

覚
し

た
。

な
お

、
残

ガ
ス

は
約

2
0
kg

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

チ
ェ

ー
ン

掛
け

が
さ

れ
て

い
た

が
、

施
錠

は
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

2
0
5

2
0
1
5
-

7
0
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
6

滋 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
神

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

6
日

1
0
時

頃
、

消
費

者
が

L
P

ガ
ス

8
kg

容
器

1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

(9
月

4
日

時
点

で
は

存
在

し
て

い
た

)。
9
月

6
日

に
警

察
へ

通
報

し
、

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
0
6

2
0
1
5
-

7
0
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
6

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

4
日

検
針

後
、

9
月

6
日

朝
ま

で
に

、
自

動
切

換
調

整
器

の
高

圧
ホ

ー
ス

が
容

器
側

の
根

元
で

切
断

さ
れ

、
L
P

ガ
ス

2
0
容

器
2
本

が
盗

難
さ

れ
た

。

2
0
7

2
0
1
5
-

7
0
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
7

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

7
日

の
午

前
9
時

頃
、

販
売

店
社

員
が

消
費

者
宅

の
付

近
を

通
行

し
た

際
に

、
こ

の
消

費
者

宅
に

設
置

し
て

い
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
予

備
側

の
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
、

担
当

者
へ

連
絡

を
し

た
。

連
絡

を
受

け
た

担
当

者
が

現
場

へ
調

査
に

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

実
際

に
容

器
は

な
く
な

っ
て

い
た

。
な

お
、

消
費

者
は

「
容

器
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
か

な
か

っ
た

」
と

い
う

こ
と

な
の

で
、

盗
難

と
判

断
し

た
。

な
お

、
警

察
へ

の
盗

難
報

告
は

9
月

8
日

の
午

前
中

の
実

施
し

た
。

前
回

の
容

器
交

換
日

の
8
月

1
0
日

(火
)か

ら
9
月

7
日

(月
)の

間
に

盗
難

さ
れ

た
と

思
わ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
0
8

2
0
1
5
-

7
1
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
7

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

7
日

、
販

売
店

の
供

給
先

へ
検

針
員

が
検

針
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

即
時

販
売

店
へ

の
連

絡
を

行
い

、
営

業
担

当
者

が
現

地
状

況
確

認
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
予

備
側

の
容

器
は

設
置

さ
れ

て
い

る
が

、
供

給
側

の
容

器
が

外
さ

れ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。

2
0
9

2
0
1
5
-

7
1
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
8

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
自

動
車

検
査

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

8
日

9
時

1
5
分

頃
、

販
売

店
に

消
費

先
か

ら
「
容

器
が

な
い

」
と

の
電

話
連

絡
が

あ
っ

た
。

業
務

主
任

者
が

現
場

確
認

し
た

結
果

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

従
業

員
、

配
送

業
者

他
関

係
者

に
確

認
し

た
う

え
で

、
盗

難
と

判
断

し
、

1
6
時

1
0
分

頃
に

消
費

者
が

警
察

署
に

通
報

し
た

。

2
1
0

2
0
1
5
-

7
1
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
8

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

1
9
日

の
検

診
時

に
は

、
異

常
は

な
か

っ
た

。
9
月

8
日

1
3
時

0
0
分

、
公

民
館

を
利

用
す

る
自

治
会

関
係

者
が

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
盗

ま
れ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
、

販
売

事
業

者
に

連
絡

し
た

。
1
3
時

3
0
分

に
販

売
店

が
現

場
に

到
着

し
、

状
況

確
認

し
て

警
察

へ
の

被
害

届
を

提
出

し
た

。
9
月

9
日

1
5
時

2
0
分

に
県

へ
連

絡
し

た
。

9
月

2
5
日

、
事

故
届

を
提

出
し

た
。

2
1
1

2
0
1
5
-

7
1
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
9

鹿 児 島 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

長
期

空
家

で
閉

栓
中

で
あ

っ
た

た
め

、
9
月

9
日

(水
)1

1
時

2
0
分

に
L
P

ガ
ス

容
器

引
き

上
げ

回
収

の
た

め
に

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

の
盗

難
に

気
づ

い
た

。
盗

難
届

を
警

察
署

に
提

出
し

た
。

2
1
2

2
0
1
5
-

7
1
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
9

山 形 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

3
日

(月
)、

販
売

店
が

当
該

容
器

を
設

置
し

た
。

8
月

1
4
日

(金
)5

時
頃

、
消

費
先

の
社

長
が

会
社

を
訪

れ
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
が

、
使

用
量

が
少

な
か

っ
た

た
め

、
販

売
店

が
引

き
上

げ
た

と
思

っ
て

い
た

。
9
月

9
日

(水
)販

売
店

が
検

針
を

行
っ

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

2
1
3

2
0
1
5
-

7
1
5

消
費

台
風

に
よ

る
河

川
氾

濫
に

伴
う

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失

2
0
1
5
/
9
/
1
0

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
自

然
災

害
＞

（
台

風
）

無

9
月

1
0
日

7
時

0
0
分

、
台

風
の

影
響

に
よ

る
豪

雨
の

た
め

に
避

難
勧

告
が

出
さ

れ
た

地
域

の
消

費
者

宅
を

、
販

売
事

業
者

の
従

業
員

が
見

回
り

に
出

た
と

こ
ろ

、
消

費
者

宅
が

流
失

し
て

お
り

、
こ

れ
に

伴
っ

て
消

費
者

宅
で

使
用

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
喪

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
消

防
に

も
連

絡
済

み
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
1
4

2
0
1
5
-

7
1
6

消
費

台
風

に
よ

る
河

川
氾

濫
に

伴
う

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失

2
0
1
5
/
9
/
1
0

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
自

然
災

害
＞

（
台

風
）

無

9
月

1
0
日

8
時

3
0
分

、
台

風
の

影
響

に
よ

る
豪

雨
の

た
め

に
避

難
勧

告
が

出
さ

れ
た

地
域

の
消

費
者

宅
を

、
販

売
事

業
者

の
従

業
員

が
見

回
り

に
出

た
と

こ
ろ

、
消

費
者

宅
が

流
失

し
て

お
り

、
こ

れ
に

伴
っ

て
消

費
者

宅
で

使
用

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
喪

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
消

防
に

も
連

絡
済

み
で

あ
る

。

2
1
5

2
0
1
5
-

7
1
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
1
1

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

1
1
日

に
供

給
先

が
変

更
に

な
っ

た
た

め
、

現
地

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

た
め

、
警

察
署

に
届

け
出

た
。

な
お

、
平

成
2
5
年

6
月

1
0
日

に
訪

問
し

た
後

は
、

シ
ス

テ
ム

入
力

エ
ラ

ー
の

た
め

、
訪

問
は

し
て

い
な

か
っ

た
。

2
1
6

2
0
1
5
-

7
1
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
1
5

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

1
5
日

1
1
時

3
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
が

ガ
ス

料
金

滞
納

先
で

あ
る

消
費

者
宅

を
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
建

物
が

解
体

さ
れ

て
お

り
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
(9

月
9
日

メ
ー

タ
ー

検
針

時
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

。
)。

現
場

に
い

た
解

体
業

者
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

9
月

1
2
日

か
ら

建
物

を
解

体
し

た
が

、
そ

の
時

に
は

す
で

に
ガ

ス
容

器
は

接
続

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
9
月

1
7
日

に
販

売
事

業
者

が
交

番
に

届
け

出
た

。

2
1
7

2
0
1
5
-

7
2
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
1
5

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

空
家

と
な

っ
た

飲
食

店
を

ガ
ス

配
送

の
委

託
を

受
け

て
い

る
ガ

ス
販

売
会

社
が

定
期

的
に

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

、
警

察
に

届
け

出
た

。
当

該
物

件
は

、
3
月

2
4
日

か
ら

空
家

で
あ

っ
た

。
大

家
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

1
ヶ

月
前

に
は

容
器

は
設

置
さ

れ
て

い
た

の
で

、
容

器
盗

難
は

8
月

1
4
日

か
ら

発
覚

日
の

9
月

1
5
日

の
間

に
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

2
1
8

2
0
1
5
-

7
2
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
1
6

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
消

費
先

事
業

所
内

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

1
6
日

(水
)1

1
時

3
0
分

頃
に

、
容

器
交

換
を

す
る

際
に

、
敷

地
南

東
に

設
置

さ
れ

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

の
う

ち
1
本

が
外

さ
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

た
。

容
器

へ
接

続
す

る
ホ

ー
ス

の
開

閉
レ

バ
ー

は
通

常
使

用
時

「
開

」
と

な
っ

て
い

る
が

、
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

容
器

へ
接

続
さ

れ
て

い
た

開
閉

レ
バ

ー
は

「
閉

」
と

な
っ

て
い

た
。

9
月

1
0
日

(木
)1

5
時

頃
に

販
売

店
の

職
員

が
検

針
を

行
っ

た
際

に
は

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

の
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
9
月

1
0
日

1
5
時

か
ら

1
6
日

1
1
時

3
0
分

の
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

9
月

2
9
日

(火
)1

6
時

1
0
分

頃
、

店
舗

の
従

業
員

が
駐

車
場

に
放

置
さ

れ
た

空
の

L
P

ガ
ス

容
器

を
発

見
し

、
連

絡
を

受
け

た
販

売
店

が
回

収
し

た
。

2
1
9

2
0
1
5
-

7
2
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
1
6

岩 手 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

1
6
日

(水
)1

6
時

に
、

L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
が

、
リ

フ
ォ

ー
ム

業
者

が
リ

フ
ォ

ー
ム

施
工

を
し

て
い

る
消

費
者

宅
の

現
場

確
認

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

そ
れ

で
、

管
理

会
社

(持
ち

主
)で

も
あ

る
リ

フ
ォ

ー
ム

業
者

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
1
2
日

(土
)正

午
頃

に
、

黒
の

乗
用

車
で

2
人

組
の

男
が

容
器

を
持

っ
て

行
く
の

を
作

業
中

の
内

装
業

者
が

目
撃

し
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

ま
た

、
当

該
容

器
に

つ
い

て
は

、
9
月

1
2
日

(土
)午

前
中

に
、

リ
フ

ォ
ー

ム
業

者
が

設
置

場
所

に
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
盗

難
事

件
で

あ
る

と
し

て
、

2
5

日
(金

)に
リ

フ
ォ

ー
ム

業
者

と
L
P

ガ
ス

配
送

業
者

(容
器

所
有

者
)が

警
察

署
に

出
向

き
、

1
4
時

に
リ

フ
ォ

ー
ム

業
者

か
ら

被
害

届
を

提
出

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
2
0

2
0
1
5
-

7
2
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2
0

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

2
0
日

2
0
時

1
8
分

、
別

荘
の

住
人

で
あ

る
消

費
者

か
ら

販
売

店
に

、
設

置
し

て
あ

る
は

ず
の

容
器

が
な

い
旨

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

2
0
時

4
5
分

に
販

売
店

担
当

者
が

現
場

に
急

行
し

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

9
月

2
1
日

8
時

4
0
分

、
警

察
に

連
絡

し
、

2
4
日

に
被

害
届

が
受

理
さ

れ
た

。
9
月

2
4
日

1
0
時

0
0
分

に
、

県
に

事
故

の
報

告
を

行
っ

た
。

9
月

5
日

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
検

針
に

訪
問

し
た

際
に

は
、

紛
失

の
事

実
は

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
発

生
は

そ
の

後
か

ら
容

器
紛

失
を

覚
知

す
る

ま
で

の
間

と
推

定
さ

れ
る

。

2
2
1

2
0
1
5
-

7
2
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2
4

兵 庫 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

前
回

9
月

1
4
日

に
配

送
し

、
9
月

2
4
日

配
送

時
に

2
本

立
て

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

の
う

ち
1
本

が
外

さ
れ

て
な

く
な

っ
て

い
た

。

2
2
2

2
0
1
5
-

7
2
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2
5

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
改

装
工

事
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

2
5
日

(金
)8

時
頃

、
ホ

ー
ス

が
取

り
外

さ
れ

、
容

器
お

よ
び

調
整

器
が

な
く
な

っ
て

い
る

の
を

消
費

者
が

発
見

し
た

。
発

生
場

所
は

改
装

工
事

中
で

あ
り

、
9
月

1
8
日

(金
)に

消
費

設
備

お
よ

び
容

器
を

設
置

し
た

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
。

2
2
3

2
0
1
5
-

7
2
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2
5

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

2
5
日

(金
)1

1
時

4
6
分

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
取

り
外

さ
れ

、
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

検
針

担
当

者
が

発
見

し
た

。
周

辺
の

確
認

を
し

た
と

こ
ろ

、
1
本

が
放

置
さ

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

が
、

も
う

1
本

の
発

見
に

至
ら

な
か

っ
た

た
め

、
同

日
警

察
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
前

回
検

針
時

(8
月

2
6
日

(水
))

に
異

常
は

な
か

っ
た

。

2
2
4

2
0
1
5
-

7
2
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2
5

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
別

荘
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

4
日

(金
)の

検
針

時
は

異
常

な
か

っ
た

。
9
月

2
5
日

(金
)、

容
器

交
換

の
た

め
、

配
送

委
託

先
業

者
が

消
費

先
を

訪
問

し
た

際
、

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

現
場

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

あ
る

は
ず

の
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

お
り

、
盗

難
に

あ
っ

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
9
月

2
8
日

(月
)、

警
察

署
へ

容
器

盗
難

の
旨

の
連

絡
お

よ
び

現
場

検
証

を
行

っ
た

。
県

工
業

振
興

課
に

連
絡

し
た

。

2
2
5

2
0
1
5
-

7
2
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2
5

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

1
2
日

閉
栓

時
に

、
容

器
を

確
認

し
て

い
る

。
2
5
日

、
容

器
回

収
に

消
費

者
宅

を
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
覚

知
し

た
。

配
送

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
当

該
販

売
店

で
行

き
違

え
で

回
収

さ
れ

て
い

な
い

か
点

検
す

る
も

所
在

を
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

盗
難

と
判

断
し

、
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

す
る

と
と

も
に

、
県

に
報

告
し

た
。

1
2
月

4
日

現
在

、
警

察
か

ら
の

連
絡

も
な

く
、

所
在

は
不

明
で

あ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
2
6

2
0
1
5
-

7
2
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
9
/
2
9

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
自

治
会

館
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

2
9
日

に
消

費
者

か
ら

ガ
ス

器
具

が
点

火
し

な
い

と
連

絡
が

入
り

、
販

売
事

業
者

が
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
盗

難
が

確
認

さ
れ

た
。

販
売

事
業

者
が

警
察

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
2
7

2
0
1
5
-

7
3
0

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
9
/
3
0

長 野 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
敷

地
）

容
器

本
体

、
溶

接
・

溶
断

機
器

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

9
月

2
9
日

(火
)1

8
時

頃
、

消
費

事
業

所
敷

地
内

に
お

い
て

作
業

員
が

、
翌

日
の

作
業

準
備

の
た

め
に

4
ト

ン
ト

ラ
ッ

ク
に

溶
接

ウ
ェ

ル
ダ

ー
、

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

並
び

に
ア

セ
チ

レ
ン

7
.0

kg
容

器
1
本

、
そ

の
ほ

か
の

工
具

を
積

み
込

ん
だ

後
、

ト
ラ

ッ
ク

お
よ

び
敷

地
の

施
錠

を
行

い
、

帰
宅

し
た

。
翌

日
7
時

4
5

分
に

作
業

員
が

出
社

す
る

と
、

敷
地

内
の

施
錠

が
切

断
さ

れ
、

ト
ラ

ッ
ク

ご
と

容
器

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。

2
2
8

2
0
1
5
-

7
3
1

消
費

台
風

に
よ

る
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

喪
失

2
0
1
5
/
1
0
/
1

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
自

然
災

害
＞

（
台

風
）

無

台
風

1
8
号

の
影

響
に

よ
る

土
石

流
に

よ
り

消
費

者
宅

が
流

失
し

て
お

り
、

こ
れ

に
伴

っ
て

消
費

者
宅

で
使

用
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
喪

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
発

生
現

場
地

区
は

台
風

1
8
号

の
影

響
に

よ
り

、
9
月

1
3
日

(日
)か

ら
避

難
勧

告
が

出
さ

れ
、

道
路

も
寸

断
さ

れ
て

い
た

。
9
月

2
7
日

(日
)に

道
路

開
通

と
な

り
、

1
0
月

1
日

(木
)9

時
3
0
分

に
現

場
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
の

喪
失

が
覚

知
さ

れ
た

。

2
2
9

2
0
1
5
-

7
3
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
1

京 都 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

1
日

1
0
時

3
0
分

頃
、

集
会

所
の

メ
ー

タ
ー

確
認

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

木
枠

で
囲

い
チ

ェ
ー

ン
と

南
京

錠
で

施
錠

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
、

チ
ェ

ー
ン

を
切

ら
れ

、
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

派
出

所
に

通
報

し
、

盗
難

届
を

提
出

し
た

。

2
3
0

2
0
1
5
-

7
3
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
3

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

3
日

1
5
時

0
0
分

頃
、

多
目

的
集

会
所

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
を

販
売

店
の

職
員

が
確

認
し

た
。

高
圧

ホ
ー

ス
が

外
さ

れ
て

い
る

状
態

で
あ

っ
た

た
め

、
盗

難
に

気
づ

い
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
3
1

2
0
1
5
-

7
3
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
5

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
学

校
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

5
日

1
5
時

に
消

費
先

か
ら

販
売

店
へ

、
ガ

ス
が

使
用

で
き

な
い

と
い

う
電

話
連

絡
が

あ
っ

た
。

販
売

店
担

当
者

が
現

地
で

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

3
本

の
う

ち
の

2
本

の
盗

難
を

確
認

し
た

。
も

う
1
本

は
空

で
あ

り
、

こ
れ

は
当

日
中

に
現

地
か

ら
引

き
上

げ
た

。
な

お
、

現
地

に
は

他
の

メ
ー

カ
ー

の
容

器
が

空
い

て
い

る
位

置
に

置
い

て
あ

っ
た

が
、

こ
の

容
器

は
そ

の
記

号
番

号
か

ら
す

る
と

、
昨

年
度

に
盗

難
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

他
メ

ー
カ

ー
が

1
0
月

8
日

に
現

地
か

ら
引

き
上

げ
た

。
盗

難
さ

れ
た

の
は

、
8

月
2
4
日

(月
)か

ら
1
0
月

5
日

(月
)ま

で
の

間
で

あ
る

。
販

売
店

は
消

費
先

に
質

量
販

売
し

て
お

り
、

容
器

を
1
本

使
い

切
っ

た
後

に
、

次
の

容
器

の
配

送
を

要
請

す
る

と
い

う
方

法
を

と
っ

て
お

り
、

8
月

2
4
日

が
新

規
の

容
器

を
配

送
し

た
最

後
の

日
で

あ
る

。
こ

の
と

き
に

は
容

器
は

3
本

あ
り

、
チ

ェ
ー

ン
も

か
け

て
あ

っ
た

。
た

だ
し

、
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
や

集
中

監
視

シ
ス

テ
ム

は
な

い
。

消
費

先
の

L
P

ガ
ス

の
使

用
目

的
は

、
陶

芸
の

授
業

専
用

で
あ

る
(使

用
量

と
し

て
は

少
な

い
)。

都
市

ガ
ス

も
消

費
先

に
は

引
か

れ
て

い
る

。
消

費
先

の
通

用
門

は
常

時
施

錠
さ

れ
て

い
な

い
。

消
費

先
に

市
の

防
災

倉
庫

が
あ

る
た

め
で

あ
る

。
1
0
月

5
日

以
降

、
消

費
先

に
は

容
器

を
置

い
て

い
な

い
。

設
備

が
古

い
の

で
、

取
り

替
え

を
検

討
し

て
い

る
。

1
本

残
っ

て
い

た
容

器
が

空
だ

っ
た

と
い

う
こ

と
は

、
も

し
か

す
る

と
、

容
器

の
中

身
だ

け
を

盗
ん

で
戻

し
た

こ
と

も
否

定
で

き
な

い
が

、
こ

の
分

は
盗

難
届

に
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

消
費

先
の

外
か

ら
は

倉
庫

は
見

え
る

が
、

容
器

ま
で

は
見

え
な

い
。

フ
ェ

ン
ス

が
1
m

ほ
ど

の
高

さ
が

あ
り

、
法

面
の

角
度

が
4
0
度

ぐ
ら

い
な

の
で

、
フ

ェ
ン

ス
を

乗
り

越
え

て
5
0
kg

の
容

器
を

盗
む

こ
と

は
無

理
と

思
わ

れ
る

。
施

錠
さ

れ
て

い
な

い
通

用
門

か
ら

入
っ

て
盗

ん
だ

と
推

定
さ

れ
る

。

2
3
2

2
0
1
5
-

7
3
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
5

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

空
家

の
た

め
、

1
0
月

5
日

に
容

器
を

引
き

上
げ

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

4
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
9
月

1
2
日

の
検

針
時

に
は

容
器

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

の
で

、
こ

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

2
3
3

2
0
1
5
-

7
3
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
6

高 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

6
日

の
検

針
時

に
お

い
て

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
に

配
送

員
が

気
づ

き
、

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

当
日

の
警

察
の

捜
査

に
よ

り
、

容
器

は
発

見
さ

れ
た

(被
害

家
屋

の
住

人
が

、
室

内
で

使
用

)。
前

回
検

針
日

は
、

9
月

5
日

で
あ

る
。

2
3
4

2
0
1
5
-

7
3
7

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
1
0
/
7

秋 田 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
工

事
現

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

6
日

(火
)に

、
消

費
者

が
、

工
事

現
場

に
お

い
て

ボ
ー

リ
ン

グ
作

業
の

た
め

に
高

圧
ガ

ス
容

器
等

一
式

(ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

、
溶

断
器

具
)を

使
用

し
、

当
日

作
業

終
了

後
に

現
場

に
シ

ー
ト

を
か

け
て

保
管

し
て

い
た

。
1
0
月

7
日

午
後

に
、

高
圧

ガ
ス

容
器

等
一

式
を

使
用

し
よ

う
と

し
た

が
、

保
管

場
所

に
な

く
、

付
近

を
探

し
た

が
見

当
た

ら
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

盗
難

と
判

断
し

、
近

く
の

交
番

に
盗

難
に

あ
っ

た
旨

を
届

け
出

た
。

1
0
月

6
日

の
作

業
終

了
後

か
ら

、
翌

日
の

朝
ま

で
の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

消
費

者
は

、
通

常
、

高
圧

ガ
ス

容
器

は
会

社
倉

庫
で

保
管

管
理

し
て

お
り

、
溶

断
が

必
要

な
作

業
が

あ
っ

た
際

に
工

事
現

場
に

容
器

等
を

持
ち

込
ん

で
い

た
。

盗
難

発
生

場
所

は
、

工
事

現
場

敷
地

内
の

片
隅

で
建

物
の

陰
に

な
っ

た
う

え
、

工
事

機
材

に
遮

ら
れ

て
お

り
、

よ
ほ

ど
注

視
し

な
い

と
高

圧
ガ

ス
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

 
 
181



番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
3
5

2
0
1
5
-

7
3
8

消
費

高
圧

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
8

茨 城 県
0

0
0

0

混
合

ガ
ス

（
N

2
＋

N
O

、
N

2
＋

O
2
、

N
2
+
C

O
）

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
研

究
所

）

容
器

本
体

＜
製

造
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

7
日

(水
)2

0
時

3
0
分

頃
、

従
業

員
が

翌
日

使
用

す
る

標
準

ガ
ス

容
器

2
本

(N
2
＋

N
O

(2
0
0
pp

m
)1

本
、

N
2
＋

O
2
(1

％
)1

本
)を

敷
地

内
駐

車
場

の
車

両
内

に
置

き
、

帰
宅

し
た

(車
両

に
施

錠
あ

り
)。

翌
8
日

(木
)8

時
3
0
分

頃
、

出
社

し
た

従
業

員
が

当
該

車
両

が
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

盗
難

が
発

覚
し

た
。

そ
の

後
、

警
察

お
よ

び
販

売
店

に
連

絡
し

た
。

1
6
日

(金
)1

7
時

頃
、

被
害

状
況

を
調

査
し

た
結

果
、

盗
難

車
両

に
標

準
ガ

ス
容

器
1
本

(N
2
＋

C
O

(2
0
0
pp

m
))

を
さ

ら
に

積
載

し
て

い
た

こ
と

が
判

明
し

た
。

2
3
6

2
0
1
5
-

7
3
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
0
/
9

広 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

平
成

2
6
年

8
月

2
0
日

に
、

消
費

先
に

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
設

置
し

た
。

平
成

2
7
年

7
月

1
0
日

に
閉

栓
し

た
。

1
0
月

9
日

に
消

費
者

宅
前

を
通

っ
た

販
売

店
従

業
員

が
家

屋
が

解
体

さ
れ

て
い

る
の

を
発

見
し

、
地

区
担

当
に

連
絡

し
た

。
連

絡
を

受
け

た
地

区
担

当
が

現
地

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

(残
量

の
多

い
容

器
)が

喪
失

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

近
隣

を
確

認
す

る
も

発
見

で
き

ず
、

解
体

業
者

も
知

ら
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

な
お

、
消

費
者

は
す

で
に

転
居

し
て

お
り

、
不

通
で

あ
る

。
1
0
月

1
5
日

に
消

防
署

へ
事

故
届

を
提

出
し

た
。

2
3
7

2
0
1
5
-

7
4
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
1
3

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

1
3
日

1
7
時

3
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
が

空
家

で
あ

る
物

件
に

検
針

の
た

め
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

同
日

1
7
時

4
5
分

頃
、

交
番

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
9
月

1
1
日

検
針

時
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

。
ま

た
、

当
該

物
件

は
平

成
2
3
年

8
月

か
ら

空
家

と
な

っ
て

い
た

。

2
3
8

2
0
1
5
-

7
4
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
1
4

京 都 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

1
4
日

1
4
時

頃
(検

針
時

)に
、

自
動

切
換

調
整

器
に

接
続

さ
れ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
、

転
倒

防
止

の
鉄

製
鎖

が
外

さ
れ

た
状

態
で

、
無

く
な

っ
て

い
た

。
警

察
署

に
通

報
し

、
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
3
9

2
0
1
5
-

7
4
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
1
4

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

1
4
日

1
5
時

0
0
分

頃
、

消
費

事
業

所
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
を

、
販

売
店

の
職

員
が

確
認

し
た

。
そ

の
代

わ
り

に
他

社
の

空
容

器
が

設
置

し
て

あ
っ

た
。

2
4
0

2
0
1
5
-

7
4
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
1
5

広 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

1
5
日

1
6
時

頃
、

入
居

開
栓

手
続

き
の

た
め

に
空

事
務

所
に

販
売

店
担

当
者

が
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
無

く
な

っ
て

い
た

。
3
月

2
0
日

の
閉

栓
作

業
時

は
2
本

と
も

存
在

し
て

い
た

。
警

察
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
4
1

2
0
1
5
-

7
4
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
1
5

三 重 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

1
5
日

1
6
時

0
0
分

頃
、

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

を
使

用
す

る
時

に
ガ

ス
が

出
な

か
っ

た
た

め
、

容
器

置
き

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
た

。

2
4
2

2
0
1
5
-

7
4
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
1
7

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
飲

食
店

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

1
7
日

に
、

容
器

引
き

上
げ

依
頼

が
あ

り
、

引
き

上
げ

に
行

っ
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

た
。

現
場

の
事

業
所

は
倒

産
し

て
い

た
た

め
、

立
ち

入
り

禁
止

に
な

っ
て

い
た

。
1
0
月

2
6
日

(月
)に

、
警

察
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
4
3

2
0
1
5
-

7
4
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
0
/
1
9

宮 崎 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

1
0
月

1
9
日

(月
)、

販
売

店
社

員
が

消
費

先
に

設
置

中
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
回

収
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

紛
失

し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

た
。

1
年

間
ガ

ス
の

使
用

が
な

か
っ

た
た

め
に

回
収

に
出

向
い

た
が

、
当

該
消

費
先

は
平

成
2
6
年

1
0
月

8
日

に
転

出
し

て
お

り
、

す
で

に
家

屋
が

取
り

壊
さ

れ
、

容
器

が
2
本

と
も

紛
失

し
て

い
た

。
家

屋
取

り
壊

し
の

日
時

は
不

明
で

あ
る

。
な

お
、

使
用

状
況

か
ら

、
残

ガ
ス

は
合

計
約

2
8
kg

で
あ

っ
た

と
推

測
さ

れ
る

。
ま

た
、

チ
ェ

ー
ン

掛
け

が
さ

れ
て

い
た

が
施

錠
は

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。

2
4
4

2
0
1
5
-

7
4
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
0

福 井 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
会

社
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
0
日

1
7
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
職

員
が

消
費

先
付

近
を

車
で

走
行

中
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

。
容

器
に

掛
け

ら
れ

て
い

た
チ

ェ
ー

ン
は

切
断

さ
れ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
盗

ま
れ

て
い

た
。

同
日

、
交

番
に

報
告

し
、

現
場

確
認

を
行

い
、

1
0
月

2
1
日

付
で

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

2
月

7
日

に
も

同
消

費
先

で
容

器
盗

難
事

故
が

発
生

し
て

い
る

。

2
4
5

2
0
1
5
-

7
4
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
1

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
社

宅
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
1
日

(水
)1

2
時

4
5
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
業

務
中

に
消

費
者

宅
の

販
売

店
所

有
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
所

在
不

明
と

な
っ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

消
費

先
は

昨
年

8
月

か
ら

空
室

と
な

り
閉

栓
中

で
あ

る
た

め
、

容
器

盗
難

事
故

と
判

断
し

、
1
0
月

2
1
日

(水
)1

5
時

3
0
分

に
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

2
4
6

2
0
1
5
-

7
4
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
2

長 野 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

8
月

2
2
日

(土
)、

消
費

者
転

居
の

た
め

、
ガ

ス
を

閉
栓

し
た

。
1
0
月

2
2
日

(木
)1

7
時

1
0
分

頃
、

ガ
ス

設
備

引
き

上
げ

の
た

め
、

現
地

到
着

す
る

と
、

販
売

店
担

当
者

が
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
を

見
つ

け
、

販
売

店
へ

連
絡

し
た

。
残

り
1
本

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

は
現

地
に

残
さ

れ
て

い
た

た
め

、
引

き
上

げ
た

。
1
0
月

2
3
日

(金
)9

時
0
0
分

、
販

売
店

が
県

地
方

事
務

所
へ

事
故

の
電

話
報

告
を

行
っ

た
。

1
1
時

0
0
分

、
販

売
店

は
、

警
察

署
へ

被
害

届
を

出
す

た
め

に
訪

問
し

、
盗

難
の

状
況

を
説

明
し

た
。

1
4
時

0
0
分

、
警

察
署

署
員

が
現

場
検

証
を

実
施

し
た

。
1
6
時

1
5
分

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
(受

理
)。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
4
7

2
0
1
5
-

7
5
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
4

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
4
日

1
0
時

頃
、

消
費

者
か

ら
販

売
店

に
「
ガ

ス
が

つ
か

な
い

」
と

連
絡

が
あ

っ
た

。
連

絡
を

受
け

、
販

売
店

担
当

者
が

す
ぐ

に
現

場
へ

調
査

に
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
2
本

と
も

な
く
な

っ
て

い
た

。
な

お
、

警
察

へ
の

盗
難

報
告

は
1
0
月

2
4
日

中
に

実
施

し
た

。
前

日
は

ガ
ス

器
具

の
使

用
に

支
障

が
な

か
っ

た
た

め
、

2
3
日

(金
)～

2
4
日

(土
)の

間
に

盗
難

に
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

2
4
8

2
0
1
5
-

7
5
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
4

北 海 道
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
4
日

(土
)1

0
時

3
0
分

頃
、

消
費

者
よ

り
販

売
店

に
電

話
が

あ
り

、
「
容

器
盗

難
に

あ
っ

た
」
と

の
連

絡
を

受
け

た
。

1
1
時

2
0
分

頃
に

担
当

者
が

現
地

へ
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
消

費
者

が
警

察
へ

連
絡

済
で

、
現

場
検

証
を

行
っ

て
い

た
。

平
成

2
6
年

1
2
月

1
7
日

(水
)に

も
盗

難
に

あ
っ

た
経

緯
が

あ
り

、
対

策
と

し
て

、
工

夫
し

た
チ

ェ
ー

ン
と

南
京

錠
で

固
定

し
て

い
た

が
、

容
器

チ
ェ

ー
ン

は
切

ら
れ

て
い

た
。

調
整

器
と

高
圧

ホ
ー

ス
は

残
さ

れ
て

お
り

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

と
高

圧
ホ

ー
ス

の
接

続
部

は
工

具
で

外
さ

れ
て

い
た

。
1
0
月

2
3
日

(金
)1

6
時

頃
ま

で
は

、
消

費
先

店
舗

は
営

業
し

て
お

り
ガ

ス
を

使
用

し
て

い
た

た
め

、
1
0
月

2
3
日

(金
)1

6
時

～
1
0
月

2
4
日

(土
)1

0
時

頃
ま

で
の

盗
難

と
推

測
さ

れ
る

。

2
4
9

2
0
1
5
-

7
5
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
4

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

公
民

館
に

設
置

さ
れ

て
あ

る
は

ず
の

容
器

が
、

消
防

団
本

部
に

設
置

さ
れ

て
い

た
た

め
、

本
来

消
防

本
部

に
設

置
さ

れ
て

い
る

は
ず

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
調

べ
た

と
こ

ろ
、

容
器

1
本

が
盗

難
さ

れ
、

別
の

公
民

館
に

設
置

し
て

あ
る

こ
と

が
、

1
0
月

2
6
日

(月
)に

判
明

し
た

。

2
5
0

2
0
1
5
-

7
5
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
4

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
4
日

に
消

防
団

本
部

で
容

器
交

換
を

行
っ

た
作

業
員

が
、

バ
ー

コ
ー

ド
が

剥
が

れ
て

い
て

、
設

置
し

て
あ

る
L
P

ガ
ス

容
器

2
本

が
お

か
し

い
と

思
い

調
べ

た
と

こ
ろ

、
消

費
先

に
設

置
し

て
あ

る
は

ず
の

容
器

が
設

置
し

て
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
消

費
先

に
設

置
し

た
容

器
は

、
平

成
2
5
年

1
0
月

1
8
日

(金
)の

設
置

か
ら

、
平

成
2
6
年

4
月

3
0
日

(水
)の

容
器

交
換

を
行

っ
た

期
間

に
盗

難
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
。

な
お

、
消

費
先

に
新

た
に

設
置

し
た

容
器

と
交

換
し

回
収

し
た

容
器

は
、

今
回

の
盗

難
を

覚
知

す
る

ま
で

の
期

間
に

、
別

の
場

所
へ

設
置

し
た

た
め

、
容

器
を

特
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
(シ

ス
テ

ム
管

理
で

は
、

履
歴

は
上

書
き

さ
れ

、
消

去
さ

れ
る

)。

2
5
1

2
0
1
5
-

7
5
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
6

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
防

団
本

部
に

設
置

さ
れ

て
い

た
容

器
が

消
費

先
に

設
置

さ
れ

て
い

た
た

め
、

本
来

消
費

先
に

設
置

し
て

あ
る

は
ず

の
容

器
2
本

に
つ

い
て

調
べ

た
と

こ
ろ

、
容

器
1
本

が
盗

難
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

盗
難

さ
れ

た
容

器
1
本

を
調

査
し

た
が

、
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
。

1
0
月

2
6
日

(月
)に

警
察

署
へ

被
害

届
を

提
出

し
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
5
2

2
0
1
5
-

7
5
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
7

愛 媛 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

業
所

内
施

設
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
7
日

(火
)1

3
時

1
7
分

、
消

費
者

が
調

理
室

を
使

用
し

た
際

、
ガ

ス
器

具
が

使
用

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
販

売
店

に
連

絡
を

行
っ

た
。

連
絡

を
受

け
、

販
売

店
は

職
員

を
派

遣
し

、
現

場
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
無

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
消

費
者

に
最

近
の

使
用

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
前

回
の

容
器

交
換

日
(7

月
3
日

(金
))

以
降

、
8
月

2
6
日

(水
)と

9
月

2
6
日

(土
)に

消
費

先
を

使
用

し
た

が
、

8
月

2
6
日

は
ガ

ス
器

具
を

使
用

で
き

た
も

の
の

、
9
月

2
6
日

は
、

今
回

同
様

、
ガ

ス
器

具
を

使
用

で
き

な
か

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

盗
難

は
、

8
月

2
6
日

～
9
月

2
6
日

の
間

に
発

生
し

た
と

思
わ

れ
る

。

2
5
3

2
0
1
5
-

7
5
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
7

鳥 取 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
7
日

(火
)1

6
時

頃
、

消
費

者
か

ら
容

器
が

見
当

た
ら

な
い

と
の

連
絡

が
あ

り
、

販
売

店
担

当
職

員
が

訪
問

し
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
0
月

9
日

に
検

針
の

た
め

に
訪

問
し

た
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
の

で
、

前
回

検
針

か
ら

今
回

現
地

確
認

ま
で

の
期

間
中

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
事

後
対

応
と

し
て

は
、

2
8
日

に
警

察
署

へ
通

報
し

た
。

2
5
4

2
0
1
5
-

7
5
5

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
2
7

茨 城 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
養

殖
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

2
7
日

(火
)、

養
殖

場
従

業
員

が
給

餌
の

た
め

に
5
時

頃
か

ら
8
時

頃
に

か
け

て
養

殖
池

に
行

っ
て

い
た

間
に

、
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
を

荷
台

に
積

載
し

て
い

た
ト

ラ
ッ

ク
が

盗
難

に
あ

っ
た

。

2
5
5

2
0
1
5
-

7
5
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
0
/
3
1

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
お

寺
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
0
月

3
1
日

、
町

会
管

理
人

が
見

回
り

を
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

警
察

に
通

報
し

た
。

2
5
6

2
0
1
5
-

7
5
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
6

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
1
月

6
日

(金
)1

8
時

0
0
分

頃
、

入
居

に
伴

う
開

栓
作

業
の

た
め

に
作

業
員

が
赴

い
た

際
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
前

回
検

針
時

(9
月

1
6
日

(水
))

に
異

常
は

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
以

後
に

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

で
あ

る
。

な
お

、
現

場
は

過
去

1
年

半
ほ

ど
空

家
で

あ
っ

た
。

2
5
7

2
0
1
5
-

7
6
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
9

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

ガ
ス

代
集

金
の

た
め

、
担

当
者

が
訪

問
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

い
こ

と
に

気
が

つ
い

た
。

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

、
調

整
器

等
他

の
供

給
機

器
に

被
害

は
な

か
っ

た
。

当
該

消
費

者
は

、
1
0
月

5
日

に
引

っ
越

し
、

消
費

先
は

空
家

と
な

っ
て

供
給

停
止

し
て

い
た

た
め

、
そ

の
間

の
盗

難
と

思
わ

れ
る

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
5
8

2
0
1
5
-

7
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
1
1

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

配
送

員
が

消
費

者
宅

に
容

器
交

換
に

行
っ

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
あ

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

ま
れ

、
そ

の
容

器
に

接
続

し
て

あ
っ

た
高

圧
ホ

ー
ス

が
外

さ
れ

て
あ

る
状

態
で

あ
っ

た
。

2
5
9

2
0
1
5
-

7
6
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
1
5

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

発
生

場
所

は
社

員
向

け
住

宅
で

、
発

生
時

点
で

借
主

が
変

更
さ

れ
て

い
た

が
、

販
売

事
業

者
に

は
連

絡
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

1
1
月

1
5
日

に
定

期
検

針
の

た
め

に
訪

れ
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
、

調
整

器
が

な
く
な

っ
て

い
た

。
発

覚
直

後
か

ら
新

入
居

者
と

連
絡

が
取

れ
ず

、
1
1
月

2
6
日

に
新

入
居

者
に

あ
っ

て
話

を
聞

い
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

お
よ

び
調

整
器

に
つ

い
て

は
、

別
会

社
か

ら
ガ

ス
供

給
を

開
始

す
る

た
め

に
取

り
外

さ
れ

て
い

た
と

判
明

し
た

。
入

居
者

の
話

で
は

、
そ

の
時

点
で

す
で

に
容

器
は

な
く
な

っ
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

容
器

盗
難

は
、

前
月

の
定

期
検

針
日

か
ら

の
約

1
ヶ

月
間

に
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

2
6
0

2
0
1
5
-

7
6
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
1
6

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
1
月

1
6
日

1
0
時

3
0
分

頃
、

月
1
回

の
検

針
時

に
、

当
該

消
費

先
を

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

る
は

ず
の

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

い
た

。
そ

の
後

、
警

察
へ

盗
難

被
害

届
を

提
出

し
た

。
ま

た
、

L
P

ガ
ス

保
安

セ
ン

タ
ー

に
当

該
事

故
に

つ
い

て
連

絡
を

入
れ

た
。

2
6
1

2
0
1
5
-

7
6
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
1
/
2
4

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
小

売
業

店
舗

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

平
成

2
6
年

5
月

2
0
日

の
屋

外
イ

ベ
ン

ト
で

の
使

用
を

目
的

と
し

て
、

販
売

店
が

消
費

事
業

者
に

質
量

販
売

し
た

。
イ

ベ
ン

ト
終

了
後

に
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

を
販

売
事

業
者

へ
返

却
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
当

該
消

費
者

は
長

期
間

経
過

後
も

連
絡

し
な

か
っ

た
。

平
成

2
7
年

7
月

2
7
日

に
販

売
事

業
者

が
現

場
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

な
く
な

っ
て

い
た

。
販

売
事

業
者

が
消

費
者

に
聞

き
取

り
し

、
容

器
は

当
該

消
費

者
本

部
事

業
所

が
回

収
し

た
と

の
情

報
を

得
た

た
め

、
当

該
本

部
へ

確
認

を
依

頼
し

た
が

、
所

在
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
一

方
、

販
売

事
業

者
は

社
内

調
査

を
実

施
し

た
が

、
返

却
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
1
1
月

2
4
日

に
販

売
事

業
者

に
よ

る
消

費
者

本
部

事
務

所
へ

の
調

査
を

実
施

す
る

も
、

見
つ

け
ら

れ
な

か
っ

た
。

紛
失

事
故

と
し

て
販

売
事

業
者

が
県

に
連

絡
し

た
。

販
売

事
業

者
が

警
察

署
へ

遺
失

届
を

提
出

し
た

。
1
1
月

2
7
日

に
県

に
高

圧
ガ

ス
保

安
法

に
基

づ
く
事

故
届

書
を

提
出

し
た

。

2
6
2

2
0
1
5
-

7
6
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
2
5

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

発
生

場
所

は
住

宅
街

の
一

画
に

あ
る

リ
フ

ォ
ー

ム
物

件
で

、
盗

難
発

覚
の

1
1
月

2
5
日

が
入

居
開

始
予

定
日

で
あ

っ
た

。
ガ

ス
開

栓
の

た
め

販
売

事
業

者
が

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

住
居

裏
面

に
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。
盗

難
は

容
器

の
み

で
、

調
整

器
お

よ
び

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

等
は

残
さ

れ
て

い
た

。
発

覚
前

の
1
0
月

6
日

に
は

容
器

の
存

在
が

確
認

さ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

そ
れ

以
降

の
約

1
ヶ

月
半

の
間

に
盗

難
が

発
生

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

2
6
3

2
0
1
5
-

7
6
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
2
6

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
1
月

2
6
日

(木
)1

5
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
ガ

ス
が

出
な

い
旨

の
連

絡
を

受
け

た
た

め
、

販
売

店
社

員
が

現
場

に
赴

い
た

と
こ

ろ
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

お
よ

び
高

圧
ホ

ー
ス

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
前

回
検

針
時

(1
1
月

6
日

(金
))

に
異

常
は

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
以

後
に

盗
難

に
あ

っ
た

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
6
4

2
0
1
5
-

7
6
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
2
7

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
マ

ン
シ

ョ
ン

駐
車

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
1
月

2
7
日

、
消

費
者

か
ら

販
売

店
へ

、
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
さ

れ
た

旨
の

一
報

が
入

っ
た

。
消

費
者

に
よ

る
と

、
工

事
用

ト
ー

チ
バ

ー
ナ

ー
に

使
用

し
て

お
り

、
保

管
先

の
倉

庫
か

ら
持

ち
出

し
て

車
両

で
の

移
動

中
、

消
費

者
の

自
宅

マ
ン

シ
ョ

ン
駐

車
場

に
一

時
駐

車
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
容

器
盗

難
に

あ
っ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。

2
6
5

2
0
1
5
-

7
6
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
2
8

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
ビ

ニ
ル

ハ
ウ

ス
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
1
月

2
8
日

(土
)1

0
時

3
0
分

頃
、

容
器

交
換

の
た

め
に

作
業

員
が

消
費

先
を

訪
問

し
た

際
、

設
置

さ
れ

て
い

た
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

6
本

の
う

ち
2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
1
1
月

1
8
日

(水
)1

5
時

頃
に

確
認

し
た

際
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
以

後
に

盗
難

に
あ

っ
た

も
の

で
あ

る
。

2
6
6

2
0
1
5
-

7
7
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
2
9

鳥 取 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
1
月

2
9
日

(日
)に

自
治

会
役

員
が

公
民

館
の

容
器

が
見

当
た

ら
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

周
囲

を
探

し
た

が
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
。

1
2
月

3
日

(木
)1

0
時

3
0
分

頃
、

販
売

店
に

相
談

し
、

担
当

職
員

が
現

地
を

訪
問

し
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
1
月

9
日

に
検

針
の

た
め

に
訪

問
し

た
時

に
は

異
常

は
な

か
っ

た
の

で
、

前
回

検
針

か
ら

1
1
月

2
9
日

の
自

治
会

の
集

ま
り

ま
で

の
期

間
中

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
事

後
対

応
と

し
て

は
、

1
2
月

3
日

に
警

察
署

へ
通

報
し

、
現

場
検

証
を

行
っ

た
。

2
6
7

2
0
1
5
-

7
6
9

消
費

酸
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
1
/
2
9

栃 木 県
0

0
0

0
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
資

材
置

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

事
業

者
が

資
材

置
き

場
に

溶
断

用
の

酸
素

7
m

3
容

器
を

積
載

し
た

ま
ま

の
ト

ラ
ッ

ク
を

駐
車

し
て

い
た

。
1
1
月

2
9
日

(日
)1

8
時

3
0
分

頃
に

防
犯

用
セ

ン
サ

ー
(赤

外
線

)が
作

動
し

、
消

費
事

業
者

社
長

が
1
8
時

4
0
分

頃
に

現
場

に
駆

け
つ

け
た

と
こ

ろ
、

容
器

が
ト

ラ
ッ

ク
ご

と
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
1
月

3
0
日

(月
)に

消
費

者
が

販
売

店
に

連
絡

し
、

1
2
月

1
日

(火
)に

販
売

店
の

現
地

状
況

確
認

が
済

み
、

2
日

(水
)に

県
に

報
告

し
た

。
警

察
署

に
被

害
届

提
出

済
で

、
現

場
に

設
置

し
て

あ
る

防
犯

カ
メ

ラ
の

映
像

に
は

3
人

組
の

姿
が

映
っ

て
い

た
。

2
6
8

2
0
1
5
-

7
7
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
倉

庫
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
日

(火
)1

7
時

4
0
分

頃
に

販
売

店
従

業
員

が
消

費
先

前
を

通
過

し
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
用

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

(予
備

)が
無

い
こ

と
に

気
づ

い
た

後
、

消
費

先
か

ら
1
8
時

0
0
分

に
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

用
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

(予
備

)が
盗

難
さ

れ
た

と
、

販
売

店
に

連
絡

が
あ

っ
た

。
L
P

ガ
ス

容
器

は
販

売
店

従
業

員
が

1
1
月

3
0
日

(月
)1

1
時

0
0
分

頃
、

消
費

先
前

を
通

過
時

に
確

認
し

て
い

た
た

め
、

1
1
月

3
0
日

(月
)1

1
時

0
0
分

か
ら

1
2
月

1
日

(火
)1

7
時

4
0
分

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

2
6
9

2
0
1
5
-

7
7
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

販
売

店
か

ら
容

器
配

送
会

社
に

連
絡

が
あ

り
、

L
P

ガ
ス

容
器

設
置

先
に

検
針

に
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。

前
回

検
針

時
の

1
1
月

1
1
日

か
ら

盗
難

覚
知

日
の

1
2
月

1
日

の
間

に
盗

難
に

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
7
0

2
0
1
5
-

7
7
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1

新 潟 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
日

1
3
時

5
5
分

頃
に

販
売

店
従

業
員

が
消

費
先

の
メ

ー
タ

ー
検

針
に

伺
っ

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

立
て

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
消

費
者

に
確

認
し

た
が

、
所

在
に

つ
い

て
不

明
の

た
め

、
盗

難
と

し
て

警
察

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

な
お

、
盗

難
に

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

は
5
月

2
0
日

に
交

換
し

、
前

々
回

の
メ

ー
タ

ー
検

針
時

(1
1
月

2
日

)に
は

異
常

等
は

な
か

っ
た

。

2
7
1

2
0
1
5
-

7
7
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
2

栃 木 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
個

人
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

2
日

(火
)1

6
時

0
0
分

頃
、

消
費

者
か

ら
、

給
湯

器
を

使
用

す
る

際
に

ガ
ス

が
つ

か
な

い
旨

の
連

絡
が

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
に

入
っ

た
。

1
7
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
の

担
当

者
が

現
地

に
出

向
き

状
況

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
当

初
設

置
し

て
い

た
ガ

ス
配

送
会

社
の

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

お
り

、
別

の
販

売
店

の
空

容
器

が
置

か
れ

て
い

る
状

態
で

あ
っ

た
(発

見
容

器
に

つ
い

て
は

事
故

届
提

出
済

で
あ

る
)。

1
7
時

3
5
分

頃
に

県
に

連
絡

し
、

警
察

署
に

は
被

害
届

提
出

済
で

あ
る

。
な

お
、

直
近

の
検

針
日

は
1
1
月

9
日

1
1
時

0
0
分

に
実

施
し

て
お

り
、

そ
の

際
に

は
問

題
等

は
な

か
っ

た
。

消
費

先
は

5
月

に
も

容
器

盗
難

(2
0
kg

容
器

1
本

)が
発

生
し

て
お

り
、

塀
や

囲
い

の
な

い
別

荘
の

た
め

、
消

費
者

宅
へ

容
易

に
入

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
、

ま
た

消
費

者
が

長
期

不
在

で
あ

る
こ

と
が

多
い

状
況

で
あ

る
。

2
7
2

2
0
1
5
-

7
7
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
3

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

3
日

1
0
時

頃
に

、
担

当
者

が
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

検
針

に
向

か
っ

た
と

こ
ろ

、
予

備
側

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
高

圧
ホ

ー
ス

か
ら

外
さ

れ
て

な
く
な

っ
て

い
た

。
警

察
へ

通
報

し
た

。

2
7
3

2
0
1
5
-

7
7
6

消
費

ア
セ

チ
レ

ン
容

器
、

酸
素

容
器

の
盗

難

2
0
1
5
/
1
2
/
3

茨 城 県
0

0
0

0
ア

セ
チ

レ
ン

、
酸

素
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
駐

車
場

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

2
日

(水
)終

業
後

、
消

費
事

業
者

の
社

員
が

、
現

場
の

ト
ラ

ッ
ク

に
酸

素
ガ

ス
7
m

3
容

器
2
本

、
ア

セ
チ

レ
ン

ガ
ス

7
kg

容
器

1
本

を
積

載
し

て
帰

宅
し

た
。

翌
3
日

(木
)早

朝
、

同
社

員
が

、
車

両
が

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

き
、

容
器

の
盗

難
が

発
覚

し
た

。

2
7
4

2
0
1
5
-

7
7
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
6

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
店

舗
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

6
日

1
7
時

1
0
分

頃
に

、
消

費
者

か
ら

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

と
連

絡
が

あ
っ

た
の

で
、

販
売

店
担

当
者

が
現

場
に

駆
け

つ
け

た
と

こ
ろ

、
連

絡
の

と
お

り
、

チ
ェ

ー
ン

掛
け

を
し

て
い

た
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
た

。

2
7
5

2
0
1
5
-

7
7
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
7

愛 媛 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

6
日

(日
)1

0
時

頃
、

消
費

者
か

ら
、

ガ
ス

が
使

え
な

い
た

め
、

明
日

見
に

来
て

ほ
し

い
と

の
電

話
連

絡
が

あ
っ

た
。

7
日

(月
)9

時
3
0
分

頃
に

訪
問

し
、

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
7
6

2
0
1
5
-

7
7
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
8

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

8
日

9
時

頃
、

販
売

店
社

員
が

付
近

を
通

行
し

た
際

に
、

消
費

者
宅

に
設

置
し

て
い

る
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
、

担
当

者
へ

連
絡

し
た

。
連

絡
を

受
け

た
担

当
者

が
現

場
へ

向
か

っ
た

と
こ

ろ
、

実
際

に
容

器
は

な
く
な

っ
て

い
た

。
な

お
、

消
費

者
は

消
費

先
を

作
業

場
と

し
て

使
用

し
て

お
り

、
作

業
の

な
い

時
や

夜
間

は
不

在
の

た
め

、
気

づ
か

な
か

っ
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

容
器

の
盗

難
を

確
認

し
た

直
後

に
、

警
察

へ
の

被
害

届
を

提
出

し
、

受
理

さ
れ

た
。

2
7
7

2
0
1
5
-

7
8
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
8

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
路

上
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

路
上

に
お

い
て

、
消

費
者

が
ラ

イ
ン

を
引

く
た

め
に

L
P

ガ
ス

を
用

い
た

ト
ー

チ
バ

ー
ナ

ー
を

使
用

し
た

。
工

事
終

了
後

、
帰

社
し

た
時

点
で

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

を
置

き
忘

れ
た

こ
と

に
気

づ
き

、
現

場
に

戻
っ

た
が

、
容

器
は

現
場

か
ら

持
ち

去
ら

れ
て

い
た

。

2
7
8

2
0
1
5
-

7
8
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
0

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

配
送

委
託

先
業

者
の

社
員

が
容

器
交

換
の

た
め

に
消

費
先

を
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

た
め

、
上

司
に

連
絡

し
た

。
上

司
か

ら
、

販
売

店
に

連
絡

が
あ

り
、

容
器

盗
難

事
故

が
発

生
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
な

お
、

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
、

受
理

さ
れ

た
。

2
7
9

2
0
1
5
-

7
8
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
1

愛 知 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
1
日

(金
)1

5
時

0
0
分

頃
、

販
売

店
従

業
員

が
業

務
中

に
、

消
費

者
宅

の
販

売
店

所
有

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
空

に
な

っ
て

い
た

た
め

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
被

害
容

器
の

代
わ

り
に

過
去

(2
月

1
2

日
)に

盗
難

に
あ

っ
た

販
売

店
所

有
容

器
が

取
り

付
け

て
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
直

近
の

容
器

の
所

在
は

、
1
2
月

5
日

に
販

売
店

従
業

員
が

業
務

中
に

確
認

し
て

い
る

。
容

器
盗

難
事

故
と

判
断

し
、

1
2

月
1
2
日

(火
)に

警
察

署
に

被
害

届
を

提
出

し
た

。

2
8
0

2
0
1
5
-

7
8
3

消
費

酸
素

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
2
/
1
1

神 奈 川 県

0
0

0
0

酸
素

Ｃ
そ

の
他

（
紛

失
）

そ
の

他
（
工

事
現

場
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

1
2
月

1
1
日

(金
)、

高
波

に
よ

り
、

酸
素

7
m

3
容

器
1
本

が
海

に
流

出
し

た
。

そ
の

後
、

1
5
日

ま
で

消
費

者
が

容
器

を
捜

索
し

た
が

、
発

見
で

き
な

か
っ

た
。

事
業

者
に

よ
れ

ば
、

「
作

業
が

終
了

し
た

後
は

、
市

道
に

ク
レ

ー
ン

を
つ

け
て

工
事

現
場

か
ら

容
器

な
ど

を
引

き
上

げ
る

が
(市

道
と

現
場

と
の

高
低

差
が

あ
る

た
め

)、
容

器
が

流
さ

れ
た

前
日

は
作

業
が

長
引

き
、

ク
レ

ー
ン

を
市

道
に

停
車

で
き

る
時

間
帯

で
は

な
く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
そ

れ
で

、
仕

方
な

く
容

器
を

現
場

に
置

く
こ

と
に

な
っ

た
」
と

の
こ

と
で

あ
る

。
1
2
月

1
5
日

(火
)、

消
費

者
が

販
売

店
に

連
絡

し
た

。
1
2
月

1
7
日

(木
)、

販
売

店
が

県
に

連
絡

し
た

。

2
8
1

2
0
1
5
-

7
8
4

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
4

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

者
が

、
ガ

ス
が

点
火

し
な

い
こ

と
か

ら
、

容
器

設
置

場
所

を
見

た
と

こ
ろ

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
取

り
外

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

覚
知

し
た

。
消

費
者

が
販

売
事

業
者

へ
連

絡
し

た
。

販
売

事
業

者
も

容
器

お
よ

び
調

整
器

が
取

り
外

さ
れ

、
持

ち
去

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
販

売
事

業
者

は
現

場
の

状
況

か
ら

盗
難

事
件

と
判

断
し

、
警

察
署

へ
盗

難
届

を
提

出
す

る
と

と
も

に
、

県
庁

へ
通

報
し

た
。

1
月

8
日

現
在

、
警

察
か

ら
連

絡
は

な
い

。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
8
2

2
0
1
5
-

7
8
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
5

長 野 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
5
日

(火
)1

1
時

頃
、

販
売

店
担

当
者

が
定

期
検

針
の

た
め

に
消

費
先

を
訪

問
し

た
際

、
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

設
置

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

、
1
本

が
紛

失
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
現

場
の

状
況

よ
り

、
何

者
か

が
持

ち
去

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
1
3
時

に
派

出
所

に
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
8
3

2
0
1
5
-

7
8
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
5

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
4
日

(月
)1

6
時

0
0
分

頃
、

他
社

販
売

店
従

業
員

が
供

給
先

に
お

い
て

、
本

来
設

置
さ

れ
て

い
な

い
場

所
に

L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

た
め

、
当

該
容

器
の

所
有

者
に

連
絡

し
た

。
1
5
日

(火
)、

所
有

者
従

業
員

が
回

収
の

た
め

に
出

向
い

た
が

、
当

該
容

器
が

な
く

な
っ

て
お

り
、

ま
た

、
本

来
の

設
置

場
所

(事
故

発
生

場
所

)に
お

い
て

も
容

器
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
1
2
月

2
5
日

(金
)、

事
故

発
生

場
所

付
近

で
当

該
容

器
が

発
見

さ
れ

た
。

2
8
4

2
0
1
5
-

7
8
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
6

佐 賀 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

消
費

事
業

者
従

業
員

が
、

1
2
月

1
6
日

(水
)8

時
0
0
分

に
事

務
所

に
設

置
さ

れ
て

い
る

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
、

盗
難

さ
れ

た
こ

と
に

気
づ

い
た

た
め

、
容

器
を

捜
索

し
た

が
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

販
売

店
の

容
器

配
送

員
が

1
2
月

1
4
日

(月
)1

3
時

0
0
分

頃
に

、
消

費
事

業
者

倉
庫

へ
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

用
L
P

ガ
ス

容
器

(予
備

)を
配

送
し

た
際

、
事

務
所

に
設

置
さ

れ
て

い
る

容
器

2
本

を
確

認
し

て
い

た
た

め
、

容
器

は
1
2
月

1
4
日

(月
)1

3
時

0
0
分

か
ら

1
2
月

1
6
日

(水
)8

時
0
0
分

の
間

に
盗

ま
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

2
8
5

2
0
1
5
-

7
8
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
6

埼 玉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
倉

庫
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
6
日

9
時

3
0
分

頃
、

消
費

先
従

業
員

よ
り

、
事

務
所

に
設

置
し

て
あ

っ
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
外

さ
れ

て
、

無
く
な

っ
て

い
る

と
通

報
が

あ
っ

た
。

そ
の

後
、

販
売

店
の

従
業

員
が

現
場

に
到

着
し

、
周

辺
を

捜
索

し
た

が
、

ガ
ス

容
器

は
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
。

前
日

の
1
8
時

ま
で

は
給

湯
器

を
使

用
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

容
器

盗
難

は
1
5
日

か
ら

1
6
日

に
か

け
て

の
夜

間
に

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
販

売
店

が
最

後
に

容
器

を
確

認
し

た
の

は
、

容
器

設
置

と
開

栓
を

行
っ

た
1
2
月

8
日

1
3
時

3
0
分

頃
で

あ
る

。

2
8
6

2
0
1
5
-

7
8
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
7

岡 山 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

販
売

店
が

、
1
2
月

1
7
日

9
時

2
0
分

頃
に

消
費

先
の

L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
盗

難
に

あ
っ

て
い

る
こ

と
に

気
づ

い
た

。
さ

ら
に

、
供

給
設

備
に

他
社

の
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

(空
)が

設
置

さ
れ

て
い

た
た

め
、

警
察

署
へ

通
報

し
た

。

2
8
7

2
0
1
5
-

7
9
0

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
7

福 島 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
集

会
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
7
日

1
3
時

3
0
分

頃
、

保
安

業
務

委
託

先
が

、
消

費
先

の
高

圧
ホ

ー
ス

が
緩

み
、

ガ
ス

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
4
時

3
0
分

頃
、

販
売

事
業

者
が

現
地

に
お

い
て

容
器

番
号

等
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

本
来

消
費

先
に

設
置

し
て

あ
っ

た
容

器
が

な
く
な

り
、

別
の

容
器

が
2
本

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
1
6
時

頃
に

警
察

署
が

現
場

検
証

を
行

い
、

1
8
日

に
警

察
署

に
被

害
届

を
提

出
し

た
。

2
4
日

に
県

地
方

振
興

局
に

盗
難

届
を

提
出

し
た

。
な

お
、

1
2
月

8
日

に
検

針
担

当
者

が
検

針
に

訪
れ

た
際

に
は

、
異

常
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
8
8

2
0
1
5
-

7
9
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
1
2
/
1
7

大 分 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

＜
盗

難
＞

無
8
月

1
9
日

に
販

売
店

で
実

施
さ

れ
た

社
内

保
安

査
察

に
お

い
て

、
2
0
1
3
年

9
月

に
販

売
し

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

2
本

が
販

売
店

容
器

置
場

お
よ

び
消

費
先

に
お

い
て

所
在

不
明

で
あ

る
こ

と
が

発
覚

し
た

た
め

、
容

器
喪

失
事

故
と

し
て

届
け

出
た

。

2
8
9

2
0
1
5
-

7
9
2

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
8

岐 阜 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
公

民
館

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
8
日

、
販

売
店

担
当

者
が

保
安

カ
レ

ン
ダ

ー
を

配
布

す
る

た
め

に
、

消
費

先
を

訪
れ

た
と

こ
ろ

、
設

置
さ

れ
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

が
紛

失
し

て
い

た
。

2
9
0

2
0
1
5
-

7
9
3

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
1
8

神 奈 川 県

0
0

0
0

液
化

石
油

ガ
ス

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

配
送

員
が

訪
問

し
た

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

い
こ

と
に

気
づ

き
、

消
費

者
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

一
週

間
ほ

ど
前

か
ら

な
く
な

っ
て

い
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
至

急
容

器
を

設
置

し
、

警
察

へ
盗

難
届

を
提

出
し

た
。

2
9
1

2
0
1
5
-

7
9
5

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
2
0

千 葉 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
作

業
休

憩
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

9
日

に
供

給
設

備
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

を
設

置
し

た
。

1
2
月

1
9
日

に
使

用
し

、
2
0
日

に
使

用
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
火

が
つ

か
な

い
の

で
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
が

な
く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

2
9
2

2
0
1
5
-

7
9
6

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
2
2

茨 城 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
民

家
：
住

居
中

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

現
場

消
費

先
は

、
所

有
者

が
管

理
の

た
め

に
月

に
数

回
の

頻
度

で
使

用
し

て
い

る
他

は
無

人
の

状
態

で
あ

っ
た

。
1
2
月

2
2
日

(火
)1

1
時

頃
、

現
場

に
赴

い
た

所
有

者
が

、
L
P

ガ
ス

5
0
kg

容
器

2
本

の
う

ち
1
本

と
高

圧
ホ

ー
ス

が
取

り
外

さ
れ

、
無

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
ま

た
、

エ
ア

コ
ン

の
室

外
機

も
盗

難
さ

れ
て

い
た

。

2
9
3

2
0
1
5
-

7
9
7

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
2
8

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

2
8
日

(月
)1

5
時

頃
、

消
費

者
か

ら
「
ガ

ス
が

つ
か

な
い

」
と

の
通

報
が

あ
っ

た
。

販
売

店
の

職
員

が
現

地
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
設

置
さ

れ
て

お
ら

ず
、

盗
難

と
判

断
し

た
。

警
察

署
に

盗
難

の
届

出
を

行
っ

た
。

前
回

の
容

器
交

換
は

、
4
月

1
3
日

(月
)で

あ
り

(検
針

は
自

動
検

針
)、

最
後

に
使

用
し

た
日

時
は

不
明

で
あ

る
。

消
費

先
で

は
、

4
月

1
3
日

(月
)に

同
様

の
盗

難
が

発
生

し
て

お
り

、
5
月

1
1
日

(月
)付

け
で

産
業

保
安

監
督

部
に

報
告

済
で

あ
る

(な
お

、
当

該
容

器
は

、
5

月
1
9
日

(火
)に

発
見

さ
れ

、
配

送
セ

ン
タ

ー
が

回
収

済
み

で
あ

る
)。
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番
号

c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

2
9
4

2
0
1
5
-

7
9
8

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
2
8

熊 本 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
事

務
所

）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

2
8
日

(月
)1

8
時

頃
、

消
費

者
が

年
末

夜
警

で
ガ

ス
コ

ン
ロ

を
使

用
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

、
着

火
せ

ず
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
た

。
通

報
に

よ
り

、
販

売
店

職
員

が
現

場
を

確
認

し
、

周
辺

を
捜

索
し

た
が

発
見

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
盗

難
と

判
断

し
た

。
所

轄
警

察
署

に
盗

難
の

届
出

を
行

っ
た

。
な

お
1
2
月

1
日

(火
)の

検
針

の
際

に
は

異
常

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
当

該
地

域
で

は
、

こ
こ

数
年

盗
難

が
多

発
し

て
い

る
た

め
、

公
民

館
等

に
お

い
て

は
、

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
で

固
定

す
る

な
ど

の
対

策
が

講
じ

ら
れ

て
い

た
が

、
今

回
の

現
場

で
は

、
こ

れ
ら

の
対

策
が

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

2
9
5

2
0
1
5
-

7
9
9

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
1
2
/
2
8

福 岡 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
空

家
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

配
送

委
託

先
業

者
の

社
員

が
容

器
の

確
認

の
た

め
に

消
費

先
を

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

設
置

し
て

い
た

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

に
気

が
つ

い
た

た
め

、
上

司
に

連
絡

し
た

。
上

司
か

ら
、

販
売

店
に

連
絡

が
あ

り
、

容
器

盗
難

事
故

が
発

生
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
な

お
、

警
察

署
へ

盗
難

届
を

提
出

し
、

受
理

さ
れ

た
。

2
9
6

2
0
1
5
-

6
6
1

消
費

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
-
3
-

石 川 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
紛

失
）

そ
の

他
（
社

宅
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

6
月

1
8
日

夕
方

、
販

売
店

よ
り

配
送

会
社

の
L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

1
本

を
、

消
費

事
業

者
の

処
理

場
よ

り
引

き
上

げ
て

き
た

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
翌

1
9
日

に
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
容

器
番

号
よ

り
別

の
消

費
者

先
に

設
置

し
た

容
器

と
発

覚
し

た
。

消
費

先
は

消
費

事
業

者
の

社
宅

の
た

め
、

消
費

事
業

者
の

担
当

者
に

経
緯

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
3
月

頃
社

宅
を

解
体

す
る

際
、

容
器

が
設

置
さ

れ
て

い
た

た
め

、
配

送
会

社
へ

引
き

上
げ

依
頼

を
し

た
が

、
対

応
し

て
も

ら
え

な
か

っ
た

の
で

、
容

器
を

外
し

、
自

社
の

処
理

場
へ

運
ん

だ
が

、
そ

の
時

す
で

に
容

器
は

1
本

だ
け

で
あ

っ
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

消
費

先
は

、
2
月

1
8
日

に
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

等
閉

栓
し

た
。

そ
の

際
、

L
P

ガ
ス

2
0
kg

容
器

2
本

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
が

、
そ

れ
以

降
は

空
家

の
状

態
で

あ
り

、
容

器
確

認
が

で
き

て
い

な
い

た
め

、
2
月

1
8
日

か
ら

社
宅

を
解

体
す

る
3
月

ま
で

の
間

に
紛

失
し

た
と

推
定

さ
れ

る
(盗

難
の

可
能

性
も

あ
る

)。
配

送
会

社
に

、
喪

失
し

た
容

器
を

引
き

上
げ

た
履

歴
等

が
な

い
か

確
認

し
た

が
、

記
録

等
が

な
い

た
め

、
同

日
警

察
署

に
紛

失
届

を
提

出
し

た
。
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平
成

2
7
年

に
発

生
し

た
高

圧
ガ

ス
保

安
法

事
故

一
覧

表
(8

)喪
失

・
盗

難
事

故
：
そ

の
他

番 号
c
o
de

事
故

区
分

事
故

名
称

年
月

日
県 名

死 者
重 傷

軽 傷
計

物
質

名
規 模

現
象

(1
次

事
象

)
2
次

事
象

業
種

設
備

区
分

取
扱

状
態

事
故

原
因

(主
因

)
事

故
原

因
(副

因
)

着
火

源
事

故
概

要

1
2
0
1
5

-
5
9
8

そ
の

他
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

2
0
1
5
/
4
/
5

群 馬 県
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
貯

蔵
所

）

容
器

本
体

＜
貯

蔵
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

5
日

(日
)2

3
時

3
0
分

頃
、

県
営

住
宅

の
一

室
で

ガ
ス

爆
発

事
故

が
発

生
し

た
。

消
防

、
警

察
に

よ
る

現
場

検
証

の
際

、
販

売
店

所
有

の
L
P

ガ
ス

3
0
kg

容
器

2
本

が
室

内
で

発
見

さ
れ

た
。

当
該

容
器

は
、

2
月

5
日

、
3
月

6
日

に
販

売
店

工
場

か
ら

出
荷

さ
れ

、
事

業
所

へ
運

ば
れ

た
。

そ
の

後
容

器
2
本

と
も

事
業

所
か

ら
出

荷
さ

れ
て

お
ら

ず
、

消
費

先
へ

も
設

置
記

録
が

な
い

こ
と

か
ら

、
何

者
か

が
事

業
所

か
ら

持
ち

出
し

、
当

該
現

場
へ

搬
入

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
以

上
の

こ
と

か
ら

、
容

器
2
本

は
盗

難
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

警
察

へ
盗

難
事

故
届

を
提

出
し

た
。

2
2
0
1
5

-
6
1
4

そ
の

他
酸

素
容

器
、

窒
素

容
器

の
盗

難
2
0
1
5
/
4
/
2
2

神 奈 川 県

0
0

0
0

ア
セ

チ
レ

ン
、

窒
素

Ｃ
そ

の
他

（
盗

難
）

販
売

店
容

器
本

体

＜
移

動
中

＞
＜

盗
難

＞
無

4
月

2
2
日

に
駐

車
場

に
停

車
中

に
車

体
ご

と
盗

難
に

遭
っ

た
。

4
月

2
3
日

に
酸

素
ガ

ス
1
.5

m
3
容

器
2
本

、
窒

素
ガ

ス
1
.5

m
3
容

器
が

発
見

さ
れ

た
(回

収
済

み
)。

3
2
0
1
5

-
7
1
7

そ
の

他

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

容
器

の
喪

失
2
0
1
5
/
9
/
1
0

神 奈 川 県

0
0

0
0

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

Ｃ
そ

の
他

（
紛

失
）

そ
の

他
容

器
本

体

＜
消

費
中

＞

＜
そ

の
他

＞
（
紛

失
）

無

事
業

者
が

販
売

の
た

め
に

引
き

渡
し

た
フ

ル
オ

ロ
カ

ー
ボ

ン
容

器
が

、
引

き
渡

し
先

か
ら

返
却

さ
れ

ず
に

い
た

(喪
失

状
態

)。
9
月

1
0
日

に
山

中
に

投
棄

さ
れ

て
い

る
の

が
発

見
さ

れ
た

。
9
月

8
日

、
県

政
総

合
セ

ン
タ

ー
に

、
山

中
に

L
P

ガ
ス

容
器

が
投

棄
さ

れ
て

い
る

と
の

情
報

提
供

が
あ

っ
た

。
9
月

1
0
日

に
総

合
セ

ン
タ

ー
職

員
が

販
売

事
業

者
数

名
と

現
場

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

投
棄

さ
れ

て
い

た
容

器
は

フ
ル

オ
ロ

カ
ー

ボ
ン

の
容

器
で

あ
っ

た
。

※
容

器
外

観
か

ら
、

腐
食

が
進

ん
で

い
る

様
子

は
な

か
っ

た
。

使
用

済
み

の
容

器
が

投
棄

さ
れ

た
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

投
棄

場
所

は
県

境
の

山
中

で
、

周
囲

に
民

家
も

な
い

た
め

、
そ

の
場

で
の

人
的

・
物

的
被

害
は

な
か

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

投
棄

場
所

か
ら

容
器

を
引

き
上

げ
、

刻
印

を
確

認
し

、
容

器
所

有
者

が
判

明
し

た
。

容
器

所
有

者
に

問
い

合
わ

せ
、

当
該

容
器

が
販

売
店

か
ら

事
業

者
に

販
売

さ
れ

た
こ

と
が

分
か

っ
た

。
事

業
者

は
高

圧
ガ

ス
販

売
事

業
未

届
け

で
高

圧
ガ

ス
を

販
売

し
て

お
り

、
容

器
管

理
も

徹
底

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
ど

こ
に

販
売

(引
き

渡
し

)し
た

か
記

録
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

判
明

し
た

。
9
月

1
1
日

、
事

業
者

が
容

器
を

回
収

し
た

(販
売

店
に

返
却

し
た

)。
県

は
、

事
業

者
に

対
し

、
販

売
事

業
に

つ
い

て
届

け
出

る
よ

う
指

導
し

た
。

ま
た

、
容

器
喪

失
の

状
態

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
事

故
届

を
提

出
す

る
こ

と
を

指
示

し
た

。

4
2
0
1
5

-
7
9
4

そ
の

他
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
容

器
の

盗
難

2
0
1
5
/
1
2
/
2
0

大 阪 府
0

0
0

0
液

化
石

油
ガ

ス
Ｃ

そ
の

他
（
盗

難
）

そ
の

他
（
販

売
所

内
）

容
器

本
体

＜
消

費
中

＞
＜

盗
難

＞
無

1
2
月

1
9
日

1
5
時

0
0
分

頃
、

消
費

先
か

ら
返

却
が

あ
っ

た
L
P

ガ
ス

1
0
kg

容
器

1
本

お
よ

び
L
P

ガ
ス

コ
ン

ロ
2
式

、
調

整
器

1
式

を
ガ

レ
ー

ジ
内

に
置

い
て

い
た

が
、

多
忙

で
あ

っ
た

た
め

、
収

納
を

後
回

し
に

し
て

い
た

。
翌

日
、

ガ
レ

ー
ジ

内
に

置
い

て
い

た
も

の
一

式
が

無
く
な

っ
て

い
る

の
に

気
づ

い
た

。
自

宅
の

防
犯

カ
メ

ラ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

1
2
月

2
0
日

2
時

4
0
分

頃
に

何
者

か
が

ガ
レ

ー
ジ

内
に

侵
入

し
、

容
器

1
本

お
よ

び
L
P

ガ
ス

コ
ン

ロ
2
式

、
調

整
器

1
式

を
盗

ん
で

い
る

映
像

を
確

認
し

た
。
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